
授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

人
間
科
学
入
門

Introduction to H
um

an Sciences
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
倉
石
　
一
郎

教
授

 国
際
高
等
教
育
院

高
橋
　
由
典

教
授

 こころの未来研究センター
カ
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー

 
教
授

 人間・環境学研究科
杉万　俊夫(Toshio Sugiman) 

教
授

 人間・環境学研究科
吉
田
　
純

准
教
授

 人間・環境学研究科
永田　素彦(Motohiko Nagata) 

教
授

 人間・環境学研究科
多
賀
　
茂

准
教
授

 人間・環境学研究科
戸
田
　
剛
文

准
教
授

 人間・環境学研究科
桒
山
　
智
成

教
授

 人間・環境学研究科
石
田
　
明
文

 

配
当
学
年

 1,2回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
本
講
義
で
は
、
人
間
科
学
系
を
構
成
す
る
６
関
係
分
野
か
ら
、
教
員
を
選
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
を
踏
ま
え
な
が

ら
論
究
し
て
い
く
。

 [到
達
目
標

]
総
合
人
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
学
問
に
接
す
る
こ
と
で
、
興
味
の
幅
を
広
げ
る

 [授
業
計
画
と
内
容

]
総
合
人
間
学
部
の
人
間
科
学
入
門
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
い
わ
れ
て
い
る
「
人
間
科
学
」
の
学
問
的
入
門
で
は
な
く
、

総
合
人
間
学
部
の
「
人
間
科
学
系
」
の
あ
る
分
野
の
学
問
紹
介
・
人
物
紹
介
と
考
え
た
方
が
分
か
り
や
す
い
。
分
野

か
ら
選
出
さ
れ
た

10名
の
教
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
に
つ
い
て
講
じ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
の
授

業
で
説
明
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
受
講
者
の
出
席
と
複
数
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
単
位
認
定
を
行
う
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
と
く
に
な
し

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

人
間
形
成
論

T
heory of E

ducation
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
倉
石
　
一
郎

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
＜
現
代
教
育
理
論
の
最
前
線
を
読
む
　
―
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
ペ
ダ
ゴ
ジ
ー

(批
判
的
教
育
学

)の
世
界
＞

目
く
る
め
く
変
動
す
る
現
代
社
会
の
教
育
現
象
を
、
そ
の
本
質
を
見
失
う
こ
と
な
く
読
み
解
く
に
は
理
論
的
な
軸
が

必
要
で
あ
る
。
高
度
な
教
育
認
識
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
教
育
理
論
の
素
養
が
不
可
欠
で
あ
る
。
本
講
で
は
、
欧

米
に
お
け
る
現
代
教
育
理
論
の
代
表
格
で
あ
る
Ｂ
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
、
Ｐ
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
、
Ｈ
・
ジ
ル
―
、
Ｍ
・

ア
ッ
プ
ル
な
ど
の
著
作
や
論
文
を
講
読
す
る
こ
と
を
通
じ
、
教
育
理
論
の
射
程
を
見
定
め
る
。

 [到
達
目
標

]
テ
キ
ス
ト
の
講
読
を
通
し
て
、
現
代
に
お
け
る
代
表
的
な
教
育
理
論
も
し
く
は
教
育
社
会
学
理
論
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

を
つ
か
み
、
そ
の
意
義
を
理
解
す
る
。
ま
た
理
論
的
軸
を
も
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
現
象
を
解
読
す
る
た
め
の
基

本
的
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
授
業
の
ね
ら
い

２
～
５
：
Ｂ
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
『
＜
教
育
＞
の
社
会
理
論
』
の
講
読
と
討
論

６
～
８
：
Ｐ
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
「
文
化
資
本
の
三
つ
の
か
た
ち
」
の
講
読
と
討
論

９
～

11：
Ｈ
・
ジ
ル
―
『
変
革
的
知
識
人
と
し
て
の
教
師
』
の
講
読
と
討
論

12～
14：
Ｍ
・
ア
ッ
プ
ル
『
学
校
幻
想
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
』
の
講
読
と
討
論

 [履
修
要
件

]
二
回
生
以
上
、
院
と
共
通

原
則
と
し
て
翻
訳
を
使
う
が
、
英
語
原
文
と
の
対
照
を
推
奨
す
る
た
め
、
あ
る
程
度
の
英
語
力
を
有
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
に
よ
る
。
出
席
状
況
、
授
業
で
の
報
告
内
容
、
討
論
へ
の
参
加
な
ど
に
よ
っ
て
総
合
的
に
判
断
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
指
定
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
事
前
に
し
っ
か
り
読
み
込
む
こ
と
。
授
業
後
に
、
報
告
者
の
レ
ジ
ュ
メ
を
併
せ
て
再
度
テ

キ
ス
ト
を
読
み
直
す
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

人
間
形
成
論
演
習
Ａ

Sem
inar A

 on T
heories of E

ducation
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
倉
石
　
一
郎

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
人
間
形
成
・
教
育
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
受
講
者
が
発
表
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
討
論
を
行
う
こ
と
で
教
育
学
の
素
養
を

身
に
つ
け
る
。
重
複
履
修
可
。

 [到
達
目
標

]
発
表
内
容
の
作
成
を
通
じ
、
教
育
学
・
人
間
形
成
に
関
す
る
自
分
の
関
心
を
明
確
化
し
、
他
者
に
伝
わ
る
形
に
そ
れ

を
整
理
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
問
題
意
識
を
醸
成
し
、
卒
業
論
文
に
向
け
た
研
究
に
方
向
性
を
与
え
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
全

14回
の
全
て
を
個
人
発
表
に
あ
て
る
。

 [履
修
要
件

]
３
－
４
回
生

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
発
表
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
発
表
者
は
事
前
に
入
念
な
準
備
を
行
う
こ
と
。
そ
れ
以
外
の
場
合
も
、
事
前
に
配
布
さ
れ
た
発
表
者
の
レ
ジ
ュ
メ
を

し
っ
か
り
読
ん
で
臨
む
こ
と
。
事
後
に
は
、
授
業
で
指
摘
さ
れ
た
点
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
踏
ま
え
、
研
究
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

あ
る
程
度
の
英
語
読
解
力
を
有
す
る
こ
と
。

事
前
に
メ
ー
ル
で
連
絡
し
て
ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

人
間
形
成
論
演
習
Ｂ

Sem
inar B

 on T
heories of E

ducation
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
倉
石
　
一
郎

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
人
間
形
成
・
教
育
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
受
講
者
が
発
表
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
討
論
を
行
う
こ
と
で
教
育
学
の
素
養
に

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
。
重
複
履
修
可
。

 [到
達
目
標

]
発
表
内
容
の
作
成
を
通
じ
、
教
育
学
・
人
間
形
成
に
関
す
る
自
分
の
関
心
を
明
確
化
し
、
他
者
に
伝
わ
る
形
に
そ
れ

を
整
理
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
問
題
意
識
を
深
化
さ
せ
、
卒
業
論
文
の
研
究
に
向
け
た
具
体
的
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出

す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
全

14回
の
全
て
を
個
人
発
表
に
あ
て
る
。

 [履
修
要
件

]
３
－
４
回
生

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
発
表
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
発
表
者
は
事
前
に
入
念
な
準
備
を
行
う
こ
と
。
そ
れ
以
外
の
場
合
も
、
事
前
に
配
布
さ
れ
た
発
表
者
の
レ
ジ
ュ
メ
を

し
っ
か
り
読
ん
で
臨
む
こ
と
。
事
後
に
は
、
授
業
で
指
摘
さ
れ
た
点
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
踏
ま
え
、
研
究
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
。

 

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

あ
る
程
度
の
英
語
読
解
力
を
有
す
る
こ
と
。

メ
ー
ル
に
よ
る
事
前
連
絡
で
ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

人
間
形
成
史
論

H
istory of E

ducation
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
小
山
　
静
子

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
近
代
日
本
に
お
け
る
子
ど
も
観
や
人
間
形
成
の
あ
り
方
を
、
家
庭
や
学
校
で
の
教
育
の
あ
り
方
に
焦
点
を
当
て
な

が
ら
、
社
会
史
的
な
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
特
に
、
近
代
的
な
学
校
教
育
の
成
立
に
関
連
づ
け
て
、
「
授
か
り
も
の
」

か
ら
「
作
る
も
の
」
「
育
て
る
も
の
」
へ
の
子
ど
も
観
の
変
化
や
、
「
家
」
の
教
育
か
ら
家
庭
の
教
育
へ
の
変
化
を

取
り
上
げ
る
。

 [到
達
目
標

]
　
子
ど
も
観
や
人
間
形
成
の
あ
り
方
を
、
歴
史
的
な
視
点
に
立
っ
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
家
庭
や
学
校
で
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
歴
史
的
事
実
に
基
づ
い
て
考
察
し
て
い
く
能
力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
基
本
的
に
は
以
下
の
計
画
に
沿
っ
て
講
義
を
行
う
。
た
だ
し
、
受
講
者
の
理
解
の
状
況
に
よ
っ
て
、
若
干
、
変
更

す
る
場
合
が
あ
る
。

１
．
堕
胎
・
間
引
き
・
捨
て
子
【
２
週
】

　
前
近
代
社
会
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
は
「
授
か
り
も
の
」
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
当
時
の
人
々
が
生
殖
を
単

に
生
物
学
的
な
自
然
現
象
と
し
て
「
天
」
に
委
ね
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ど
の
よ
う
な
形
で
、
出
生
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
明
ら
か
に
す
る
。

２
．
「
家
」
の
子
ど
も
【
２
週
】

　
「
家
」
を
通
し
て
身
分
制
秩
序
や
社
会
的
分
業
が
再
生
産
さ
れ
て
い
た
近
世
社
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
は
「
家
」

を
継
ぐ
も
の
と
し
て
、
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
社
会
に
あ
っ
て
、
子
ど
も
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
教

育
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
考
察
す
る
。

３
．
「
家
」
と
家
庭
【
２
週
】

　
明
治
民
法
は
「
家
」
制
度
を
法
的
に
規
定
し
た
が
、
２
０
世
紀
に
入
る
と
家
庭
と
い
う
、
「
家
」
と
は
異
な
る
家

族
の
あ
り
方
が
都
市
部
で
は
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「
家
」
と
家
庭
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
近
代
社
会
に

お
け
る
家
族
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
。

４
．
教
育
す
る
家
族
【
２
週
】

　
「
家
」
と
家
庭
と
が
性
質
を
異
に
す
る
家
族
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
の
教
育
に
対
す
る
考
え
方
に
も

相
違
を
も
た
ら
し
た
。
「
家
」
の
教
育
、
家
庭
の
教
育
の
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
の
か
、
近
代
的
な

学
校
教
育
と
関
連
づ
け
な
が
ら
検
討
す
る
。

５
．
産
児
制
限
の
登
場
【
２
週
】

　
近
代
社
会
で
は
、
近
世
社
会
の
出
生
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
異
な
る
子
ど
も
観
や
方
法
に
よ
っ
て
、
産
児
制
限
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
は
「
作
る
も
の
」
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
国
家
も
人
口
問
題
を
意
識
し
な
が
ら
、
国
民

の
身
体
管
理
を
推
進
し
て
い
く
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
明
ら
か
に
す
る
。

　６
．
家
族
計
画
の
時
代
【
２
週
】

　
戦
後
社
会
で
は
優
生
保
護
法
が
成
立
す
る
と
と
も
に
、
家
族
計
画
運
動
が
開
始
さ
れ
、
急
速
に
少
産
社
会
が
実
現

す
る
。
少
産
化
が
進
行
す
る
過
程
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

人
間
形
成
史
論

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

人
間
形
成
史
論

(2)

７
．
家
庭
づ
く
り
【
２
週
】

　
適
齢
期
で
結
婚
し
て
子
ど
も
は
２
人
、
「
夫
は
仕
事
、
妻
は
家
事
・
育
児
」
と
い
う
性
別
分
業
を
行
う
、
平
準
化

し
た
家
族
が
１
９
６
０
年
代
に
出
現
す
る
。
こ
の
家
族
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
家
族
作

り
を
推
し
進
め
た
政
府
の
政
策
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

 [履
修
要
件

]
　
歴
史
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
学
期
末
に
お
け
る
レ
ポ
ー
ト

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

　
授
業
中
に
資
料
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

　 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
教
育
に
関
す
る
幅
広
い
知
見
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
、
普
段
か
ら
教
育
に
関
す
る
興
味
・
関
心
を
養
い
、
教
育
史

や
家
族
史
に
関
す
る
書
物
に
親
し
ん
で
お
く
こ
と
。

　
授
業
中
に
指
示
し
た
参
考
文
献
の
中
か
ら
興
味
が
あ
る
も
の
を
読
む
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
、
木
曜
日
の

3時
間
目
。
た
だ
し
、
事
前
に
メ
ー
ル
で
予
約
を
と
る
こ
と
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
は

1回
目
の
授
業
の
際
に
伝
え
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

人
間
形
成
史
論
演
習
Ａ

Sem
inar on H

istory of E
ducation A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
小
山
　
静
子

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
人
間
形
成
史
（
日
本
教
育
史
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
）
に
関
す
る
考
察
を
深
め
る
。
３
回
生
に
と
っ
て
は
卒
業
論
文
作

成
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
り
、
４
回
生
に
と
っ
て
は
卒
業
論
文
作
成
の
た
め
の
演
習
と
な
る
。

 [到
達
目
標

]
　
人
間
形
成
史
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を
獲
得
す
る
と
と
も
に
、
人
間
形
成
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
歴
史
的
に

考
察
す
る
能
力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
第
１
回
目
　
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

　
　
授
業
の
ね
ら
い
を
説
明
し
、
進
め
方
と
準
備
・
発
表
の
方
法
を
周
知
す
る
。
ま
た
出
席
者
の
担
当
部
分
を
決
定

し
、
報
告
の
予
定
を
決
め
る
。

　
第
２
～
７
回
目
　
人
間
形
成
史
（
日
本
教
育
史
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
）
に
関
す
る
史
料
や
論
文
を
い
く
つ
か
選
ん
で

講
読
す
る
。

　
第
８
～
１
４
回
目
　
各
自
の
興
味
・
関
心
に
し
た
が
っ
て
研
究
を
進
め
、
報
告
す
る
。

　
い
ず
れ
に
あ
っ
て
も
、
毎
回
、
受
講
者
の
報
告
に
基
づ
い
て
討
論
を
行
い
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
各
自
の
問
題

関
心
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
問
題
意
識
の
明
確
化
を
図
る
。
ま
た
、
卒
業
論
文
作
成
に
向
け
て
の
準
備
も

行
う
。

　
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
方
法
は
別
途
連
絡
す
る
。

 [履
修
要
件

]
人
間
形
成
史
論
演
習
Ｂ
と
の
連
続
履
修
を
推
奨
す
る
。
３
・
４
回
生
で
の
重
複
履
修
可
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
授
業
で
の
報
告
・
討
論
を
う
け
て
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
。
成
績
評
価
は
そ
の
レ
ポ
ー
ト
（
７
０
点
）
に
討
論

へ
の
積
極
的
な
参
加
状
況
（
３
０
点
）
を
加
味
し
て
行
う
。

　
・
３
分
の
２
以
上
授
業
に
出
席
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
単
位
を
認
め
な
い
。

　
・
独
自
の
視
点
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
高
い
点
を
与
え
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

人
間
形
成
史
論
演
習
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

人
間
形
成
史
論
演
習
Ａ

(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
史
料
や
論
文
の
講
読
に
関
し
て
は
、
担
当
者
は
担
当
部
分
を
精
読
し
、
必
要
に
応
じ
て
参
考
文
献
に
目
を
通
し
た

う
え
で
、
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
す
る
こ
と
。
他
の
参
加
者
も
必
ず
当
該
部
分
を
予
習
し
て
授
業
に
出
席
す
る
こ
と
。

　
各
自
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
報
告
の
際
に
は
、
事
前
に
十
分
調
査
し
た
う
え
で
、
報
告
を
行
う
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
、
木
曜
日
３
時
間
目
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
メ
ー
ル
で
予
約
を
と
る
こ
と
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
は
、
１
回
目
の
授
業
の
際
に
伝
え
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

人
間
形
成
史
論
演
習
Ｂ

Sem
inar on H

istory of E
ducation B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
小
山
　
静
子

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
人
間
形
成
史
（
日
本
教
育
史
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
）
に
関
す
る
考
察
を
深
め
る
。
３
回
生
に
と
っ
て
は
卒
業
論
文
作

成
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
り
、
４
回
生
に
と
っ
て
は
卒
業
論
文
作
成
の
た
め
の
演
習
と
な
る
。

 [到
達
目
標

]
　
人
間
形
成
史
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を
獲
得
す
る
と
と
も
に
、
人
間
形
成
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
歴
史
的
に

考
察
す
る
能
力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
第
１
回
目
　
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

　
　
授
業
の
ね
ら
い
を
説
明
し
、
進
め
方
と
準
備
・
発
表
の
方
法
を
周
知
す
る
。
ま
た
出
席
者
の
担
当
部
分
を
決
定

し
、
報
告
の
予
定
を
決
め
る
。

　
第
２
～
７
回
目
　
人
間
形
成
史
（
日
本
教
育
史
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
）
に
関
す
る
史
料
や
論
文
を
い
く
つ
か
選
ん
で

講
読
す
る
。

　
第
３
～
８
回
目
　
各
自
の
興
味
・
関
心
に
し
た
が
っ
て
研
究
を
進
め
、
報
告
す
る
。

　
い
ず
れ
に
あ
っ
て
も
、
毎
回
、
受
講
者
の
報
告
に
基
づ
い
て
討
論
を
行
い
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
各
自
の
問
題

関
心
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
問
題
意
識
の
明
確
化
を
図
る
。
ま
た
、
卒
業
論
文
作
成
に
向
け
て
の
準
備
も

行
う
。

　
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
方
法
は
別
途
連
絡
す
る
。

　 [履
修
要
件

]
　
人
間
形
成
史
論
演
習
Ａ
と
の
連
続
履
修
を
推
奨
す
る
。
３
・
４
回
生
で
の
重
複
履
修
可
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
授
業
で
の
報
告
・
討
論
を
う
け
て
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
。
成
績
評
価
は
そ
の
レ
ポ
ー
ト
（
７
０
点
）
に
討
論

へ
の
積
極
的
な
参
加
状
況
（
３
０
点
）
を
加
味
し
て
行
う
。

　
・
３
分
の
２
以
上
授
業
に
出
席
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
単
位
を
認
め
な
い
。

　
・
独
自
の
視
点
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
高
い
点
を
与
え
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

人
間
形
成
史
論
演
習
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

人
間
形
成
史
論
演
習
Ｂ

(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
史
料
や
論
文
の
講
読
に
関
し
て
は
、
担
当
者
は
担
当
部
分
を
精
読
し
、
必
要
に
応
じ
て
参
考
文
献
に
目
を
通
し
た

う
え
で
、
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
す
る
こ
と
。
他
の
参
加
者
も
必
ず
当
該
部
分
を
予
習
し
て
授
業
に
出
席
す
る
こ
と
。

　
各
自
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
報
告
の
際
に
は
、
事
前
に
十
分
調
査
し
た
う
え
で
、
報
告
を
行
う
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
、
木
曜
日
３
時
間
目
。
た
だ
し
、
事
前
に
メ
ー
ル
で
予
約
を
と
る
こ
と
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

１
回
目
の
授
業
の
際
に
伝
え
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

関
係
発
達
論
の
応
用

R
elational D

evelopm
ent

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
大
倉
　
得
史

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
関
係
発
達
論
と
は
、
生
来
の
身
体
的
資
質
、
周
囲
の
対
人
関
係
、
社
会
・
文
化
的
環
境
の
三
者
の
絡
み
合
い
の
も

と
で
人
間
の
自
己
性
が
い
か
に
形
作
ら
れ
て
い
く
か
を
究
明
す
る
理
論
で
あ
る
。
本
講
義
で
は
特
に
、
周
囲
の
「
他
」

と
の
関
係
性
が
「
自
」
へ
と
沈
殿
し
て
い
く
と
い
う
関
係
発
達
論
を
支
え
る
根
本
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

記
述
法
な
ど
の
方
法
論
的
問
題
に
つ
い
て
考
究
を
深
め
つ
つ
、
そ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
お
け
る
実
践
活
動
に
つ

な
げ
て
い
く
道
筋
を
探
っ
て
い
く
。

 [到
達
目
標

]
関
係
発
達
論
的
な
考
え
方
の
基
本
を
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
　
子
ど
も
の
心
の
育
ち
（

1回
～

3回
）

２
　
視
線
触
発
と
他
者
の
登
場
（

4回
～

5回
）

３
　
身
体
の
機
能
（
関
身
体
性
・
間
主
観
性
な
ど
）
と
自
己
の
感
覚
（

6～
7回
）

４
　
発
達
障
が
い
の
世
界
（

8～
9回
）

５
　
情
緒
と
能
力
（

10回
）

６
　
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
述
法
の
方
法
論
（

11回
～

12回
）

７
　
関
係
発
達
論
の
応
用
分
野
（

13～
14回
）

　
　
ア
）
主
体
と
し
て
の
心
を
育
む
子
育
て

　
　
イ
）
保
育

　
　
ウ
）
青
年
期

　
　
エ
）
供
述
分
析

 [履
修
要
件

]
関
係
発
達
論

A
、

B
の
い
ず
れ
か
を
履
修
済
み
（
履
修
中
も
可
）
で
あ
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
、
授
業
中
の
小
課
題
、
期
末
レ
ポ
ー
ト
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

大
倉
得
史

 『
育
て
る
者
へ
の
発
達
心
理
学
』
（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）

鯨
岡
峻

 『
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
述
入
門
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
参
考
書
と
し
て
挙
げ
た
『
育
て
る
者
へ
の
発
達
心
理
学
』
の
該
当
領
域
を
、
事
前
に
よ
く
理
解
し
て
授
業
に
臨
む
こ

と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

関
係
発
達
論
演
習
Ａ

Sem
inar on R

elational D
evelopm

ent A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
大
倉
　
得
史

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
発
達
心
理
学
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
の
「
研
究
能
力
」
（
自
ら
問
題
を
発
見
し
、
適
切
な
方
法
論
に
よ
り
、
新
し
い
知

見
を
創
出
す
る
能
力
）
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
す
。

4回
生
は
卒
業
論
文
作
成
の
た
め
の
テ
ー
マ
設
定
、
先
行

研
究
レ
ビ
ュ
ー
、
方
法
の
選
定
、
調
査
の
実
施
等
を
、
「
各
自
で
」
行
っ
て
い
く
。

3回
生
は
研
究
の
進
め
方
の
概

略
を
学
ん
だ
上
で
、
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
「
各
自
で
」
研
究
を
進
め
て
い
く
。

 [到
達
目
標

]
４
回
生
は
、
卒
論
の
「
問
題
・
目
的
」
「
方
法
」
ま
で
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

３
回
生
は
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
つ
い
て
必
要
な
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
各
自
が
自
分
な
り
の
興
味
・
関
心
に
し
た
が
っ
て
研
究
を
進
め
、
担
当
回
に
発
表
し
て
い
く
と
い
う
演
習
形
式
。
発

表
に
つ
い
て
全
員
で
議
論
を
行
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
発
表
者
に
は
今
後
の
研
究
の
方
向
性
（
案
）
を
、
そ
れ
以
外

の
者
に
は
研
究
を
進
め
る
際
に
必
要
と
な
る
考
え
方
を
提
示
し
て
い
く
。
な
お
、
関
係
発
達
論
演
習
を
初
め
て
履
修

す
る

3回
生
は
、
い
き
な
り
「
自
分
な
り
の
テ
ー
マ
で
研
究
を
進
め
よ
」
と
言
わ
れ
て
も
戸
惑
い
が
大
き
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
こ
ち
ら
か
ら
い
く
つ
か
の
課
題
を
与
え
る
中
で
テ
ー
マ
を
発
見
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
あ
る
程
度

配
慮
す
る
。

 [履
修
要
件

]
発
達
心
理
学
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
で
自
分
な
り
の
研
究
を
行
お
う
と
す
る
者
（
卒
論
指
導
者
は
別
の
先
生
で
あ
っ
て

も
良
い
が
、
「
発
達
心
理
学
の
演
習
」
と
し
て
の
当
演
習
で
の
研
究
も
き
ち
ん
と
行
え
る
者
）
。
全
学
共
通
科
目
「

関
係
発
達
論

A
・

B
」
「
発
達
心
理
学
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

A
・

B
」
の
う
ち

2科
目
以
上
を
履
修
中
な
い
し
は
履
修
済
で

あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
、
発
表
、
議
論
へ
の
参
加
、
学
期
末
の
研
究
報
告
書
の
提
出
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

大
倉
得
史

 『
語
り
合
う
質
的
心
理
学
』
（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）

鯨
岡
峻

 『
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
述
入
門
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）

関
係
発
達
論
演
習
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



関
係
発
達
論
演
習
Ａ

(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
自
分
の
興
味
・
関
心
に
し
た
が
っ
て
、
意
欲
的
に
文
献
調
べ
を
行
う
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

３
・
４
回
生
で
の
重
複
履
修
可
。
４
限
の
授
業
だ
が
、
で
き
れ
ば
５
限
の
大
学
院
生
ゼ
ミ
に
も
参
加
す
る
と
実
力
が

伸
び
る
。
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
火
４
限
。
ち
な
み
に
担
当
教
官
が
受
け
持
っ
て
い
る
発
達
心
理
学
関
連
科
目
の
概
要
、

難
易
度
は
次
の
と
お
り
な
の
で
、
履
修
の
際
の
目
安
に
し
て
ほ
し
い
（
リ
レ
ー
講
義
の
場
合
は
担
当
回
の
概
要
と
難

易
度
）
。
　
＜
初
級
＞
心
理
学
Ⅱ

B
（
大
倉
担
当
分
）
・
・
・
青
年
期
（
講
義
）
　
発
達
心
理
学
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

Ａ
・
Ｂ
・
・
・
青
年
期
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）
　
＜
中
級
＞
関
係
発
達
論

A
・
・
・
重
要
な
先
行
研
究
の
理
論
的
検

討
（
講
義
）
　
関
係
発
達
論

B
・
・
・
主
と
し
て
乳
幼
児
期
の
養
育
論
（
講
義
）
　
心
理
学
実
験
（
大
倉
担
当
分
）

・
・
・
観
察
等
の
方
法
論
（
実
習
）
　
＜
上
級
＞
関
係
発
達
論
の
応
用
・
・
・
身
体
論
・
言
語
論
・
自
我
論
・
方
法

論
等
（
講
義
）
　
関
係
発
達
論
演
習
Ａ
・
Ｂ
・
・
・
卒
業
研
究
に
向
け
た
指
導
（
演
習
）
　

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

関
係
発
達
論
演
習
Ｂ

Sem
inar on R

elational D
evelopm

ent B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
大
倉
　
得
史

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
発
達
心
理
学
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
の
「
研
究
能
力
」
（
自
ら
問
題
を
発
見
し
、
適
切
な
方
法
論
に
よ
り
、
新
し
い
知

見
を
創
出
す
る
能
力
）
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
す
。

4回
生
は
卒
業
論
文
作
成
の
た
め
の
テ
ー
マ
設
定
、
先
行

研
究
レ
ビ
ュ
ー
、
方
法
の
選
定
、
調
査
の
実
施
等
を
、
「
各
自
で
」
行
っ
て
い
く
。

3回
生
は
研
究
の
進
め
方
の
概

略
を
学
ん
だ
上
で
、
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
「
各
自
で
」
研
究
を
進
め
て
い
く
。

 [到
達
目
標

]
４
回
生
は
、
卒
論
の
「
問
題
・
目
的
」
「
方
法
」
ま
で
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

３
回
生
は
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
つ
い
て
必
要
な
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
各
自
が
自
分
な
り
の
興
味
・
関
心
に
し
た
が
っ
て
研
究
を
進
め
、
担
当
回
に
発
表
し
て
い
く
と
い
う
演
習
形
式
。
発

表
に
つ
い
て
全
員
で
議
論
を
行
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
発
表
者
に
は
今
後
の
研
究
の
方
向
性
（
案
）
を
、
そ
れ
以
外

の
者
に
は
研
究
を
進
め
る
際
に
必
要
と
な
る
考
え
方
を
提
示
し
て
い
く
。
な
お
、
関
係
発
達
論
演
習
を
初
め
て
履
修

す
る

3回
生
は
、
い
き
な
り
「
自
分
な
り
の
テ
ー
マ
で
研
究
を
進
め
よ
」
と
言
わ
れ
て
も
戸
惑
い
が
大
き
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
こ
ち
ら
か
ら
い
く
つ
か
の
課
題
を
与
え
る
中
で
テ
ー
マ
を
発
見
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
あ
る
程
度

配
慮
す
る
。

 [履
修
要
件

]
発
達
心
理
学
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
で
自
分
な
り
の
研
究
を
行
お
う
と
す
る
者
（
卒
論
指
導
者
は
別
の
先
生
で
あ
っ
て

も
良
い
が
、
「
発
達
心
理
学
の
演
習
」
と
し
て
の
当
演
習
で
の
研
究
も
き
ち
ん
と
行
え
る
者
）
。
全
学
共
通
科
目
「

関
係
発
達
論

A
・

B
」
「
発
達
心
理
学
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

A
・

B
」
の
う
ち

2科
目
以
上
を
履
修
中
な
い
し
は
履
修
済
で

あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
、
発
表
、
議
論
へ
の
参
加
、
学
期
末
の
研
究
報
告
書
の
提
出
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

大
倉
得
史

 『
語
り
合
う
質
的
心
理
学
』
（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）

鯨
岡
峻

 『
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
述
入
門
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）

関
係
発
達
論
演
習
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



関
係
発
達
論
演
習
Ｂ

(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
自
分
の
興
味
・
関
心
に
し
た
が
っ
て
意
欲
的
に
文
献
調
べ
を
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

３
・
４
回
生
で
の
重
複
履
修
可
。
４
限
の
授
業
だ
が
、
で
き
れ
ば
５
限
の
大
学
院
生
向
け
ゼ
ミ
に
も
参
加
す
る
と
実

力
が
つ
く
。
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
火
曜
４
限
。
ち
な
み
に
担
当
教
官
が
受
け
持
っ
て
い
る
発
達
心
理
学
関
連
科
目
の

概
要
、
難
易
度
は
次
の
と
お
り
な
の
で
、
履
修
の
際
の
目
安
に
し
て
ほ
し
い
（
リ
レ
ー
講
義
の
場
合
は
担
当
回
の
概

要
と
難
易
度
）
。
　
＜
初
級
＞
心
理
学
Ⅱ

B
（
大
倉
担
当
分
）
・
・
・
青
年
期
（
講
義
）
　
発
達
心
理
学
基
礎
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
Ａ
・
Ｂ
・
・
・
青
年
期
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）
　
＜
中
級
＞
関
係
発
達
論

A
・
・
・
重
要
な
先
行
研
究
の
理

論
的
検
討
（
講
義
）
　
関
係
発
達
論

B
・
・
・
主
と
し
て
乳
幼
児
期
の
養
育
論
（
講
義
）
　
心
理
学
実
験
（
大
倉
担

当
分
）
・
・
・
観
察
等
の
方
法
論
（
実
習
）
　
＜
上
級
＞
関
係
発
達
論
の
応
用
・
・
・
身
体
論
・
言
語
論
・
自
我
論

・
方
法
論
等
（
講
義
）
　
関
係
発
達
論
演
習
Ａ
・
Ｂ
・
・
・
卒
業
研
究
に
向
け
た
指
導
（
演
習
）
　

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

心
理
学
実
験

 
E

xperim
ents on Psychology

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
齋
木
　
潤

准
教
授

 人間・環境学研究科
月
浦
　
崇

助
教

 人間・環境学研究科
山
本
　
洋
紀

教
授

 人間・環境学研究科
杉万　俊夫(Toshio Sugiman) 

准
教
授

 人間・環境学研究科
永田　素彦(Motohiko Nagata) 

准
教
授

 人間・環境学研究科
大
倉
　
得
史

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
4,5
授
業
形
態

 実
験
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
知
覚
、
認
知
、
発
達
、
社
会
的
行
動
な
ど
、
心
理
学
の
基
本
的
な
領
域
の
実
験
や
実
習
を
通
じ
て
、
心
理
学
の
初
歩

を
学
ぶ
。
こ
の
授
業
は
、
総
合
人
間
学
部
、
文
学
部
、
教
育
学
部
の
３
学
部
で
行
わ
れ
て
き
た
心
理
学
実
習
・
実
験

の
入
門
的
な
授
業
を
統
合
し
た
も
の
で
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
よ
り
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
授
業
内
容
を
選

択
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
も
の
で
あ
る
。
京
都
大
学
は
、
認
知
、
臨
床
、
動
物
、
社
会
、
発
達
、
知
覚
、
神
経
科

学
な
ど
、
日
本
で
も
最
も
幅
広
い
範
囲
の
心
理
学
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
場
で
あ
り
、
是
非
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か

し
て
心
理
学
の
面
白
さ
を
実
感
す
る
と
共
に
、
実
験
の
実
施
か
ら
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
に
至
る
基
礎
的
手
順
の
習
得
が

期
待
さ
れ
る
。

 [到
達
目
標

]
心
理
実
験
の
実
施
か
ら
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
に
至
る
基
礎
的
手
順
を
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
こ
の
授
業
で
は
、
ま
ず
、

3学
部
共
通
の
授
業
で
心
理
実
験
と
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
の
基
礎
を
学
び
、
そ
の
後
、

2週
間
を
ひ
と
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
、
ユ
ニ
ッ
ト
毎
に
原
則
と
し
て
自
分
の
希
望
す
る
学
部
で
の
授
業
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
日
程
（
授
業
各
回
の
担
当
教
員
・
テ
ー
マ
）
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
授
業
初
回
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
。

出
席
者
は
必
ず
、
こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
出
席
す
る
こ
と
。
以
下
、
例
年
の
授
業
計
画
を
示
す
。

第
1回
　
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
各
ユ
ニ
ッ
ト
の
説
明

第
2～

4回
　
基
礎
的
な
心
理
実
験
と
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
、
レ
ポ
ー
ト
の
添
削
、
ユ
ニ
ッ
ト
決
定

第
5～

6回
  第

1ユ
ニ
ッ
ト
　
錯
視
、
日
常
記
憶
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
法
な
ど

第
7～

8回
  第

2ユ
ニ
ッ
ト
　
赤
ち
ゃ
ん
研
究
法
、
動
物
研
究
法
、
ゲ
ー
ミ
ン
グ
な
ど

第
9～

10回
  第

3ユ
ニ
ッ
ト
　
視
覚
心
理
物
理
学
実
験
、
ニ
ュ
ー
ロ
ン
活
動
記
録
、
精
神
検
査
な
ど

第
11～

12回
  第

4ユ
ニ
ッ
ト
　
イ
メ
ー
ジ
、
知
能
検
査
、
記
憶
能
力
測
定
な
ど

第
13～
　
所
属
学
部
の
授
業

　 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
テ
ー
マ
毎
に
出
さ
れ
る
レ
ポ
ー
ト
の
平
均
点
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

心
理
学
実
験

  (2)へ
続
く
↓
↓
↓



心
理
学
実
験

  (2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
実
習
後
、
指
示
に
従
っ
て
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

受
講
者
多
数
の
場
合
、
人
数
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
。

初
回
の
授
業
に
必
ず
出
席
す
る
こ
と
。
初
回
に
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
抽
選
（
受
講
者
多
数
の
場
合
）
を
行
う
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

精
神
病
理
学
・
精
神
分
析
学

Psychopathology. Psychoanalysis
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
新
宮
　
一
成

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
精
神
分
析
に
よ
る
精
神
疾
患
の
理
論
と
治
療
論
に
つ
い
て
学
ぶ
。

 [到
達
目
標

]
夢
な
ど
に
現
れ
る
無
意
識
の
思
考
過
程
が
ど
の
よ
う
に
日
常
の
精
神
活
動
に
接
続
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
実

践
的
に
理
解
し
、
さ
ら
に
そ
の
理
解
を
病
理
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理
解
に
つ
な
げ
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
フ
ロ
イ
ト
と
ラ
カ
ン
が
、
精
神
病
や
神
経
症
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
か
、
と
く
に
臨
床
的
治
療
活
動
の
な
か
で
そ
の

問
題
を
ど
の
よ
う
に
人
間
の
問
題
と
し
て
理
解
し
て
行
っ
た
か
を
考
察
し
て
ゆ
く
。
な
お
、
臨
床
の
精
神
活
動
の
具

体
化
と
し
て
の
心
理
テ
ス
ト
な
ど
、
可
能
で
あ
れ
ば
実
習
の
要
素
も
取
り
込
む
予
定
で
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
精
神
病
理
学
・
精
神
分
析
学
関
連
の
科
目
を
１
つ
以
上
履
修
し
て
い
る
か
、
並
行
し
て
受
講
中
で
あ
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
で
行
う
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
実
習
的
な
要
素
に
関
し
て
、
指
示
さ
れ
た
実
習
準
備
と
そ
の
整
理
と
を
着
実
に
行
う
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

精
神
分
析
学

I
E

lem
ents of Psychoanalysis I

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
新
宮
　
一
成

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
夢
と
い
う
体
験
を
つ
ぶ
さ
に
研
究
し
て
、
無
意
識
の
働
き
を
識
る
。

 [到
達
目
標

]
夢
と
症
状
と
が
同
じ
原
理
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
を
学
び
、
幼
年
期
に
形
成
さ
れ
る
無
意
識
に
気
づ
き
、
人

間
の
心
に
関
す
る
認
識
の
幅
を
広
げ
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
．
な
ぜ
夢
を
み
る
の
か
：
　
夢
と
精
神
病
。
夢
の
精
神
保
健
機
能
。
人
生
は
夢
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

２
．
空
飛
ぶ
夢
と
言
語
の
万
能
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
．
夢
と
無
意
識
：
　
夢
を
分
析
す
る
こ
と
は
無
意
識
へ
の
王
道
。
夢
は
「
自
分
を
読
む
」
他
者
の
テ
ク
ス
ト
。
　

　
　
　

４
．
夢
の
累
層
構
造
：
　
夢
の
反
復
。

５
．
累
層
構
造
と
神
話
形
成
：
　
夢
が
神
話
を
作
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
．
夢
と
喪
の
過
程
。

７
．
神
経
症
の
精
神
療
法
に
つ
い
て
：
　
転
移
と
い
う
現
象
や
無
意
識
の
起
源
に
つ
い
て
の
精
神
分
析
の
理
論
を
、

精
神
療
法
の
実
際
例
か
ら
検
証
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
試
験
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
新
宮
一
成

 『
夢
と
構
造
』
（
弘
文
堂
）

精
神
分
析
学

I(2)へ
続
く
↓
↓
↓

精
神
分
析
学

I(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

新
宮
一
成

 『
夢
分
析
』
（
岩
波
新
書
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
予
習
と
し
て
指
定
参
考
書
の
読
書
に
よ
っ
て
こ
の
領
域
の
面
白
さ
を
覗
い
て
お
く
。
復
習
と
し
て
教
科
書
の
指
定
箇

所
を
、
自
筆
ノ
ー
ト
と
見
比
べ
な
が
ら
読
み
込
む
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

後
期
の
「
精
神
分
析
学
Ⅱ
」
に
お
い
て
は
、
無
意
識
が
夢
の
み
な
ら
ず
精
神
病
の
症
状
形
成
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
る
か
を
学
ぶ
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

精
神
分
析
学

II
E

lem
ents of Psychoanalysis II

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
新
宮
　
一
成

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
精
神
分
析
の
見
地
か
ら
、
無
意
識
の
構
造
を
通
し
て
、
精
神
の
各
種
の
病
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
病
理
的
な
も
の
の

背
景
を
な
す
無
意
識
の
構
造
が
、
芸
術
的
な
産
出
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
に
言
及
す
る
。
ど
ち
ら
の
場
合

も
、
夢
と
い
う
普
遍
的
な
現
象
と
の
関
連
を
考
慮
し
な
が
ら
論
述
す
る
。

 [到
達
目
標

]
夢
と
症
状
と
芸
術
作
品
と
が
、
一
つ
の
原
理
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
、
人
間
社
会
を
異
な
る
角

度
か
ら
認
識
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
．
フ
ロ
イ
ト
の
夢
理
論
に
つ
い
て
：
　
夢
と
神
経
症
の
間
を
繋
ぐ
も
の
。

２
．
文
字
の
夢
と
、
精
神
分
析
的
固
着
理
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
．
パ
ラ
ノ
イ
ア
と
い
う
病
理
現
象
に
つ
い
て
：
　
妄
想
と
い
う
現
象
と
人
間
の
営
み
と
の
間
の
深
い
関
係
に
つ
い

て
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
．
病
跡
学
に
つ
い
て
：
　
芸
術
作
品
を
作
る
こ
と
と
、
症
状
を
生
み
出
す
こ
と
の
間
に
あ
る
類
同
性
に
つ
い
て
。

５
．
夢
と
死
：
　
主
に
統
合
失
調
症
の
病
理
に
見
ら
れ
る
死
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
試
験
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
新
宮
一
成

 『
夢
と
構
造
』
（
弘
文
堂
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

新
宮
一
成

 『
夢
分
析
』
（
岩
波
新
書
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
予
習
と
し
て
、
指
定
参
考
書
の
読
書
に
よ
り
、
こ
の
分
野
の
面
白
さ
を
知
る
。
復
習
と
し
て
、
教
科
書
の
指
定
さ
れ

た
箇
所
を
、
自
筆
ノ
ー
ト
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
深
く
理
解
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

「
精
神
分
析
学
Ⅰ
」
か
ら
の
継
続
受
講
が
奨
め
ら
れ
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

精
神
病
理
学
・
精
神
分
析
学
演
習
Ａ

Sem
inar in Psychopathology and Psychoanalysis A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
新
宮
　
一
成

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
精
神
病
理
学
・
精
神
分
析
学
の
分
野
で
卒
業
論
文
を
作
成
す
る
た
め
の
演
習
で
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
テ
ー
マ
の
見
つ
け
方
と
展
開
の
仕
方
を
学
び
、
資
料
を
集
め
て
整
理
し
、
論
文
の
論
理
構
成
を
考
え
て
執
筆
に
至
る

ま
で
の
流
れ
を
体
験
し
、
人
間
に
つ
い
て
の
何
ら
か
の
問
題
を
学
問
的
に
専
門
性
を
発
揮
し
な
が
ら
捉
え
論
じ
る
力

を
身
に
着
け
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
担
当
教
員
と
の
相
談
に
よ
り
自
ら
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
て
発
表
と
討
論
を
行
う
。
大
学
院
と
の
共
同
演
習
に
な
る
の

で
、
こ
の
分
野
の
研
究
内
容
を
知
る
こ
と
に
よ
り
自
ら
の
テ
ー
マ
へ
の
考
察
を
深
め
て
ほ
し
い
。

 [履
修
要
件

]
こ
の
分
野
で
卒
論
作
成
を
目
指
す

3・
4回
生
の
み
を
対
象
と
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
未
定

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
原
稿
を
作
成
し
た
り
、
討
論
の
内
容
を
反
映
さ
せ
て
原
稿
を
充
実
さ
せ
た
り
す
る
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

精
神
病
理
学
・
精
神
分
析
学
演
習
Ｂ

Sem
inar in Psychopathology and Psychoanalysis B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
新
宮
　
一
成

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
精
神
病
理
学
・
精
神
分
析
学
の
分
野
で
卒
業
論
文
を
作
成
す
る
た
め
の
演
習
で
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
人
間
科
学
、
と
く
に
精
神
分
析
や
精
神
病
理
学
に
関
係
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
、
問
題
を
見
つ
け
て
展
開
し
、
論
文

と
し
て
構
成
す
る
力
を
身
に
着
け
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
担
当
教
員
と
の
相
談
に
よ
り
自
ら
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
て
発
表
と
討
論
を
行
う
。
大
学
院
と
の
共
同
演
習
に
な
る
の

で
、
こ
の
分
野
の
研
究
内
容
を
知
る
こ
と
に
よ
り
自
ら
の
テ
ー
マ
へ
の
考
察
を
深
め
て
ほ
し
い
。

 [履
修
要
件

]
こ
の
分
野
で
卒
論
作
成
を
目
指
す

3・
4回
生
の
み
を
対
象
と
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
未
定

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
取
り
組
む
べ
き
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
他
の
人
々
の
取
り
組
み
を
文
献
で
調
べ
た
り
、
自
分
の
考

え
を
書
い
て
み
た
り
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
演
習
Ａ

A
dvanced Sem

inar on G
roup D

ynam
ics A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
杉万　俊夫(Toshio Sugiman) 

未
更
新

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
分
野
で
卒
業
研
究
を
行
う
学
生
の
た
め
に
、

　
　
①
社
会
学
の
理
論
的
文
献
の
輪
読

　
　
②
数
理
モ
デ
ル
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
③
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
習

の
３
つ
を
行
う
。
社
会
学
や
数
学
の
予
備
知
識
を
前
提
と
す
る
こ
と
な
く
、
初
歩
的
な
レ
ベ
ル
か
ら
懇
切
丁
寧
に
指

導
す
る
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
①
社
会
学
の
理
論
的
文
献
の
輪
読

　
「
あ
な
た
へ
の
社
会
構
成
主
義
」
（
Ｋ
．
ガ
ー
ゲ
ン
）
を
輪
読
す
る
。
社
会
構
成
主
義
（
構
築
主
義
）
と
は
、
従

来
の
「
心
を
内
蔵
し
た
肉
体
」
と
い
う
人
間
像
や
、
「
外
界
と
内
界
」
二
項
図
式
を
前
提
に
し
な
い
新
し
い
メ
タ
理

論
（
研
究
哲
学
）
で
あ
る
。
社
会
構
成
主
義
は
、
現
場
の
当
事
者
と
研
究
者
の
協
同
的
実
践
を
旨
と
す
る
グ
ル
ー
プ

・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
メ
タ
理
論
で
も
あ
る
。
授
業
で
は
、
同
書
を
輪
読
し
な
が
ら
、
社
会
構
成
主
義
の
基
礎
的
な

概
念
・
理
論
、
社
会
構
成
主
義
に
基
づ
く
具
体
的
な
研
究
例
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

②
数
理
モ
デ
ル
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
ま
ず
、

M
A

T
L

A
B
（
マ
ッ
ト
ラ
ブ
）
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
を
学
習
す
る
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
経
験
や

予
備
知
識
は
一
切
必
要
な
い
）
。
そ
れ
に
続
い
て
、
セ
ル
オ
ー
ト
マ
ト
ン
を
使
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
習
す

る
。
セ
ル
オ
ー
ト
マ
ト
ン
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
こ
う
。
碁
盤
を
想
像
し
て
ほ
し
い
。
碁
盤
の
目
に
は
、
白

石
か
黒
石
の
い
ず
れ
か
が
置
か
れ
て
い
る
と
し
よ
う
。
白
石
は
、
あ
る
意
見
に
賛
成
の
人
、
黒
石
は
反
対
の
人
を
表

す
と
す
る
。
ど
の
人
も
、
自
分
の
周
り
の

8人
だ
け
を
見
て
、
自
分
の
意
見
を
変
更
す
る
と
し
よ
う
（
例
え
ば
、
自

分
と
違
う
意
見
の
人
が

5人
以
上
で
あ
れ
ば
意
見
を
変
更
、

4人
以
下
で
あ
れ
ば
現
在
の
意
見
を
維
持
す
る
、
と
い
う

よ
う
に
）
。
で
は
、
碁
盤
上
の
す
べ
て
の
人
が
、
そ
の
よ
う
な
同
じ
局
所
的
ル
ー
ル
に
し
た
が
っ
て
動
く
と
き
、
盤

面
全
体
の
白
黒
の
配
置
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
か
。

③
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
習

　
研
究
室
で
進
行
中
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
夏
期
休
暇
な
ど
を
利
用
し
て
、

2泊
3日
程
度
の
フ
ィ
ー
ル
ド
見
学
も
行
い
た
い
（
実
施
可
能
性
、
日
程
等
に
つ
い
て
は
受
講
生
と
相
談
す
る
）
。

 [履
修
要
件

]
講
義
「
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
」
、
「
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
履
修
済
み
、

あ
る
い
は
、
本
授
業
と
併
行
し
て
履
修
し
て
い
る
こ
と
。

グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
演
習
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
演
習
Ａ

(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（
出
席
と
レ
ポ
ー
ト
）

 [教
科
書

]
Ｋ
．
ガ
ー
ゲ
ン
（
東
村
（
訳
）
）

 『
あ
な
た
へ
の
社
会
構
成
主
義
』
（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
演
習
Ｂ

A
dvanced Sem

inar on G
roup D

ynam
ics B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
杉万　俊夫(Toshio Sugiman) 

未
更
新

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
前
期
に
引
き
続
い
て
、
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
分
野
で
卒
業
研
究
を
行
う
学
生
の
た
め
に
、

　
　
①
社
会
学
の
理
論
的
文
献
の
輪
読

　
　
②
数
理
モ
デ
ル
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
③
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
習

の
３
つ
を
行
う
。
社
会
学
や
数
学
の
予
備
知
識
を
前
提
と
す
る
こ
と
な
く
、
初
歩
的
な
レ
ベ
ル
か
ら
懇
切
丁
寧
に
指

導
す
る
。
た
だ
し
、
前
期
に
指
導
し
た
内
容
は
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
①
社
会
学
の
理
論
的
文
献
の
輪
読

　
大
澤
真
幸
「
行
為
の
代
数
学
」
を
輪
読
す
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
風
変
わ
り
な
論
理
学
（
ア
プ
リ
オ
リ

な
存
在
を
ま
っ
た
く
前
提
に
せ
ず
、
「
区
別
し
か
な
い
」
と
い
う
前
提
だ
け
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ら
、
ど
ん
な
論
理

展
開
に
な
る
の
か
、
を
論
じ
た
論
理
学
）
を
ベ
ー
ス
に
、
規
範
、
意
味
、
時
間
、
法
な
ど
の
成
立
を
考
察
し
た
本
。

前
期
で
学
ん
だ
社
会
構
成
主
義
に
立
脚
し
た
理
論
の
典
型
例
で
あ
る
。

②
数
理
モ
デ
ル
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
前
期
に
学
ん
だ

M
A

T
L

A
B
を
使
っ
て
、
今
度
は
、
微
分
方
程
式
（
の
数
値
解
法
）
に
挑
戦
す
る
。
高
校
ま
で
に
習

っ
た
方
程
式
で
は
未
知
数
を
含
む
式
が
与
え
ら
れ
、
未
知
数
を
求
め
た
。
そ
れ
に
対
し
、
微
分
方
程
式
で
は
、
未
知

関
数
や
そ
の
導
関
数
を
含
む
式
が
与
え
ら
れ
、
未
知
関
数
を
求
め
る
。
微
分
と
は
、
い
わ
ば
瞬
間
変
化
率
だ
。
あ
る

社
会
現
象
が
こ
の
先
ど
う
変
化
し
て
い
く
か

 --- ①
現
在
の
状
態
は
調
べ
れ
ば
わ
か
る
（
初
期
値
は
わ
か
る
）
、
②

瞬
間
変
化
の
規
則
性
を
微
分
に
よ
っ
て
定
式
化
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
現
在
か
ら
ち
ょ
っ
と
だ
け
先
の
こ
と
は
、
初

期
値
に
②
を
適
用
す
れ
ば
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
結
果
に
②
を
適
用
す
れ
ば
、
そ
の
ま
た
ち
ょ
っ
と
先
の
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
て
、
瞬
間
変
化
の
仮
説
を
い
ろ
い
ろ
立
て
て
、
将
来
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

③
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
習

　
前
期
に
続
い
て
、
研
究
室
で
進
行
中
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
の
フ

ィ
ー
ル
ド
見
学
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
冬
季
・
春
期
休
暇
な
ど
を
利
用
し
て
、

2泊
3

日
程
度
の
フ
ィ
ー
ル
ド
見
学
を
行
い
た
い
（
実
施
可
能
性
、
日
程
等
に
つ
い
て
は
受
講
生
と
相
談
す
る
）
。

 [履
修
要
件

]
講
義
「
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
」
、
「
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
履
修
済
み
、

あ
る
い
は
、
本
授
業
と
併
行
し
て
履
修
し
て
い
る
こ
と
。

前
期
に
「
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
Ａ
」
の
単
位
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
。

グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
演
習
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
演
習
Ｂ

(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（
出
席
と
レ
ポ
ー
ト
）

 [教
科
書

]
大
澤
真
幸

 『
行
為
の
代
数
学
』
（
勁
草
書
房
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

人
間
行
動
論

H
um

an B
ehavior

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 国
際
高
等
教
育
院

高
橋
　
由
典

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
5
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
体
験
選
択
概
念
を
社
会
分
析
の
ツ
ー
ル
と
し
て
精
錬
す
る
可
能
性
を
探
る
。
今
年
度
は
、
動
機
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
一

つ
と
し
て
体
験
選
択
を
と
ら
え
、
そ
の
角
度
か
ら
社
会
的
性
格
論
を
展
開
す
る
。
現
代
人
の
社
会
的
性
格
を
体
験
選

択
と
い
う
視
角
か
ら
な
が
め
る
こ
と
に
よ
り
、
現
代
と
い
う
時
代
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
体
験
選
択
概
念

の
経
験
的
事
象
へ
の
応
用
可
能
性
を
見
極
め
た
い
。

 [到
達
目
標

]
　
体
験
選
択
と
い
う
角
度
か
ら
社
会
的
性
格
を
語
る
と
い
う
議
論
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
た
ち
自
身
の
社
会

的
性
格
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
最
初
に
体
験
選
択
概
念
の
意
味
を
確
定
し
た
の
ち
、
動
機
と
し
て
作
用
す
る
体
験
選
択
に
注
目
し
、
社
会
学
的
行

為
論
を
再
構
成
す
る
。
そ
の
途
上
で
、
体
験
選
択
の
内
容
を
苦
痛
転
写
と
魅
了
に
限
定
し
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
詳
述
す
る
。
そ
れ
ら
の
準
備
作
業
の
後
、
体
験
選
択
を
鍵
概
念
と
す
る
社
会
的
性
格
論
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
、

参
照
点
と
し
て
遊
び
論
（
井
上
俊
）
を
取
り
上
げ
、
こ
の
議
論
が

1970年
の
青
年
た
ち
に
関
す
る
社
会
的
性
格
論
と

し
て
優
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
方
法
論
的
不
備
を
指
摘
し
、
体
験
選
択

に
依
拠
し
た
新
た
な
社
会
的
性
格
論
を
展
開
す
る
。
以
下
の
項
目
順
に
話
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
・
体
験
選
択
原
論

　
・
動
機
と
し
て
の
体
験
選
択

　
・
苦
痛
転
写
の
体
験
選
択
と
魅
了
の
体
験
選
択

　
・
社
会
的
性
格
論
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
見
解

　
・
社
会
的
性
格
論
と
し
て
の
遊
び
論

　
・
遊
び
論
の
批
判
的
検
討

　
・
社
会
的
性
格
論
：

1970年
と
現
代

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
学
期
末
に
現
代
人
の
社
会
的
性
格
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
課
し
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。
評
価
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
①
こ
の
講
義
で
用
い
ら
れ
る
諸
概
念
に
つ
い
て
の
理
解
度
、
②
そ
れ
ら
の
諸
概
念
を
応
用
す
る
仕
方

の
適
切
性
、
③
現
代
人
の
社
会
的
性
格
を
論
じ
る
た
め
の
視
点
や
扱
う
題
材
の
適
切
さ
、
な
ど
で
あ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

高
橋
由
典

 『
行
為
論
的
思
考
－
体
験
選
択
と
社
会
学
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）人
間
行
動
論

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



人
間
行
動
論

(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
毎
回
の
講
義
の
前
週
あ
る
い
は
前
々
週
に
関
連
論
文
を
指
示
す
る
の
で
、
そ
れ
を
熟
読
し
て
お
く
こ
と
。
ま
た
講

義
で
語
っ
た
内
容
の
理
解
度
を
確
か
め
る
課
題
を
適
宜
与
え
る
の
で
、
そ
れ
を
こ
な
す
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

文
学
部
、
文
学
研
究
科
、
人
間
・
環
境
学
研
究
科
と
共
通

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

社
会
情
報
論

Socio-Inform
ation Studies

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
吉
田
　
純

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
、
ギ
デ
ン
ズ
、
ベ
ッ
ク
、
ル
ー
マ
ン
ら
の
社
会
理
論
を
枠
組
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
を
中

心
と
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
諸
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

 [到
達
目
標

]
現
代
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
社
会
学
を
中
心
と
し
た
学
術
的
観
点
か
ら
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
順
序
で
、
各
項
目
に
つ
い
て

1～
3回
の
講
義
を
お
こ
な
う
。

 1 情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
へ
の
視
点

 2 日
本
社
会
に
お
け
る
〈
情
報
化
〉

 3 ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
〈
情
報
化
〉

 4 C
M

C
空
間
の
展
開

 5 再
帰
的
近
代
化
と
し
て
の
〈
情
報
化
〉

 6 生
活
世
界
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
再
編
成

 7 監
視
社
会
論

 8 リ
ス
ク
社
会
論

 9 社
会
空
間
の
再
編
成

10 親
密
圏
・
公
共
圏
の
再
編
成

 [履
修
要
件

]
社
会
学
関
係
の
全
学
共
通
科
目
ま
た
は
学
部
で
の
概
論
科
目
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い

 

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
素
点

(100点
満
点

)で
評
価
す
る
。

・
平
常
点

(30点
)+期
末
レ
ポ
ー
ト

(70点
) 

・
平
常
点
は
、

PandA
ま
た
は

T
w

itterを
用
い
た
課
題

 (中
間
レ
ポ
ー
ト
を
含
む

) の
提
出
に
よ
る

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
・
毎
回
の
授
業
資
料
を
、
前
日
午
前
中
ま
で
に

PandA
の
「
リ
ソ
ー
ス
」
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
予
習
し
て
お
く
こ
と
。

・
T

w
itterお
よ
び

PandA
の
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
、
授
業
前
・
授
業
中
・
授
業
後
の
質
疑
応
答
・
感
想
等
の
提
出
に

利
用
す
る
の
で
、
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

PandA
で
、
資
料
配
付
・
課
題
提
出
・
質
問
受
付
・
そ
の
他
の
各
種
連
絡
を
お
こ
な
う
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

人
間
行
動
論
演
習
Ａ

Sem
inar on H

um
an B

ehavior A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 国
際
高
等
教
育
院

高
橋
　
由
典

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
人
間
行
動
論
の
領
域
に
お
け
る
卒
業
論
文
作
成
の
た
め
の
演
習
を
行
う
。

 [到
達
目
標

]
　
現
代
の
社
会
的
事
象
を
扱
っ
た
文
献
を
読
む
こ
と
に
よ
り
、
現
代
社
会
を
人
間
行
動
の
角
度
か
ら
研
究
す
る
こ
と

の
意
義
と
可
能
性
を
知
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
人
間
行
動
論
で
学
ん
だ
内
容
を
ふ
ま
え
、
人
間
行
動
と
社
会
の
関
係
、
あ
る
い
は
人
間
行
動
の
諸
問
題
を
め
ぐ
る

内
外
の
最
新
の
関
連
文
献
の
中
か
ら
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
い
く
つ
か
選
ん
で
講
読
す
る
。
毎
回
、
受
講

者
の
分
担
報
告
に
基
づ
い
て
討
論
を
行
い
、
各
自
の
関
心
領
域
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
問
題
意
識
の
明
確
化

を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
卒
業
論
文
作
成
に
向
け
て
の
準
備
を
行
う
。

　
初
回
の
授
業
時
に
、
受
講
者
の
希
望
も
聞
き
な
が
ら
、
報
告
予
定
を
決
め
る
。

 [履
修
要
件

]
　
後
期
の
「
人
間
行
動
論
演
習
Ｂ
」
と
の
連
続
し
た
履
修
を
強
く
推
奨
す
る
。
な
お
、
本
演
習
で
卒
業
論
文
作
成
指

導
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
学
生
は
、

3回
生
時
に
「
社
会
情
報
論
演
習

A
,B
」
（
吉
田
純
教
授

)を
履
修
し
、

4回
生
時
に
本
演
習
を
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
平
常
点
に
よ
る
。
報
告
の
内
容
及
び
、
授
業
中
の
討
論
へ
の
参
加
度
な
ど
に
基
づ
い
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
毎
回
翌
週
の
報
告
に
つ
い
て
予
告
を
す
る
の
で
、
報
告
者
だ
け
で
な
く
参
加
者
全
員
が
関
連
文
献
を
読
ん
で
お
く

こ
と
。
ま
た
報
告
者
は
、
授
業
中
の
討
論
の
内
容
を
受
け
て
、
自
分
の
報
告
を
再
度
検
討
し
直
す
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

人
間
行
動
論
演
習
Ｂ

Sem
inar on H

um
an B

ehavior B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 国
際
高
等
教
育
院

高
橋
　
由
典

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
人
間
行
動
論
の
領
域
に
お
け
る
卒
業
論
文
作
成
の
た
め
の
演
習
を
行
う
。

 [到
達
目
標

]
　
現
代
の
社
会
的
事
象
を
扱
っ
た
文
献
を
読
む
こ
と
に
よ
り
、
現
代
社
会
を
人
間
行
動
の
角
度
か
ら
研
究
す
る
こ
と

の
意
義
と
可
能
性
を
知
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
人
間
行
動
論
で
学
ん
だ
内
容
を
ふ
ま
え
、
人
間
行
動
と
社
会
の
関
係
、
あ
る
い
は
人
間
行
動
の
諸
問
題
を
め
ぐ
る

内
外
の
最
新
の
関
連
文
献
の
中
か
ら
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
い
く
つ
か
選
ん
で
講
読
す
る
。
毎
回
、
受
講

者
の
分
担
報
告
に
基
づ
い
て
討
論
を
行
い
、
各
自
の
関
心
領
域
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
問
題
意
識
の
明
確
化

を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
卒
業
論
文
作
成
に
向
け
て
の
準
備
を
行
う
。

　
初
回
の
授
業
時
に
、
受
講
者
の
希
望
も
聞
き
な
が
ら
、
報
告
予
定
を
決
め
る
。

 [履
修
要
件

]
　
前
期
の
「
人
間
行
動
論
演
習

A
」
と
の
連
続
し
た
履
修
を
強
く
推
奨
す
る
。
な
お
、
本
演
習
で
卒
業
論
文
作
成
指

導
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
学
生
は
、

3回
生
時
に
「
社
会
情
報
論
演
習

A
,B
」
（
吉
田
純
教
授

)を
履
修
し
、

4回
生
時
に
本
演
習
を
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
平
常
点
お
よ
び
学
期
末
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。
平
常
点
に
つ
い
て
は
、
報
告
の
内
容
及
び
、
授
業
中
の
討
論
へ
の
参

加
度
な
ど
に
基
づ
い
て
評
価
す
る
。
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
授
業
中
の
討
論
の
内
容
な
ど
に
基
づ
い
て
総
合
的
に

評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
毎
回
翌
週
の
報
告
に
つ
い
て
予
告
を
す
る
の
で
、
報
告
者
だ
け
で
な
く
参
加
者
全
員
が
関
連
文
献
を
読
ん
で
お
く

こ
と
。
ま
た
報
告
者
は
、
授
業
中
の
討
論
の
内
容
を
受
け
て
、
自
分
の
報
告
を
再
度
検
討
し
直
す
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

社
会
情
報
論
演
習
Ａ

Sem
inar on Socio-Inform

ation Studies A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
吉
田
　
純

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
社
会
情
報
論
の
領
域
に
お
け
る
卒
業
論
文
作
成
の
た
め
の
演
習
を
お
こ
な
う
。

 [到
達
目
標

]
社
会
情
報
論
の
領
域
に
お
け
る
先
行
研
究
の
整
理
を
お
こ
な
い
、
あ
わ
せ
て
、
問
題
設
定
・
論
理
構
成
・
論
文
形
式

等
に
つ
き
、
卒
業
論
文
を
作
成
す
る
う
え
で
必
要
と
な
る
研
究
力
量
を
身
に
つ
け
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
受
講
者
各
自
の
問
題
関
心
に
基
づ
き
、
情
報
と
社
会
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
現
代
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
諸

問
題
を
め
ぐ
る
内
外
の
最
新
の
関
連
文
献
の
中
か
ら
と
く
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
選
ん
で
報
告
す
る
。
毎
回
、

受
講
者
の
分
担
報
告
に
基
づ
い
て
討
論
を
お
こ
な
い
、
各
自
の
関
心
領
域
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
問
題
意
識

の
明
確
化
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
卒
業
論
文
作
成
に
向
け
て
の
準
備
を
お
こ
な
う
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
第

1回
目
の
授
業
で
受
講
者
の
希
望
に
基
づ
き
調
整
す
る
。

 [履
修
要
件

]
後
期
の
「
社
会
情
報
論
演
習
Ｂ
」
へ
の
連
続
し
た
履
修
を
強
く
推
奨
す
る
。

な
お
、
本
演
習
で
卒
業
論
文
作
成
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
学
生
は
、

3回
生
時
に
「
人
間
行
動
論
演
習

A
,B
」

（
高
橋
由
典
教
授

)を
履
修
し
、

4回
生
時
に
本
演
習
お
よ
び
「
社
会
情
報
論
演
習
Ｂ
」
を
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
に
よ
り
、
素
点

(100点
満
点

)で
評
価
す
る
。

・
出
席
率
が

6割
に
満
た
な
い
場
合
は
、
原
則
と
し
て
単
位
を
認
め
な
い
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
自
身
の
研
究
報
告
の
前
提
と
し
て
、
事
前
に
十
分
な
時
間
を
取
り
、
教
員
や

T
A
に
相
談
し
て
、
文
献
の
選
び
方
、

問
題
設
定
の
し
か
た
等
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
る
こ
と
。

研
究
報
告
完
了
後
も
、
教
員
、

T
A
、
お
よ
び
他
の
受
講
者
か
ら
受
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
卒
業
論
文
作

成
に
向
け
て
、
文
献
や
デ
ー
タ
の
収
集
・
整
理
・
読
解
を
ひ
き
つ
づ
き
お
こ
な
う
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

社
会
情
報
論
演
習
Ｂ

Sem
inar on Socio-Inform

ation Studies B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
吉
田
　
純

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
社
会
情
報
論
の
領
域
に
お
け
る
卒
業
論
文
作
成
の
た
め
の
演
習
を
お
こ
な
う
。

 [到
達
目
標

]
3回
生
は
、
社
会
情
報
論
の
領
域
に
お
け
る
先
行
研
究
の
整
理
を
お
こ
な
い
、
あ
わ
せ
て
、
問
題
設
定
・
論
理
構
成

・
論
文
形
式
等
に
つ
き
、
論
文
作
成
に
必
要
と
な
る
研
究
力
量
を
身
に
つ
け
、

4回
生
で
の
卒
業
論
文
作
成
に
向
け

て
の
十
分
な
準
備
を
お
こ
な
う
。

4回
生
は
、
卒
業
論
文
を
完
成
さ
せ
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
社
会
情
報
論
お
よ
び
社
会
情
報
論
演
習
Ａ
で
学
ん
だ
内
容
を
踏
ま
え
、
情
報
と
社
会
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
現
代
の

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
諸
問
題
に
と
く
に
関
心
を
も
つ
学
生
を
対
象
と
し
て
、
卒
業
論
文
作
成
の
た
め
の
演
習

を
お
こ
な
う
。
受
講
者
各
自
の
論
文
作
成
計
画
の
報
告
に
対
し
て
、
指
導
・
助
言
お
よ
び
出
席
者
全
員
で
の
討
論
を

お
こ
な
う
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
第

1回
目
の
授
業
で
、
受
講
者
の
希
望
に
基
づ
き
調
整
す
る
。

 [履
修
要
件

]
前
期
の
「
社
会
情
報
論
演
習
Ａ
」
か
ら
の
連
続
し
た
履
修
を
強
く
推
奨
す
る
。

な
お
、
本
演
習
で
卒
業
論
文
作
成
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
学
生
は
、

3回
生
時
に
「
人
間
行
動
論
演
習

A
,B
」

（
高
橋
由
典
教
授

)を
履
修
し
、

4回
生
時
に
「
社
会
情
報
論
演
習
Ａ
」
お
よ
び
本
演
習
を
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
に
よ
り
、
素
点

(100点
満
点

)で
評
価
す
る
。

・
3回
生
は
、
期
末
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
を
条
件
と
す
る

 (レ
ポ
ー
ト
の
評
価
は
平
常
点
に
含
め
る

)。
・
出
席
率
が

6割
に
満
た
な
い
場
合
は
、
原
則
と
し
て
単
位
を
認
め
な
い
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
・
自
身
の
研
究
報
告
の
前
提
と
し
て
、
事
前
に
十
分
な
時
間
を
取
り
、
教
員
や

T
A
に
相
談
し
て
、
文
献
の
選
び
方
、

問
題
設
定
の
し
か
た
等
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
る
こ
と
。

・
研
究
報
告
完
了
後
も
、
教
員
、

T
A
、
お
よ
び
他
の
受
講
者
か
ら
受
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
卒
業
論
文

作
成
に
向
け
て
、
文
献
や
デ
ー
タ
の
収
集
・
整
理
・
読
解
を
ひ
き
つ
づ
き
お
こ
な
う
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

宗
教
現
象
学

Phenom
enology of R

eligion
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 こころの未来研究センター
カ
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー

 

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
広
義
の
「
宗
教
」
と
は
、
社
会
の
倫
理
道
徳
的
行
動
基
盤
、
生
と
死
に
関
す
る
究
極
的
な
価
値
基
準
、
生
き
方
と
死

に
方
の
理
想
像
、
そ
し
て
自
然
界
・
宇
宙
の
中
の
人
間
の
理
想
像
や
位
置
付
け
を
描
く
世
界
観
で
あ
る
。
　
宗
教
現

象
学
は
、
宗
教
的
現
象
自
体
を
取
り
上
げ
て
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
。
　
例
え
ば
、
宗
教
的
治
癒
、
瞑
想
、
予
知
夢
、

シ
ャ
マ
ン
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
、
体
外
離
脱
等
、
現
象
の
在
り
方
や
意
味
を
吟
味
す
る
。
他
の
学
問
の
中
に
は
、
物
質
を

調
査
す
る
科
学
も
あ
れ
ば
、
精
神
を
探
求
す
る
心
理
学
も
あ
る
が
、
宗
教
現
象
学
で
は
そ
の
相
互
作
用
を
研
究
対
象

と
す
る
。
即
ち
、
物
質
的
環
境
が
人
間
の
精
神
に
対
し
て
及
ぼ
す
影
響
と
、
精
神
が
人
体
や
物
質
に
対
し
て
及
ぼ
す

影
響
等
を
課
題
と
す
る
。
神
話
学
、
民
俗
学
、
解
釈
学
、
現
象
学
、
実
存
主
義
、
精
神
分
析
や
原
型
心
理
学
等
の
分

野
か
ら
、
宗
教
的
体
験
の
裏
に
潜
む
意
識
や
世
界
観
の
構
造
、
各
学
派
の
貢
献
や
問
題
点
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。

 [到
達
目
標

]
２
０
世
紀
か
ら
始
ま
る
宗
教
心
理
学
の
歴
史
的
流
れ
を
学
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
思
想
を
も
反
省
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
宗
教
的
精
神
の
パ
タ
ー
ン
を
学
問
的
に
解
明
し
た
学
派
に
関
し
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
人
間
の
心
や
精
神
の
理

解
も
深
ま
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
15回
に
亙
る
授
業
は
概
ね
次
の
通
り
に
な
ろ
う
。

1  入
門
・
紹
介

2  精
神
医
学
：

M
esm

er, C
harcot, Janet, W

undt, K
raepelin

3  精
神
医
学
：

Freud, A
dler, 

4  精
神
医
学
：

Jung, H
illm

an, Frankl, A
ntonovsky

5  神
話
学
：
　

G
rim

m
, L

ang, Propp, C
am

pbell, R
icoeur, Stith T

hom
pson

6  自
己
実
現
：

Jam
es, A

llport, Peale
7  自
己
実
現

: M
aslow

, E
rikson, From

m
, M

ay
8  中
間
評
価
・
書
評
〆
切

9  気
の
研
究
：
青
木
、
湯
浅
、
本
山
博
、
町
、
佐
々
木
、
ボ
ン
ハ
ン

10  宗
教
的
治
癒
：

C
ousins, K

rippner, B
enson, D

ossey
11  霊
媒
術
対
超
心
理
学
：

Pratt, R
hine, T

art, G
reen, Jahn, K

oestler, B
eloff

12  体
外
離
脱
と
幽
霊
研
究
：

M
yers, C

arrington, M
onroe, H

araldsson
13  臨
死
体
験
：

K
ubler-R

oss, M
oody, R

ing, G
reyson, Sabom

, B
ecker

14  催
眠
と
瞑
想
、
前
世
記
憶
：

H
art, B

eloff, L
eShan, G

rof, Stevenson, 飯
田

15  ま
と
め
・
評
価

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

宗
教
現
象
学

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

宗
教
現
象
学

(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
毎
回
の
出
席
と
参
加
、
中
間
の
書
評
、
そ
し
て
学
期
末
の
レ
ポ
ー
ト
試
験
で
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
学
生
の
興
味
に
応
じ
て
数
冊
の
本
を
選
ん
で
読
ん
で
頂
き
、
そ
れ
に
基
づ
く
レ
ポ
ー
ト
と
、
授
業
に
基
づ
く
レ
ポ
ー

ト
と
、
二
通
り
の
作
文
を
授
業
外
に
書
い
て
頂
く
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

生
命
倫
理
学

B
ioethics

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

特
定
助
教

 こころの未来研究センター
清
家
　
理

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
日
本
は
世
界
に
先
駆
け
、
少
子
高
齢
化
社
会
が
進
行
し
て
い
る
。
医
療
、
介
護
領
域
の
課
題
（
以
下
、
医
療
福
祉
的

課
題
）
が
山
積
し
て
い
る
中
で
、
倫
理
行
動
的
規
範
や
価
値
判
断
を
用
い
た
「
課
題
の
解
決
策
」
の
習
得
を
め
ざ
す
。

具
体
的
に
は
、
以
下

2点
の
授
業
目
標
を
設
定
す
る
。

(1)現
代
社
会
で
発
生
し
て
い
る
医
療
福
祉
的
課
題
を
多
角
的
に
分
析
で
き
る
手
法
の
獲
得

(2)現
代
社
会
で
発
生
し
て
い
る
医
療
福
祉
的
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
解
決
策
を
提
案
し
て
い
く

　
プ
ロ
セ
ス
の
理
解
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
試
行
的
提
示

 [到
達
目
標

]
本
講
義
の
受
講
に
よ
り
、
「
知
識
偏
重
型
の
学
習
形
態
」
か
ら
「
生
活
応
用
型
の
学
習
形
態
」
へ
の
転
換
が
図
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。
こ
の
意
識
や
行
動
変
容
を
具
体
的
に
示
す
と
、
（
１
）
社
会
に
対
す
る
無
関
心
の
解
消
、
（
２
）

社
会
に
お
け
る
自
己
貢
献
の
意
識
変
容
（
税
金
や
国
民
皆
保
険
、
年
金
に
対
す
る
義
務
遂
行
）
、
（
３
）
自
分
の
「

生
」
「
死
」
に
対
す
る
主
体
性
の
創
出
（
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
）
、
以
上

3点
が
挙
げ
ら
れ
、
本
講
義
の
到
達

目
標
と
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
15回
の
講
義
で
は
、
以
下
を
取
り
上
げ
る
。

【
総
論
】

第
１
講
：
倫
理
と
は
何
か
、
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
。

第
2講
：
高
齢
化
に
お
け
る
生
と
死
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
倫
理
的
課
題
と
検
証
方
法
①

　
　
　
　
―
高
齢
者
に
増
加
し
て
い
る
自
殺
―

第
3講
：
高
齢
化
に
お
け
る
生
と
死
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
倫
理
的
課
題
と
検
証
方
法
②

　
　
　
　
―
高
齢
者
に
増
加
し
て
い
る
孤
独
死
－

第
4講
：
高
齢
化
に
お
け
る
生
と
死
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
倫
理
的
課
題
と
検
証
方
法
③

　
　
　
　
―
高
齢
者
の
判
断
能
力
低
下
と
自
律
の
尊
重
―

【
各
論
】

第
５
講
：
認
知
症
患
者
と
生
活
障
害
、
自
己
決
定
権
の
侵
害
、
介
護
負
担
と
ス
ト
レ
ス
①

　
　
　
　
―
認
知
症
の
病
態
と
生
活
障
害
―

第
６
講
：
認
知
症
患
者
と
生
活
障
害
、
自
己
決
定
権
の
侵
害
、
介
護
負
担
と
ス
ト
レ
ス
②

　
　
　
　
－
認
知
症
の
家
族
介
護
者
の
葛
藤
と
決
断
－

第
7講
：
認
知
症
患
者
と
生
活
障
害
、
自
己
決
定
権
の
侵
害
、
介
護
負
担
と
ス
ト
レ
ス
③

　
　
　
　
－
認
知
症
を
持
つ
人
と
家
族
介
護
者
の
事
例
分
析
－

第
8講
：
末
期
が
ん
患
者
と
生
き
る
場
所
の
選
択
、
告
知
問
題
①

　
　
　
　
－
が
ん
の
病
態
と
ケ
ア
体
制
に
つ
い
て
－

第
9講
：
末
期
が
ん
患
者
と
生
き
る
場
所
の
選
択
、
告
知
問
題
②

　
　
　
　
－
末
期
が
ん
患
者
と
家
族
介
護
者
の
事
例
分
析
－

第
10講
：
終
末
期
医
療
に
お
け
る
「
最
善
」
の
決
定
と
葛
藤
①

生
命
倫
理
学

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

生
命
倫
理
学

(2)

　
　
　
　
－
終
末
期
と
医
療
依
存
度
、
ケ
ア
の
制
限
に
つ
い
て
－

第
11講
：
終
末
期
医
療
に
お
け
る
「
最
善
」
の
決
定
と
葛
藤
②

　
　
　
　
－
今
、
日
本
の
医
療
・
介
護
現
場
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
－

第
12講
：
終
末
期
医
療
に
お
け
る
「
最
善
」
の
決
定
と
葛
藤
③

　
　
　
　
－
終
末
期
患
者
と
家
族
の
差
し
迫
る
決
断
と
事
例
分
析
－

第
13講
：
現
代
社
会
の
医
療
福
祉
的
課
題
と
解
決
方
法
に
向
き
合
う
人
々
の
葛
藤
と
ア
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
－
医
療
、
看
護
、
法
曹
関
係
者
と
実
施
す
る
事
例
分
析
－

第
14講
：
現
代
社
会
の
医
療
福
祉
的
課
題
分
析
と
解
決
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
①

　
（
現
状
を
分
析
し
、
医
療
倫
理
学
の
側
面
か
ら
解
決
策
を
提
案
）

第
15講
：
現
代
社
会
の
医
療
福
祉
的
課
題
分
析
と
解
決
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
②

　
（
現
状
を
分
析
し
、
医
療
倫
理
学
の
側
面
か
ら
解
決
策
を
提
案
）

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
毎
回
の
出
席
と
中
間
お
よ
び
期
末
課
題
提
出
（
講
義
中
の
取
り
組
み
を
完
成
さ
せ
る
形
式
）
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
へ

の
積
極
的
な
参
加
や
発
言
、
以
上
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
問
題
意
識
を
持
ち
、
積
極
的
に
講
義
参
加
が
で
き
る
学

生
を
期
待
す
る
。

【
評
価
方
法
】

平
常
点
評
価
（
出
席

20％
，
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
参
加

40％
）
＋
中
間
課
題

20％
＋
期
末
課
題

20％

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://kokoro.kyoto-u.ac.jp/jp/event2/2014/09/m
anabian2014.php(こ

こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
概
要

)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
・
ニ
ュ
ー
ス
、
新
聞
な
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
高
齢
者
医
療
、
介
護
に
関
す
　
る
情
報
を
収

集
し
、
自
分
な
り
に
何
が
問
題
で
、
ど
の
よ
う
な
解
決
を
め
ざ
そ
う
と
す
る
の
か
、

　
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
考
え
な
が
ら
情
報
を
吟
味
す
る
習
慣
づ
け
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
時
間
が
許
す
学
生
は
、
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
で
実
施
中
の
『
く
ら
し
の
学
び
庵
』

　
－
孤
立
防
止
の
た
め
の
互
助
・
自
助
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
－
に
参
画
し
、
街
の

　
高
齢
者
に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
生
活
ニ
ー
ズ
を
知
る
機
会
を
得
る
こ
と
も
有
意
義
で
あ
る
と
考
え

　
ら
れ
る
。
（
推
奨
レ
ベ
ル
）

生
命
倫
理
学

(3)へ
続
く
↓
↓
↓



生
命
倫
理
学

(3)

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

①
講
義
形
式
は
、
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
討
議
の
２
タ
イ
プ
で
進
め
る
。

②
講
義
ト
ピ
ッ
ク
に
合
致
し
た
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
報
道
等
、
情
報
に
対
す
る
ア
ン
テ
ナ
を
は
り
め
ぐ

　
ら
し
、
常
々
よ
り
情
報
収
集
に
努
め
る
こ
と
。
（
こ
れ
が
予
習
、
復
習
に
つ
な
が
る
）

③
死
生
観
等
は
宗
教
心
理
学
で
も
扱
わ
れ
る
た
め
、
「
宗
教
心
理
学
」
の
受
講
を
推
奨
す
る
。

④
情
報
収
集
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
、
今
後
の
研
究
に
必
要
な
手
法
を

　
用
い
る
の
で
、
人
文
科
学
研
究
方
法
論
演
習
Ａ
お
よ
び
人
文
科
学
研
究
方
法
論
演
習
Ｂ
の
受
講
が
　
望
ま
し
い
。

⑤
本
講
義
内
容
は
、
医
学
・
健
康
領
域
に
も
含
ま
れ
る
た
め
、
講
義
で
も
説
明
を
行
う
が
、
全
学
共

　
通
科
目
「
生
活
科
学
論
」
で
も
老
年
期
の
医
学
に
つ
い
て
取
り
扱
う
の
で
、
よ
り
理
解
を
深
め
る

　
た
め
に
も
、
受
講
が
望
ま
し
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

人
文
科
学
研
究
方
法
論
演
習
Ａ

Seminar in Research Methods for Humanities and Social Sciences A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 こころの未来研究センター
カ
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー

 

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

  
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
大
学
か
ら
大
学
院
ま
で
人
文
科
学
な
ど
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
科
学
史
、
社
会
学
、
心
理
学
、
政
治
経
済
、
文
学

批
評
、
哲
学
思
想
、
な
ど
の
学
問
体
系
を
股
が
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
本
演
習

 A
 で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
領
域
の
研

究
方
法
論
を
土
台
に
、
情
報
の
検
索
・
収
集
・
分
析
か
ら
、
論
理
構
造
や
政
策
作
り
ま
で
、
学
会
発
表
を
含
め
、
高

度
な
論
文
の
研
究
法
と
書
き
方
を
目
指
し
て
指
導
す
る
。

 [到
達
目
標

]
本
演
習
に
よ
っ
て
、
学
生
は
信
憑
性
と
注
目
度
の
高
い
情
報
を
直
ぐ
に
探
せ
、
そ
れ
ら
を
自
分
の
研
究
論
文
の
先
行

研
究
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
論
文
の
論
理
的
構
成
と
標
準
的
形
式
を
理
解
し
て
、
卒
業
論

文
や
出
版
論
文
の
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
下
記
の
様
な
内
容
を
毎
週
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
宿
題
を
一
緒
に
添
削
・
訂
正
す
る

1  名
簿
と
集
中
法
、
メ
モ
の
取
り
方
、
本
の
開
き
方

 
2  研
究
テ
ー
マ
の
選
び
方
・
絞
り
方
・
目
的
と
研
究
題
目

 
3  論
文
調
の
表
現
や
注
意
点
・
中
心
的
概
念
の
定
義
の
種
類

 
4  基
礎
文
献
の
特
定
・
確
認
・
検
索
方
法

 
5  C

inii/W
eb of Science に

よ
る
有
用
記
事

+目
的
の
明
瞭
化

 
6  書
評
で
注
目
さ
れ
る
著
書
の
検
索

 
7  被
引
用
件
数
で
雑
誌
記
事
を
検
索

 
8  ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
の
使
い
方
と
書
き
方

 
9  ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
・
目
次

 論
理
構
造
の
形
成

 
10 書
評
・
優
れ
た
研
究
の
事
例
検
討

 
11 新
聞
記
事
・
大
宅
壮
一

 (+文
献
表

) 
12 英
語
と
日
本
語
の
博
論
検
索

 
13 非
売
品

~政
府
白
書
か
ら
科
研
・
財
団
報
告
書

 
14 文
献
表
作
成
確
認

15 ま
と
め

 [履
修
要
件

]
論
文
作
成
は
、
数
冊
の
本
を
読
め
ば
出
来
る
作
業
で
は
な
く
、
広
範
囲
な
文
献
収
集
を
要
す
る
の
で
、
明
確
な
研
究

仮
説
及
び
計
画
的
な
時
間
配
分
を
心
が
け
ら
れ
る
学
生
を
期
待
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
毎
回
の
出
席
と
宿
題
提
出
、
勉
強
し
た
上
の
積
極
的
な
参
加
や
発
言
で
評
価
す
る
の
で
真
摯
な
学
生
を
期
待
す
る
。

人
文
科
学
研
究
方
法
論
演
習
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



人
文
科
学
研
究
方
法
論
演
習
Ａ

(2)

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
、
図
書
館
や
パ
ソ
コ
ン
で
練
習
す
る
宿
題
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
前
回
の
宿
題
を
返
却
す
る
。

そ
の
積
み
重
ね
の
過
程
に
よ
っ
て
、
論
文
が
出
来
上
が
る
の
で
、
途
中
で
休
ん
だ
り
す
る
と
、

次
の
段
階
が
分
か
ら
な
く
な
る
。
よ
っ
て
、
毎
回
の
出
席
と
宿
題
提
出
が
重
要
に
な
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

人
文
科
学
研
究
方
法
論
演
習
Ｂ

Seminar in Research Methods for Humanities and Social Sciences B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

特
定
助
教

 こころの未来研究センター
清
家
　
理

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

  
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
研
究
を
遂
行
す
る
上
で
、
文
献
研
究
の
み
な
ら
ず
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
法
、
統
計
学
を
用
い
た
分
析
も
重
要
な
研
究

手
法
で
あ
る
。
研
究
を
実
施
す
る
上
で
重
要
な
過
程
で
あ
る
、
①
研
究
計
画
作
成
、
②
デ
ー
タ
収
集
や
調
査
方
法
の

吟
味
と
実
施
（
特
に
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
法
）
、
③
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
（
質
的
・
数
量
的
）
の
分
析
、
④
研
究
結
果
の

ま
と
め
、
⑤
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
⑥
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
以
上
の
手
法
を
学
び
、
国
内
外
の
学
会
発
表
、
論

文
作
成
に
活
用
で
き
る
研
究
の
基
礎
力
習
得
を
め
ざ
す
。
ま
た
、
座
学
の
み
な
ら
ず
、
実
際
に
「
聞
き
取
り
調
査
演

習
」
（
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
入
力
ま
で
実
施
す
る
実
習
）
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
座
学
で
得
た
知
識
を
体
得
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
。

 [到
達
目
標

]
本
講
義
を
通
じ
、
「
人
」
「
社
会
」
に
関
わ
る
研
究
を
行
う
者
と
し
て
の
「
研
究
力
」
と
「
人
間
力
」
の
強
化
を
め

ざ
す
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
複
眼
的
視
野
を
持
っ
て
、
社
会
・
人
間
等
の
研
究
対
象
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
②
社
会
状
況
や
動
向
に
即
し
た
研
究
テ
ー
マ
、
切
り
口
（
テ
ー
マ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
）
を

　
　
考
え
ら
れ
る
。

　
③
研
究
テ
ー
マ
、
手
法
の
拡
が
り
に
よ
る
研
究
対
象
の
深
い
考
察
や
洞
察
が
で
き
る
。

　
④
数
量
的
デ
ー
タ
（
量
的
デ
ー
タ
）
、
文
字
的
デ
ー
タ
（
質
的
デ
ー
タ
）
双
方
を
融
合
さ
せ
た

　
　
研
究
が
で
き
る
。

　
⑤
意
見
や
価
値
観
の
相
違
を
受
容
す
る
こ
と
に
よ
る
、
他
者
の
価
値
観
の
理
解
や
共
有
が
図
れ

　
　
る
。

　
⑥
研
究
成
果
（
分
析
や
調
査
結
果
）
を
分
か
り
や
す
く
専
門
家
以
外
に
説
明
で
き
る
能
力
と

　
　
責
務
が
持
て
る
よ
う
に
な
る
。
（
研
究
倫
理
）

　
⑦
研
究
成
果
を
実
社
会
に
還
元
す
る
視
点
や
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
続
け
る
。

　
（
研
究
の
社
会
実
装
化
。
社
会
貢
献
）

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第

1講
：
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
　
－
既
存
調
査
票
か
ら
調
査
目
的
を
探
っ
て
み
よ
う
－

第
2講
：
デ
ー
タ
に
慣
れ
て
み
よ
う
－
あ
る
事
象
や
傾
向
を
示
す
数
字
、
文
字
デ
ー
タ
を
読
み
取
っ
て
み
よ
う
－

第
３
講
：
デ
ー
タ
を
集
め
る
①
－
聞
き
取
り
調
査
法
－
（
実
習
前
演
習
）

第
４
講
：
デ
ー
タ
を
集
め
る
②
－
聞
き
取
り
調
査
法
－
（
実
習
：
く
ら
し
の
学
び
庵
）

第
５
講
：
デ
ー
タ
を
集
め
る
③
－
聞
き
取
り
調
査
法
－
（
実
習
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）

第
６
講
：
デ
ー
タ
を
集
め
る
④
－
聞
き
取
り
調
査
法
－
（
デ
ー
タ
入
力
の
演
習
）

第
７
講
：
医
療
者
に
よ
る
調
査
と
結
果
発
表
－
ま
と
め
か
た
、
プ
レ
ゼ
ン
方
法
を
学
ぼ
う
－

第
８
講
：
メ
デ
ィ
ア
と
調
査
－
情
報
収
集
が
本
職
の
人
か
ら
学
ぶ
「
調
査
」
―

第
９
講
：
調
査
手
法
演
習
①
－
半
構
造
化
面
接
－
（
実
習
前
演
習
）

第
10講
：
調
査
手
法
演
習
②
－
半
構
造
化
面
接
－
（
実
習
：
く
ら
し
の
学
び
庵
）

第
11講
：
調
査
手
法
演
習
③
－
半
構
造
化
面
接
－
（
実
習
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）

第
12講
：
調
査
演
習
①
－
テ
ー
マ
設
定
と
デ
ー
タ
収
集
－

第
13講
：
調
査
演
習
②
－
デ
ー
タ
の
整
理
と
分
析
－

第
14講
：
調
査
演
習
③
－
研
究
プ
ロ
ト
コ
ル
作
成
－

第
15講
：
調
査
演
習
④
－
研
究
プ
ロ
ト
コ
ル
作
成
と
プ
レ
ゼ
ン
－

人
文
科
学
研
究
方
法
論
演
習
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



人
文
科
学
研
究
方
法
論
演
習
Ｂ

(2)

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
毎
回
の
出
席
と
中
間
お
よ
び
期
末
課
題
提
出
（
講
義
中
の
取
り
組
み
を
完
成
さ
せ
る
形
式
）
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
へ

の
積
極
的
な
参
加
や
発
言
、
以
上
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
積
極
的
に
講
義
参
加
が
で
き
る
学
生
を
期
待
す
る
。

【
評
価
方
法
】

平
常
点
評
価
（
出
席

20％
，
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
参
加

40％
）

＋中
間
課
題

20％
＋期
末
課
題

20％
[教 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://kokoro.kyoto-u.ac.jp/jp/event2/2014/09/m
anabian2014.php (こ

こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
概
要

)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
・
官
公
庁
か
ら
出
て
い
る
白
書
、
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア
で
提
示
さ
れ
て
い
る
「
調
査
」

　
「
グ
ラ
フ
」
に
着
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
自
分
が
興
味
あ
る
領
域
に
つ
い
て
は
、

　
常
に
切
り
抜
き
や
デ
ー
タ
保
管
す
る
な
ど
し
、
自
分
な
り
の
分
析
、
さ
ら
に
実
施
す
べ
き
調
査
に

　
つ
い
て
考
え
る
作
業
の
実
施
が
望
ま
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

①
講
義
形
式
は
、
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
討
議
の
２
タ
イ
プ
で
進
め
る
。

 

②
講
義
ト
ピ
ッ
ク
に
合
致
し
た
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
報
道
等
、
情
報
に
対
す
る
ア
ン
テ
ナ
を
は
り
め
ぐ

 
　
ら
し
、
常
々
よ
り
情
報
収
集
に
努
め
る
こ
と
。
（
こ
れ
が
予
習
、
復
習
に
つ
な
が
る
）

 

③
文
献
検
索
等
は
研
究
の
基
礎
で
あ
る
た
め
、
本
講
義
と
連
携
し
て
い
る
人
文
科
学
研
究
方
法
論
演

　
習
Ａ
の
受
講
が
　
望
ま
し
い
。

 

人
文
科
学
研
究
方
法
論
演
習
Ｂ

(3)へ
続
く
↓
↓
↓

人
文
科
学
研
究
方
法
論
演
習
Ｂ

(3)

④
本
講
義
内
容
は
、
医
学
・
健
康
領
域
に
も
含
ま
れ
る
た
め
、
講
義
で
も
説
明
を
行
う
が
、
全
学
共

 
　
通
科
目
「
生
活
科
学
論
」
で
も
老
年
期
の
医
学
に
つ
い
て
取
り
扱
う
の
で
、
よ
り
理
解
を
深
め
る

 
　
た
め
に
も
、
受
講
が
望
ま
し
い
。

 

⑤
時
間
が
許
す
学
生
は
、
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
で
実
施
中
の
『
く
ら
し
の
学
び
庵
』

 
　
－
孤
立
防
止
の
た
め
の
互
助
・
自
助
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
－
に
参
画
し
、
街
の

 
　
高
齢
者
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
調
査
結
果
を
よ
り
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
り
、
か
つ
、
生
活
ニ
ー

　
ズ
を
知
る
機
会
を
得
る
こ
と
も
有
意
義
で
あ
る
と
考
え

 ら
れ
る
。

（
推
奨
レ
ベ
ル
：
一
部
は
、
実
習
で
フ
ィ
ー
ル
ド
活
用
予
定
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

社
会
心
理
学
演
習
Ａ

Sem
inar on Social Psychology A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
永田　素彦(Motohiko Nagata) 

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
社
会
心
理
学
の
分
野
で
卒
業
研
究
を
行
う
た
め
に
必
要
な
理
論
と
方
法
を
学
ぶ

 [到
達
目
標

]
社
会
心
理
学
の
メ
タ
理
論
で
あ
る
社
会
構
成
主
義
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
理
解
す
る
。
ま
た
社
会
心
理
学
の
研
究

法
と
し
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
分
析
の
方
法
を
実
習
を
通
し
て
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
【
理
論
編
】

『
あ
な
た
へ
の
社
会
構
成
主
義
』
（
Ｋ
．
Ｊ
．
ガ
ー
ゲ
ン
著
）
の
輪
読
を
通
し
て
、
社
会
構
成
主
義
の
メ
タ
理
論
、

理
論
、
方
法
論
を
詳
し
く
学
ぶ
。
項
目
は
次
の
通
り
。

１
．
伝
統
的
人
間
観
の
行
き
づ
ま
り

２
．
共
同
体
に
よ
る
構
成
―
事
実
と
価
値

３
．
対
話
の
力
―
明
日
を
創
る
試
み

４
．
社
会
構
成
主
義
の
地
平

５
．
「
個
人
主
義
的
な
自
己
」
か
ら
「
関
係
性
の
中
の
自
己
」
へ

６
．
理
論
と
実
践
（
１
）
―
対
話
の
も
つ
可
能
性

７
．
理
論
と
実
践
（
２
）
―
心
理
療
法
・
組
織
変
革
・
教
育
・
研
究

８
．
理
論
と
実
践
（
３
）
―
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
・
権
力
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

９
．
「
批
判
に
答
え
る
」

【
方
法
編
】

　
実
習
を
通
し
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
分
析
の
方
法
を
学
ぶ
。

 [履
修
要
件

]
全
学
共
通
科
目
「
社
会
心
理
学
」
「
社
会
心
理
学
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
毎
回
の
出
席
と
発
表
、
期
末
レ
ポ
ー
ト
提
出

 [教
科
書

]
Ｋ
．
Ｊ
．
ガ
ー
ゲ
ン
、
東
村
知
子
（
訳
）

 『
あ
な
た
へ
の
社
会
構
成
主
義
』
（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
前
半
の
輪
読
に
つ
い
て
は
、
発
表
者
以
外
も
必
ず
事
前
に
読
ん
で
、
疑
問
点
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
。
後
半
の
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
分
析
に
つ
い
て
は
、
授
業
時
に
課
題
を
指
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

社
会
心
理
学
の
分
野
で
卒
業
研
究
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
履
修
し
て
く
だ
さ
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

社
会
心
理
学
演
習
Ｂ

Sem
inar on Social Psychology B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
永田　素彦(Motohiko Nagata) 

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
社
会
心
理
学
の
分
野
で
卒
業
研
究
を
行
う
た
め
に
必
要
な
理
論
と
方
法
を
学
ぶ

 [到
達
目
標

]
質
的
研
究
の
理
論
と
方
法
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
理
解
す
る
。
ま
た
社
会
心
理
学
の
研
究
方
法
と
し
て
、
コ
ン
フ

リ
ク
ト
解
析
の
手
法
を
実
習
を
通
し
て
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
【
理
論
編
】

や
ま
だ
よ
う
こ
他
編
『
質
的
心
理
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
か
ら
数
章
を
輪
読
し
、
質
的
研
究
の
理
論
と
方
法
論
を
学
ぶ
。

（
９
回
程
度
）

【
方
法
編
】

集
団
間
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
分
析
す
る
数
理
モ
デ
ル
と
し
て
、
ゲ
ー
ム
理
論
の
１
種
で
あ
る
「
コ
ン
フ
リ
ク
ト
解
析
」

の
実
習
を
行
う
。
数
学
、
ゲ
ー
ム
理
論
に
関
す
る
予
備
知
識
は
必
要
な
い
。
（
５
回
程
度
）

 [履
修
要
件

]
前
期
の
「
社
会
心
理
学
演
習
Ａ
」
か
ら
連
続
し
て
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

全
学
共
通
科
目
「
社
会
心
理
学
」
「
社
会
心
理
学
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
毎
回
の
出
席
、
発
表
、
レ
ポ
ー
ト
提
出

 [教
科
書

]
や
ま
だ
よ
う
こ
他

 『
質
的
心
理
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
（
新
曜
社
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

「
コ
ン
フ
リ
ク
ト
解
析
」
に
つ
い
て
は
、
授
業
中
に
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
前
半
の
輪
読
に
つ
い
て
は
、
発
表
者
以
外
も
必
ず
事
前
に
読
ん
で
、
疑
問
点
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
。
後
半
の
コ
ン

フ
リ
ク
ト
解
析
に
つ
い
て
は
、
授
業
時
に
課
題
を
指
示
す
る
。

  

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

社
会
心
理
学
の
分
野
で
卒
業
研
究
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
履
修
し
て
く
だ
さ
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

ヒ
ス
ト
リ
ー
・
オ
ブ
・
ア
イ
デ
ィ
ア
ズ

A
H

istory of Ideas A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
多
賀
　
茂

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 未
定
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
フ
ー
コ
ー
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
が

1970年
か
ら

1984年
ま
で
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
で
行
っ
た
講
義
を
順
を
お
っ
て

た
ど
り
な
が
ら
、
彼
の
思
想
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
理
解
を
修
正
し
て
い
く
。

 [到
達
目
標

]
フ
―
コ
ー
の
思
想
に
つ
い
て
基
盤
的
な
知
識
を
獲
得
す
る
と
同
時
に
、
現
代
社
会
の
問
題
点
に
つ
い
て
思
考
す
る
た

め
の
新
た
な
視
点
を
得
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第

1回
　
フ
ー
コ
ー
の
思
想
に
つ
い
て
、
概
要
を
示
す

以
下
は
各
回
ご
と
に
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
が

1970年
か
ら

1984年
ま
で
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
で
行
っ
た

講
義
を
順
を
お
っ
て
た
ど
る
。

第
2回
　

1970-71
第

3回
　

1971-72
第

4回
　

1972-73
第

5回
　

1973-74
第

6回
　

1974-75
第

7回
　

1975-76　
第

8回
　

1977-78　
（

1976-77は
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
の
た
め
講
義
な
し
）

第
9回
　

1978-79
第

10回
　

1979-80
第

11回
　

1980-81
第

12回
　

1981-82
第

13回
　

1982-83
第

14回
　

1983-84

第
15回
　
ま
と
め

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
の
提
出

ヒ
ス
ト
リ
ー
・
オ
ブ
・
ア
イ
デ
ィ
ア
ズ

A(2)へ
続
く
↓
↓
↓

ヒ
ス
ト
リ
ー
・
オ
ブ
・
ア
イ
デ
ィ
ア
ズ

A
(2)

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
指
示
す
る
文
献
を
で
き
る
だ
け
読
む
こ
と

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
中
に
指
示
す
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

ヒ
ス
ト
リ
ー
・
オ
ブ
・
ア
イ
デ
ィ
ア
ズ
演
習
Ｂ

Sem
inar on H

istory of Ideas B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
多
賀
　
茂

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
＜
現
代
思
想
を
原
語
で
読
む
＞

文
体
・
用
語
法
等
の
特
徴
に
注
目
し
な
が
ら
思
想
家
の
文
章
を
講
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
思
想
の
理
解
を
一

層
深
め
る
。

 [到
達
目
標

]
将
来
の
研
究
の
た
め
の
十
分
な
基
礎
と
な
る
レ
ベ
ル
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
読
解
能
力
を
高
め
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
L

ecture de quelques textes de M
ichel Foucault

1. 全
体
の
解
説
　

2. H
istoire de la folie 

3. 同
上

4. 同
上

5. N
aissance de la clinique

6. 同
上

7. 同
上

8. L
es M

ots et les choses
9. 同
上

10. 同
上

11. Surveiller et punir
12. 同
上

13.　
同
上

14. そ
の
他

15.　
ま
と
め

 [履
修
要
件

]
最
低
限
フ
ラ
ン
ス
語
初
級
文
法
を
終
え
て
い
る
こ
と

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
と
最
終
日
に
行
う
小
テ
ス
ト
の
成
績
と
を
合
わ
せ
て
評
価
す
る

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

必
要
な
テ
キ
ス
ト
は
随
時
コ
ピ
ー
し
て
配
布
し
ま
す

ヒストリー・オブ・アイディアズ演習Ｂ(2)へ続く↓↓↓

ヒ
ス
ト
リ
ー
・
オ
ブ
・
ア
イ
デ
ィ
ア
ズ
演
習
Ｂ

(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
次
回
に
進
む
部
分
を
自
ら
訳
し
て
み
て
お
く
こ
と

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

動
態
映
画
文
化
論
Ｉ
Ｉ
Ａ

C
inem

a Studies IIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
松
田
　
英
男

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
ジ
ャ
ン
ル
映
画
に
つ
い
て
の
具
体
的
考
察
、
批
評
文
献
の
読
解
。

 [到
達
目
標

]
代
表
的
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
理
解
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
映
画
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
ジ
ャ
ン
ル
を
選
び
、
具
体
的
作
品
に
即
し
て
考

察
し
ま
す
。
講
義
と
は
い
え
、
基
礎
訓
練
を
含
ん
だ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

 [履
修
要
件

]
英
語
圏
の
映
画
に
興
味
が
あ
り
、
指
定
し
た
映
画
（
４
－
５
本
程
度
）
を
自
分
で
観
る
時
間
と
意
欲
が
あ
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
、
小
テ
ス
ト
、
レ
ポ
ー
ト
で
総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。
常
時
出
席
が
前
提
。
初
回
に
欠
席
の
場
合
は
、
登
録

し
て
も
評
価
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
教
科
書
必
須
。

 [教
科
書

]
未
定
プ
リ
ン
ト
配
布
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://w
w

w
.eonet.ne.jp/~w

ildbird/00entrance.htm
l(プ
リ
ン
ト
お
よ
び
資
料
の
配
付
、
各
種
連
絡
な
ど
を
行
い
ま

す
。

)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
前
に
は
、
プ
リ
ン
ト
を
き
ち
ん
と
読
ん
で
お
く
こ
と
。
授
業
後
に
は
、
プ
リ
ン
ト
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
指

定
し
た
映
画
（
４
－
５
本
程
度
）
を
観
直
し
、
自
分
自
身
の
評
価
を
ま
と
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

動
態
映
画
文
化
論
演
習
Ｉ
Ｉ
Ｂ

Sem
inar C

inem
a Studies IIB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
松
田
　
英
男

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
ジ
ャ
ン
ル
映
画
に
つ
い
て
の
具
体
的
考
察
、
批
評
文
献
の
読
解
。

  

 [到
達
目
標

]
代
表
的
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
理
解
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
映
画
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
ジ
ャ
ン
ル
を
選
び
、
具
体
的
作
品
に
即
し
て
考

察
し
ま
す
。
「
演
習
」
で
す
か
ら
、
映
画
テ
ク
ス
ト
を
丹
念
に
観
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
批
評
テ
ク
ス
ト
を
き
ち
ん

と
読
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

 [履
修
要
件

]
英
語
圏
の
映
画
に
興
味
が
あ
り
、
指
定
し
た
映
画
（
４
－
５
本
程
度
）
を
自
分
で
観
る
時
間
と
意
欲
が
あ
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
、
小
テ
ス
ト
、
レ
ポ
ー
ト
等
で
総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。
常
時
出
席
が
前
提
。
初
回
に
欠
席
の
場
合
は
、
登

録
し
て
も
評
価
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
教
科
書
必
須
。

 [教
科
書

]
未
定
プ
リ
ン
ト
配
布
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://w
w

w
.eonet.ne.jp/~w

ildbird/00entrance.htm
l(プ
リ
ン
ト
お
よ
び
資
料
の
配
付
、
各
種
連
絡
な
ど
を
行
い
ま

す
。

)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
前
に
は
、
プ
リ
ン
ト
を
き
ち
ん
と
読
ん
で
お
く
こ
と
。
授
業
後
に
は
、
プ
リ
ン
ト
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
指

定
し
た
映
画
（
４
－
５
本
程
度
）
を
観
直
し
、
自
分
自
身
の
評
価
を
ま
と
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

  

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

制
度
・
生
活
文
化
史
Ａ

Cultural H
istory of Social Institutions and Life A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
田
邊
　
玲
子

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
5
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
テ
ー
マ
：
ド
イ
ツ
映
画
に
み
る
東
西
独
分
裂
と
ド
イ
ツ
再
統
一

　
東
西
冷
戦
構
造
の
象
徴
的
存
在
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が

1989年
11月

9日
に
崩
壊
し
て
、
昨

2014
年
で

25周
年
を
迎
え
た
。
壁
の
崩
壊
の
翌
年

1990年
10月

3日
に
は
、

1949年
の
分
裂
国
家
成
立
以
来
の
念
願
で
あ

っ
た
、
ド
イ
ツ
再
統
一
が
実
現
し
た
。
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
（
東
ド
イ
ツ
）
が
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
西
ド
イ
ツ
）

に
吸
収
合
併
さ
れ
る
形
で
の
統
一
だ
っ
た
。
壁
の
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
市
民
運
動
の
高

揚
の
結
果
で
あ
り
、
い
わ
ば
無
血
の
革
命
で
あ
っ
た
。
旧
東
ド
イ
ツ
で
は
、
市
民
の
統
制
管
理
の
シ
ス
テ
ム
の
実
態

が
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
公
に
は
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い

っ
ぽ
う
壁
の
崩
壊
当
時
の
熱
狂
は
、
統
一
後
の
旧
東
ド
イ
ツ
と
旧
西
ド
イ
ツ
の
格
差
が
浮
き
彫
り
に
な
る
こ
と
に
よ

り
し
だ
い
に
冷
め
て
ゆ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
衝
突
が
生
じ
る
よ
う
に
な
る
。

　
本
講
義
で
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
映
像
資
料
を
用
い
な
が
ら
、
こ
う
し
た
激
動
の
歴
史
の
振
り
返
る
と
と
も
に
、
も

う
ひ
と
つ
に
は
、
こ
う
し
た
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
映
画
数
本
に
つ
い
て
丁
寧
な
解
釈
を
試
み
な
が
ら
、
現
代
史
の
大
転

換
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
、
表
現
さ
れ
た
の
か
を
考
え
る
。

 [到
達
目
標

]
戦
後
史
の
一
面
を
知
り
、
理
解
す
る
と
と
も
に
、
映
画
作
品
の
分
析
力
を
つ
け
る
。
ど
の
よ
う
な
問
題
提
起
を
し
、

い
か
に
提
示
を
し
て
い
る
の
か
。
あ
る
い
は
問
題
を
無
害
化
し
て
い
る
の
か
。
あ
る
物
語
を
語
る
こ
と
に
よ
り
、
見

る
人
に
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
る
の
か
。
印
象
や
感
想
を
短
時
間
で
ま
と
め
る
訓
練
を
し
な
が
ら
、

内
容
的
を
客
観
的
に
把
握
し
、
映
像
作
品
を
分
析
的
・
批
判
的
に
見
る
視
点
も
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
壁
の
崩
壊
と
ド
イ
ツ
再
統
一
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
の

1991年
の
『
ゴ
ー
・
ト
ラ
ビ
・
ゴ
ー
』
、

1992年
の
『
林
檎

の
木
』
な
ど
、
東
西
分
裂
と
統
一
を
テ
ー
マ
に
し
た
ド
イ
ツ
映
画
が
継
続
的
に
作
ら
れ
て
き
た
。
本
講
義
で
は
、
そ

の
な
か
か
ら
四
本
な
い
し
五
本
の
作
品
を
選
び
、
作
品
の
分
析
を
通
じ
な
が
ら
、
現
代
史
の
一
画
を
あ
ぶ
り
だ
し
て

み
る
。
ま
た
映
画
作
品
は
、
娯
楽
を
目
的
と
も
し
て
お
り
、
娯
楽
的
刺
激
の
材
料
や
舞
台
と
し
て
、
歴
史
的
事
実
を

〈
消
費
〉
し
て
も
い
る
。
こ
う
し
た
点
に
も
気
を
配
り
な
が
ら
、
現
実
の
歴
史
的
展
開
を
押
さ
え
な
が
ら
、
そ
の
解

釈
と
表
現
で
あ
る
映
画
作
品
の
分
析
を
行
う
。
ま
た
、
そ
う
し
た
映
画
が
、
な
ん
ら
か
の
普
遍
的
価
値
を
提
示
し
て

い
る
の
か
、
現
代
に
生
き
る
人
々
に
何
ら
か
の
示
唆
を
提
示
し
え
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
考
え
て
ゆ

く
。
テ
ー
マ
と
し
て
は
、

１
）
ド
イ
ツ
の
戦
後
の
状
況
と
分
裂
国
家
の
成
立

２
）
ベ
ル
リ
ン
の
壁
建
設
の
経
緯

３
）
抑
圧
下
に
生
き
る

３
）
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
に
至
る
ま
で
の
経
緯
　
―
　
市
民
運
動
の
高
揚

４
）
壁
の
崩
壊
　
―
　
無
血
の
革
命

５
）
ド
イ
ツ
統
一
後
の
問
題

　
①
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
抑
圧
と
統
制
の
シ
ス
テ
ム
の
暴
露

　
②
旧
東
西
ド
イ
ツ
の
文
化
的
差
異

　
③
旧
東
西
ド
イ
ツ
の
格
差

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
つ
の
事
項
お
よ
び
映
画
作
品
に
３
週
程
度
を
当
て
る
予
定
だ
が
、
ひ
と
つ
の
映
画
作
品
に

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
交
錯
し
て
い
る
の
で
、
単
純
に
順
番
に
進
め
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
関
連
す
る
歴
史
的
状
況
に
つ
い
て
の
講
述
と
、
映
画
作
品
に
つ
い
て
の
議
論
を
平
行
し
て
進
め
て
ゆ
く
。
映
画
作

品
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
見
て
、
感
想
を
提
出
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
、
そ
の
作
品
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

制
度
・
生
活
文
化
史
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

制
度
・
生
活
文
化
史
Ａ

(2)

　 [履
修
要
件

]
毎
回
の
出
席
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
授
業
時
間
を
延
長
す
る
場
合
が
多
い
の
で
、
履
修
者
は
そ
の
心
づ
も
り
で
い

る
こ
と
。
と
く
に
映
画
上
映
時
は
、
一
回
で
作
品
を
見
終
え
る
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
午
後
７
時
を
超
え
る
こ
と

も
あ
る
。
各
作
品
を
必
ず
最
後
ま
で
見
て
感
想
を
提
出
す
る
こ
と
が
履
修
の
条
件
で
あ
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
（
平
成

26年
度
以
前
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
適
用
の
学
生
）

成
績
評
価
は
５
段
階
評
価
と
し
、
感
想
の
提
出
と
授
業
中
の
議
論
参
加
（

50％
）
、
学
期
末
の
レ
ポ
ー
ト
（

50％
）

に
よ
る
。

レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
到
達
目
標
の
達
成
度
に
基
づ
き
評
価
す
る
。

独
自
性
が
高
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
高
い
点
を
与
え
る
。

（
平
成

27年
度
以
降
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
適
用
の
学
生
）

成
績
評
価
は
６
段
階
評
価
と
す
る
。
感
想
の
提
出
と
授
業
中
の
議
論
参
加
（

50％
）
、
学
期
末
の
レ
ポ
ー
ト
（

50％
）

に
よ
る
。

【
評
価
基
準
】

到
達
目
標
に
つ
い
て
、

Ａ
＋
：
す
べ
て
の
観
点
に
お
い
き
わ
め
高
水
準
で
目
標
を
達
成
し
る
。

Ａ
 ：
す
べ
て
の
観
点
に
お
い
高
水
準
で
目
標
を
達
成
し
る
。

Ｂ
 ：
す
べ
て
の
観
点
に
お
い
目
標
を
達
成
し
る
。

Ｃ
 ：
大
半
の
観
点
に
お
い
て
学
修
効
果
が
認
め
ら
れ
、
目
標
を
あ
る
程
度
達
成
し
。

Ｄ
 ：
目
標
を
あ
る
程
度
達
成
し
て
い
が
、
更
な
努
力
求
め
ら
れ
。

Ｆ
 ：
学
修
の
効
果
が
認
め
ら
れ
ず
、
目
標
を
達
成
し
た
と
は
言
い
難
い
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

プ
リ
ン
ト
配
布

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
歴
史
的
状
況
等
に
つ
い
て
は
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
の
で
、
そ
れ
を
復
習
し
て
お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

制
度
・
生
活
文
化
史
演
習
Ａ

Seminar on Cultural History of Social Institutions and Life A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
田
邊
　
玲
子

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
履
修
者
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
よ
る
発
表
を
行
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
発
表
者
は
自
身
の
問
題
関
心
の
明
確
化
を
は
か

り
、
他
の
出
席
者
は
自
身
の
関
心
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
と
出
会
い
、
見
聞
を
広
め
る
こ
と
に
な
る
。
議
論
の

仕
方
な
ど
も
身
に
つ
け
て
ゆ
く
。
文
化
社
会
論
分
野
で
卒
論
を
計
画
し
て
い
る
人
に
は
、
論
文
作
成
指
導
の
演
習
と

も
な
る
。

 [到
達
目
標

]
問
題
の
設
定
、
資
料
の
収
集
、
資
料
の
扱
い
方
、
分
析
の
仕
方
、
論
理
の
展
開
、
論
文
の
書
き
方
な
ど
を
、
発
表
を

重
ね
る
な
か
で
身
に
つ
け
て
ゆ
く
と
同
時
に
、
他
の
履
修
者
の
発
表
を
聞
き
、
議
論
す
る
こ
と
で
、
議
論
の
仕
方
も

身
に
つ
け
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
文
化
社
会
論
、
制
度
・
生
活
文
化
史
に
関
す
る
考
察
を
深
め
る
。
こ
の
分
野
で
卒
論
を
計
画
し
て
い
る
人
に
は
、

論
文
作
成
指
導
の
演
習
と
も
な
る
。

　
参
加
者
の
関
心
お
よ
び
卒
論
の
テ
ー
マ
に
し
た
が
っ
て
、
文
献
発
表
お
よ
び
論
文
の
中
間
発
表
な
ど
を
行
う
。

　 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
成
績
に
つ
い
て
は
、
２
段
階
評
価
と
し
、
演
習
に
お
け
る
発
表
、
議
論
参
加
な
ど
で
、
総
合
的
に
判
断
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
発
表
時
に
は
事
前
に
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
、
配
布
す
る
。

ま
た
、
発
表
前
に
は
事
前
に
テ
ー
マ
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
、
参
加
者
に
事
前
に
読
ん
で
ほ
し
い
文
献
等
が
あ
れ
ば
、
配

布
し
て
お
く
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

制
度
・
生
活
文
化
史
演
習
Ｂ

Seminar on Cultural History of Social Institutions and Life B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
田
邊
　
玲
子

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
履
修
者
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
よ
る
発
表
を
行
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
発
表
者
は
自
身
の
問
題
関
心
の
明
確
化
を
は
か

り
、
他
の
出
席
者
は
自
身
の
関
心
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
と
出
会

 い
、
見
聞
を
広
め
る
こ
と
に
な
る
。
議
論
の

仕
方
な
ど
も
身
に
つ
け
て
ゆ
く
。
文
化
社
会
論
分
野
で
卒
論
を
計
画
し
て
い
る
人
に
は
、
論
文
作
成
指
導
の
演
習
と

も
な
る
。

 

 [到
達
目
標

]
問
題
の
設
定
、
資
料
の
収
集
、
資
料
の
扱
い
方
、
分
析
の
仕
方
、
論
理
の
展
開
、
論
文
の
書
き
方
な
ど
を
、
発
表
を

重
ね
る
な
か
で
身
に
つ
け
て
ゆ
く
と
同
時
に
、
他
の
履
修
者
の
発
表
を
聞
き
、
議
論
す
る
こ
と
で
、
議
論
の
仕
方
も

身
に
つ
け
る
。

  

 [授
業
計
画
と
内
容

]
文
化
社
会
論
、
制
度
・
生
活
文
化
史
に
関
す
る
考
察
を
深
め
る
。
こ
の
分
野
で
卒
論
を
計
画
し
て
い
る
人
に
は
、
論

文
作
成
指
導
の
演
習
と
も
な
る
。

　
参
加
者
の
関
心
お
よ
び
卒
論
の
テ
ー
マ
に
し
た
が
っ
て
、
文
献
発
表
お
よ
び
論
文
の
中
間
発
表
な
ど
を
行
う
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
成
績
に
つ
い
て
は
、
２
段
階
評
価
と
し
、
演
習
に
お
け
る
発
表
、
議
論
参
加
な
ど
で
、
総
合
的
に
判
断
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
発
表
時
に
は
事
前
に
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
、
配
布
す
る
。

 
ま
た
、
発
表
前
に
は
事
前
に
テ
ー
マ
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
、
参
加
者
に
事
前
に
読
ん
で
ほ
し
い
文
献
等
が
あ
れ
ば
、
配

布
し
て
お
く
。

 

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
Ｂ

M
edia Studies B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名
京
都
造
形
芸
術
大
学

 准
教
授
河
田
　
学

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  後
期
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
言
葉
本
来
の
意
味
に
遡
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
「
メ
デ
ィ
ア
」
と
は
人
と
人
と
の
間
に
あ
っ
て
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
媒
介
を
す
る
も
の
の
こ
と
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
在
メ
デ
ィ
ア

論
と
呼
ば
れ
て
い
る
研
究
領
域
で
は
、
も
っ
と
広
い
意
味
で
「
メ
デ
ィ
ア
」
と
い
う
も
の
を
捉
え
て
い
る
。
た
と
え

ば
、

1960年
代
に
『
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
銀
河
系
』
（

T
he G

utenberg G
alaxy: the M

aking of T
ypographic M

an, 
1962）
、
『
メ
デ
ィ
ア
論
』
（

U
nderstanding M

edia: the E
xtensions of M

an, 1964）
な
ど
を
著
し
の
ち
の
メ
デ

ィ
ア
論
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
マ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
は
人
間
の
身
体
を
拡
張
す
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
た
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
は
人
間
の
目
や
耳
を
拡
張
す
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
メ
デ
ィ
ア
な
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
と
同
様
に
、
人
間
の
脚
を
拡
張
す
る
自
動
車
も
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
皮
膚
を
拡
張
す
る
衣
服
も
ま
た
メ
デ

ィ
ア
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
は
人
間
の
必
要
や
欲
望
に
奉
仕
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
逆
に
人

間
の
認
識
や
価
値
観
、
世
界
観
を
再
構
成
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
本
講
義
で
は
こ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
認
識
に

立
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
と
人
間
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

 [到
達
目
標

]
　
以
下
の

2点
を
本
授
業
の
到
達
目
標
と
す
る
。

1. メ
デ
ィ
ア
は
け
っ
し
て
透
明
な
も
の
で
は
な
く
、
メ
デ
ィ
ア
は
私
た
ち
が
世
界
と
か
か
わ
る
か
か
わ
り
方
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
。

2. 1の
認
識
の
も
と
、
特
定
の
メ
デ
ィ
ウ
ム
に
お
け
る
媒
介
作
用
の
あ
り
よ
う
を
自
分
で
考
察
す
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
よ
う
な
、
メ
デ
ィ
ア
論
的
視
点
を
獲
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
授
業
は
集
中
講
義
と
し
て
、

3～
4人
の
講
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ

1つ
ず
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

3～
4コ
マ
の
授
業
時

間
を
使
っ
て
解
説
を
行
う
。
テ
ー
マ
、
担
当
者
、
開
講
日
に
つ
い
て
は
、
別
途
掲
示
に
よ
り
発
表
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
・
授
業
へ
の
参
加
の
積
極
性
（
出
席
、
授
業
内
で
の
発
表
等
）
…
…

50％
・
集
中
講
義
後
の
レ
ポ
ー
ト
課
題
…
…

50％

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
Ｂ

(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
予
習
は
と
く
に
必
要
な
い
が
、
毎
日
の
講
義
内
容
を
ノ
ー
ト
に
と
り
復
習
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
も
と
に
身
近
な
範

囲
か
ら
素
材
を
探
し
、
自
分
自
身
で
「
メ
デ
ィ
ア
論
」
を
実
践
す
る
よ
う
に
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

自
己
存
在
論

I 
O

ntology of Self I
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
安
部
　
浩

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
「
自
己
存
在
」
は
人
間
存
在
を
特
色
づ
け
る
基
本
的
な
規
定
の
一
つ
で
あ
り
、
哲
学
史
上
、
精
神
、
主
体
、
自
己

意
識
、
実
存
、
現
存
在
、
一
人
称
と
い
っ
た
概
念
の
下
で
究
明
さ
れ
続
け
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
時
の
古
今
を
問
わ

ず
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
こ
う
し
た
考
察
が
絶
え
ず
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
「
今
こ
こ
に
こ
う
し

て
あ
る
私
と
は
何
者
で
あ
る
の
か
」
と
い
う
問
い
が
、
我
々
に
と
っ
て
い
か
に
根
源
的
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
い
か

に
抜
き
差
し
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
を
い
み
じ
く
も
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

 
　
本
講
義
の
ね
ら
い
は
、
そ
の
よ
う
な
「
自
己
存
在
」
を
基
軸
と
し
な
が
ら
、
主
と
し
て
近
現
代
の
哲
学
に
お
け
る

諸
問
題
を
考
究
し
、
も
っ
て
受
講
者
各
人
自
身
に
よ
る
思
索
の
歩
み
を
裨
益
せ
ん
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。

 
　
も
と
よ
り
「
ゼ
ル
プ
ス
ト
・
デ
ン
ケ
ン
（
自
分
で
考
え
抜
く
こ
と
）
」
は
、
決
し
て
一
朝
一
夕
に
な
し
う
る
も
の

で
は
な
い
。
だ
が
そ
れ
こ
そ
が
哲
学
を
す
る
こ
と
の
生
命
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
一
身
を
賭
し
て
試
み
る
に
値
す
る

事
柄
で
あ
る
こ
と
を
受
講
生
諸
氏
が
本
講
義
を
通
し
て
感
得
さ
れ
ん
こ
と
を
冀
っ
て
や
ま
な
い
。

 [到
達
目
標

]
「
ゼ
ル
プ
ス
ト
・
デ
ン
ケ
ン
（
自
分
で
考
え
抜
く
こ
と
）
」
は
、
決
し
て
一
朝
一
夕
に
な
し
う
る
も
の
で
は
な
い
と

は
い
え
、
そ
れ
こ
そ
が
哲
学
を
す
る
こ
と
の
生
命
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
一
身
を
賭
し
て
試
み
る
に
値
す
る
事
柄
で

あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
前
世
紀
を
代
表
す
る
哲
学
者
の
一
人
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
。
名
の
み
高
く
し
て
近
寄
り
難
い
そ
の
思
想
。

本
講
義
は
、
『
存
在
と
時
間
』
刊
行
前
後
の
彼
の
思
索
の
道
程
（
最
初
期
か
ら

1930年
代
半
ば
ま
で
）
を
統
一
的
に

解
釈
す
る
試
み
で
あ
る
。
本
年
度
の
「
自
己
存
在
論
Ｉ
」
を
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
１
」
と
題
す
る
所
以
で
あ
る
。

 
　
如
上
の
問
題
意
識
に
鑑
み
て
目
下
の
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
、

1課
題
あ
た
り
１
回
の
授
業
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

 
　
１

. 事
実
性
の
解
釈
学
　

 
　
２

. ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
現
象
学
的
解
釈

 
　
３

. カ
ン
ト
の
現
象
学
的
解
釈

 
　
４

. 基
礎
存
在
論
の
成
立
と
理
念

 
　
５

. 世
界
・
他
者
・
自
己
　

 
　
６

. 内
存
在
・
気
遣
い
・
真
理

 
　
７

. 死
と
良
心

 
　
８

. 時
間
性
・
日
常
性
・
歴
史
性

 
　
９

.「
時
間
と
存
在
」
の
ゆ
く
え

 
１
０

. メ
タ
存
在
論
、
不
安
と
退
屈
、
自
由

 
１
１

. も
っ
と
も
無
気
味
な
も
の
へ
の
問
い

 
１
２

. 思
索
的
な
詩
作
を
詩
作
的
に
思
索
す
る
こ
と

 
１
３

. ニ
ー
チ
ェ
と
ユ
ン
ガ
ー

 
１
４

. 総
括

自
己
存
在
論

I (2)へ
続
く
↓
↓
↓

自
己
存
在
論

I (2)

 [履
修
要
件

]
哲
学
系
科
目

I・
II（
哲
学

I・
II、
倫
理
学

I・
II、
科
学
論

I・
II、
論
理
学

I・
II等
）
の
中
、
少
な
く
と
も
一
つ
を
既

修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
も
本
授
業
を
履
修
し
て
頂
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
（
そ
の

代
わ
り
に
頑
張
っ
て
私
の
話
に
付
い
て
き
て
下
さ
い
）
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
試
験
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
秋
富
克
哉
、
安
部
浩
、
古
荘
真
敬
、
森
一
郎
編

 『
ハ
イ
デ
ガ
ー
読
本
』
（
法
政
大
学
出
版
局
）

ISB
N

:978-4-588-
15070-8

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
教
科
書
、
及
び
授
業
中
に
指
示
す
る
文
献
を
予
習
し
、
筆
記
し
た
講
義
ノ
ー
ト
を
復
習
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

自
己
存
在
論

II 
O

ntology of Self II
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
安
部
　
浩

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
「
自
己
存
在
」
は
人
間
存
在
を
特
色
づ
け
る
基
本
的
な
規
定
の
一
つ
で
あ
り
、
哲
学
史
上
、
精
神
、
主
体
、
自
己

意
識
、
実
存
、
現
存
在
、
一
人
称
と
い
っ
た
概
念
の
下
で
究
明
さ
れ
続
け
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
時
の
古
今
を
問
わ

ず
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
こ
う
し
た
考
察
が
絶
え
ず
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
「
今
こ
こ
に
こ
う
し

て
あ
る
私
と
は
何
者
で
あ
る
の
か
」
と
い
う
問
い
が
、
我
々
に
と
っ
て
い
か
に
根
源
的
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
い
か

に
抜
き
差
し
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
を
い
み
じ
く
も
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

 
　
本
講
義
の
ね
ら
い
は
、
そ
の
よ
う
な
「
自
己
存
在
」
を
基
軸
と
し
な
が
ら
、
主
と
し
て
近
現
代
の
哲
学
に
お
け
る

諸
問
題
を
考
究
し
、
も
っ
て
受
講
者
各
人
自
身
に
よ
る
思
索
の
歩
み
を
裨
益
せ
ん
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。

 
　
も
と
よ
り
「
ゼ
ル
プ
ス
ト
・
デ
ン
ケ
ン
（
自
分
で
考
え
抜
く
こ
と
）
」
は
、
決
し
て
一
朝
一
夕
に
な
し
う
る
も
の

で
は
な
い
。
だ
が
そ
れ
こ
そ
が
哲
学
を
す
る
こ
と
の
生
命
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
一
身
を
賭
し
て
試
み
る
に
値
す
る

事
柄
で
あ
る
こ
と
を
受
講
生
諸
氏
が
本
講
義
を
通
し
て
感
得
さ
れ
ん
こ
と
を
冀
っ
て
や
ま
な
い
。

  

 [到
達
目
標

]
「
ゼ
ル
プ
ス
ト
・
デ
ン
ケ
ン
（
自
分
で
考
え
抜
く
こ
と
）
」
は
、
決
し
て
一
朝
一
夕
に
な
し
う
る
も
の
で
は
な
い
と

は
い
え
、
そ
れ
こ
そ
が
哲
学
を
す
る
こ
と
の
生
命
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
一
身
を
賭
し
て
試
み
る
に
値
す
る
事
柄
で

あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
前
世
紀
を
代
表
す
る
哲
学
者
の
一
人
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
。
名
の
み
高
く
し
て
近
寄
り
難
い
そ
の
思
想
。

本
講
義
は
、
彼
の
哲
学
の
転
換
点
と
な
っ
た
『
哲
学
へ
の
寄
与
論
稿
』
以
後
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
歩
み
（

1930年
代
半

ば
か
ら
晩
年
ま
で
）
を
統
一
的
に
解
釈
す
る
試
み
で
あ
る
。
本
年
度
の
「
自
己
存
在
論

II」
を
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲

学
２
」
と
題
す
る
所
以
で
あ
る
。

 
　
如
上
の
問
題
意
識
に
鑑
み
て
目
下
の
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
、

1課
題
あ
た
り
１
回
の
授
業
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

 
　
１

. 現
代
の
窮
迫
か
ら
第
一
の
原
初
へ
　

 
　
２

. 跳
躍
と
根
拠
づ
け

 
　
３

. 将
来
す
る
者
た
ち
と
最
後
の
神

 
　
４

. 真
理
概
念
の
変
容

 
　
５

. 別
の
原
初
へ
の
道
　

 
　
６

. 西
洋
哲
学
の
原
初

 
　
７

. 近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
終
焉

 
　
８

. 思
索
と
い
う
行
為

 
　
９

. 現
代
技
術
の
本
質

 
１
０

. 世
界
に
住
む
と
い
う
こ
と

 
１
１

. 差
異
と
没
根
拠

 
１
２

. 世
界
を
開
示
す
る
言
葉

 
１
３

. 存
在
の
出
来
事
と
し
て
の
性
起

 
１
４

. 総
括

自
己
存
在
論

II (2)へ
続
く
↓
↓
↓

自
己
存
在
論

II (2)

 [履
修
要
件

]
哲
学
系
科
目

I・
II（
哲
学

I・
II、
倫
理
学

I・
II、
科
学
論

I・
II、
論
理
学

I・
II等
）
の
中
、
少
な
く
と
も
一
つ
を
既

修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
も
本
授
業
を
履
修
し
て
頂
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
（
そ
の

代
わ
り
に
頑
張
っ
て
私
の
話
に
付
い
て
き
て
下
さ
い
）
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
試
験
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
秋
富
克
哉
、
安
部
浩
、
古
荘
真
敬
、
森
一
郎
編

 『
ハ
イ
デ
ガ
ー
読
本
』
（
法
政
大
学
出
版
局
）

ISB
N

:978-4-588-
15070-8

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
教
科
書
、
及
び
授
業
中
に
指
示
す
る
文
献
を
予
習
し
、
筆
記
し
た
講
義
ノ
ー
ト
を
復
習
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

自
己
存
在
論
演
習

I 
Sem

inar on O
ntology of Self I

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
安
部
　
浩

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
現
代
の
環
境
倫
理
学
の
古
典
で
あ
り
、
著
者
自
ら
も
ま
た
『
科
学
技
術
倫
理
学
論
考
』
と
規
定
す
る
ハ
ン
ス
・
ヨ
ー

ナ
ス
の
『
責
任
と
い
う
原
理
』
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
他
方
で
、
「
反
時
代
的
」
や
「
カ
ン
ト
以
前
」
と
い
っ
た

譏
り
を
も
厭
わ
ず
、
現
代
に
お
け
る
形
而
上
学
の
再
興
を
果
敢
に
試
み
た
問
題
の
書
で
も
あ
る
。
そ
れ
で
は
「
形
而

上
学
が
倫
理
学
を
下
支
え
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
ヨ
ー
ナ
ス
が
語
る
際
、
そ
の
深
意
は
那
辺
に
あ
る
の
か
。
ま
た
こ

う
し
た
存
在
論
的
な
基
礎
づ
け
を
通
し
て
ヨ
ー
ナ
ス
が
呈
示
せ
ん
と
し
て
い
る
責
任
論
の
眼
目
と
は
い
か
な
る
も
の

か
。
我
々
は
『
責
任
と
い
う
原
理
』
の
主
要
な
箇
所
を
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
以
上
の
問
の
考
察
に
努
め
る
こ
と
に

し
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
り
、
語
学
・
哲
学
上
の
正
確
な
知
識
、
及
び
論
理
的
思
考
力
に
基
づ
く
原
典
の
厳
密
な

読
解
力
を
各
人
が
涵
養
す
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
読
解
の
過
程
に
お
い
て
浮
上
し
て
く
る
重
要
な
問
題
を
め
ぐ
る
参

加
者
全
員
の
討
議
を
通
し
て
、
各
人
が
自
ら
の
思
索
を
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
本
演
習
の
目
的
で
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
語
学
・
哲
学
上
の
正
確
な
知
識
、
及
び
論
理
的
思
考
力
に
基
づ
く
原
典
の
厳
密
な
読
解
力
を
各
人
が
涵
養
す
る
こ
と
、

そ
し
て
こ
の
読
解
の
過
程
に
お
い
て
浮
上
し
て
く
る
重
要
な
問
題
を
め
ぐ
る
参
加
者
全
員
の
討
議
を
通
し
て
、
各
人

が
自
ら
の
思
索
を
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
原
則
的
に
は
毎
回
、
予
め
指
名
し
た
二
名
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ
、
報
告
と
演
習
の
記
録
を
担
当
し
て
頂
く
こ
と
に
す

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
回
に
は
、
次
の
箇
所
を
読
む
予
定
で
あ
る
。
以
下
、
内
容
の
梗
概
に
続
い
て
、
括
弧
内
に
教
科
書

の
頁
番
号
を
示
す
。

 
　
１
．

 ガ
イ
ダ
ン
ス

　
２

. 「
『
将
来
倫
理
』
に
お
け
る
理
念
的
な
知
と
現
実
的
な
知
・
そ
の
１
」

(61-65) 
　
３
．
「
同
・
そ
の
２
」
と
「
好
ま
し
き
予
測
に
対
す
る
好
ま
し
か
ら
ざ
る
予
測
の
優
先
・
そ
の
１
」

(66-71) 
　
４
．
「
同
・
そ
の
２
」

(71-75) 
　
５
．
「
行
為
に
お
け
る
賭
の
要
素
・
そ
の
１
」

(76-80) 
　
６
．
「
同
・
そ
の
２
」
と
「
将
来
へ
の
義
務
・
そ
の
１
」

(81-86) 
　
７
．
「
同
・
そ
の
２
」

(86-91) 
　
８
．
「
同
・
そ
の
３
」

(91-95) 
　
９
．
「
存
在
と
当
為

[第
二
章

]・
そ
の
１
」

 (96-100) 
　

10．
「
同
・
そ
の
２
」
と
「
存
在
と
当
為

[第
四
章

]・
そ
の
１
」

(101-102,153-155) 
　

11．
「
同
・
そ
の
２
」

(155-160) 
　

12. 「
同
・
そ
の
３
」

(160-165) 
　

13. 「
同
・
そ
の
４
」

 (165-170) 
　

14. 「
同
・
そ
の
５
」
と
「
責
任
の
理
論
ー
第
一
の
諸
区
別
・
そ
の
１
」

(170-174) 
　

15. 「
同
・
そ
の
２
」

(174-179)

 [履
修
要
件

]
ド
イ
ツ
語
を
既
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

自
己
存
在
論
演
習

I (2)へ
続
く
↓
↓
↓

自
己
存
在
論
演
習

I (2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
で
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
H

ans Jonas 『
D

as Prinzip V
erantw

ortung』
（

Suhrkam
p）

ISB
N

:3-518-37583-7（
Suhrkam

p T
aschenbuch 

1085）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

ハ
ン
ス
・
ヨ
ナ
ス

 『
責
任
と
い
う
原
理
』
（
東
信
堂
）

ISB
N

:4-88713-354-5（
加
藤
尚
武
監
訳
）

H
ans Jonas 『

T
he Im

perative of R
esponsibility』

（
T

he U
niversity of C

hicago Press）
ISB

N
:0-226-40596-6

（
T

r. by H
. Jonas w

ith the collaboration of D
. H

err）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
教
科
書
の
毎
回
の
所
定
の
範
囲
を
予
習
し
、
各
回
の
報
告
資
料
や
演
習
記
録
等
を
基
に
復
習
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

受
講
者
に
は
、
自
分
の
担
当
箇
所
や
各
回
に
扱
う
部
分
に
限
ら
ず
、
テ
キ
ス
ト
を
遍
く
熟
読
し
た
上
で
出
席
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
故
、
そ
の
点
に
は
十
分
留
意
さ
れ
た
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

自
己
存
在
論
演
習

II 
Sem

inar on O
ntology of Self II

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
安
部
　
浩

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
現
代
の
環
境
倫
理
学
の
古
典
で
あ
り
、
著
者
自
ら
も
ま
た
『
科
学
技
術
倫
理
学
論
考
』
と
規
定
す
る
ハ
ン
ス
・
ヨ
ー

ナ
ス
の
『
責
任
と
い
う
原
理
』
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
他
方
で
、
「
反
時
代
的
」
や
「
カ
ン
ト
以
前
」
と
い
っ
た

譏
り
を
も
厭
わ
ず
、
現
代
に
お
け
る
形
而
上
学
の
再
興
を
果
敢
に
試
み
た
問
題
の
書
で
も
あ
る
。
そ
れ
で
は
「
形
而

上
学
が
倫
理
学
を
下
支
え
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
ヨ
ー
ナ
ス
が
語
る
際
、
そ
の
深
意
は
那
辺
に
あ
る
の
か
。
ま
た
こ

う
し
た
存
在
論
的
な
基
礎
づ
け
を
通
し
て
ヨ
ー
ナ
ス
が
呈
示
せ
ん
と
し
て
い
る
責
任
論
の
眼
目
と
は
い
か
な
る
も
の

か
。

 
我
々
は
『
責
任
と
い
う
原
理
』
の
主
要
な
箇
所
を
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
以
上
の
問
の
考
察
に
努
め
る
こ
と
に

し
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
り
、
語
学
・
哲
学
上
の
正
確
な
知
識
、
及
び
論
理
的
思
考
力
に
基
づ
く
原
典
の
厳
密
な

読
解
力
を
各
人
が
涵
養
す
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
読
解
の
過
程
に
お
い
て
浮
上
し
て
く
る
重
要
な
問
題
を
め
ぐ
る
参

加
者
全
員
の
討
議
を
通
し
て
、
各
人
が
自
ら
の
思
索
を
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
本
演
習
の
目
的
で
あ
る
。

 

 [到
達
目
標

]
語
学
・
哲
学
上
の
正
確
な
知
識
、
及
び
論
理
的
思
考
力
に
基
づ
く
原
典
の
厳
密
な
読
解
力
を
各
人
が
涵
養
す
る
こ
と
、

そ
し
て
こ
の
読
解
の
過
程
に
お
い
て
浮
上
し
て
く
る
重
要
な
問
題
を
め
ぐ
る
参
加
者
全
員
の
討
議
を
通
し
て
、
各
人

が
自
ら
の
思
索
を
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
授
業
計
画
と
内
容

　
原
則
的
に
は
毎
回
、
予
め
指
名
し
た
二
名
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ
、
報
告
と
演
習
の
記
録
を
担
当
し
て
頂
く
こ
と
に
す

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
回
に
は
、
次
の
箇
所
を
読
む
予
定
で
あ
る
。
以
下
、
内
容
の
梗
概
に
続
い
て
、
括
弧
内
に
教
科
書

の
頁
番
号
を
示
す
。

 
　
１
．

 ガ
イ
ダ
ン
ス
と
前
期
の
復
習

 
　
２

. 「
責
任
の
理
論
ー
第
一
の
諸
区
別
・
そ
の
２
」

(174-179) 
　
３
．
「
同
・
そ
の
３
」
と
「
責
任
の
理
論
ー
優
れ
た
典
型
例
と
し
て
の
親
と
政
治
家
・
そ
の
１
」

(180-185) 
　
４
．
「
同
・
そ
の
２
」

(186-190) 
　
５
．
「
同
・
そ
の
３
」

(190-195) 
　
６
．
「
同
・
そ
の
４
」
と
「
責
任
の
理
論
ー
将
来
の
地
平
・
そ
の
１
」

(196-200) 
　
７
．
「
同
・
そ
の
２
」

(200-204) 
　
８
．
「
同
・
そ
の
３
」

(205-209) 
　
９
．
「
同
・
そ
の
４
」

 (209-213) 
　

10．
「
政
治
的
責
任
は
将
来
に
ど
の
程
度
ま
で
及
ぶ
か
・
そ
の
１
」

(214-218) 
　

11．
「
同
・
そ
の
２
」

(218-221) 
　

12. 「
何
故
「
責
任
」
は
従
来
、
倫
理
学
理
論
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
・
そ
の
１
」

(222-227) 
　

13. 「
同
・
そ
の
２
」

 (227-231) 
　

14. 「
同
・
そ
の
３
」
と
「
子
供
ー
責
任
の
対
象
・
そ
の
１
」

(231-236) 
　

15. 「
同
・
そ
の
２
」

(237-242)

自
己
存
在
論
演
習

II (2)へ
続
く
↓
↓
↓

自
己
存
在
論
演
習

II (2)

 [履
修
要
件

]
ド
イ
ツ
語
を
既
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
で
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
H

ans Jonas 『
D

as Prinzip V
erantw

ortung』
（

Suhrkam
p）

ISB
N

:3-518-37583-7（
Suhrkam

p T
aschenbuch 

1085 ）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

ハ
ン
ス
・
ヨ
ナ
ス

 『
責
任
と
い
う
原
理
』
（
東
信
堂
）

ISB
N

:4-88713-354-5（
加
藤
尚
武
監
訳
）

H
ans Jonas 『

T
he Im

perative of R
esponsibility』

（
T

he U
niversity of C

hicago Press）
ISB

N
:0-226-40596-6

（
T

r. by H
. Jonas w

ith the collaboration of D
. H

err）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
教
科
書
の
毎
回
の
所
定
の
範
囲
を
予
習
し
、
各
回
の
報
告
資
料
や
演
習
記
録
等
を
基
に
復
習
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

受
講
者
に
は
、
自
分
の
担
当
箇
所
や
各
回
に
扱
う
部
分
に
限
ら
ず
、
テ
キ
ス
ト
を
遍
く
熟
読
し
た
上
で
出
席
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
故
、
そ
の
点
に
は
十
分
留
意
さ
れ
た
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

認
識
人
間
学

I 
E

pistem
ological H

um
an Studies I

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
冨
田
　
恭
彦

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
人
類
は
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
に
お
い
て
、
自
ら
の
思
考
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
が
真
理
と
繋
が
る
重
要
な
道
で
あ
る

と
考
え
ま
し
た
。
思
考
は
ま
た
多
く
の
場
合
言
語
を
通
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
思
考
の
制
限
が
言
語
の
限
界
を

確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
認
識
論
的
転
回
」
、
「
言
語
論
的
転
回
」

は
、
こ
の
よ
う
な
方
向
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
当
初
そ
の
歩
み
が
開
始
さ
れ
た
ま
し
た
。
本
講
義
で
は
、
人
類
の
こ

う
し
た
歩
み
の
あ
り
方
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
対
す
る
別
の
も
う
一
つ
の
歩
み
、
す
な
わ
ち
、
そ
う
し
た

制
限
を
む
し
ろ
取
り
払
う
こ
と
が
人
類
の
知
的
能
力
を
全
面
的
に
開
花
さ
せ
る
道
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
を
示
し
、

そ
こ
か
ら
何
が
見
え
て
く
る
か
を
考
え
ま
す
。

  

 [到
達
目
標

]
　
認
識
論
的
転
回
を
進
め
た
主
要
な
人
物
の
論
理
を
捉
え
、
い
か
な
る
意
味
で
人
間
の
思
考
に
制
限
を
加
え
よ
う
と

し
た
か
を
理
解
し
ま
す
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
上
記
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
本
講
義
で
は
次
の
よ
う
な
手
順
で
認
識
論
的
転
回
の
基
本
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

１
．
認
識
論
的
転
回
は
、
デ
カ
ル
ト
と
と
も
に
始
ま
る
。
彼
が
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
認
識
論
的
「
第
一
哲
学
」
を
構

築
し
よ
う
と
し
た
か
を
、
明
ら
か
に
す
る
。

２
．
デ
カ
ル
ト
の
考
え
を
批
判
的
に
継
承
し
た
ロ
ッ
ク
が
ど
の
よ
う
な
認
識
論
を
展
開
し
た
か
を
、
『
人
間
知
性
論
』

に
お
け
る
彼
の
考
え
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
す
る
。

３
．
ロ
ッ
ク
の
認
識
論
的
論
理
空
間
が
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
「
超
越
論
的
」
認
識
論
の
形
態
へ
と

変
え
ら
れ
た
か
を
、
明
ら
か
に
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
定
期
試
験
（
筆
記
）
も
し
く
は
レ
ポ
ー
ト

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

認
識
人
間
学

I (2)へ
続
く
↓
↓
↓

認
識
人
間
学

I (2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

冨
田
恭
彦

 『
科
学
哲
学
者
柏
木
達
彦
の
哲
学
革
命
講
義
』
（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）

ISB
N

:978-4-04-409417-1（
電
子
書
籍
版
も
あ
り
ま
す
。
）

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

https://sites.google.com
/site/diogenesphil/japanese

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
予
習
は
特
に
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
復
習
に
時
間
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
何
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
べ
き
な
の
か
を
、
納
得
で
き
る
ま
で
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
納
得
の
で
き
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
質
問
等
々
の
手
段
で
少
し
で
も
納
得
で
き
る
よ
う
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
講
義
の
復
習
を
、
そ
の
都
度
し
て
く
だ
さ
い
。
何
が
問
題
な
の
か
、
何
が
自
分
に
と
っ
て
不
明
な
点
な
の
か
を
意

識
す
る
よ
う
心
が
け
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
こ
と
が
、
自
分
自
身
の
知
的
能
力
一
般
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

認
識
人
間
学

II 
E

pistem
ological H

um
an Studies II

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
冨
田
　
恭
彦

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
人
類
は
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
に
お
い
て
、
自
ら
の
思
考
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
が
真
理
と
繋
が
る
重
要
な
道
で
あ
る

と
考
え
ま
し
た
。
思
考
は
ま
た
多
く
の
場
合
言
語
を
通
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
思
考
の
制
限
が
言
語
の
限
界
を

確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
認
識
論
的
転
回
」
、
「
言
語
論
的
転
回
」

は
、
こ
の
よ
う
な
方
向
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
当
初
そ
の
歩
み
が
開
始
さ
れ
た
ま
し
た
。
本
講
義
で
は
、
人
類
の
こ

う
し
た
歩
み
の
あ
り
方
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
対
す
る
別
の
も
う
一
つ
の
歩
み
、
す
な
わ
ち
、
そ
う
し
た

制
限
を
む
し
ろ
取
り
払
う
こ
と
が
人
類
の
知
的
能
力
を
全
面
的
に
開
花
さ
せ
る
道
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
を
示
し
、

そ
こ
か
ら
何
が
見
え
て
く
る
か
を
考
え
ま
す
。

  

 [到
達
目
標

]
　
言
語
論
的
転
回
を
進
め
た
主
要
な
人
物
の
論
理
を
捉
え
、
い
か
な
る
意
味
で
人
間
の
思
考
に
制
限
を
加
え
よ
う
と

し
た
か
を
理
解
し
ま
す
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
上
記
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
本
講
義
で
は
次
の
よ
う
な
手
順
で
言
語
論
的
転
回
の
基
本
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

１
．
言
語
論
的
転
回
は
、
カ
ン
ト
的
認
識
論
を
言
語
論
化
し
よ
う
と
す
る
面
を
有
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
カ
ン

ト
の
認
識
論
の
基
本
を
確
認
す
る
。

２
．
言
語
論
的
転
回
を
準
備
し
た
ラ
ッ
セ
ル
、
ム
ー
ア
、
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
的
な
考

え
方
を
見
る
。

３
．
言
語
論
的
転
回
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
た
か
を
見
、
そ
こ
か
ら
何
が
帰
結
す
る
か
を
考
え
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
定
期
試
験
（
筆
記
）
も
し
く
は
レ
ポ
ー
ト

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

認
識
人
間
学

II (2)へ
続
く
↓
↓
↓

認
識
人
間
学

II (2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

冨
田
恭
彦

 『
科
学
哲
学
者
柏
木
達
彦
の
哲
学
革
命
講
義
』
（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）

ISB
N

:978-4-04-409417-1 （
電
子
書
籍
版
も
あ
り
ま
す
。
）

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

https://sites.google.com
/site/diogenesphil/japanese

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
予
習
は
特
に
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
復
習
に
時
間
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
何
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
べ
き
な
の
か
を
、
納
得
で
き
る
ま
で
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
納
得
の
で
き
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
質
問
等
々
の
手
段
で
少
し
で
も
納
得
で
き
る
よ
う
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
講
義
の
復
習
を
、
そ
の
都
度
し
て
く
だ
さ
い
。
何
が
問
題
な
の
か
、
何
が
自
分
に
と
っ
て
不
明
な
点
な
の
か
を
意

識
す
る
よ
う
心
が
け
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
こ
と
が
、
自
分
自
身
の
知
的
能
力
一
般
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

認
識
人
間
学
演
習

I 
Sem

inar on Epistem
ological H

um
an Studies I

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
冨
田
　
恭
彦

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　

Im
m

anuel K
ant 著

 K
ritik der reinen V

ernunft (1781, 1787) を
原
典
で
読
み
、
カ
ン
ト
の
認
識
論
的
見
解
の
本

質
を
捉
え
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
彼
の
見
解
が
英
国
経
験
論
（
及
び
デ
カ
ル
ト
哲
学
）
と
ど
の
よ
う
に
繋
が
っ

て
い
る
か
、
ま
た
そ
れ
ら
と
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
か
を
考
察
し
ま
す
。

　
カ
ン
ト
の
認
識
論
が
、
英
国
経
験
論
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
、
そ
れ
と
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
袂
を
分
か
と
う
と
し

た
こ
と
は
、
周
知
の
事
柄
で
す
。
そ
の
一
つ
は
、

Y
asuhiko T

om
ida, 'L

ocke's "T
hings T

hem
selves" and K

ant's 
"T

hings in T
hem

selves": T
he N

aturalistic B
asis of T

ranscendental Idealism
', in Sarah H

utton and Paul 
Schuurm

an (eds.), Studies on L
ocke: Sources, C

ontem
poraries, and L

egacy (D
ordrecht: Springer, 2008), 261-

75に
示
し
た
と
お
り
で
す
。
本
演
習
で
は
、
特
に
こ
の
両
者
の
関
係
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
テ
キ
ス
ト
を
読
み
進

め
る
こ
と
に
し
ま
す
。

 [到
達
目
標

]
　
ド
イ
ツ
語
に
習
熟
す
る
こ
と
、
カ
ン
ト
の
思
考
法
を
理
解
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
各
回
の
授
業
に
お
い
て
、
受
講
者
全
員
で
ド
イ
ツ
語
テ
キ
ス
ト
を
和
訳
し
な
が
ら
、
内
容
の
考
察
を
行
い
ま
す
。

 [履
修
要
件

]
　
初
等
ド
イ
ツ
語
文
法
を
修
得
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
で
す
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
平
常
点
（
出
席
と
和
訳
）
を
基
本
と
し
て
成
績
評
価
を
行
い
ま
す
。
３
分
の
２
以
上
の
出
席
と
、
レ
ポ
ー
ト
提
出

が
、
成
績
評
価
の
条
件
と
な
り
ま
す
（
ど
ち
ら
か
が
満
た
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
評
価
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
）
。

レ
ポ
ー
ト
の
評
価
が
平
常
点
に
加
え
ら
れ
て
、
最
終
評
価
と
な
り
ま
す
。
読
み
進
め
た
テ
キ
ス
ト
の
内
容
を
よ
く
理

解
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、
レ
ポ
ー
ト
の
評
価
基
準
で
す
。

 [教
科
書

]
　
テ
キ
ス
ト
は
初
回
に
配
布
し
ま
す
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
予
定
箇
所
の
ド
イ
ツ
語
原
文
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
単
語
の
意
味
と
文
法
の
確
認
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
授
業
に
先
立
っ
て
テ
キ
ス
ト
に
目
を
通
し
、
わ
か
ら
な
い
単
語
や
文
法
を
必
ず
調
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

認
識
人
間
学
演
習

II 
Sem

inar on Epistem
ological H

um
an Studies II

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
冨
田
　
恭
彦

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　

Im
m

anuel K
ant 著

 K
ritik der reinen V

ernunft (1781, 1787) を
原
典
で
読
み
、
カ
ン
ト
の
認
識
論
的
見
解
の
本

質
を
捉
え
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
彼
の
見
解
が
英
国
経
験
論
（
及
び
デ
カ
ル
ト
哲
学
）
と
ど
の
よ
う
に
繋
が
っ

て
い
る
か
、
ま
た
そ
れ
ら
と
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
か
を
考
察
し
ま
す
。

　
カ
ン
ト
の
認
識
論
が
、
英
国
経
験
論
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
、
そ
れ
と
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
袂
を
分
か
と
う
と
し

た
こ
と
は
、
周
知
の
事
柄
で
す
。
そ
の
一
つ
は
、

Y
asuhiko T

om
ida, 'L

ocke's "T
hings T

hem
selves" and K

ant's 
"T

hings in T
hem

selves": T
he N

aturalistic B
asis of T

ranscendental Idealism
', in Sarah H

utton and Paul 
Schuurm

an (eds.), Studies on L
ocke: Sources, C

ontem
poraries, and L

egacy (D
ordrecht: Springer, 2008), 261-

75に
示
し
た
と
お
り
で
す
。
本
演
習
で
は
、
特
に
こ
の
両
者
の
関
係
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
テ
キ
ス
ト
を
読
み
進

め
る
こ
と
に
し
ま
す
。
前
期
の
「
認
識
人
間
学
演
習

I」
の
続
き
で
す
。

 [到
達
目
標

]
　
ド
イ
ツ
語
に
習
熟
す
る
こ
と
、
カ
ン
ト
の
思
考
法
を
理
解
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
各
回
の
授
業
に
お
い
て
、
受
講
者
全
員
で
ド
イ
ツ
語
テ
キ
ス
ト
を
和
訳
し
な
が
ら
、
内
容
の
考
察
を
行
い
ま
す
。

 [履
修
要
件

]
　
初
等
ド
イ
ツ
語
文
法
を
修
得
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
で
す
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
平
常
点
（
出
席
と
和
訳
）
を
基
本
と
し
て
成
績
評
価
を
行
い
ま
す
。
３
分
の
２
以
上
の
出
席
と
、
レ
ポ
ー
ト
提
出

が
、
成
績
評
価
の
条
件
と
な
り
ま
す
（
ど
ち
ら
か
が
満
た
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
評
価
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
）
。

レ
ポ
ー
ト
の
評
価
が
平
常
点
に
加
え
ら
れ
て
、
最
終
評
価
と
な
り
ま
す
。
読
み
進
め
た
テ
キ
ス
ト
の
内
容
を
よ
く
理

解
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、
レ
ポ
ー
ト
の
評
価
基
準
で
す
。

 [教
科
書

]
　
テ
キ
ス
ト
は
初
回
に
配
布
し
ま
す
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
予
定
箇
所
の
ド
イ
ツ
語
原
文
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
単
語
の
意
味
と
文
法
の
確
認
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
授
業
に
先
立
っ
て
テ
キ
ス
ト
に
目
を
通
し
、
わ
か
ら
な
い
単
語
や
文
法
を
必
ず
調
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

哲
学
・
文
化
史

I 
H

istory of Philosophy and C
ulture I

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
戸
田
　
剛
文

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
哲
学
と
い
う
学
問
は
、
そ
の
対
象
に
比
較
的
制
限
の
な
い
学
問
で
あ
り
、
お
よ
そ
私
た
ち
の
身
の
回
り
の
多
く
の
も

の
が
そ
の
研
究
対
象
と
な
る
。
む
し
ろ
、
身
近
な
も
の
に
こ
そ
、
重
要
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

つ
ま
り
、
私
た
ち
が
持
っ
て
い
る
既
成
概
念
を
、
そ
の
ま
ま
既
成
の
も
の
と
し
て
う
け
と
ら
ず
、
改
め
て
再
検
討
し

つ
づ
け
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
思
想
を
始
め
と
し
て
学
問
の
進
歩
と
は
、
多
く
の
場
合
、
既

成
概
念
や
慣
習
化
し
た
権
威
を
、
無
条
件
に
正
し
い
も
の
と
し
て
受
け
取
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
私
た
ち
が
社
会
で
生
き
て
い
く
上
で
も
、
常
に
自
分
自
身
で
物
事
を
と
ら
え
直
そ
う
と
す
る
姿

勢
は
、
思
考
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
よ
り
豊
か
な
発
想
を
生
み
出
す
源
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

　
こ
の
講
義
で
は
、
私
た
ち
の
身
近
な
事
柄
に
か
ん
す
る
哲
学
的
な
問
題
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の

か
を
解
説
し
、
自
ら
が
思
考
す
る
た
め
の
第
一
歩
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
を
狙
い
と
す
る
。

 

 [到
達
目
標

]
身
近
な
テ
ー
マ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
普
段
、
当
然
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
概
念
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か

を
考
察
す
る
こ
と
で
、
常
に
深
く
考
え
る
思
考
力
を
身
に
つ
け
る
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
哲
学
の
諸
問
題
を
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
１
テ
ー
マ
２
回
く
ら
い
を
め
ど
に
、
な
ぜ
そ
れ
ら
の
こ
と
が
問
題

に
な
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
講
義
す
る
。

 

『
哲
学
を
は
じ
め
よ
う
』
（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）
を
テ
キ
ス
ト
に
用
い
、
そ
の
内
容
を
、
詳
し
く
解
説
す
る
。

 

　
現
在
予
定
し
て
い
る
テ
ー
マ
は
、
テ
キ
ス
ト
に
従
い
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

 
１

.　
わ
た
し
と
他
者

 
２

.　
美

 
３

.　
論
理

 
４
．

 数
学

 
５

.　
自
由

 
６
．

 知
識

 
７
．

 社
会

 
　
基
本
的
に
は
、
各
執
筆
者
を
招
き
、
リ
レ
ー
講
義
形
式
で
行
う
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
５
０
％
　
レ
ポ
ー
ト
５
０
％
で
判
定
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

授
業
中
に
指
示
す
る

教
科
書
は
、
こ
の
シ
ラ
バ
ス
を
書
く
時
点
で
は
ま
だ
出
版
さ
れ
て
い
な
い
の
で
詳
細
は
か
け
な
い
が
、

 

哲
学
・
文
化
史

I   (2)へ
続
く
↓
↓
↓

哲
学
・
文
化
史

I   (2)

『
哲
学
を
は
じ
め
よ
う
』
（
戸
田
剛
文
、
松
枝
啓
至
、
渡
邊
浩
一
編
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）
を
予
定
し
て
い
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
出
て
き
た
テ
キ
ス
ト
な
ど
を
読
ん
で
自
分
自
身
で
考
え
て
く
だ
さ
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

哲
学
・
文
化
史

II 
H

istory of Philosophy and C
ulture II

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
戸
田
　
剛
文

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
自
由
意
志
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
を
概
観
し
、
現
代
社
会

に
お
い
て
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
自
由
と
責
任
に
つ
い
て
の
多
面
的
な
考
え
を
身
に
つ
け
る
。

 ま
た
自
由
と
責
任
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
思
想
史
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
、
重
要
な
テ
ー
マ
と
し

て
い
る
。

 

 [到
達
目
標

]
身
近
な
テ
ー
マ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
普
段
、
当
然
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
概
念
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か

を
考
察
す
る
こ
と
で
、
常
に
深
く
考
え
る
思
考
力
を
身
に
つ
け
る
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
自
由
が
な
ぜ
問
題
と
な
っ
て
き
た
の
か
を
歴
史
的
に
ま
ず
論
じ
る
。

 

具
体
的
に
は
、
中
世
に
お
け
る
神
学
と
自
由
意
志
を
め
ぐ
る
問
題
、
近
代
の
ホ
ッ
ブ
ズ
を
源
流
と
す
る
よ
う
な
両
立

可
能
主
義

(com
patibilism

)に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
を
、
確
認
す
る
。

 後
半
で
は
、
両
立
可
能
主
義
の
続
き
に
は
じ
ま
り
、
両
立
不
可
能
主
義
に
つ
い
て
の
議
論
を
考
え
る
。
さ
ら
に
、
現

代
の
科
学
が
、
自
由
と
責
任
の
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

 さ
ら
に
、
こ
う
い
っ
た
議
論
を
手
掛
か
り
に
、
科
学
と
哲
学
の
関
係
を
考
え
る
。

 

学
生
に
も
数
人
（
こ
れ
ま
で
は
、
４
人
）
に
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
論
文
を
読
ん
で
、
そ
の
内
容
を
解
説
し
て
も
ら

う
。
そ
の
場
合
、
発
表
者
以
外
に
も
、
そ
の
論
文
を
読
ん
で
く
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
５
０
％
　
レ
ポ
ー
ト
５
０
％
で
判
定
す
る
。

 
た
だ
し
、
論
文
の
発
表
者
は
、
そ
の
発
表
を
も
っ
て
レ
ポ
ー
ト
に
か
え
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
出
て
き
た
書
籍
な
ど
に
目
を
通
し
て
自
分
な
り
に
考
え
を
発
展
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

哲
学
・
文
化
史
演
習

I
Sem

inar in H
istory of Philosophy and Culture I

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
戸
田
　
剛
文

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
常
識
学
派
の
代
表
者
と
い
わ
れ
る
ト
マ
ス
・
リ
ー
ド
の
『
人
間
の
知
的
能
力
論
』
を
原
典
で
読
む
。

リ
ー
ド
は
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
影
響
を
う
け
つ
つ
、
ロ
ッ
ク
か
ら
ヒ
ュ
ー
ム
に
い
た
る
哲
学
者
を
批
判
し
た

哲
学
者
で
あ
り
、
そ
の
評
価
は
近
年
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
知
識
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考
え
る
上
で
も
、

彼
の
議
論
は
興
味
深
い
手
掛
か
り
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
て
く
れ
る
。

 [到
達
目
標

]
身
近
な
テ
ー
マ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
普
段
、
当
然
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
概
念
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か

を
考
察
す
る
こ
と
で
、
常
に
深
く
考
え
る
思
考
力
を
身
に
つ
け
る
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
と
く
に
担
当
者
を
決
め
ず
、
数
行
ず
つ
訳
し
て
も
ら
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

途
中
で
重
要
な
人
物
や
理
論
な
ど
に
つ
い
て
、
調
べ
て
も
ら
っ
て
解
説
し
て
も
ら
う
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
の
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
こ
と
を
さ
ら
に
調
べ
て
自
分
な
り
の
考
え
を
発
展
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

哲
学
・
文
化
史
演
習

II 
Sem

inar in H
istory of Philosophy and Culture II

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
戸
田
　
剛
文

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
相
対
主
義
に
か
か
わ
る
論
文
を
よ
み
な
が
ら
そ
の
理
解
を
深
め
る
。

現
代
は
、
伝
統
的
な
真
理
観
や
価
値
観
に
対
し
て
多
く
の
疑
問
が
提
示
さ
れ
、
多
様
な
価
値
観
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ

が
ど
の
よ
う
に
考
え
、
生
き
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
多
く
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
考
え
方
の
一
つ

と
し
て
、
古
代
よ
り
ひ
と
つ
の
立
場
と
し
て
唱
え
ら
れ
続
け
き
た
相
対
主
義
に
関
す
る
論
文
を
テ
ク
ス
ト
に
し
て
、

相
対
主
義
へ
の
理
解
を
深
め
る

 [到
達
目
標

]
身
近
な
テ
ー
マ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
普
段
、
当
然
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
概
念
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か

を
考
察
す
る
こ
と
で
、
常
に
深
く
考
え
る
思
考
力
を
身
に
つ
け
る
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
２
、
３
本
の
論
文
を
テ
ク
ス
ト
に
用
い
る
。
ど
の
論
文
を
テ
ク
ス
ト
と
す
る
か
は
、
最
初
の
講
義
で
指
示
す
る
。

テ
ク
ス
ト
の
読
解
を
中
心
に
し
て
、
そ
れ
を
も
と
に
し
た
議
論
を
行
い
た
い
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
授
業
中
の
発
言

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

テ
キ
ス
ト
は
こ
ち
ら
で
コ
ピ
ー
を
用
意
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
の
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
書
籍
な
ど
を
読
ん
で
さ
ら
に
考
え
を
発
展
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

人
間
実
践
論

I 
Philosophical T

heory of H
um

an A
cts I

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
佐
藤
　
義
之

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
フ
ラ
ン
ス
の
現
象
学
者
メ
ル
ロ

=ポ
ン
テ
ィ
は
、
も
っ
ぱ
ら
知
覚
論
や
身
体
論
に
お
い
て
、
主
体
の
事
実
的
な
あ

り
方
、
主
体
に
よ
っ
て
生
き
ら
れ
た
世
界
の
姿
に
つ
い
て
、
斬
新
な
見
解
を
示
し
た
。
『
知
覚
の
現
象
学
』
の
時
期

の
彼
の
思
想
の
流
れ
を
知
覚
論
、
身
体
論
を
中
心
に
た
ど
っ
て
ゆ
き
た
い
。

 [到
達
目
標

]
　
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
議
論
を
通
じ
て
、
哲
学
的
な
も
の
の
見
方
を
学
ぶ
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
総
題
：
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
思
想

（
１
）
現
象
学
と
は
何
か

　
　
現
象
学
と
い
う
立
場
（
第
１
～
２
回
）

（
２
）
身
体

:世
界
に
住
み
込
む
、
意
味
に
よ
り
組
織
化
さ
れ
た
身
体

　
　
身
体
の
謎
─
─
導
入
（
第
３
回
）

　
　
機
械
的
身
体
観
と
現
実
の
身
体
（
第
４
～
５
回
）

　
　
身
体
図
式
（
第
６
回
）

　
　
実
践
の
主
体
と
し
て
の
身
体
─
─
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
手
が
か
り
に
（
第
７
回
）

　
　
身
体
の
主
体
と
身
体
（
第
８
～
９
回
）

　
　
実
存
と
事
実
性
（
第

10回
）

（
３
）
実
存
に
よ
る
知
覚

　
　
古
典
的
知
覚
観
批
判
（
第

11回
）

　
　
実
存
に
よ
る
知
覚
（
第

12回
）

（
４
）
実
存
的
意
味
と
自
然

　
　
実
存
的
意
味
と
知
覚
的
意
味
（
第

13回
）

　
　
非
人
間
的
自
然
と
人
間
的
意
味
（
第

14回
）

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
：
個
別
に
質
問
を
受
付
け
る
。
詳
細
は
別
途
連
絡
す
る
。

 [履
修
要
件

]
　
１
回
生
の
受
講
は
原
則
的
に
認
め
な
い
。
哲
学
・
思
想
系
の
基
礎
論
科
目
（
「
哲
学
」
、
「
倫
理
学
」
、
「
論
理

学
」
、
「
西
洋
社
会
思
想
史
」
、
「
科
学
論
」
、
「
宗
教
学
」
な
ど
）
の
う
ち
の
少
な
く
と
も
ひ
と
つ
を
履
修
済
み

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
授
業
に
関
連
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
複
数
回
提
出
し
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
が
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

人
間
実
践
論

I  (2)へ
続
く
↓
↓
↓



人
間
実
践
論

I  (2)

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
関
心
の
あ
る
者
は
、
授
業
中
に
紹
介
し
た
参
考
書
を
読
ん
で
、
自
ら
学
習
を
深
め
て
ほ
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

学
期
末
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
授
業
は
質
問
時
間
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

人
間
実
践
論

II 
Philosophical T

heory of H
um

an A
cts II

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
佐
藤
　
義
之

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
講
義
で
は
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
最
初
の
主
著
『
全
体
性
と
無
限
』
を
手
が
か
り
に
他
者
と
倫
理
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
、
倫
理
に
つ
い
て
極
限
的
な
思
考
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
哲
学
の
根
本
的
変
革
を

企
て
た
思
想
家
で
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
　
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
議
論
を
通
じ
て
、
他
者
論
、
倫
理
に
つ
い
て
の
代
表
的
な
議
論
に
触
れ
る
。
そ
の
こ
と
で
哲
学
的

な
も
の
の
見
方
を
習
得
す
る
一
助
と
し
た
い
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
総
題
：
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
思
想

（
１
）
序

　
　
現
象
学
と
い
う
立
場
（
第
１
回
）

　
　
他
者
の
謎
（
第
２
回
）

（
２
）
顔
と
倫
理

　
　
顔
の
体
験
と
無
限
の
責
任
（
第
３
～
４
回
）

　
　
「
選
び
」
と
そ
の
根
拠
？
（
第
５
回
）

（
３
）
同
と
他

　
　
同
と
他
（
第
６
回
）

　
　
同
の
具
体
的
あ
り
方
─
─
享
受
、
労
働
、
所
有
（
第
７
回
）

（
４
）
他
者
の
絶
対
他
性

　
　
テ
ー
マ
化
と
同
化
（
第
８
回
）

　
　
言
語
と
テ
ー
マ
化
（
第
９
～

10回
）

（
５
）
学
に
対
す
る
顔
の
先
行
性

　
　
教
え
と
学
問
（
第

11回
）

　
　
「
第
一
哲
学
と
し
て
の
倫
理
学
」
（
第

12回
）

　
　
批
判
的
考
察
（
第

13～
14回
）

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
：
個
別
に
質
問
を
受
付
け
る
。
詳
細
は
別
途
連
絡
す
る
。

 [履
修
要
件

]
　
１
回
生
の
受
講
は
原
則
的
に
認
め
な
い
。
哲
学
・
思
想
系
の
基
礎
論
科
目
（
「
哲
学
」
、
「
倫
理
学
」
、
「
論
理

学
」
、
「
西
洋
社
会
思
想
史
」
、
「
科
学
論
」
、
「
宗
教
学
」
な
ど
）
の
う
ち
の
少
な
く
と
も
ひ
と
つ
を
履
修
済
み

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
授
業
に
関
連
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
複
数
回
提
出
し
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
が
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

人
間
実
践
論

II (2)へ
続
く
↓
↓
↓



人
間
実
践
論

II (2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
関
心
の
あ
る
者
は
、
授
業
中
に
紹
介
し
た
参
考
書
を
読
ん
で
、
自
ら
学
習
を
深
め
て
ほ
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

学
期
末
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
授
業
は
質
問
時
間
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

人
間
実
践
論
演
習

I 
Sem

inar on Philosophical Theory of Hum
an Acts I

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
佐
藤
　
義
之

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　

E
. レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
倫
理
の
問
題
を
手
が
か
り
に
、
旧
来
の
哲
学
の
根
本
的
革
新
を
企
て
、
思
想
界
に
大
き
な
影
響

を
残
し
た
。
本
年
度
は
彼
の
第
一
の
主
著
と
さ
れ
る
、
『
全
体
性
と
無
限
』

(T
otalité et infini)(1961)の

一
部
を
抜

粋
し
て
読
む
。
前
期
授
業
（
「
人
間
実
践
論
演
習

 I」
）
で
は
倫
理
に
か
か
わ
る
基
本
思
想
が
伺
え
る
箇
所
を
あ
つ

か
い
、
彼
の
思
想
の
基
本
に
触
れ
て
も
ら
う
。

 [到
達
目
標

]
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
主
著
を
精
読
す
る
こ
と
で
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
思
想
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
道
徳
を
極
限
ま
で
押
し

つ
め
て
考
え
る
彼
の
思
想
を
通
じ
て
、
道
徳
と
い
う
も
の
を
改
め
て
考
え
な
お
す
こ
と
を
め
ざ
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
上
記
『
全
体
性
と
無
限
』

(T
otalité et infini)を

仏
語
原
典
で
精
読
す
る
。
初
回
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
あ
て
る
。

 [履
修
要
件

]
　
仏
語
原
典
で
読
む
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
最
低
限
の
読
解
力
は
不
可
欠
で
あ
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
平
常
点

 [教
科
書

]
　
テ
キ
ス
ト
は
上
記
著
作

(T
otalité et infini)を

プ
リ
ン
ト
に
し
て
配
付
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
当
日
授
業
で
扱
う
箇
所
の
予
習
は
不
可
欠
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

人
間
実
践
論
演
習

II 
Sem

inar on Philosophical Theory of Hum
an Acts II

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
佐
藤
　
義
之

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　

E
. レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
倫
理
の
問
題
を
手
が
か
り
に
、
旧
来
の
哲
学
の
根
本
的
革
新
を
企
て
、
思
想
界
に
大
き
な
影
響

を
残
し
た
。
本
年
度
は
彼
の
第
一
の
主
著
と
さ
れ
る
、
『
全
体
性
と
無
限
』

(T
otalité et infini)(1961)の

一
部
を
抜

粋
し
て
読
む
。
後
期
授
業
（
「
人
間
実
践
論
演
習

 II」
）
で
は
彼
の
真
理
に
つ
い
て
の
議
論
を
見
る
。
彼
に
お
い
て

は
真
理
も
倫
理
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
　
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
主
著
を
精
読
す
る
こ
と
で
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
思
想
を
理
解
す
る
。
と
り
わ
け
後
期
の
授
業
で
は
、

道
徳
が
人
間
生
活
の
基
幹
を
担
い
、
真
理
の
前
提
と
さ
え
な
っ
て
い
る
と
い
う
彼
の
思
想
を
検
討
し
、
道
徳
と
い
う

も
の
を
改
め
て
考
え
な
お
す
こ
と
を
め
ざ
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
上
記
『
全
体
性
と
無
限
』

(T
otalité et infini)を

仏
語
原
典
で
精
読
す
る
。
初
回
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
あ
て
る
。

 [履
修
要
件

]
　
仏
語
原
典
で
読
む
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
最
低
限
の
読
解
力
は
不
可
欠
で
あ
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
平
常
点

 [教
科
書

]
　
テ
キ
ス
ト
は
上
記
著
作

(T
otalité et infini)を

プ
リ
ン
ト
に
し
て
配
付
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
当
日
授
業
で
扱
う
箇
所
の
予
習
は
不
可
欠
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

人
間
存
在
論
特
別
演
習

Special Sem
inar on H

um
an O

ntology
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
冨
田
　
恭
彦

教
授

 人間・環境学研究科
佐
藤
　
義
之

准
教
授

 人間・環境学研究科
安
部
　
浩

准
教
授

 人間・環境学研究科
戸
田
　
剛
文

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 4
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
こ
の
演
習
は
人
間
存
在
論
関
係
の
学
生
に
対
す
る
卒
業
論
文
指
導
の
重
要
な
一
環
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
履
修
者
各

人
が
人
間
存
在
論
の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
、
人
間
存
在
論
関
係
の
教
員
全
員
と
と
も
に
そ
の
検
討
を
お

こ
な
う
。

こ
の
演
習
は
必
修
科
目
で
は
な
い
が
、
人
間
存
在
論
関
係
の
卒
業
予
定
者
は
、
単
位
の
要
不
要
に
関
わ
り
な
く
受
講

さ
れ
た
い
。

 [到
達
目
標

]
人
間
存
在
論
関
係
の
卒
業
論
文
作
成
の
た
め
、
哲
学
論
文
執
筆
の
技
能
の
習
得
を
め
ざ
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
人
間
存
在
論
関
係
の
卒
業
予
定
者
が
各
自
の
研
究
成
果
を
口
頭
で
報
告
し
、
そ
の
報
告
内
容
を
人
間
存
在
論
担
当
の

全
教
員
お
よ
び
履
修
学
生
が
批
判
的
に
検
討
・
討
議
す
る
。

初
回
に
発
表
順
等
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

 [履
修
要
件

]
人
間
存
在
論
を
専
攻
す
る
卒
業
予
定
者
で
あ
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
点
と
発
表
内
容
の
評
価
と
の
総
合
評
価

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
発
表
の
た
め
の
原
稿
を
指
導
教
員
と
よ
く
相
談
し
な
が
ら
発
表
日
ま
で
に
作
成
し
て
お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

創
造
行
為
論
演
習
Ａ

Sem
inar on the T

heory of C
reative A

rts A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
篠
原
　
資
明

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
主
に
、
芸
術
の
哲
学
的
研
究
や
現
代
芸
術
も
し
く
は
現
代
思
想
の
研
究
で
、
卒
業
論
文
を
計
画
し
て
い
る
学
生
の
指

導
を
め
ざ
す
。

 [到
達
目
標

]
授
業
の
概
要
・
目
的
を
参
考
に
、
各
自
考
え
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
主
に
、
芸
術
の
哲
学
的
研
究
や
現
代
芸
術
も
し
く
は
現
代
思
想
の
研
究
で
、
卒
業
論
文
を
計
画
し
て
い
る
学
生
に
、

発
表
と
議
論
に
参
加
し
て
も
ら
う
。
開
講
初
日
に
、
発
表
の
順
番
を
決
め
、
進
め
て
い
く
。

 [履
修
要
件

]
創
造
行
為
論
演
習
Ｂ
を
受
講
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
発
表
と
議
論
の
内
容
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
な
し
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
毎
週
金
曜
日
１
５
：
３
０
～
１
６
：
３
０

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

創
造
行
為
論
演
習
Ｂ

Sem
inar on the T

heory of C
reative A

rts B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
篠
原
　
資
明

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
主
に
、
芸
術
の
哲
学
的
研
究
や
現
代
芸
術
も
し
く
は
現
代
思
想
の
研
究
で
、
卒
業
論
文
を
計
画
し
て
い
る
学
生
の
指

導
を
め
ざ
す
。

 [到
達
目
標

]
授
業
の
概
要
・
目
的
を
参
考
に
、
各
自
考
え
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
主
に
、
芸
術
の
哲
学
的
研
究
や
現
代
芸
術
も
し
く
は
現
代
思
想
の
研
究
で
、
卒
業
論
文
を
計
画
し
て
い
る
学
生
に
、

発
表
と
議
論
に
参
加
し
て
も
ら
う
。
開
講
初
日
に
、
発
表
の
順
番
を
決
め
、
進
め
て
い
く
。

 [履
修
要
件

]
創
造
行
為
論
演
習
Ａ
を
受
講
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
発
表
と
議
論
の
内
容
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
な
し
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
毎
週
金
曜
日
１
５
：
３
０
～
１
６
：
３
０

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

創
造
行
為
論
講
読
演
習

I
R

eadings in the T
heory of C

reative A
rts I

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
篠
原
　
資
明

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
美
学
お
よ
び
芸
術
哲
学
に
関
す
る
基
本
文
献
の
知
識
と
読
解
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
目
指
す
。

 

 [到
達
目
標

]
授
業
の
概
要
・
目
的
を
参
考
に
、
各
自
考
え
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
美
学
お
よ
び
芸
術
哲
学
に
関
す
る
基
本
文
献
を
提
示
し
、
そ
の
中
か
ら
各
自
選
ん
だ
文
献
に
つ
い
て
報
告
し
議
論
す

る
。

 
受
講
生
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
場
合
に
よ
っ
て
は
文
献
を
加
え
る
こ
と
も
あ
る
。

 
文
献
に
つ
い
て
は
、
欧
文
、
和
文
を
問
わ
な
い
。

 
た
だ
し
、
欧
文
に
つ
い
て
は
英
・
仏
・
伊
・
西
・
独
に
限
る
。

 
邦
訳
も
使
用
可
で
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
後
期
（
創
造
行
為
論
講
読
演
習
Ⅱ
）
の
連
続
し
た
履
修
を
推
奨
す
る
。

  

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
講
読
演
習
へ
の
参
加
を
重
視
す
る
。
試
験
は
行
な
わ
な
い
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
な
し
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
毎
週
金
曜
日
１
５
：
３
０
～
１
６
：
３
０

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

創
造
行
為
論
講
読
演
習

II 
R

eadings in the T
heory of C

reative A
rts II

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
篠
原
　
資
明

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
美
学
お
よ
び
芸
術
哲
学
に
関
す
る
基
本
文
献
の
知
識
と
読
解
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
目
指
す
。

  

 [到
達
目
標

]
授
業
の
概
要
・
目
的
を
参
考
に
、
各
自
考
え
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
美
学
お
よ
び
芸
術
哲
学
に
関
す
る
基
本
文
献
を
提
示
し
、
そ
の
中
か
ら
各
自
選
ん
だ
文
献
に
つ
い
て

 
報
告
し
議
論
す
る
。

 
受
講
生
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
場
合
に
よ
っ
て
は
文
献
を
加
え
る
こ
と
も
あ
る
。

 
文
献
に
つ
い
て
は
、
欧
文
、
和
文
を
問
わ
な
い
。

 
た
だ
し
、
欧
文
に
つ
い
て
は
英
・
仏
・
伊
・
西
・
独
に
限
る
。

 
邦
訳
も
使
用
可
で
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
前
期
（
創
造
行
為
論
講
読
演
習
Ⅰ
）
と
の
連
続
し
た
履
修
を
推
奨
す
る
。

  

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
講
読
演
習
へ
の
参
加
を
重
視
す
る
。
試
験
は
行
わ
な
い
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
な
し
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
毎
週
金
曜
日
１
５
：
３
０
～
１
６
：
３
０

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

近
代
芸
術
論
Ａ

T
heory of M

odern A
rts A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名
京
都
工
芸
繊
維
大
学

工
芸
学
部

 教
授
　
並
木
　
誠
士

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
近
代
京
都
の
美
術
・
工
芸

京
都
の
伝
統
産
業
や
美
術
・
工
芸
が
、
近
代
を
迎
え
て
、
機
械
化
や
海
外
市
場
の
展
開
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た

の
か
、
と
い
う
点
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
な
作
品
に
即
し
て
理
解
す
る
。

 

 [到
達
目
標

]
京
都
の
伝
統
産
業
や
美
術
・
工
芸
が
、
近
代
を
迎
え
て
、
機
械
化
や
海
外
市
場
の
展
開
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た

の
か
、
と
い
う
点
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
な
作
品
に
即
し
て
理
解
す
る
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
01　
　
　
ガ
イ
ダ
ン
ス

 
02－

05　
近
代
京
都
の
日
本
画
・
洋
画

 
06－

07　
美
術
学
校
と
図
案
教
育

 
08－

09　
京
都
博
覧
会
と
内
国
勧
業
博
覧
会

 
10－

11　
京
都
に
お
け
る
美
術
館
・
博
物
館

 
12－

14　
伝
統
工
芸
の
近
代
－
陶
芸
・
染
織
・
漆
芸

 
15　
　
　
総
括

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
学
期
末
の
試
験
と
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

並
木
ほ
か
編

 『
京
都
　
伝
統
工
芸
の
近
代
』
（
思
文
閣
出
版
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
京
都
の
美
術
館
、
博
物
館
に
は
な
る
べ
く
各
自
で
見
学
に
行
く
こ
と

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

講
義
は
ス
ラ
イ
ド
等
を
用
い
る
の
で
、
手
元
ラ
イ
ト
を
持
参
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

近
代
芸
術
論
演
習
Ａ

Sem
inar on T

heory of M
odern A

rts A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名
京
都
造
形
芸
術
大
学

 教
授
上
村
　
博

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
21世
紀
に
な
っ
て
も
う
随
分
に
な
り
ま
す
が
、
今
日
、
自
明
の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
芸

術
制
度
は
、

200年
ほ
ど
前
に
で
き
た
ば
か
り
で
す
。
そ
れ
は
「
芸
術
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
そ
の
も
の
の
概
念
を
は

じ
め
、
感
性
や
美
、
そ
し
て
技
術
や
知
を
巡
る
理
論
的
反
省
の
歴
史
と
き
わ
め
て
強
く
む
す
び
つ
い
て
い
ま
す
。
本

科
目
で
は
近
代
の
芸
術
論
の
成
立
に
至
る
ま
で
の
諸
理
論
を
、
古
典
的
テ
キ
ス
ト
（
日
本
語
版
を
使
用
）
に
基
づ
き

な
が
ら
辿
り
、
今
日
の
芸
術
制
作
や
受
容
を
規
制
す
る
枠
組
み
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
を
考
察
し
ま
す
。

授
業
で
は
受
講
者
ご
と
に
数
回
の
分
担
課
題
の
口
頭
発
表
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

 [到
達
目
標

]
芸
術
と
そ
れ
に
関
連
す
る
基
本
的
諸
概
念
の
成
立
を
歴
史
的
に
理
解
す
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
1　
「
芸
術
」
と
い
う
領
域
の
成
立

2　
形
式
と
模
倣
の
問
題

3　
有
機
体
と
完
結
性

4　
科
学
と
し
て
の
芸
術

5　
「
創
造
」
概
念
の
出
自

6　
D

isegnoと
い
う
概
念

7　
天
才
の
人
間
化

8　
感
性
の
諸
理
論

9　
「
美
」
を
め
ぐ
る
諸
理
論

10　
視
覚
と
芸
術
史

11　
進
歩
と
芸
術
史

12　
諸
国
民
の
芸
術
と
文
化
遺
産
の
問
題

13　
環
境
決
定
論
の
系
譜

14　
純
粋
視
覚
性
の
理
論

15　
「
現
代
美
術
」
の
問
題

以
上
の
進
行
は
学
生
の
関
心
や
理
解
に
応
じ
て
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 [履
修
要
件

]
概
説
書
等
で
美
術
史
や
哲
学
史
の
流
れ
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。
必
須
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
時
の
発
表
に
よ
り
評
価
し
、
そ
の
内
容
と
授
業
へ
の
参
加
度
（
各
発
表
者
へ
の
質
問
や
コ
メ
ン
ト
）
に
よ
り
ま

す
。

近
代
芸
術
論
演
習
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



近
代
芸
術
論
演
習
Ａ

(2)

 [教
科
書

]
資
料
に
つ
い
て
は
授
業
時
に
適
宜
配
付
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
前
に
は
、
プ
ラ
ト
ー
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
、
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
、
レ
オ
ナ
ル
ド
、
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
、
カ
ン

ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
リ
ー
グ
ル
、
フ
ィ
ー
ド
ラ
ー
の
著
作
に
つ
い
て
下
調
べ
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

授
業
後
に
は
、
授
業
中
に
紹
介
し
た
諸
文
献
に
つ
い
て
、
自
分
の
発
表
担
当
箇
所
以
外
も
含
め
、
再
読
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
著
作
の
意
義
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
今
日
の
芸
術
言
説
を
観
察
し
て
授
業
で
得
ら
れ
た
知
見
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

担
当
講
師
は
授
業
後
す
ぐ
に
移
動
し
ま
す
の
で
、
授
業
に
関
す
る
質
問
や
相
談
が
あ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の

旨
を
講
師
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

近
代
芸
術
論
演
習
Ｂ

Sem
inar on T

heory of M
odern A

rts B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名
神
戸
大
学
　
准
教
授
前
川
　
修

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
写
真
論
と
い
え
ば
、
つ
ね
に
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
バ
ル
ト
、
ソ
ン
タ
グ
と
い
う
写
真
論
御
三
家
が
参
照
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
そ
れ
以
後
に
発
表
さ
れ
た
、
バ
ー
ギ
ン
、
セ
ク
ー
ラ
、
タ
ッ
グ
ら
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
写
真
論
（
ボ
ル
ト
ン
『

意
味
の
抗
争
』
）
、
あ
る
い
は
オ
ク
ト
ー
バ
ー
派
の
写
真
論
（
ク
ラ
ウ
ス
、
ブ
ク
ロ
ー
）
、
そ
の
後
の
バ
ッ
チ
ェ
ン

の
写
真
論
、
あ
る
い
は

90年
代
以
降
の
デ
ジ
タ
ル
写
真
言
説
な
ど
は
、
依
然
と
し
て
包
括
的
に
議
論
さ
れ
て
は
い
な

い
。
こ
の
授
業
で
は
、
こ
う
し
た
写
真
論
の
系
譜
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
写
真
の
圏
域
を
広
げ
、
視
覚
文

化
の
な
か
で
の
写
真
の
位
置
や
問
題
を
具
体
的
に
考
え
て
み
た
い
。

 [到
達
目
標

]
写
真
発
明
以
来
の
さ
ま
ざ
ま
な
写
真
言
説
を
理
解
で
き
る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
1　
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
　
２
　
テ
ク
ス
ト
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト
　
３
　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
　
４

　
写
真
の
展
示
　
５
　
写
真
と
記
号
論
　
６
　
写
真
と
ア
ー
カ
イ
ヴ
　
７
　
写
真
と
監
視
　
８
　
写
真
と
心
霊
主
義

　
９
　
写
真
と
映
画
　
１
０
　
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
論

 [履
修
要
件

]
分
野
は
問
わ
な
い
が
、
写
真
映
像
へ
の
基
本
的
な
関
心
を
も
つ
受
講
者
を
希
望
し
ま
す
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
日
常
の
写
真
映
像
の
遍
在
に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
こ
と
。

予
習
に
最
低
１
時
間
、
復
讐
に

30分
を
と
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
中
に
指
示
し
た
文
献
を
各
自
読
ん
で
お
く
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

舞
台
芸
術
論
演
習
Ａ

 
Sem

inar on Perform
ing A

rts A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
桒
山
　
智
成

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

  
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
英
語
は
現
代
に
お
い
て
も
、
日
常
会
話
、
議
論
、
ス
ピ
ー
チ
、
文
学
、
演
劇
作
品
な
ど
ジ
ャ
ン

ル
を
問
わ
ず
、
様
々
な
場
面
で
引
用
さ
れ
る
。
で
は
、
そ
も
そ
も
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
と
は
ど
う
い
っ
た
舞
台
芸

術
で
あ
っ
た
の
か
。
本
演
習
で
は
、
テ
キ
ス
ト
の
精
読
と
期
末
の
ク
ラ
ス
内
上
演
発
表
を
通
し
て
、
こ
の
問
い
に
迫

り
た
い
。

前
期
で
は
入
門
的
に
、

"R
om

eo and Juliet"『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
、

"M
acbeth"『

マ
ク
ベ
ス
』
か
ら
の
主

要
場
面
を
中
心
に
考
察
す
る
。

 [到
達
目
標

]
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
場
面
の
構
成
や
、
セ
リ
フ
が
持
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
・
音
楽
性
・
空
間
性
へ
の
理
解
を
深
め
つ
つ
、

そ
れ
を
実
際
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
こ
の
コ
ー
ス
の
目
標
で
あ
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
回
　
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
劇
場
形
態
、
及
び
セ
リ
フ
に
つ
い
て
の
入
門
講
座

２
～
５
回
　

R
om

eo and Juliet（
1.4＆

1.5）
に
つ
い
て

６
～
９
回
　

M
acbeth (2.1＆

2.2）
に
つ
い
て

１
０
～
１
２
回
　
セ
リ
フ
の
読
み
方
に
つ
い
て
（
適
宜
、
発
音
の
指
導
も
行
う
）

１
３
～
１
４
回
　
抜
粋
テ
キ
ス
ト
の
上
演
発
表

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（
授
業
で
の
コ
メ
ン
ト
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
セ
リ
フ
の
読
み
方
）
（
４
０
％
）

期
末
上
演
発
表
（
３
０
％
）

期
末
レ
ポ
ー
ト
（
３
０
％
）

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

プ
リ
ン
ト
配
布
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
各
授
業
で
扱
う
場
面
を
事
前
に
精
読
し
て
お
く
こ
と
。
授
業
で
は
日
本
語
訳
は
行
わ
な
い
の
で
、
特
に
、
単
語
の
ニ

ュ
ア
ン
ス
や
演
劇
的
効
果
を
中
心
に
考
え
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

舞
台
芸
術
論
演
習
Ｂ

 
Sem

inar on Perform
ing A

rts B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
桒
山
　
智
成

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

  
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
英
語
は
現
代
に
お
い
て
も
、
日
常
会
話
、
議
論
、
ス
ピ
ー
チ
、
文
学
、
演
劇
作
品
な
ど
ジ
ャ
ン

ル
を
問
わ
ず
、
様
々
な
場
面
で
引
用
さ
れ
る
。
で
は
、
そ
も
そ
も
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
と
は
ど
う
い
っ
た
舞
台
芸

術
で
あ
っ
た
の
か
。
本
演
習
で
は
、
テ
キ
ス
ト
の
精
読
と
期
末
の
ク
ラ
ス
内
上
演
発
表
を
通
し
て
、
こ
の
問
い
に
迫

る
。
扱
う
作
品
は

 "A
 M

idsum
m

er N
ight's D

ream
"「
真
夏
の
夜
の
夢
」
（
受
講
者
の
人
数
に
よ
っ
て
は
別
作
品
）

の
予
定
で
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
セ
リ
フ
（
原
語
）
が
持
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
・
音
楽
性
・
空
間
性
へ
の
理
解
を
深
め
つ
つ
、
そ
れ
を

実
際
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
こ
の
コ
ー
ス
の
目
標
で
あ
る
。

  
  [授
業
計
画
と
内
容

]
1回
　
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
劇
場
形
態
、
及
び
セ
リ
フ
に
つ
い
て
の
入
門
講
座

 
２
～
１
２
回
　

1幕
か
ら

5幕
ま
で
各
場
面
の
セ
リ
フ
読
み
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 （
適
宜
、
発
音
の
指
導
も
行
う
）

１
３
～
１
４
回
　
テ
キ
ス
ト
の
上
演
発
表

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（
授
業
で
の
コ
メ
ン
ト
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
セ
リ
フ
読
み
）
（
３
０
％
）

期
末
上
演
発
表
（
４
０
％
）

期
末
レ
ポ
ー
ト
（
３
０
％
）

 [教
科
書

]
大
場
建
治

 『
真
夏
の
夜
の
夢
』
（
研
究
社
）

ISB
N

:4327180025（
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
原
文
と
日
本
語
訳
の
対
訳

本
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
各
授
業
で
扱
う
場
面
を
事
前
に
精
読
し
て
お
く
こ
と
。
ま
た
期
末
上
演
発
表
の
セ
リ
フ
を
暗
記
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
 （
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

創
造
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
論
Ａ

A
rt H

istory A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
岡
田
　
温
司

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
主
に
西
洋
の
芸
術
、
芸
術
思
想
、
現
代
思
想
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
感
性
を
磨
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
専
門
書
を
読
ん
で
理
解
し
、
要
点
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
分
野
の
中
か
ら
各
自
が
い
ず
れ
か
を
選
択
し
、
さ
ら
に
個
別
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
文

献
や
資
料
の
収
集
と
解
読
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
成
果
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

１
．
ル
ネ
サ
ン
ス
の
芸
術
と
思
想

２
．
バ
ロ
ッ
ク
の
芸
術
と
思
想

３
．
建
築
の
歴
史
と
思
想

４
．
デ
ザ
イ
ン
の
歴
史
と
思
想

５
．
近
代
の
芸
術
と
思
想

６
．
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
を
め
ぐ
る
批
評
や
思
想

７
．
芸
術
・
美
学
思
想

 [履
修
要
件

]
通
年
で
履
修

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
、
発
表

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
指
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
　
　
月
　
１
２
：
０
０
～
１
３
：
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
　
　
９
：
０
０
～
１
０
：
３
０

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

創
造
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
論
Ｂ

A
rt H

istory B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
岡
田
　
温
司

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
主
に
西
洋
の
芸
術
、
芸
術
思
想
、
現
代
思
想
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
感
性
を
磨
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
専
門
書
を
読
ん
で
理
解
し
、
要
点
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
分
野
の
中
か
ら
各
自
が
い
ず
れ
か
を
選
択
し
、
さ
ら
に
個
別
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
文

献
や
資
料
の
収
集
と
解
読
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
成
果
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

１
．
ル
ネ
サ
ン
ス
の
芸
術
と
思
想

２
．
バ
ロ
ッ
ク
の
芸
術
と
思
想

３
．
建
築
の
歴
史
と
思
想

４
．
デ
ザ
イ
ン
の
歴
史
と
思
想

５
．
近
代
の
芸
術
と
思
想

６
．
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
を
め
ぐ
る
批
評
や
思
想

７
．
芸
術
・
美
学
思
想

 [履
修
要
件

]
通
年
で
履
修

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
、
発
表

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
指
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
　
　
月
　
１
２
：
０
０
～
１
３
：
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 木
　
　
９
：
０
０
～
１
０
：
３
０

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

創
造
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
演
習
Ａ

Sem
inar on A

rt H
istory A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
岡
田
　
温
司

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
４
年
生
は
卒
業
論
文
の
完
成
、
３
年
生
は
卒
業
論
文
へ
向
け
て
テ
ー
マ
の
設
定
、
資
料
収
集
の
方
法
や
解
読
な
ど
に

つ
い
て
指
導
を
お
こ
な
う
。

 [到
達
目
標

]
卒
論
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
・
１
～
３
週
　

　
　
テ
ー
マ
の
設
定
と
資
料
収
集

　
　
研
究
テ
ー
マ
は
、
芸
術
全
般
、
美
学
、
芸
術
思
想
、
現
代
思
想
、
視
覚
文
化
な
ど
の
分
野
か
ら
受
講
生
の
関
心

や
興
味
に
合
わ
せ
て
、
相
談
の
上
で
決
定
す
る
。

・
４
～
１
５
週
　

　
　
毎
週
１
名
な
い
し
２
名
、
各
自
の
研
究
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
、
経
過
報
告
な
い
し
発
表
を
お
こ
な
う
。
資
料
紹
介
。

 [履
修
要
件

]
通
年
で
履
修

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
、
発
表

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
指
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
　
　
月
　
１
２
：
０
０
～
１
３
：
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 木
　
　
９
：
０
０
～
１
０
：
３
０

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

創
造
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
演
習
Ｂ

Sem
inar on A

rt H
istory B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
岡
田
　
温
司

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
４
年
生
は
卒
業
論
文
の
完
成
、
３
年
生
は
卒
業
論
文
へ
向
け
て
テ
ー
マ
の
設
定
、
資
料
収
集
の
方
法
や
解
読
な
ど
に

つ
い
て
指
導
を
お
こ
な
う
。

 [到
達
目
標

]
卒
論
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
前
期
に
引
き
つ
づ
い
て
、
毎
週
１
名
な
い
し
２
名
、
各
自
の
研
究
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
、
経
過
報
告
な
い
し
発
表
を
お

こ
な
う
。

４
年
生
は
卒
業
論
文
の
完
成
へ
向
け
て
、
そ
の
構
成
と
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
な
指
導
を
お
こ
な
う
。
３
年
生
は
、

次
年
度
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
小
論
文
を
仕
上
げ
る
べ
く
指
導
を
お
こ
な
う
。

 [履
修
要
件

]
通
年
で
履
修

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
、
発
表

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
指
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
　
　
月
　
１
２
：
０
０
～
１
３
：
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
　
　
９
：
０
０
～
１
０
：
３
０

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

英
米
文
芸
表
象
論
講
義
Ａ

Lecture on Literary Representation in English A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
小
島
　
基
洋

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
＜
テ
ー
マ
で
読
む
英
文
学
＞

食
の
タ
ブ
ー
、
恋
愛
の
距
離
感
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
幻
惑
、
動
物
と
の
境
界
、
貨
幣
の
穢
れ
、
自
然
の
解
放
感
。

英
文
学
の
正
典
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
捉
え
が
た
い
感
覚
を
言
語
化
す
る
。

 [到
達
目
標

]
文
学
作
品
を
味
わ
い
、
論
じ
る
力
を
培
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第

1回
：
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

第
2回
：
「
食
事
」
　
失
楽
園
、

1984年
、
蠅
の
王

第
3回
：
「
金
銭
」
　
幸
福
の
王
子
、
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
、
サ
イ
ラ
ス
・
マ
ー
ナ
ー

第
4回
：
「
友
情
」
　
ボ
ヘ
ミ
ア
の
醜
聞
、
ノ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ヒ
ル
の
恋
人

第
5回
：
「
恋
愛
」
　
高
慢
と
偏
見
、
赤
毛
の
ア
ン
、
サ
ロ
メ

第
6回
：
「
革
命
」
　
す
ば
ら
し
き
世
界
、
時
計
仕
掛
け
の
オ
レ
ン
ジ
、
長
距
離
走
者
の
孤
独

第
7回
：
「
動
物
」
　
種
の
起
源
、
わ
た
し
を
離
さ
な
い
で
、
モ
ロ
ー
博
士
の
島

第
8回
：
「
風
景
」
　
序
曲
、
マ
ク
ベ
ス
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

第
9回
：
「
他
者
」
　
イ
ン
ド
へ
の
道
、
恥
辱
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
・
ブ
ッ
ク
、

第
10回
：
　
「
子
供
」
　
鏡
の
国
の
ア
リ
ス
、
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ツ
イ
ス
ト
、
ト
ム
は
真
夜
中
の
庭
で

第
11回
：
　
「
怪
物
」
　
ベ
オ
ウ
ル
フ
、
ド
ラ
キ
ュ
ラ
、
ヨ
ブ
記
　

第
12回
：
　
ま
と
め

第
13回
：
　
レ
ポ
ー
ト
読
み
合
わ
せ

第
14回
：
　
講
評

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

英
米
文
芸
表
象
論
講
義
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

英
米
文
芸
表
象
論
講
義
Ａ

(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
英
文
学
研
究
に
お
け
る
重
要
な
文
献
に
目
を
通
し
た
上
で
、
独
創
的
な
レ
ポ
ー
ト
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

英
米
文
芸
表
象
論
講
義
Ｂ

Lecture on Literary Representation in English B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
小
島
　
基
洋

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
＜

H
arry Potter and the Philosopher’

s Stone　
講
義
＞

本
作
を
め
ぐ
る
膨
大
な
批
評
、
映
像
、
デ
ー
タ
、
物
語
群
を
参
照
し
、
作
品
の
核
心
に
迫
る
。

 [到
達
目
標

]
物
語
の
読
み
方
を
習
得
す
る

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第
１
回
：
　
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

第
２
回
～
第
１
４
回
　
講
義

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
で
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
J. K

. R
ow

ling 『
H

arry Potter and the Philosopher's Stone』
（

B
loom

sbury, 2010）
ISB

N
:978-1-4088-1054-5

（
別
の
版
で
も
構
わ
な
い
が
ペ
ー
ジ
組
み
が
同
一
の
も
の
を
薦
め
る
。
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
講
義
の
進
度
に
し
た
が
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
を
精
読
し
て
い
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

英
米
文
芸
表
象
論
演
習

IＡ
Sem

inar on Literary Representation in English IA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
廣
野
　
由
美
子

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
19世
紀
初
め
の
イ
ギ
リ
ス
の
小
説
家
メ
ア
リ
・
シ
ェ
リ
ー
の
小
説
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
（

1818[授
業
で

は
第

3版
(1831)を
扱
う

]）
を
原
文
で
精
読
し
、
作
品
解
釈
を
試
み
る
。
あ
わ
せ
て
、
文
学
批
評
の
方
法
を
学
ぶ
。

 [到
達
目
標

]
英
語
の
原
書
を
精
読
す
る
力
を
養
う
。
ま
た
、
文
学
作
品
を
読
ん
で
、
た
ん
に
主
観
的
な
感
想
を
も
つ
に
と
ど
め
ず
、

テ
キ
ス
ト
を
客
観
的
対
象
と
し
て
扱
い
、
分
析
す
る
方
法
論
を
身
に
つ
け
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第

1回
　
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

作
家
の
伝
記
的
紹
介
、
お
よ
び
作
品
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
誕
生
の
背
景
と
な
っ
た
時
代
・
社
会
に
つ
い
て

説
明
。
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
、
お
よ
び
注
釈
書
な
ど
を
紹
介
し
、
授
業
の
進
め
方
と
準
備
・
発
表
の
方
法
を
周
知
す

る
。

第
2回
～
第

14回
　
テ
キ
ス
ト
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の
精
読
。

授
業
で
は
、
和
訳
と
解
釈
を
中
心
と
し
た
演
習
形
態
を
ベ
ー
ス
に
、
毎
回
原
則
と
し
て

1章
ず
つ
進
め
る
予
定
で
あ

る
（
次
回
に
学
生
が
発
表
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
指
示
す
る
）
。
あ
わ
せ
て
、
注
釈
書
『
批
評
理
論
入

門
』
に
お
け
る
関
連
箇
所
に
つ
い
て
、
講
義
者
が
解
説
し
、
批
評
の
方
法
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

第
15回
　
ま
と
め

13回
に
わ
た
る
精
読
の
成
果
を
ま
と
め
、
今
後
の
課
題
や
疑
問
点
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
前
期
に
進
む
予
定
の
章
ま

で
読
了
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
こ
の
回
を
補
充
に
当
て
る
こ
と
も
あ
る
。

※
こ
の
作
品
は
、
二
部
構
成
（

V
olum

e 1, V
olum

e 2）
よ
り
成
り
、
本
授
業
で
は
前
半
の

V
olum

e 1を
扱
う
。
な

お
、
本
科
目
は
半
期
授
業
で
あ
る
が
、
通
年
か
け
て
継
続
的
に
同
作
品
を
読
む
予
定
な
の
で
、
後
期
も
引
き
続
き
「

同
科
目
Ｂ
」
を
受
講
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
の
授
業
へ
の
取
り
組
み

(40%
)と
学
期
末
の
レ
ポ
ー
ト

(60%
)に
よ
り
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。

英
米
文
芸
表
象
論
演
習

IＡ
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



英
米
文
芸
表
象
論
演
習

IＡ
(2)

 [教
科
書

]
M

ary Shelley 『
Frankenstein (Penguin C

lassics)』
（

Penguin）
ISB

N
:978-0-14-143947-1

廣
野
由
美
子

 『
批
評
理
論
入
門
－
－
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
解
剖
講
義
』
（
中
公
新
書
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
扱
う
範
囲
の
テ
キ
ス
ト
を
、
毎
回
予
習
し
て
授
業
に
臨
む
こ
と
。
学
生
が
発
表
す
る
部
分
と
し
て
事
前
に

指
定
さ
れ
た
部
分
を
中
心
に
精
読
し
、
そ
の
他
の
部
分
は
速
読
す
る
な
ど
、
各
自
学
習
方
法
を
工
夫
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

英
米
文
芸
表
象
論
演
習

IＢ
Sem

inar on Literary Representation in English IB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
廣
野
　
由
美
子

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
19世
紀
初
め
の
イ
ギ
リ
ス
の
小
説
家
メ
ア
リ
・
シ
ェ
リ
ー
の
小
説
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
（

1818[授
業
で

は
第

3版
(1831)を
扱
う

]）
を
原
文
で
精
読
し
、
作
品
解
釈
を
試
み
る
。
あ
わ
せ
て
、
文
学
批
評
の
方
法
を
学
ぶ
。

 [到
達
目
標

]
英
語
の
原
書
を
精
読
す
る
力
を
養
う
。
ま
た
、
文
学
作
品
を
読
ん
で
、
た
ん
に
主
観
的
な
感
想
を
も
つ
に
と
ど
め
ず
、

テ
キ
ス
ト
を
客
観
的
対
象
と
し
て
扱
い
、
分
析
す
る
方
法
論
を
身
に
つ
け
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第

1回
　
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

第
２
回
よ
り
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の
後
半
を
読
み
進
め
る
に
あ
た
り
、
作
品
前
半
の
内
容
、
お
よ
び
同
作

品
に
関
す
る
批
評
史
に
つ
い
て
概
説
。
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
、
お
よ
び
注
釈
書
な
ど
を
紹
介
し
、
授
業
の
進
め
方
と

準
備
・
発
表
の
方
法
を
周
知
す
る
。

第
2回
～
第

14回
　
テ
キ
ス
ト
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の
精
読
。

授
業
で
は
、
和
訳
と
解
釈
を
中
心
と
し
た
演
習
形
態
を
ベ
ー
ス
に
、
毎
回
原
則
と
し
て

1章
ず
つ
進
め
る
予
定
で
あ

る
（
次
回
に
学
生
が
発
表
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
指
示
す
る
）
。
あ
わ
せ
て
、
注
釈
書
『
批
評
理
論
入

門
』
に
お
け
る
関
連
箇
所
に
つ
い
て
、
講
義
者
が
解
説
し
、
批
評
の
方
法
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

第
15回
　
ま
と
め

13回
に
わ
た
る
精
読
の
成
果
を
ま
と
め
、
今
後
の
課
題
や
疑
問
点
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
最
後
ま
で
読
了
で
き
な
か

っ
た
場
合
、
こ
の
回
を
補
充
に
当
て
る
こ
と
も
あ
る
。

※
こ
の
作
品
は
、
二
部
構
成
（

V
olum

e 1, V
olum

e 2）
よ
り
成
り
、
本
授
業
で
は
後
半
の

V
olum

e 2を
扱
う
。
な

お
、
本
科
目
は
半
期
授
業
で
あ
る
が
、
前
期
の
「
英
米
文
芸
表
象
論
演
習

IＡ
」
と
継
続
的
な
内
容
な
の
で
、
前
期

で
扱
う
テ
キ
ス
ト
の

V
olum

e 1は
、
受
講
者
が
す
で
に
読
ん
で
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
進
め
る
。

 [履
修
要
件

]
「
英
米
文
芸
表
象
論
演
習
Ｉ
Ａ
」
を
履
修
し
て
い
な
い
場
合
は
、
テ
キ
ス
ト
の
前
半
（

V
olum

e 1）
を
読
ん
で
お
く

こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

英
米
文
芸
表
象
論
演
習

IＢ
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



英
米
文
芸
表
象
論
演
習

IＢ
(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
の
授
業
へ
の
取
り
組
み
（

40％
）
と
学
期
末
の
レ
ポ
ー
ト

(60%
)に
よ
り
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
M

ary Shelley 『
Frankenstein (Penguin C

lassics) 』
（

Penguin）
ISB

N
:978-0-14-143947-1

廣
野
由
美
子

  『
批
評
理
論
入
門
－
－
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
解
剖
講
義

 』
（
中
公
新
書
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
扱
う
範
囲
の
テ
キ
ス
ト
を
、
毎
回
予
習
し
て
授
業
に
臨
む
こ
と
。
学
生
が
発
表
す
る
部
分
と
し
て
事
前
に

指
定
さ
れ
た
部
分
を
中
心
に
精
読
し
、
そ
の
他
の
部
分
は
速
読
す
る
な
ど
、
各
自
学
習
方
法
を
工
夫
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

英
米
文
芸
表
象
論
演
習

IIＡ
Sem

inar on Literary Representation in English IIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
水
野
　
尚
之

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  前
期
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
卒
論
指
導

 [到
達
目
標

]
英
語
に
よ
る
卒
業
論
文
執
筆
の
実
践
、
資
料
収
集
、
論
理
的
な
文
章
作
成
、
な
ど
の
能
力
を
高
め
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
受
講
生
自
身
の
研
究
報
告
、
発
表
を
中
心
に
し
て
、
卒
論
指
導
を
行
う
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
報
告
・
発
表
・
作
成
論
文
内
容
な
ど
に
よ
り
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
積
極
的
に
資
料
・
文
献
を
収
集
し
て
ほ
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
火
曜
２
時
限
、
火
・
金
曜
１
２
：
０
０
～
１
３
：
０
０
、
ほ
か
研
究
室
在
室
時
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

英
米
文
芸
表
象
論
演
習

IIＡ
Sem

inar on Literary Representation in English IIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
廣
野
　
由
美
子

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  前
期
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
卒
論
指
導

 [到
達
目
標

]
自
分
で
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
リ
サ
ー
チ
を
行
い
、
議
論
の
構
成
を
練
り
、
論
文
を
書
く
と
い
う
練
習
を
行
う
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
学
部
で
学
ん
だ
こ
と
を
総
ま
と
め
す
る
と
同
時
に
、
研
究
の
た
め
の
基
礎
的
な
力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
受
講
生
自
身
の
研
究
報
告
、
発
表
を
中
心
に
し
て
、
卒
論
指
導
を
行
う
。

 [履
修
要
件

]
授
業
担
当
者
が
指
導
教
員
で
あ
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
報
告
・
発
表
・
作
成
論
文
内
容
な
ど
に
よ
り
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
発
表
・
報
告
の
準
備
を
す
る
。
適
宜
、
原
稿
・
資
料
等
を
用
意
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

集
中
講
義
と
し
て
履
修
登
録
の
う
え
、
詳
細
は
担
当
教
員
と
相
談
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

英
米
文
芸
表
象
論
演
習

IIＡ
Sem

inar on Literary Representation in English IIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
小
島
　
基
洋

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  前
期
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
卒
論
指
導

 [到
達
目
標

]
学
術
的
に
意
義
の
あ
る
卒
業
論
文
を
完
成
さ
せ
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
受
講
生
の
研
究
報
告
、
発
表
を
中
心
と
し
て
、
卒
業
論
文
指
導
を
行
う
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
報
告
、
発
表
、
作
成
論
文
内
容
な
ど
に
よ
り
、
総
合
的
に
判
断
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
十
分
な
準
備
を
し
て
発
表
に
臨
む
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

集
中
講
義
と
し
て
履
修
登
録
の
う
え
、
詳
細
は
担
当
教
員
と
相
談
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

英
米
文
芸
表
象
論
演
習

IIＢ
Sem

inar on Literary Representation in English IIB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
水
野
　
尚
之

未
更
新

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  後
期
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
卒
論
指
導

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
受
講
生
自
身
の
研
究
報
告
、
発
表
を
中
心
に
し
て
、
卒
論
指
導
を
行
う
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
報
告
・
発
表
・
作
成
論
文
内
容
な
ど
に
よ
り
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
火
曜
２
時
限
、
お
よ
び
火
・
木
・
金
曜
１
２
：
０
０
～
１
３
：
０
０
、
ほ
か
研
究
室
在
室
時
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

英
米
文
芸
表
象
論
演
習

IIＢ
Sem

inar on Literary Representation in English IIB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
廣
野
　
由
美
子

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  後
期
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
卒
論
指
導

 [到
達
目
標

]
自
分
で
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
リ
サ
ー
チ
を
行
い
、
議
論
の
構
成
を
練
り
、
論
文
を
書
く
と
い
う
練
習
を
行
う
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
学
部
で
学
ん
だ
こ
と
を
総
ま
と
め
す
る
と
同
時
に
、
研
究
の
た
め
の
基
礎
的
な
力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
受
講
生
自
身
の
研
究
報
告
、
発
表
を
中
心
に
し
て
、
卒
論
指
導
を
行
う
。

 [履
修
要
件

]
授
業
担
当
者
が
指
導
教
員
で
あ
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
報
告
・
発
表
・
作
成
論
文
内
容
な
ど
に
よ
り
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
発
表
・
報
告
の
準
備
を
す
る
。
適
宜
、
原
稿
・
資
料
等
を
用
意
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

集
中
講
義
と
し
て
履
修
登
録
の
う
え
、
詳
細
は
担
当
教
員
と
相
談
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

英
米
文
芸
表
象
論
演
習

IIＢ
Sem

inar on Literary Representation in English IIB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
小
島
　
基
洋

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  後
期
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
卒
論
指
導

 [到
達
目
標

]
学
術
的
に
意
義
の
あ
る
論
文
を
完
成
さ
せ
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
受
講
生
の
研
究
報
告
、
発
表
を
中
心
と
し
て
、
卒
業
論
文
指
導
を
行
う
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
報
告
、
発
表
、
作
成
論
文
内
容
な
ど
に
よ
り
、
総
合
的
に
判
断
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
十
分
な
準
備
を
し
て
発
表
に
臨
む
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

集
中
講
義
と
し
て
履
修
登
録
の
う
え
、
詳
細
は
担
当
教
員
と
相
談
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

英
米
文
芸
表
象
論
講
読

IＡ
R

eading of L
iterary W

orks IA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
水
野
　
尚
之

未
更
新

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
１
９
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ブ
ロ
ン
テ
の
小
説
『
ジ
ェ
イ
ン
・
エ
ア
』
を
原
文
で
精
読
し
、
作
品

解
釈
を
試
み
る
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ブ
ロ
ン
テ
の
小
説
『
ジ
ェ
イ
ン
・
エ
ア
』
は
、
女
主
人
公
で
あ
る
語
り
手
ジ
ェ
イ
ン
が
、
幼
年

時
代
に
遡
っ
て
、
波
乱
に
満
ち
た
人
生
を
、
激
し
い
情
念
を
こ
め
つ
つ
回
想
す
る
一
人
称
小
説
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト

を
精
密
に
読
み
な
が
ら
、
作
品
解
釈
を
深
め
、
あ
わ
せ
て
文
学
研
究
の
基
礎
的
な
方
法
を
学
ぶ
。
授
業
で
は
、
和
訳

と
解
釈
を
中
心
と
し
た
演
習
形
態
を
ベ
ー
ス
に
、
一
部
講
義
を
加
え
、
毎
回
１
章
程
度
進
め
る
予
定
で
あ
る
。
本
授

業
で
は
、
作
品
の
前
半
を
読
む
。

　
な
お
、
本
科
目
は
半
期
授
業
で
は
あ
る
が
、
通
年
か
け
て
継
続
的
に
同
作
品
を
読
む
予
定
な
の
で
、
後
期
も
引
き

続
き
「
同
科
目

B
」
を
受
講
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
の
授
業
へ
の
取
り
組
み
と
試
験
等
に
よ
り
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
C

harlotte B
rontë 『

Jane E
yre (Penguin C

lassics)』
（

Penguin）
ISB

N
:ISB

N
: 978-0-14-144114-6

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
、
水
曜

16:30～
17:00な
ど
（
不
在
の
場
合
も
あ
る
の
で
、
な
る
べ
く
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
事

前
に
連
絡
を
と
る
こ
と
）
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

英
米
文
芸
表
象
論
講
読
Ｉ
Ｂ

R
eading of L

iterary W
orks IB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
水
野
　
尚
之

未
更
新

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
１
９
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ブ
ロ
ン
テ
の
小
説
『
ジ
ェ
イ
ン
・
エ
ア
』
を
原
文
で
精
読
し
、
作
品

解
釈
を
試
み
る
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ブ
ロ
ン
テ
の
小
説
『
ジ
ェ
イ
ン
・
エ
ア
』
は
、
女
主
人
公
で
あ
る
語
り
手
ジ
ェ
イ
ン
が
、
幼
年

時
代
に
遡
っ
て
、
波
乱
に
満
ち
た
人
生
を
、
激
し
い
情
念
を
こ
め
つ
つ
回
想
す
る
一
人
称
小
説
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト

を
精
密
に
読
み
な
が
ら
、
作
品
解
釈
を
深
め
、
あ
わ
せ
て
文
学
研
究
の
基
礎
的
な
方
法
を
学
ぶ
。
授
業
で
は
、
和
訳

と
解
釈
を
中
心
と
し
た
演
習
形
態
を
ベ
ー
ス
に
、
一
部
講
義
を
加
え
、
毎
回
１
章
程
度
進
め
る
予
定
で
あ
る
。
本
授

業
で
は
、
作
品
の
後
半
を
読
む
。

　
な
お
、
本
科
目
は
半
期
授
業
で
は
あ
る
が
、
前
期
の
「
英
米
文
芸
表
象
論
講
読

IA
」
と
継
続
的
な
内
容
な
の
で
、

前
期
で
扱
う
テ
キ
ス
ト
の
前
半
部
分
は
、
受
講
者
が
す
で
に
読
ん
で
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
進
め
る
。

 [履
修
要
件

]
「
英
米
文
芸
表
象
論
講
読

IA
」
を
受
講
し
て
い
な
い
場
合
は
、
テ
キ
ス
ト
の
前
半
部
分
を
読
ん
で
お
く
こ
と
が
望
ま

し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
の
授
業
へ
の
取
り
組
み
と
試
験
等
に
よ
り
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
C

harlotte B
rontë 『

Jane E
yre (Penguin C

lassics)』
（

Penguin）
ISB

N
:978-0-14-144114-6

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
、
水
曜

16:30～
17:00な
ど
（
不
在
の
場
合
も
あ
る
の
で
、
な
る
べ
く
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
事

前
に
連
絡
を
と
る
こ
と
）
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

英
米
文
芸
表
象
論
講
読

IIＡ
R

eading of L
iterary W

orks IIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

非
常
勤
講
師

 
中
川
　
優
子

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  前
期
集
中
曜
時
限
８月5日～８日の予定

授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
19世
紀
末
か
ら

20世
紀
は
じ
め
の
英
米
の
幽
霊
小
説
（
短
編
）
を
読
み
、
各
作
品
に
登
場
す
る
幽
霊
が
何
を
表
象
す

る
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
の
う
え
で
幽
霊
小
説
の
特
性
、
そ
の
多
様
性
と
と
も
に
、
各
作
品
を
う
み
だ
し
た
社
会
・

文
化
に
つ
い
て
も
考
え
る
。
具
体
的
に
は

W
.W

.Jacobsの
"T

he M
onkey’

s Paw
”
、
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
の

M
ark 

T
w

ainの
"A

 G
host Story”

、
入
れ
子
構
造
の

H
enry Jam

esの
"Sir E

dm
und O

rm
e”
や
女
性
の
視
点
を
と
り
い
れ

た
E

dith W
hartonの

"A
fterw

ard”
を
読
解
の
対
象
と
し
、

L
e Fanuの

"G
reen T

ea”
な
ど
の
他
の
作
品
に
も
ふ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
本
授
業
で
は
、
英
語
で
書
か
れ
た
作
品
の
読
解
の
方
法
を
習
得
し
、
作
品
の
面
白
さ
を
理
解
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
・
英
語
で
書
か
れ
た
短
編
小
説
の
内
容
を
日
本
語
で
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

・
英
語
で
書
か
れ
た
文
学
的
表
現
を
日
本
語
で
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

・
文
学
テ
ク
ス
ト
に
あ
る
表
象
に
つ
い
て
考
察
で
き
る
。

・
英
米
の
幽
霊
小
説
の
特
性
を
理
解
で
き
る
。

・
文
学
作
品
に
う
つ
し
だ
さ
れ
る
社
会
・
文
化
に
つ
い
て
考
察
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第

1日
	英
語
テ
ク
ス
ト
の
読
み
方
、

"T
he M

onkey's Paw
"に
つ
い
て
、

第
2日

	"T
he M

onkey's Paw
"の
続
き
、

"A
 G

host Story"に
つ
い
て

第
3日

	"Sir E
dm

und O
rm

e"に
つ
い
て

第
4日

	"Sir E
dm

und O
rm

e"の
続
き
、

"A
fterw

ard"に
つ
い
て

第
5日
　

 "A
fterw

ard"の
続
き
、
ま
と
め

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
評
価
と
し
、
小
テ
ス
ト
（
４
回
、
各

15点
）
、
授
業
で
の
発
表
な
ど
の
参
加
状
況
（

20点
）
、
小
レ
ポ
ー
ト

（
20点
）
に
よ
り
評
価
す
る
。

小
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
到
達
目
標
の
達
成
度
に
基
づ
き
、
評
価
す
る
。

全
体
の
２
／
３
以
上
の
出
席
を
要
す
る
。

英
米
文
芸
表
象
論
講
読

IIＡ
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



英
米
文
芸
表
象
論
講
読

IIＡ
(2)

 [教
科
書

]
M

ichael N
ew

ton編
 『

T
he Penguin B

ook of G
host Stories: From

 E
lizabeth G

askell to A
m

brose B
ierce』
（

Penguin C
lassics）

ISB
N

:978-0141442365
教
科
書
に
な
い
作
品
に
つ
い
て
は
、
入
手
方
法
を
指
示
す
る
の
で
、
授
業
前
に
確
認
す
る
こ
と
。

ま
た
プ
リ
ン
ト
も
事
前
に
配
布
す
る
の
で
、
必
ず
入
手
す
る
こ
と
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
必
ず
原
文
テ
ク
ス
ト
を
読
み
、
プ
リ
ン
ト
の
問
い
の
答
え
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
方
法
：
ま
ず
原
文
テ
ク
ス
ト
の
内
容
に
関
す
る
問
い
（
プ
リ
ン
ト
に
し
て
事
前
に
配
布
）
の
答
え
を
確
認
、
議

論
し
、
英
文
の
意
味
を
確
認
す
る
。
次
に
幽
霊
が
何
を
表
象
す
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
発
表
を
し
、
議

論
を
し
て
、
作
品
全
体
の
理
解
を
深
め
る
。

作
品
ご
と
に
小
テ
ス
ト
が
、
そ
し
て
最
後
に
小
レ
ポ
ー
ト
が
課
さ
れ
る
。
テ
ー
マ
は
授
業
で
指
示
す
る
。

授
業
に
は
教
科
書
、
プ
リ
ン
ト
以
外
に
辞
書
（
英
和
の
み
な
ら
ず
、
英
英
辞
典
）
を
持
参
の
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

ド
イ
ツ
文
芸
表
象
論
講
義
Ｂ

Lecture on German Literary Arts and Representation B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
奥
田
　
敏
広

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
「

faustisch（
フ
ァ
ウ
ス
ト
的
）
」
と
は
、
徹
底
し
た
探
求
を
行
う
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
、
ド
イ
ツ
的
特
性
を

表
す
言
葉
と
し
て
今
日
で
も
日
常
的
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
元
来
は
、
近
世
初
頭
に
成
立
し
人
形
劇
や
民
衆
本

の
形
で
広
く
流
布
し
た
フ
ァ
ウ
ス
ト
伝
説
に
遡
る
表
現
で
、
主
人
公
が
無
限
の
可
能
性
と
快
楽
を
求
め
て
、
最
後
は

地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
を
承
知
で
悪
魔
と
契
約
す
る
。

　
こ
の
伝
説
は
、
そ
の
後

18世
紀
末
か
ら

19世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
当
時
の
ド
イ
ツ
語
圏
の
数
多
く
の
作
家
た
ち
が

素
材
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
伝
説
に
基
づ
く
近
代
作
家
の
作
品
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
、
そ
の

一
部
を
ド
イ
ツ
語
原
文
で
精
読
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
今
な
お
私
た
ち
が
そ
の
圧
倒
的
影
響
下
に
あ
る
西
欧
近
代
つ

い
て
考
え
る
材
料
と
し
ま
す
。

 [到
達
目
標

]
　
フ
ァ
ウ
ス
ト
素
材
に
は
、
人
間
の
無
限
の
可
能
性
と
欲
望
、
そ
の
無
限
性
の
追
求
に
お
け
る
神
（
あ
ら
ゆ
る
タ
ブ

ー
と
秩
序
）
へ
の
反
逆
と
地
獄
堕
と
い
う
よ
う
な
テ
ー
マ
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
テ
キ
ス

ト
に
即
し
て
具
体
的
に
考
察
し
、
今
な
お
私
た
ち
が
そ
の
圧
倒
的
影
響
下
に
あ
る
西
欧
近
代
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

す
。

 
　
ド
イ
ツ
語
の
ま
と
ま
っ
た
文
章
（
小
説
）
を
、
辞
書
を
使
い
な
が
ら
読
み
進
め
る
作
業
を
通
し
て
、
ド
イ
ツ
語
の

読
解
能
力
を
養
い
ま
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
初
回
　
　
　
　
　

 授
業
全
体
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
そ
の
後
、
以
下
の
予
定
で
各
回
に
ド
イ
ツ
語
テ
キ
ス
ト
に
し
て
毎
回
２
～
５
ペ
ー
ジ
を
読
み
進
め
る
。

　
２
回
～
３
回
　
　
　

G
rillparzerの

フ
ァ
ウ
ス
ト
草
稿

　
４
回
～
６
回
　
　
　

M
ahler M

üllernの
フ
ァ
ウ
ス
ト
断
片

　
７
回
～
最
終
回
　
　

H
einrich H

eineの
フ
ァ
ウ
ス
ト

　 [履
修
要
件

]
ド
イ
ツ
語
初
級
文
法
の
修
得
。
ド
イ
ツ
文
学
に
関
す
る
知
識
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
参
加
と
レ
ポ
ー
ト

 [教
科
書

]
　
上
記
「
授
業
計
画
と
内
容
」
で
挙
げ
た
作
品
の
必
要
箇
所
を
コ
ピ
ー
し
て
配
布
し
ま
す
。

 

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

ゲ
ー
テ

 『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
（
講
談
社
）

ド
イ
ツ
文
芸
表
象
論
講
義
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



ド
イ
ツ
文
芸
表
象
論
講
義
Ｂ

(2)

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン

 『
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス
博
士
』
（
岩
波
書
店
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
  毎
回
読
み
進
め
る
２
～
５
ペ
ー
ジ
の
内
、
毎
回
そ
の
半
分
程
度
は
辞
書
を
使
っ
て
予
習
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

ド
イ
ツ
文
芸
表
象
論
演
習
Ａ

Seminar on German Literary Arts and Representation A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
奥
田
　
敏
広

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
「

faustisch（
フ
ァ
ウ
ス
ト
的
）
」
と
は
、
徹
底
し
た
探
求
を
行
う
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
、
ド
イ
ツ
的
特
性
を

表
す
言
葉
と
し
て
今
日
で
も
日
常
的
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
元
来
は
、
近
世
初
頭
に
成
立
し
人
形
劇
や
民
衆
本

の
形
で
広
く
流
布
し
た
フ
ァ
ウ
ス
ト
伝
説
に
遡
る
表
現
で
、
主
人
公
が
無
限
の
可
能
性
と
快
楽
を
求
め
て
、
最
後
は

地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
を
承
知
で
悪
魔
と
契
約
す
る
。

　
こ
の
伝
説
は
、
そ
の
後

18世
紀
末
か
ら

19世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
当
時
の
ド
イ
ツ
語
圏
の
数
多
く
の
作
家
た
ち
が

素
材
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
伝
説
に
基
づ
く
近
代
作
家
の
作
品
を
ひ
と
つ
取
り
上
げ
、
そ
の
一

部
を
ド
イ
ツ
語
原
文
で
精
読
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
今
な
お
私
た
ち
が
そ
の
圧
倒
的
影
響
下
に
あ
る
西
欧
近
代
つ
い

て
考
え
る
材
料
と
し
ま
す
。

    [到
達
目
標

]
　
フ
ァ
ウ
ス
ト
素
材
に
は
、
人
間
の
無
限
の
可
能
性
と
欲
望
、
そ
の
無
限
性
の
追
求
に
お
け
る
神
（
あ
ら
ゆ
る
タ
ブ

ー
と
秩
序
）
へ
の
反
逆
と
地
獄
堕
と
い
う
よ
う
な
テ
ー
マ
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
テ
キ
ス

ト
に
即
し
て
具
体
的
に
考
察
し
、
今
な
お
私
た
ち
が
そ
の
圧
倒
的
影
響
下
に
あ
る
西
欧
近
代
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

す
。
　
ド
イ
ツ
語
の
ま
と
ま
っ
た
文
章
（
小
説
）
を
、
辞
書
を
使
い
な
が
ら
読
み
進
め
る
作
業
を
通
し
て
、
ド
イ
ツ
語
の

読
解
能
力
を
養
い
ま
す
。

　 [授
業
計
画
と
内
容

]
　

18世
紀
末
か
ら

19世
紀
に
か
け
て
の
ド
イ
ツ
語
圏
の
芸
術
と
思
想
は
、
「

Sturm
 und D

rang （
疾
風
怒
濤
）
」
、

「
古
典
主
義
」
、
「
ロ
マ
ン
主
義
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
今
日
ま
で
世
界
的
影
響
力
を
持
つ
多
産
で
豊
穣
な
時
期
で
あ

っ
た
が
、

Friedrich M
axim

ilian K
lingerも
そ
の
よ
う
な
時
代
の
芸
術
家
の
の
ひ
と
り
で
す
。
こ
の
授
業
で
は
彼
の

「
 Faust's L

eben, T
aten und　

H
öllenfahrt　

（
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
生
涯
、
行
為
、
地
獄
堕
）
」
と
い
う
長
編
小
説
を

取
り
上
げ
ま
す
。

　　
初
回
～
２
回
　
　

 授
業
全
体
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
、
ク
リ
ン
ガ
ー
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
生
涯
、
行
為
、
地

獄
堕
」
の
前
半
部
分
の
紹
介

　
３
回
～
最
終
回
　

 ク
リ
ン
ガ
ー
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
生
涯
、
行
為
、
地
獄
堕
）
」
の
後
半
部
分
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
が

レ
ビ
ヤ
タ
ン
（
リ
バ
イ
ア
サ
ン
）
に
案
内
さ
れ
、
世
界
中
を
め
ぐ
っ
た
果
て
に
、
自
ら
の
妻
子
が
悲
惨
な
境
遇
に
あ

る
こ
と
を
知
り
、
悪
魔
と
の
契
約
を
決
定
的
に
す
る
部
分
を
、
ド
イ
ツ
語
原
文
で
精
読
す
る
。
毎
回
３
～
５
ペ
ー
ジ

を
読
み
進
め
ま
す
。

 [履
修
要
件

]
ド
イ
ツ
語
初
級
文
法
の
修
得
。
ド
イ
ツ
文
学
に
関
す
る
知
識
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ド
イ
ツ
文
芸
表
象
論
演
習
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



ド
イ
ツ
文
芸
表
象
論
演
習
Ａ

(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
参
加
と
レ
ポ
ー
ト

 [教
科
書

]
上
記
「
授
業
計
画
と
内
容
」
で
挙
げ
た

Friedrich M
axim

ilian K
lingerの
「

 Faust's L
eben, T

aten und　
H

öllenfahrの
必
要
箇
所
を
コ
ピ
ー
し
て
配
布
し
ま
す
。

   
  [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ゲ
ー
テ

 『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
（
講
談
社
）

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン

  『
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス
博
士
』
（
岩
波
書
店
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
毎
回
読
み
進
め
る
３
～
５
ペ
ー
ジ
の
内
、
毎
回
そ
の
半
分
程
度
は
辞
書
を
使
っ
て
予
習
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

ド
イ
ツ
文
芸
表
象
論
演
習
Ｂ

Seminar on German Literary Arts and Representation B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
石
田
　
明
文

未
更
新

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
ド
イ
ツ
近
現
代
の
テ
ク
ス
ト
を
「
読
む
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
現
代
の
思
想
や
文
学
に
つ
い
て
、
た
ん
に
抽
象
的
な

知
識
を
得
る
の
で
は
な
く
、
具
体
的
な
テ
ク
ス
ト
に
も
と
づ
い
た
理
解
な
い
し
は
不
理
解
に
達
す
る
こ
と
を
目
標
と

す
る
。
な
ぜ
な
ら
理
解
と
は
、
実
は
一
種
の
不
理
解
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ず
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
理
解
で
は

な
く
、
不
理
解
こ
そ
が
目
指
す
べ
き
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
理
解
を
目
指
す

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
上
記
の
目
的
に
と
っ
て
は
「
計
画
」
は
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
。
そ
こ
に
は
、
計
画
的
に
得
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う

な
「
正
し
い
答
え
」
は
な
い
。
「
正
し
い
答
え
」
が
な
い

 ----- こ
れ
こ
そ
が
近
現
代
の
思
想
や
文
学
の
根
幹
に
触
れ

る
パ
ラ
ド
ク
ス
で
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
と
い
う
迷
路
の
た
だ
な
か
を
さ
ま
よ
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
気
づ
く
こ
と
の
な

か
っ
た
出
口
を
そ
の
な
か
に
見
い
だ
し
、
あ
る
い
は
反
対
に
、
さ
ら
な
る
入
口
を
発
見
す
る
と
い
う
経
験
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
授
業
の
目
的
を
達
し
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
テ
ク
ス
ト
を
読
む
と
い
う
の
は
、
い
わ

ば
地
図
な
し
に
行
う
探
検
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
日
ご
ろ
慣
れ
親
し
ん
だ
道
に
も
、
実
は
地
図
が
な
い
こ
と
に
気

づ
く
試
み
、
そ
も
そ
も
道
と
い
う
も
の
さ
え
な
い
か
の
よ
う
に
歩
き
、
考
え
る
試
み
で
あ
る
。
最
終
的
な
答
え
と
い

う
よ
う
な
も
の
の
な
い
と
こ
ろ
で
、
ど
の
よ
う
に
自
分
の
地
図
を
描
き
、
他
人
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
言
葉
を
発
す

る
の
か
。
「
読
む
」
と
い
う
の
は
、
終
わ
る
こ
と
の
な
い
そ
の
試
み
で
あ
る
。
そ
の
練
習
を
し
よ
う
。

 [履
修
要
件

]
ド
イ
ツ
語
の
十
分
な
語
学
力

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
へ
の
参
加
の
仕
方
を
重
要
な
評
価
基
準
と
す
る
が
、
状
況
に
応
じ
て
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
課
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

ド
イ
ツ
文
芸
表
象
論
講
読
Ａ

Reading Germ
an Literary Arts and Representation A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
石
田
　
明
文

未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
ド
イ
ツ
近
現
代
の
テ
ク
ス
ト
を
精
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
現
代
の
思
想
や
文
学
に
つ
い
て
、
た
ん
に
抽
象
的
な

知
識
で
は
な
く
、
具
体
的
な
テ
ク
ス
ト
に
も
と
づ
い
た
理
解
な
い
し
は
不
理
解
を
各
自
が
自
分
自
身
の
仕
方
で
得
る

こ
と
を
目
標
と
す
る
。
不
理
解
と
い
う
こ
と
も
、
そ
れ
が
具
体
的
な
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

 

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
テ
ク
ス
ト
に
か
ん
し
て
各
自
が
自
分
自
身
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
見
い
だ
す
に
は

(こ
れ
以
外
の
仕
方
で
テ
ク
ス

ト
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

)、
「
計
画
」
は
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
。
自
分
自
身
の
研
究
と
思
考
、

さ
ら
に
は
他
の
参
加
者
と
の
対
話
を
通
し
て
、
各
自
が
そ
れ
を
見
い
だ
す
ほ
か
は
な
い
。
計
画
的
に
得
る
こ
と
の
で

き
る
よ
う
な
「
正
し
い
答
え
」
を
求
め
て
も
得
る
こ
と
こ
ろ
は
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
正
し
い
答
え
」
が
存
在

し
な
い

--こ
れ
は
近
現
代
の
思
想
や
文
学
の
根
幹
に
触
れ
る
パ
ラ
ド
ク
ス
で
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
と
い
う
迷
路
の
な
か

に
、
こ
れ
ま
で
自
分
が
気
づ
か
な
か
っ
た
出
口
や
入
口
を
発
見
す
る
と
い
う
経
験
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
授

業
の
目
的
を
達
し
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

 [履
修
要
件

]
ド
イ
ツ
語
の
十
分
な
語
学
力

 

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
へ
の
参
加
の
仕
方
を
重
要
な
評
価
基
準
と
す
る
が
、
状
況
に
応
じ
て
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
課
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

認
知
・
行
動
科
学
入
門

Introduction to cognitive &
 behavioral science

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 こころの未来研究センター
船
橋
　
新
太
郎

教
授

 人間・環境学研究科
石
原
　
昭
彦

教
授

 人間・環境学研究科
林
　
達
也

教
授

 人間・環境学研究科
森
谷
　
敏
夫

教
授

 人間・環境学研究科
齋
木
　
潤

講
師

 情
報
学
研
究
科

細
川
　
浩

准
教
授

 人間・環境学研究科
神
崎
　
素
樹

准
教
授

 人間・環境学研究科
月
浦
　
崇

 

配
当
学
年

 1,2回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
我
々
は
、
様
々
な
環
境
に
適
応
し
て
行
動
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
認
知
し
、
そ
れ
に
応
じ

て
行
動
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
環
境
が
ま
た
か
わ
る
か
ら
認
知
し
直
し
、
そ
し
て
ま
た
行
動
す
る
。
こ
の
よ
う
に
認

知
と
行
動
は
我
々
の
生
活
に
常
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
。
こ
の
認
知
と
行
動
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
視
点
か
ら
理
解
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
・
脳
と
心
，
運
動
や
体
の
働
き
，
健
康
や
体
力
な
ど
，
「
認
知
・
行
動
科
学
」
で
対
象
と
す
る
研
究
分
野
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
．

・
「
認
知
・
行
動
科
学
」
に
つ
い
て
俯
瞰
す
る
こ
と
で
，
将
来
の
研
究
分
野
の
よ
り
良
い
選
択
に
つ
い
て
知
識
を
習

得
す
る
と
同
時
に
，
そ
の
最
先
端
の
研
究
に
取
り
組
む
姿
勢
を
養
う
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
本
講
義
は
リ
レ
ー
形
式
で
あ
る
。
船
橋
教
員
、
石
原
教
員
、
林
教
員
、
森
谷
教
員
、
齋
木
教
員
、
細
川
教
員
、
神
崎

教
員
、
月
浦
教
員
、
久
代
教
員
（
順
不
同
）
等
が
講
義
を
行
う
。
日
程
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
指
示
す
る
。

認
知
に
関
し
て
は
、
船
橋
教
員
・
齋
木
教
員
・
月
浦
教
員
他
、
行
動
に
関
し
て
は
、
石
原
教
員
・
神
崎
教
員
・
久
代

教
員
他
、
代
謝
に
関
し
て
は
、
森
谷
教
員
・
林
教
員
、
生
体
セ
ン
サ
ー
に
関
し
て
は
、
細
川
教
員
が
講
義
を
行
う
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
欠
を
重
視
す
る
。
レ
ポ
ー
ト
を
考
慮
に
入
れ
る
場
合
も
あ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
各
教
員
が
独
自
で
行
っ
て
い
る
講
義
等
の
情
報
を
予
め
あ
る
程
度
理
解
し
て
お
く
こ
と
で
，
よ
り
深
い
理
解
が
得
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
．

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

言
語
・
数
理
情
報
科
学
入
門

Introduction to Linguistic and Mathematical Information Science
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
藤
田
　
耕
司

教
授

 人間・環境学研究科
東
郷
　
雄
二

教
授

 人間・環境学研究科
齋
藤
　
治
之

教
授

 人間・環境学研究科
服
部
　
文
昭

教
授

 学術情報メディアセンター
壇
辻
　
正
剛

教
授

 人間・環境学研究科
河
崎
　
靖

准
教
授

 人間・環境学研究科
谷
口
　
一
美

教
授

 人間・環境学研究科
上
木
　
直
昌

准
教
授

 人間・環境学研究科
木
坂
　
正
史

教
授

 人間・環境学研究科
立
木
　
秀
樹

准
教
授

 人間・環境学研究科
日
置
　
尋
久

准
教
授

 人間・環境学研究科
櫻
川
　
貴
司

教
授

 人間・環境学研究科
宇
敷
　
重
廣

教
授

 人間・環境学研究科
清
水
　
扇
丈

 

配
当
学
年

 1,2回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
認
知
情
報
学
系
の
学
系
入
門
科
目
で
あ
る
。
言
語
活
動
を
貫
く
知
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、
お
よ
び
、
数
学
と
情

報
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方
の
習
得
を
目
標
に
解
説
す
る
。

 [到
達
目
標

]
・
数
学
と
情
報
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方
を
習
得
す
る
。

・
言
語
理
論
と
言
語
記
述
の
基
本
的
な
考
え
や
研
究
方
法
を
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
言
語
科
学
講
座
お
よ
び
数
理
科
学
講
座
所
属
の
教
員
全
員
に
よ
る
リ
レ
ー
講
義
で
あ
る
。

　
毎
回
、
各
教
員
が
自
ら
の
専
門
領
域
を
中
心
に
、
言
語
・
数
理
情
報
科
学
関
係
の
初
歩
的
な
講
義
を
行
う
。
言
語

科
学
の
観
点
か
ら
は
、
音
韻
・
形
態
、
シ
ン
タ
ク
ス
に
反
映
さ
れ
る
形
式
と
意
味
の
体
系
か
ら
な
る
記
号
系
と
、
言

葉
の
伝
達
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
諸
相
を
対
象
と
し
た
講
義
を
行
う
。
数
学
と
情
報
科
学
の
観
点
か
ら
は
、
数
学
的
対
象

・
構
造
の
記
述
形
式
、
情
報
の
数
理
的
側
面
、
画
像
処
理
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
情
報
技
術
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

　
今
年
度
は
、
日
程
の
前
半
を
数
理
情
報
科
学
関
係
の
教
員
が
、
後
半
部
分
を
言
語
科
学
関
係
の
教
員
が
、
そ
れ
ぞ

れ
担
当
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

言
語
・
数
理
情
報
科
学
入
門

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

言
語
・
数
理
情
報
科
学
入
門

(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
言
語
科
学
、
数
理
科
学
そ
れ
ぞ
れ
を
５
０
点
満
点
で
採
点
し
、
そ
の
合
算
に
よ
り
成
績
を
出
す
。

　
ど
ち
ら
も
、
原
則
と
し
て
、
毎
回
の
出
席
を
必
要
条
件
と
し
て
、
両
関
係
の
各
一
人
ず
つ
の
教
員
宛
に
レ
ポ
ー
ト

を
提
出
す
る
。
詳
細
は
授
業
中
に
指
示
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
各
自
で
予
習
・
復
習
を
行
い
、
示
さ
れ
た
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

神
経
生
理
学
の
基
礎

B
asic N

europhysiology
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

講
師

 情
報
学
研
究
科

細
川
　
浩

未
更
新

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
脳
は
、
神
経
細
胞
に
よ
り
高
度
に
組
織
化
さ
れ
た
器
官
で
あ
る
。
脳
は
、
外
部
・
内
部
環
境
の
変
動
を
感
覚
器
な
ど

を
用
い
て
と
ら
え
、
そ
れ
を
適
切
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
際
、
脳
は
ど
の
よ
う
に
し
て
外
界
の
状
況
を

把
握
し
、
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
い
く
の
か
を
学
ぶ
。
鍵
と
な
る
概
念
を
学
び
、
さ
ら
に
そ
の
最
先
端
を
概
観
す
る
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
下
記
の
外
部
環
境
因
子
の
変
動
に
対
す
る
生
体
の
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
維
持
反
応
に
つ
い
て
講
義
を
行
う
。
環
境
の
変

化
を
読
み
取
る
仕
組
み
と
、
そ
の
環
境
変
化
に
対
し
て
起
こ
る
生
体
応
答
に
関
し
て
、
生
理
学
、
分
子
生
物
学
の
立

場
か
ら
解
説
す
る
。
特
に
外
部
温
度
変
化
に
対
し
て
神
経
系
が
ど
の
よ
う
に
応
答
す
る
の
か
を
解
説
す
る
。

 
１
、
　
温
度

 
２
、
　
水
分

 
３
、
　
栄
養

 
４
、
　
酸
素

 
５
、
　
光

 
６
、
　
病
原
菌

 
７
、
　
化
学
物
質

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
試
験

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

生
物
を
学
ん
で
こ
な
か
っ
た
人
や
、
文
系
の
人
も
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

神
経
生
理
学
基
礎
演
習

Practice of B
asic N

europhysiology
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

講
師

 情
報
学
研
究
科

細
川
　
浩

未
更
新

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
脳
・
神
経
系
を
理
解
す
る
上
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
学
術
情
報
の
収
集
、
デ
ー
タ
収
集
、
デ
ー
タ
解
析
は
不
可

欠
で
あ
る
。
　
こ
の
演
習
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
神
経
生
理
学
の
解
析
手
法
を
学
ぶ

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
、
解
説
、
演
習
を
行
い
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
。

○
分
子
生
物
学
的
手
法

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
学
術
情
報
の
収
集

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
て
の

D
N

A
、
タ
ン
パ
ク
質
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
の
情
報
収
集

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
デ
ー
タ
の
解
析

○
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
た
め
の
報
告
書
作
製
技
術

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

文
系
の
人
や
、
い
ま
ま
で
神
経
系
を
学
ん
で
こ
な
か
っ
た
人
も
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

神
経
機
能
論
実
験

B
E

xperim
ental Practice in N

eurobiology B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

講
師

 情
報
学
研
究
科

細
川
　
浩

助
教

 情
報
学
研
究
科

前
川
　
真
吾

未
更
新

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
3,4
授
業
形
態

 実
験
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
神
経
機
能
を
分
子
レ
ベ
ル
で
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
実
験
手
法
を
学
ぶ
。
神
経
機
構
を
分
子
レ
ベ
ル
で

理
解
す
る
た
め
の
解
析
方
法
の
学
習
を
行
う
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
は
、
温
度
、
接
触
、
浸
透
圧
、
フ
ェ
ロ
モ
ン
、
味
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
の
受
容
に
関
わ
る
。
　

イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
あ
る
い
は
そ
れ
を
修
飾
す
る
遺
伝
子
の
機
能
解
析
を
行
う
。
　
こ
の
実
習
を
通
し
て
、
遺
伝
子
組

み
換
え
、
細
胞
培
養
、
遺
伝
子
導
入
、
た
ん
ぱ
く
質
発
現
、
電
気
生
理
学
的
解
析
、
形
態
学
的
解
析
な
ど
の
手
法
を

必
要
に
応
じ
て
修
得
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

文
系
の
人
や
、
い
ま
ま
で
神
経
系
を
学
ん
で
こ
な
か
っ
た
人
も
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

生
命
科
学
基
礎
ゼ
ミ

Sem
inar on L

ife Science
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

講
師

 情
報
学
研
究
科

細
川
　
浩

助
教

 情
報
学
研
究
科

前
川
　
真
吾

未
更
新

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
生
命
科
学
は
、
医
学
や
生
物
学
を
は
じ
め
生
物
を
と
り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
の
基
礎
と
な
り
う
る
。
生
物
は

細
胞
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
細
胞
内
の

D
N

A
や
タ
ン
パ
ク
質
と
い
っ
た
小
分
子
が
協
調
的
に
機
能
す
る
こ
と
で
、

様
々
な
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
。
細
胞
の
構
成
要
素
、
遺
伝
の
基
礎
原
理
、
発
生
過
程
を
講
義
・
考
察
す
る
こ
と
に

よ
り
、
現
在
の
生
物
学
を
俯
瞰
す
る
。
さ
ら
に
受
講
者
が
討
論
す
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
最
初
の

2-3回
の
時
間
を
使
い
、
こ
の
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
と
目
的
を
話
す
。
ま
た
、
以
下
の
生
命
科
学
の
基
礎
に
つ
い

て
の
ト
ピ
ッ
ク
を
解
説
を
行
い
な
が
ら
議
論
す
る
。

 

細
胞
の
基
本
機
能

 
遺
伝
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
基
礎

 
細
胞
内
小
分
子
の
構
造
と
機
能

 
生
物
が
形
作
ら
れ
て
い
く
仕
組
み

 

そ
の
後
、
受
講
す
る
学
生
が
、
興
味
深
い
ト
ピ
ッ
ク
を
選
び
、
背
景
も
ふ
く
め
て
そ
の
内
容
を
発
表
す
る
。
そ
の
際
、

発
表
内
容
を
受
講
者
全
員
で
議
論
・
考
察
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
発
表
に
よ
る
。

 
出
席

50%
、
発
表

50%
で
す
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

生
物
を
勉
強
し
た
こ
と
の
な
い
人
も
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

認
知
機
能
論

C
ognitive function

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 こころの未来研究センター
船
橋
　
新
太
郎

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
記
憶
、
学
習
、
判
断
、
意
思
決
定
な
ど
、
人
に
と
っ
て
重
要
な
認
知
機
能
が
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
に
よ
っ
て
制
御
さ

れ
て
い
る
の
か
を
解
説
す
る
。
認
知
機
能
の
理
解
に
必
要
な
神
経
細
胞
の
興
奮
現
象
、
認
知
機
能
を
発
現
・
制
御
す

る
仕
組
み
を
研
究
す
る
方
法
、
認
知
機
能
に
関
わ
る
大
脳
皮
質
の
神
経
回
路
や
情
報
処
理
機
構
、
特
に
連
合
野
に
お

け
る
情
報
処
理
機
構
を
中
心
に
解
説
す
る
。

 [到
達
目
標

]
神
経
系
に
お
け
る
情
報
処
理
の
基
礎
で
あ
る
膜
電
位
や
活
動
電
位
の
生
じ
る
仕
組
み
、
興
奮
伝
導
、
シ
ナ
プ
ス
で
の

興
奮
伝
達
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
。
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
知
識
を
も
と
に
、
認
知
機
能
、
特
に
高
次
脳
機
能
を
解

明
す
る
た
め
の
研
究
方
法
や
、
実
際
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
大
脳
皮
質
に
お
け
る
情
報
処
理
の
仕

組
み
を
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
下
記
の
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
、
１
テ
ー
マ
あ
た
り
２
－
３
週
の
予
定
で
実
施
す
る
。

（
１
）

	認
知
機
能
の
研
究
方
法

（
２
）

	神
経
細
胞
の
機
能
的
特
徴

（
３
）

	感
覚
・
運
動
系
に
お
け
る
情
報
処
理
の
仕
組
み

（
４
）

	記
憶
、
学
習
に
お
け
る
情
報
処
理
の
仕
組
み

（
５
）

	前
頭
葉
の
機
能

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
数
回
実
施
す
る
小
レ
ポ
ー
ト
課
題
の
内
容
と
試
験
期
間
中
に
実
施
す
る
試
験
の
成
績
を
も
と
に
評
価
す
る
。
レ
ポ
ー

ト
課
題
全
体
の
成
績
を
５
０
点
満
点
、
試
験
期
間
中
に
実
施
す
る
試
験
の
成
績
を
５
０
点
満
点
と
し
、
そ
の
合
計
点

を
成
績
評
価
と
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

Purves et al. 『
N

euroscience』
（

Sinauer A
ssociates）

M
.S. G

azzaniga et al. 『
C

ognitive N
euroscience』

（
W

.W
. N

orton &
 C

o.）

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://w
w

w
.pfc.kokoro.kyoto-u.ac.jp

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
配
布
す
る
資
料
、
あ
る
い
は
、
事
前
に
紹
介
す
る
参
考
文
献
を
も
と
に
、
授
業
内
容
の
予
習
・
復
習
を
行

う
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

認
知
機
能
論
演
習

Prosem
inar on C

ognitive function
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 こころの未来研究センター
船
橋
　
新
太
郎

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
1
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
T

rends in C
ognitive Science に

掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
（
総
説
）
の
中
か
ら
興
味
の
あ
る
も
の
を
選
択
し
、
そ
れ

を
読
ん
で
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
認
知
科
学
、
神
経
科
学
の
今
話
題
に
な
っ
て
い
る
テ
ー
マ
や
研
究
内
容

を
理
解
す
る
。

 [到
達
目
標

]
認
知
科
学
、
神
経
科
学
が
対
象
と
し
て
い
る
様
々
な
テ
ー
マ
の
中
か
ら
、
興
味
を
引
い
た
テ
ー
マ
を
選
択
し
、
そ
れ

に
関
連
し
た
総
説
を
読
む
こ
と
に
よ
り
、
今
話
題
に
な
っ
て
い
る
事
柄
を
理
解
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
更
な
る
理
解

の
た
め
に
、
関
連
す
る
文
献
に
取
り
組
む
能
力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第
１
回
：

T
rends in C

ognitive Science誌
の
論
文
を
検
索
す
る
方
法
を
教
示
し
、
最
近
数
年
間
に
掲
載
さ
れ
た
論

文
の
中
か
ら
、
興
味
を
も
っ
た
論
文
を
各
自
で
数
編
探
す
。

第
２
回
：
論
文
紹
介
の
順
序
と
そ
の
日
程
を
決
定
す
る
。

第
３
回
以
降
：
決
定
し
た
順
序
に
従
っ
て
、
毎
回
２
名
の
紹
介
者
が
各
自
の
論
文
を
紹
介
す
る
。
参
加
者
と
論
文
紹

介
者
と
の
間
の
討
論
に
よ
り
、
演
習
を
進
め
る
。

 [履
修
要
件

]
「
認
知
機
能
論
」
講
義
を
受
講
す
る
の
が
好
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
、
論
文
紹
介
の
担
当
回
数
、
紹
介
し
た
論
文
数
、
授
業
内
で
の
発
言
状
況
な
ど
を
も
と
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

D
. Purves et al. 『

N
euroscience』

（
Sinauer A

ssociates）
M

.S. G
azzaniga et al. 『

C
ognitive N

euroscience』
（

W
.W

. N
orton &

 C
o.）

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://w
w

w
.pfc.kokoro.kyoto-u.ac.jp

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
事
前
に
自
分
が
選
ん
だ
論
文
を
熟
読
し
、
内
容
紹
介
の
た
め
の
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
し
準
備
し
て
お
く
。
ま
た
、
他
の

参
加
者
の
紹
介
す
る
論
文
に
対
し
て
意
見
や
コ
メ
ン
ト
を
発
言
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
事
前
に
紹
介
さ
れ
る
論

文
に
目
を
通
し
て
お
く
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

認
知
機
能
論
ゼ
ミ

A
Sem

inar for C
ognitive function A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 こころの未来研究センター
船
橋
　
新
太
郎

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
5
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
前
頭
連
合
野
の
働
き
を
中
心
に
、
そ
れ
を
構
成
す
る
神
経
細
胞
の
機
能
的
特
徴
、
神
経
回
路
網
の
構
成
や
そ
の
特
徴
、

大
脳
皮
質
の
他
の
部
位
や
皮
質
下
の
構
造
と
の
間
の
解
剖
学
的
・
機
能
的
関
係
、
損
傷
や
破
壊
に
よ
る
認
知
機
能
上

お
よ
び
行
動
上
に
見
ら
れ
る
変
化
、
そ
し
て
、
動
物
を
用
い
た
神
経
生
理
学
的
な
知
見
な
ど
に
関
す
る
知
見
を
、
最

新
の
論
文
を
紹
介
・
解
説
す
る
こ
と
に
よ
り
獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 大
学
院
生
に
よ
る
、
研
究
目
的
に
関
連
し
た
研
究
論
文
の
紹
介
・
解
説
を
中
心
に
実
施
す
る
。
自
己
の
研
究
目
的
に

関
連
す
る
研
究
の
方
法
、
知
見
を
理
解
す
る
と
同
時
に
、
自
己
の
実
験
・
研
究
を
含
め
て
、
批
判
的
な
見
方
を
養
い
、

自
己
の
研
究
を
改
善
で
き
る
能
力
を
養
う
。

 [到
達
目
標

]
神
経
細
胞
の
機
能
的
特
徴
、
神
経
回
路
網
の
構
成
や
そ
の
特
徴
、
大
脳
皮
質
の
解
剖
学
的
・
機
能
的
知
見
、
損
傷
や

破
壊
に
よ
る
認
知
機
能
上
お
よ
び
行
動
上
に
見
ら
れ
る
変
化
を
、
論
文
の
紹
介
を
通
し
て
理
解
す
る

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第
１
回
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
論
文
紹
介
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
決
定

第
２
回
以
降
：
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
従
っ
て
、
論
文
・
総
説
な
ど
の
内
容
紹
介
と
そ
れ
に
関
す
る
討
論
を
行
う
。
適

宜
、
大
学
院
生
の
実
施
し
て
い
る
研
究
の
進
捗
状
況
の
紹
介
と
そ
れ
に
関
す
る
討
論
を
行
う
。
　
ま
た
、
学
会
発
表

前
に
は
、
発
表
練
習
と
発
表
内
容
に
関
す
る
討
論
を
随
時
挿
入
し
て
い
く
。

 [履
修
要
件

]
「
脳
科
学
入
門
」
お
よ
び
「
認
知
機
能
論
」
を
受
講
し
て
い
る
の
が
好
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
、
関
連
論
文
の
紹
介
回
数
、
演
習
で
の
討
論
の
状
況
な
ど
を
も
と
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

Joaquin M
. Fuster 『

T
he Prefrontal C

ortex』
（

A
cadem

ic Press）
船
橋
新
太
郎

 『
前
頭
葉
の
謎
を
解
く
』
（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
）

M
.S. G

azzaniga, R
.B

. Ivry, &
 G

.R
. M

angun (eds.)  『
C

ognitive N
euroscience』

（
W

.W
. N

orton &
 C

o）

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://w
w

w
.pfc.kokoro.kyoto-u.ac.jp

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
ゼ
ミ
で
紹
介
さ
れ
る
論
文
が
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
事
前
に
連
絡
さ
れ
る
の
で
、
必
ず
目
を
と
お
し
、
当
日
の
討
論
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

担
当
教
員
が
主
催
す
る
研
究
会
、
講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
。

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
月
曜
日
の
正
午
か
ら
午
後
２
時
（
於
：
吉
田
南
総
合
館
南
棟
１
１
３
室
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

認
知
機
能
論
ゼ
ミ

B
Sem

inar for C
ognitive function B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 こころの未来研究センター
船
橋
　
新
太
郎

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
5
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
前
頭
連
合
野
の
働
き
を
中
心
に
、
そ
れ
を
構
成
す
る
神
経
細
胞
の
機
能
的
特
徴
、
神
経
回
路
網
の
構
成
や
そ
の
特
徴
、

大
脳
皮
質
の
他
の
部
位
や
皮
質
下
の
構
造
と
の
間
の
解
剖
学
的
・
機
能
的
関
係
、
損
傷
や
破
壊
に
よ
る
認
知
機
能
上

お
よ
び
行
動
上
に
見
ら
れ
る
変
化
、
そ
し
て
、
動
物
を
用
い
た
神
経
生
理
学
的
な
知
見
を
、
最
新
の
論
文
を
紹
介
・

解
説
す
る
こ
と
に
よ
り
獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

大
学
院
生
に
よ
る
、
研
究
目
的
に
関
連
し
た
研
究
論
文
の
紹
介
・
解
説
を
中
心
に
実
施
す
る
。
自
己
の
研
究
目
的
に

関
連
す
る
研
究
の
方
法
、
知
見
を
理
解
す
る
と
同
時
に
、
自
己
の
実
験
・
研
究
を
含
め
て
、
批
判
的
な
見
方
を
養
い
、

自
己
の
研
究
を
改
善
で
き
る
能
力
を
養
う
。

 [到
達
目
標

]
脳
を
構
成
す
る
神
経
細
胞
の
機
能
的
特
徴
、
神
経
回
路
網
の
構
成
や
そ
の
特
徴
、
大
脳
皮
質
の
解
剖
学
的
・
機
能
的

特
徴
、
損
傷
や
破
壊
に
よ
る
認
知
機
能
上
お
よ
び
行
動
上
に
見
ら
れ
る
変
化
、
動
物
を
用
い
た
神
経
生
理
学
的
な
知

見
を
、
最
新
の
論
文
の
紹
介
や
解
説
を
と
お
し
て
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第
１
回
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
論
文
紹
介
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
決
定

第
２
回
以
降
：
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
従
っ
て
、
論
文
・
総
説
な
ど
の
内
容
紹
介
と
そ
れ
に
関
す
る
討
論
を
行
う
。
適

宜
、
大
学
院
生
の
実
施
し
て
い
る
研
究
の
進
捗
状
況
の
紹
介
と
そ
れ
に
関
す
る
討
論
を
行
う
。
ま
た
、
学
会
発
表
前

に
は
、
発
表
練
習
と
発
表
内
容
に
関
す
る
討
論
を
随
時
挿
入
し
て
い
く
。

 [履
修
要
件

]
「
脳
科
学
入
門
」
お
よ
び
「
認
知
機
能
論
」
を
受
講
し
て
い
る
の
が
好
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
、
関
連
論
文
の
紹
介
回
数
、
演
習
で
の
討
論
の
状
況
な
ど
を
も
と
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

Joaquin M
. Fuster 『

T
he Prefrontal C

ortex』
（

A
cadem

ic Press）
船
橋
新
太
郎

 『
前
頭
葉
の
謎
を
解
く
』
（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
）

M
.S. G

azzaniga, R
.B

. Ivry, &
 G

.R
. M

angun (eds.)  『
C

ognitive N
euroscience』

（
W

.W
. N

orton &
 C

o. ）

認
知
機
能
論
ゼ
ミ

B
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



認
知
機
能
論
ゼ
ミ

B
(2)

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://w
w

w
.pfc.kokoro.kyoto-u.ac.jp

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
ゼ
ミ
で
紹
介
さ
れ
る
論
文
が
電
子
メ
ー
ル
を
使
っ
て
事
前
に
連
絡
さ
れ
る
の
で
、
必
ず
当
日
ま
で
に
目
を
と
お
し
、

当
日
の
討
論
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

担
当
教
員
が
主
催
す
る
研
究
会
、
講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
。

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
月
曜
日
の
正
午
か
ら
午
後
２
時
（
於
：
吉
田
南
総
合
館
南
棟
１
１
３
室
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

視
覚
認
識
論
ゼ
ミ
Ａ

Sem
inar on V

isual C
ognition A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
齋
木
　
潤

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
3
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
視
覚
に
よ
る
認
識
の
過
程
の
科
学
的
な
研
究
に
必
要
な
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
、
実
験
の
デ
ザ
イ
ン
、
デ
ー
タ
の
分
析
、

結
果
の
解
釈
な
ど
の
過
程
を
、
分
野
の
最
先
端
の
研
究
を
進
め
て
い
る
大
学
院
生
や
ポ
ス
ド
ク
の
研
究
に
関
す
る
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
学
ぶ
こ
と
を
目
指
す
。

現
在
進
行
中
の
研
究
の
進
捗
報
告
と
そ
れ
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
講
義
で
は
得
ら
れ
な
い
、
実

際
に
研
究
を
行
う
上
で
必
須
と
な
る
ス
キ
ル
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
自
身
の
研
究
の
高
度
化
を
図
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
。

 [到
達
目
標

]
研
究
を
行
う
う
え
で
必
要
と
な
る
問
題
の
設
定
の
仕
方
、
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
具
体
的
な
研
究
に
落
と
し
込

む
方
法
、
デ
ー
タ
の
批
判
的
な
評
価
の
仕
方
な
ど
を
現
実
の
研
究
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
原
則
と
し
て
、
大
学
院
生
、
卒
論
生
、
ポ
ス
ド
ク
の
研
究
進
捗
報
告
と
そ
れ
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

討
論
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
少
な
く
と
も
１
回
自
身
の
研
究
あ
る
い
は
、
興
味
の
あ
る
論
文
な
ど
に
つ
い
て
の
発

表
を
行
う
。

第
１
回
：
授
業
に
つ
い
て
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
参
加
者
の
確
認
と
、
発
表
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
。

第
２
回
以
降
：
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
っ
て
学
生
の
研
究
発
表
と
討
論
。

 [履
修
要
件

]
視
覚
認
識
論
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
（
必
須
で
は
な
い
）

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
、
ゼ
ミ
で
の
討
論
へ
の
参
加
状
況
、
発
表
状
況
を
も
と
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
特
に
な
し

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

第
１
回
の
授
業
時
に
発
表
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
る
の
で
必
ず
出
席
す
る
こ
と
。
何
ら
か
の
事
情
で
出
席
で
き
な

い
場
合
は
事
前
に
連
絡
す
る
こ
と
。
事
前
連
絡
な
く
第
１
回
の
授
業
に
出
席
し
な
い
場
合
は
履
修
を
認
め
な
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

視
覚
認
識
論
ゼ
ミ
Ｂ

Sem
inar on V

isual C
ognition B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
齋
木
　
潤

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
3
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
視
覚
に
よ
る
認
識
の
過
程
の
科
学
的
な
研
究
に
必
要
な
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
、
実
験
の
デ
ザ
イ
ン
、
デ
ー
タ
の
分
析
、

結
果
の
解
釈
な
ど
の
過
程
を
、
分
野
の
最
先
端
の
研
究
を
進
め
て
い
る
大
学
院
生
や
ポ
ス
ド
ク
の
研
究
に
関
す
る
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
学
ぶ
こ
と
を
目
指
す
。

 
現
在
進
行
中
の
研
究
の
進
捗
報
告
と
そ
れ
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
講
義
で
は
得
ら
れ
な
い
、
実

際
に
研
究
を
行
う
上
で
必
須
と
な
る
ス
キ
ル
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
自
身
の
研
究
の
高
度
化
を
図
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
。

      

 [到
達
目
標

]
研
究
を
行
う
う
え
で
必
要
と
な
る
問
題
の
設
定
の
仕
方
、
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
具
体
的
な
研
究
に
落
と
し
込

む
方
法
、
デ
ー
タ
の
批
判
的
な
評
価
の
仕
方
な
ど
を
現
実
の
研
究
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
原
則
と
し
て
、
大
学
院
生
、
卒
論
生
、
ポ
ス
ド
ク
の
研
究
進
捗
報
告
と
そ
れ
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

討
論
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
少
な
く
と
も
１
回
自
身
の
研
究
あ
る
い
は
、
興
味
の
あ
る
論
文
な
ど
に
つ
い
て
の
発

表
を
行
う
。

 

第
１
回
：
授
業
に
つ
い
て
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
参
加
者
の
確
認
と
、
発
表
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
。

 

第
２
回
以
降
：
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
っ
て
学
生
の
研
究
発
表
と
討
論
。

 [履
修
要
件

]
視
覚
認
識
論
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
（
必
須
で
は
な
い
）

   

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
、
ゼ
ミ
で
の
討
論
へ
の
参
加
状
況
、
発
表
状
況
を
も
と
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
特
に
な
し

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

第
１
回
の
授
業
時
に
発
表
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
る
の
で
必
ず
出
席
す
る
こ
と
。
何
ら
か
の
事
情
で
出
席
で
き
な

い
場
合
は
事
前
に
連
絡
す
る
こ
と
。
事
前
連
絡
な
く
第
１
回
の
授
業
に
出
席
し
な
い
場
合
は
履
修
を
認
め
な
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

視
覚
科
学
実
験
Ａ

V
ision Science L

aboratory A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
齋
木
　
潤

助
教

 人間・環境学研究科
山
本
　
洋
紀

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
4,5
授
業
形
態

 実
験
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
視
覚
科
学
研
究
に
必
須
と
な
る
行
動
実
験
の
基
本
的
な
手
法
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
視
覚
刺
激
を
作
成
し
、

モ
ニ
タ
に
正
し
く
提
示
す
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
を
実
習
を
通
し
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
実
験
の
実
施
に
必
要
な
条

件
設
定
、
呈
示
の
ラ
ン
ダ
ム
化
、
刺
激
の
カ
ウ
ン
タ
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
基
本
的
手
法
の
解
説
と
実
習
を
行
う
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
作
業
に
必
須
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
初
歩
を
学
び
、
簡
単
な
行
動
実
験
を
一
人
で
作
成
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

 [到
達
目
標

]
視
覚
科
学
研
究
に
お
い
て
不
可
欠
な
、
刺
激
作
成
と
心
理
実
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本
的
な
技
術
を
身
に
付
け
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
授
業
の
前
半
で
は
、
視
覚
刺
激
の
作
成
と
モ
ニ
タ
の
較
正
の
手
法
、
後
半
で
は
、
実
験
の
デ
ザ
イ
ン
、
カ
ウ
ン
タ
バ

ラ
ン
ス
、
デ
ー
タ
の
取
得
な
ど
の
手
法
を
実
習
す
る
。

第
１
回
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
授
業
の
概
要
の
説
明
（
齋
木
・
山
本
）

第
２
回
：
実
習
の
準
備
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

M
A

T
L

A
B
の
概
説
（
山
本
）

第
３
－
６
回
：
視
覚
刺
激
作
成
、
モ
ニ
タ
較
正
実
習
（
山
本
）

第
７
－
１
０
回
：
実
験
デ
ザ
イ
ン
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
御
実
習
（
齋
木
）

第
１
１
－
１
４
回
：
簡
単
な
行
動
実
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
、
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
（
齋
木
・
山
本
）

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
、
及
び
実
習
で
の
平
常
点

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
実
習
を
含
む
の
で
、
進
捗
な
ど
に
応
じ
て
復
習
が
必
要
と
な
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

実
習
科
目
で
あ
る
た
め
、
受
講
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
視
覚
科
学
研
究
室
へ
の
配
属
を
希
望
す
る
学
生
を
優
先
す

る
。
授
業
実
施
時
限
以
外
で
の
実
習
が
相
当
程
度
必
要
と
な
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

視
覚
科
学
実
験
Ｂ

V
ision Science L

aboratory B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
齋
木
　
潤

助
教

 人間・環境学研究科
山
本
　
洋
紀

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
4,5
授
業
形
態

 実
験
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
視
覚
科
学
研
究
に
必
須
と
な
る
行
動
実
験
の
よ
り
発
展
的
な
手
法
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
視
覚
科
学
実
験

A
で
学
ん
だ
基
本
的
な
実
験
手
法
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
卒
業
研
究
に
必
要
と
な
る
レ
ベ
ル
の
研
究
手

法
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
ま
た
、
視
覚
科
学
実
験

A
で
は
扱
っ
て
い
な
か
っ
た
デ
ー
タ
解
析
の
基
本
的
手
法

に
つ
い
て
も
実
習
を
行
う
。
卒
業
論
文
作
成
に
必
要
な
研
究
の
ス
キ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 [到
達
目
標

]
視
覚
科
学
研
究
に
お
い
て
不
可
欠
な
、
刺
激
作
成
と
心
理
実
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本
的
な
技
術
を
身
に
付
け
る
。
視

覚
科
学
実
験
Ａ
で
学
ん
だ
こ
と
を
発
展
さ
せ
、
卒
業
論
文
の
研
究
に
つ
な
が
る
レ
ベ
ル
の
ス
キ
ル
の
獲
得
を
目
指
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
授
業
の
序
盤
で
は
、
デ
ー
タ
解
析
手
法
の
基
礎
を
実
習
し
、
中
盤
か
ら
後
半
で
は
、
学
ん
だ
手
法
を
利
用
し
て
参
加

者
各
自
の
興
味
に
応
じ
た
行
動
実
験
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
実
施
す
る
。
第
６
回
以
降
は
、
全
体
で
の
実
習
で
は
な
く
個

別
の
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る
。
第
１
４
回
に
研
究
成
果
発
表
の
実
習
を
行
う
。

 

第
１
回
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
授
業
の
概
要
の
説
明
（
齋
木
・
山
本
）

 
第
２
－
５
回
：
デ
ー
タ
解
析
手
法
の
基
礎
（
齋
木
）

 
第
６
－
１
０
回
：
実
験
計
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
刺
激
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
（
齋
木
・
山
本
）

 
第
１
１
－
１
３
回
：
デ
ー
タ
収
集
、
デ
ー
タ
解
析
（
齋
木
・
山
本
）

 
第
１
４
回
：
研
究
成
果
発
表
会
（
齋
木
・
山
本
）

 [履
修
要
件

]
視
覚
科
学
実
験

A
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
平
常
点

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
時
間
以
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
な
ど
の
作
業
が
必
要
と
な
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

視
覚
科
学
実
験

A
を
履
修
し
て
い
な
い
場
合
は
、
既
修
者
に
相
当
す
る
実
験
手
法
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
キ
ル
が
あ

る
と
判
断
で
き
る
場
合
に
限
り
履
修
を
認
め
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

記
憶
神
経
科
学
ゼ
ミ

A
Sem

inar of N
euroscience on H

um
an M

em
ory A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
月
浦
　
崇

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
ヒ
ト
記
憶
に
重
要
な
脳
領
域
で
あ
る
側
頭
葉
内
側
面
（
海
馬
・
海
馬
傍
回
）
や
前
頭
前
野
な
ど
の
働
き
を
中
心
に
，

ヒ
ト
記
憶
や
そ
の
周
辺
の
心
理
過
程
（
情
動
や
社
会
的
認
知
，
加
齢
な
ど
）
に
関
連
す
る
最
新
の
脳
機
能
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
（

fM
R

I等
）
研
究
を
紹
介
・
解
説
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
ヒ
ト
記
憶
を
担
う
脳
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
こ
と

を
め
ざ
す
．

 [到
達
目
標

]
・
ヒ
ト
記
憶
機
能
を
担
う
脳
内
機
序
を
理
解
す
る

・
脳
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の
解
析
手
法
を
丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
で
，
多
様
な
解
析
方
法
の
実
際
を
理
解
す
る

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
，
相
手
に
「
伝
わ
る
」
発
表
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
，
ど
の
よ
う
な
資
料
を

作
成
す
れ
ば
良
い
の
か
を
理
解
す
る

・
英
語
論
文
を
詳
細
に
読
み
解
く
こ
と
を
通
し
，
科
学
論
文
の
読
み
方
を
習
得
す
る

 [授
業
計
画
と
内
容

]
受
講
生
に
よ
る
研
究
目
的
に
関
連
し
た
研
究
論
文
の
紹
介
・
解
説
を
中
心
に
実
施
す
る
．
研
究
方
法
や
そ
の
結
果
を

単
純
に
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
，
自
分
の
研
究
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
論
文
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
対
し
て
批
判
的
な
見
方

を
で
き
る
よ
う
な
力
を
養
う
．

参
加
者
に
は
，
毎
回
事
前
に
演
習
で
紹
介
す
る
論
文
・
総
説
を
メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
．

第
1回
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
論
文
紹
介
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
決
定

第
2回
以
降

第
1回
で
決
定
し
た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
し
た
が
っ
て
，
論
文
・
総
説
の
内
容
紹
介
と
そ
れ
に
関
す
る
討
論
を
行
う
．

 [履
修
要
件

]
「
認
知
神
経
心
理
学
Ａ
」
ま
た
は
「
認
知
神
経
心
理
学
Ｂ
」
を
受
講
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
，
必
須
で
は
な

い
．
ま
た
，
担
当
教
員
の
研
究
室
に
属
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
学
生
に
は
，
で
き
る
限
り
受
講
さ
れ
る
こ
と
を
希
望

す
る
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
，
発
表
の
内
容
，
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
状
況
に
よ
っ
て
評
価
す
る
．

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

記
憶
神
経
科
学
ゼ
ミ

A
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



記
憶
神
経
科
学
ゼ
ミ

A
(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
の
前
に
論
文
を
配
布
す
る
の
で
，
少
な
く
と
も
抄
録
だ
け
で
も
一
通
り
目
を
通
し
た
上
で
参
加
す
る
こ
と
を
希

望
す
る
．

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

記
憶
神
経
科
学
ゼ
ミ
Ｂ

Sem
inar of N

euroscience on H
um

an M
em

ory B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
月
浦
　
崇

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
ヒ
ト
記
憶
に
重
要
な
脳
領
域
で
あ
る
側
頭
葉
内
側
面
（
海
馬
・
海
馬
傍
回
）
や
前
頭
前
野
，
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
心

理
過
程
（
情
動
や
社
会
的
認
知
，
加
齢
な
ど
）
に
関
連
す
る
扁
桃
体
や
大
脳
基
底
核
な
ど
の
機
能
に
着
目
し
，
最
新

の
脳
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
（

fM
R

I等
）
研
究
や
脳
損
傷
患
者
に
対
す
る
神
経
心
理
学
的
研
究
を
紹
介
・
解
説
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
，
ヒ
ト
記
憶
を
担
う
脳
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
．

 [到
達
目
標

]
・
ヒ
ト
記
憶
機
能
を
担
う
脳
内
機
序
を
理
解
す
る

 
・
脳
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の
解
析
手
法
を
丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
で
，
多
様
な
解
析
方
法
の
実
際
を
理
解
す
る

 
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
，
相
手
に
「
伝
わ
る
」
発
表
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
，
ど
の
よ
う
な
資
料
を

作
成
す
れ
ば
良
い
の
か
を
理
解
す
る

 
・
英
語
論
文
を
詳
細
に
読
み
解
く
こ
と
を
通
し
，
科
学
論
文
の
読
み
方
を
習
得
す
る

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
受
講
生
に
よ
る
研
究
目
的
に
関
連
し
た
研
究
論
文
の
紹
介
・
解
説
を
中
心
に
実
施
す
る
．
研
究
方
法
や
そ
の
結
果
を

単
純
に
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
，
自
分
の
研
究
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
論
文
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
対
し
て
批
判
的
な
見
方

を
で
き
る
よ
う
な
力
を
養
う
．

参
加
者
に
は
，
毎
回
事
前
に
演
習
で
紹
介
す
る
論
文
・
総
説
を
メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
．

第
1回
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
論
文
紹
介
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
決
定

第
2回
以
降

第
1回
で
決
定
し
た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
し
た
が
っ
て
，
論
文
・
総
説
の
内
容
紹
介
と
そ
れ
に
関
す
る
討
論
を
行
う
．

 [履
修
要
件

]
「
認
知
神
経
心
理
学
Ａ
」
ま
た
は
「
認
知
神
経
心
理
学
Ｂ
」
を
受
講
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
，
必
須
で
は
な

い
．
ま
た
，
将
来
教
員
の
研
究
室
に
属
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
学
生
は
，
で
き
る
限
り
受
講
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
．

ま
た
，
担
当
教
員
の
研
究
室
に
属
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
学
生
に
は
，
で
き
る
限
り
受
講
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
，
発
表
の
内
容
，
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
状
況
に
よ
っ
て
評
価
す
る
．

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

記
憶
神
経
科
学
ゼ
ミ
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



記
憶
神
経
科
学
ゼ
ミ
Ｂ

(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
の
前
に
論
文
を
配
布
す
る
の
で
，
少
な
く
と
も
抄
録
だ
け
で
も
一
通
り
目
を
通
し
た
上
で
参
加
す
る
こ
と
を
希

望
す
る
．

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

細
胞
生
理
学

C
ell Physiology

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
石
原
　
昭
彦

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
細
胞
の
基
本
的
な
構
造
や
働
き
を
解
剖
学
的
・
生
理
学
的
な
観
点
か
ら
説
明
す
る
。
細
胞
が
ど
の
よ
う
に
情
報
を

受
取
り
、
ど
の
よ
う
に
伝
達
す
る
の
か
を
理
解
す
る
。
神
経
細
胞
と
筋
細
胞
を
代
謝
的
、
機
能
的
な
特
性
が
異
な
る

ユ
ニ
ッ
ト
に
分
類
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
特
徴
を
解
説
す
る
。

 [到
達
目
標

]
　
細
胞
の
基
本
的
な
構
造
や
働
き
を
解
剖
学
的
・
生
理
学
的
な
観
点
か
ら
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
１
課
題
あ
た
り
１
～
２
週
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

１
．
静
止
電
位
と
活
動
電
位

２
．
細
胞
体
と
シ
ナ
プ
ス

３
．
神
経
線
維
の
サ
イ
ズ
と
伝
導
速
度

４
．
神
経
支
配
比

５
．
神
経
・
筋
単
位
の
構
造
と
機
能

６
．
神
経
・
筋
単
位
と
発
育
・
発
達

７
．
神
経
・
筋
単
位
と
老
化

８
．
神
経
・
筋
単
位
の
可
塑
性

９
．
ま
と
め

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
出
席
率
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
次
回
の
授
業
に
は
、
前
回
の
授
業
の
内
容
が
関
係
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
回
の
授
業
の
内
容
を
復
習
し
て

理
解
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
授
業
に
関
す
る
質
問
等
は
、
第
１
週
目
の
授
業
時
に
受
け
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

細
胞
生
理
学
実
験

E
xperim

ent for C
all Physiology

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
石
原
　
昭
彦

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
3,4
授
業
形
態

 実
験
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
細
胞
の
適
応
能
力

 (可
塑
性

) に
つ
い
て
の
生
理
学
的
な
実
験
に
つ
い
て
、
人
を
被
験
者
と
し
て
、
ま
た
実
験
動
物

を
用
い
て
行
う
。
環
境
の
変
化
に
伴
う
筋
細
胞
と
神
経
細
胞
の
適
応
に
焦
点
を
絞
っ
て
実
験
を
行
う
。

 [到
達
目
標

]
　
細
胞
の
有
す
る
適
応
能
力

 (可
塑
性

) に
関
す
る
生
理
学
的
な
特
性
を
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
実
験
動
物
を
用
い
て
神
経
、
筋
、
骨
、
内
臓
な
ど
の
各
組
織
の
摘
出
、
凍
結
、
薄
切
、
染
色
を
行
う
。
そ
の
後
、

組
織
標
本
の
観
察
を
行
う
。

　
ヒ
ト
を
用
い
て
生
体
の
適
応
能
力

 (可
塑
性

) に
関
係
し
た
実
験
を
行
う
。
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
代
謝
お
よ
び
機

能
的
な
特
性
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
を
検
討
す
る
。
血
中
の
酸
素
飽
和
度
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
度
、
抗
酸
化
力
、

血
圧
、
心
拍
数
、
呼
吸
数
、
皮
膚
温
、
血
流
量
な
ど
の
変
化
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

　
研
究
室
で
作
成
し
た
実
験
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
布
し
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
実
験
を
進
め
る
。
１
課
題
あ
た
り
２
～
３

週
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

１
．
実
験
動
物
の
解
剖
・
組
織
摘
出
・
凍
結
保
存

２
．
組
織
標
本
の
作
製
・
観
察

３
．
酸
素
飽
和
度
測
定
等
の
理
解
と
実
習

４
．
血
流
測
定
等
の
理
解
と
実
習

５
．
酸
化
ス
ト
レ
ス
度
と
抗
酸
化
ス
ト
レ
ス
度
の
理
解
と
実
習

 [履
修
要
件

]
　
授
業
で
は
、
マ
ウ
ス
・
ラ
ッ
ト
を
使
用
し
た
動
物
実
験
を
行
う
。
し
た
が
っ
て
、
実
験
動
物
の
体
重
測
定
、
血
圧

測
定
、
採
血
な
ど
を
行
う
。
実
験
動
物
の
取
り
扱
い
や
動
物
か
ら
の
採
血
な
ど
が
苦
手
な
場
合
は
履
修
を
避
け
る
こ

と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
出
席
率
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
次
回
の
授
業
に
は
、
前
回
の
授
業
の
内
容
が
関
係
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
回
の
授
業
の
内
容
を
復
習
し
て

理
解
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
授
業
に
関
す
る
質
問
等
は
、
第
１
週
目
の
授
業
時
に
受
け
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

細
胞
生
理
学
ゼ
ミ
Ａ

Sem
inar A

 for C
ell Physiology

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
石
原
　
昭
彦

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
1
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
体
を
構
成
す
る
細
胞
・
組
織
・
器
官
の
基
本
的
な
構
造
や
働
き
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の

た
め
に
、
関
係
す
る
先
行
論
文
を
講
読
し
た
り
、
組
織
標
本
を
使
用
し
て
細
胞
の
具
体
的
な
仕
組
み
や
働
き
を
理
解

す
る
。
特
に
神
経
細
胞

 (脳
と
脊
髄

)、
筋
細
胞

 (骨
格
筋

)、
骨
細
胞
の
機
能
と
構
造
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ら
の
細
胞
や
組
織
が
健
康
・
体
力
の
維
持
や
増
進
、
病
気
の
発
症
や
予
防
に
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
っ

て
い
る
の
か
を
考
え
る
。

 [到
達
目
標

]
　
体
を
構
成
す
る
細
胞
・
組
織
・
器
官
の
構
造
や
働
き
を
理
解
す
る
。
そ
れ
ら
を
勉
強
す
る
こ
と
に
よ
り
、
疾
病
の

発
生
や
運
動
に
よ
る
適
応
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
下
記
の
内
容
に
つ
い
て
授
業
を
行
う
。
ス
ラ
イ
ド
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
、
組
織
標
本
な
ど
を
使
用
し
て
授
業
を
行
う
。
授
業

の
内
容
は
下
記
の
通
り
で
あ
る

 (１
課
題
あ
た
り
１
～
３
週
の
授
業
を
予
定

)。
１

. 細
胞
の
構
造
：
細
胞
の
基
本
的
な
構
造
に
つ
い
て
考
え
る
。

(１
回

)
核
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
、
細
胞
膜
な
ど
細
胞
を
構
成
す
る
要
素
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

２
. 細
胞
の
機
能
：
細
胞
の
基
本
的
な
働
き
に
つ
い
て
考
え
る
。

(２
～
３
回

)
静
止
・
活
動
電
位
、
能
動
輸
送
な
ど
細
胞
の
機
能
を
維
持
す
る
要
因
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

３
. 神
経
細
胞
：
神
経
細
胞
の
構
造
と
働
き
に
つ
い
て
考
え
る
。

(２
～
３
回

)
脊
髄
の
神
経
細
胞
を
各
タ
イ
プ

 (gam
m

a, alpha, slow
, fast) に
分
類
し
て
タ
イ
プ
ご
と
の
特
性
を
解
説
す
る
。

４
. 筋
細
胞
：
筋
細
胞
の
構
造
と
働
き
に
つ
い
て
考
え
る
。

(３
回

)
骨
格
筋
の
筋
細
胞
を
各
タ
イ
プ

 (I, IIA
, IIB

, IIC
) に
分
類
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
解
説
す
る
。

 
５

. 骨
細
胞
：
骨
細
胞
の
構
造
と
働
き
に
つ
い
て
考
え
る
。

(３
回

)
破
骨
細
胞
、
造
骨
細
胞
の
特
性
を
解
説
す
る
。

 
６

. ま
と
め
：
全
体
の
ま
と
め
を
行
う
。

(２
回

)
　 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
出
席
率
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

細
胞
生
理
学
ゼ
ミ
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



細
胞
生
理
学
ゼ
ミ
Ａ

(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
次
回
の
授
業
に
は
、
前
回
の
授
業
の
内
容
が
関
係
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
回
の
授
業
の
内
容
を
復
習
し
て

理
解
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
授
業
に
関
す
る
質
問
等
は
、
第
１
週
目
の
授
業
時
に
受
け
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

細
胞
生
理
学
ゼ
ミ
Ｂ

Sem
inar B

 for C
ell Physiology

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
石
原
　
昭
彦

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
1
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
体
を
構
成
す
る
細
胞
の
基
本
的
な
構
造
や
働
き
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
関
係

す
る
先
行
論
文
を
購
読
し
た
り
、
組
織
標
本
を
使
用
し
て
細
胞
の
具
体
的
な
仕
組
み
を
理
解
す
る
。
特
に
環
境
の
変

化
に
対
す
る
細
胞
の
可
塑
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
細
胞
の
相
互
作
用
、
特
異
性
や
適
応
能
力
を
考
え

る
。

 [到
達
目
標

]
　
神
経
・
筋
の
適
応
能
力
を
学
習
し
て
、
生
活
の
中
で
の
健
康
・
体
力
の
維
持
・
増
進
に
役
立
て
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
下
記
の
内
容
に
つ
い
て
授
業
を
行
う
。
ス
ラ
イ
ド
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
、
組
織
標
本
な
ど
を
使
用
し
て
授
業
を
行
う
。
授
業

の
内
容
は
下
記
の
通
り
で
あ
る

 (１
課
題
あ
た
り
２
～
３
週
の
授
業
を
予
定

)。
１
．
細
胞
の
適
応
能
力
：
細
胞
の
基
本
的
な
適
応
能
力
に
つ
い
て
考
え
る
。

(２
回

)
細
胞
の
形
態
、
機
能
、
代
謝
的
な
性
質
と
そ
の
適
応
能
力
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

２
．
神
経
細
胞
の
可
塑
性
：
環
境
の
変
化
に
対
す
る
神
経
細
胞
の
可
塑
性
に
つ
い
て
考
え
る
。

(１
～
２
回

)
高
気
圧
・
低
気
圧
、
低
温
・
高
温
、
低
濃
度
酸
素
・
高
濃
度
酸
素
、
加
重
力
・
無
重
力
へ
の
曝
露
に
よ
る
神
経
細
胞

の
可
塑
性
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

３
．
筋
細
胞
の
可
塑
性
：
環
境
の
変
化
に
対
す
る
筋
細
胞
の
可
塑
性
に
つ
い
て
考
え
る
。

(３
回

)
高
気
圧
・
低
気
圧
、
低
温
・
高
温
、
低
濃
度
酸
素
・
高
濃
度
酸
素
、
加
重
力
・
無
重
力
へ
の
曝
露
に
よ
る
筋
細
胞
の

可
塑
性
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

４
．
骨
細
胞
の
可
塑
性
：
環
境
の
変
化
に
対
す
る
骨
細
胞
の
可
塑
性
に
つ
い
て
考
え
る
。

(３
回

)
高
気
圧
・
低
気
圧
、
低
温
・
高
温
、
低
濃
度
酸
素
・
高
濃
度
酸
素
、
加
重
力
・
無
重
力
へ
の
曝
露
に
よ
る
骨
細
胞
の

可
塑
性
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

６
．
神
経
細
胞
、
筋
細
胞
、
骨
細
胞
の
関
係
：
神
経
細
胞
、
筋
細
胞
、
骨
細
胞
が
環
境
な
ど
の
変
化
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
相
互
関
係
を
維
持
し
て
適
応
し
て
い
く
の
か
を
考
え
る
。

(２
～
３
回

)
７
．
ま
と
め
：
全
体
の
ま
と
め
を
行
う
。

(２
回

)

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
出
席
率
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

細
胞
生
理
学
ゼ
ミ
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



細
胞
生
理
学
ゼ
ミ
Ｂ

(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
次
回
の
授
業
に
は
、
前
回
の
授
業
の
内
容
が
関
係
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
回
の
授
業
の
内
容
を
復
習
し
て

理
解
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
授
業
に
関
す
る
質
問
等
は
、
第
１
週
目
の
授
業
時
に
受
け
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

運
動
医
科
学

E
xercise and M

edical Science
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
森
谷
　
敏
夫

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
生
活
習
慣
病
（
が
ん
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脳
卒
中
な
ど
）
に
対
す
る
習
慣
的
な
運
動
の
予
防
医
学
的
役

割
を
学
び
、
実
験
を
通
じ
て
自
分
の
生
理
学
的
機
能
を
把
握
し
て
、
最
適
な
運
動
処
方
を
自
ら
構
築
す
る

 [到
達
目
標

]
生
活
習
慣
病
の
原
因
や
予
防
方
法
を
学
び
、
自
分
で
健
康
管
理
で
き
る
能
力
を
獲
得
す
る

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
、

1課
題
あ
た
り

1～
2週
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

講
義
予
定
：

１
）
ガ
イ
ダ
ン
ス

,  2)運
動
不
足
と
生
活
習
慣
病

, 3)パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
生
理
学

, 4)基
礎
運
動
生
理
学
概
論

, 5)肥
満
の
生
理
学

, 6)老
化
の
生
理
学

, 7)運
動
処
方
概
論

 

上
述
の
講
義
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
に
大
き
く
関
与
す
る
要
因
や
具
体
的
な
対
処
法
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
、

必
要
な
基
礎
知
識
や
最
新
の
知
見
を
学
ぶ
。
ま
た
、
以
下
の
よ
う
な
実
験
実
習
で
自
分
自
身
の
体
組
成
、
血
圧
、
自

律
神
経
活
動
レ
ベ
ル
、
心
臓
循
環
器
系
持
久
力
な
ど
を
実
測
し
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
基
に
し
て
、
自
身
の
健
康
管

理
を
行
う
た
め
の
「
運
動
と
栄
養
の
処
方
箋
」
を
書
け
る
能
力
を
養
う
。

実
験
実
習
項
目
：

体
脂
肪
、
体
重
、
安
静
時
血
圧
、
及
び
心
電
図
の
連
続
測
定

(心
臓
自
律
神
経
活
動
動
態
の
定
量
化

)、
最
大
酸
素
摂

取
量
の
測
定

 [履
修
要
件

]
「
健
康
科
学
」
を
履
修
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
点

 ４
０
％

 
期
末
レ
ポ
ー
ト

 ６
０
％

 [教
科
書

]
適
宜
、
資
料
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

運
動
医
科
学

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



運
動
医
科
学

(2)

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://m
orichan.jinkan.kyoto-u.ac.jp/

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
講
義
時
に
連
絡
す
る

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
特
に
定
め
な
い
が
、
講
義
時
間
外
に
直
接
話
を
し
た
い
学
生
は

森
谷
（

m
oritani.toshio.6e@

kyoto-u.ac.jp）
ま
で
希
望
日
時
を
第
３
希
望
ま
で
と
、
学
生
番
号
、
氏
名
を
明
記
し
て
メ
ー
ル
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

運
動
医
科
学

E
xercise and M

edical Science
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
森
谷
　
敏
夫

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
生
活
習
慣
病
（
が
ん
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脳
卒
中
な
ど
）
に
対
す
る
習
慣
的
な
運
動
の
予
防
医
学
的
役

割
を
学
び
、
実
験
を
通
じ
て
自
分
の
生
理
学
的
機
能
を
把
握
し
て
、
最
適
な
運
動
処
方
を
自
ら
構
築
す
る

 [到
達
目
標

]
生
活
習
慣
病
の
原
因
や
予
防
方
法
を
理
解
し
、
自
分
で
健
康
管
理
で
き
る
能
力
を
獲
得
す
る

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
課
題
あ
た
り
１
～
２
週
の
授
業
を
講
義
と
実
習
を
絡
め
て
行
う

１
)ガ
イ
ダ
ン
ス

,
2)運
動
不
足
と
生
活
習
慣
病

3)パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
生
理
学

4)基
礎
運
動
生
理
学
概
論

5)肥
満
の
生
理
学

6)老
化
の
生
理
学

7)運
動
処
方
概
論

 

実
験
実
習
項
目
：

 
体
脂
肪
、
体
重
、
安
静
時
血
圧
、
及
び
心
電
図
の
連
続
測
定

(心
臓
自
律
神
経
活
動
動
態
の
定
量
化

)、
最
大
酸
素
摂

取
量
の
測
定

 [履
修
要
件

]
「
健
康
科
学
」
を
履
修
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
点

 ４
０
％

 
期
末
レ
ポ
ー
ト

 ６
０
％

 [教
科
書

]
適
宜
、
資
料
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

運
動
医
科
学

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



運
動
医
科
学

(2)

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://m
orichan.jinkan.kyoto-u.ac.jp/

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
講
義
中
に
連
絡
す
る

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
特
に
定
め
な
い
が
、
講
義
時
間
外
に
直
接
話
を
し
た
い
学
生
は

森
谷
（

m
oritani.toshio.6e@

kyoto-u.ac.jp）
ま
で
希
望
日
時
を
第
３
希
望
ま
で
と
、
学
生
番
号
、
氏
名
を
明
記
し
て
メ
ー
ル
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

運
動
医
科
学
実
験

Experim
ent for Exercise and M

edical Science
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
森
谷
　
敏
夫

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
3,4
授
業
形
態

 実
験
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
運
動
医
科
学
分
野
の
研
究
方
法
や
実
験
手
技
を
学
習
す
る

 [到
達
目
標

]
運
動
医
科
学
の
研
究
に
必
要
な
基
礎
的
な
方
法
論
を
理
解
し
習
得
す
る

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
課
題
あ
た
り
１
～
２
週
の
授
業
を
講
義
と
実
習
を
絡
め
て
行
う

 

１
) 脈
波
測
定
（
動
脈
硬
化
の
評
価
法
）

 
２

) 臨
床
心
電
図

 
３

) 心
筋
脱
分
極
・
再
分
極
時
間
測
定

 
４

) 心
拍
変
動
パ
ワ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
解
析
（
心
臓
自
律
神
経
活
動
動
態
の
定
量
化
）

 
５

) 最
大
酸
素
摂
取
量
、
無
酸
素
性
作
業
閾
値
（

A
T）
の
測
定
５

 
６

) 筋
音
図
解
析

 
７

) 近
赤
外
分
光
法
に
よ
る
筋
酸
素
動
態
の
測
定

８
) 床
反
力
解
析
法

 
９

) 脳
波
周
波
数
ス
ペ
ク
ト
ル
解
析

 [履
修
要
件

]
神
経
・
機
能
論
ゼ
ミ
及
び
呼
吸
循
環
機
能
論
ゼ
ミ
を
履
修
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
点

 ５
０
％

 
期
末
レ
ポ
ー
ト

 ５
０
％

 [教
科
書

]
適
宜
、
資
料
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://m
orichan.jinkan.kyoto-u.ac.jp/

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
講
義
中
に
連
絡
す
る

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
特
に
定
め
な
い
が
、
講
義
時
間
外
に
直
接
話
を
し
た
い
学
生
は

森
谷
（

m
oritani.toshio.6e@

kyoto-u.ac.jp）
ま
で
希
望
日
時
を
第
３
希
望
ま
で
と
、
学
生
番
号
、
氏
名
を
明
記
し
て
メ
ー
ル
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

呼
吸
循
環
機
能
論
ゼ
ミ

Sem
inar on C

ardio-respirator Function
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
森
谷
　
敏
夫

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
呼
吸
循
環
機
能
に
関
す
る
生
体
信
号
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
解
析
法
を
習
得
し
て
、
基
礎
知
識
を
学
ぶ
。
ヒ
ト
の
生
命

維
持
に
必
要
な
心
臓
・
循
環
機
能
を
教
養
レ
ベ
ル
で
学
ぶ
。

 [到
達
目
標

]
呼
吸
循
環
機
能
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
習
得
す
る

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
課
題
あ
た
り
１
～
２
週
の
授
業
を
講
義
と
実
習
を
絡
め
て
行
う

 

１
) ガ
イ
ダ
ン
ス

 
２

) 基
礎
呼
吸
循
環
概
論

 
３

) 動
脈
硬
化
講
義

 
４

) ド
ッ
プ
ラ
ー
血
流
波
動
指
数
測
定

 
５

) 脈
波
測
定

 
６

) 臨
床
心
電
図

 
７

) 心
筋
脱
分
極
・
再
分
極
時
間
測
定

 
８

) 心
拍
変
動
パ
ワ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
解
析
（
心
臓
自
律
神
経
活
動
動
態
の
定
量
化
）

 
９

) 心
筋
酸
素
需
要
供
給
動
態
解
析

 
10)論
文
輪
読

 [履
修
要
件

]
「
健
康
科
学
」
を
履
修
し
、
基
礎
的
な
呼
吸
・
循
環
シ
ス
テ
ム
の
知
識
を
要
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
点

 ４
０
％

 
担
当
論
文
の
発
表
お
よ
び
期
末
レ
ポ
ー
ト

 ６
０
％

 [教
科
書

]
適
宜
、
資
料
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://m
orichan.jinkan.kyoto-u.ac.jp/(輪

読
す
る
論
文
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で

K
U

L
A

SISか
ら
入
手
で
き
る

)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
講
義
中
に
連
絡
す
る

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
特
に
定
め
な
い
が
、
講
義
時
間
外
に
直
接
話
を
し
た
い
学
生
は

森
谷
（

m
oritani.toshio.6e@

kyoto-u.ac.jp）
ま
で
希
望
日
時
を
第
３
希
望
ま
で
と
、
学
生
番
号
、
氏
名
を
明
記
し
て
メ
ー
ル
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

神
経
・
筋
機
能
論
ゼ
ミ

Sem
inar on N

euro-m
uscular Function

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
森
谷
　
敏
夫

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
ヒ
ト
の
神
経
・
筋
機
能
に
関
す
る
生
体
信
号
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
解
析
法
を
習
得
し
生
理
学
的
基
礎
知
識
を
学
ぶ
。

ヒ
ト
の
行
動
に
不
可
欠
な
神
経
・
筋
機
能
を
教
養
レ
ベ
ル
で
理
解
す
る
。

 [到
達
目
標

]
神
経
・
筋
機
能
の
基
礎
知
識
を
習
得
す
る

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
課
題
あ
た
り
１
～
２
週
の
授
業
を
講
義
と
実
習
を
絡
め
て
行
う

 

１
) ガ
イ
ダ
ン
ス

 
２

) 基
礎
筋
生
理
学

 
３

) 筋
電
図
ス
ペ
ク
ト
ル
解
析
（
筋
疲
労
の
定
量
化
）

 
４

) ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
パ
ワ
ー
及
び
筋
電
図
作
業
閾
値
（

E
M

G
ft）

 
５

) 誘
発
筋
電
図
（
Ｈ

-反
射
）

 
６

) 筋
音
図
解
析

 
７

) 近
赤
外
分
光
法
に
よ
る
筋
酸
素
動
態
の
把
握

 
８

) 床
反
力
解
析
法

 
９

) 論
文
輪
読

 [履
修
要
件

]
「
健
康
科
学
」
を
履
修
し
、
基
礎
的
な
神
経
・
筋
シ
ス
テ
ム
の
知
識
を
要
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
点

 　
４
０
％

 
担
当
論
文
の
発
表
お
よ
び
学
期
末
レ
ポ
ー
ト
６
０
％

 [教
科
書

]
適
宜
、
資
料
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://m
orichan.jinkan.kyoto-u.ac.jp/(輪

読
す
る
論
文
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で

K
U

L
A

SISか
ら
入
手
で
き
る

)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
講
義
中
に
連
絡
す
る

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
特
に
定
め
な
い
が
、
講
義
時
間
外
に
直
接
話
を
し
た
い
学
生
は

森
谷
（

m
oritani.toshio.6e@

kyoto-u.ac.jp）
ま
で
希
望
日
時
を
第
３
希
望
ま
で
と
、
学
生
番
号
、
氏
名
を
明
記
し
て
メ
ー
ル
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

生
活
習
慣
と
生
体
機
能
障
害

L
ifestyle and H

um
an B

ody D
ysfunction

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
林
　
達
也

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
林
が
担
当
す
る
「
健
康
科
学

I」
の
講
義
内
容
を
、
最
新
の
知
見
の
紹
介
や
文
献
の
抄
読
を
織
り
交
ぜ
、
医
学
的
考

察
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
加
え
な
が
ら
よ
り
深
く
学
習
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
「
健
康
科
学

I」
と
と
も
に

本
講
義
を
履
修
す
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
基
本
的
な
教
養
知
識
の
よ
り
明
確
な
把
握
が
可
能
で
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
高
脂
血
症
、
肥
満
症
、
骨
粗
鬆
症
な
ど
、
日
常
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
そ
の
発
病
や
進
行
に

大
き
く
影
響
す
る
「
生
活
習
慣
病
」
に
関
し
て
、
な
ぜ
生
活
習
慣
が
こ
れ
ら
の
疾
患
の
誘
引
と
な
る
の
か
、
ど
の
よ

う
な
病
態
を
示
す
の
か
、
ど
の
よ
う
に
予
防
対
策
を
た
て
る
べ
き
か
、
罹
患
し
た
場
合
は
ど
の
よ
う
に
治
療
を
行
う

の
か
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
各

1～
2回
の
授
業
で
説
明
す
る
。
た
だ
し
、
授
業
の
進
み
具
合
や
最
近
の
話
題
な
ど
に
対
応

し
て
新
規
に
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
追
加
し
た
り
、
順
序
を
入
れ
替
え
る
こ
と
が
あ
る
。

 

体
重
測
定
記
録
を
利
用
し
た
減
量
法
（
計
る
だ
け
ダ
イ
エ
ッ
ト
）

 
沖
縄
県
の
平
均
寿
命
の
変
化
（
沖
縄
ク
ラ
イ
シ
ス
）

 
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
動
脈
硬
化
症
の
危
険
因
子

 
健
康
食
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
　

Food Pyram
id 

健
康
増
進
機
器
と
し
て
の
自
転
車

 
有
酸
素
運
動
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
健
康
科
学
的
意
義

 
日
本
の
若
年
女
性
の
「
痩
せ
す
ぎ
」
傾
向
と
そ
の
弊
害

 
食
事
制
限
と
運
動
の
寿
命
延
長
効
果

 
喫
煙
に
よ
る
健
康
障
害
と
禁
煙
補
助
薬

 
健
康
づ
く
り
に
適
し
た
走
り
方
（
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
）

 
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
骨
・
関
節
・
筋
肉
の
重
要
性

 
日
本
の
「
管
理
職
」
の
健
康
状
態

 
血
縁
者
か
ら
健
康
法
を
学
ぶ

 
な
ぜ
元
気
な
若
者
が
熱
中
症
に
な
る
の
か

 

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
方
法
は
別
途
連
絡
す
る
。

 [履
修
要
件

]
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
治
療
に
興
味
の
あ
る
学
生
で
あ
る
こ
と
。

林
担
当
の
「
健
康
科
学
Ⅰ
」
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
必
須
で
は
な
い
）
。

生
活
習
慣
と
生
体
機
能
障
害

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

生
活
習
慣
と
生
体
機
能
障
害

(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（
５
０
点
）
と
レ
ポ
ー
ト
（
５
０
点
）
の
総
合
判
定
。
レ
ポ
ー
ト
は
独
自
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
も
の
に
つ
い

て
は
高
い
点
を
与
え
る
。

 [教
科
書

]
参
考
資
料
を
授
業
中
に
配
付
，
あ
る
い
は
指
示
す
る
。

 

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
資
料
を
配
付
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
基
本
的
に
予
習
は
不
要
で
あ
り
、
講
義
内
容
の
復
習
の
み
で
よ
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

質
問
は
授
業
時
間
以
外
に
は
メ
ー
ル
に
て
受
け
付
け
る
。
オ
フ
ォ
ス
ア
ワ
ー
に
面
談
す
る
際
も
事
前
に
メ
ー
ル
に
て

連
絡
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

生
活
習
慣
と
生
体
機
能
障
害

L
ifestyle and H

um
an B

ody D
ysfunction

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
林
　
達
也

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
林
が
担
当
す
る
「
健
康
科
学

I」
の
講
義
内
容
を
、
最
新
の
知
見
の
紹
介
や
文
献
の
抄
読
を
織
り
交
ぜ
、
医
学
的
考

察
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
加
え
な
が
ら
よ
り
深
く
学
習
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
「
健
康
科
学

I」
と
と
も
に

本
講
義
を
履
修
す
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
基
本
的
な
教
養
知
識
の
よ
り
明
確
な
把
握
が
可
能
で
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
高
脂
血
症
、
肥
満
症
、
骨
粗
鬆
症
な
ど
、
日
常
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
そ
の
発
病
や
進
行
に

大
き
く
影
響
す
る
「
生
活
習
慣
病
」
に
関
し
て
、
な
ぜ
生
活
習
慣
が
こ
れ
ら
の
疾
患
の
誘
引
と
な
る
の
か
、
ど
の
よ

う
な
病
態
を
示
す
の
か
、
ど
の
よ
う
に
予
防
対
策
を
た
て
る
べ
き
か
、
罹
患
し
た
場
合
は
ど
の
よ
う
に
治
療
を
行
う

の
か
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
授
業
計
画
と
内
容

以
下
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
各

1～
2回
の
授
業
で
説
明
す
る
。
た
だ
し
、
授
業
の
進
み
具
合
や
最
近
の
話
題
な
ど
に
対
応

し
て
新
規
に
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
追
加
し
た
り
、
順
序
を
入
れ
替
え
る
こ
と
が
あ
る
。

 

体
重
測
定
記
録
を
利
用
し
た
減
量
法
（
計
る
だ
け
ダ
イ
エ
ッ
ト
）

 
沖
縄
県
の
平
均
寿
命
の
変
化
（
沖
縄
ク
ラ
イ
シ
ス
）

 
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
動
脈
硬
化
症
の
危
険
因
子

 
健
康
食
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
　

Food Pyram
id 

健
康
増
進
機
器
と
し
て
の
自
転
車

 
有
酸
素
運
動
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
健
康
科
学
的
意
義

 
日
本
の
若
年
女
性
の
「
痩
せ
す
ぎ
」
傾
向
と
そ
の
弊
害

 
食
事
制
限
と
運
動
の
寿
命
延
長
効
果

 
喫
煙
に
よ
る
健
康
障
害
と
禁
煙
補
助
薬

 
健
康
づ
く
り
に
適
し
た
走
り
方
（
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
）

 
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
骨
・
関
節
・
筋
肉
の
重
要
性

 
日
本
の
「
管
理
職
」
の
健
康
状
態

 
血
縁
者
か
ら
健
康
法
を
学
ぶ

 
な
ぜ
元
気
な
若
者
が
熱
中
症
に
な
る
の
か

 

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
方
法
は
別
途
連
絡
す
る
。

 [履
修
要
件

]
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
治
療
に
興
味
の
あ
る
学
生
で
あ
る
こ
と
。

林
担
当
の
「
健
康
科
学
Ⅰ
」
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
必
須
で
は
な
い
）
。

生
活
習
慣
と
生
体
機
能
障
害

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

生
活
習
慣
と
生
体
機
能
障
害

(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（
５
０
点
）
と
レ
ポ
ー
ト
（
５
０
点
）
の
総
合
判
定
。
レ
ポ
ー
ト
は
独
自
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
も
の
に
つ
い

て
は
高
い
点
を
与
え
る
。

 [教
科
書

]
参
考
資
料
を
授
業
中
に
配
付
，
あ
る
い
は
指
示
す
る
。

  

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
資
料
を
配
付
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
基
本
的
に
予
習
は
不
要
で
あ
り
、
講
義
内
容
の
復
習
の
み
で
よ
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

質
問
は
授
業
時
間
以
外
に
は
メ
ー
ル
に
て
受
け
付
け
る
。
オ
フ
ォ
ス
ア
ワ
ー
に
面
談
す
る
際
も
事
前
に
メ
ー
ル
に
て

連
絡
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

運
動
療
法
実
験

Experim
ent on Preventive Exercise M

edicine
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
林
　
達
也

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  前
期
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 実
験
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
有
疾
患
者
や
高
齢
者
、
障
害
者
の
病
態
改
善
、
機
能
改
善
の
た
め
の
運
動
療
法
に
関
し
て
、
実
際
の
運
動
手
法
や
身

体
機
能
計
測
を
自
ら
が
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
動
す
る
こ
と
の
健
康
医
学
的
意
義
を
理
解
す
る
。

 [到
達
目
標

]
運
動
療
法
の
実
地
体
験
を
通
じ
て
、
健
康
維
持
・
増
進
を
目
的
と
し
た
運
動
に
つ
い
て
の
基
本
的
見
識
と
運
動
方
法

を
習
得
す
る
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
本
授
業
は

8月
上
～
中
旬
に

1週
間
の
集
中
授
業
と
し
て
実
施
す
る
（
詳
細
は

7月
上
～
中
旬
に
履
修
者
に

K
U

L
A

SIS
を
通
じ
て
連
絡
す
る
）
。

履
修
人
数
が
少
な
い
場
合
（
お
よ
そ

5, 6名
以
内
）
、
病
院
や
保
健
所
、
高
齢
者
施
設
な
ど
を
訪
れ
て
、
実
際
に
行

わ
れ
て
い
る
運
動
や
身
体
機
能
計
測
を
体
験
す
る
。
履
修
人
数
が
そ
れ
よ
り
多
い
場
合
、
運
動
療
法
に
関
す
る
研
究

や
診
療
に
か
か
わ
っ
て
い
る
専
門
職
を
講
師
と
し
て
招
き
、
学
内
に
て
実
習
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成

26年
度
は
学
内
実
習
を
実
施
し
た
。

テ
ー
マ
：
「
椅
子
に
す
わ
っ
た
ま
ま
行
う
有
酸
素
運
動
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
と
そ
の
健
康
科

学
的
根
拠
」
「
精
神
疾
患
を
持
つ
方
の
心
と
身
体
の
ケ
ア
　
生
活
習
慣
を
振
り
返
る
た
め
に
」
「
医
療
機
関
で
行
う

ハ
イ
リ
ス
ク
生
活
習
慣
病
患
者
の
運
動
指
導
」
「
健
康
寿
命
の
延
伸
と
転
倒
予
防
」
「
高
齢
者
の
元
気
さ
と
は
何
か

　
老
人
福
祉
施
設
か
ら
の
提
言
」
な
ど
。

 [履
修
要
件

]
あ
ら
か
じ
め
林
担
当
の
「
健
康
科
学
Ⅰ
」
「
生
活
習
慣
と
生
体
機
能
障
害
」
「
応
用
運
動
医
科
学
ゼ
ミ
」
を
履
修
し

て
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
学
習
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
（
必
須
で
は
な
い
）
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（
運
動
実
技
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
質
疑
応
答
へ
の
積
極
的
参
加
、
授
業
中
に
実
施
す
る
ミ
ニ
レ
ポ
ー
ト
）

に
よ
っ
て
単
位
認
定
を
行
う
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
資
料
を
配
付
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
資
料
を
配
付
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
応
じ
て
授
業
中
に
指
示
す
る
が
、
基
本
的
に
予
習
・
復
習
は
不
要
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

注
意
！
シ
ラ
バ
ス
作
成
の
時
点
で
は
平
成

27年
度
の
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
履
修
届
け
を
出

す
に
あ
た
っ
て
、
具
体
的
な
授
業
日
や
時
限
を
知
り
た
い
場
合
は
、
メ
ー
ル
等
に
て
担
当
教
員
（
林
）
に
直
接
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

応
用
運
動
医
科
学
ゼ
ミ

Sem
inar on A

pplied E
xercise M

edicine
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
林
　
達
也

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
日
常
的
な
運
動
習
慣
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
健
康
増
進
効
果
」
を
有
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
運
動
に
は
、
呼
吸
循

環
機
能
や
筋
力
・
筋
持
久
力
、
柔
軟
性
な
ど
体
力
的
指
標
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
肥
満
症
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、

高
脂
血
症
、
動
脈
硬
化
症
、
骨
粗
鬆
症
と
い
っ
た
「
生
活
習
慣
病
」
の
予
防
・
症
状
改
善
効
果
が
期
待
で
き
る
。

本
授
業
で
は
、
中
高
齢
者
や
有
疾
患
者
が
健
康
増
進
目
的
や
疾
患
改
善
目
的
に
運
動
を
行
う
際
に
、
ど
の
よ
う
な
リ

ス
ク
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
に
関
し
て
の
学
習
を
行
う
。

本
授
業
で
と
り
あ
げ
る
テ
ー
マ
は
、
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
現
代
社
会
に
お
い
て
、
健
康
を
損
な
わ
ず
快
活
に
運

動
す
る
た
め
の
教
養
知
識
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。

 

 [到
達
目
標

]
過
度
な
運
動
、
不
適
切
な
運
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
健
康
障
害
に
つ
い
て
焦
点
を
あ
て
る
。
以
下
の
よ
う
な
実
例
に
つ

い
て
、
不
測
の
事
態
が
な
ぜ
生
じ
た
か
、
ど
う
す
れ
ば
防
げ
る
か
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 

「
三
重
県
伊
勢
市
で
「
７
人
の
メ
タ
ボ
侍
　
内
臓
脂
肪
を
斬
（
き
）
る
！
」
と
題
し
て
市
幹
部
ら
が
減
量
に
挑
戦
す

る
企
画
に
、
市
長
ら
と
と
も
に
参
加
し
て
い
た
同
市
健
康
福
祉
部
の
男
性
課
長
（
４
７
）
が
、
運
動
中
に
倒
れ
死
亡

し
て
い
た
こ
と
が
１
７
日
、
分
か
っ
た
。
伊
勢
署
な
ど
に
よ
る
と
、
課
長
は
休
暇
中
の
１
４
日
午
前
９
時
１
０
分
ご

ろ
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
短
パ
ン
姿
で
自
宅
近
く
の
路
上
に
倒
れ
て
い
る
の
を
通
行
人
に
発
見
さ
れ
た
が
、
既
に
死
亡
し
て

い
た
。
死
因
は
虚
血
性
心
不
全
で
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
中
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
企
画
は
生
活
習

慣
病
予
防
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
市
長
が
発
案
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
疑
い
の
あ
る
幹
部
７
人
が
、
保
健
師
か
ら
食

生
活
や
運
動
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
減
量
に
挑
ん
で
い
た
。
課
長
は
腹
囲
が
１
０
０
セ
ン
チ
あ
り
、
「
１
０
セ
ン

チ
減
」
を
目
標
と
し
て
い
た
が
、
保
健
師
に
急
激
な
減
量
を
い
さ
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

(2007/08/17 Sankei 
W

eb)」
 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
各

2～
3回
の
授
業
で
取
り
上
げ
る
。
た
だ
し
、
授
業
の
進
み
具
合
や
最
近
の
話
題
な
ど
に
対

応
し
て
新
規
に
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
追
加
し
た
り
、
順
序
を
入
れ
替
え
る
こ
と
が
あ
る
。

 

授
業
テ
ー
マ
：

 
・
中
高
齢
者
・
有
疾
患
者
が
運
動
す
る
こ
と
の
功
と
罪

 
・
運
動
前
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク

 
・
目
的
に
応
じ
た
運
動
処
方

 
・
運
動
の
効
果
の
判
定

 
・
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
夏
期
の
運
動
と
熱
中
症
、
突
然
死
を
防
ぐ

A
E

D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
、

L
ocom

otive 
Syndrom

e（
運
動
器
症
候
群
）
と
そ
の
対
策
、
な
ど

 

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
方
法
は
別
途
連
絡
す
る
。

応
用
運
動
医
科
学
ゼ
ミ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



応
用
運
動
医
科
学
ゼ
ミ

(2)

 [履
修
要
件

]
あ
ら
か
じ
め
林
担
当
の
「
健
康
科
学
Ⅰ
」
及
び
「
生
活
習
慣
と
生
体
機
能
障
害
」
を
履
修
し
て
生
活
習
慣
病
に
関
す

る
基
本
的
知
識
を
学
習
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
（
必
須
で
は
な
い
）
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（
５
０
点
）
と
レ
ポ
ー
ト
（
５
０
点
）
の
総
合
判
定
。
レ
ポ
ー
ト
は
独
自
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
も
の
に
つ
い

て
は
高
い
点
を
与
え
る
。

 [教
科
書

]
参
考
資
料
を
授
業
中
に
配
付
，
あ
る
い
は
指
示
す
る
。

 

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
資
料
を
配
付
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
基
本
的
に
予
習
は
不
要
で
あ
り
、
授
業
内
容
の
復
習
の
み
で
よ
い
。

 

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

分
子
運
動
医
科
学
ゼ
ミ

Sem
inar on M

olecular E
xercise M

edicine
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
林
　
達
也

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
日
常
の
習
慣
的
運
動
が
も
た
ら
す
健
康
増
進
効
果
が
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
由
来
し
て
い
る
の
か
、
最
近
の
内

外
の
研
究
成
果
の
紹
介
を
含
め
て
分
子
医
学
的
観
点
か
ら
概
説
す
る
。
近
年
、
日
常
の
身
体
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
分

子
の
視
点
か
ら
解
析
す
る
試
み
が
急
速
に
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
。
本
ゼ
ミ
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
「
運
動
」
と
い
う
人

間
の
基
本
的
な
活
動
を
ミ
ク
ロ
の
目
で
観
察
す
る
教
養
的
知
識
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

 

 [到
達
目
標

]
生
活
習
慣
病
、
特
に
世
界
的
に
患
者
数
が
急
増
し
て
い
る

2型
糖
尿
病
に
焦
点
を
あ
て
、
運
動
は
ど
の
よ
う
な
機
序

で
こ
れ
ら
の
病
態
を
予
防
・
改
善
す
る
の
か
、
効
果
的
に
予
防
・
改
善
す
る
運
動
の
方
法
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

食
品
や
薬
剤
に
よ
っ
て
運
動
の
効
果
は
影
響
を
受
け
る
の
か
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
、
生
体
を
構
成
す
る
ミ
ク
ロ
（

分
子
）
の
視
点
か
ら
理
解
す
る
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
各

1～
2回
の
授
業
で
取
り
上
げ
る
。
た
だ
し
、
授
業
の
進
み
具
合
や
最
近
の
話
題
な
ど
に
対

応
し
て
新
規
に
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
追
加
し
た
り
、
順
序
を
入
れ
替
え
る
こ
と
が
あ
る
。

 

・
糖
尿
病
で
は
な
ぜ
血
糖
値
が
高
く
な
る
の
か
　

 
・

1型
糖
尿
病
と

2型
糖
尿
病

 
・
運
動
は
な
ぜ
血
糖
値
を
下
げ
る
の
か
（
運
動
と
イ
ン
ス
リ
ン
と
の
違
い
）
　

 
・
運
動
に
よ
る
骨
格
筋
糖
代
謝
の
変
化
：
糖
輸
送
担
体

G
L

U
T

4と
そ
の
ト
ラ
ン
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
・
運
動
時
に
活
性
化
さ
れ
る
シ
グ
ナ
ル
伝
達
分
子

A
M

Pキ
ナ
ー
ゼ
　

 
・
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
が
運
動
に
よ
っ
て
改
善
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
　

 
・
運
動
の
急
性
効
果
（
１
回
の
運
動
の
効
果
）
と
慢
性
効
果
（
積
み
重
ね
効
果
）
　

 
・
運
動
類
似
の
作
用
を
誘
導
す
る
機
能
性
食
品
や
そ
の
成
分
　

 
・
骨
格
筋
電
気
刺
激
に
よ
る
代
謝
活
性
化
　
な
ど

 

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
方
法
は
別
途
連
絡
す
る
。

 [履
修
要
件

]
基
礎
的
事
項
か
ら
説
明
す
る
の
で
、
履
修
に
先
立
っ
て
の
生
化
学
的
知
識
は
不
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
ら
か
じ
め

林
担
当
の
「
健
康
科
学
Ⅰ
」
及
び
「
生
活
習
慣
と
生
体
機
能
障
害
」
を
履
修
し
て
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
基
本
的
知

識
を
学
習
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
（
必
須
で
は
な
い
）
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（
５
０
点
）
と
レ
ポ
ー
ト
（
５
０
点
）
の
総
合
判
定
。
レ
ポ
ー
ト
は
独
自
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
も
の
に
つ
い

て
は
高
い
点
を
与
え
る
。

分
子
運
動
医
科
学
ゼ
ミ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



分
子
運
動
医
科
学
ゼ
ミ

(2)

 [教
科
書

]
参
考
資
料
を
授
業
中
に
配
付
，
あ
る
い
は
指
示
す
る
。

 

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
資
料
を
配
付
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
基
本
的
に
予
習
は
不
要
で
あ
り
、
授
業
内
容
の
復
習
の
み
で
よ
い
。

  

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

初
学
レ
ベ
ル
か
ら
説
明
し
て
い
る
の
で
、
と
く
に
生
化
学
や
分
子
生
物
学
の
予
備
知
識
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
興
味

の
あ
る
学
生
に
は
林
研
究
室
で
行
っ
て
い
る
運
動
生
化
学
関
連
の
実
験
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

運
動
制
御
ゼ
ミ

A
m

otor control A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
神
崎
　
素
樹

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
4
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
運
動
制
御
、
運
動
生
理
学
、
神
経
生
理
学
、
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
に
関
す
る
実
験
を
行
い
、
実
験
の
目
的
の
立
て
方
、

適
切
な
実
験
方
法
、
解
析
、
結
果
の
出
力
、
考
察
の
仕
方
を
学
ぶ
。

 [到
達
目
標

]
ヒ
ト
を
用
い
た
実
験
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
取
得
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
（
１
）
筋
の
形
を
知
る
：
超
音
波
診
断
装
置
を
用
い
、
ヒ
ト
の
筋
・
腱
の
構
造
（
筋
線
維
長
、
筋
線
維
角
度
、
腱
の

長
さ
）
を
可
視
化
す
る
。
こ
れ
ら
筋
・
腱
の
構
造
が
筋
力
を
発
揮
し
た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
？
を
定
量

す
る
。

（
２
）
筋
の
活
動
を
知
る
：
筋
電
図
法
を
用
い
、
力
発
揮
時
に
お
け
る
筋
へ
の
電
気
的
活
動
を
取
得
す
る
。
ま
た
、

電
気
刺
激
法
に
よ
り
、
電
気
的
活
動
と
運
動
出
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
定
量
す
る
。

（
３
）
立
位
時
の
身
体
の
動
揺
を
知
る
：
高
精
度
の
床
反
力
計
を
用
い
、
静
止
立
位
時
の
微
少
な
身
体
の
揺
れ
を
定

量
す
る
。

（
４
）
歩
行
動
作
を
知
る
：
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
を
用
い
、
歩
行
動
作
中
の
身
体
各
セ
グ
メ
ン
ト
の
変
化
を
定
量

す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
で
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
特
に
な
し
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

運
動
制
御
ゼ
ミ

B
m

otor control B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
神
崎
　
素
樹

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
4
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
運
動
制
御
、
運
動
生
理
学
、
神
経
生
理
学
、
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
に
関
す
る
実
験
を
行
い
、
実
験
の
目
的
の
立
て
方
、

適
切
な
実
験
方
法
、
解
析
、
結
果
の
出
力
、
考
察
の
仕
方
を
学
ぶ
。

運
動
制
御
ゼ
ミ

B
で
は

A
よ
り
も
運
動
課
題
を
複
雑
か
つ
測
定
項
目
が
多
く
な
る
。

 [到
達
目
標

]
ヒ
ト
を
用
い
た
実
験
テ
ク
ニ
ッ
ク
お
よ
び
解
析
方
法
を
取
得
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

  

 [授
業
計
画
と
内
容

]
（
１
）
動
的
動
作
中
の
筋
の
形
を
知
る
：
超
音
波
診
断
装
置
を
用
い
、
歩
行
時
の
腓
腹
筋
の
筋
・
腱
の
動
態
を
測
定

す
る
。
同
時
に
筋
電
図
法
に
よ
り
腓
腹
筋
と
ヒ
ラ
メ
筋
の
活
動
を
取
得
し
、
歩
行
動
作
中
の
筋
の
電
気
的
活
動
と
力

学
的
活
動
を
比
較
検
討
す
る
。

 

（
２
）
反
射
を
知
る
：
電
気
刺
激
法
と
筋
電
図
法
を
用
い
、
単
シ
ナ
プ
ス
反
射
お
よ
び
長
潜
時
反
射
を
取
得
す
る
。

こ
れ
ら
反
射
が
筋
疲
労
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
？
を
定
量
す
る
。

 

（
３
）
筋
線
維
の
電
気
的
活
動
を
知
る
：
ワ
イ
ヤ
ー
電
極
法
に
よ
り
、
電
極
を
筋
に
埋
め
込
み
、
筋
線
維
一
本
の
活

動
電
位
を
取
得
す
る
。

（
４
）
立
位
時
の
身
体
各
セ
グ
メ
ン
ト
の
動
揺
を
知
る
：
高
精
度
の
床
反
力
計
お
よ
び
高
解
像
度
レ
ー
ザ
ー
変
位
計

を
用
い
、
立
位
時
の
足
部
・
下
腿
部
・
大
腿
部
・
体
幹
の
微
少
な
動
揺
を
取
得
し
、
立
位
時
の
各
セ
グ
メ
ン
ト
の
振

る
舞
い
を
定
量
す
る
。

 

（
５
）
三
次
元
動
作
を
知
る
：
三
次
元
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
を
用
い
、
い
ろ
い
ろ
な
動
作
（
投
げ

る
・
跳
ぶ
・
打
つ
・
踊
る
な
ど
）
を
三
次
元
に
捉
え
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
で
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
特
に
な
し

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

運
動
の
生
理
学

Physiology of B
ehavior

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
神
崎
　
素
樹

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
本
講
義
で
は
、
身
体
動
作
の
生
理
学
に
つ
い
て
学
習
す
る
。

 
（

1）
筋
収
縮
の
生
理
学

 
（

2）
神
経
・
筋
の
情
報
伝
達
・
自
律
神
経
系
の
働
き

 
（

3）
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
機
構

 
（

4）
糖
代
謝
・
乳
酸
の
代
謝

 
（

5）
加
圧
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 
こ
れ
ら
講
義
か
ら
、
我
々
の
運
動
（
あ
る
い
は
動
作
）
が
ど
の
よ
う
な
制
御
則
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
？
そ
れ
は
ど

の
よ
う
な
生
理
学
的
機
序
な
の
か
？
そ
し
て
そ
の
複
雑
な
制
御
則
が
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
か
？
に
つ
い
て
学
習

す
る
。

  

 [到
達
目
標

]
自
ら
の
身
体
の
理
を
理
解
し
、
そ
の
知
識
を
も
と
に
日
常
生
活
あ
る
い
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
実
践
す
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
。

  

 [授
業
計
画
と
内
容

]
（

1）
筋
収
縮
の
生
理
学

 
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
筋
の
形
の
生
理
学
的
意
義
を
理
解
す
る
。
ミ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
筋
が
ど
の
よ
う
に
し
て
収
縮
－

弛
緩
し
て
い
る
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
制
御
機
構
が
働
い
て
い
る
か
、
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
こ
れ
に
関

し
て
は

2週
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 

（
2）
神
経
・
筋
の
情
報
伝
達

 
骨
格
筋
を
支
配
す
る
運
動
神
経
細
胞
は
、
体
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
位
か
ら
の
入
力
情
報
を
も
と
に
そ
の
出
力
を
決
定

す
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
入
力
が
ど
の
よ
う
に
変
換
さ
れ
出
力
に
反
映
さ
れ
る
か
、
複
数
の
入
力
が
ど
の
よ
う

に
総
合
さ
れ
、
そ
の
情
報
が
ど
の
よ
う
に
筋
活
動
に
結
び
つ
く
か
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は

2週
の

授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 

（
3）
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
機
構

 
骨
格
筋
の
活
動
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
連
続
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
機
構
を

理
解
す
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は

1週
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 

（
4）
糖
代
謝

 
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
は
、
筋
で
の
糖
代
謝
に
つ
い
て
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
の
競
技
力
向
上
の
た
め
に
も
糖
代
謝
を
理
解
す
る
が
必
要
で
あ
る
。
骨
格
筋
の
糖
代
謝
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
こ

れ
に
関
し
て
は

1週
の
授
業
と
す
る
。

 

（
5）
乳
酸
の
代
謝

 
乳
酸
は
疲
労
物
質
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
乳
酸
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
。
乳
酸
が
疲

労
物
質
で
な
い
こ
と
、
身
体
運
動
に
と
っ
て
乳
酸
は
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
習
す
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は

1週
の
授

業
と
す
る
。

 

（
6）
自
律
神
経
系
の
働
き

 
身
体
運
動
中
に
心
拍
数
を
測
定
し
て
み
る
と
、
運
動
強
度
に
ほ
ぼ
比
例
し
て
心
拍
数
は
上
昇
す
る
。
運
動
時
に
限
ら

運
動
の
生
理
学

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



運
動
の
生
理
学

(2)

ず
、
こ
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ス
時
に
み
ら
れ
る
呼
吸
循
環
系
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
反
応
は
自
律
神
経
を
介
し
て
も
た
ら

さ
れ
る
。
心
拍
数
の
一
拍
毎
の
変
動
か
ら
自
律
神
経
活
動
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
心
拍
数
の
変

動
か
ら
自
律
神
経
系
の
働
き
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は

1週
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 

（
7）
有
酸
素
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
加
圧
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 
脂
肪
燃
焼
を
目
的
と
し
た
各
種
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
加
圧
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
筋
力
お
よ
び
筋
量
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
効
率
的
に
脂
肪
を
燃
焼

さ
せ
る
こ
と
も
で
き
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
も
効
果
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
生
理
学
的
メ
カ
ニ
ズ
ム

お
よ
び
そ
の
効
用
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は

6週
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
と
テ
ス
ト
（
最
終
週
に
実
施
す
る
）
に
よ
り
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
前
日
ま
で
に
ク
ラ
シ
ス
に
授
業
の
資
料
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も
の
を
授
業
に
持
っ
て

く
る
こ
と
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
特
に
な
し

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

運
動
の
生
理
学

Physiology of B
ehavior

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
神
崎
　
素
樹

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
本
講
義
で
は
、
身
体
動
作
の
生
理
学
に
つ
い
て
学
習
す
る
。

 
（

1）
筋
収
縮
の
生
理
学

 
（

2）
神
経
・
筋
の
情
報
伝
達
・
自
律
神
経
系
の
働
き

 
（

3）
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
機
構

 
（

4）
糖
代
謝
・
乳
酸
の
代
謝

 
（

5）
加
圧
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 
こ
れ
ら
講
義
か
ら
、
我
々
の
運
動
（
あ
る
い
は
動
作
）
が
ど
の
よ
う
な
制
御
則
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
？
そ
れ
は
ど

の
よ
う
な
生
理
学
的
機
序
な
の
か
？
そ
し
て
そ
の
複
雑
な
制
御
則
が
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
か
？
に
つ
い
て
学
習

す
る
。

  
  [到
達
目
標

]
自
ら
の
身
体
の
理
を
理
解
し
、
そ
の
知
識
を
も
と
に
日
常
生
活
あ
る
い
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
実
践
す
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
。

  

 [授
業
計
画
と
内
容

]
（

1）
筋
収
縮
の
生
理
学

 
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
筋
の
形
の
生
理
学
的
意
義
を
理
解
す
る
。
ミ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
筋
が
ど
の
よ
う
に
し
て
収
縮
－

弛
緩
し
て
い
る
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
制
御
機
構
が
働
い
て
い
る
か
、
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
こ
れ
に
関

し
て
は

2週
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 

（
2）
神
経
・
筋
の
情
報
伝
達

 
骨
格
筋
を
支
配
す
る
運
動
神
経
細
胞
は
、
体
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
位
か
ら
の
入
力
情
報
を
も
と
に
そ
の
出
力
を
決
定

す
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
入
力
が
ど
の
よ
う
に
変
換
さ
れ
出
力
に
反
映
さ
れ
る
か
、
複
数
の
入
力
が
ど
の
よ
う

に
総
合
さ
れ
、
そ
の
情
報
が
ど
の
よ
う
に
筋
活
動
に
結
び
つ
く
か
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は

2週
の

授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 

（
3）
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
機
構

 
骨
格
筋
の
活
動
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
連
続
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
機
構
を

理
解
す
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は

1週
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 

（
4）
糖
代
謝

 
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
は
、
筋
で
の
糖
代
謝
に
つ
い
て
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
の
競
技
力
向
上
の
た
め
に
も
糖
代
謝
を
理
解
す
る
が
必
要
で
あ
る
。
骨
格
筋
の
糖
代
謝
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
こ

れ
に
関
し
て
は

1週
の
授
業
と
す
る
。

 

（
5）
乳
酸
の
代
謝

 
乳
酸
は
疲
労
物
質
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
乳
酸
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
。
乳
酸
が
疲

労
物
質
で
な
い
こ
と
、
身
体
運
動
に
と
っ
て
乳
酸
は
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
習
す
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は

1週
の
授

業
と
す
る
。

 

（
6）
自
律
神
経
系
の
働
き

 

運
動
の
生
理
学

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



運
動
の
生
理
学

(2)

身
体
運
動
中
に
心
拍
数
を
測
定
し
て
み
る
と
、
運
動
強
度
に
ほ
ぼ
比
例
し
て
心
拍
数
は
上
昇
す
る
。
運
動
時
に
限
ら

ず
、
こ
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ス
時
に
み
ら
れ
る
呼
吸
循
環
系
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
反
応
は
自
律
神
経
を
介
し
て
も
た
ら

さ
れ
る
。
心
拍
数
の
一
拍
毎
の
変
動
か
ら
自
律
神
経
活
動
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
心
拍
数
の
変

動
か
ら
自
律
神
経
系
の
働
き
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は

1週
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 

（
7）
有
酸
素
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
加
圧
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 
脂
肪
燃
焼
を
目
的
と
し
た
各
種
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
加
圧
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
筋
力
お
よ
び
筋
量
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
効
率
的
に
脂
肪
を
燃
焼

さ
せ
る
こ
と
も
で
き
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
も
効
果
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
生
理
学
的
メ
カ
ニ
ズ
ム

お
よ
び
そ
の
効
用
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は

6週
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
と
テ
ス
ト
（
最
終
週
に
実
施
す
る
）
に
よ
り
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
前
日
ま
で
に
ク
ラ
シ
ス
に
授
業
の
資
料
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も
の
を
授
業
に
持
っ
て

く
る
こ
と
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
特
に
な
し
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

運
動
の
し
く
み

M
echanism

 of M
ovem

ent
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
久
代
　
恵
介

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

  
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
身
体
運
動
の
指
令
は
、
大
脳
皮
質
に
存
在
す
る
運
動
野
で
構
成
さ
れ
て
出
力
さ
れ
た
後
、
脳
幹
、
脊
髄
へ
と
伝
わ
り
、

最
終
的
に
は
骨
格
筋
を
収
縮
さ
せ
る
。
行
っ
た
運
動
は
、
感
覚
器
よ
り
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
中
枢
に
よ
り
評
価

・
修
正
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
意
図
し
た
運
動
が
精
度
良
く
行
わ
れ
、
目
的
と
す
る
行
動
を
達
成
さ
せ
て
い
る
。

本
講
義
で
は
こ
の
一
連
の
機
構
に
つ
い
て
、
神
経
生
理
学
、
認
知
心
理
学
的
と
い
っ
た
学
問
の
視
点
よ
り
解
説
す
る
。

    [到
達
目
標

]
本
講
義
を
通
し
て
、
合
理
的
な
運
動
を
発
現
す
る
た
め
の
基
礎
知
識
習
得
を
目
指
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
）
脳
神
経
系
の
概
略

 
２
）
脊
髄
か
ら
運
動
指
令
が
出
力
さ
れ
る
し
く
み

 
３
）
脳
に
お
い
て
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
生
成
さ
れ
る
し
く
み

 
４
）
小
脳
に
よ
る
運
動
学
習
機
能

 
５
）
運
動
の
知
覚
と
眼
球
運
動

 
６
）
空
間
知
覚
に
関
与
す
る
中
枢
神
経
系
機
構

 
７
）
運
動
学
習
に
関
す
る
諸
理
論

 [履
修
要
件

]
履
修
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
履
修
制
限
を
行
う
。

 

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
試
験
の
成
績
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
前
回
ま
で
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
お
く
こ
と
。

  

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

運
動
の
し
く
み

M
echanism

 of M
ovem

ent
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
久
代
　
恵
介

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

  
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
身
体
運
動
の
指
令
は
、
大
脳
皮
質
に
存
在
す
る
運
動
野
で
構
成
さ
れ
て
出
力
さ
れ
た
後
、
脳
幹
、
脊
髄
へ
と
伝
わ
り
、

最
終
的
に
は
骨
格
筋
を
収
縮
さ
せ
る
。
行
っ
た
運
動
は
、
感
覚
器
よ
り
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
中
枢
に
よ
り
評
価

・
修
正
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
意
図
し
た
運
動
が
精
度
良
く
行
わ
れ
、
目
的
と
す
る
行
動
を
達
成
さ
せ
て
い
る
。

本
講
義
で
は
こ
の
一
連
の
機
構
に
つ
い
て
、
神
経
生
理
学
、
認
知
心
理
学
的
と
い
っ
た
学
問
の
視
点
よ
り
解
説
す
る
。

 [到
達
目
標

]
本
講
義
を
通
し
て
、
合
理
的
な
運
動
を
発
現
す
る
た
め
の
基
礎
知
識
習
得
を
目
指
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
）
脳
神
経
系
の
概
略

 
２
）
脊
髄
か
ら
運
動
指
令
が
出
力
さ
れ
る
し
く
み

 
３
）
脳
に
お
い
て
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
生
成
さ
れ
る
し
く
み

 
４
）
小
脳
に
よ
る
運
動
学
習
機
能

 
５
）
運
動
の
知
覚
と
眼
球
運
動

 
６
）
空
間
知
覚
に
関
与
す
る
中
枢
神
経
系
機
構

 
７
）
運
動
学
習
に
関
す
る
諸
理
論

 [履
修
要
件

]
履
修
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
履
修
制
限
を
行
う
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
試
験
の
成
績
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
前
回
ま
で
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

行
動
制
御
実
験
演
習

Experim
ental Sem

inar for B
ehavioral C

ontrol
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
久
代
　
恵
介

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

  
授
業
形
態

 実
験
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
ヒ
ト
は
身
体
を
巧
み
に
制
御
し
て
運
動
を
行
う
。
本
実
験
演
習
で
は
、
ヒ
ト
の
動
き
を
計
測
す
る
手
法
や
理
論
を
学

び
、
ヒ
ト
の
動
き
が
生
み
出
さ
れ
る
仕
組
み
を
学
習
す
る
。

 [到
達
目
標

]
実
験
演
習
を
通
し
て
、
ヒ
ト
の
動
き
の
計
測
方
法
や
分
析
方
法
を
体
得
し
、
行
動
制
御
学
研
究
の
進
め
方
を
学
ぶ
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
本
実
験
演
習
で
行
う
内
容
は
以
下
で
あ
る
。

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー

・
デ
ー
タ
解
析
と
統
計
処
理

・
行
動
制
御
実
験
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
作
成

・
映
像
解
析
法

・
生
体
へ
の
電
気
刺
激
法

（
課
題
の
進
捗
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
も
あ
る
）

 [履
修
要
件

]
必
須
で
は
な
い
が
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
と
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
前
回
ま
で
の
内
容
を
確
実
に
習
得
し
て
お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

行
動
制
御
学
ゼ
ミ
Ａ

Sem
inar of B

ehavioral C
ontrol A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
久
代
　
恵
介

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

  
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
身
体
運
動
は
大
脳
皮
質
の
運
動
野
で
構
成
さ
れ
た
後
、
脊
髄
へ
と
伝
わ
り
骨
格
筋
を
収
縮
さ
せ
る
。
行
っ
た
運
動
は

感
覚
器
よ
り
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
中
枢
で
評
価
・
修
正
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
意
図
し
た
運
動
が
実
現
さ
れ
る
。

本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
運
動
の
発
現
と
制
御
に
関
す
る
教
科
書
を
読
み
進
め
な
が
ら
、
運
動
科
学
分
野
の
諸
原
理
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
通
し
て
、
運
動
の
発
現
と
制
御
に
関
す
る
基
礎
知
識
の
習
得
を
目
指
す
。

 
関
連
し
た
英
語
文
献
を
読
み
進
め
る
た
め
の
方
法
と
ス
キ
ル
を
培
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
M

otor L
earning &

 Perform
ance, 5th edition, (Schm

idt, R
.A

.), H
um

an K
inetics, 2010 を

読
み
進
め
る
。

１
）
運
動
学
に
お
け
る
方
法
論

 
２
）
運
動
指
令
の
情
報
処
理

 
３
）
注
意
と
運
動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

 
４
）
抹
消
に
よ
る
運
動
の
制
御

５
）
中
枢
に
よ
る
運
動
の
制
御

 
６
）
運
動
学
習

上
記
の
章
を
受
講
生
全
員
で
分
担
し
、
毎
回
担
当
者
が
発
表
す
る
。
担
当
教
員
が
こ
れ
に
解
説
を
加
え
る
形
式
で
授

業
を
進
め
る
。

 [履
修
要
件

]
履
修
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
履
修
制
限
を
行
う
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
と
発
表
内
容
に
よ
り
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
発
表
者
は
十
分
に
準
備
を
行
う
こ
と
。

前
回
ま
で
の
内
容
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

第
一
回
目
の
授
業
に
は
必
ず
出
席
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
難
し
い
場
合
は
事
前
に
担
当
者
と
連
絡
を
取
る
こ
と
（

kushiro.keisuke.5n@
kyoto-u.ac.jp）

。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

行
動
制
御
学
ゼ
ミ
Ｂ

Sem
inar of B

ehavioral C
ontrol B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
久
代
　
恵
介

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

  
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
身
体
運
動
は
大
脳
皮
質
の
運
動
野
で
構
成
さ
れ
た
後
、
脊
髄
へ
と
伝
わ
り
骨
格
筋
を
収
縮
さ
せ
る
。
行
っ
た
運
動
は

感
覚
器
よ
り
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
中
枢
で
評
価
・
修
正
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
意
図
し
た
運
動
が
実
現
さ
れ
る
。

本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
運
動
の
発
現
と
制
御
に
関
す
る
教
科
書
を
読
み
進
め
な
が
ら
、
運
動
科
学
分
野
の
諸
原
理
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
通
し
て
、
運
動
の
発
現
と
制
御
に
関
す
る
基
礎
知
識
の
習
得
を
目
指
す
。

 
関
連
し
た
英
語
文
献
を
読
み
進
め
る
た
め
の
方
法
と
ス
キ
ル
を
培
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
H

um
an M

otor C
ontrol, 2nd edition, (R

osenbaum
, D

. A
.), A

cadem
ic Press, 2009 を

読
み
進
め
る
。

１
）
運
動
学
に
お
け
る
方
法
論

 
２
）
運
動
指
令
の
情
報
処
理

 
３
）
注
意
と
運
動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

 
４
）
抹
消
に
よ
る
運
動
の
制
御

５
）
中
枢
に
よ
る
運
動
の
制
御

 
６
）
運
動
学
習

上
記
の
章
を
受
講
生
全
員
で
分
担
し
、
毎
回
担
当
者
が
発
表
す
る
。
担
当
教
員
が
こ
れ
に
解
説
を
加
え
る
形
式
で
授

業
を
進
め
る
。

 [履
修
要
件

]
履
修
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
履
修
制
限
を
行
う
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
と
発
表
内
容
に
よ
り
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
発
表
者
は
十
分
に
準
備
を
行
う
こ
と
。

前
回
ま
で
の
内
容
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

第
一
回
目
の
授
業
に
は
必
ず
出
席
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
難
し
い
場
合
は
事
前
に
担
当
者
と
連
絡
を
取
る
こ
と
（

kushiro.keisuke.5n@
kyoto-u.ac.jp）

。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

数
理
現
象
論
Ａ

A
pplied A

nalysis A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
森
本
　
芳
則

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
5
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
自
然
現
象
を
記
述
す
る
偏
微
分
方
程
式
の
数
学
的
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
学
ぶ
。
偏
微
分
方
程
式
の
解
の
存
在
と
一

意
性
、
弱
解
、
解
の
平
滑
効
果
、
解
の
安
定
性
な
ど
の
概
念
を
偏
微
分
方
程
式
の
具
体
例
に
用
い
て
解
説
す
る
。
今

年
度
は
気
体
運
動
論
の
基
礎
方
程
式
で
あ
る
ボ
ル
ツ
マ
ン
方
程
式
を
題
材
に
講
義
を
行
う
。

 [到
達
目
標

]
物
理
法
則
に
基
づ
い
て
導
出
さ
れ
る
、
偏
微
分
方
程
式
が
も
つ
自
然
な
保
存
則
と
対
称
性
に
つ
い
て
学
ぶ
。
ま
た
、

偏
微
分
方
程
式
に
対
す
る
数
学
理
論
は
検
証
に
耐
え
る
と
が
で
き
る
厳
密
さ
が
要
請
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
た
め
の
技

術
的
な
課
題
に
つ
い
て
も
習
得
を
目
指
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
1.フ
ー
リ
エ
解
析
　

2. ソ
ボ
レ
フ
空
間
　

3．
ボ
ル
ツ
マ
ン
方
程
式
と
そ
の
導
出
　

4. 衝
突
積
分
作
用
素
の
評
価
　

5. 
ボ
ビ
ー
レ
フ
公
式
　

6. 空
間
一
様
な
ボ
ル
ツ
マ
ン
方
程
式

  7.解
の
一
意
性
と
平
滑
効
果
（
空
間
一
様
な
場
合
）
、

8．
平
衡
解
の
ま
わ
り
で
の
摂
動
解
の
大
域
存
在
（
空
間
非
一
様
な
場
合
）
、
以
上
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
１
課
題
あ
た

り
1－

2週
の
授
業
を
行
う
。

 [履
修
要
件

]
微
分
積
分
学
Ａ
・
Ｂ
、

線
形
代
数
学
Ａ
・
Ｂ
を
履
修
済
で
あ
る
こ
と
。

微
分
積
分
学
続
論
Ｉ
－
ベ
ク
ト
ル
解
析
を
履
修
済
で
あ
る
，
ま
た
は
，
同
時
，
履
修
す
る
こ
と
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
、
課
題
演
習
に
よ
り
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

内
容
は
高
度
で
あ
る
が
、
必
要
な
基
礎
知
識
は
大
学
理
系

1回
生
終
了
時
程
度
で
良
い
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
講
義
中
に
述
べ
る
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
も
含
め
て
、
復
習
が
授
業
外
学
習
の
主
体
で
あ
る
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
、

次
回
の
講
義
に
必
要
な
予
備
知
識
に
つ
い
て
予
習
を
促
す
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

数
理
現
象
論
Ｂ

A
pplied A

nalysis B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
清
水
　
扇
丈

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
準
線
形
放
物
型
発
展
方
程
式
の
強
力
な
解
法
で
あ
る
最
大

L
p正
則
性
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
最
大

L
p正
則
性
の
学
修

に
必
要
と
な
る
関
数
解
析
、
半
群
理
論
、
フ
ー
リ
エ
解
析
、
調
和
解
析
の
基
本
概
念
を
学
ぶ
。
こ
れ
ら
の
概
念
は
準

線
形
放
物
型
発
展
方
程
式
の
解
法
に
留
ま
ら
ず
、
解
析
諸
分
野
の
根
底
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
関
数
解
析
、
半
群
理
論
、
最
大

L
p正
則
性
に
つ
い
て
の
基
礎
概
念
を
理
解
し
、
さ
ら
に
応
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
、
各
項
目
あ
た
り
２
～
３
週
の
講
義
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
受
講
者
の
理
解
の
状
況
を
適
切

に
見
極
め
、
必
要
な
場
合
に
は
説
明
や
課
題
を
追
加
す
る
な
ど
に
よ
り
、
受
講
者
が
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
す
る
よ
う

に
配
慮
す
る
。

１
．
関
数
解
析
の
基
礎

　
　
バ
ナ
ッ
ハ
空
間
、
ヒ
ル
ベ
ル
ト
空
間
、
線
形
作
用
素
、
有
界
性
、
連
続
性
、
閉
作
用
素
、
ル
ベ
ー
グ
空
間
、
ソ

ボ
レ
フ
空
間

２
．

	半
群
理
論

　
　
半
群
、
連
続
半
群
、
解
析
的
半
群
、
発
展
方
程
式
の
初
期
値
問
題
へ
の
応
用

３
．
最
大

L
p正
則
性

　
　
最
大

L
p正
則
性
、
準
線
形
放
物
型
発
展
方
程
式
へ
の
応
用

４
．

R
-有
界
性

　
　
作
用
素
の

R
-有
界
族
、
無
条
件
収
束

５
．
フ
ー
リ
エ
変
換

　
　
フ
ー
リ
エ
変
換
、
フ
ー
リ
エ
・
マ
ル
チ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
定
理

６
．
作
用
素
値
フ
ー
リ
エ
・
マ
ル
チ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
定
理

　
　
マ
ル
チ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
型
作
用
素
が

L
p有
界
で
あ
る
た
め
の
十
分
条
件
と
必
要
条
件

 [履
修
要
件

]
微
分
積
分
学

A
B
、
線
形
代
数
学

A
B
、
函
数
論
の
知
識
を
前
提
と
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
試
験
の
成
績
（

80％
）
平
常
点
評
価
（

20％
）

平
常
点
評
価
に
は
、
出
席
状
況
、
２
～
３
回
の
小
レ
ポ
ー
ト
の
評
価
を
含
む
。数
理
現
象
論
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



数
理
現
象
論
Ｂ

(2)

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

黒
田
成
俊

 『
関
数
解
析
（
共
立
数
学
講
座

15）
』
（
共
立
出
版
）

ISB
N

:978-4-320-01106-6
伊
藤
清
三
・
黒
田
成
俊
・
藤
田
宏

 『
関
数
解
析
（
岩
波
基
礎
数
学
選
書
）
』
（
岩
波
出
版
）

ISB
N

:4-00-007810-0
R

. D
enk, M

. H
ieber and J.Pruss 『

R
-boundedness, Fourier m

ultipliers and problem
s of elliptic and parabolic 

type』
（

M
em

oirs of A
M

S, 166）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
復
習
は
肝
要
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

数
理
科
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

Sem
inar in M

athem
atics and Inform

atics
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
宇
敷
　
重
廣

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
数
学
か
ら
情
報
学
に
い
た
る
数
理
科
学
の
様
々
な
分
野
か
ら
適
当
な
題
材
を
選
び
，
輪
講
（
セ
ミ
ナ
ー
）
形
式
で
学

ぶ
．
テ
キ
ス
ト
，
専
門
書
を
自
学
，
自
習
す
る
能
力
が
身
に
つ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
．
し
た
が
っ
て
，
読
解

力
，
思
考
力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
に
重
点
を
お
く
の
で
，
履
修
に
よ
り
知
識
量
を
増
や
す
こ
と
は

2次
的
な
目
的
で
あ

る
．

 [到
達
目
標

]
講
読
す
る
テ
キ
ス
ト
を
徹
底
的
に
理
解
し
、
セ
ミ
ナ
ー
で
発
表
、
討
論
す
る
こ
と
に
よ
り
、
論
文
を
読
み
込
む
能
力

を
身
に
つ
け
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
受
講
者
の
中
か
ら
毎
回
２
～
３
名
程
度
の
発
表
者
を
そ
の
場
で
決
め
て
，
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
発
表
を
行
う
．
受
講
者

全
員
に
課
題
を
提
示
し
て
演
習
を
行
う
こ
と
も
あ
る
．

受
講
者
は
割
り
当
て
ら
れ
た
題
材
に
つ
い
て
事
前
に
テ
キ
ス
ト
・
資
料
を
読
み
，
内
容
を
理
解
し
た
上
で
整
理
し
て

お
く
．
セ
ミ
ナ
ー
で
は
担
当
教
員
や
他
の
受
講
者
か
ら
随
時
質
問
な
ど
が
発
せ
ら
れ
る
の
で
，
発
表
者
は
そ
れ
に
適

切
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
，
発
表
内
容
に
つ
い
て
十
分
な
準
備
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
ま
た
，
発
表
時

に
は
，
予
定
し
て
い
る
発
表
内
容
に
つ
い
て
最
初
に
全
体
の
流
れ
を
示
し
，
そ
の
あ
と
で
各
論
に
入
る
な
ど
，
発
表

を
体
系
的
で
理
解
し
や
す
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

当
然
，
通
常
の
講
義
や
演
習
と
違
っ
て
，
受
講
者
自
身
が
予
習
や
発
表
を
通
じ
て
題
材
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
要
求
さ
れ
る
．

題
材
の
選
択
に
当
た
っ
て
は
担
当
教
員
が
い
く
つ
か
の
選
択
肢
を
示
し
，
受
講
者
の
希
望
を
最
大
限
に
尊
重
し
た
上

で
調
整
を
行
う
．
基
本
的
に
１
年
次
に
学
ん
だ
微
分
積
分
学
，
線
形
代
数
学
，
情
報
科
学
な
ど
の
知
識
の
み
を
前
提

と
す
る
た
め
，
内
容
的
に
は
あ
ま
り
高
度
な
題
材
は
扱
わ
な
い
．

 [履
修
要
件

]
題
材
や
テ
キ
ス
ト
等
を
決
め
る
た
め
，
第
１
回
か
ら
必
ず
出
席
す
る
こ
と
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
セ
ミ
ナ
ー
で
の
発
表
能
力
に
基
づ
く
が
，
演
習
課
題
へ
の
積
極
的
な
姿
勢
も
考
慮
す
る
．

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

数
理
科
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



数
理
科
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
セ
ミ
ナ
ー
で
扱
う
内
容
は
あ
ら
か
じ
め
熟
読
し
て
お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
特
に
定
め
な
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

数
理
科
学
特
論
Ｉ

T
opics in M

athem
atical Science I

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

 
未
定 未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  後
期
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
４
月
以
降
に
掲
示
す
る
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
４
月
以
降
に
掲
示
す
る
。

 [履
修
要
件

]
４
月
以
降
に
掲
示
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
４
月
以
降
に
掲
示
す
る
。

 [教
科
書

]
４
月
以
降
に
掲
示
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

４
月
以
降
に
掲
示
す
る
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

実
解
析
Ａ

R
eal A

nalysis A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
上
木
　
直
昌

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
測
度
論
に
よ
っ
て
一
般
の
集
合
上
で
積
分
論
を
構
築
し
、
和
、
積
分
の
計
算
な
ど
を
統
一
的
に
行
う
。
ま
た

L
ebesgue 積

分
論
を
構
築
し
極
限
操
作
を
簡
明
に
す
る
。

 [到
達
目
標

]
L

ebesgue 積
分
論
の
原
理
を
理
解
し
て
使
え
る
よ
う
に
す
る

.

 [授
業
計
画
と
内
容

]
I.測
度
空
間
の
構
成
（
可
算
加
法
族
、
可
測
集
合
、

H
opf の
拡
張
定
理
）

II.可
測
関
数
と
積
分
の
定
義
（

R
iem

ann 積
分
と

 L
ebesgue 積

分
の
関
係
）

III.収
束
定
理
（
単
調
収
束
定
理
、

Fatou の
補
題
、

L
ebesgue の

収
束
定
理
）

IV
.直
積
測
度
（

Funibi の
定
理
）

V
.L

p空
間
（
完
備
性
、

H
ölder の
不
等
式
、

M
inkow

ski の
不
等
式
）

V
I.R

adon-N
ikodym

 の
定
理
（
符
号
付
き
測
度
、

H
ahn 分
解
、

L
ebesgue 分

解
、

Stieltjes 測
度
、
有
界
変
動
関
数
）

 [履
修
要
件

]
「
数
学
基
礎

A
B
」
、
「
微
分
積
分
学

A
B
」
、
「
線
形
代
数
学

A
B
」
な
ど
で
扱
う
微
分
積
分
学
、
線
形
代
数
学
の
知

識
を
仮
定
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
率
と
試
験
に
よ
る

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

伊
藤
清
三

 『
ル
ベ
ー
グ
積
分
入
門
』
（
裳
華
房
）

ISB
N

:978-4785313043 

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
出
題
す
る
演
習
問
題
を
解
く

.

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

微
分
方
程
式
論
、
確
率
論
及
び
そ
の
関
連
分
野
を
扱
う
際
に
必
須
の
理
論
を
扱
う
。
「
集
合
と
位
相
」
、
「
確
率
論

基
礎
」
、
「
数
理
現
象
論

A
B
」
、
「
実
解
析

B
」
も
履
修
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

実
解
析
Ｂ

R
eal A

nalysis B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
上
木
　
直
昌

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
実
対
称
行
列
を
無
限
次
元
空
間
で
一
般
化
し
た
も
の
に
自
己
共
役
作
用
素
が
あ
る
。
こ
の
授
業
で
は
実
解
析

A
で
扱

っ
た
理
論
を
応
用
し
て
実
対
称
行
列
の
対
角
化
を
自
己
共
役
作
用
素
に
拡
張
し
、
そ
の
量
子
力
学
へ
の
応
用
を
述
べ

る
。
こ
れ
は
作
用
素
論
、
ス
ペ
ク
ト
ル
理
論
の
基
本
的
題
材
で
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
量
子
力
学
の
理
論
的
基
礎
に
つ
い
て
理
解
す
る

.

 [授
業
計
画
と
内
容

]
I. Feynm

an 経
路
積
分
量
子
化
（

Schrödinger 方
程
式

, 停
留
位
相
原
理
、
準
古
典
極
限
）

II. 自
己
共
役
作
用
素
（
対
称
作
用
素
、
自
己
共
役
拡
大
、
摂
動
論
）

III. 作
用
素
半
群
（
ユ
ニ
タ
リ
作
用
素
、

C
ayley 変
換
）

IV
. ス
ペ
ク
ト
ル
分
解
（
作
用
素
値
測
度
）

V
. Feynm

an-K
ac の
公
式
　
（

B
row

n 運
動
の
構
成

,　
T

rottr 積
公
式
、
熱
方
程
式
）

V
I. ス
ペ
ク
ト
ル
の
分
類

 （
連
続
ス
ペ
ク
ト
ル
と
点
ス
ペ
ク
ト
ル
、
非
束
縛
状
態
と
束
縛
状
態
）

 [履
修
要
件

]
「
数
学
基
礎

A
B
」
、
「
微
分
積
分
学

A
B
」
、
「
線
形
代
数
学

A
B
」
な
ど
で
扱
う
微
分
積
分
学
、
線
形
代
数
学
の
知

識
と
「
実
解
析

A
」
で
扱
う
測
度
論
の
知
識
を
仮
定
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
率
と
試
験
に
よ
る

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

B
.Sim

on 『
Functional integration and quantum

 physics』
（

A
cadem

ic Press）
ISB

N
:978-0126442502 

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
出
題
す
る
演
習
問
題
を
解
く

.

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

作
用
素
は
解
析
学
を
始
め
と
し
て
数
理
物
理
学
、
確
率
論
な
ど
様
々
な
分
野
で
扱
わ
れ
る
。
こ
の
授
業
で
は
そ
の
基

本
的
扱
い
方
を
述
べ
る
。
「
集
合
と
位
相
」
、
「
確
率
論
基
礎
」
、
「
数
理
現
象
論

A
B
」
、
「
函
数
論
」
も
履
修

す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

計
算
機
科
学
の
基
礎
Ｂ

Foundation of C
om

puter Science B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
櫻
川
　
貴
司

未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
<2年
に

1回
の
開
講

>
計
算
モ
デ
ル
な
ど
の
計
算
機
科
学
の
理
論
的
な
基
礎
に
つ
い
て
学
ぶ
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
計
算
モ
デ
ル
の
基
礎
理
論
に
つ
い
て
講
義
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
、

1課
題
あ
た
り

１
～
２
週
の
授
業
を
行
う
。

1. 抽
象
的
書
き
換
え
系

2. 合
流
性
、

C
R
性
等
の
性
質

3. 項
と
ユ
ニ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

4. 項
書
き
換
え
系

5. 項
書
き
換
え
系
の
具
体
例

6. K
B
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

7. 停
止
性

8. 他
の
計
算
モ
デ
ル

9. ま
と
め

 [履
修
要
件

]
情
報
数
学
基
礎
論

A
,B
な
ど
の
情
報
数
学
の
基
礎
科
目
、
情
報
学
概
論
な
ど
の
計
算
機
関
係
の
基
礎
科
目
と
情
報
学

概
論
演
習
Ⅰ
、
Ⅱ
な
ど
の
演
習
科
目
を
履
修
済
み
か
、
同
時
に
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
1回
～

3回
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://w
w

w
.stdio.h.kyoto-u.ac.jp/~sakura/cs-kiso/

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

計
算
と
位
相

T
opology and C

om
putation

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
立
木
　
秀
樹

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
３
方
向
か
ら
見
て
立
方
体
と
同
じ
よ
う
に
正
方
形
に
見
え
る
立
体
を
イ
マ
ジ
ナ
リ
ー
キ
ュ
ー
ブ
と
い
う
。

こ
の
講
義
で
は
、
イ
マ
ジ
ナ
リ
ー
キ
ュ
ー
ブ
、
お
よ
び
、
イ
マ
ジ
ナ
リ
ー
キ
ュ
ー
ブ
を
も
と
に
作
ら
れ
た
パ
ズ
ル
や

オ
ブ
ジ
ェ
を
入
り
口
に
し
て
、
立
体
の
幾
何
学
、
フ
ラ
ク
タ
ル
お
よ
び
そ
の
基
礎
と
な
る
位
相
概
念
、
群
論
を
用
い

た
数
え
上
げ
な
ど
の
数
学
的
な
概
念
を
学
ぶ
。

立
体
図
形
そ
の
も
の
の
理
解
に
加
え
て
、
立
体
と
い
う
具
体
的
な
も
の
を
通
し
て
抽
象
的
な
群
な
ど
の
数
学
的
な
道

具
に
触
れ
る
。

 [到
達
目
標

]
立
体
図
形
の
性
質
を
理
解
し
、
立
体
に
対
す
る
考
察
能
力
が
高
ま
る
。

対
称
性
を
図
る
道
具
で
あ
る
群
論
、

無
限
の
繰
り
返
し
の
極
限
で
あ
る
フ
ラ
ク
タ
ル
や
、
そ
の
基
礎
と
な
る
位
相
概
念
な
ど
の

数
学
的
道
具
を
理
解
し
、
使
え
る
よ
う
に
な
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
、
２
－
３
時
間
ほ
ど
の
時
間
を
使
い
な
が
ら
解
説
を
行
う

１
，

 イ
マ
ジ
ナ
リ
ー
キ
ュ
ー
ブ
と
立
体
の
幾
何

２
．
立
体
の
対
称
性
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
的
構
造

３
．
群
論
と
、
群
論
を
用
い
た
立
体
の
数
え
上
げ

４
．
距
離
空
間
と
位
相
空
間

５
、
フ
ラ
ク
タ
ル
と
不
動
点
定
理

６
，

4次
元
の
幾
何
と
、

Z
om

e ツ
ー
ル
を
用
い
た
立
体
工
作
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
お
よ
び
出
席
に
よ
り
評
価
す
る
。

計
算
と
位
相

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



計
算
と
位
相

(2)

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
日
頃
か
ら
、
身
の
回
り
に
あ
る
立
体
の
対
称
性
な
ど
に
興
味
を
も
っ
て
ほ
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

情
報
処
理
の
方
法
と
演
習
Ｂ

E
xercises in Inform

ation Processing B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
櫻
川
　
貴
司

未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
1
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
<2年
に
一
回
の
開
講

>
計
算
機
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
構
成
と
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
運
用
方
法
を
実
際
に
運
用
を
行
う
こ

と
に
よ
り
学
ぶ
。
ま
た
、
計
算
機
の
理
論
的
演
習
も
必
要
に
応
じ
て
行
う
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
計
算
機
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
成
り
立
ち
を
、
実
際
に
計
算
機
を
分
解
組
み
立
て
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
成
し
て
接
続
し
、
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
運
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
。
具
体
的
に

は
以
下
の
項
目
に
付
い
て
理
解
す
る
。

1. コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
あ
ら
ま
し

2. 作
業
の
方
法
と
安
全
の
た
め
の
注
意

3. 分
解
・
組
み
立
て
の
実
際

4. O
Sの
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
定

5. サ
ー
バ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
種
類
と
例

6. サ
ー
バ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
設
定
・
運
用
の
基
本

7. セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
保
持

 [履
修
要
件

]
情
報
学
概
論

A
B
な
ど
の
計
算
機
関
係
の
基
礎
科
目
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
計
算
機
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
の
実
技
と
発
表
に
よ
る
。
ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
の
成
績
を
加
味
す
る
場
合
が
あ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://w
w

w
.stdio.h.kyoto-u.ac.jp/~sakura/houhouto-enshuu/

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

数
理
科
学
論
講
究

R
eserch in M

athem
atical Science

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
宇
敷
　
重
廣

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 8
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  通
年
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
法
を
講
読
や
演
習
に
よ
っ
て
学
ぶ
．

 [到
達
目
標

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
を
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
．

  

 [授
業
計
画
と
内
容

]
履
修
学
生
と
相
談
の
上
決
定
す
る
．
参
考
ま
で
に
各
指
導
教
員
の
専
門
分
野
を
示
し
て
お
く
：

宇
敷
・
・
・
複
素
力
学
系
，
実
力
学
系

森
本
・
・
・
偏
微
分
方
程
式
論

上
木
・
・
・
確
率
解
析

清
水
・
・
・
偏
微
分
方
程
式
論

木
坂
・
・
・
力
学
系
理
論
（
特
に
複
素
力
学
系
）

櫻
川
・
・
・
計
算
機
科
学

立
木
・
・
・
実
数
な
ど
の
連
続
性
と
計
算
，
計
算
可
能
性
解
析
学
，
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
理
論
，

Java 言
語

日
置
・
・
・
情
報
科
学

 [履
修
要
件

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
の
基
礎
と
な
る
べ
き
科
目
を
十
分
な
数
だ
け
履
修
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
．
そ
の
上

で
担
当
教
員
と

面
接
し
，
教
員
が
履
修
可
能
と
判
断
す
れ
ば
履
修
が
認
め
ら
れ
る
．
卒
業
研
究
を
伴
わ
な
い
履
修
は
受
け
付
け
ら
れ

な
い
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
お
よ
び
，
講
読
内
容
の
理
解
と
発
展
の
到
達
度
な
ど
に
よ
る
．

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
指
示
す
る

. 

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

数
理
科
学
論
講
究

R
eserch in M

athem
atical Science

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
上
木
　
直
昌

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 8
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  通
年
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
法
を
講
読
や
演
習
に
よ
っ
て
学
ぶ
．

 [到
達
目
標

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
を
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
履
修
学
生
と
相
談
の
上
決
定
す
る
．
参
考
ま
で
に
各
指
導
教
員
の
専
門
分
野
を
示
し
て
お
く
：

宇
敷
・
・
・
複
素
力
学
系
，
実
力
学
系

森
本
・
・
・
偏
微
分
方
程
式
論

上
木
・
・
・
確
率
解
析

清
水
・
・
・
偏
微
分
方
程
式
論

木
坂
・
・
・
力
学
系
理
論
（
特
に
複
素
力
学
系
）

櫻
川
・
・
・
計
算
機
科
学

立
木
・
・
・
実
数
な
ど
の
連
続
性
と
計
算
，
計
算
可
能
性
解
析
学
，
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
理
論
，

Java 言
語

日
置
・
・
・
情
報
科
学

 [履
修
要
件

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
の
基
礎
と
な
る
べ
き
科
目
を
十
分
な
数
だ
け
履
修
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
．
そ
の
上

で
担
当
教
員
と

面
接
し
，
教
員
が
履
修
可
能
と
判
断
す
れ
ば
履
修
が
認
め
ら
れ
る
．
卒
業
研
究
を
伴
わ
な
い
履
修
は
受
け
付
け
ら
れ

な
い
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
お
よ
び
，
講
読
内
容
の
理
解
と
発
展
の
到
達
度
な
ど
に
よ
る
．

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
指
示
す
る

.

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

数
理
科
学
論
講
究

R
eserch in M

athem
atical Science

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
木
坂
　
正
史

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 8
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  通
年
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
法
を
講
読
や
演
習
に
よ
っ
て
学
ぶ
．

 [到
達
目
標

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
を
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
履
修
学
生
と
相
談
の
上
決
定
す
る
．
参
考
ま
で
に
各
指
導
教
員
の
専
門
分
野
を
示
し
て
お
く
：

宇
敷
・
・
・
複
素
力
学
系
，
実
力
学
系

森
本
・
・
・
偏
微
分
方
程
式
論

上
木
・
・
・
確
率
解
析

清
水
・
・
・
偏
微
分
方
程
式
論

木
坂
・
・
・
力
学
系
理
論
（
特
に
複
素
力
学
系
）

櫻
川
・
・
・
計
算
機
科
学

立
木
・
・
・
実
数
な
ど
の
連
続
性
と
計
算
，
計
算
可
能
性
解
析
学
，
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
理
論
，

Java 言
語

日
置
・
・
・
情
報
科
学

 [履
修
要
件

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
の
基
礎
と
な
る
べ
き
科
目
を
十
分
な
数
だ
け
履
修
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
．
そ
の
上

で
担
当
教
員
と

面
接
し
，
教
員
が
履
修
可
能
と
判
断
す
れ
ば
履
修
が
認
め
ら
れ
る
．
卒
業
研
究
を
伴
わ
な
い
履
修
は
受
け
付
け
ら
れ

な
い
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
お
よ
び
，
講
読
内
容
の
理
解
と
発
展
の
到
達
度
な
ど
に
よ
る
．

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
指
示
す
る

. 

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

数
理
科
学
論
講
究

R
eserch in M

athem
atical Science

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
櫻
川
　
貴
司

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 8
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  通
年
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
法
を
講
読
や
演
習
に
よ
っ
て
学
ぶ
．

 [到
達
目
標

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
を
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
履
修
学
生
と
相
談
の
上
決
定
す
る
．
参
考
ま
で
に
各
指
導
教
員
の
専
門
分
野
を
示
し
て
お
く
：

宇
敷
・
・
・
複
素
力
学
系
，
実
力
学
系

森
本
・
・
・
偏
微
分
方
程
式
論

上
木
・
・
・
確
率
解
析

清
水
・
・
・
偏
微
分
方
程
式
論

木
坂
・
・
・
力
学
系
理
論
（
特
に
複
素
力
学
系
）

櫻
川
・
・
・
計
算
機
科
学

立
木
・
・
・
実
数
な
ど
の
連
続
性
と
計
算
，
計
算
可
能
性
解
析
学
，
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
理
論
，

Java 言
語

日
置
・
・
・
情
報
科
学

 [履
修
要
件

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
の
基
礎
と
な
る
べ
き
科
目
を
十
分
な
数
だ
け
履
修
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
．
そ
の
上

で
担
当
教
員
と

面
接
し
，
教
員
が
履
修
可
能
と
判
断
す
れ
ば
履
修
が
認
め
ら
れ
る
．
卒
業
研
究
を
伴
わ
な
い
履
修
は
受
け
付
け
ら
れ

な
い
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
お
よ
び
，
講
読
内
容
の
理
解
と
発
展
の
到
達
度
な
ど
に
よ
る
．

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
指
示
す
る

. 

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

数
理
科
学
論
講
究

R
eserch in M

athem
atical Science

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
立
木
　
秀
樹

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 8
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  通
年
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
法
を
講
読
や
演
習
に
よ
っ
て
学
ぶ
．

 [到
達
目
標

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
を
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
履
修
学
生
と
相
談
の
上
決
定
す
る
．
参
考
ま
で
に
各
指
導
教
員
の
専
門
分
野
を
示
し
て
お
く
：

宇
敷
・
・
・
複
素
力
学
系
，
実
力
学
系

森
本
・
・
・
偏
微
分
方
程
式
論

上
木
・
・
・
確
率
解
析

清
水
・
・
・
偏
微
分
方
程
式
論

木
坂
・
・
・
力
学
系
理
論
（
特
に
複
素
力
学
系
）

櫻
川
・
・
・
計
算
機
科
学

立
木
・
・
・
実
数
な
ど
の
連
続
性
と
計
算
，
計
算
可
能
性
解
析
学
，
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
理
論
，

Java 言
語

日
置
・
・
・
情
報
科
学

 [履
修
要
件

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
の
基
礎
と
な
る
べ
き
科
目
を
十
分
な
数
だ
け
履
修
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
．
そ
の
上

で
担
当
教
員
と

面
接
し
，
教
員
が
履
修
可
能
と
判
断
す
れ
ば
履
修
が
認
め
ら
れ
る
．
卒
業
研
究
を
伴
わ
な
い
履
修
は
受
け
付
け
ら
れ

な
い
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
お
よ
び
，
講
読
内
容
の
理
解
と
発
展
の
到
達
度
な
ど
に
よ
る
．

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
指
示
す
る

.

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

数
理
科
学
論
講
究

R
eserch in M

athem
atical Science

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
日
置
　
尋
久

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 8
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  通
年
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
法
を
講
読
や
演
習
に
よ
っ
て
学
ぶ
．

 [到
達
目
標

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
を
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
履
修
学
生
と
相
談
の
上
決
定
す
る
．
参
考
ま
で
に
各
指
導
教
員
の
専
門
分
野
を
示
し
て
お
く
：

宇
敷
・
・
・
複
素
力
学
系
，
実
力
学
系

森
本
・
・
・
偏
微
分
方
程
式
論

上
木
・
・
・
確
率
解
析

清
水
・
・
・
偏
微
分
方
程
式
論

木
坂
・
・
・
力
学
系
理
論
（
特
に
複
素
力
学
系
）

櫻
川
・
・
・
計
算
機
科
学

立
木
・
・
・
実
数
な
ど
の
連
続
性
と
計
算
，
計
算
可
能
性
解
析
学
，
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
理
論
，

Java 言
語

日
置
・
・
・
情
報
科
学

 [履
修
要
件

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
の
基
礎
と
な
る
べ
き
科
目
を
十
分
な
数
だ
け
履
修
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
．
そ
の
上

で
担
当
教
員
と

面
接
し
，
教
員
が
履
修
可
能
と
判
断
す
れ
ば
履
修
が
認
め
ら
れ
る
．
卒
業
研
究
を
伴
わ
な
い
履
修
は
受
け
付
け
ら
れ

な
い
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
お
よ
び
，
講
読
内
容
の
理
解
と
発
展
の
到
達
度
な
ど
に
よ
る
．

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
指
示
す
る

.

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

数
理
科
学
論
講
究

R
eserch in M

athem
atical Science

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
清
水
　
扇
丈

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 8
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  通
年
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技
法
を
講
読
や
演
習
に
よ
っ
て
学
ぶ
．

 [到
達
目
標

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
を
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
履
修
学
生
と
相
談
の
上
決
定
す
る
．
参
考
ま
で
に
各
指
導
教
員
の
専
門
分
野
を
示
し
て
お
く
：

宇
敷
・
・
・
複
素
力
学
系
，
実
力
学
系

森
本
・
・
・
偏
微
分
方
程
式
論

高
崎
・
・
・
代
数
解
析
，
数
理
物
理

上
木
・
・
・
確
率
解
析

清
水
・
・
・
偏
微
分
方
程
式
論

木
坂
・
・
・
力
学
系
理
論
（
特
に
複
素
力
学
系
）

櫻
川
・
・
・
計
算
機
科
学

立
木
・
・
・
実
数
な
ど
の
連
続
性
と
計
算
，
計
算
可
能
性
解
析
学
，
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
理
論
，

Java 言
語

日
置
・
・
・
情
報
科
学

 [履
修
要
件

]
数
理
情
報
論
関
係
の
卒
業
研
究
の
基
礎
と
な
る
べ
き
科
目
を
十
分
な
数
だ
け
履
修
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
．
そ
の
上

で
担
当
教
員
と

面
接
し
，
教
員
が
履
修
可
能
と
判
断
す
れ
ば
履
修
が
認
め
ら
れ
る
．
卒
業
研
究
を
伴
わ
な
い
履
修
は
受
け
付
け
ら
れ

な
い
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
お
よ
び
，
講
読
内
容
の
理
解
と
発
展
の
到
達
度
な
ど
に
よ
る
．

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
指
示
す
る

.

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
（

L
isp）

Program
m

ing Practice (L
isp)

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
櫻
川
　
貴
司

未
更
新

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 4
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
4,5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

L
ISPに
よ
っ
て
記
号
処
理
の
基
礎
的
な
演
習
を
行
う
。

L
ISPは
、
関
数
的
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

が
可
能
で
、
人
工
知
能
な
ど
の
研
究
に
も
使
わ
れ
て
い
る
言
語
で
あ
る
。
再
帰
的
デ
ー
タ
構
造
と
そ
の
探
索
、
オ
ブ

ジ
ェ
ク
ト
指
向
に
つ
い
て
も
具
体
例
に
よ
っ
て
理
解
す
る
。
ま
た
，
希
望
す
る
学
生
は
、
演
習
の
題
材
と
し
て
記
号

論
理
を
用
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
記
号
処
理
を
行
い
、
記
号
論
理
の
復
習
と
そ
こ
で
の
具
体
的
な
処
理
方
法
を
学
べ
る
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
、

1課
題
あ
た
り

1～
2週
の
授
業
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

0. オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

1. 式
の
評
価

2. 変
数

, 関
数

, 関
数
定
義
と
再
帰
呼
び
出
し

3. S式
の
正
確
な
定
義

,二
分
木
と
リ
ス
ト

,再
帰
的
デ
ー
タ
構
造

4. 記
号
論
理
の
簡
単
な
説
明

5. リ
ス
ト
に
よ
る
デ
ー
タ
の
表
現

6. リ
ス
ト
処
理

, 数
式
と
論
理
式
の
処
理

7. オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
指
向

8. 木
の
探
索
と

M
in-M

ax法
コ
ー
ス
の
最
初
に

U
N

IX
(L

inux)の
使
用
方
法
、
メ
イ
ル
の
送
受
信
、

W
W

W
ブ
ラ
ウ
ザ
の
使
用
方
法
を
学
び
、
受

講
の
準
備
を
行
う
。

L
ISPに
は
多
数
の
方
言
が
存
在
す
る
が
、
本
演
習
で
は
、
仕
様
が
す
っ
き
り
と
ま
と
ま
っ
て
い

る
Schem

eを
使
用
す
る
。

 [履
修
要
件

]
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

ID
を
取
得
し
、
ロ
グ
イ
ン
で
き
る
こ
と
。
受
講
者
は
計
算
機
の
基
本
的
な
使
い
方
や
リ
テ
ラ

シ
ー
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
記
号
論
理
学
に
つ
い
て
の
演
習
を
主
に
行
う
こ
と
を
希
望
す
る
履
修

者
は
、
「
数
理
論
理
学

A
」
な
ど
を
同
時
期
ま
で
に
履
修
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
毎
回
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。
出
席
率
も
加
味
す
る
場
合
が
あ
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
（

Lisp）
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
（

Lisp）
(2)

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://w
w

w
.stdio.h.kyoto-u.ac.jp/~sakura/schem

e/(授
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
（

H
askell）

Program
m

ing Practice (H
askell)

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名
龍
谷
大
学
　
准
教
授
新
井
　
潤

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 4
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

  
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
H

askellを
使
用
し
て
関
数
型
言
語
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
手
法
を
学
ぶ
。

H
askellは
、
純
粋
関
数
型
言
語
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
一
般
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
で
は
副
作
用
と
呼
ば
れ
る
仕
組
み
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
同
じ
入
力

(引
き
数

)に
対
し
て
は
常
に
同
じ
出
力

(関
数
値

)が
得
ら
れ
る
。
そ
れ
は
数
学
で
い
う
と
こ
ろ

の
関
数
と
同
じ
で
あ
る
。

 

一
方
、
計
算
機
は
手
続
き
的
な
動
作
を
得
意
と
す
る
。
そ
の
た
め
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
で
は
手
続
き
的
な

記
述
を
す
る
が
、

H
askellで
は
、
よ
り
宣
言
的
な
記
述
が
可
能
で
あ
り
、
人
間
の
思
考
に
近
い
形
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
可

能
で
あ
る
。
但
し
、

H
askellは
手
続
き
的
な
記
述
を
す
る
能
力
も
持
っ
て
い
る
た
め
、
よ
り
広
範
な
応
用
が
可
能
で

あ
る
。

 

他
に
も
強
力
な
型
付
け
が
可
能
で
あ
っ
た
り
、
並
列
処
理
な
ど
容
易
に
記
述
で
き
る
な
ど
様
々
な
特
徴
を
持
っ
て
い

る
。

 
    [到
達
目
標

]
関
数
型
言
語
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
通
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
を
身
に
つ
け
る
。
ま
た
、
そ

の
裏
側
に
あ
る
処
理
方
法
な
ど
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
そ
の
も
の
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

1,2週
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
．

 

1. プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
パ
ラ
ダ
イ
ム

 
2. プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書
く

 
3. 関
数
を
定
義
す
る

 
4. 自
分
自
身
を
使
っ
た
定
義

 (再
帰
的
定
義

) 
5. パ
タ
ー
ン
マ
ッ
チ
や
ガ
ー
ド
に
よ
る
定
義

 
6. 遅
延
評
価

 
7. 高
階
関
数

 
8. 純
粋
な
関
数
と
は

(宣
言
的
な
記
述

) 
9. 型
付
け

 
10. 代
数
的
デ
ー
タ
型
及
び
リ
ス
ト
処
理

 
11. 入
出
力
の
制
御

(モ
ナ
ド
に
つ
い
て

) 
12. 並
列
・
並
行
処
理

 [履
修
要
件

]
本
学
の
教
育
用
計
算
機
シ
ス
テ
ム
の
利
用
ア
カ
ウ
ン
ト
が
あ
り
，
利
用
の
マ
ナ
ー
を
遵
守
で
き
る
こ
と
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
基
本
的
な
使
い
方
を
習
得
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
経
験
は
と
く
に
必
要
と
し

な
い
。

 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
（

Haskell）
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
（

H
askell）

(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
全
部
で

10程
度
の
課
題
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
出
し
て
も
ら
い
、
そ
の
成
果
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。
基
礎
的
な
課
題

に
つ
い
て

7割
程
度
の
達
成
度
で
あ
れ
ば
単
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://w
w

w
.stdio.h.kyoto-u.ac.jp/~jun/haskell/(授

業
開
始
時
ま
で
に
開
設
す
る
予
定

)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
基
本
的
に
は
、
授
業
で
の
学
習
を
元
に
、
各
ト
ピ
ッ
ク
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
際
に
動
か
し
て

み
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
可
能
で
あ
れ
ば
事
前
に
、
授
業
で
学
習
す
る
各
ト
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て
、
書
籍
等
に
基
づ
い
て
概
念
、
用
語
な
ど
を
調
べ
た
り
，
実
際
に
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
動
か
し
て
み

る
こ
と
で
、
演
習
に
ス
ム
ー
ズ
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

関
連
す
る
科
目

: 数
理
論
理
学

A
,B
（
全
学
共
通
科
目
）
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習

(L
isp) （
学
部
科
目
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

情
報
数
学

I 
M

athem
atics for Inform

atics I
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

非
常
勤
講
師

 
山
田
　
修
司

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
情
報
科
学
と
し
て
必
要
な
数
学
の
一
分
野
で
あ
る
，
グ
ラ
フ
理
論
に
つ
い
て
講
義
を
行
う
。

グ
ラ
フ
は
，
物
と
物
と
の
関
係
，
繋
が
り
な
ど
を
表
す
図
形
で
あ
り
，
例
え
ば
路
線
図
や
人
間
関
係
図
な
ど
，
実
社

会
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

授
業
の
目
的
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

グ
ラ
フ
の
数
学
的
定
義
や
定
理
を
理
解
で
き
る
。

グ
ラ
フ
の
実
践
的
な
応
用
と
そ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
習
得
す
る
。

 [到
達
目
標

]
グ
ラ
フ
の
基
本
的
な
概
念
と
定
理
，
ま
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
理
解
す
る
。

#160

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ

2-4週
で
講
義
す
る
予
定
で
あ
る
．

1. グ
ラ
フ
の
定
義
お
よ
び
用
語
，
部
分
グ
ラ
フ
，
付
加
・
削
除
・
縮
約
，
頂
点
の
次
数
，

同
型
な
グ
ラ
フ
，
単
純
グ
ラ
フ
の
一
覧

 表
，
完
全
グ
ラ
フ
お
よ
び
補
グ
ラ
フ

2. 道
，
回
路
・
サ
イ
ク
ル
，
二
部
グ
ラ
フ
，
オ
イ
ラ
ー
回
路
，
ハ
ミ
ル
ト
ン
サ
イ
ク
ル
，

切
断
辺
・
切
断
点
・
ブ
ロ
ッ

 ク
，
木
，
根
つ
き
木
，
全
域
木
，
全
域
木
の
数
え
上
げ

3. 平
面
グ
ラ
フ
・
平
面
的
グ
ラ
フ
，

 双
対
グ
ラ
フ
，

 オ
イ
ラ
ー
の
公
式
，

正
多
面
体
グ
ラ
フ
，

 非
平
面
的
グ
ラ
フ

4. 頂
点
彩
色
，
彩
色
多
項
式
，
辺
彩
色

 [履
修
要
件

]
文
系
・
理
系
は
問
わ
な
い
．
特
別
な
予
備
知
識
は
仮
定
し
な
い
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
上
で
示
し
た
ト
ピ
ッ
ク
に
関
連
す
る
レ
ポ
ー
ト
課
題
お
よ
び
最
後
の
授
業
で
行
う
簡
単
な
試
験
に
よ
っ
て
理
解
度
を

評
価
す
る
．

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

必
ず
し
も
入
手
し
な
く
て
よ
い

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
の
で
予
習
復
習
を
す
る
こ
と

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

情
報
数
学

II 
M

athem
atics for Inform

atics II
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

非
常
勤
講
師

 
山
田
　
修
司

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
情
報
科
学
で
有
用
な
初
等
整
数
論
お
よ
び
数
え
上
げ
論
に
つ
い
て
，
い
く
つ
か
の
具
体
例
と
ト
ピ
ッ
ク
と
を
交
え
な

が
ら
講
義
を
行
う
。

こ
の
授
業
の
目
的
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

初
等
整
数
論
の
剰
余
類
に
つ
い
て
理
解
し
，
そ
の
計
算
お
よ
び
応
用
が
出
来
る
。

数
え
上
げ
の
理
論
を
用
い
て
，
離
散
的
な
事
象
の
数
え
上
げ
が
出
来
る
。

 [到
達
目
標

]
初
等
整
数
論
を
用
い
た
暗
号
，
誤
り
訂
正
符
号
な
ど
を
理
解
す
る

 [授
業
計
画
と
内
容

]
授
業
を
前
半
と
後
半
に
大
き
く
分
け
て
，
次
の
よ
う
な
内
容
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
義
を
行
う
予
定
で
あ
る
．

[前
半

]
整
数
の
剰
余
計
算
，
石
取
り
ゲ
ー
ム
，
三
山
崩
し
，
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
互
除
法
，
フ
ェ
ル
マ
ー
の
小
定
理
，
中
国
式

剰
余
定
理
，

R
SA
暗
号

[後
半

]
数
え
上
げ
の
基
礎
，
順
列
，
組
み
合
わ
せ
，
置
換
，
ポ
リ
ア
の
定
理

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
上
で
示
し
た
ト
ピ
ッ
ク
に
関
連
す
る
レ
ポ
ー
ト
課
題
お
よ
び
最
後
の
授
業
で
行
う
簡
単
な
試
験
に
よ
っ
て
理
解
度
を

評
価
す
る
．

 [教
科
書

]
山
田
修
司

 『
M

athem
aticaで
楽
し
む
数
理
科
学
』
（
牧
野
書
店
）

ISB
N

:4795201285

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

必
ず
し
も
入
手
し
な
く
て
よ
い

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
復
習
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

言
語
構
造
論

L
anguage and its Structure

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
藤
田
　
耕
司

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
生
成
文
法
・
生
物
言
語
学
・
進
化
言
語
学
の
立
場
か
ら
自
然
言
語
の
形
式
的
特
性
を
論
じ
る
。
言
語
は
ヒ
ト
種
固

有
の
生

 物
学
的
形
質
で
あ
り
、
そ
れ
は
階
層
的
構
造
を
介
し
て
音
と
意
味
を
繋
ぐ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
構
造
を

持
つ
こ
と
が
人

 間
言
語
を
生
物
学
的
に
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
能
力
に
し
て
お
り
、
構
造
を
構
築
す
る
統
語
演
算
能
力

の
研
究
は
言
語
能
力
の

 最
も
中
心
的
で
基
本
的
な
部
分
の
研
究
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
統
語
演
算
能
力
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

 解
明
さ
れ
て
き
た
か
を
中
心
に
、
近
年
、
生
物
言
語
学
・
進
化
言
語
学
と
し
て
急
速

に
進
展
し
て
い
る
言
語
へ
の
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

 [到
達
目
標

]
　
人
間
言
語
と
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
を
持
っ
た
認
知
能
力
で
あ
り

(設
計

)、
ど
の
よ
う
に
し
て
個
体
発
生

(発
達

)
と
系
統
発
生

(進
化

)を
と
げ
る
の
か
を
理
解
す
る
。
ま
た
、
自
然
主
義
に
基
づ
く
科
学
的
思
考
法
に
親
し
む
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
人
間
言
語
の
基
本
設
計
、
そ
の
個
体
発
生
と
系
統
発
生
な
ど
を
主
た
る
テ
ー
マ
と
し
て
、
言
語
に
働
く
根
本
原
理

を
求
め

 る
試
み
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
特
に
、
言
語
能
力
の
根
幹
を
な
す
回
帰
的
統
語
演
算
能
力
の
仕
組
み
を
理
解

す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
言
語
現
象
を
と
り
あ
げ
、
理
論
言
語
学

(生
成
文
法

)の
手
法
を
用
い
た
具
体
的
な
分
析

方
法
を
紹
介
す
る
。

　
ま
た
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
が
、
生
物
言
語
学
や
進
化
言
語
学
と
い
う
、
よ
り
学
際
的
な
企
て
に
ど
の
よ
う
に

貢
献
し
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
を
概
観
す
る
。

  
　
講
義
で
は
主
に
以
下
の
よ
う
な
ト
ピ
ッ
ク
を
取
り
あ
げ
る
。

 
(1) 生
物
言
語
学
・
進
化
言
語
学
と
は
何
か

(2) 人
間
言
語
の
設
計
・
発
達
・
進
化

 
(3) 普
遍
文
法

 
(4) 生
成
文
法

(I):　
原
理
・
媒
介
変
数
モ
デ
ル

 
(5) 生
成
文
法

(II):　
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
(6) 回
帰
的
統
語
演
算
と
人
間
の
本
性

 
(7) 生
物
進
化
と
言
語
進
化

 [履
修
要
件

]
　
言
語
科
学
に
関
す
る
入
門
的
授
業
を
履
修
済
み
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
同
等
の
基
礎
的
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

望
ま
し
い
の
で
、
原
則
と
し
て

2回
生
以
上
を
対
象
と
し
て
い
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
定
期
試
験
に
よ
り
、
上
記
「
到
達
目
標
」
の
到
達
度
を
み
て
評
価
す
る
。
ま
た
、
講
義
内
容
の
理
解
度
を
確
認
す

 
る
た
め
に
講
義
中
に
簡
単
な
小
テ
ス
ト
を
行
う
場
合
が
あ
る
。

言
語
構
造
論

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



言
語
構
造
論

(2)

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

藤
田
・
岡
ノ
谷
（
編
）

 『
進
化
言
語
学
の
構
築
ー
新
し
い
人
間
科
学
を
目
指
し
て
』
（
ひ
つ
じ
書
房
）

藤
田
・
福
井
・
遊
佐
・
池
内
（
編
）

 『
言
語
の
設
計
・
発
達
・
進
化
ー
生
物
言
語
学
探
究
』
（
開
拓
社
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
特
段
の
予
習
・
復
習
は
必
要
な
い
が
、
講
義
中
に
紹
介
す
る
参
考
文
献
に
あ
た
る
等
し
て
、
講
義
内
容
の
理
解
を

 
各
自
で
深
め
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
講
義
は
ス
ラ
イ
ド
等
を
用
い
て
行
う
。
質
問
は
メ
ー
ル
に
て
随
時
受
け
付
け
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

言
語
構
造
論
演
習

Sem
inar on L

anguage and its Structure
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
藤
田
　
耕
司

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
言
語
は
音
と
意
味
を
階
層
的
統
語
構
造
を
介
し
て
繋
ぐ
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
こ
の
統
語
構
造
を
構
築
す
る
演
算
能

力
=シ
ン
タ
ク
ス
が
人
間
固
有
の
言
語
機
構
の
中
核
的
基
盤
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
統
語
演
算
能
力
を
め
ぐ
る
近
年

の
生
成
文
法
・
生
物
言
語
学
研
究
の
動
向
や
新
た
な
知
見
に
触
れ
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
こ
の
授
業
の
目
的
で
あ

る
。

 [到
達
目
標

]
　
人
間
言
語
と
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
を
持
っ
た
認
知
能
力
で
あ
り

(設
計

)、
ど
の
よ
う
に
し
て
個
体
発
生

(発
達

)
と
系
統
発
生

(進
化

)を
と
げ
る
の
か
を
理
解
す
る
。
ま
た
、
自
然
主
義
に
基
づ
く
科
学
的
思
考
法
に
親
し
む
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
上
記
の
目
的
を
念
頭
に
、
授
業
で
は
英
文
で
書
か
れ
た
基
本
的
文
献
を
数
編
精
選
し
て
輪
読
す
る
。
主
た
る
テ
ー

マ
と
し
て
は
次
の
も
の
を
予
定
し
て
い
る
。

(1)　
統
語
と
意
味
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

(2)　
回
帰
的
演
算
操
作

(3)　
最
小
演
算

(4)　
素
性
の
照
合
と
一
致

(5)　
併
合
と
移
動

と
り
あ
げ
る
文
献
は
、
受
講
者
の
関
心
や
背
景
知
識
を
考
慮
の
上
、
相
談
し
て
決
め
る
。
あ
ら
か
じ
め
分
担
を
指
定

す
る
の
で
、
受
講
者
は
担
当
箇
所
に
つ
い
て
準
備
し
、
授
業
中
に
ま
と
め
て
発
表
す
る
こ
と
。
内
容
の
理
解
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
が
、
専
門
的
な
英
語
文
献
を
読
み
こ
な
す
能
力
を
養
い
、
自
ら
が
英
語
論
文
を
執
筆
す
る
際
に
留
意
す

べ
き
事
項
を
学
び
と
る
こ
と
も
、
こ
の
授
業
の
狙
い
で
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
　
「
言
語
構
造
論
」
を
履
修
済
み
で
あ
る
か
、
生
成
文
法
や
理
論
言
語
学
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
を
有
し
て
い
る
こ

と
が
極
力
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
発
表
等
を
通
じ
た
授
業
へ
の
貢
献
度
に
基
づ
い
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
　
マ
テ
リ
ア
ル
を
配
布
す
る
。

言
語
構
造
論
演
習

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



言
語
構
造
論
演
習

(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

藤
田
・
岡
ノ
谷

 (編
) 『
進
化
言
語
学
の
構
築
ー
新
し
い
人
間
科
学
を
目
指
し
て
』
（
ひ
つ
じ
書
房
）

藤
田
・
福
井
・
遊
佐
・
池
内

 (編
) 『
言
語
の
設
計
・
発
達
・
進
化
ー
生
物
言
語
学
探
究
』
（
開
拓
社
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
自
分
が
担
当
で
は
な
い
回
で
あ
っ
て
も
、
あ
ら
か
じ
め
マ
テ
リ
ア
ル
に
は
目
を
通
し
、
疑
問
点
・
不
明
点
を
整
理

し
て
か
ら
授
業
に
臨
む
こ
と
。
授
業
で
は
他
の
人
の
発
表
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
質
問
を
投
げ
か
け
る
等
し
て
、
活

気
の
あ
る
演
習
ク
ラ
ス
と
な
る
よ
う
に
心
が
け
て
欲
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
質
問
等
は
メ
ー
ル
に
て
随
時
受
け
付
け
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

言
語
機
能
論

L
anguage and its Functions

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
東
郷
　
雄
二

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
私
た
ち
は
コ
ト
バ
を
使
っ
て
物
を
考
え
、
現
実
を
捉
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。
コ
ト
バ
の
重
要
な

は
た
ら
き
に
「
モ
ノ
を
指
す
」
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
講
義
で
は
、
言
語
に
お
け
る
指
示
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
で
、

私
た
ち
が
コ
ト
バ
を
使
っ
て
ど
う
し
て
世
界
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
謎
を
解
明
す
る
こ
と
を
め

ざ
す
。

 [到
達
目
標

]
　
コ
ト
バ
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
な
ぜ
名
詞
と
代
名
詞
の
区
別
が
あ
る
の
か
、
英
語
で
定
冠
詞
を
使

う
の
は
ど
う
い
う
場
合
か
と
い
っ
た
抽
象
的
課
題
に
取
り
組
ん
で
考
え
る
力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
み
ん
な
が
よ
く
知
っ
て
い
る
英
語
を
材
料
と
し
て
、
名
詞
句
と
代
名
詞
の
意
味
と
指
示
を
め
ぐ
る
次
の
よ
う
な
問

題
に
つ
い
て
、

1-2回
ず
つ
講
義
す
る
。
初
歩
か
ら
解
説
す
る
の
で
言
語
学
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
は
必
要
な
い
。

言
語
学
だ
け
で
な
く
、
哲
学
・
心
理
学
と
も
深
く
関
係
す
る
内
容
で
あ
る
。

・
コ
ト
バ
の
意
味
と
指
示
と
は
何
か

・
直
示

(指
す
こ
と

)と
照
応

(受
け
る
こ
と

)
・
代
名
詞
は
名
詞
の
代
用
品
か

?
・
定
と
不
定
と
は
何
か

・
指
示
・
照
応
の
心
的
モ
デ
ル

・
メ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
理
論
と
は
何
か

・
透
明
な
文
脈
と
不
透
明
な
文
脈

・
指
示
の
世
界
相
対
性

 [履
修
要
件

]
　

1回
生
か
ら
履
修
で
き
る
全
学
共
通
科
目
の
「
言
語
科
学
」
に
接
続
す
る
内
容
の
講
義
な
の
で
、
「
言
語
科
学
」

を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い

(し
か
し
必
須
の
要
件
で
は
な
い

)。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
学
期
末
に
講
義
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
成
績
を
評
価
す
る
。

講
義
内
容
を
ど
の
程
度
理
解
し
た
か
、
ま
た
課
題
に
ど
れ
く
ら
い
深
く
踏
み
込
ん
で
考
え
た
か
、
参
考
文
献
を
ど
れ

く
ら
い
踏
ま
え
て
い
る
か
と
い
っ
た
基
準
に
よ
り
、
評
価
を
行
う
。

 [教
科
書

]
　
授
業
時
に
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

言
語
機
能
論

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



言
語
機
能
論

(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
講
義
を
ど
の
程
度
理
解
し
血
肉
化
で
き
る
か
は
、
自
分
が
ど
れ
く
ら
い
そ
の
内
容
を
受
け
入
れ
る
準
備
が
で
き
て

い
る
か
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
こ
の
講
義
で
は
コ
ト
バ
に
つ
い
て
話
す
の
で
、
た
と
え
ば
自
分
が
英
語
を
学
ん
で

い
て
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
思
い
出
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
で
き
れ
ば
コ
ト
バ
に
つ
い
て
書
か
れ
た
新
書

な
ど
を
読
ん
で
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

言
語
機
能
論
演
習

Sem
inar : L

anguage and its Functions
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
服
部
　
文
昭

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
輪
読
形
式
の
授
業
で
、
言
語
の
機
能
に
つ
き
理
解
を
深
め
る
。

 [到
達
目
標

]
言
語
の
機
能
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
諸
問
題
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
，
読
解
力
を
高
め
，
専
門
領
域
で
の
情
報
収
集
能

力
も
身
に
つ
け
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　

P. M
uysken、

D
. D

ivjak、
L

. A
. Jandaら
の
論
考
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
、
毎
回
、
学
生
諸
君
の
発
表
を
中
心
に

し
て
、
授
業
を
進
め
て
ゆ
く
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
と
レ
ポ
ー
ト
、
小
テ
ス
ト
な
ど
の
総
合
評
価
を
原
則
と
す
る
。
総
合
評
価
に
お
け
る
割
合
は
、
受
講
者
の
力

量
や
取
り
組
み
方
な
ど
を
勘
案
し
、
有
機
的
に
判
断
す
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
布
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
指
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

言
語
認
知
論

C
ognition and L

anguage
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
谷
口
　
一
美

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
認
知
言
語
学
の
観
点
か
ら
、
こ
と
ば
の
意
味
の
拡
張
・
変
化
と
い
っ
た
動
的
側
面
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、

言
語
と
認
知
と
の
相
互
作
用
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

  

 [到
達
目
標

]
認
知
言
語
学
の
基
本
的
な
考
え
方
を
習
得
し
、
こ
と
ば
の
意
味
の
多
様
性
を
適
切
に
観
察
・
分
析
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
こ
の
授
業
で
は
、
こ
と
ば
の
意
味
や
用
法
が
変
化
し
、
言
語
シ
ス
テ
ム
の
中
に
定
着
し
取
り
込
ま
れ
て
い
く
過
程
と

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
認
知
言
語
学
の
観
点
か
ら
幅
広
く
考
察
し
て
い
く
。
以
下
の
内
容
や
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い

て
、
各
２
週
前
後
の
授
業
で
扱
う
予
定
。

 (1) 意
味
変
化
の
要
因
：
メ
タ
フ
ァ
ー
と
メ
ト
ニ
ミ
ー

 
(2) こ
と
ば
の
多
義
性
と
意
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 
(3) イ
メ
ー
ジ
・
ス
キ
ー
マ
と
多
義
性

 
(4) 身
体
性
基
盤

 
(5) 使
用
基
盤
モ
デ
ル

 
(6) 文
法
構
文
に
み
ら
れ
る
用
法
の
拡
張

 
(7) 意
味
の
漂
白
化
と
儀
礼
化

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
学
期
末
に
筆
記
試
験
を
行
う
予
定
。
授
業
へ
の
出
席
や
参
加
態
度
を
重
視
し
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
で
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
示
し
た
参
考
文
献
を
参
照
す
る
な
ど
し
て
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、
課
題
に
自
主
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

言
語
認
知
論
演
習

Sem
inar on C

ognition and L
anguage

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
谷
口
　
一
美

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
認
知
言
語
学
は
、
認
知
的
作
用
（
知
覚
、
注
意
、
推
論
、
記
憶
な
ど
）
と
言
語
と
の
関
わ
り
を
重
要
視
し
、
文
法
や

意
味
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
理
論
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
れ
ら
の
認
知
的
作
用
が
言
語

現
象
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
身
近
な
例
を
示
し
な
が
ら
、
認
知
言
語
学
の
基
礎
を
学
ん
で
い
き
た
い
。

 [到
達
目
標

]
認
知
言
語
学
の
基
本
的
な
考
え
方
を
習
得
し
、
言
語
と
認
知
の
関
わ
り
に
つ
い
て
深
い
考
察
を
行
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
授
業
で
は
受
講
生
の
興
味
関
心
や
履
修
状
況
に
応
じ
て
、
以
下
の
中
か
ら
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

3-4
週
前
後
、
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 

1. 言
語
学
と
心
理
学
の
関
わ
り

 (1)：
図
と
地
の
分
化

 
2. 言
語
学
と
心
理
学
の
関
わ
り
（

2)：
視
線
と
主
観
性

 
3. カ
テ
ゴ
リ
ー
化
と
言
語

 (1)：
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
・
カ
テ
ゴ
リ
ー

 
4. カ
テ
ゴ
リ
ー
化
と
言
語

 (2)：
抽
象
化
と
ス
キ
ー
マ

 
5. イ
メ
ー
ジ
・
ス
キ
ー
マ
と
言
語
の
意
味

 
6. 意
味
の
拡
張
：
メ
タ
フ
ァ
ー
と
メ
ト
ニ
ミ
ー

 
7. 文
法
構
文
と
意
味

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
学
期
末
の
試
験
や
課
題
、
出
席
状
況
、
授
業
へ
の
取
り
組
み
方
か
ら
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
で
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
示
し
た
参
考
文
献
を
参
照
す
る
な
ど
し
て
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、
課
題
に
自
主
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

 
 （
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

言
語
比
較
論

 
C

om
parative L

anguage Studies
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
齋
藤
　
治
之

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
比
較
言
語
学
の
方
法
の
習
得
を
目
指
し
、
同
時
に
言
語
変
化
の
法
則
性
と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
追
及
す
る
。
さ
ら
に
、

言
語
理
論
史
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
。

 [到
達
目
標

]
印
欧
語
の
比
較
方
法
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
言
語
の
比
較
方
法
一
般
を
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
印
欧
語
の
世
界
を
視
野
に
収
め
な
が
ら
、
こ
と
ば
の
普
遍
性
・
体
系
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
史

的
言
語
学
の
諸
分
野
（
音
論
、
形
態
論
、
統
語
論
等
の
諸
領
域
）
を
対
象
に
、
言
語
体
系
の
普
遍
的
な
法
則
性
を
探

る
べ
く
、
通
時
的
考
究
を
進
め
る
。
比
較
言
語
学
的
な
方
法
と
併
せ
て
、
言
語
の
理
論
的
考
究
に
よ
る
種
々
の
成
果

を
踏
ま
え
、
言
語
学
の
方
法
論
上
の
問
題
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
（
第
１
～
５
回
）
。
言
語
類
型
論
な
ア
プ
ロ
ー
チ

等
に
よ
り
、
こ
と
ば
の
諸
相
を
考
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
様
性
の
背
後
に
見
え
隠
れ
す
る
言
語
の
普
遍
的
特
質

を
追
求
す
る
（
第
６
～

10回
）
。
以
上
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
言
語
体
系
の
法
則
性
・
言
語
変
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

探
り
、
そ
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
言
語
の
本
質
に
迫
る
（
第

11～
14回
）
。

 
 今
年
度
は
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
比
較
研
究
の
概
説
を
下
記
の
項
目
に
関
し
て
行
う
：

１
．
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
比
較
研
究
の
歴
史

２
．
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
の
分
類

３
．
ラ
テ
ン
語
か
ら
現
代
ロ
マ
ン
ス
語
へ

４
．
ゲ
ル
マ
ン
祖
語
か
ら
現
代
ゲ
ル
マ
ン
語
へ

５
．
バ
ル
ト
・
ス
ラ
ヴ
祖
語
か
ら
現
代
バ
ル
ト
・
ス
ラ
ヴ
語
へ

６
．
古
代
ギ
リ
シ
ア
語
か
ら
現
代
ギ
リ
シ
ア
語
へ

７
．
イ
ン
ド
・
イ
ラ
ン
祖
語
か
ら
現
代
イ
ラ
ン
・
イ
ン
ド
語
へ

８
．
ケ
ル
ト
祖
語
か
ら
現
代
ケ
ル
ト
語
へ

９
．
ト
カ
ラ
祖
齬
か
ら
ト
カ
ラ
語

A
方
言
お
よ
び
ト
カ
ラ
語

B
方
言
へ

１
０
．
他
の
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
に
つ
い
て

各
項
目
に
つ
き
２
回
前
後
の
授
業
で
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
に
よ
る
。

言
語
比
較
論

 (2)へ
続
く
↓
↓
↓

言
語
比
較
論

 (2)

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

プ
リ
ン
ト
を
準
備
し
て
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

W
.B

.ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
著
、
永
野
芳
郎
訳

 『
比
較
言
語
学
入
門
』
（
大
修
館
書
店
）

特
に
な
し
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
内
容
と
関
連
す
る
文
献
を
自
分
で
読
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

＊
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
の
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

言
語
比
較
論
演
習

 
Sem

inar on C
om

parative Language Studies
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
齋
藤
　
治
之

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
言
語
学
の
方
法
の
習
得
を
目
指
し
、
同
時
に
言
語
変
化
の
法
則
性
と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
考
究
す
る
。

印
欧
語
の
世
界
を
視
野
に
収
め
な
が
ら
、
こ
と
ば
の
普
遍
性
・
体
系
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
史

的
言
語
学
の
諸
分
野
（
音
論
、
形
態
論
、
統
語
論
等
の
諸
領
域
）
を
対
象
に
、
言
語
体
系
の
普
遍
的
な
法
則
性
を
探

る
べ
く
、
通
時
的
考
究
を
進
め
る
（
第
１
～
５
回
）
。
比
較
言
語
学
的
な
方
法
と
併
せ
て
、
言
語
の
理
論
的
考
究
に

よ
る
種
々
の
成
果
を
踏
ま
え
、
言
語
学
の
方
法
論
上
の
問
題
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
（
第
６
～

10回
）
。
言
語
類
型

論
な
ア
プ
ロ
ー
チ
等
に
よ
り
、
こ
と
ば
の
諸
相
を
考
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
様
性
の
背
後
に
見
え
隠
れ
す
る
言

語
の
普
遍
的
特
質
を
追
求
す
る
（
第

11～
14回
）
。
以
上
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
言
語
体
系
の
法
則
性
・
言
語
変
化

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
り
、
そ
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
言
語
の
本
質
に
迫
る
。

 

 [到
達
目
標

]
比
較
言
語
学
の
基
本
的
な
事
柄
を
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
印
欧
語
の
世
界
を
視
野
に
収
め
な
が
ら
、
こ
と
ば
の
普
遍
性
・
体
系
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
史

的
言
語
学
の
諸
分
野
（
音
論
、
形
態
論
、
統
語
論
等
の
諸
領
域
）
を
対
象
に
、
言
語
体
系
の
普
遍
的
な
法
則
性
を
探

る
べ
く
、
通
時
的
考
究
を
進
め
る
。
比
較
言
語
学
的
な
方
法
と
併
せ
て
、
言
語
の
理
論
的
考
究
に
よ
る
種
々
の
成
果

を
踏
ま
え
、
言
語
学
の
方
法
論
上
の
問
題
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
（
第
１
～
５
回
）
。
言
語
類
型
論
な
ア
プ
ロ
ー
チ

等
に
よ
り
、
こ
と
ば
の
諸
相
を
考
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
様
性
の
背
後
に
見
え
隠
れ
す
る
言
語
の
普
遍
的
特
質

を
追
求
す
る
（
第
６
～

10回
）
。
以
上
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
言
語
体
系
の
法
則
性
・
言
語
変
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

探
り
、
そ
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
言
語
の
本
質
に
迫
る
（
第

11～
15回
）
。

今
年
度
は
イ
ン
ド
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
の
統
語
論
の
比
較
研
究
を
下
記
の
項
目
に
関
し
て
行
う
：

 
１
．
名
詞
の
格

 
２
．
形
容
詞
の
用
法

 
３
．
副
詞
の
用
法

 
４
．
代
名
詞
の
用
法

 
５
．
動
詞
の
用
法
概
説

 
６
．
動
詞
の
時
制

 
７
．
動
詞
の
法

 
８
．
動
詞
の
態

 
９
．
複
合
文

 
１
０
．
並
列
と
従
属

 

各
項
目
に
つ
き
２
回
前
後
の
授
業
で
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

言
語
比
較
論
演
習

 (2)へ
続
く
↓
↓
↓

言
語
比
較
論
演
習

 (2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
・
小
レ
ポ
ー
ト
・
試
験
な
ど
の
総
合
評
価
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
を
準
備
し
て
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

M
ichael M

eier-B
ruegger 『

Indogerm
anische Sprachw

issenschaft』
（

de G
ruyter）

ISB
N

:3-11-017243-7
特
に
な
し
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
と
関
連
す
る
文
献
を
自
分
で
読
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
の
有
無
に
つ
い
て
は

K
U

L
A

SISを
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

言
語
科
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

I 
Sem

inar in L
inguistics I

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 学術情報メディアセンター
壇
辻
　
正
剛

未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
4
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
(授
業
の
概
要
・
目
的

)

こ
の
授
業
で
は
言
語
科
学
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
関
連
し
て
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
で
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
言
語
学
や
言
語
科
学
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
応
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
語
と
文
化
や
社
会
、
教
育
な
ど
と

の
関
わ
り
に
も
目
を
向
け
て
、
こ
と
ば
の
諸
側
面
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
を
目
指
す
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
課
題
に
つ
い
て
、

1課
題
当
た
り
１
～

2週
の
授
業
を
行
な
う
予
定
で
あ
る
。

 
・
言
語
科
学
の
基
礎

 
・
言
語
科
学
の
諸
領
域

 
・
言
語
の
体
系
と
構
造

 
・
世
界
の
諸
言
語
と
日
本
語

 
・
言
語
の
通
時
的
研
究

 
・
言
語
の
共
時
的
研
究

 
・
言
語
の
比
較
と
対
照

 
・
対
照
言
語
学
の
領
域

 
・
言
語
科
学
の
応
用

 
・
今
後
の
課
題
と
展
望

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
お
よ
び
出
席
状
況
に
よ
り
評
価
す
る
が
、
ゼ
ミ
の
中
で
の
積
極
的
な
姿
勢
も
考
慮
に
入
れ
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

言
語
科
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

II 
Sem

inar in L
inguistics II

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
東
郷
　
雄
二

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
こ
の
授
業
で
は
日
本
語
で
書
か
れ
た
言
語
科
学
に
関
す
る
論
文
を
読
み
、
コ
ト
バ
の
し
く
み
と
働
き
を
研
究
す
る

理
論
言
語
学
に
必
要
な
基
本
的
概
念
と
手
法
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
　
言
語
科
学
に
関
す
る
論
文
を
読
む
こ
と
で
、
言
語
科
学
の
基
本
的
概
念
・
用
語
、
言
語
デ
ー
タ
の
使
い
方
、
議
論

の
組
み
立
て
方
な
ど
を
学
ぶ
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
今
年
は
次
の
論
文
を
輪
読
す
る
。
受
講
す
る
人
は
そ
れ
ぞ
れ
担
当
を
決
め
て
、
レ
ジ
ュ
メ
を
作
り
、
授
業
で
順
番

に
発
表
し
て
も
ら
う
。
言
語
学
事
典
な
ど
を
調
べ
て
専
門
用
語
に
親
し
む
こ
と
も
重
要
な
作
業
と
な
る
。

[1] 赤
塚
紀
子
・
坪
本
篤
朗
『
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
発
話
行
為
』
（
日
英
語
比
較
選
書

3）
研
究
社
、
第

2章
　
条
件
文
と

D
esirabilityの

仮
説
、

pp. 13-46.
[2] 巻
下
吉
夫
、
瀬
戸
賢
一
『
文
化
と
発
想
と
レ
ト
リ
ッ
ク
』
（
日
英
語
比
較
選
書

1）
研
究
社
、
第

2章
　
日
英
語

の
発
想
、
第

3章
　
日
本
語
表
現
に
何
を
加
え
る
か
、

pp. 39-77
[3] 田
中
茂
範
、
松
本
曜
『
空
間
と
移
動
の
表
現
』
（
日
英
語
比
較
選
書

6）
研
究
社
、
第

3章
　
周
辺
空
間
詞
に
お

け
る
日
英
語
比
較
、

pp. 92-117
[4] 鷲
尾
龍
一
、
三
原
健
一
『
ヴ
ォ
イ
ス
と
ア
ス
ペ
ク
ト
』
（
日
英
語
比
較
選
書

7）
研
究
社
、
第

1章
　
序
論
、
第

2
章
　
受
動
表
現
の
比
較
、

pp. 2-36

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
受
講
者
に
は
少
な
く
と
も
一
回
は
授
業
で
発
表
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
平
常
点
と
し
て
成
績
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
　
授
業
時
に
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
授
業
の
前
に
は
、
自
分
の
担
当
で
な
く
て
も
、
授
業
で
読
む
予
定
の
論
文
の
部
分
を
あ
ら
か
じ
め
読
ん
で
お
く
こ

と
。
英
語
の
例
文
で
意
味
の
わ
か
ら
な
い
所
や
、
言
語
学
の
用
語
で
わ
か
ら
な
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
辞
典
な
ど
で
調

べ
て
お
く
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

言
語
科
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

III 
Sem

inar in L
inguistics III

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
河
崎
　
靖

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
2
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
印
欧
語
の
世
界
を
視
野
に
収
め
な
が
ら
、
こ
と
ば
の
普
遍
性
・
体
系
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
史

的
言
語
学
の
諸
分
野
（
音
論
、
形
態
論
、
統
語
論
等
の
諸
領
域
）
を
対
象
に
、
言
語
体
系
の
普
遍
的
な
法
則
性
を
探

る
べ
く
、
通
時
的
考
究
を
進
め
る
。
比
較
言
語
学
的
な
方
法
と
併
せ
て
、
言
語
の
理
論
的
考
究
に
よ
る
種
々
の
成
果

を
踏
ま
え
、
言
語
学
の
方
法
論
上
の
問
題
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。
言
語
体
系
の
法
則
性
・
言
語
変
化
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
探
り
、
そ
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
言
語
の
本
質
に
迫
る
。

 [到
達
目
標

]
言
語
学
の
諸
分
野
を
対
象
に
、
言
語
体
系
の
全
体
像
が
把
握
で
き
る
よ
う
考
究
を
進
め
る
。
世
界
の
諸
言
語
を
視
野

に
収
め
、
こ
と
ば
の
普
遍
性
・
体
系
性
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
こ
と
ば
の
諸
相
を
考
究
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
多
様
性
の
背
後
に
見
え
隠
れ
す
る
言
語
の
普
遍
的
特
質
を
学
ぶ
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
今
学
期
は
次
の
よ
う
に
、
１
．
音
声
学

 、
２
．
音
韻
論
、
３
．
形
態
論
、
４
．
統
語
論
、
５
．
意
味
論
、
６
．
語
用

論
、
７
．
そ
の
他
（
談
話
文
法
・
テ
キ
ス
ト
言
語
学
・
言
語
習
得
・
言
語
類
型
論
・
歴
史
言
語
学
な
ど
）
の
授
業
を

行
う
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
・
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
総
合
的
に
判
断
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

テ
キ
ス
ト
は
こ
ち
ら
で
準
備
し
ま
す
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

特
に
な
し
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
課
題
を
示
し
、
家
庭
学
習
の
テ
ー
マ
と
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

言
語
科
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

IV
 

Sem
inar in L

inguistics IV
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
服
部
　
文
昭

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
3
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
現
代
ロ
シ
ア
語
の
構
造
を
研
究
す
る
上
で
の
基
本
的
な
諸
問
題
に
つ
き
、
理
解
を
深
め
て
ゆ
く
。

 [到
達
目
標

]
現
代
ロ
シ
ア
語
の
構
造
を
研
究
す
る
上
で
の
基
本
的
な
諸
問
題
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
，
読
解
力
を
高
め
，
専
門
領
域

で
の
情
報
収
集
能
力
も
身
に
つ
け
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
動
詞
の
ア
ス
ペ
ク
ト
、
名
詞
・
形
容
詞
の
格
、
コ
ピ
ュ
ラ
を
含
む
構
文
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
中
心
に
、
取
り
組
む

予
定
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
古
典
的
な
ヴ
ェ
ン
ド
ラ
ー
の
分
類
を
め
ぐ
る
問
題
、
借
用
語
で
あ
る
動
詞
と
両
体
動
詞
と

の
関
係
の
問
題
、
否
定
と
ア
ス
ペ
ク
ト
と
の
問
題
、
動
詞
の
ア
ス
ペ
ク
ト
と
目
的
語
（
そ
の
格
）
の
問
題
な
ど
で
あ

る
。
さ
ら
に
ま
た
、
コ
ピ
ュ
ラ
を
含
む
構
文
の
述
部
で
の
名
詞
・
形
容
詞
の
格
の
選
択
の
問
題
も
当
然
扱
う
が
、
そ

の
際
に
、
格
と
ア
ス
ペ
ク
ト
と
の
関
係
、
近
隣
の
ス
ラ
ヴ
諸
語
と
の
対
照
と
い
っ
た
点
に
も
目
配
り
を
し
て
ゆ
き
た

い
。

　
単
な
る
講
義
に
は
終
わ
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
カ
レ
ン
ト
の
論
文
を
輪
読
す
る
形
式
で
進
め
て
ゆ
く
。
受
講
生
諸
君

に
割
り
当
て
る
際
に
は
、
本
人
の
関
心
・
興
味
と
勉
学
・
研
究
の
進
み
具
合
を
勘
案
の
上
、
分
担
を
決
め
よ
う
と
考

え
て
い
る
の
で
、
受
講
す
る
諸
君
は
積
極
的
に
参
加
し
て
欲
し
い
。

 [履
修
要
件

]
ロ
シ
ア
語
の
読
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
具
体
的
に
は
、
少
な
く
と
も
８
単
位
は
履
修
済
み
の
レ
ベ
ル
で
）
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
と
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
総
合
評
価
を
原
則
と
す
る
。
総
合
評
価
に
お
け
る
割
合
は
、
受
講
者
の
力
量
や
取
り
組

み
方
な
ど
を
勘
案
し
、
有
機
的
に
判
断
す
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
布
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
指
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

英
語
学
習
指
導
論

Theories of English Language Learning and Teaching
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
中
森
　
誉
之

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
英
語
を
学
習
し
て
い
く
際
に
学
習
者
が
直
面
す
る
諸
課
題
を
多
面
的
に
考
察
し
な
が
ら
，
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
英

語
指
導
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
基
礎
か
ら
発
展
ま
で
，
幅
広
い
視
座
と
深
い
見
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
来
年
度
は
，
英
語
の
言
語
知
識
（
音
声
・
文
字
と
つ
づ
り
・
語
彙
・
構
造
・
運
用
）
の
学
習
と
指
導
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

 [到
達
目
標

]
こ
の
授
業
で
は
，
現
在
ま
で
の
自
ら
の
英
語
学
習
経
験
を
振
り
返
り
な
が
ら
，
言
語
技
能
（
聴
解
・
発
話
・
読
解
・

作
文
）
の
学
習
と
指
導
に
つ
い
て
体
系
的
に
考
究
す
る
。
段
階
的
な
言
語
処
理
能
力
育
成
の
観
点
か
ら
語
彙
と
文
法

を
と
ら
え
，
４
技
能
と
の
関
係
性
を
理
解
し
て
い
く
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
．
英
語
の
理
解
と
表
出
過
程
：
外
国
語
処
理
能
力
育
成
に
向
け
て
（
第

1章
）

２
．
技
能
間
の
関
係
性
，
技
能
指
導
の
順
序
性
（
第

2章
）

３
．
聴
解

(L
istening)の

学
習
と
指
導
（
第

3章
）

４
．
発
話

(Speaking)の
学
習
と
指
導
（
第

4章
）

小
試
験
１
：
音
声
領
域
の
学
習
指
導
に
つ
い
て

５
．
読
解

(R
eading)の
学
習
と
指
導
（
第

5章
）

６
．
作
文

(W
riting)の
学
習
と
指
導
（
第

6章
）

小
試
験
２
：
文
字
領
域
の
学
習
指
導
に
つ
い
て

７
．
統
合
技
能
の
育
成
に
向
け
た
指
導
，
語
彙
の
位
置
付
け
（
第

7章
）

８
．
統
合
技
能
の
育
成
に
向
け
た
指
導
，
文
法
の
位
置
付
け
（
第

8章
）

期
末
試
験
：
４
技
能
の
関
係
性
と
段
階
的
な
学
習
指
導
に
つ
い
て

＊
内
容
に
応
じ
て
複
数
回
の
授
業
時
間
を
当
て
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
中
に
実
施
す
る
数
回
の
論
述
試
験
の
成
績
を
合
計
し
，
１
０
０
点
満
点
換
算
し
，
本
学
の
評
価
基
準
で
判
定
す

る
。
評
価
は
，
知
識
の
定
着
度
と
論
証
能
力
（
説
得
性
・
論
理
性
・
明
解
性
）
に
基
づ
く
。
試
験
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
場
合
は
，
必
ず
代
替
課
題
を
提
出
す
る
こ
と
。

英
語
学
習
指
導
論

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

英
語
学
習
指
導
論

(2)

 [教
科
書

]
中
森
誉
之

 『
学
び
の
た
め
の
英
語
指
導
理
論
―

4技
能
の
指
導
方
法
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計
の
提
案
』
（
ひ
つ
じ
書

房
）

ISB
N

:978-4894765276

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

中
森
誉
之

 『
学
び
の
た
め
の
英
語
学
習
理
論
－
つ
ま
ず
き
の
克
服
と
指
導
へ
の
提
案
』
（
ひ
つ
じ
書
房
）

ISB
N

:
978-4894764774（

偶
数
年
度
の
こ
の
授
業
で
使
用
し
て
い
ま
す
。
）

T
akayuki N

akam
ori 『

C
hunking and Instruction―

T
he Place of Sounds,L

exis,and G
ram

m
ar in E

nglish 
L

anguage T
eaching』

（
H

ituzi）
ISB

N
:978-4894764040（

大
学
院
で
使
用
し
て
い
ま
す
。
）

中
森
誉
之

 『
外
国
語
は
ど
こ
に
記
憶
さ
れ
る
の
か
ー
学
び
の
た
め
の
言
語
学
応
用
論
』
（
開
拓
社
（
言
語
・
文
化
選

書
37）
）

ISB
N

:978-4758925372（
最
新
の
知
見
を
取
り
入
れ
た
分
か
り
や
す
い
読
み
物
。
推
奨
文
献
。
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
形
態
は
講
義
形
式
。
教
科
書
を
用
い
て
説
明
を
行
う
。
受
講
者
に
よ
る
発
表
や
討
論
，
演
習
な
ど
は
，
時
間
上

の
制
約
に
よ
り
，
残
念
な
が
ら
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
授
業
で
は
，
要
点
を
網
羅
的
に
概
説
し
て
い
く
た
め
，
時

間
を
見
つ
け
て
教
科
書
を
熟
読
し
て
欲
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

英
語
の
学
習
や
指
導
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
な
ら
教
師
経
験
や
教
員
志
望
の
有
無
は
全
く
問
わ
な
い
。
主
に
講
義

を
中
心
に
展
開
す
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

英
語
教
育
方
法
論

M
ethodology in E

nglish E
ducation

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 国
際
高
等
教
育
院

田
地
野
　
彰

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
言
語
と
教
育
と
の
有
機
的
関
連
性
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
言
語
と
教
育
に
か
か
わ
る
諸
課
題
を
、
理
論
と
実
践
の

両
面
か
ら
探
求
す
る
。

主
と
し
て
、
言
語
教
育
理
論
、
教
育
環
境
論
、
教
育
方
法
論
、
学
習
者
論
、
履
修
課
程
設
計
論
、
教
材
開
発
論
、
評

価
論
に
つ
い
て
総
合
的
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
、
教
授
法
、
学
習
方
略
、
動
機

づ
け
、
語
彙
教
育
、
教
育
文
法
等
に
関
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
考
究
す
る
。

 [到
達
目
標

]
最
新
の
研
究
成
果
に
基
づ
い
た
議
論
を
通
し
て
英
語
教
育
方
法
論
に
関
す
る
諸
課
題
を
総
合
的
・
俯
瞰
的
に
考
察
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
、
１
課
題
あ
た
り
１
～
２
週
の
授
業
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
１
．
英
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
論

　
２
．
英
語
教
育
方
法
論

　
３
　
英
語
教
育
論
（
高
等
教
育
の
観
点
か
ら
）

　
４
．
英
語
教
育
論
（
中
等
教
育
の
観
点
か
ら
）

　
５
．
英
語
教
育
論
（
初
等
教
育
の
観
点
か
ら
）

　
６
．
英
語
教
育
論
（
社
会
言
語
学
の
観
点
か
ら
）

　
７
．
英
語
教
育
論
（
言
語
習
得
論
の
観
点
か
ら
）

　
８
．
英
語
教
材
開
発
論

　
９
．
英
語
教
育
評
価
論

　
10　
英
語
教
育
学
習
者
論

　　
な
お
、
受
講
者
に
は
、
少
な
く
と
も
一
つ
の
課
題
に
つ
い
て
関
連
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
て
報
告
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
と
学
期
末
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
総
合
的
に
評
価
す
る
（
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ

50％
程
度
）
。
な
お
、
平
常
点
に
は

予
習
に
基
づ
く
議
論
や
授
業
中
の
発
言
・
発
表
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

E
L

T
 Journal, A

pplied L
inguistics, T

E
SO

L
 Q

uarterly, E
nglish for A

cadem
ic Purposes, L

anguage L
earningな

ど
、
指
定
さ
れ
た
学
術
雑
誌
・
専
門
誌
の
掲
載
論
文
を
教
材
と
し
て
使
用
す
る
予
定
。

英
語
教
育
方
法
論

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

英
語
教
育
方
法
論

(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

田
地
野
　
彰

 『
＜
意
味
順
＞
英
作
文
の
す
す
め
』
（
岩
波
書
店
）

ISB
N

:978-4005006762（
学
習
文
法
・
文
法
指

導
に
つ
い
て
の
参
考
図
書
と
し
て
使
用
す
る
予
定
。
）

大
津
由
紀
雄
（
編
著
）

 『
学
習
英
文
法
を
見
直
し
た
い
』
（
研
究
社
）

ISB
N

:978-4327410803（
学
習
文
法
に
つ

い
て
様
々
な
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。
参
考
図
書
し
て
使
用
す
る
予
定
。
）

Y
oshida, T

., Im
ai, H

., N
akata, Y

., T
ajino, A

., T
akeuchi, O

.&
 T

am
ai, K

 『
R

esearching L
anguage T

eaching 
and L

earning: A
n Integration of Practice and T

heory』
（

Peter L
ang）

ISB
N

:978-3-03911-534-1（
授
業
で
は

E
L

T
 Journalな

ど
の
学
術
誌
・
専
門
誌
か
ら
関
連
論
文
を
参
照
す
る
。
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
指
定
さ
れ
た
論
文
を
毎
週
読
ん
で
く
る
こ
と
。
論
文
リ
ス
ト
は
授
業
中
に
配
布
予
定
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
は
、
水
曜
日

 12:10-12:50.　
(事
前
に
メ
ー
ル
に
て
連
絡
の
こ
と
。

)

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

Introduction to C
A

L
L

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
Ｍ
．
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  英
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
T

his course is designed to provide an introduction to key concepts and research in the field of com
puter 

assisted language learning (C
A

L
L

).

 [到
達
目
標

]
T

his course w
ill provide students w

ith an understanding of the key concepts and issues associated w
ith the 

use of new
 technologies in language education.

 [授
業
計
画
と
内
容

]
T

he lectures in this course w
ill focus on providing an overview

 of the technological, theoretical and 
pedagogical issues raised by the application of com

puter technology in language education. In this context, 
areas such as pedagogy, technology and second language acquisition theory w

ill also be investigated w
ith the 

aim
 of providing students w

ith a through understanding of the im
pact of com

puter technologies on second 
language learning and teaching.  M

oreover, on com
pletion of this course students w

ill be able to effectively 
apply new

 know
ledge regarding C

A
L

L
 in their teaching. A

reas covered in the lectures w
ill include softw

are 
evaluation, C

A
L

L
 authoring, coursew

are m
anagem

ent, data driven learning and com
puter m

ediated 
com

m
unication (C

M
C

).

 [履
修
要
件

]
U

ndergraduate students

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
T

his course has tw
o m

ain requirem
ents, regular attendance and subm

ission of a paper (due by the end of the 
sem

ester) focusing on an aspect of C
A

L
L

. E
xam

ples of suitable topics include:

evaluation of a C
A

L
L

 softw
are package

critical review
 of a C

A
L

L
 w

eb site 
critical review

 of a C
A

L
L

 article or book
creation of and rationale for a C

A
L

L
 task

A
ssessm

ent w
ill be based on the above factors.

 [教
科
書

]
M

ark Peterson 『
C

om
puter G

am
es and L

anguage L
earning』
（

Palgrave M
acm

illan）
ISB

N
:978-1-137-

00516-8

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

C
hapelle, C

 『
E

nglish language learning and technology』
（

John B
enjam

ins）
L

evy, M
. 『

C
om

puter assisted language learning: C
oncept and conceptualization』

（
O

xford U
niversity Press）

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
Pre read the recom

m
ended texts 

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

O
ffice hour is by appointm

ent.

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

言
語
教
育
政
策
論
演
習

Sem
inar on L

anguage policy
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
西
山
　
教
行

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
こ
の
授
業
で
は

19世
紀
末
に
活
躍
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
著
作
家

L
eopold de Saussure(1866-1925)の

フ
ラ
ン
ス
植
民

地
主
義
に
関
す
る
著
作

Psychologide la colonisatioon francaise dans ses rapports avec les societes indigenes 
(1899)を
取
り
上
げ
，
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
主
義
に
お
け
る
言
語
問
題
を
考
察
す
る
。

　
L

eopold de Saussureは
近
代
言
語
学
の
祖

Ferdinand de Saussure (1857-1913)の
弟
で
あ
り
，
中
国
学
者
に
し

て
，
海
軍
士
官
で
あ
る
。
植
民
地
主
義
に
関
し
て
は
，
本
書
一
冊
を
残
し
た
の
み
で
あ
る
が
，

19世
紀
末
か
ら

20世
紀
に
か
け
て
，
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
主
義
が
同
化
主
義
か
ら
協
働
主
義
へ
と
転
換
を
遂
げ
る
上
で
の
重
要
な
イ
デ
オ
ロ

ー
グ
の
役
割
を
果
た
し
た
。
本
書
は
植
民
地
同
化
主
義
の
限
界
を
明
確
に
指
摘
し
，
フ
ラ
ン
ス
同
化
主
義
の
源
泉
を

大
革
命
に
あ
る
と
看
破
す
る
な
ど
，
そ
の
思
想
史
的
意
義
は
大
き
い
。
ま
た
植
民
地
会
議
に
も
論
客
と
し
て
た
び
た

び
招
聘
さ
れ
，
な
か
で
も

1900年
に
開
催
さ
れ
た
植
民
地
社
会
学
国
際
会
議
で
の
発
言
は
植
民
地
同
化
主
義
に
決
定

的
で
あ
り
，
そ
れ
以
降
，
協
働
主
義
と
い
う
緩
や
か
な
同
化
主
義
が
植
民
地
経
営
の
基
調
と
な
っ
て
ゆ
く
。

　
L

eopold de Saussureの
活
躍
し
た
時
代
か
ら

100年
以
上
経
ち
，
い
ま
改
め
て
そ
の
著
作
を
読
み
直
す
と
，
「
人

種
主
義
者
」
の
相
貌
の
元
に
，
異
民
族
に
言
語
を
教
え
る
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
，
と
い
う
根
源
的
問
題
が
立

ち
現
れ
る
。

 [到
達
目
標

]
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
主
義
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
普
及
に
は
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
っ
た
の
か
，
同
化
と
は
何
か
，
植

民
地
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
何
か
な
ど
，
植
民
地
主
義
と
言
語
教
育
の
関
連
を
理
解
す
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
本
書
は
以
下
の

15章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

1）
原
住
民
の
制
度

2）
精
神
性
の
遺
伝

3）
ド
グ
マ
の
起
源
か
ら
の
変
化

4）
同
化
と
い
う
ド
グ
マ

5）
同
化
の
効
果

6）
教
育
に
よ
る
同
化

7）
制
度
に
よ
る
同
化

8）
言
語
に
よ
る
同
化

9）
ク
レ
オ
ー
ル
地
域
で
の
同
化

10）
同
化
と
い
う
措
置
の
不
可
逆
性

11）
1889年
の
植
民
地
会
議
と
同
化
論

12）
個
別
的
な
同
化
の
問
題

13）
ロ
ー
マ
治
世
下
の
ガ
リ
ア

14）
日
本
の
場
合

15）
ま
と
め

授
業
で
は
，
受
講
者
に
訳
文
を
提
出
し
て
も
ら
い
，
そ
れ
を
元
に
討
論
を
進
め
る
。

 [履
修
要
件

]
フ
ラ
ン
ス
語
中
級
ま
で
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

																												
																												
																												

言
語
教
育
政
策
論
演
習

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

言
語
教
育
政
策
論
演
習

(2)

																												

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
，
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
総
合
評
価
を
行
う
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

平
野
千
果
子

 『
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
主
義
の
歴
史
　
奴
隷
制
廃
止
か
ら
植
民
地
帝
国
の
崩
壊
ま
で
』
（
人
文
書
院
）

ISB
N

:4409510495

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://w
w

w
.flae.h.kyoto-u.ac.jp/~nishiyam

a/

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
予
習
の
上
で
，
授
業
に
臨
む
こ
と
。
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
主
義
に
関
す
る
概
説
書
を
読
む
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
際
文
明
学
入
門
Ａ

Introduction to International C
ivilizations A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
江
田
　
憲
治

准
教
授

 人間・環境学研究科
那
須
　
耕
介

教
授

 人間・環境学研究科
前
川
　
玲
子

教
授

 人間・環境学研究科
H

A
Y

A
SH

I,Brian
准
教
授

 人間・環境学研究科
齋
藤
　
嘉
臣

教
授

 人間・環境学研究科
小
畑
　
史
子

 

配
当
学
年

 1,2回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
７
名
の
リ
レ
ー
講
義
の
か
た
ち
で
、
「
国
際
文
明
学
」
に
関
す
る
入
門
を
行
う
。

テ
ー
マ
は
、
思
想
、
文
学
、
経
済
、
法
学
、
社
会
学
等
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

 [到
達
目
標

]
「
国
際
文
明
」
に
通
じ
る
思
想
、
文
学
、
経
済
、
法
学
、
社
会
学
、
歴
史
学
に
つ
い
て
の
基
礎
的
知
識
と
学
問
的
観

点
を
獲
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第
一
回
目
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
授
業
で
、
授
業
の
順
番
、
お
よ
び
、
各
講
師
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
授
業
を
行
う
か
を

簡
単
に
説
明
す
る
の
で
、
必
ず
出
席
さ
れ
た
い
。
順
番
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
今
期
の
授
業
は
、
江
田
　
憲
治
、

那
須
耕
介
、
前
川
玲
子
、

H
A

Y
A

SH
I,B

rian、
齋
藤
嘉
臣
、
小
畑
史
子
が
担
当
す
る
予
定
で
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
提
出

課
題
や
提
出
期
限
に
つ
い
て
は
、
授
業
開
始
後
に
指
示
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
配
布
す
る
資
料
を
あ
ら
か
じ
め
読
ん
だ
上
で
、
授
業
に
必
要
な
授
業
外
学
習
に
つ
い
て
は
、
別
途
授
業
中

に
指
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

学
修
相
談
に
は
い
つ
で
も
応
じ
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
際
文
明
学
入
門
Ｂ

Introduction to International C
ivilizations B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
水
野
　
眞
理

准
教
授

 人間・環境学研究科
長
谷
川
　
千
尋

准
教
授

 人間・環境学研究科
高
谷
　
修

 

配
当
学
年

 1,2回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
本
講
義
は
歴
史
文
化
社
会
論
講
座
の
３
人
の
教
員
に
よ
る
リ
レ
ー
講
義
で
あ
る
。
国
際
文
明
学
と
い
う
テ
ー
マ
の
下

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
が
自
ら
の
専
門
領
域
の
中
か
ら
こ
の
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
題
目
を
選
ん
で
講
義
す
る
。

 [到
達
目
標

]
3人
の
担
当
者
が
講
義
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
事
柄
を
理
解
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
知
識
を
も
と
に
、

自
分
で
創
造
的
に
に
探
索
・
思
考
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
本
年
度
は
、
日
本
、
中
国
、
英
国
を
主
な
研
究
対
象
と
す
る
３
人
が
、
各
人
得
意
の
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
定
め
て
以

下
の
順
に
リ
レ
ー
で
講
義
を
行
う
。

１
．
「
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
英
文
学
」
（
水
野
真
理
）

２
．
「
日
本
古
典
文
学
の
諸
問
題
」
（
長
谷
川
　
千
尋
）

３
．
「
古
典
文
学
と
イ
ギ
リ
ス
文
学
」
（
高
谷
修
）

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
３
人
の
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
試
験
あ
る
い
は
レ
ポ
ー
ト
を
課
す
。
３
人
の
合
議
に
よ
り
成
績
を
判
定
す
る
。
詳
細
に

つ
い
て
は
授
業
中
に
指
示
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
予
定
な
の
で
、
前
も
っ
て
目
を
通
し
て
お
く
こ
と
。
な
お
、
一
部
演
習
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

文
明
構
造
論

IA
Structure of C

ivilizations IA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
江
田
　
憲
治

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
「
東
ア
ジ
ア
」
と
は
何
で
あ
る
の
か
。
「
東
ア
ジ
ア
世
界
」
は
近
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
の
過
程
に
あ
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
変
貌
を
と
げ
た
の
か
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
は
、
現
代
東
ア
ジ
ア
諸
国
家
（
日
本
・
中
国
・
韓
国
お
よ
び

北
朝
鮮
）
そ
れ
ぞ
れ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
直
面
す
る
わ
れ
わ
れ
へ
の
、
射
程
距
離
を
有
す
る
問
い
か
け
で
あ
る
は

ず
で
あ
る
。
本
講
義
で
は
、
「
東
ア
ジ
ア
世
界
」
の
文
明
構
造
と
、
近
世
・
近
代
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
三
カ
国
（
中

国
・
日
本
・
朝
鮮
）
の
関
係
史
を
理
解
し
、
今
日
的
視
座
か
ら
考
え
る
た
め
の
素
材
を
提
供
す
る
め
ざ
す
。

 [到
達
目
標

]
近
年
、
わ
れ
わ
れ
が
直
面
す
る
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
性
を
克
服
す
る
た
め
に
に
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
表
出
の
歴
史
的
背
景
を
理
解
し
、
多
元
的
な
視
覚
を
獲
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第

1回
　
近
世
東
ア
ジ
ア
世
界
の
問
題
性

第
2回
　
近
世
東
ア
ジ
ア
世
界
の
構
造
―
―
朝
貢
体
制
①

第
3回
　
近
世
東
ア
ジ
ア
世
界
の
構
造
―
―
朝
貢
体
制
②

第
4回
　
近
世
東
ア
ジ
ア
世
界
の
構
造
―
―
帝
国
と
な
に
か
？

第
5回
　
近
世
東
ア
ジ
ア
世
界
の
交
流
―
―
「
偽
使
」
の
時
代
①

第
6回
　
近
世
東
ア
ジ
ア
世
界
の
交
流
―
―
「
偽
使
」
の
時
代
②

第
7回
　
近
世
東
ア
ジ
ア
世
界
の
変
動
―
―
「
壬
辰
倭
乱
」
と
そ
の
影
響

第
8回
　
近
世
東
ア
ジ
ア
世
界
の
安
定
化
―
―
日
・
朝
の
「
交
隣
」
関
係

第
9回
　
近
世
東
ア
ジ
ア
世
界
の
安
定
化
―
―
通
信
使
の
時
代

第
10回
　
近
世
日
本
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
観

第
11回
　
東
ア
ジ
ア
「
近
世
」
か
ら
「
近
代
」
へ
―
―
日
中
・
日
朝
関
係
の
変
容

第
12回
　
東
ア
ジ
ア
「
近
世
」
か
ら
「
近
代
」
へ
―
―
日
清
戦
争
前
夜

第
13回
　
東
ア
ジ
ア
「
近
世
」
か
ら
「
近
代
」
へ
―
―
日
清
戦
争

第
14回
　
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
の
再
編

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
レ
ポ
ー
ト

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

文
明
構
造
論

IA
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

文
明
構
造
論

IA
(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
配
布
す
る
資
料
を
あ
ら
か
じ
め
読
ん
だ
上
で
、
授
業
に
必
要
な
授
業
外
学
習
に
つ
い
て
は
、
別
途
授
業
中

に
指
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
内
容
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
つ
い
て
の
質
問
は
、
授
業
中
に
お
い
て
受
け
付
け
る
ほ
か
、
江
田
研
究
室
で
受
け
付

け
る
（
吉
田
南
総
合
館

4階
421室
、
水
曜

12:00～
13：

00）
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

文
明
構
造
論

IB
Structure of C

ivilizations IB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
江
田
　
憲
治

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
近
代
以
後
、
「
東
ア
ジ
ア
」
の
文
明
構
造
は
大
き
な
変
容
を
迫
ら
れ
た
。
ア
ヘ
ン
戦
争
に
始
ま
る
西
洋
文
明
と
の
接

触
の
結
果
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
こ
れ
を
「
受
容
」
す
る
立
場
に
立
っ
た
が
、
そ
の
過
程
は
同
時
に
、
東
ア
ジ
ア
が

「
侵
略
と
戦
争
」
の
時
代
を
迎
え
た
こ
と
を
も
意
味
し
た
。
本
講
義
で
は
、
こ
の
文
明
の
交
流
と
と
も
に
、
こ
の
「

侵
略
と
戦
争
」
に
も
目
を
向
け
、
現
在
の
東
ア
ジ
ア
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
的
知
識
と
観
点
の
獲
得
を
め
ざ
す
。

 [到
達
目
標

]
第

1回
　
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
「
文
明
」
の
交
流

第
2回
　
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
の
変
動
―
―
日
中
・
日
朝
関
係

第
3回
　
韓
国
併
合
へ
の
道
の
り
①

第
4回
　
韓
国
併
合
へ
の
道
の
り
②

第
5回
　
韓
国
併
合
へ
の
道
の
り
③

第
6回
　
辛
亥
革
命
と
日
本
―
―
そ
の
概
観
と
問
題
性

第
7回
　
辛
亥
革
命
と
日
本
―
―
袁
世
凱
独
裁
と
日
本
の

21カ
条
要
求

第
8回
　
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
―
―
五
四
運
動

第
9回
　
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
―
―
五
・
三
〇
運
動

第
10回
　
満
洲
事
変
―
―
歴
史
的
背
景
と
そ
の
実
態

第
11回
　
日
本
の
満
洲
国
支
配

第
12回
　
日
中
戦
争
―
―
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の
か
？

第
13回
　
日
中
戦
争
―
―
ど
の
よ
う
に
戦
わ
れ
た
の
か
？

第
14回
　
日
中
戦
争
―
―
ど
の
よ
う
に
終
わ
っ
た
の
か
？

 [授
業
計
画
と
内
容

]
「
文
明
交
流
」
の
歴
史
と
と
も
に
、
「
侵
略
と
戦
争
」
の
知
識
を
持
つ
こ
と
で
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
い
る
課
題
を
理
解
し
、
解
決
の
た
め
の
問
題
意
識
を
獲
得
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト

文
明
構
造
論

IB
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

文
明
構
造
論

IB
(2)

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
配
布
す
る
資
料
を
あ
ら
か
じ
め
読
ん
だ
上
で
、
授
業
に
必
要
な
授
業
外
学
習
に
つ
い
て
は
、
別
途
授
業
中

に
指
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
内
容
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
つ
い
て
の
質
問
は
、
授
業
中
に
お
い
て
受
け
付
け
る
ほ
か
、
江
田
研
究
室
で
受
け
付

け
る
（
吉
田
南
総
合
館

4階
421室
、
水
曜

12:00～
13：

00）
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

文
明
構
造
論

IIA
Structure of C

ivilizations IIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
江
田
　
憲
治

助
教

 大
学
文
書
館

福
家
　
崇
洋

非
常
勤
講
師

 
石
澤
　
将
人

非
常
勤
講
師

 
大
野
　
直
樹

非
常
勤
講
師

 
関
根
　
真
保

客
員
准
教
授

 人
文
科
学
研
究
所

武
上
　
真
理
子

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
「
文
明
構
造
論
」
と
は
、
現
代
の
「
国
際
文
明
」
を
構
造
的
に
考
察
し
、
文
明
諸
領
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
考

察
す
る
学
問
領
域
で
あ
る
。
こ
の
「
文
明
構
造
論
」
の
趣
旨
か
ら
、
本
講
義
は
、
①
〈
東
ア
ジ
ア
と
欧
米
〉
を
共
通

テ
ー
マ
と
し
、

 ②
歴
史
学
・
文
学
・
社
会
学
・
政
治
学
な
ど
を
分
析
手
段
に
用
い
、

 ③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
圏
と
東

ア
ジ
ア
文
明
圏
双
方
の
特
質
に
関
連
し
た
（
と
く
に
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
）
、
下
記
の
個
別
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
リ

レ
ー
講
義
を
行
う
。

 [到
達
目
標

]
近
年
、
そ
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
も
い
る
「
西
欧
近
代
主
義
」
の
限
界
を
理
解
し
、
多
面
的
か
つ
多
元
的
に
、
現
代

の
「
国
際
文
明
」
を
理
解
す
る
た
め
の
知
識
と
視
座
を
獲
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第

 1週
～
第

 3週
   石
澤
将
人
「
近
代
日
本
の
教
育
と
教
養
理
念
に
つ
い
て
」

第
 4週
～
第

 6週
　

 武
上
真
理
子
「
科
学
史
で
見
る
ア
ジ
ア
の
近
代
西
洋
文
明
の
生
成
と
変
容
」

第
 7週
～
第

 9週
   大
野
直
樹
「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
―
ア
メ
リ
カ
の
介
入
か
ら
撤
退
ま
で
」

第
 9週
～
第

12週
   関
根
真
保
「
戦
時
上
海
と
外
国
人
」

第
13週
～
第

14週
   福
家
崇
洋
「
戦
間
期
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
東
ア
ジ
ア
」

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
と
レ
ポ
ー
ト
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
配
布
す
る
資
料
を
あ
ら
か
じ
め
読
ん
だ
上
で
出
席
す
る
こ
。
授
業
に
必
要
な
授
業
外
学
習
に
つ
い
て
は
、

別
途
授
業
中
に
指
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
内
容
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
つ
い
て
の
質
問
は
、
授
業
中
に
お
い
て
受
け
付
け
る
ほ
か
に
、
江
田
研
究
室
で
受
け

付
け
る
（
吉
田
南
総
合
館

4階
421室
、
水
曜

12:00～
13：

00）
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

文
明
構
造
論

IIB
Structure of C

ivilizations IIB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
江
田
　
憲
治

助
教

 大
学
文
書
館

福
家
　
崇
洋

非
常
勤
講
師

 
大
野
　
直
樹

非
常
勤
講
師

 
西
井
　
美
幸

京
都
大
学
大
学
院
人
間

・
環
境
学
研
究
科
　
　
須
藤
　
秀
平

非
常
勤
講
師

 
西
村
　
木
綿

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
「
文
明
構
造
論
」
と
は
、
現
代
の
「
国
際
文
明
」
を
構
造
的
に
考
察
し
、
文
明
諸
領
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
考

察
す
る
学
問
領
域
で
あ
る
。
こ
の
「
文
明
構
造
論
」
の
趣
旨
か
ら
、
本
講
義
は
、
①
〈
欧
米
近
代
の
諸
問
題
〉
を
共

通
テ
ー
マ
と
し
、

 ②
歴
史
学
・
文
学
・
社
会
学
・
政
治
学
な
ど
を
分
析
手
段
に
用
い
、

 ③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
圏
と

東
ア
ジ
ア
文
明
圏
双
方
の
特
質
に
関
連
し
た
（
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
を
中
心
に
）
、
下
記
の
個
別
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
リ
レ
ー
講
義
を
行
う
。

 [到
達
目
標

]
近
年
、
そ
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
も
い
る
「
西
欧
近
代
主
義
」
の
偏
重
を
克
服
し
、
多
面
的
か
つ
多
元
的
に
、
現
代

の
「
国
際
文
明
」
を
理
解
す
る
た
め
の
知
識
と
視
座
を
提
供
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第

 1週
～
第

 3週
　
須
藤
秀
平
「
近
代
ド
イ
ツ
文
学
に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義
と
保
守
革
命
」

第
 4週
～
第

 6週
  西
村
木
綿
「
東
欧
の
ユ
ダ
ヤ
民
族
主
義
と
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
文
化
」

第
 7週
～
第

 9週
  西
井
美
幸
「
近
代
ド
イ
ツ
の
青
年
運
動
に
つ
い
て
の
考
察
」

第
10週
～
第

12週
　
大
野
直
樹
「
ア
メ
リ
カ
外
交
政
策
の
形
成
に
お
け
る
情
報
機
関
の
役
割
」

第
13週
～
第

14週
　
福
家
崇
洋
「
第
一
次
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
大
戦
と
日
本
」

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
と
レ
ポ
ー
ト
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
配
布
す
る
資
料
を
あ
ら
か
じ
め
読
ん
だ
上
で
、
授
業
に
必
要
な
授
業
外
学
習
に
つ
い
て
は
、
別
途
授
業
中

に
指
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
内
容
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
つ
い
て
の
質
問
は
、
授
業
中
に
お
い
て
受
け
付
け
る
ほ
か
に
、
江
田
研
究
室
で
受
け

付
け
る
（
吉
田
南
総
合
館

4階
421室
、
水
曜

12:00～
13：

00）
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

文
明
構
造
論

IV
A

Structure of C
ivilizations IV

A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
大
川
　
勇

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
近
年
、
ナ
チ
ズ
ム
お
よ
び
ヒ
ト
ラ
ー
に
対
す
る
見
方
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
か
つ
て
、
ナ
チ
ズ
ム
は
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
を
も
た
ら
し
た
絶
対
悪
で
あ
り
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
ナ
チ
ズ
ム
を
先
導
す
る
極
悪
非
道
の
独
裁
者
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
い
つ
し
か
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
「
世
界
観
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
と
連
動
す
る
よ
う
に
ナ
チ

ズ
ム
の
「
魅
惑
」
が
声
高
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
そ
こ
で
語
ら
れ
る
「
魅
惑
」
の
大
半
は
、
民
衆
な

い
し
大
衆
に
と
っ
て
の
魅
惑
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
作
家
、
思
想
家
、
知
識
人
に
と
っ
て
、
ナ
チ
ズ
ム
の
魅
惑
と
は
何

だ
っ
た
の
か
―
―
こ
の
視
点
か
ら
知
識
人
の
ヒ
ト
ラ
ー
像
を
論
じ
た

J・
P・
ス
タ
ー
ン
の
『
ヒ
ト
ラ
ー
神
話
の
誕
生
』

を
読
み
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
人
文
主
義
と
ナ
チ
ズ
ム
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

 [到
達
目
標

]
「
ヒ
ト
ラ
ー
神
話
」
の
生
成
過
程
を
追
い
、
ド
イ
ツ
人
文
主
義
の
光
と
影
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　

J・
P・
ス
タ
ー
ン
の
『
ヒ
ト
ラ
ー
神
話
の
誕
生
』
を
輪
読
す
る
。

　
プ
ラ
ハ
に
生
ま
れ
、
ヴ
ィ
ー
ン
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
を
卒
業
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
し
た
ス
タ
ー
ン
は
、
本
書
に
お

い
て
、
ド
イ
ツ
文
学
者
の
視
点
か
ら
ナ
チ
ズ
ム
の
秘
密
に
迫
ろ
う
と
す
る
。
カ
ン
ト
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、
ニ

ー
チ
ェ
、
フ
ロ
イ
ト
、

C
・

G
・
ユ
ン
グ
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
、
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
、
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
、
カ
フ

カ
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ユ
ン
ガ
ー
ら
に
言
及
し
、
ド
イ
ツ
精
神
史
を
つ
ら
ぬ
く
倫
理
的

価
値
観
か
ら
ナ
チ
ズ
ム
の
魅
惑
と
幻
惑
を
照
射
す
る
本
書
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
を
「
新
し
い
美
学
」
を
提
示
し
た
「
芸
術

家
」
と
見
な
す
、
近
年
の
研
究
の
先
駆
け
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
全
体
を
構
成
す
る
各
章
の
表
題
は
以
下
の
と
お
り
。

「
国
民
の
代
表
者
」
「
犠
牲
と
い
う
言
葉
」
「
予
言
と
い
う
言
葉
」
「
超
越
を
願
う
社
会
」
「
自
由
に
対
す
る
無
関

心
」
「
ナ
チ
法
の
精
神
」
「
新
し
い
人
生
が
誕
生
し
た
」
「
征
服
と
絶
滅
」
・
・
・
・
・
・

　
授
業
で
は
、
各
章
の
担
当
者
が
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
て
発
表
し
、
そ
の
発
表
を
も
と
に
全
員
で
議
論
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
発
表
と
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
J・

P・
ス
タ
ー
ン

 『
ヒ
ト
ラ
ー
神
話
の
誕
生
―
―
第
三
帝
国
と
民
衆
』
（
社
会
思
想
社
）

ISB
N

:4-390-60323-X
品
切
れ
本
ゆ
え
、
ネ
ッ
ト
書
店
等
で
各
自
用
意
の
こ
と
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
担
当
者
は
レ
ジ
ュ
メ
を
用
意
し
、
そ
れ
以
外
の
参
加
者
も
、
各
章
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
お

く
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

文
明
構
造
論

IV
B

Structure of C
ivilizations IV

B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
大
川
　
勇

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
近
年
、
ナ
チ
ズ
ム
お
よ
び
ヒ
ト
ラ
ー
に
対
す
る
見
方
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
か
つ
て
、
ナ
チ
ズ
ム
は
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
を
も
た
ら
し
た
絶
対
悪
で
あ
り
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
ナ
チ
ズ
ム
を
先
導
す
る
極
悪
非
道
の
独
裁
者
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
い
つ
し
か
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
「
世
界
観
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
と
連
動
す
る
よ
う
に
ナ
チ

ズ
ム
の
「
魅
惑
」
が
声
高
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
そ
こ
で
語
ら
れ
る
「
魅
惑
」
の
大
半
は
、
民
衆
な

い
し
大
衆
に
と
っ
て
の
魅
惑
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
作
家
、
思
想
家
、
知
識
人
に
と
っ
て
、
ナ
チ
ズ
ム
の
魅
惑
と
は
何

だ
っ
た
の
か
―
―
こ
の
視
点
か
ら
知
識
人
の
ヒ
ト
ラ
ー
像
を
論
じ
た

J・
P・
ス
タ
ー
ン
の
『
ヒ
ト
ラ
ー
神
話
の
誕
生
』

を
手
が
か
り
に
、
ド
イ
ツ
人
文
主
義
と
ナ
チ
ズ
ム
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

 [到
達
目
標

]
ド
イ
ツ
人
文
主
義
の
光
と
影
に
つ
い
て
の
考
察
を
も
と
に
、
ナ
チ
ズ
ム
の
時
代
を
生
き
た
作
家
、
思
想
家
、
知
識
人

の
ヒ
ト
ラ
ー
像
を
検
証
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　

J・
P・
ス
タ
ー
ン
『
ヒ
ト
ラ
ー
神
話
の
誕
生
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
作
家
、
思
想
家
、
知
識
人
に
つ
い
て
各
自
が

考
察
し
、
発
表
す
る
。
そ
の
発
表
を
も
と
に
全
員
で
議
論
す
る
。

　
ス
タ
ー
ン
が
取
り
上
げ
て
い
る
作
家
、
思
想
家
、
知
識
人
は
、
カ
ン
ト
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、
ニ
ー
チ
ェ
、

フ
ロ
イ
ト
、

C
・

G
・
ユ
ン
グ
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
、
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
、
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
、
カ
フ
カ
、
ヤ
ス

パ
ー
ス
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ユ
ン
ガ
ー
等
、
多
数
に
の
ぼ
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
発
表
と
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
J・

P・
ス
タ
ー
ン

 『
ヒ
ト
ラ
ー
神
話
の
誕
生
―
―
第
三
帝
国
と
民
衆
』
（
社
会
思
想
社
）

ISB
N

:4-390-60323-X
品
切
れ
本
ゆ
え
、
ネ
ッ
ト
書
店
等
で
各
自
用
意
の
こ
と
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
発
表
者
は
レ
ジ
ュ
メ
を
用
意
し
、
そ
れ
以
外
の
参
加
者
も
、
発
表
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
を
得
て
お
く
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

多
文
化
社
会
論

IIＡ
Studies on M

ulticultural Society IIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
H

A
Y

A
SH

I,Brian

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

 日
本
語
及
び
英
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
   T

he aim
 of this course for the spring sem

ester is to provide you w
ith a background into the social, cultural, 

and political history of the U
nited States, focusing on the society that em

erged from
 its T

hird W
orld-like 

condition to becom
ing a global pow

er on the w
orld stage by 1920. T

o explain w
hy the U

nited States of 
A

m
erica becam

e a w
orld pow

er w
hile at the sam

e tim
e transform

ing itself into a nation w
ith m

any “
subnations,”

 requires that w
e look at not only its political and econom

ic roots, but its cultural and social 
dim

ensions as w
ell. B

y “
cultural”

 and “
social,”

 I m
ean not the great literary w

riters but how
 average 

A
m

ericans understood the w
orld they lived in through the lens of class, gender, “

race,”
 religion, and region.

  [到
達
目
標

]
For the first sem

ester, the goal is for you to have a foundational understanding of the political, econom
ic, and 

if tim
e perm

its, the m
ilitary background to the U

nited States’
 rise of the w

orld’
s superpow

er in the 
tw

entieth and tw
enty-first centuries.

 [授
業
計
画
と
内
容

]
T

he first sem
ester focuses on the beginnings of the U

nited States as a nation, but also pays attention to other 
nation-states and colonies in existence on the N

orth A
m

erican continent such as the Iroquois C
onfederacy, 

the Polynesian K
ingdom

, and Spanish C
alifornia. T

he course covers the entire nineteenth century and 
concludes in 1920, the turning point in the form

ation of m
odern A

m
erica.

    T
he course is designed to have both student oral participation in class discussions based on the readings, 

and lectures w
hich som

etim
es com

plem
ent and at other tim

es contradict the readings.

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
Y

our grade is based on three things:
O

ral Participation in class: I fully expect you to participate in the discussions, usually at the beginning of each 
lecture, on the subject to be covered that w

eek. 

W
eekly R

eadings: Since the course is a com
bined SoJin and B

ungakubu, w
ith a handful of K

U
IN

E
P students, 

the readings are divided into tw
o categories and students are allow

ed to choose either sets of w
eekly readings. 

Y
ou should com

e to each class prepared to discuss the readings, as your grade is based on this.

W
ritten report at the end of the sem

ester: E
ach student is expected to w

rite a report, roughly 5-7 pages in 
length, com

paring a topic covered in the lectures, w
ith a sim

ilar one for another country. T
his paper is due at 

the end of exam
 period and should be turned in to m

y office or through the em
ail system

.

 [教
科
書

]
Y

our readings w
ill all be offprints of various articles and books. H

ow
ever, if you are com

pletely unfam
iliar 

w
ith A

m
erican history, you should consult, as reference the follow

ing books:

多
文
化
社
会
論

IIＡ
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

多
文
化
社
会
論

IIＡ
(2)

紀
平
、
「
ア
メ
リ
カ
史
」
（
１
９
９
９
）

 or M
ary B

eth N
orton, A

 People and a N
ation 

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
Y

ou are expected to have the w
eek’

s reading com
pleted B

E
FO

R
E

 the class begins. E
ach of the w

eek’
s 

readings w
ill, of course, be sum

m
arized and handed in. M

uch of our discussion revolves around those 
readings, so be m

entally prepared to discuss the particular topic assigned for that w
eek.

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

Y
ou can alw

ays see m
e before or after class. I am

 on cam
pus every day of the regular w

eek.　
N

orm
al office 

hours are Fridays, 15:00 to 16:30.

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

多
文
化
社
会
論

IIＢ
Studies on M

ulticultural Society IIB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
H

A
Y

A
SH

I,Brian

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

 日
本
語
及
び
英
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
   T

his course is a continuation of the spring sem
ester course on A

m
erican H

istory. Its aim
 is to provide you 

w
ith a background into the social, cultural, and political history of the U

nited States, focusing on the society 
that em

erged from
 its prom

inence as a w
orld pow

er after W
orld W

ar I to its w
orld pow

er status in a 
m

ultipolar w
orld by the arrival of the B

ush D
ynasty in the 1990s. T

o explain w
hy the U

nited States of 
A

m
erica becam

e a w
eakened w

orld pow
er, deeply divided along racial, class, and ethnic lines requires that 

w
e look at not only its political and econom

ic roots, but its cultural and social dim
ensions as w

ell. B
y “

cultural”
 and “

social,”
 I m

ean not the great literary w
riters but how

 average A
m

ericans understood the 
w

orld they lived in through the lens of class, gender, “
race,”

 religion, and region. 

 [到
達
目
標

]
For the second sem

ester, the goal is for you to have a foundational understanding of the social and cultural 
dim

ensions of the U
nited States’

 rising as a w
orld superpow

er in the tw
entieth and tw

enty-first centuries.

 [授
業
計
画
と
内
容

]
T

he course begins after the end of W
orld W

ar I w
ith the U

nited States entering the w
orld stage as a new

 
superpow

er allied to the old superpow
er G

reat B
ritain. It continues through the G

reat D
epression, W

orld W
ar 

II, and the C
old W

ar on to the 2000s w
ith the rise of the neo-conservatives. 

   T
hough the course w

ill have lectures each w
eek, students are also expected to participate orally in class 

discussions of each w
eek's readings at the beginning of class. D

uring these discussions, I w
ill try to get you to 

think com
paratively on a given topic.

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
Y

our grade is based on three things:
O

ral participation in class: Y
ou should be prepared to discuss the assigned topic for that w

eek. E
ach topic is 

designed so that you should be able to discuss m
ost if not all topics. Part of your grade is based on this 

discussion.

W
eekly readings: Y

ou should dem
onstrate both in the class discussions and in your w

ritten report, a 
fam

iliarity w
ith the w

eekly readings. I expect you to know
 them

 before each class. 

W
ritten report: A

 paper, com
paring a w

eekly topic discussed in class w
ith a sim

ilar phenom
enon in another 

country, in about five to seven pages, is required at the end of the exam
ination period. Further guidance on 

the exact style, and other requirem
ents w

ill be given in class.

 [教
科
書

]
  T

here are no textbooks per se, but you w
ill have to m

ake your ow
n copies of the offprints I assigned and 

placed in 現
代
文
化
学
系
共
同
研
究
室

R
oom

 819 of the 文
学
部
新
館

.

多
文
化
社
会
論

IIＢ
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

多
文
化
社
会
論

IIＢ
(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

紀
平

 『
ア
メ
リ
カ
史
』
（
山
川
出
版
社
）

M
aｒ
ｙ

 B
eth N

orton 『
A

 People and a N
ation』
（

H
oughton M

ifflin）
A

lthough the lectures are in E
nglish, outlines of all lectures are distributed to students. 

E
very year, the lectures' contents changes, so even if you have taken this class once before, you w

ill find new
 

m
aterials presented. A

lso, this fall sem
ester I w

ill try to be a little m
ore interactive--m

eaning I w
ant you to 

talk and discuss m
ore in class. 

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
Y

ou are expected to have the w
eek’

s reading com
pleted B

E
FO

R
E

 the class begins. E
ach of the w

eek’
s 

readings w
ill, of course, be sum

m
arized and handed in. M

uch of our discussion revolves around those 
readings, so be m

entally prepared to discuss the particular topic assigned for that w
eek.

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

N
orm

al office hours are Fridays, 15:00 to 16:30. O
r you can see m

e im
m

ediately after class.

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

多
文
化
社
会
論
演
習

IIＡ
Studies on M

ulticultural Societies IIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
前
川
　
玲
子

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
こ
の
授
業
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の

1920年
代
の
文
化
史
を
描
い
た

R
oderick N

ash の
T

he N
ervous G

enerationを
英
語

で
精
読
し
、
ロ
ス
ト
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
た
世
代
の
文
学
、
思
想
、
政
治
、
大
衆
文
化
、
ヒ
ー
ロ
ー
像

な
ど
を
考
察
す
る
。
社
会
の
変
化
と
文
化
の
変
遷
に
注
目
し
、
戦
間
期
の
ア
メ
リ
カ
を
再
考
す
る
。
同
時
に
、
世
代

論
や
文
化
史
の
方
法
論
を
現
代
の
状
況
に
応
用
す
る
可
能
性
も
考
え
る
。

 [到
達
目
標

]
ア
メ
リ
カ
の
２
０
世
紀
の
文
化
史
の
基
本
的
な
事
項
を
、
当
時
の
政
治
や
社
会
背
景
へ
の
深
い
理
解
と
と
も
に
考
察

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
英
語
で
書
か
れ
た
第
二
次
資
料
を
し
っ
か
り
読
み
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
読
ん
だ
資
料
を
も
と
に
、
ア
メ
リ
カ
の
一
つ
の
世
代
の
文
化
に
つ
い
て
、
深
い
考
察
と
分
析
を
伴

う
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
能
力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
テ
キ
ス
ト
は
、
１
０
章
か
ら
な
っ
て
い
る
の
で
前
書
き
を
あ
わ
せ
て
、
基
本
的
に
一
回
の
授
業
で
一
章
（
約
２
０
ペ

ー
ジ
）
す
す
む
こ
と
に
な
る
。

最
初
の
授
業
は
授
業
の
説
明
、
最
後
の
授
業
は
ま
と
め
に
あ
て
る
。
演
習
で
少
人
数
に
な
る
と
思
う
の
で
、
一
人
一

回
な
い
し
２
回
レ
ポ
ー
タ
ー
を
や
っ
て
も
ら
う
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
、
口
頭
発
表
、
平
常
点
で
総
合
的
に
判
断
す
る
。

授
業
へ
の
出
席
は
基
本
的
に
３
分
の
２
程
度
が
必
要
で
あ
る
。

平
常
点
の
な
か
に
は
、
出
席
の
ほ
か
、
授
業
内
で
の
発
言
、
英
語
の
質
問
へ
の
解
答
、
小
レ
ポ
ー
ト
な
ど
が
含
ま
れ

る
。

 [教
科
書

]
R

ederick N
ash 『

T
he N

ervous G
eneration』

（
E

lephant paperback）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
前
に
、
か
な
ら
ず
教
材
を
読
む
こ
と
。
英
文
で
２
０
ペ
ー
ジ
ほ
ど
あ
る
が
予
習
は
必
須
で
あ
る
。
自
分
が
発
表

担
当
に
あ
た
っ
て
い
る
と
き
は
、
歴
史
的
事
象
や
人
物
の
概
略
、
作
者
の
方
法
論
、
疑
問
点
や
意
見
を
含
め
た
詳
し

い
レ
ジ
ュ
メ
を
用
意
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
の
前
後
、
あ
る
い
は
学
生
の
希
望
に
よ
っ
て
研
究
室
で
の
相
談
に
応
じ
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

多
文
化
社
会
論
演
習

IIＢ
Studies on M

ulticultural Societies IIB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
前
川
　
玲
子

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
こ
の
授
業
で
は
、

20世
紀
の
ア
メ
リ
カ
史
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
歴
史
家
の
論
文
集
を
使
い
、

1930年
代
か
ら

70年
代
ご
ろ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の
政
治
・
社
会
史
を
１
０
年
ご
と
の
単
位
で
み
て
い
く
。
ア
メ
リ
カ
の
内
政
を
中
心
に
、

世
界
的
な
危
機
に
ひ
ん
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
、
経
済
が
ど
の
よ
う
な
変
化
の
道
筋
を
辿
っ
た
の
か
、
そ
し
て
そ

の
世
界
観
や
理
念
に
ど
の
よ
う
な
継
続
性
が
あ
る
の
か
を
、
論
文
の
精
読
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

 [到
達
目
標

]
ア
メ
リ
カ
の
２
０
世
紀
の
歴
史
を
、
と
く
に
そ
の
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
背
景
に
注
目
し
て
理
解
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
歴
史
学
に
お
い
て
各
時
代
へ
の
評
価
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
と
い
う
点
に
関
し
て
も
理
解
を
深
め
る
。

自
分
が
と
く
に
興
味
を
抱
い
た
時
代
（
た
と
え
ば
、
大
恐
慌
期
、
冷
戦
期
、
公
民
権
運
動
の
時
代
、
ク
リ
ン
ト
ン
政

権
期
）
に
関
し
て
、
複
数
の
第
二
次
資
料
を
も
と
に
深
く
考
察
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
能
力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
最
初
の
授
業
は
、
受
講
予
定
者
の
た
め
の
説
明
に
あ
て
、
最
後
の
授
業
は
全
体
の
ま
と
め
を
す
る
。

週
ご
と
の
詳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
最
初
の
授
業
で
予
定
表
を
配
布
す
る
。
毎
回
、
学
生
に
口
頭
発
表
を
さ
せ
、

そ
の
他
の
学
生
に
も
英
語
の
質
問
な
ど
を
し
て
、
よ
ん
で
き
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
、
口
頭
発
表
、
平
常
点
で
総
合
的
に
判
断
す
る
。

授
業
へ
の
出
席
は
基
本
的
に
３
分
の
２
程
度
が
必
要
で
あ
る
。

平
常
点
の
な
か
に
は
、
出
席
の
ほ
か
、
授
業
内
で
の
発
言
、
英
語
の
質
問
へ
の
解
答
、
小
レ
ポ
ー
ト
な
ど
が
含
ま
れ

る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

プ
リ
ン
ト
教
材
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
か
な
ら
ず
、
授
業
前
に
課
題
と
な
っ
て
い
る
章
（
英
文
約
２
０
ペ
ー
ジ
）
を
読
む
こ
と
。

発
表
に
あ
た
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
章
に
つ
い
て
、
要
約
だ
け
で
は
な
く
、
重
要
な
社
会
運
動
、
政
治
家
、
歴
史

家
な
ど
に
つ
い
て
概
説
的
な
知
識
を
提
供
し
、
ま
た
作
者
の
分
析
の
し
か
た
に
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
詳
細
な
レ
ジ
ュ

メ
を
用
意
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
に
で
る
前
提
と
し
て
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
で
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

相
談
に
は
い
つ
で
も
応
じ
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
際
関
係
論

IA
International R

elations IA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
齋
藤
　
嘉
臣

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
国
際
秩
序
を
維
持
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
い
か
に
構
築
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
の
か
。
国
際
社
会
は

17世
紀
以
降
、
国
際
社
会
の
安
定
の
た
め
に
様
々
な
戦
争
抑
止
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
築
し
て
き
た
。

19世
紀
の
ウ
ィ
ー
ン
体

制
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
連
盟
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
連
合
は
す
べ
て
、
平
和
維
持
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
体
現
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
戦
争
を
防
ぎ
平
和
を
創
る
新
た
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
が
期
待
さ
れ
な
が
ら
、
噴
出
す

る
民
族
紛
争
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
脅
威
に
対
し
有
効
な
手
立
て
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
今
日
の
国
際
秩
序
を
念
頭

に
置
く
時
、
国
際
秩
序
の
構
築
史
を
振
り
返
る
こ
と
は
、
今
日
的
な
意
義
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、
過

去
200年
の
戦
争
と
平
和
の
歴
史
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
今
日
の
国
際
秩
序
を
史
的
文
脈
の
中
で
理
解
す
る
た
め
の

思
考
の
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
を
、
講
義
の
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
国
際
政
治
の
歴
史
に
関
す
る
深
い
理
解
を
得
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
内
容
で
各

1-2回
程
度
、
講
義
す
る
。
（
進
め
方
は
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
）

1　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 
2　
国
際
関
係
の
起
源

3　
勢
力
均
衡
と
市
民
革
命
の
時
代

4　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
（

C
oncert of E

urope）
」
体
制
の
構
築

5　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
（

C
oncert of E

urope）
」
体
制
の
変
容

6　
ド
イ
ツ
統
一
と
帝
国
主
義
の
時
代

7　
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
と
平
和

8　
第

2次
世
界
大
戦
へ
の
道

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
試
験
の
成
績
（

100%
）

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
の
講
義
後
に
は
、
指
定
さ
れ
た
参
考
文
献
等
を
読
み
、
内
容
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
際
関
係
論

IB
International R

elations IB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
齋
藤
　
嘉
臣

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
近
年
、
冷
戦
史
は
新
た
な
活
況
を
呈
し
て
い
る
。
従
来
の
様
な
米
ソ
に
排
他
的
な
焦
点
を
当
て
る
冷
戦
史
観
や
東
西

対
立
を
殊
更
強
調
す
る
冷
戦
史
観
は
相
対
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
か
わ
っ
て
米
ソ
の
同
盟
国
の
外
交
や
東
西
協
力
に
も

注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
軍
事
的
・
政
治
的
対
立
に
加
え
て
文
化
的
な
対
立
に
も
目
配
り
す
る
研
究

の
蓄
積
に
よ
り
、
冷
戦
を
よ
り
包
括
的
に
再
照
射
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
講
義
で
は
、
新
し

い
冷
戦
史
の
観
点
か
ら
、

20世
紀
後
半
の
国
際
政
治
史
を
検
討
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
冷
戦
期
と
冷
戦
後
の
国
際
社

会
の
変
化
と
連
続
性
を
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

 [到
達
目
標

]
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
政
治
に
つ
い
て
の
深
い
理
解
を
得
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
内
容
を
各

1-3回
程
度
、
講
義
す
る
。
（
進
め
方
は
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
）

1　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 
2　
戦
後
秩
序
の
模
索
と
冷
戦
の
始
ま
り

 
3　
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
と
「
演
劇
」
性

4　
封
じ
込
め
と

1955年
体
制
―
冷
戦
対
立
の
激
化
と
外
交
の
希
求

5　
多
極
化
の
世
界
と
デ
タ
ン
ト
の
進
展

6　
文
化
外
交
（
ジ
ャ
ズ
外
交
）
の
展
開

7　
デ
タ
ン
ト
と
冷
戦
終
結

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
試
験
の
成
績
（

100%
）

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
の
講
義
後
に
は
、
指
定
さ
れ
た
参
考
文
献
等
を
読
み
、
内
容
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
際
関
係
論

IIA
International R

elations IIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名
大
阪
大
学
　
教
授

真
山
　
全

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
国
際
関
係
論

IIA
及
び

IIB
は
、
国
際
関
係
論
と
い
う
科
目
名
称
な
が
ら
内
容
は
国
際
法
で
あ
る
。

IIA
と

IIB
は
そ

れ
ぞ
れ

2単
位
の
隔
年
開
講
科
目
で
あ
っ
て
、
両
者
で
国
際
法
の
全
範
囲
が
講
義
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

IIA
は
、
国

際
法
の
一
次
的
規
則
と
も
い
わ
れ
る
部
分
を
中
心
に
検
討
し
、

IIB
で
は
そ
う
し
た
規
則
の
違
反
が
あ
っ
た
場
合
の

対
応
に
関
す
る
国
際
法
規
則
を
み
る
。
講
義
は
、
従
来
型
の
講
義
形
式
を
と
る
。
特
に
他
の
法
学
科
目
の
履
修
を
本

科
目
の
履
修
条
件
と
は
し
て
い
な
い
の
で
、
法
学
上
の
基
本
的
な
概
念
も
必
要
が
あ
れ
ば
説
明
す
る
。

 [到
達
目
標

]
　
国
際
法
を
通
じ
て
、
法
的
な
思
考
が
で
き
、
国
際
関
係
そ
の
他
に
お
け
る
様
々
な
事
象
を
法
的
に
も
分
析
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
国
際
関
係
や
政
治
学
を
勉
強
す
る
場
合
に
も
、
あ
る
程
度
の
法
的
思
考
や
国
際
法
の
知
識
が
必
要
で

あ
る
か
ら
、
法
学
専
攻
者
以
外
に
と
っ
て
も
有
用
な
講
義
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
．
国
際
法
の
法
的
性
質
（
任
意
法
的
性
格
、
主
権
国
家
間
の
水
平
的
関
係
の
規
律
）

２
．
国
際
法
の
主
体
（
国
家
、
国
際
機
構
等
）

３
．
国
際
法
の
法
源
（
条
約
、
慣
習
法
、
法
の
一
般
原
則
）

４
．
国
際
法
と
国
内
法
の
関
係
（
国
際
関
係
及
び
国
内
法
秩
序
に
お
け
る
効
力
関
係
）

５
．
国
家
と
政
府
の
承
認
と
承
継

６
．
国
家
領
域
（
領
域
取
得
権
原
）

７
．
同
（
領
土
、
領
水
、
領
空
）

８
．
海
洋
法
（
領
水
、

E
E

Z、
大
陸
棚
）

９
．
同
（
公
海
、
深
海
底
）

10．
航
空
法
（
領
空
と
そ
れ
以
外
の
空
、
防
空
識
別
圏
）

11．
宇
宙
法
（
宇
宙
空
間
と
天
体
）

12．
南
極
そ
の
他
、

13．
国
籍
（
国
籍
付
与
の
方
式
）

14．
外
国
人
法
（
一
国
内
に
あ
る
外
国
人
の
処
遇
）

15. 国
際
的
人
権
保
障
（
一
国
内
に
あ
る
そ
の
国
の
国
民
の
人
権
保
護
）
、
全
体
の
ま
と
め

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
主
に
定
期
試
験
に
よ
り
評
価
す
る
。
各
回
講
義
の
出
欠
は
、
原
則
と
し
て
は
成
績
に
影
響
し
な
い
。
な
お
、
講
義

中
（
講
義
後
で
は
な
く
講
義
中
）
の
学
生
の
自
発
的
質
問
は
、
成
績
評
価
に
よ
い
影
響
を
あ
た
え
る
。

 [教
科
書

]
杉
原
高
嶺
他

 『
現
代
国
際
法
講
義
』
（
有
斐
閣
）

松
井
芳
郎
編

 『
ベ
ー
シ
ッ
ク
条
約
集
』
（
東
信
堂
）
（
条
約
集
は
、
い
ず
れ
か
一
で
よ
い
。
）

奥
脇
直
也
編

 『
国
際
条
約
集
』
（
有
斐
閣
）
（
条
約
集
は
、
い
ず
れ
か
一
で
よ
い
。
）

国
際
関
係
論

IIA
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

国
際
関
係
論

IIA
(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
各
回
の
講
義
の
範
囲
を
事
前
に
教
科
書
で
予
習
し
、
講
義
後
も
条
約
集
で
条
文
な
ど
を
確
認
し
つ
つ
復
習
す
る
。

講
義
は
、
口
頭
説
明
と
板
書
に
よ
る
の
で
、
教
科
書
は
講
義
に
は
持
参
し
な
く
と
も
よ
い
。
ま
た
、
講
義
に
於
い
て

参
考
文
献
を
示
す
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
各
自
に
お
い
て
読
了
す
る
こ
と
。

　
教
科
書
、
条
約
集
、
講
義
及
び
参
考
文
献
を
あ
わ
せ
て
各
自
の
国
際
法
ノ
ー
ト
を
作
成
し
て
お
く
と
あ
と
あ
と
便

利
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
設
定
し
な
い
。
担
当
教
員
は
、
非
常
勤
講
師
で
あ
る
の
で
、
講
義
時
間
以
外
で
質
問
等
を
実

施
す
る
場
合
に
は
、
メ
ー
ル
に
よ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
ア
ド
レ
ス
は
講
義
中
に
必
要
が
あ
れ
ば
連
絡
す
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
際
関
係
論

IV
A

International R
elations IV

A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

 
未
定 未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
人
間
が
社
会
的
に
示
す
高
度
な
文
明
や
物
質
的
生
産
力
は
，
し
ば
し
ば
，
破
壊
的
な
形
で
も
示
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

も
し
私
た
ち
が
，
自
由
に
，
し
か
も
豊
か
な
生
活
を
実
現
し
た
い
，
と
思
え
ば
，
世
界
秩
序
を
非
暴
力
的
な
交
渉
に

よ
っ
て
調
整
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
際
政
治
経
済
学
（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
）
は
，
人
間
の
社
会
に
一
定
の
政
治
経
済

秩
序
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
の
か
？
　
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
良
い
秩
序
に
転
換
・
調
整
で
き
る
の
か
？
　
と
い

う
問
題
を
考
え
ま
す
。

す
な
わ
ち
，
本
講
義
の
テ
ー
マ
は
，
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
形
成
と
革
新
で
す
。

本
講
で
は
，
こ
の
テ
ー
マ
を
歴
史
的
経
験
か
ら
考
察
し
ま
す
。
文
明
と
権
力
の
成
立
，
近
代
国
家
の
誕
生
，
地
理
上

の
発
見
，
産
業
革
命
・
工
業
化
の
波
及
，
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
の
世
界
支
配
や
現
在
，
そ
し
て
将
来
の
世
界
秩
序
を

考
察
し
ま
す
。
私
の
Ｈ
Ｐ
「
Ｉ
Ｐ
Ｅ
の
果
樹
園
」
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。
「
今
週
の

R
eview
」
と
し
て
，
現
在
進

行
中
の
Ｉ
Ｐ
Ｅ
に
関
す
る
問
題
を
要
約
・
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
．
概
論
１
　
国
際
対
立
の
例
，
国
際
協
調
の
模
索

２
．
概
論
２
　
国
際
秩
序
を
築
く
も
の
は
何
か
？

３
．
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
、
国
家
の
起
源

４
．
地
理
上
の
発
見
と
近
代
国
家

５
．
重
商
主
義
国
家
の
競
争

６
．
市
場
に
よ
る
空
間
編
成

７
．
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
の
長
期
循
環

８
．
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命

９
．
後
発
工
業
化
の
波
及

10．
農
産
物
供
給
圏
と
労
働
力

11．
金
融
危
機
と
周
辺
の
再
編
成

12．
19世
紀
型
国
際
秩
序
の
崩
壊

13．
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
戦
後
秩
序

14．
国
際
通
貨
と
国
内
政
治

15．
予
備
、
も
し
く
は
、
質
疑

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

国
際
関
係
論

IV
A

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

国
際
関
係
論

IV
A

(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
試
験
で
評
価
す
る
。

出
席
や
、
前
回
の
ポ
イ
ン
ト
確
認
の
た
め
の
小
テ
ス
ト
、
課
題
図
書
に
よ
る
任
意
レ
ポ
ー
ト
，
も
平
常
点
と
し
て
加

点
す
る
。

 [教
科
書

]
小
野
塚
佳
光

 『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
生
き
る
　
国
際
政
治
経
済
学
と
想
像
力
』
（
萌
書
房
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

ジ
ョ
ン
・
ラ
ギ
ー

 『
平
和
を
勝
ち
取
る
』
（
岩
波
書
店
）
（
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
秩
序
の
構
築
を
描
く
。
）

ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン

 『
国
際
通
貨
制
度
の
選
択
』
（
岩
波
書
店
）
（
現
代
の
国
際
通
貨
制
度
に
関
す
る
優
れ

た
考
察
。
）

石
田
・
板
木
・
桜
井
・
中
本

 『
現
代
世
界
経
済
を
と
ら
え
る
　

V
er.5』
（
東
洋
経
済
新
報
社
）
（
特
に
、
第

10章
の
拙
論
を
参
照
。
）

桜
井
公
人
・
小
野
塚
佳
光
編
著

 『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
政
治
経
済
学
』
（
晃
洋
書
房
）
（
特
に
、
最
終
章
の
拙
論
を
参

照
。
）
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
Ａ
・
フ
リ
ー
デ
ン

 『
国
際
金
融
の
政
治
学
』
（
同
文
館
）
（

1970年
代
の
債
務
危
機
な
ど
、
国
際
通

貨
シ
ス
テ
ム
の
変
化
が
わ
か
る
。
）

そ
の
他
の
参
考
文
献
は
，
で
き
る
だ
け
多
く
，
授
業
中
に
指
示
す
る
．

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://w
w

w
1.doshisha.ac.jp/~yonozuka/(「

Ｉ
Ｐ
Ｅ
の
果
樹
園
」

)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
際
関
係
論
演
習

IA
Sem

inar on Law
 of International R

elations IA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
齋
藤
　
嘉
臣

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
今
日
の
国
際
政
治
を
研
究
す
る
視
座
を
養
う
た
め
、
国
際
政
治
に
関
す
る
基
礎
的
な
文
献
を
輪
読
す
る
。
授
業
を
通

し
て
履
修
者
に
は
、
個
別
の
研
究
課
題
に
独
自
の
観
点
か
ら
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
素
地
を
獲
得
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

 [到
達
目
標

]
国
際
政
治
に
関
す
る
基
礎
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
法
を
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
参
加
者
と
の
協
議
の
上
、
研
究
書
を
輪
読
す
る
。
具
体
的
に
は
、
国
際
政
治
に
関
連
す
る
諸
問
題
（
国
際
安
全
保
障
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
国
連
、
文
化
等
）
を
扱
う
。

毎
回
、
担
当
者
を
事
前
に
決
定
し
、
担
当
章
に
関
す
る
短
い
報
告
を
行
っ
た
後
、
参
加
者
全
員
で
内
容
の
確
認
を
す

る
と
同
時
に
議
論
を
深
め
る
。
履
修
者
に
は
、
事
前
に
該
当
す
る
章
の
精
読
を
求
め
る
。

ま
た
、
参
加
者
数
に
も
よ
る
が
、
後
半
で
は
各
自
が
並
行
し
て
進
め
る
研
究
の
報
告
を
行
い
、
そ
れ
を
基
に
全
員
で

討
論
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
・
個
別
報
告
（

50%
）
　
出
席
点
・
議
論
へ
の
貢
献
（

50%
）

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

John B
aylis, Steve Sm

ith, Patricia O
w

ens (eds.) 『
T

he G
lobalization of W

orld Politics: A
n Introduction to 

International R
elations』

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
演
習
の
後
に
、
指
定
さ
れ
た
文
献
に
示
さ
れ
て
い
る
参
考
文
献
を
深
く
読
み
こ
む
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

い
か
な
る
専
攻
の
学
生
で
あ
っ
て
も
歓
迎
す
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
際
関
係
論
演
習

IB
Sem

inar on Law
 of International R

elations IB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
齋
藤
　
嘉
臣

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
冷
戦
史
・
ア
メ
リ
カ
外
交
・
欧
州
国
際
政
治
に
関
連
す
る
基
礎
的
な
文
献
を
輪
読
し
、
参
加
者
全
員
で
討
議
を
深
め

る
こ
と
で
、
戦
後
国
際
政
治
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
扱
う
時
代
は
、
冷
戦
の
始
ま
り
か
ら

終
焉
ま
で
、
テ
ー
マ
も
冷
戦
戦
略
か
ら
文
化
外
交
、
日
米
関
係
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
冷
戦
ま
で
多
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
現
代
の
国
際
政
治
を
動
か
す
要
因
と
は
何
か
、
各
人
が
深
い
理
解
を
得
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

 [到
達
目
標

]
国
際
政
治
に
関
す
る
基
礎
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
法
を
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
参
加
者
と
の
協
議
の
上
、
上
記
分
野
に
関
す
る
研
究
書
を
輪
読
す
る
。
具
体
的
に
は
、
米
ソ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
視
点
か
ら
冷
戦
を
捉
え
直
し
た
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
軍
事
、
文
化
、
消
費
社
会
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
等
の
面
か
ら
、
国
際
政
治
の
多
様
性
を
理
解
す
る
。

ま
た
、
参
加
者
数
に
も
よ
る
が
、
後
半
で
は
各
自
が
並
行
し
て
進
め
る
研
究
の
報
告
を
行
い
、
そ
れ
を
基
に
全
員
で

討
論
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
・
個
別
報
告
（

50%
）
　
出
席
点
・
議
論
へ
の
貢
献
（

50%
）

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

M
elvyn P. L

effler, O
dd A

rne W
estad (eds.) 『

T
he C

am
bridge H

istory of the C
old W

ar』
（

C
am

bridge U
P）

（
3巻
本
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
演
習
後
に
、
指
定
さ
れ
た
参
考
文
献
を
深
く
読
み
込
む
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

い
か
な
る
専
攻
の
学
生
で
あ
っ
て
も
歓
迎
す
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

契
約
関
係
原
理
論

Principles of C
ontract-R

elation
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名
大
阪
市
立
大
学

 教
授
高
橋
　
眞

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
契
約
は
、
異
な
る
立
場
の
人
が
取
引
を
通
じ
て
経
済
活
動
を
進
め
て
ゆ
く
た
め
の
重
要
な
手
段
で
あ
る
。
当
事
者
が

自
由
に
形
成
し
た
契
約
内
容
は
、
両
当
事
者
の
行
動
規
範
と
な
り
、
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
契
約
内
容
に

従
っ
て
裁
判
が
行
わ
れ
る
。
同
時
に
、
当
事
者
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
契
約
規
範
が
有
効
に
機
能
す
る
た
め
に
、
民

法
は
様
々
な
制
度
を
用
意
し
て
い
る
。
本
講
義
で
は
、
実
際
に
行
わ
れ
た
裁
判
の
記
録
（
判
例
）
を
材
料
と
し
て
、

契
約
の
法
理
と
、
そ
れ
を
支
え
る
民
法
上
の
制
度
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
当
事
者
は
実
際
に
そ
れ
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
る
か
を
見
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
法
制
度
は
、
こ
れ
に
従
う
べ
き
秩
序
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

市
民
と
し
て
自
由
な
活
動
を
す
る
た
め
の
技
術
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
民
法
（
財
産
法
）
の
基
本
的
な
制
度
と
そ
の
考
え
方
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
現
実
の
ケ
ー
ス
に
適
用
す
る

た
め
に
、
事
実
を
ど
の
よ
う
に
観
察
す
る
べ
き
か
、
事
実
認
定
問
題
に
つ
い
て
の
観
点
を
身
に
つ
け
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
I　
民
事
紛
争
と
契
約
法
理
：
問
題
は
ど
の
よ
う
に
発
生
す
る
か

　
１
　
契
約
の
法
理
と
所
有
権
の
法
理
―
―
建
築
下
請
け
を
め
ぐ
る
事
例
：
条
文
の
適
用
と
特
約
に
よ
る
処
理

　
２
　
契
約
を
め
ぐ
る
紛
争
は
い
か
に
発
生
す
る
か
―
―
契
約
解
除
・
二
重
譲
渡
・
損
害
賠
償

　
３
　
損
害
賠
償
の
目
的
と
額
の
算
定
―
―
不
法
行
為
の
場
合
と
債
務
不
履
行
の
場
合

II　
不
動
産
登
記
制
度
と
権
利
外
観
へ
の
信
頼
保
護
：
取
引
社
会
の
透
明
性

　
４
　
不
動
産
取
引
と
登
記
―
―
「
背
信
的
悪
意
者
」
を
め
ぐ
っ
て

　
５
　
登
記
へ
の
信
頼
の
保
護
―
―
取
引
の
安
全
①
：
「
通
謀
虚
偽
表
示
」
規
定
の
類
推
適
用

　
６
　
預
金
者
で
な
い
者
へ
の
預
金
の
支
払
い
―
―
取
引
の
安
全
②
：
機
械
化
と
民
法
規
定

III　
意
思
表
示
と
代
理
：
契
約
が
当
事
者
間
で
有
効
に
成
立
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か

　
７
　
意
思
表
示
と
要
素
の
錯
誤
―
―
保
証
取
引
と
錯
誤

　
８
　
代
理
行
為
の
構
造
―
―
代
理
制
度
・
代
理
権
濫
用
・
表
見
代
理

　
９
　
無
権
代
理
に
つ
い
て
―
―
無
権
代
理
と
相
続

IV
　
有
効
に
成
立
し
た
契
約
の
拘
束
力
と
内
容

　
１
０
　
契
約
の
拘
束
力
―
―
手
付
け
と
「
履
行
の
着
手
」

　
１
１
　
契
約
の
内
容
①
―
―
タ
ー
ル
売
買
事
件

　
１
２
　
契
約
の
内
容
②
―
―
瑕
疵
担
保
責
任

V
　
時
効
制
度
を
め
ぐ
っ
て
：
取
引
社
会
の
外
枠
を
な
す
も
の

　
１
３
　
取
得
時
効
―
―
相
続
と
取
得
時
効

　
１
４
　
消
滅
時
効
―
―
時
効
の
起
算
点
と
時
効
援
用
権
の
濫
用

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

契
約
関
係
原
理
論

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

契
約
関
係
原
理
論

(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
試
験
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

資
料
と
し
て
、
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。
な
お
、
民
法
の
条
文
（
小
さ
な
六
法
全
書
な
ど
）
を
準
備
す
る
こ
と
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
で
扱
っ
た
制
度
の
意
義
、
す
な
わ
ち
定
義
、
制
度
目
的
、
典
型
例
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
復
習
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
中
に
疑
問
が
出
た
ら
、
そ
の
場
で
質
問
し
て
く
だ
さ
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論

IA
L

aw
 and Social System

 IA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
那
須
　
耕
介

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
表
現
の
自
由
・
言
論
の
自
由
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
扱
い
ま
す
。
単
に
こ
の
概
念
の
法
学
・
政
治
学
上
の
位
置
づ
け
を

確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
思
想
史
的
背
景
や
今
日
の
社
会
に
お
け
る
個
別
の
事
例
を
も
視
野
に
収
め
る
こ
と
で
、

問
題
関
心
と
そ
れ
を
扱
う
手
法
の
両
面
に
お
い
て
多
角
的
か
つ
広
範
な
視
野
の
獲
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

 [到
達
目
標

]
個
別
具
体
的
な
実
践
や
紛
争
の
実
例
か
ら
理
念
上
・
思
想
上
の
問
題
、
さ
ら
に
は
制
度
的
・
政
策
的
課
題
ま
で
の
幅

広
い
主
題
を
視
野
に
収
め
る
こ
と
で
、
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
問
題
に
対
す
る
柔
軟
で
視
野
の
広
い
接
近
法
を
習
得
し

ま
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
全
体
を
以
下
の
よ
う
に
３
部
に
分
け
て
各
々
数
回
ず
つ
講
義
し
ま
す
。

１
．
事
例
・
実
践
編
；
複
数
の
事
例
の
紹
介
と
問
題
点
の
検
討
（
名
誉
毀
損
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
、
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
、
わ
い
せ
つ
、
パ
ロ
デ
ィ
、
政
治
報
道

etc.）
２
．
制
度
・
学
説
編
；
法
学
・
政
治
学
上
の
議
論
と
そ
の
理
論
的
整
理
（
憲
法
と
判
例
、
憲
法
学
上
の
諸
学
説
と
そ

の
背
景
）

３
．
思
想
・
理
念
編
；
思
想
史
へ
の
遡
行
、
理
念
的
意
義
を
め
ぐ
る
法
哲
学
・
政
治
理
論
上
の
議
論
の
紹
介
と
検
討

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
に
レ
ポ
ー
ト
を
課
し
ま
す
。
講
義
内
容
の
理
解
と
独
自
調
査
の
成
果
の
両
面
か
ら
判
定
し
ま
す
。

 [教
科
書

]
未
定

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
の
講
義
中
に
簡
単
な
課
題
を
出
し
ま
す
。
講
義
内
容
に
関
す
る
疑
問
等
と
あ
わ
せ
て
次
回
の
講
義
ま
で
に
整
理

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

質
問
・
苦
情
・
要
望
・
相
談
・
面
談
の
申
し
込
み
等
は

nasu.kosuke.6a@
kyoto-u.ac.jpに

て
申
し
受
け
ま
す
。
（

＠
は
小
文
字
に
直
し
て
く
だ
さ
い
。
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論

IIA
L

aw
 and Social System

 IIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
小
畑
　
史
子

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
採
用
内
定
の
取
消
、
病
気
休
職
期
間
満
了
時
に
治
癒
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
な
さ
れ
た
退
職
扱
い
、
成
果
主
義

に
基
づ
く
賃
金
減
額
、
名
ば
か
り
管
理
職
等
の
、
働
く
こ
と
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
め
ぐ
る
重
要
な
判
決
を
毎
週
１

件
取
り
上
げ
て
、
現
実
に
職
場
で
生
起
す
る
事
件
と
そ
れ
に
関
す
る
法
的
判
断
を
分
析
し
、
雇
用
社
会
の
在
り
方
に

つ
い
て
論
じ
る
力
を
涵
養
す
る
。

 [到
達
目
標

]
職
場
で
実
際
に
起
き
た
事
件
の
内
容
を
詳
細
に
知
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
社
会
で
生
じ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
、
ト
ラ
ブ
ル
の
芽
を
摘
む
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ら
の
事
件
に
つ
い
て
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
・
決
定
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
法
的
な
紛
争
解
決
の
方
法
を
理
解

し
、
ま
た
そ
の
課
題
を
考
察
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
総
合
研
究
所
事
件
・
東
京
地
判
平

20・
6・

27、
宣
伝
会
議
事
件
・
東
京
地
判
平

17・
1・

28、
三
洋
電
機
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
事
件
・
広
島
高
松
江
支
判
平

21・
5・

22、
マ
ッ
キ
ャ
ン
エ
リ
ク
ソ

ン
事
件
・
東
京
高
判
平

19・
2・

22、
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
事
件
・
東
京
地
判
平

19・
3・

26、
西
濃
シ
ェ
ン
カ

ー
事
件
・
東
京
地
判
平

22・
3・

18、
ネ
ス
レ
日
本
事
件
・
最
二
小
判
平

18・
10・

6、
新
日
本
製
鐵
事
件
・
東
京
高

判
平

20・
1・

24、
エ
ー
シ
ー
ニ
ー
ル
セ
ン
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
件
・
東
京
地
判
平

16・
3・

31、
福
岡
双
葉
学

園
事
件
・
最
三
小
判
平

19・
12・

18、
協
愛
事
件
・
大
阪
高
判
平

22・
3・

18、
三
菱
自
動
車
事
件
・
最
二
小
判
平

19・
11・

16、
大
道
工
業
事
件
・
東
京
地
判
平

20・
3・

27、
杉
本
商
事
事
件
・
広
島
高
半
平

19・
9・

4　
姪
浜
タ

ク
シ
ー
事
件
・
福
岡
地
判
平

19426　
を
取
り
上
げ
、
各
事
件
で
問
題
と
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
き
解
説
を
加
え
た
後
、

判
決
を
全
員
で
確
認
し
、
判
決
の
内
容
や
結
論
に
つ
き
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。
そ
の
内
容
に
よ
り
、
優
（
非
常
に
優
れ
て
い
る
）
、
良
（
優
れ
て
い
る
）
、
可
（
合
格
水

準
に
達
し
て
い
る
）
、
不
可
（
合
格
水
準
に
達
し
て
い
な
い
）
の
四
段
階
評
価
を
行
う
。

 [教
科
書

]
小
畑
史
子

 『
裁
判
例
が
示
す
労
働
問
題
の
解
決
』
（
日
本
労
務
研
究
会
）

ISB
N

:978-4-88968-091-1

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
、
授
業
の
前
に
、
と
り
あ
げ
る
事
件
を
教
科
書
で
一
読
し
て
く
る
こ
と
。
事
実
関
係
の
概
要
は
把
握
し
て
い
る

と
い
う
前
提
で
授
業
を
進
め
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
特
に
定
め
ま
せ
ん
。
問
い
合
わ
せ
は

obata.fum
iko.3r@

kyoto-u.ac.jpに
メ
ー
ル
で
お
願
い
し

ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論

IIB
L

aw
 and Social System

 IIB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
小
畑
　
史
子

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
企
業
秘
密
漏
洩
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
過
労
自
殺
、
派
遣
切
り
等
、
働
く
こ
と
に
関
す
る
現
代
的
な
問
題

を
浮
き
彫
り
に
し
た
重
要
な
判
決
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
と
事
件
の
背
景
を
も
分
析
し
、
法
解
釈
の
手
法
の
習
得

と
、
雇
用
社
会
を
展
望
す
る
力
の
涵
養
を
目
指
す
。

 [到
達
目
標

]
職
場
で
実
際
に
生
じ
た
事
件
の
内
容
の
詳
細
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が

生
じ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
何
を
す
べ
き
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
き
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
・
決
定
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
法
解
釈
の
方
法
を
習
得
し
、
ま
た

そ
れ
ら
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
課
題
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
新
阪
神
タ
ク
シ
ー
事
件
・
大
阪
地
判
平

17・
3・

18、
コ
ン
ド
ル
馬
込
事
件
・
東
京
地
判
平

20・
6・

4、
ダ
ン
ス

・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
レ
コ
ー
ド
事
件
・
東
京
地
判
平

20・
11・

26、
A
市
職
員
事
件
・
横
浜
地
判
平

16・
7・

8、
国

・
中
央
労
基
署
長
事
件
・
東
京
地
判
平

20・
1・

17、
国
・
中
央
労
基
署
長
事
件
・
名
古
屋
地
判
平

21・
5・

28、
中

央
労
基
署
長
事
件
・
東
京
地
判
平

19・
3・

28、
和
歌
の
海
運
送
事
件
・
和
歌
山
地
判
平

16・
2・

9、
前
田
道
路
事

件
・
高
松
高
判
平

21・
4・

23、
JT乳
業
事
件
・
名
古
屋
高
金
沢
支
判
平

17・
5・

18、
東
邦
生
命
保
険
事
件
・
東
京

地
判
平

17・
11・

2、
神
奈
川
信
用
農
業
協
同
組
合
事
件
・
最
一
小
判
平

19・
1・

18、
い
す
ず
自
動
車
事
件
・
宇
都

宮
地
栃
木
支
決
平

21・
5・

12、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
事
件
・
最
二
小
判
平

21・
12・

18、
浜

野
マ
ネ
キ
ン
紹
介
所
事
件
・
東
京
地
判
平

20・
9・

9　
の
順
に
授
業
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。
各
週
の
事
件
で
問
題

と
な
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
き
解
説
を
加
え
た
後
、
判
決
を
全
員
で
確
認
し
、
判
決
の
内
容
や
結
論
に
つ
き
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。
そ
の
内
容
に
よ
り
、
優
（
非
常
に
優
れ
て
い
る
）
、
良
（
優
れ
て
い
る
）
、
可
（
合
格
水

準
に
達
し
て
い
る
）
、
不
可
（
合
格
水
準
に
達
し
て
い
な
い
）
の
四
段
階
評
価
を
行
う
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
、
授
業
の
前
に
、
教
科
書
の
う
ち
そ
の
週
に
取
り
上
げ
る
裁
判
例
に
つ
い
て
の
頁
を
一
読
し
て
く
る
こ
と
。
事

実
関
係
に
つ
い
て
は
事
前
に
読
ん
で
き
た
と
い
う
前
提
で
授
業
を
進
め
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
特
に
定
め
ま
せ
ん
。
問
い
合
わ
せ
は

obata.fum
iko.3r@

kyoto-u.ac.jpに
お
願
い
し
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論

IIIA
Law

 and Institution of N
ation and Society IIIA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
見
平
　
典

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
司
法
の
役
割
は
限
定
的
で
あ
っ
た
が
、
社
会
の
「
法
化
」
の
進
展
や
司
法
制
度
改
革
の
実
現

な
ど
に
よ
り
、
司
法
の
果
た
す
役
割
は
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。
本
授
業
で
は
、
司
法
が
現
実
に
ど
の
よ
う
に
動
い

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
比
較
し
つ
つ
講
義
す
る
。

　
学
際
性
を
特
徴
と
す
る
総
合
人
間
学
部
の
開
講
科
目
と
し
て
、
司
法
政
治
学
・
法
社
会
学
・
憲
法
学
の
知
見
を
総

合
し
た
、
学
際
的
な
授
業
に
な
る
よ
う
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
授
業
で
は
、
日
米
両
国
の
司
法
の
比
較
を
通
し
て
、

両
国
の
政
治
・
社
会
の
特
徴
や
相
違
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
授
業
は
通
常
の
法
律
学
の
授
業
（
法
解
釈
学
の
授
業
）
と
は
異
な
り
、
司
法
を
政
治
学
的
・
社

会
学
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
や
司
法
に
関
心
の
あ
る
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
政
治
や
社

会
に
関
心
の
あ
る
学
生
、
ア
メ
リ
カ
に
関
心
の
あ
る
学
生
等
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
学
生
の
受
講

を
歓
迎
す
る
。

 [到
達
目
標

]
法
シ
ス
テ
ム
、
特
に
司
法
シ
ス
テ
ム
の
現
実
の
動
態
に
つ
い
て
、
学
際
的
な
方
法
を
通
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
IIIA
で
は
、
具
体
的
に
は
以
下
の
内
容
を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
以
下
は
予
定
で
あ
り
、
受
講
生
の
背
景
知
識
や

関
心
、
理
解
状
況
等
に
応
じ
て
、
取
り
上
げ
る
項
目
や
配
分
回
数
等
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
。

１
．
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
【
１
週
】

２
．
司
法
シ
ス
テ
ム
へ
の
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
【
２

-３
週
】

　
　
３
．
ア
メ
リ
カ
の
司
法
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
知
識
【
４

-５
週
】

４
．
司
法
シ
ス
テ
ム
の
機
能
【
４

-５
週
】

５
．
司
法
シ
ス
テ
ム
の
人
事
【
３

-４
週
】

６
．
定
期
試
験
【
１
週
】

７
．
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
【
１
週
】

　
　
※
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
お
っ
て
連
絡
す
る
。

国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論

IIIA(2)へ
続
く
↓
↓
↓



国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論

IIIA
(2)

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験
の
結
果
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
特
に
、
復
習
を
大
切
に
し
て
下
さ
い
。
復
習
で
は
、
ノ
ー
ト
を
参
照
し
な
が
ら
、
授
業
内
容
を
整
理
し
て
理
解
す
る

と
と
も
に
、
授
業
で
言
及
し
た
論
点
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
下
さ
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論

IIIB
Law

 and Institution of N
ation and Society IIIB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
見
平
　
典

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
司
法
の
役
割
は
限
定
的
で
あ
っ
た
が
、
社
会
の
「
法
化
」
の
進
展
や
司
法
制
度
改
革
の
実
現

な
ど
に
よ
り
、
司
法
の
果
た
す
役
割
は
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。
本
授
業
で
は
、
司
法
が
現
実
に
ど
の
よ
う
に
動
い

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
比
較
し
つ
つ
講
義
す
る
。

 

　
学
際
性
を
特
徴
と
す
る
総
合
人
間
学
部
の
開
講
科
目
と
し
て
、
司
法
政
治
学
・
法
社
会
学
・
憲
法
学
の
知
見
を
総

合
し
た
、
学
際
的
な
授
業
に
な
る
よ
う
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
授
業
で
は
、
日
米
両
国
の
司
法
の
比
較
を
通
し
て
、

両
国
の
政
治
・
社
会
の
特
徴
や
相
違
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

 

　
こ
の
よ
う
に
、
本
授
業
は
通
常
の
法
律
学
の
授
業
（
法
解
釈
学
の
授
業
）
と
は
異
な
り
、
司
法
を
政
治
学
的
・
社

会
学
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
や
司
法
に
関
心
の
あ
る
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
政
治
や
社

会
に
関
心
の
あ
る
学
生
、
ア
メ
リ
カ
に
関
心
の
あ
る
学
生
等
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
学
生
の
受
講

を
歓
迎
す
る
。

 

 [到
達
目
標

]
法
シ
ス
テ
ム
、
特
に
司
法
シ
ス
テ
ム
の
現
実
の
動
態
に
つ
い
て
、
学
際
的
な
方
法
を
通
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
。

  
  [授
業
計
画
と
内
容

]
IIIB
で
は
、
具
体
的
に
は
以
下
の
内
容
を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
以
下
は
予
定
で
あ
り
、
受
講
生
の
背
景
知
識
や

関
心
、
理
解
状
況
等
に
応
じ
て
、
取
り
上
げ
る
項
目
や
配
分
回
数
等
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
。

 

１
．
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
【
１
週
】

 
　
　
授
業
の
狙
い
、
授
業
の
進
め
方

 

２
．
司
法
行
動
の
規
定
要
因

　
　
司
法
行
動
論
【
２
週
】

　
　
新
制
度
論
【
３

-４
週
】

　
　
政
治
学
的
法
学
【
２

-３
週
】

　
　
政
治
レ
ジ
ー
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ
【
２
週
】

　
　
３
．
司
法
シ
ス
テ
ム
と
国
民

　
　
国
民
の
司
法
参
加
（
陪
審
制
度
・
裁
判
員
制
度
）
【
２
週
】

　
　
国
民
の
司
法
観
と
司
法
の
正
統
性
【
１

-２
週
】

４
．
定
期
試
験
【
１
週
】

５
．
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
【
１
週
】

　
　
※
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
方
法
に
つ
い
て
は
、
お
っ
て
連
絡
す
る
。

国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論

IIIB(2)へ
続
く
↓
↓
↓



国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論

IIIB
(2)

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験
の
結
果
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

見
平
　
典

 『
違
憲
審
査
制
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』
（
成
文
堂
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
特
に
、
復
習
を
大
切
に
し
て
下
さ
い
。
復
習
で
は
、
ノ
ー
ト
を
参
照
し
な
が
ら
、
授
業
内
容
を
整
理
し
て
理
解
す
る

と
と
も
に
、
授
業
で
言
及
し
た
論
点
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
下
さ
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論
演
習

IA
Sem

inar on L
aw

 and Social System
 IA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
那
須
　
耕
介

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
現
代
の
法
哲
学
・
政
治
理
論
に
か
か
わ
る
文
献
の
講
読
を
お
こ
な
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
の
精
読
と
そ
れ
に
も
と
づ
く

意
見
交
換
（
と
そ
こ
か
ら
の
逸
脱
と
）
を
通
じ
て
、
各
自
の
設
問
の
明
確
化
を
う
な
が
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 [到
達
目
標

]
指
定
テ
キ
ス
ト
の
正
確
な
把
握
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
要
約
的
大
意
や
議
論
す
べ
き
論
点
を
と
ら
え
て
明
確
に
示
す
訓

練
に
重
点
を
お
き
ま
す
。
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
の
背
景
に
あ
る
書
き
手
の
問
題
関
心
と
そ
の
源
泉
へ
の
想
像
力
、
あ
る

い
は
論
点
を
ふ
ま
え
て
の
逸
脱
的
な
議
論
展
開
や
問
題
提
起
の
力
を
や
し
な
い
ま
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
原
則
と
し
て
、
ゼ
ミ
参
加
者
が
交
代
で
テ
キ
ス
ト
を
要
約
し
て
報
告
し
、
適
宜
議
論
を
お
こ
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ

て
、
原
書
（
英
文
の
み
）
を
と
り
あ
げ
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
は
参
加
者
の
関
心
や
能
力
を
考
慮
し
つ
つ
、
当
方
で
選
択
、

指
定
し
ま
す
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
ゼ
ミ
で
の
発
表
と
議
論
へ
の
貢
献
度
と
期
末
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
評
価
し
ま
す
。

 [教
科
書

]
未
定

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
報
告
を
担
当
し
な
い
と
き
に
も
テ
キ
ス
ト
該
当
箇
所
に
は
目
を
通
し
て
論
点
・
疑
問
点
を
整
理
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

質
問
・
苦
情
・
要
望
・
相
談
・
面
談
の
申
し
込
み
等
は

nasu.kosuke.6a@
kyoto-u.ac.jpに

て
申
し
受
け
ま
す
。
（

＠
は
小
文
字
に
直
し
て
く
だ
さ
い
。
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論
演
習

IB
Sem

inar on L
aw

 and Social System
 IB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
那
須
　
耕
介

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
現
代
の
法
哲
学
・
政
治
理
論
に
か
か
わ
る
文
献
の
講
読
を
お
こ
な
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
の
精
読
と
そ
れ
に
も
と
づ
く

意
見
交
換
（
と
そ
こ
か
ら
の
逸
脱
と
）
を
通
じ
て
、
各
自
の
設
問
の
明
確
化
を
う
な
が
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 [到
達
目
標

]
指
定
テ
キ
ス
ト
の
正
確
な
把
握
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
要
約
的
大
意
や
議
論
す
べ
き
論
点
を
と
ら
え
て
明
確
に
示
す
訓

練
に
重
点
を
お
き
ま
す
。
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
の
背
景
に
あ
る
書
き
手
の
問
題
関
心
と
そ
の
源
泉
へ
の
想
像
力
、
あ
る

い
は
論
点
を
ふ
ま
え
て
の
逸
脱
的
な
議
論
展
開
や
問
題
提
起
の
力
を
や
し
な
い
ま
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
原
則
と
し
て
、
ゼ
ミ
参
加
者
が
交
代
で
テ
キ
ス
ト
を
要
約
し
て
報
告
し
、
適
宜
議
論
を
お
こ
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ

て
、
原
書
（
英
文
の
み
）
を
と
り
あ
げ
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
は
参
加
者
の
関
心
や
能
力
を
考
慮
し
つ
つ
、
当
方
で
選
択
、

指
定
し
ま
す
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
ゼ
ミ
で
の
発
表
と
議
論
へ
の
貢
献
度
と
期
末
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
評
価
し
ま
す
。

 [教
科
書

]
未
定

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
報
告
を
担
当
し
な
い
と
き
に
も
テ
キ
ス
ト
該
当
箇
所
に
は
目
を
通
し
て
論
点
・
疑
問
点
を
整
理
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

質
問
・
苦
情
・
要
望
・
相
談
・
面
談
の
申
し
込
み
等
は

nasu.kosuke.6a@
kyoto-u.ac.jpに

て
申
し
受
け
ま
す
。
（

＠
は
小
文
字
に
直
し
て
く
だ
さ
い
。
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論
演
習

IIA
Sem

inar on L
aw

 and Social System
 IIA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
小
畑
　
史
子

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
働
く
こ
と
に
関
し
て
職
場
で
生
起
す
る
様
々
な
問
題
を
、
法
律
学
的
に
解
決
す
る
方
法
を
検
討
し
、
雇
用
社
会
の
在

り
方
や
国
家
の
役
割
を
議
論
す
る
。

 [到
達
目
標

]
自
ら
選
ん
だ
テ
ー
マ
に
関
す
る
発
表
と
議
論
の
司
会
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
関
し
て
網
羅
的
に

調
査
す
る
能
力
と
、
労
働
・
雇
用
問
題
に
関
す
る
洞
察
力
と
、
問
題
の
重
要
性
や
正
確
な
内
容
を
聞
き
手
に
伝
え
る

表
現
力
と
、
議
論
を
ま
と
め
上
げ
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第
一
回
目
に
毎
週
の
発
表
担
当
者
を
決
め
る
。
発
表
者
は
担
当
す
る
週
の
回
の
前
半

45分
に
自
分
の
選
ん
だ
テ
ー
マ

に
つ
き
発
表
を
行
う
。
後
半
の

45分
は
、
そ
の
発
表
を
も
と
に
全
員
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
テ
ー
マ
は
、

働
く
こ
と
に
関
す
る
法
律
を
中
心
と
し
た
国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
項
目
の
中
か
ら
、
担
当
者
が
自
由
に

選
択
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
と
え
ば
、
高
齢
者
雇
用
安
定
法
改
正
や
過
労
死
の
業
務
上
外
認
定
の
基
準
、
リ
ス
ト
ラ

解
雇
の
効
力
、
労
働
者
派
遣
法
の
課
題
、
い
わ
ゆ
る
名
ば
か
り
管
理
職
問
題
、
職
務
発
明
の
対
価
、
留
学
費
用
の
返

還
請
求
等
の
テ
ー
マ
が
考
え
ら
れ
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
に
よ
る
。
担
当
回
に
お
け
る
発
表
お
よ
び
議
論
の
司
会
進
行
の
内
容
な
ら
び
に
そ
れ
以
外
の
回
に
お
い
て
果

た
し
た
役
割
や
発
言
の
内
容
に
よ
り
、
優
（
非
常
に
優
れ
て
い
る
）
、
良
（
優
れ
て
い
る
）
、
可
（
合
格
水
準
に
達

し
て
い
る
）
、
不
可
（
合
格
水
準
に
達
し
て
い
な
い
）
の
四
段
階
評
価
を
行
う
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
発
表
を
担
当
す
る
回
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
綿
密
な
準
備
を
し
、
発
表
と
議
論
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。
そ
れ
以
外
の
回
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
の
回
の
最
後
に
次
回
の
発
表
担
当
者
が
行
う
予
告
を
聞
き
、
指
示
が

あ
れ
ば
そ
れ
に
従
っ
た
予
習
を
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

ゼ
ミ
は
ゼ
ミ
員
全
員
で
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
で
す
。
授
業
外
で
も
、
新
聞
や
判
例
集
な
ど
で
伝
達
さ
れ
る
社
会
問

題
の
法
的
解
決
に
つ
き
興
味
を
持
っ
て
キ
ャ
ッ
チ
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
特
に
定
め

ま
せ
ん
。
問
い
合
わ
せ
は

obata.fum
iko3r@

kyoto-u.ac.jpま
で
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論
演
習

IIB
Sem

inar onL
aw

 and Social System
 IIB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
小
畑
　
史
子

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
働
く
こ
と
に
関
し
て
職
場
で
生
起
す
る
様
々
な
問
題
を
法
律
学
的
に
解
決
す
る
方
法
を
検
討
し
、
雇
用
社
会
の
在
り

方
や
国
家
の
役
割
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

 [到
達
目
標

]
自
ら
選
ん
だ
テ
ー
マ
に
関
す
る
発
表
と
議
論
の
司
会
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
関
し
て
網
羅
的
に

調
査
す
る
能
力
と
、
労
働
・
雇
用
問
題
に
関
す
る
洞
察
力
と
、
問
題
の
重
要
性
や
正
確
な
内
容
を
聞
き
手
に
伝
え
る

表
現
力
と
、
議
論
を
ま
と
め
上
げ
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第
一
回
目
に
、
各
週
の
発
表
担
当
者
を
決
定
す
る
。
各
週
の
発
表
担
当
者
は
、
ゼ
ミ
の
前
半
に
お
い
て
、
働
く
こ
と

に
関
す
る
法
律
を
中
心
と
し
た
国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
項
目
の
中
か
ら
自
由
に
選
ん
だ
テ
ー
マ
に
つ

き
発
表
を
行
う
。
ゼ
ミ
の
後
半
で
は
、
そ
の
発
表
に
つ
い
て
全
員
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
た
と
え
ば
、
労

働
契
約
法
制
定
の
意
義
、
間
接
差
別
の
法
理
、

C
SR

(企
業
の
社
会
的
責
任

)、
公
務
員
を
巡
る
問
題
、
精
神
疾
患
の

業
務
上
外
認
定
、
育
児
休
業
法
の
改
正
等
の
テ
ー
マ
が
考
え
ら
れ
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
に
よ
る
。
担
当
回
に
お
け
る
発
表
お
よ
び
議
論
の
司
会
進
行
の
内
容
な
ら
び
に
そ
れ
以
外
の
回
に
お
い
て
果

た
し
た
役
割
や
発
言
の
内
容
に
よ
り
、
優
（
非
常
に
優
れ
て
い
る
）
、
良
（
優
れ
て
い
る
）
、
可
（
合
格
水
準
に
達

し
て
い
る
）
、
不
可
（
合
格
水
準
に
達
し
て
い
な
い
）
の
四
段
階
評
価
を
行
う
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
発
表
を
担
当
す
る
回
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
綿
密
な
準
備
を
し
、
発
表
と
議
論
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。
そ
れ
以
外
の
回
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
の
回
の
最
後
に
次
回
の
発
表
担
当
者
が
行
う
予
告
を
聞
き
、
指
示
が

あ
れ
ば
そ
れ
に
従
っ
た
予
習
を
す
る
こ
と
。

  

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
特
に
定
め
ま
せ
ん
が
、
何
か
あ
り
ま
し
た
ら

obata.fum
iko.3r@

kyoto-u.ac.jpま
で
御
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論
演
習

IIIA
Sem

inar on L
aw

 and Social System
 IIIA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
見
平
　
典

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
本
演
習
で
は
、
憲
法
や
司
法
に
関
す
る
幅
広
い
問
題
に
つ
い
て
、
多
角
的
・
学
際
的
な
理
解
を
得
る
こ
と
を
目
標
と

す
る
。
そ
の
た
め
に
、
主
に
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
・
司
法
に
関
す
る
憲
法
学
・
司
法
政
治
学
・
法
社
会
学
の
文
献
を
、

日
本
と
の
比
較
を
意
識
し
な
が
ら
講
読
す
る
。
政
治
化
の
進
ん
だ
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
・
司
法
シ
ス
テ
ム
は
、
様
々
な

点
に
お
い
て
日
本
と
対
照
的
で
あ
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ス
テ
ム
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
シ
ス
テ
ム
を
理

解
し
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
を
構
想
し
て
い
く
上
で
も
有
益
で
あ
る
。
ま
た
、
日
米
の
憲
法
や
司
法
の
比
較
を
通
し
て
、

両
国
の
政
治
・
社
会
・
文
化
の
相
違
や
特
徴
に
つ
い
て
も
浮
き
彫
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

 [到
達
目
標

]
憲
法
や
司
法
に
関
す
る
諸
現
象
を
多
角
的
な
視
点
か
ら
認
識
し
、
評
価
で
き
る
能
力
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
標
と
す

る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
【
第
１
回
】

 
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
回
と
し
て
、
授
業
の
進
め
方
や
、
授
業
の
準
備
・
報
告
の
方
法
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

 

【
第
２
回
－
第
１
４
回
】

 
前
期
（

IIIA
）
で
は
、
ま
ず
上
記
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
日
本
語
文
献
を
講
読
し
、
導
入
的
な
知
識
を
獲
得
し
た
後
、

基
礎
的
な
英
語
文
献
を
講
読
す
る
。
各
回
と
も
、
事
前
に
指
名
さ
れ
た
担
当
者
の
文
献
に
関
す
る
報
告
後
、
全
員
が

参
加
し
て
議
論
を
行
う
。

 

た
だ
し
、
以
上
は
予
定
で
あ
り
、
受
講
者
数
や
受
講
生
の
関
心
・
背
景
的
知
識
に
応
じ
て
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
。

【
第
１
５
回
】

 
ま
と
め
の
回
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
評
価
・
総
括
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（
出
席
、
報
告
内
容
、
討
論
へ
の
貢
献
度
）
に
よ
り
、
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論
演
習

IIIA(2)へ
続
く
↓
↓
↓



国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論
演
習

IIIA
(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
各
回
と
も
、
指
定
さ
れ
た
文
献
を
読
ん
だ
上
で
、
授
業
に
臨
ん
で
下
さ
い
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
番

組
等
を
通
し
て
、
法
・
政
治
・
社
会
に
関
す
る
幅
広
い
問
題
に
つ
い
て
知
見
を
拡
げ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
下
さ
い
。

 
 （
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

法
や
司
法
に
関
心
の
あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
政
治
・
社
会
に
関
心
の
あ
る
方
、
ア
メ
リ
カ
に
関
心
の
あ
る
方
を
は
じ

め
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
方
を
歓
迎
し
ま
す
。
皆
さ
ん
と
議
論
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論
演
習

IIIB
Sem

inar on L
aw

 and Social System
 IB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
見
平
　
典

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
本
演
習
で
は
、
憲
法
や
司
法
に
関
す
る
幅
広
い
問
題
に
つ
い
て
、
多
角
的
・
学
際
的
な
理
解
を
得
る
こ
と
を
目
標
と

す
る
。
そ
の
た
め
に
、
主
に
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
・
司
法
に
関
す
る
憲
法
学
・
司
法
政
治
学
・
法
社
会
学
の
文
献
を
、

日
本
と
の
比
較
を
意
識
し
な
が
ら
講
読
す
る
。
政
治
化
の
進
ん
だ
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
・
司
法
シ
ス
テ
ム
は
、
様
々
な

点
に
お
い
て
日
本
と
対
照
的
で
あ
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ス
テ
ム
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
シ
ス
テ
ム
を
理

解
し
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
を
構
想
し
て
い
く
上
で
も
有
益
で
あ
る
。
ま
た
、
日
米
の
憲
法
や
司
法
の
比
較
を
通
し
て
、

両
国
の
政
治
・
社
会
・
文
化
の
相
違
や
特
徴
に
つ
い
て
も
浮
き
彫
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

 

 [到
達
目
標

]
憲
法
や
司
法
に
関
す
る
諸
現
象
を
多
角
的
な
視
点
か
ら
認
識
し
、
評
価
で
き
る
能
力
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
標
と
す

る [授
業
計
画
と
内
容

]
【
第
１
回
】

 
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
回
と
し
て
、
授
業
の
進
め
方
や
、
授
業
の
準
備
・
報
告
の
方
法
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

 

【
第
２
回
－
第
１
４
回
】

 
後
期
（

IIIB
）
で
は
、
上
記
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
文
献
（
主
に
英
語
）
を
講
読
す
る
。
ま
た
、
法
や
政
治
に
関
す
る

任
意
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
自
由
報
告
を
行
っ
て
も
ら
う
。
各
回
と
も
、
事
前
に
指
名
さ
れ
た
担
当
者
の
報
告
後
、

全
員
が
参
加
し
て
議
論
を
行
う
。

 

た
だ
し
、
以
上
は
予
定
で
あ
り
、
受
講
者
数
や
受
講
生
の
関
心
・
背
景
的
知
識
に
応
じ
て
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
。

 

【
第
１
５
回
】

 
ま
と
め
の
回
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
評
価
・
総
括
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（
出
席
、
報
告
内
容
、
討
論
へ
の
貢
献
度
）
に
よ
り
、
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論
演
習

IIIB(2)へ
続
く
↓
↓
↓



国
家
・
社
会
法
シ
ス
テ
ム
論
演
習

IIIB
(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
各
回
と
も
、
指
定
さ
れ
た
文
献
を
読
ん
だ
上
で
、
授
業
に
臨
ん
で
下
さ
い
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
番

組
等
を
通
し
て
、
法
・
政
治
・
社
会
に
関
す
る
幅
広
い
問
題
に
つ
い
て
知
見
を
拡
げ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
下
さ
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

法
や
司
法
に
関
心
の
あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
政
治
・
社
会
に
関
心
の
あ
る
方
、
ア
メ
リ
カ
に
関
心
の
あ
る
方
を
は
じ

め
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
方
を
歓
迎
し
ま
す
。
皆
さ
ん
と
議
論
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
論

IA
T

heory of Socio-E
conom

ic System
 IA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
柴
山
　
桂
太

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
も
た
ら
す
社
会
経
済
へ
の
変
化
に
つ
い
て
、
歴
史
的
・
理
論
的
に
考
察
す
る
。
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
最
近
に
な
っ
て
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
上
、
何
度
か
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
と

り
わ
け

19世
紀
末
か
ら

20世
紀
初
頭
に
か
け
て
は
、
現
在
に
匹
敵
す
る
貿
易
や
投
資
の
拡
大
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
は
同
時
に
、
金
融
危
機
が
頻
発
し
た
時
代
で
あ
り
、
国
内
格
差
が
拡
大
し
た
時
代
で
あ
り
、

帝
国
主
義
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
と
現
代
の
比
較
を
通
じ
て
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
直
面
し
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
の
が
、
こ
の
講
義
の
目
的
と
な
る
。

 [到
達
目
標

]
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
切
り
口
か
ら
現
代
史
を
独
自
に
理
解
し
直
す
と
共
に
、
経
済
学
や
経
済
思
想
に
つ

い
て
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
る
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

1. グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
何
か

?
2. グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
歴
史
比
較

3. 経
済
と
自
由
主
義

4. 国
家
主
権
と
民
主
主
義

 
5. 繰
り
返
さ
れ
る
金
融
危
機

 
6. 帝
国
主
義
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か

 
7. 二
〇
〇
八
年
以
後
の
世
界

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
評
価
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

出
来
る
限
り
多
く
の
文
献
を
講
義
中
に
紹
介
す
る
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
統
計
資
料
の
活
用
と
講
義
中
に
支
持
す
る
参
考
文
献
の
読
解
が
不
可
欠
と
な
る
。

 

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
論

IB
T

heory of Socio-E
conom

ic System
 IB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
柴
山
　
桂
太

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
二
〇
〇
八
年
以
後
の
世
界
的
な
経
済
危
機
は
、
単
に
各
国
の
政
策
の
失
敗
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
考
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
資
本
主
義
や
国
際
関
係
の
構
造
変
化
に
ま
で
目
を
向
け
る
必
要
が

あ
る
。
講
義
で
は
、
現
代
の
世
界
経
済
が
直
面
す
る
危
機
に
つ
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
不
均
衡
の
拡
大
や
、
所
得
格

差
、
債
務
の
拡
大
と
い
っ
た
観
点
か
ら
歴
史
的
、
理
論
的
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。

 

 [到
達
目
標

]
世
界
経
済
の
現
状
に
つ
い
て
基
本
的
事
項
を
理
解
し
、
お
よ
び
現
代
の
資
本
主
義
が
直
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
課
題
を
取
り
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

 
１

.　
資
本
主
義
と
は
何
か
？

 
２

.　
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
拡
大

 
３

.　
ユ
ー
ロ
危
機
の
本
質

 
４

.　
所
得
格
差
は
な
ぜ
拡
大
し
て
い
る
の
か
？

 
５

.　
な
ぜ
資
本
主
義
は
「
小
国
」
で
生
ま
れ
た
の
か
？

 
６

.　
バ
ブ
ル
と
資
本
主
義

 
６

.　
人
口
大
国
の
罠

 
　
　

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
評
価

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

出
来
る
限
り
多
く
の
文
献
を
講
義
中
に
紹
介
す
る
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
統
計
資
料
の
活
用
と
講
義
中
に
支
持
す
る
参
考
文
献
の
読
解
が
不
可
欠
と
な
る
。

 

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
論

IIIＢ
T

heory of Socio-E
conom

ic System
 IIIB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
大
黒
　
弘
慈

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
5
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
現
代
社
会
の
変
容
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
迂
遠
に
見
え
て
も
理
論
的
な
分
析
基
準
を
も
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
資
本
制
シ
ス
テ
ム
の
根
底
を
な
す
原
理
を
、
方
法
論
的
、
理
論
的
、
思
想
史
的
側
面
か
ら
多
角
的
に
検
討

す
る
。
経
済
学
の
基
礎
的
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
習
得
を
目
指
す
と
同
時
に
、
資
本
主
義
の
現
代
的
展
開
を
も
広
く
射
程

に
収
め
る
。

 [到
達
目
標

]
経
済
学
の
基
礎
的
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
習
得
す
る
と
同
時
に
、
隣
接
諸
分
野
の
視
点
を
積
極
的
に
導
入
す
る
こ
と
で
、

現
代
社
会
を
複
眼
的
に
分
析
す
る
姿
勢
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
、
１
課
題
あ
た
り
１
～
２
週
の
授
業
を
す
る
予
定
で
あ
る
。
あ
る
い
は
年
度
に
応
じ

て
２
～
３
の
課
題
を
集
中
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
も
あ
る
。

１
．
経
済
学
の
方
法
　
（
経
済
学
の
目
標
、
経
済
学
の
方
法
、
原
理
・
段
階
・
現
状
分
析
）

２
．
商
品
　
（
価
値
形
態
論
、
交
換
過
程
論
、
物
象
化
論
）

３
．
貨
幣
　
（
価
値
尺
度
、
流
通
手
段
、
蓄
蔵
貨
幣
）

４
．
資
本
　
（
商
人
資
本
、
金
貸
資
本
、
産
業
資
本
）

５
．
資
本
の
生
産
過
程
　
（
労
働
・
生
産
過
程
、
価
値
形
成
・
増
殖
過
程
、
生
産
方
法
の
発
展
）

６
．
資
本
の
流
通
過
程
　
（
資
本
循
環
と
流
通
費
用
、
資
本
回
転
、
剰
余
価
値
の
流
通
）

７
．
資
本
の
再
生
産
過
程
　
（
単
純
再
生
産
、
蓄
積
の
現
実
的
過
程
、
再
生
産
表
式
）

８
．
利
潤
　
（
剰
余
価
値
率
の
利
潤
率
へ
の
転
化
、
一
般
的
利
潤
率
、
利
潤
率
低
下
の
法
則
）

９
．
地
代
　
（
差
額
地
代
第
一
形
態
、
第
二
形
態
、
絶
対
地
代
）

１
０
．
利
子
　
（
貸
付
資
本
、
商
業
資
本
、
利
子
生
み
資
本
）

 [履
修
要
件

]
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
論
Ⅲ

A
を
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
と
年
度
末
の
レ
ポ
ー
ト
。

 [教
科
書

]
マ
ル
ク
ス

 『
資
本
論
』
（
国
民
文
庫
）

宇
野
弘
蔵

 『
経
済
原
論
』
（
岩
波
書
店
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

大
黒
弘
慈

 『
貨
幣
と
信
用
―
純
粋
資
本
主
義
批
判
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）

ISB
N

:4－
13－

040172－
6

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
『
資
本
論
』
に
限
ら
ず
、
社
会
を
原
理
的
に
考
察
し
た
古
典
を
並
行
し
て
読
み
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

daikoku.kouji.8a*kyoto-u.ac.jp

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

社
会
統
計
論
Ａ

T
heory of Social Statistics A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名
神
戸
大
学
大
学
院
　

農
学
研
究
科

 教
授
金
子
　
治
平

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
社
会
の
現
状
を
認
識
し
，
政
策
の
企
画
・
決
定
・
評
価
す
る
の
に
不
可
欠
な
統
計
資
料
を
と
り
あ
げ
，
そ
の
作
成
過

程
や
利
用
過
程
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
を
行
う
。
統
計
学
は
，
歴
史
的
に
は
国
家
科
学
の
一
分
野
を
出
自
と
し
，
社

会
を
認
識
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
本
講
義
で
は
，
統
計
資
料
の
作
成
過
程
や
利
用
過
程
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
，
統
計
資
料
が
作
成
さ
れ
る
必
然
性
，
統
計
資
料
が
映
し
出
す
社
会
的
側
面
，
さ
ら
に
，
社

会
の
変
容
の
中
で
生
じ
て
い
る
統
計
資
料
の
作
成
・
利
用
上
の
問
題
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
考
え
，
現
代
に
生
き
る

我
々
が
持
つ
べ
き
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
社
会
を
認
識
す
る
情
報
と
し
て
の
社
会
経
済
統
計
が
社
会
的
生
産
物
で
あ
る
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
，
統
計
資
料

の
正
し
い
使
い
方
の
基
本
的
事
項
を
理
解
す
る
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
各
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ

1～
3週
の
講
義
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

1．
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

2. 欧
米
と
日
本
に
お
け
る
人
口
セ
ン
サ
ス
の
歴
史

3．
標
本
調
査
の
生
成
と
展
開

4. 統
計
資
料
の
真
実
性

5．
社
会
環
境
の
変
化
と
統
計
資
料
の
作
成
過
程

6．
統
計
資
料
の
政
治
的
・
行
政
的
利
用

7．
ミ
ク
ロ
・
デ
ー
タ
の
分
析
的
利
用

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
8割
程
度
は
定
期
試
験
に
よ
り
評
価
す
る
が
，
抜
き
打
ち
で
行
う
数
回
の
出
席
チ
ェ
ッ
ク
や
平
常
点
も

2割
程
度
加
味

す
る
。

 [教
科
書

]
適
宜
，
講
義
中
に
資
料
等
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
常
日
頃
か
ら
経
済
や
政
治
で
利
用
さ
れ
て
い
る
情
報
と
く
に
統
計
資
料
と
そ
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
と

と
も
に
，
講
義
で
取
り
上
げ
た
統
計
資
料
に
つ
い
て
は
各
自
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
ど
の
よ
う
に
作
成
・
利
用
さ

れ
て
い
る
の
か
，
そ
の
特
徴
は
何
か
，
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
．

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
論
演
習

IA
Sem

inar on Socio-E
conom

ic System
 IA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
柴
山
　
桂
太

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
近
年
、
先
進
国
に
お
け
る
不
平
等
（
所
得
、
資
産
の
不
平
等
）
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
な
ぜ
格
差
・
不

平
等
は
拡
大
す
る
の
か
。
経
済
社
会
の
長
期
的
な
構
造
に
注
目
し
つ
つ
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
代
表
的
な
論
者

の
本
を
輪
読
す
る
。

 [到
達
目
標

]
経
済
的
不
平
等
に
つ
い
て
、
代
表
的
な
論
者
の
見
解
を
知
る
こ
と
で
、
現
代
の
日
本
の
格
差
問
題
に
つ
い
て
も
一
定

の
見
通
し
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
『

21世
紀
の
資
本
』
（
み
す
ず
書
房
）
を
輪
読
す
る
。
一
九
世
紀
以
後
の
長
期
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
経
済
的
不
平
等
の
歴
史
を
跡
づ
け
た
本
書
は
、
経
済
不
平
等
の
拡
大
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
独
自
の
定
式
を
与
え

た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
報
告
者
は
、
担
当
章
の
内
容
要
約
だ
け
で
な
く
、
関
連
す
る
話
題
に
つ
い
て
も
適
宜
、
調

べ
て
も
ら
い
た
い
。

必
要
な
知
識
は
適
宜
、
解
説
し
な
が
ら
授
業
を
進
め
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
学
期
末
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
評
価
を
行
う
。

 [教
科
書

]
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ

 『
21世
紀
の
資
本
』
（
み
す
ず
書
房
）

ISB
N

:4622078767

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
外
学
習
と
し
て
は
、
担
当
章
の
レ
ジ
ュ
メ
作
成
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

参
加
者
は
、
担
当
箇
所
に
つ
い
て
レ
ジ
ュ
メ
を
下
に
報
告
が
求
め
ら
れ
る
。

詳
細
は
初
回
講
義
時
に
指
示
す
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
論
演
習

IB
Sem

inar on Socio-E
conom

ic System
 IB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
柴
山
　
桂
太

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
後
、
経
済
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
め
ぐ
る
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
先
進
国
に
お
い
て

は
、
人
口
増
加
や
成
長
率
の
引
き
上
げ
を
目
指
す
従
来
型
の
議
論
の
他
に
、
平
等
や
福
利
に
注
目
し
た
新
た
な
制
度

構
想
も
打
ち
出
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
最
近
の
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
効
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
た
い
。

 [到
達
目
標

]
経
済
社
会
の
理
想
状
態
に
つ
い
て
考
察
し
た
、
過
去
の
経
済
思
想
史
の
お
さ
ら
い
を
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
知
見
を

現
代
に
応
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
さ
し
あ
た
り
、
Ｒ
・
ス
キ
デ
ル
ス
キ
ー
『
じ
ゅ
う
ぶ
ん
豊
か
で
、
貧
し
い
社
会
』
（
筑
摩
書
房
）
を
輪
読
す
る
。
高

名
な
ケ
イ
ン
ズ
研
究
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
本
書
は
、
「
豊
か
な
社
会
」
が
直
面
す
る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
論
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
こ
の
輪
読
か
ら
始
め
て
、
関
連
す
る
論
点
（
労
働
時
間
、
幸
福
指
標
、
平
等
、

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
、
通
貨
制
度
な
ど
）
に
つ
い
て
、
議
論
の
範
囲
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

受
講
者
に
は
、
で
き
る
限
り
積
極
的
な
参
加
が
求
め
ら
れ
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
、
お
よ
び
期
末
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
ロ
バ
ー
ト
・
ス
キ
デ
ル
ス
キ
ー

 『
じ
ゅ
う
ぶ
ん
豊
か
で
、
貧
し
い
社
会
』
（
筑
摩
書
店
）

ISB
N

:4480867252

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
担
当
章
の
レ
ジ
ュ
メ
作
成
、
お
よ
び
、
関
連
し
た
知
識
の
習
得
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

文
献
の
指
定
、
担
当
に
つ
い
て
は
初
回
時
の
講
義
時
に
指
示
す
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
論
演
習

IIIA
Sem

inar IIIA
 on Socio-E

conom
ic T

heory
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
大
黒
　
弘
慈

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
現
代
資
本
制
社
会
の
構
造
と
運
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
た
め
の
手
続
き
と
し
て
、
経
済
思
想
の
歴
史
を
、
お
も

に
貨
幣
と
信
用
の
視
点
か
ら
俯
瞰
す
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
重
商
主
義
、
重
農
主
義
、
古
典
派
経
済
学
、
マ
ル

ク
ス
を
経
て
現
代
に
い
た
る
ま
で
の
経
済
思
想
を
取
り
扱
う
。
ま
た
経
済
思
想
の
重
要
文
献
、
お
よ
び
隣
接
諸
分
野

の
重
要
文
献
の
な
か
か
ら
適
当
な
文
献
を
選
び
、
輪
読
を
行
な
う
。

 [到
達
目
標

]
経
済
思
想
の
歴
史
を
俯
瞰
す
る
と
同
時
に
、
隣
接
諸
分
野
の
視
点
を
積
極
的
に
導
入
す
る
こ
と
で
、
現
代
社
会
を
複

眼
的
に
分
析
す
る
姿
勢
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
、
１
課
題
あ
た
り
１
～
２
週
の
授
業
を
す
る
予
定
で
あ
る
。
あ
る
い
は
年
度
に
応
じ

て
２
～
３
の
課
題
を
集
中
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
も
あ
る
。

１
．
比
例
と
交
換
　
　
（
マ
ル
ク
ス
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
交
換
的
正
義
、
分
配
的
正
義
）

２
．
類
似
と
鋳
貨
　
　
（
グ
レ
シ
ャ
ム
の
法
則
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
）

３
．
模
倣
と
信
用
　
　
（
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
法
則
、
タ
ル
ド
、
国
家
と
中
央
銀
行
）

４
．
流
行
と
慣
習
　
　
（
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
、
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
、
先
祖
が
え
り
）

５
．
模
倣
と
権
力
　
　
（
高
田
保
馬
、
タ
ル
ド
、
従
属
意
志
、
威
信
へ
の
渇
望
）

６
．
模
倣
と
進
化
　
　
（
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
、
ミ
ー
ム
、
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
）

７
．
模
倣
の
法
則
と
価
値
形
態
論
　
　
（
模
倣
衝
動
の
抑
圧
と
回
帰
、
家
畜
と
貨
幣
）

８
．
模
倣
と
物
象
化
　
　
（
ア
ド
ル
ノ
、
ミ
メ
ー
シ
ス
、
投
影
、
行
為
の
物
象
化
）

９
．
純
粋
資
本
主
義
論
と
世
界
資
本
主
義
論
　
　
（
宇
野
弘
蔵
、
岩
田
弘
、
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
）

１
０
．
帝
国
と
帝
国
主
義
　
　
（
ネ
グ
リ
、
レ
ー
ニ
ン
、
柄
谷
行
人
）

 [履
修
要
件

]
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
論
演
習
Ⅲ

B
を
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
と
年
度
末
の
レ
ポ
ー
ト
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

大
黒
弘
慈

 『
貨
幣
と
信
用
―
純
粋
資
本
主
義
批
判
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）

ISB
N

:4－
13－

040172－
6

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
各
年
度
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
読
書
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
並
行
し
て
読
み
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
daikoku.kouji.8a*kyoto-u.ac.jp

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
論
演
習

IIIB
Sem

inar IIIB
 on Socio-E

conom
ic T

heory
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
大
黒
　
弘
慈

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
現
代
資
本
制
社
会
の
構
造
と
運
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
た
め
の
手
続
き
と
し
て
、
経
済
思
想
の
歴
史
を
、
お
も

に
貨
幣
と
信
用
の
視
点
か
ら
俯
瞰
す
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
重
商
主
義
、
重
農
主
義
、
古
典
派
経
済
学
、
マ
ル

ク
ス
を
経
て
現
代
に
い
た
る
ま
で
の
経
済
思
想
を
取
り
扱
う
。
ま
た
経
済
思
想
の
重
要
文
献
、
お
よ
び
隣
接
諸
分
野

の
重
要
文
献
の
な
か
か
ら
適
当
な
文
献
を
選
び
、
輪
読
を
行
な
う
。

 [到
達
目
標

]
経
済
思
想
の
歴
史
を
俯
瞰
す
る
と
同
時
に
、
隣
接
諸
分
野
の
視
点
を
積
極
的
に
導
入
す
る
こ
と
で
、
現
代
社
会
を
複

眼
的
に
分
析
す
る
姿
勢
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
、
１
課
題
あ
た
り
１
～
２
週
の
授
業
を
す
る
予
定
で
あ
る
。
あ
る
い
は
年
度
に
応
じ

て
２
～
３
の
課
題
を
集
中
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
も
あ
る
。

１
．
比
例
と
交
換
　
　
（
マ
ル
ク
ス
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
交
換
的
正
義
、
分
配
的
正
義
）

２
．
類
似
と
鋳
貨
　
　
（
グ
レ
シ
ャ
ム
の
法
則
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
）

３
．
模
倣
と
信
用
　
　
（
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
法
則
、
タ
ル
ド
、
国
家
と
中
央
銀
行
）

４
．
流
行
と
慣
習
　
　
（
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
、
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
、
先
祖
が
え
り
）

５
．
模
倣
と
権
力
　
　
（
高
田
保
馬
、
タ
ル
ド
、
従
属
意
志
、
威
信
へ
の
渇
望
）

６
．
模
倣
と
進
化
　
　
（
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
、
ミ
ー
ム
、
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
）

７
．
模
倣
の
法
則
と
価
値
形
態
論
　
　
（
模
倣
衝
動
の
抑
圧
と
回
帰
、
家
畜
と
貨
幣
）

８
．
模
倣
と
物
象
化
　
　
（
ア
ド
ル
ノ
、
ミ
メ
ー
シ
ス
、
投
影
、
行
為
の
物
象
化
）

９
．
純
粋
資
本
主
義
論
と
世
界
資
本
主
義
論
　
　
（
宇
野
弘
蔵
、
岩
田
弘
、
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
）

１
０
．
帝
国
と
帝
国
主
義
　
　
（
ネ
グ
リ
、
レ
ー
ニ
ン
、
柄
谷
行
人
）

 [履
修
要
件

]
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
論
演
習
Ⅲ

A
を
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
と
年
度
末
の
レ
ポ
ー
ト
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

大
黒
弘
慈

 『
貨
幣
と
信
用
―
純
粋
資
本
主
義
批
判
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）

ISB
N

:4－
13－

040172－
6

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
各
年
度
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
読
書
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
並
行
し
て
読
み
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

daikoku.kouji.8a*kyoto-u.ac.jp

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

比
較
経
営
組
織
論
Ａ

Com
parative Study of Business O

rganization A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名
大
阪
経
済
大
学
経
営
学
部

 准
教
授
林
田
　
修

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
ほ
と
ん
ど
の
現
代
人
は
企
業

=組
織
と
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る
．
こ
の
授
業
の
前
半
で
は
，
①
な
ぜ
企
業
は
存
在
す

る
の
か
，
②
企
業
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
す
の
か
，
③
世
の
中
に
無
数
に
存
在
す
る
企
業
が
す
べ
て
統
合
さ
れ

て
単
一
の
企
業
に
な
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
（
組
織
の
限
界
）
，
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
，
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
調
整
）
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
動
機
付
け
）
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
．
ま
た
こ
の
授
業
の
後
半
で
は
，
情
報
が
企

業
内
に
偏
在
し
，
メ
ン
バ
ー
間
で
利
害
が
異
な
る
と
き
，
④
メ
ン
バ
ー
同
士
が
ど
の
よ
う
な
駆
け
引
き
を
繰
り
広
げ

る
の
か
，
⑤
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
企
業
業
績
に
及
ぼ
す
の
か
，
⑥
メ
ン
バ
ー
同
士
の
協
調
を
達
成
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
，
と
い
う
問
題
を
，
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
ゲ
ー
ム
の
分
析
を
通
し
て
考
察
す
る
．

 [到
達
目
標

]
組
織
に
お
け
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
問
題
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
問
題
に
関
す
る
練
習
問
題
や
応
用
問
題
を
解
け
る

よ
う
に
な
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
各
課
題
に
つ
い
て
，
１
～
２
週
間
の
授
業
を
す
る
予
定
で
あ
る
．

1. 企
業
と
は
何
か

2. コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
問
題
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
問
題

3. 取
引
費
用
ア
プ
ロ
ー
チ

4. 価
値
最
大
化
原
理
と
コ
ー
ス
の
定
理

5. ア
ド
バ
ー
ス
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
逆
選
択
）
と
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
理
論

6. ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
選
別
）
と
表
明
原
理

7. ダ
ブ
ル
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

8. シ
グ
ナ
リ
ン
グ
（
コ
ス
ト
の
か
か
る
情
報
伝
達
）

9. チ
ー
プ
・
ト
ー
ク
（
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
情
報
伝
達
）

 [履
修
要
件

]
高
校
数
学
で
習
う
程
度
の
微
積
分
の
知
識
を
必
要
と
す
る
．
ま
た
後
期
開
講
予
定
の
「
比
較
経
営
組
織
論

B
」
も
合

わ
せ
て
履
修
す
る
こ
と
を
薦
め
る
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
学
期
末
試
験
の
成
績
で
評
価
す
る
．

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

用
意
し
た
講
義
プ
リ
ン
ト
を
授
業
の
始
め
に
配
布
す
る
．
特
に
教
科
書
は
指
定
し
な
い
．

比
較
経
営
組
織
論
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



比
較
経
営
組
織
論
Ａ

(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

初
回
の
講
義
で
関
連
文
献
の
リ
ス
ト
を
配
布
し
て
解
説
す
る
（
必
ず
し
も
購
入
し
な
く
て
よ
い
）
．

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
配
布
し
た
プ
リ
ン
ト
を
読
ん
で
疑
問
点
を
明
ら
か
に
し
て
授
業
に
出
席
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
授
業
が
終
わ

っ
た
後
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
復
習
し
、
必
要
に
応
じ
て
教
員
に
質
問
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

こ
の
授
業
は
高
校
レ
ベ
ル
の
数
学
の
知
識
（
超
初
級
の
微
積
分
）
を
必
要
と
す
る
が
，
基
本
的
に
文
系
学
生
向
け
の

授
業
で
あ
る
．
も
ち
ろ
ん
理
系
学
生
も
大
歓
迎
で
あ
る
．
こ
の
授
業
を
通
じ
て
，
一
見
非
合
理
に
見
え
る
か
も
し
れ

な
い
企
業
の
活
動
・
制
度
・
慣
行
が
実
は
数
学
モ
デ
ル
の
分
析
を
通
じ
て
合
理
的
に
説
明
可
能
で
あ
る
こ
と
を
理
解

し
て
ほ
し
い
．
そ
し
て
企
業
経
営
に
つ
い
て
論
理
的
に
考
え
る
習
慣
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
．
丁
寧
な
解
説
に
心
が

け
る
が
，
も
し
授
業
内
容
に
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
，
遠
慮
な
く
質
問
し
て
ほ
し
い
．
積
極
的
な
参
加
を
期

待
す
る
．

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

公
共
政
策
論
Ｉ
Ａ

Public Policy Studies IA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 地
球
環
境
学
堂

佐
野
　
亘

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
適
切
な
公
共
政
策
を
実
現
す
る
に
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
そ
の
「
適
切
さ
」
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
が
必
要
と
な
る
。

本
講
義
で
は
、
経
済
学
や
倫
理
学
、
政
治
哲
学
な
ど
の
議
論
を
参
照
し
な
が
ら
、
あ
る
べ
き
公
共
政
策
の
あ
り
方
に

つ
い
て
探
求
し
た
い
。
公
共
政
策
は
現
実
の
政
治
過
程
の
も
と
で
形
成
さ
れ
、
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
ユ

ー
ト
ピ
ア
的
な
理
念
を
語
る
の
で
は
な
く
、
「
実
際
に
使
え
る
」
規
範
理
論
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
本
講
義
の
主
要

な
目
的
で
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
本
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
り
、
先
端
的
な
規
範
理
論
と
現
実
の
政
策
問
題
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
課
題
に
つ
い
て
、
１
課
題
あ
た
り
１
～
２
週
の
授
業
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

 
　
１
．
な
ぜ
価
値
や
規
範
に
つ
い
て
論
ず
る
の
か

 
　
２
．
自
由

 
　
３
．
自
立
・
自
己
責
任
・
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム

 
　
４
．
他
者
危
害
原
則
・
権
利

 
　
５
．
平
等
・
公
平

 
　
６
．
ケ
ア

 
　
７
．
ニ
ー
ズ

 
　
８
．
文
化
・
人
間
性

 
　
９
．
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ

 
１
０
．
効
率
性

 
１
１
．
幸
福

 
１
２
．
承
認

 
１
３
．
持
続
可
能
性

 
１
４
．
ま
と
め

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
通
常
の
試
験
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
佐
野
亘

 『
公
共
政
策
規
範
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

公
共
政
策
論
Ｉ
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



公
共
政
策
論
Ｉ
Ａ

(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
日
頃
か
ら
新
聞
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
や
政
策
課
題
に
触
れ
て
お
く
と
と
も
に
、
そ
れ
を
規
範
的
観
点
か
ら

ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
考
え
る
訓
練
を
し
て
お
く
こ
と
。
ま
た
、
授
業
の
あ
と
に
、
教
科
書
の
該
当
箇
所
を
読
む

な
ど
し
て
、
復
習
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

公
共
政
策
論
Ｉ
Ｂ

Public Policy Studies IB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 地
球
環
境
学
堂

佐
野
　
亘

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
公
共
政
策
に
お
い
て
も
、
問
題
を
発
見
し
、
そ
れ
に
対
す
る
対
策
を
た
て
、
そ
の
対
策
を
実
施
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
適

切
に
管
理
・
運
営
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
本
講
義
で
は
、
特
に
現
実
の
政
治
・
行
政
過
程
に
着
目
し
、
よ
り
よ

い
公
共
政
策
を
実
現
す
る
う
え
で
、
実
際
上
い
か
な
る
困
難
や
問
題
が
存
在
す
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
本
講

義
を
通
じ
て
、
受
講
者
は
、
政
策
過
程
全
体
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
「
政
策
の
失
敗
」
が
な
ぜ
ど

の
よ
う
に
起
こ
る
の
か
に
つ
い
て
、
自
分
な
り
に
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

 [到
達
目
標

]
本
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
政
策
の
い
わ
ゆ
る

PD
C

A
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
そ

う
し
た
理
解
を
現
実
の
政
策
課
題
に
あ
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
．
公
共
政
策
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

２
．
現
状
認
識

３
　
問
題
発
見

４
．
分
析

５
．
課
題
設
定

６
．
立
案
①
（
誰
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
か
：
民
間
委
託
）

７
．
立
案
②
（
誰
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
か
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

８
．
立
案
③
（
不
確
実
性
へ
の
配
慮
）

９
．
立
案
④
（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
）

１
０
．
決
定

１
１
．
実
施

１
２
．
評
価

１
３
．
政
治
と
分
析

１
４
．
政
治
制
度
の
根
本
的
改
善
？

１
５
．
ま
と
め

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
通
常
の
試
験
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

公
共
政
策
論
Ｉ
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



公
共
政
策
論
Ｉ
Ｂ

(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

足
立
幸
男

 『
公
共
政
策
学
と
は
何
か
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
フ
ッ
ド

 『
行
政
活
動
の
理
論
』
（
岩
波
書
店
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
日
頃
か
ら
新
聞
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
や
政
策
課
題
に
触
れ
て
お
く
と
と
も
に
、
そ
の
背
後
に
あ
る
政
策
過

程
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
注
意
し
て
お
く
こ
と
。
ま
た
、
授
業
の
あ
と
に
は
、
授
業
中
に
示
さ
れ
た
参
考
書
な
ど
を

用
い
て
、
授
業
の
内
容
を
ま
と
め
な
お
し
て
お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

公
共
政
策
論

IIA
Public Policy IIA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
浅
野
　
耕
太

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
本
講
義
は
、
経
済
学
の
観
点
か
ら
公
共
政
策
の
意
義
や
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
効
率
性
に
配
慮
し
な
が

ら
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
経
済
学
は
、
限
り
あ
る
資
源
を
無
限
の
欲
求
の
下
で
い
か
に
う
ま
く
配
分
す
る
か
を

考
え
る
学
問
で
あ
る
。
公
共
政
策
も
資
源
の
投
入
が
不
可
避
で
あ
る
の
で
、
い
か
に
う
ま
く
行
う
か
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
公
共
政
策
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
を
考
え
る
こ
と
も
経
済
学
的
に
は
大
変
面
白
い
テ
ー
マ
で
あ

る
。

  

 [到
達
目
標

]
公
共
政
策
の
基
礎
づ
け
に
資
す
る
経
済
学
の
基
礎
的
概
念
と
そ
れ
を
用
い
た
経
済
分
析
の
手
法
を
修
得
し
、
幅
広
い

公
共
政
策
の
理
解
に
応
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

   

 [授
業
計
画
と
内
容

]
基
本
的
に
以
下
の
授
業
計
画
に
従
っ
て
講
義
を
進
め
る
。
た
だ
し
講
義
の
進
み
ぐ
あ
い
、
時
事
問
題
へ
の
言
及
な
ど

に
対
応
し
て
順
序
や
同
一
テ
ー
マ
の
回
数
を
変
え
る
こ
と
が
あ
る
。

 

第
１
回
　
　
厚
生
経
済
学
の
基
本
定
理
と
政
府
の
役
割
　

 
第
２
回
　
　
経
済
余
剰

 
第
３
回
　
　
市
場
の
失
敗

 
第
４
回
　
　
外
部
性

 
第
５
回
　
　
外
部
性
の
内
部
化

 
第
６
回
　
　
公
共
財

 
第
７
回
　
　
準
公
共
財

 
第
８
回
　
　
不
完
全
競
争
と
効
率
性

 
第
９
回
　
　
非
対
称
情
報
と
効
率
性

 
第
１
０
回
　
政
府
の
失
敗

 
第
１
１
回
　
税
と
効
率
性

 
第
１
２
回
　
非
対
称
情
報
と
所
得
分
布

 
第
１
３
回
　
公
共
選
択

 
第
１
４
回
　
総
括

 
第
１
５
回
　
期
末
試
験

 
第
１
６
回
　
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
　
　

 [履
修
要
件

]
経
済
学
Ⅲ

A
・

B
と
同
程
度
の
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
知
識
が
受
講
に
は
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
公
共
政
策
論

IA
・

B
を
履

修
済
み
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

  

公
共
政
策
論

IIA
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



公
共
政
策
論

IIA
(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験
の
結
果
で
評
価
す
る
。
出
席
は
考
慮
し
な
い
。
試
験
に
は
指
定
の
参
考
書
と
授
業
で
配
布
し
た
プ
リ
ン
ト

と
自
筆
の
ノ
ー
ト
、
持
ち
込
み
可
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

  

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

John L
each 『

A
 C

ourse in Public E
conom

icｓ
』
（

C
am

bridge U
niversity Press）

ISB
N

:9-780521535670 

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
に
お
い
て
演
習
問
題
を
示
す
の
で
、
次
回
ま
で
に
解
答
し
て
お
く
こ
と
。

   

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

公
共
政
策
論

IIB
Public Policy IIB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
浅
野
　
耕
太

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
社
会
の
様
々
な
不
確
実
性
を
前
提
に
、
政
策
効
果
を
定
量
的
に
捉
え
、
分
析
・
評
価
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
基
本

的
な
統
計
学
の
考
え
方
や
手
法
を
学
び
、
政
策
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
。

  

 [到
達
目
標

]
統
計
学
の
基
礎
的
概
念
と
そ
れ
を
用
い
た
政
策
評
価
の
手
法
を
修
得
し
、
幅
広
い
公
共
政
策
の
評
価
に
応
用
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
基
本
的
に
以
下
の
授
業
計
画
に
従
っ
て
講
義
を
進
め
る
。
た
だ
し
講
義
の
進
み
ぐ
あ
い
、
時
事
問
題
へ
の
言
及
な
ど

に
対
応
し
て
順
序
や
同
一
テ
ー
マ
の
回
数
を
変
え
る
こ
と
が
あ
る
。

 

第
１
回
　
　
政
策
分
析
と
統
計
学
　

 
第
２
回
　
　
確
率
思
考
－
記
述
統
計
と
統
計
的
推
測
に
つ
い
て
－

 
第
３
回
　
　
条
件
付
確
率
と
ベ
イ
ス
推
論
－

O
Jシ
ン
プ
ソ
ン
裁
判
－

 
第
４
回
　
　
仮
説
検
定
の
論
理
－
科
学
的
推
論
の
新
機
軸
－

 
第
５
回
　
　
確
率
変
数
と
大
数
の
法
則
－
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
真
実
－

 
第
６
回
　
　
正
規
分
布
と
中
心
極
限
定
理
－
も
う
ひ
と
つ
の
真
実
－

 
第
７
回
　
　
政
策
効
果
把
握
の
た
め
の
カ
イ
二
乗
検
定

 
第
８
回
　
　
政
策
効
果
比
較
の
た
め
の
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
の

 ｔ
 検
定

 
第
９
回
　
　
回
帰
分
析
入
門
（
１
）
－
単
純
線
形
回
帰
－

 
第
１
０
回
　
回
帰
分
析
入
門
（
２
）
－
重
回
帰
－

 
第
１
１
回
　
回
帰
分
析
入
門
（
３
）
－
回
帰
分
析
の
統
計
的
推
測
－

 
第
１
２
回
　
観
測
デ
ー
タ
と
実
験
デ
ー
タ
－
社
会
実
験
と
自
然
実
験
－

 
第
１
３
回
　
政
策
分
析
の
た
め
の
因
果
モ
デ
ル

 
第
１
４
回
　
演
習

 
第
１
５
回
　
期
末
試
験

 
第
１
６
回
　
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
　
　

 [履
修
要
件

]
公
共
政
策
論

IA
・

B
を
履
修
済
み
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
基
本
的
に
、
授
業
最
終
日
に
実
施
す
る
、
筆
記
試
験
で
評
価
す
る
。

公
共
政
策
論

IIB
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



公
共
政
策
論

IIB
(2)

 [教
科
書

]
浅
野
　
耕
太

 『
政
策
研
究
の
た
め
の
統
計
分
析
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

ISB
N

:978-4-623-05663-7 

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
に
お
い
て
演
習
問
題
や
課
題
を
示
す
の
で
、
次
回
ま
で
に
解
答
し
て
お
く
こ
と
。

   

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
で
と
り
あ
げ
た
計
算
結
果
を
再
現
で
き
る
よ
う
に
日
常
使
っ
て
い
る

E
xcelに
「
分
析
ツ
ー
ル
」
を
ア
ド
イ
ン
し

て
お
く
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

公
共
政
策
論
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

IIＡ
Introductory Sem

inar on Public Policy IIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
浅
野
　
耕
太

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
様
々
な
領
域
で
実
施
さ
れ
て
い
る
公
共
政
策
に
関
し
て
、
そ
の
必
要
性
や
評
価
軸
を
標
準
的
な
教
科
書
を
輪
読
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
。
公
共
政
策
の
基
本
原
理
や
実
際
の
形
成
過
程
を
理
解
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
良
き
公
共
政
策

の
あ
り
か
た
を
考
究
す
る
。

 
   [到
達
目
標

]
公
共
政
策
論
の
基
礎
的
概
念
と
そ
れ
を
用
い
た
政
策
分
析
の
手
法
を
修
得
し
、
幅
広
い
公
共
政
策
の
理
解
に
応
用
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

   

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第

1回
　
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

 
　
教
科
書
の
概
要
を
説
明
す
る
。
基
本
的
な
参
考
文
献
な
ど
を
紹
介
し
、
授
業
の
進
め
方
と
準
備
・
発
表
の
方
法
を

周
知
す
る
。
ま
た
、
出
席
者
の
担
当
部
分
を
決
定
す
る
。

 

第
2回
～
第

14回
　
教
科
書
の
精
読

 
　
受
講
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
は
教
科
書
の
章
を
分
担
し
、
そ
の
内
容
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

章
末
問
題
の
解
答
を
行
う
。

 
　
以
下
の
よ
う
な
テ
ー
マ
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
１
～
２
週
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 

　
１
．
公
共
政
策
と
は
な
に
か

 
　
２
．
公
的
な
意
思
決
定

 
　
３
．
世
界
を
よ
く
す
る
こ
と
は
な
ぜ
そ
ん
な
に
難
し
い
の
か

 
　
４
．
人
々
の
行
動
を
理
解
す
る

 
　
５
．
グ
ル
ー
プ
の
行
動
を
理
解
す
る

 
　
６
．
社
会
的
厚
生
を
測
る

 
　
７
．
市
場
と
政
府

 
　
８
．
政
治
過
程

 
　
９
．
市
場

 
１
０
．
政
府
の
役
割

 

第
15回
　
ま
と
め

 
　

13回
に
わ
た
る
精
読
の
成
果
を
ま
と
め
、
残
さ
れ
た
課
題
や
疑
問
点
に
つ
い
て
全
員
で
議
論
す
る
。
切
り
の
よ
い

と
こ
ろ
ま
で
読
了
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
こ
の
回
を
補
充
に
充
て
る
こ
と
も
あ
る
。

公
共
政
策
論
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

IIＡ
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



公
共
政
策
論
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

IIＡ
(2)

 [履
修
要
件

]
後
期
に
開
講
さ
れ
る
公
共
政
策
論
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

IIB
と
の
連
続
履
修
が
望
ま
し
い
。

 
ス
タ
ー
ト
時
点
で
は
経
済
学
の
知
識
は
必
要
で
は
な
い
が
、
授
業
中
必
要
に
な
る
知
識
に
つ
い
て
は
自
学
自
習
を
求

め
る
。

 
   [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
（
３
０
点
）
、
報
告
内
容
・
貢
献
（
７
０
点
）
に
よ
り
総
合
的
に
評
価
す
る
。
個
別
の
成
績
評
価
基
準
は
第
１

回
目
の
授
業
で
説
明
す
る
。

 [教
科
書

]
C

harles W
heelan 『

Introduction to Public Policy』
（

W
 W

 N
orton &

 C
o Inc ）

ISB
N

:978-0393926651 

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
事
前
に
教
科
書
を
読
ん
で
お
き
、
疑
問
点
を
整
理
し
た
上
で
、
授
業
に
参
加
す
る
こ
と
。

  

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

公
共
政
策
論
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

IIＢ
Introductory Sem

inar on Public Policy IIB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
浅
野
　
耕
太

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
様
々
な
領
域
で
実
施
さ
れ
て
い
る
公
共
政
策
に
関
し
て
、
そ
の
必
要
性
や
評
価
軸
を
標
準
的
な
教
科
書
を
輪
読
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
。
公
共
政
策
の
基
本
原
理
や
実
際
の
形
成
過
程
を
理
解
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
良
き
公
共
政
策

の
あ
り
か
た
を
考
究
す
る
。

 
   [到
達
目
標

]
公
共
政
策
論
の
基
礎
的
概
念
と
そ
れ
を
用
い
た
政
策
分
析
の
手
法
を
修
得
し
、
幅
広
い
公
共
政
策
の
理
解
に
応
用
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

   

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第

1回
　
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

 
　
教
科
書
の
概
要
を
説
明
す
る
。
基
本
的
な
参
考
文
献
な
ど
を
紹
介
し
、
授
業
の
進
め
方
と
準
備
・
発
表
の
方
法
を

周
知
す
る
。
ま
た
、
出
席
者
の
担
当
部
分
を
決
定
す
る
。

 

第
2回
～
第

14回
　
教
科
書
の
精
読

 
　
受
講
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
は
教
科
書
の
章
を
分
担
し
、
そ
の
内
容
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

章
末
問
題
の
解
答
を
行
う
。

 
　
以
下
の
よ
う
な
テ
ー
マ
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
１
～
２
週
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 

　
１
．
公
共
政
策
の
分
析
方
法

 
　
２
．
デ
ー
タ
分
析

 
　
３
．
回
帰
分
析
入
門

 
　
４
．
費
用
便
益
分
析

 
　
５
．
政
策
評
価

 
　
６
．
政
策
立
案

 
　
７
．
制
度
の
役
割

 
　
８
．
政
策
デ
ザ
イ
ン

 

第
15回
　
ま
と
め

 
　

13回
に
わ
た
る
精
読
の
成
果
を
ま
と
め
、
残
さ
れ
た
課
題
や
疑
問
点
に
つ
い
て
全
員
で
議
論
す
る
。
切
り
の
よ
い

と
こ
ろ
ま
で
読
了
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
こ
の
回
を
補
充
に
充
て
る
こ
と
も
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
公
共
政
策
論
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

IIＡ
の
連
続
履
修
が
望
ま
し
い
。

 
ス
タ
ー
ト
時
点
で
は
経
済
学
の
知
識
は
必
要
で
は
な
い
が
、
授
業
中
必
要
に
な
る
知
識
に
つ
い
て
は
自
学
自
習
を
求

め
る
。

   

公
共
政
策
論
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

IIＢ
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



公
共
政
策
論
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

IIＢ
(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
（
３
０
点
）
、
報
告
内
容
・
貢
献
（
７
０
点
）
に
よ
り
総
合
的
に
評
価
す
る
。
個
別
の
成
績
評
価
基
準
は
第
１

回
目
の
授
業
で
説
明
す
る
。

 [教
科
書

]
C

harles W
heelan 『

Introduction to Public Policy』
（

W
 W

 N
orton &

 C
o Inc ）

ISB
N

:978-0393926651

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
事
前
に
教
科
書
を
読
ん
で
お
き
、
疑
問
点
を
整
理
し
た
上
で
、
授
業
に
参
加
す
る
こ
と
。

  

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

公
共
政
策
論
演
習

IＡ
Sem

inar on Public Policy IA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 地
球
環
境
学
堂

佐
野
　
亘

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
政
策
立
案
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
な
文
献
を
講
読
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
現
実
の
公
共
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
す
る
と
と
も
に
、
自
分
な
り
に
適
切
な
政
策
の
あ
り
方
を
提
言
で
き
る
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
こ
の
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
政
策
を
取
り
巻
く
現
実
の
状
況
や
実
際
的
な
困
難
を
深
く
理
解
す
る
と
と
も

に
、
基
本
的
な
調
査
方
法
や
文
献
収
集
の
方
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
受
講
者
は
、
各
自
、
テ
キ
ス
ト
の
担
当
章
に
つ
い
て
要
約
を
お
こ
な
い
、
発
表
す
る
。
そ
の
際
、
単
に
内
容
を
ま
と

め
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
事
例
を
参
照
す
る
と
と
も
に
、
自
分
自
身
の
意
見
や
疑
問
も
必
ず
付
け
加
え
る
。
そ
の

う
え
で
、
受
講
者
全
員
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
議
論
を
お
こ
な
う
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
へ
の
参
加
態
度
（
報
告
、
質
問
、
討
論
へ
の
参
加
な
ど
）
に
も
と
づ
い
て
、
総
合
的
に
評
価
を
お
こ
な
う
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
テ
キ
ス
ト
は
必
ず
事
前
に
読
ん
で
く
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

公
共
政
策
論
演
習

IＢ
Sem

inar on Public Policy IB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 地
球
環
境
学
堂

佐
野
　
亘

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
適
切
な
公
共
政
策
を
実
現
す
る
に
は
、
机
上
の
空
論
に
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
、
単
に
理
想
の
社
会
の
あ
り
方
を
構
想

す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
具
体
的
な
実
現
方
法
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
本
演
習
で
は
、
受
講
者
は
、
各
自
、

み
ず
か
ら
の
興
味
・
関
心
に
も
と
づ
い
て
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
政
策
が
こ
れ
ま
で
実
施
さ

れ
て
き
た
の
か
、
ま
た
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
っ
た
の
か
を
調
査
・
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
改
善
策

を
提
案
す
る
。
こ
の
演
習
を
通
じ
て
、
受
講
者
は
、
理
論
的
な
知
識
を
具
体
的
な
問
題
に
応
用
す
る
力
を
身
に
つ
け

る
と
と
も
に
、
み
ず
か
ら
の
問
題
意
識
を
言
語
化
し
、
他
者
に
理
解
可
能
な
か
た
ち
で
伝
え
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 [到
達
目
標

]
こ
の
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
実
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
的
観
点
か
ら
分
析
を
お
こ

な
う
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
分
析
を
、
よ
り
適
切
な
政
策
提
案
へ
と
つ
な
げ
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
．
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

２
．
受
講
者
に
よ
る
報
告

３
．
　
〃

４
．
　
〃

５
．
　
〃

６
．
　
〃

７
．
　
〃

８
．
　
〃

９
．
　
〃

１
０
．
　
〃

１
１
．
　
〃

１
２
．
　
〃

１
３
．
　
〃

１
４
．
ま
と
め

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
へ
の
参
加
態
度
（
報
告
、
質
問
、
討
論
へ
の
参
加
な
ど
）
を
も
と
に
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。

公
共
政
策
論
演
習

IＢ
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

公
共
政
策
論
演
習

IＢ
(2)

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
各
自
の
報
告
に
向
け
て
準
備
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
ふ
だ
ん
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
や
政
策
課
題
に
つ
い

て
情
報
収
集
を
お
こ
な
っ
て
お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

公
共
政
策
論
演
習

IIA
Sem

inar on Public Policy IIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
浅
野
　
耕
太

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
現
実
の
公
共
政
策
に
つ
い
て
、
文
献
調
査
、
現
地
調
査
、
統
計
解
析
な
ど
に
基
づ
き
、
自
立
し
て
分
析
を
行
う
た
め

の
基
礎
的
な
力
を
環
境
経
済
学
、
資
源
経
済
学
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
経
済
学
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
、
計
量
経
済
学
、
政
策
科

学
な
ど
に
関
す
る
基
本
文
献
の
輪
読
を
通
じ
て
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
年
度
は
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
基
本

文
献
を
読
む
予
定
で
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
中
級
程
度
の
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
内
容
を
、
輪
読
と
問
題
演
習
を
通
じ
て
学
び
、
身
近
な
社
会
現
象
を
経
済
学
的
に
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第

1回
　
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

 
　
教
科
書
の
概
要
を
説
明
す
る
。
基
本
的
な
参
考
文
献
な
ど
を
紹
介
し
、
授
業
の
進
め
方
と
準
備
・
発
表
の
方
法
を

周
知
す
る
。

 

第
2回
～
第

14回
　
各
章
の
概
要
と
論
点
の
提
示
並
び
に
問
題
演
習

 
　
受
講
者
は
問
題
を
分
担
し
、
解
答
を
行
う
。

 
　
以
下
の
よ
う
な
テ
ー
マ
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
１
～
２
週
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 

　
１
．
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
冒
険

　
２
．
需
要
と
供
給

　
３
．
需
要
と
供
給
を
使
っ
た
市
場
分
析

 
　
４
．
消
費
者
行
動

　
５
．
個
人
需
要
曲
線
と
市
場
需
要
曲
線

 
　
６
．
生
産
者
行
動

　
７
．
諸
費
用

 
　
８
．
競
争
的
市
場
に
お
け
る
供
給

 
　
９
．
市
場
の
力
と
独
占

第
15回
　
ま
と
め

 
　

13回
に
わ
た
る
精
読
の
成
果
を
ま
と
め
、
残
さ
れ
た
課
題
や
疑
問
点
に
つ
い
て
全
員
で
議
論
す
る
。
切
り
の
よ
い

と
こ
ろ
ま
で
読
了
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
こ
の
回
を
補
充
に
充
て
る
こ
と
も
あ
る

 [履
修
要
件

]
経
済
と
数
学

A
B
を
履
修
済
み
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
後
期
に
開
講
さ
れ
る
公
共
政
策
論
演
習

IIB
と
の
連
続
履

修
が
望
ま
し
い
。

 

公
共
政
策
論
演
習

IIA
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

公
共
政
策
論
演
習

IIA
(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
、
報
告
内
容
、
そ
の
他
の
貢
献
を
斟
酌
し
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
G

oolsbee, L
evitt, Syverson 『

M
icroeconom

ics』
（

W
orth Publishers）

ISB
N

:978-1-4641-4697-8

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
事
前
に
教
科
書
を
読
み
、
疑
問
点
を
整
理
し
た
う
え
で
、
授
業
に
出
席
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

公
共
政
策
論
演
習

IIB
Sem

inar on Public Policy IIB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
浅
野
　
耕
太

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
現
実
の
公
共
政
策
に
つ
い
て
、
文
献
調
査
、
現
地
調
査
、
統
計
解
析
な
ど
に
基
づ
き
、
自
立
し
て
分
析
を
行
う
た
め

の
基
礎
的
な
力
を
環
境
経
済
学
、
資
源
経
済
学
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
経
済
学
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
、
計
量
経
済
学
、
政
策
科

学
な
ど
に
関
す
る
基
本
文
献
の
輪
読
を
通
じ
て
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
年
度
は
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
基
本

文
献
を
読
む
予
定
で
あ
る
。

  

 [到
達
目
標

]
中
級
程
度
の
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
内
容
を
、
輪
読
と
問
題
演
習
を
通
じ
て
学
び
、
身
近
な
社
会
現
象
を
経
済
学
的
に
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

  
  [授
業
計
画
と
内
容

]
第

1回
　
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

 
　
教
科
書
の
概
要
を
説
明
す
る
。
基
本
的
な
参
考
文
献
な
ど
を
紹
介
し
、
授
業
の
進
め
方
と
準
備
・
発
表
の
方
法
を

周
知
す
る
。

 

第
2回
～
第

14回
　
各
章
の
概
要
と
論
点
の
提
示
並
び
に
問
題
演
習

 
　
受
講
者
は
問
題
を
分
担
し
、
解
答
を
行
う
。

 
　
以
下
の
よ
う
な
テ
ー
マ
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
１
～
２
週
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 

　
１
．
市
場
の
力
と
価
格
戦
略

 
　
２
．
不
完
全
競
争

 
　
３
．
ゲ
ー
ム
理
論

 
　
４
．
投
資
、
時
間
、
保
険

 
　
５
．
一
般
均
衡

 
　
６
．
非
対
称
情
報

 
　
７
．
外
部
性
と
公
共
財

　
８
．
行
動
経
済
学
と
実
験
経
済
学

 

第
15回
　
ま
と
め

 
　

13回
に
わ
た
る
精
読
の
成
果
を
ま
と
め
、
残
さ
れ
た
課
題
や
疑
問
点
に
つ
い
て
全
員
で
議
論
す
る
。
切
り
の
よ
い

と
こ
ろ
ま
で
読
了
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
こ
の
回
を
補
充
に
充
て
る
こ
と
も
あ
る

 [履
修
要
件

]
経
済
と
数
学

A
B
を
履
修
済
み
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
前
期
に
開
講
さ
れ
る
公
共
政
策
論
演
習
Ⅱ

A
と
の
連
続
履

修
が
望
ま
し
い
。

公
共
政
策
論
演
習

IIB
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

公
共
政
策
論
演
習

IIB
(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
、
報
告
内
容
、
そ
の
他
の
貢
献
を
斟
酌
し
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
G

oolsbee, L
evitt, Syverson  『

M
icroeconom

ics』
（

W
orth Publishers）

ISB
N

:978-1-4641-4697-8

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
事
前
に
教
科
書
を
読
み
、
疑
問
点
を
整
理
し
た
う
え
で
、
授
業
に
出
席
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

経
済
と
数
学
Ａ

Introductoty E
conom

ics w
ith C

alculus A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
浅
野
　
耕
太

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
経
済
学
は
様
々
な
社
会
現
象
を
体
系
的
に
思
考
す
る
た
め
の
柔
軟
な
枠
組
み
の
一
つ
で
あ
る
。
本
講
義
で
は
、
身
近

な
例
を
通
し
て
「
経
済
学
的
な
考
え
方
」
を
紹
介
し
、
経
済
学
の
基
本
原
則
、
適
用
範
囲
、
長
所
・
短
所
を
説
明
す

る
。
経
済
主
体
の
意
思
決
定
の
考
察
を
通
じ
て
、
社
会
現
象
の
発
生
要
因
や
政
策
の
妥
当
性
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

前
期
で
は
主
に
消
費
者
に
か
か
わ
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
扱
う
。

 

 [到
達
目
標

]
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
基
礎
的
概
念
と
そ
れ
を
用
い
た
経
済
分
析
の
手
法
を
修
得
し
、
幅
広
い
経
済
現
象
の
理
解
に
応
用

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

 
受
講
者
自
身
が
直
面
す
る
様
々
な
問
題
や
関
心
事
に
対
し
、
新
し
い
視
点
と
深
い
洞
察
力
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
。

  

 [授
業
計
画
と
内
容

]
基
本
的
に
以
下
の
授
業
計
画
に
従
っ
て
講
義
を
進
め
る
。
た
だ
し
講
義
の
進
み
ぐ
あ
い
、
時
事
問
題
へ
の
言
及
な
ど

に
対
応
し
て
順
序
や
同
一
テ
ー
マ
の
回
数
を
変
え
る
こ
と
が
あ
る
。

 

第
１
回
　
　
社
会
秩
序
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
　

 
第
２
回
　
　
経
済
学
者
の
よ
う
に
考
え
る

 
第
３
回
　
　
需
要

 
第
４
回
　
　
機
会
費
用

 
第
５
回
　
　
需
要
と
供
給
：
そ
の
働
き

 
第
６
回
　
　
需
要
と
供
給

:問
題
と
応
用

 
第
７
回
　
　
効
率
、
交
換
、
比
較
優
位

 
第
８
回
　
　
合
理
的
な
消
費
者
の
選
択

 
第
９
回
　
　
個
人
と
市
場
の
需
要
曲
線

 
第
１
０
回
　
合
理
的
選
択
と
需
要
の
理
論

 
第
１
１
回
　
情
報
の
経
済
学
と
不
確
実
性
下
の
選
択

 
第
１
２
回
　
好
み
の
違
い
を
説
明
す
る

 
第
１
３
回
　
認
知
上
の
限
界
と
消
費
者
行
動

 
第
１
４
回
　
総
括

 
第
１
５
回
　
期
末
試
験

 
第
１
６
回
　
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
　
　

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
最
終
日
に
行
う
期
末
試
験
で
評
価
す
る
。
出
席
点
な
し
。
試
験
に
は
指
定
の
参
考
書
と
授
業
で
配
布
し
た
プ
リ

ン
ト
と
自
筆
の
ノ
ー
ト
、
持
ち
込
み
可
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

  

経
済
と
数
学
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

経
済
と
数
学
Ａ

(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

N
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
マ
ン
キ
ュ
ー

 『
マ
ン
キ
ュ
ー
入
門
経
済
学
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
）

ISB
N

:978-4492313862
R

obert Frank 『
M

icroeconom
ics and B

ehavior , 9th ed. 』
（

M
cG

raw
-H

ill/Irw
in）

ISB
N

:978-0078021695
  [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
に
お
い
て
演
習
問
題
を
示
す
の
で
、
次
回
ま
で
に
解
答
し
て
お
く
こ
と
。

  

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

経
済
と
数
学

B
Introductory E

conom
ics w

ith C
alculus B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
浅
野
　
耕
太

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
経
済
学
は
様
々
な
社
会
現
象
を
体
系
的
に
思
考
す
る
た
め
の
柔
軟
な
枠
組
み
の
一
つ
で
あ
る
。
本
講
義
で
は
、
身
近

な
例
を
通
し
て
「
経
済
学
的
な
考
え
方
」
を
紹
介
し
、
経
済
学
の
基
本
原
則
、
適
用
範
囲
、
長
所
・
短
所
を
説
明
す

る
。
経
済
主
体
の
意
思
決
定
の
考
察
を
通
じ
て
、
社
会
現
象
の
発
生
要
因
や
政
策
の
妥
当
性
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

後
期
で
は
主
に
消
費
者
行
動
を
除
く
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
扱
う
。

 

 [到
達
目
標

]
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
基
礎
的
概
念
と
そ
れ
を
用
い
た
経
済
分
析
の
手
法
を
修
得
し
、
幅
広
い
経
済
現
象
の
理
解
に
応
用

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

 
受
講
者
自
身
が
直
面
す
る
様
々
な
問
題
や
関
心
事
に
対
し
、
新
し
い
視
点
と
深
い
洞
察
力
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
。

   

 [授
業
計
画
と
内
容

]
基
本
的
に
以
下
の
授
業
計
画
に
従
っ
て
講
義
を
進
め
る
。
た
だ
し
講
義
の
進
み
ぐ
あ
い
、
時
事
問
題
へ
の
言
及
な
ど

に
対
応
し
て
順
序
や
同
一
テ
ー
マ
の
回
数
を
変
え
る
こ
と
が
あ
る
。

 

第
１
回
　
　
生
産
　

 
第
２
回
　
　
費
用

 
第
３
回
　
　
完
全
競
争

 
第
４
回
　
　
独
占

 
第
５
回
　
　
不
完
全
競
争

 
第
６
回
　
　
労
働

 
第
７
回
　
　
資
本

 
第
８
回
　
　
一
般
均
衡
と
市
場
の
効
率
性

 
第
９
回
　
　
外
部
性
、
所
有
権
、
コ
ー
ス
の
定
理

 
第
１
０
回
　
市
場
と
政
府

 
第
１
１
回
　
企
業
家

 
第
１
２
回
　
経
済
と
政
治

 
第
１
３
回
　
経
済
学
の
限
界

 
第
１
４
回
　
総
括

 
第
１
５
回
　
期
末
試
験

 
第
１
６
回
　
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
　
　

 [履
修
要
件

]
「
経
済
と
数
学
Ａ
」
（
前
期
）
に
引
き
続
い
て
履
修
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。

  

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
最
終
日
に
行
う
期
末
試
験
で
評
価
す
る
。
出
席
は
考
慮
し
な
い
。
試
験
に
は
指
定
の
参
考
書
と
授
業
で
配
布
し

た
プ
リ
ン
ト
と
自
筆
の
ノ
ー
ト
、
持
ち
込
み
可
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

  

経
済
と
数
学

B
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

経
済
と
数
学

B
(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

ジ
ョ
セ
フ

 E
.ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ

 , カ
ー
ル

 E
.ウ
ォ
ル
シ
ュ

  『
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
入
門
経
済
学

 第
4版
』
（
東
洋
経
済

新
報
社
）

ISB
N

:978-4492314197 
N
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
マ
ン
キ
ュ
ー

 『
マ
ン
キ
ュ
ー
入
門
経
済
学
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
）

ISB
N

:978-4492313862
R

obert Frank 『
M

icroeconom
ics and B

ehavior , 9th ed.』
（

M
cG

raw
-H

ill/Irw
in）

ISB
N

:978-0078021695 
  [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
に
お
い
て
演
習
問
題
を
示
す
の
で
、
次
回
ま
で
に
解
答
し
て
お
く
こ
と
。

   

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

欧
米
歴
史
社
会
論

IA
E

uro-A
m

erican H
istory and Society IA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
合
田
　
昌
史

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
本
講
義
で
は
、
大
航
海
時
代
の
代
表
的
人
物
を
と
り
あ
げ
、
彼
ら
の
活
動
が
西
洋
社
会
の
経
済
・
文
化
・
宗
教
等
に

与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

 [到
達
目
標

]
巨
視
的
な
見
方
と
デ
ィ
テ
ー
ル
を
大
切
に
扱
う
姿
勢
を
併
せ
持
っ
た
歴
史
観
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
小
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
授
業
を
進
め
る
。
　

１
．
大
航
海
時
代
と
人
物
研
究

２
．
エ
ン
リ
ケ
航
海
王
子

３
．
マ
ゼ
ラ
ン
　

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験
（
筆
記
）

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
参
考
資
料
に
目
を
通
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

欧
米
歴
史
社
会
論

IB
E

uro-A
m

erican H
istory and Society IB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
合
田
　
昌
史

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
本
講
義
で
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
作
成
さ
れ
た
地
図
類
を
取
り
上
げ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
界

認
識
に
お
け
る
変
遷
を
考
察
す
る
。

 [到
達
目
標

]
巨
視
的
な
見
方
と
デ
ィ
テ
ー
ル
を
大
切
に
扱
う
姿
勢
を
併
せ
持
っ
た
歴
史
観
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
小
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
授
業
を
進
め
る
。

１
　
地
図
・
絵
図
・
図
像
と
歴
史
研
究
　

２
　
中
世
の
マ
ッ
パ
ム
ン
デ
ィ
　

３
　
中
世
の
ポ
ル
ト
ラ
ー
ノ
型
海
図
　

４
　
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
・
ア
ト
ラ
ス
　

５
　
フ
ラ
・
マ
ウ
ロ
図
　

６
　
カ
ン
テ
ィ
ー
ノ
図
　

７
　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
ア
ト
ラ
ス
　

８
　
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
カ
ス
ト
ロ
の
絵
図
　

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験
（
筆
記
）

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
参
考
資
料
に
目
を
通
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

欧
米
歴
史
社
会
論

IIA
E

uro-A
m

erican H
istory and Society IIA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
川
島
　
昭
夫

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
5
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
16世
紀
末
に
、
新
大
陸
に
お
け
る
定
住
地
・
植
民
地
の
建
設
を
開
始
し
て
以
来
、
本
国
イ
ギ
リ
ス
人
の
植
民
地
に
対

す
る
関
心
の
な
か
に
、
イ
ギ
リ
ス
と
は
異
な
っ
た
気
候
・
植
生
を
有
す
る
北
米
大
陸
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
植
物
の
収

集
、
研
究
、
移
入
が
あ
っ
た
。
こ
の
授
業
で
は
、

16世
紀
末
か
ら
、

18世
紀
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
の
独
立
ま
で
の

期
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
北
米
大
陸
の
植
物
に
示
し
た
関
心
を
、
時
代
を
追
い
、
ま
た
か
か
わ
っ
た
人
々
の
立
場

・
職
業
（
政
治
家
、
聖
職
者
、
医
師
、
園
芸
家
、
種
苗
業
者
）
を
ふ
ま
え
て
、
資
料
を
紹
介
し
つ
つ
論
じ
る
。

 [到
達
目
標

]
イ
ギ
リ
ス
の
初
期
帝
国
（
第
１
次
帝
国
）
形
成
の
た
め
の
活
動
に
、
植
物
・
植
物
資
源
に
対
す
る
関
心
が
い
か
に
深

く
か
か
わ
っ
た
か
を
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
小
テ
ー
マ
（
各
２
回
程
度
）
に
沿
っ
て
授
業
を
進
め
る
。

１
　
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
植
民
と
「
植
物
資
源
」

２
　
ジ
ョ
ン
・
ト
ラ
デ
ス
カ
ン
ト
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
旅
行

３
　
ロ
ン
ド
ン
主
教
と
新
大
陸
の
植
物

４
　
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
と
植
物
研
究

５
　
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の
医
師
・
植
物
学
者
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ガ
ー
デ
ン

６
　
ロ
ン
ド
ン
の
種
苗
業
者
と
新
大
陸
の
植
物

７
　
植
民
地
の
科
学
と
植
物
学

 [履
修
要
件

]
高
校
に
お
い
て
世
界
史
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
授
業
へ
の
参
加
（
質
疑
応
答
な
ど
）
を
重
視
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
配
布
す
る
資
料
は
、
授
業
中
に
解
説
を
く
わ
え
る
が
、
授
業
後
に
も
再
読
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

欧
米
歴
史
社
会
論

IIB
E

uro-A
m

erican H
istory and Society IIB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
川
島
　
昭
夫

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
5
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
イ
ギ
リ
ス
の
初
期
帝
国
（
第
１
次
帝
国
）
形
成
の
た
め
の
活
動
に
、
植
物
・
植
物
資
源
に
対
す
る
関
心
が
い
か
に
深

く
か
か
わ
っ
た
か
を
、

1730年
代
に
始
ま
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
植
民
の
具
体
的
事
例
に
基
づ
き
、
多
く
の
資
料
を
参
照
し

な
が
ら
論
じ
る
。

 [到
達
目
標

]
上
記
の
授
業
目
的
に
関
連
し
、
特
定
の
事
例
に
つ
い
て
、
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
、
具
体
的
か
つ
詳
細
に
状
況
の
推

移
を
解
明
し
、
よ
り
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
歴
史
研
究
の
方
法
を
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
小
テ
ー
マ
（
各
２
回
程
度
）
に
沿
っ
て
授
業
を
進
め
る
。

１
　
ジ
ョ
ー
ジ
ア
以
前
の
南
部
植
民
地
（
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
と
カ
ロ
ラ
イ
ナ
）

２
　

1832年
以
前
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
植
民
計
画

３
　
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
オ
グ
ル
ソ
ー
プ
の
博
愛
的
植
民
計
画

４
　
財
団
に
よ
る
植
民
地
経
営

５
　
財
団
の
「
ガ
ー
デ
ン
」
と
植
物
移
植

６
　
養
蚕
と
ク
ワ
の
栽
培

７
　
植
物
採
集
者
の
派
遣

８
　
植
民
地
計
画
の
失
敗
と
そ
の
後

９
　
植
民
地
と
植
物
園

 [履
修
要
件

]
高
校
で
世
界
史
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
授
業
へ
の
参
加
（
質
疑
応
答
な
ど
）
を
重
視
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
配
布
す
る
資
料
は
、
授
業
時
に
解
説
を
く
わ
え
る
が
、
授
業
後
も
再
読
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

欧
米
歴
史
社
会
論
演
習

IA
Sem

inar on Euro-Am
erican History and Society IA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
川
島
　
昭
夫

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
卒
業
論
文
の
作
成
を
目
的
と
し
た
、
研
究
・
調
査
方
法
の
指
導
と
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
。

 [到
達
目
標

]
演
習
参
加
者
が
、
各
自
の
研
究
課
題
を
確
定
し
、
そ
の
主
題
に
関
す
る
資
料
・
文
献
の
収
集
、
分
析
に
基
づ
き
、
考

察
を
深
め
る
た
め
の
技
能
を
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
歴
史
や
文
化
・
社
会
に
関
し
て
、
参
加
者
各
自
が
設
定
し
た
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
も
ら
い
、
助
言
や
指
導
を
行
い
、
ま
た
出
席
者
全
員
に
よ
る
、
質
疑
や
討
論
を
行
う
。
一
人

の
発
表
に
は
原
則
と
し
て
１
時
間
半
を
あ
て
、
可
能
な
限
り
議
論
を
深
め
て
ゆ
く
。
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科

の
授
業
と
共
通
。

 [履
修
要
件

]
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
・
社
会
・
文
化
に
関
心
を
有
す
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
授
業
へ
の
出
席
と
、
積
極
的
な
参
加
を
重
視
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
に
向
け
て
、
研
究
計
画
を
た
て
、
日
常
的
な
積
み
重
ね
が
必
要
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

欧
米
歴
史
社
会
論
演
習

IB
Sem

inar on Euro-Am
erican History and Society IB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
川
島
　
昭
夫

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
卒
業
論
文
の
作
成
を
目
的
と
し
た
、
研
究
・
調
査
方
法
の
指
導
と
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
。

 [到
達
目
標

]
演
習
参
加
者
が
、
各
自
の
研
究
課
題
を
確
定
し
、
そ
の
主
題
に
関
す
る
資
料
・
文
献
の
収
集
、
分
析
に
基
づ
き
、
考

察
を
深
め
る
た
め
の
技
能
を
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
歴
史
や
文
化
・
社
会
に
関
し
て
、
参
加
者
各
自
が
設
定
し
た
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
も
ら
い
、
助
言
や
指
導
を
行
い
、
ま
た
出
席
者
全
員
に
よ
る
、
質
疑
や
討
論
を
行
う
。
一
人

の
発
表
に
は
原
則
と
し
て
１
時
間
半
を
あ
て
、
可
能
な
限
り
議
論
を
深
め
て
ゆ
く
。
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科

の
授
業
と
共
通
。

 [履
修
要
件

]
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
・
社
会
・
文
化
に
関
心
を
有
す
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
授
業
へ
の
出
席
と
、
積
極
的
な
参
加
を
重
視
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
の
た
め
に
、
長
期
の
計
画
を
た
ｔ
ｒ
、
日
常
的
な
積
み
重
ね
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

欧
米
歴
史
社
会
論
演
習

IIＡ
Sem

inar on Euro-Am
erican History and Society IIA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
合
田
　
昌
史

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
卒
業
論
文
の
作
成
を
目
的
と
し
た
、
研
究
・
調
査
方
法
の
指
導
と
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
。

 [到
達
目
標

]
論
文
作
成
に
向
け
て
の
一
里
塚
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
歴
史
や
文
化
・
社
会
に
関
し
て
、
参
加
者
各
自
が
設
定
し
た
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
も
ら
い
、
助
言
や
指
導
を
行
い
、
ま
た
出
席
者
全
員
に
よ
る
、
質
疑
や
討
論
を
行
う
。
一
人

の
発
表
に
は
原
則
と
し
て
１
時
間
半
を
あ
て
、
可
能
な
限
り
議
論
を
深
め
て
ゆ
く
。
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科

の
授
業
と
共
通
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
授
業
へ
の
出
席
と
、
積
極
的
な
参
加
を
重
視
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
互
い
の
報
告
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

欧
米
歴
史
社
会
論
演
習

IIＢ
Sem

inar on Euro-Am
erican History and Society IIB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
合
田
　
昌
史

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
卒
業
論
文
の
作
成
を
目
的
と
し
た
、
研
究
・
調
査
方
法
の
指
導
と
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
。

 [到
達
目
標

]
論
文
作
成
に
向
け
て
の
一
里
塚
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
歴
史
や
文
化
・
社
会
に
関
し
て
、
参
加
者
各
自
が
設
定
し
た
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
も
ら
い
、
助
言
や
指
導
を
行
い
、
ま
た
出
席
者
全
員
に
よ
る
、
質
疑
や
討
論
を
行
う
。
一
人

の
発
表
に
は
原
則
と
し
て
１
時
間
半
を
あ
て
、
可
能
な
限
り
議
論
を
深
め
て
ゆ
く
。
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科

の
授
業
と
共
通
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
授
業
へ
の
出
席
と
、
積
極
的
な
参
加
を
重
視
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
互
い
の
報
告
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
歴
史
文
化
論

IA
Japanese H

istory and C
ulture IA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
西
山
　
良
平

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
日
本
古
代
・
中
世
の
時
代
的
特
色
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
時
代
性
・
歴
史
性
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
日

本
古
代
の
都
市
と
農
村
の
関
係
や
王
権
と
文
化
の
問
題
を
、
平
安
時
代
を
中
心
に
検
討
す
る
。
日
記
や
古
文
書
・
説

話
な
ど
の
諸
史
料
を
解
読
し
つ
つ
、
課
題
に
取
り
組
む
。

 [到
達
目
標

]
日
本
古
代
・
中
世
史
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
時
代
の
社
会
・
文
化
・
政
治
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本

歴
史
の
発
展
と
内
容
に
つ
い
て
考
察
・
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
本
年
度
は
日
本
古
代
・
中
世
の
基
本
的
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
講
義
形
式
で
授
業
を
行
う
。
前
期
は
平
安
時
代
の
都

市
貴
族
の
邸
宅
の
特
色
と
変
遷
・
類
型
、
池
庭
と
の
関
係
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
そ
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
す
る
。

古
代
の
貴
族
の
邸
宅
は
一
町
を
基
本
と
す
る
。
平
安
時
代
に
は
公
卿
・
殿
上
人
・
諸
大
夫
の
序
列
が
成
立
し
、
邸
宅

は
そ
の
序
列
を
反
映
す
る
。
貴
族
は
複
数
の
邸
宅
を
も
ち
、
各
々
に
本
所
や
別
業
な
ど
相
応
の
特
色
が
あ
り
、
そ
れ

ら
を
使
い
分
け
る
。
ま
た
、
邸
宅
の
規
模
は
平
安
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
変
遷
す
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
貴
族
邸

宅
の
池
庭
に
は
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
寺
院
（
阿
弥
陀
堂
）
と
比
較
し
、
そ
の
特
色
を
検
討
す
る
。
発
掘
調

査
の
所
見
を
随
時
参
照
し
、
文
献
と
遺
構
の
対
応
に
留
意
す
る
。

は
じ
め
に
（
２
週
）

１
　
「
一
町
家
」
「
四
分
一
宅
」
（
２
週
）

２
　
「
一
町
家
」
「
避
暑
納
涼
之
地
」

　
２
―
１
　
参
議
藤
原
為
隆
の
邸
宅
（
１
週
）

　
２
―
２
　
権
大
納
言
藤
原
宗
通
の
邸
宅
（
２
週
）

３
　
「
一
町
家
」
と
前
池
（
南
池
）

　
３
－
１
　
「
一
町
池
」
と
公
卿
（
２
週
）

　
３
－
２
　
「
一
町
池
」
と
前
池
（
南
池
）
（
１
週
）

４
　
阿
弥
陀
堂
の
前
池
（
２
週
）

お
わ
り
に
（
２
週
）

 [履
修
要
件

]
日
本
史
に
関
す
る
基
礎
知
識
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
学
期
末
に
到
達
目
標
に
即
し
た
レ
ポ
ー
ト
課
題
を
提
示
し
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
に
よ
り
成
績
評
価
す
る
。

日
本
歴
史
文
化
論

IA
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

日
本
歴
史
文
化
論

IA
(2)

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
参
考
文
献
を
指
示
す
る
の
で
、
そ
の
内
容
を
事
前
に
学
習
し
て
お
く
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
参
加
に
は
、
充
分
な
予
習
が
必
要
で
あ
る
。

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
木
曜
の
午
後
３
時
か
ら
（
教
授
会
の
日
を
除
く
）
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
歴
史
文
化
論

IB
Japanese H

istory and C
ulture IB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
西
山
　
良
平

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
日
本
古
代
・
中
世
の
時
代
的
特
色
に
焦
点
を
当
て
、
日
記
・
説
話
・
古
文
書
な
ど
様
々
な
史
料
を
素
材
に
解
明
す
る
。

日
本
古
代
の
都
市
と
農
村
の
関
係
や
王
権
と
文
化
の
問
題
を
、
平
安
時
代
を
中
心
に
検
討
す
る
。
日
記
や
古
文
書
・

説
話
な
ど
の
諸
史
料
を
解
読
し
つ
つ
、
課
題
に
取
り
組
む
。

 [到
達
目
標

]
日
本
古
代
・
中
世
史
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
時
代
の
社
会
・
文
化
・
政
治
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本

歴
史
の
発
展
と
内
容
に
つ
い
て
考
察
・
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
本
年
度
は
日
本
古
代
・
中
世
の
基
本
的
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
講
義
形
式
で
授
業
を
行
う
。
後
期
は
８
・
９
世
紀
の

天
皇
の
不
予
や

#23595羸
の
あ
り
方
を
テ
ー
マ
に
、
そ
の
実
態
を
検
討
す
る
。

日
本
古
代
と
く
に
８
・
９
世
紀
の
天
皇
を
不
予
（
病
気
）
や

#23595羸
（
虚
弱
）
の
側
面
か
ら
考
察
す
る
。
王
権
・

天
皇
は
制
度
に
支
持
さ
れ
る
が
、
個
々
の
情
況
で
は
天
皇
の
人
格
に
依
存
す
る
。
そ
の
一
面
が
天
皇
の
不
予
・

#23595
羸
や
年
令
（
幼
少
な
ど
）
で
あ
る
。
こ
の
一
面
は
８
世
紀
か
ら
９
世
紀
に
大
き
く
変
化
し
、
以
後
の
政
治
・
社
会
を

規
制
す
る
。
聖
武
天
皇
や
嵯
峨
天
皇
、
と
く
に
仁
明
天
皇
・
文
徳
天
皇
や
清
和
天
皇
を
取
り
上
げ
、
古
代
か
ら
中
世

の
天
皇
の
あ
り
方
を
多
面
的
・
具
体
的
に
検
討
す
る
。

　　
　
は
じ
め
に
（
２
週
）

１
　
８
・
９
世
紀
の
天
皇
と
不
予

　
１
－
１
　
仁
明
・
文
徳
の
不
予
・

#23595羸
（
１
週
）

　
１
－
２
　
８
世
紀
の
天
皇
の
不
予
（
２
週
）

２
　
仁
明
天
皇
の
動
静

　
２
－
１
　
仁
明
不
予
の
経
緯
（
２
週
）

　
２
－
２
　
仁
明
不
予
の
実
態
（
２
週
）

３
　
文
徳
天
皇
の
動
静

　
３
－
１
　
文
徳
と
政
務
（
２
週
）

　
３
－
２
　
文
徳
と
巡
行
遊
覧
（
１
週
）

お
わ
り
に
（
２
週
）

 [履
修
要
件

]
日
本
史
に
関
す
る
基
礎
知
識
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
学
期
末
に
到
達
目
標
に
即
し
た
レ
ポ
ー
ト
課
題
を
提
示
し
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
に
よ
り
成
績
評
価
す
る
。

日
本
歴
史
文
化
論

IB
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

日
本
歴
史
文
化
論

IB
(2)

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
参
考
文
献
を
指
示
す
る
の
で
、
そ
の
内
容
を
事
前
に
学
習
し
て
お
く
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
参
加
に
は
、
充
分
な
予
習
が
必
要
で
あ
る
。

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
木
曜
の
午
後
３
時
か
ら
（
教
授
会
の
日
を
除
く
）
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
歴
史
文
化
論

IIA
Japanese H

istory and C
ulture IIA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
元
木
　
泰
雄

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
武
士
政
権
成
立
の
前
提
と
し
て
、
重
視
さ
れ
て
き
た
の
が
、
源
頼
義
・
義
家
と
い
っ
た
１
１
世
紀
後
半
に
活
躍
し

た
河
内
源
氏
の
武
将
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
前
九
年
合
戦
・
後
三
年
合
戦
を
通
し
て
東
国
武
士
を
広
範
に
組
織
し

た
「
武
家
棟
梁
」
と
称
さ
れ
、
武
家
棟
梁
と
東
国
武
士
の
主
従
関
係
が
幕
府
成
立
の
前
提
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
評
価
は
結
果
論
に
過
ぎ
ず
、
当
時
の
棟
梁
が
広
範
な
武
士
を
組
織
す
る
客
観
的
条
件
は
存
在
し
な

い
。
こ
の
授
業
で
は
、
河
内
源
氏
の
動
向
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
政
情
を
綿
密
に
検
討
し
、
さ
ら
に
『
陸
奥
話
記
』

を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
源
頼
義
の
活
動
と
そ
の
実
態
を
再
検
討
し
て
ゆ
く
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
武
士
政
権
成
立
の
前
提
や
、
河
内
源
氏
の
実
態
を
見
直
し
、
当
該
期
政
治
史
像
を
改
め
る
。

  [到
達
目
標

]
　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
該
期
の
政
治
情
勢
に
関
す
る
認
識
を
深
め
、
中
世
成
立
期
の
新
た
な
歴
史
像
を
理
解
す
る
。

ま
た
、
政
治
史
の
あ
り
か
た
、
そ
の
分
析
の
方
法
と
、
意
味
を
習
得
す
る
。

　
あ
わ
せ
て
関
連
史
料
（
主
に
日
記
・
古
記
録
・
軍
記
）
を
配
布
し
、
史
料
読
解
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
史
料
批

判
の
方
法
を
学
習
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
主
要
な
テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り
。

１
．
頼
信
の
活
躍

２
．
前
九
年
合
戦
ま
で
の
頼
義

３
．
前
九
年
合
戦
論

４
．
義
家
と
白
河
院

５
．
義
家
と
後
三
年
合
戦

６
．
義
家
と
義
綱

７
．
河
内
源
氏
の
没
落

以
上
の
テ
ー
マ
を
２
，
３
回
に
分
け
て
説
明
す
る
。

毎
回
、
史
料
を
配
布
し
、
出
席
者
に
読
み
下
し
て
も
ら
う
。

 [履
修
要
件

]
日
本
歴
史
文
化
論
Ⅱ

B
と
の
連
続
受
講
を
推
奨
す
る
。
一
定
程
度
の
漢
文
読
解
力
を
前
提
と
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
、
試
験

 [教
科
書

]
毎
回
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

日
本
歴
史
文
化
論

IIA
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

日
本
歴
史
文
化
論

IIA
(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

元
木
　
泰
雄

 『
河
内
源
氏
　
頼
朝
を
生
ん
だ
武
家
本
流
』
（
中
央
公
論
新
社
）

ISB
N

:978-4-12-102127-4

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
参
考
文
献
に
必
ず
目
を
通
し
て
お
く
こ
と
。

　
極
め
て
専
門
性
の
高
い
授
業
で
あ
る
か
ら
、
前
提
と
な
る
研
究
に
関
す
る
知
識
は
理
解
の
た
め
に
必
須
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
歴
史
文
化
論

IIB
Japanese H

istory and C
ulture IIB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
元
木
　
泰
雄

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
源
頼
朝
の
登
場

　　
初
め
て
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
。
一
介
の
流
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
彼
が
挙
兵
に
成
功
し
た
背
景
に
は
、
河
内
源
氏

と
東
国
武
士
と
の
緊
密
な
主
従
関
係
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
重
代
相
伝
の
主
従
関
係
に
あ
っ
た
山
内
経
俊

が
頼
朝
を
攻
撃
し
た
よ
う
に
、
決
し
て
主
従
関
係
が
彼
を
支
え
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
授
業
で
は
、
頼
朝
の
祖
父
為
義
、
父
義
朝
な
ど
、
頼
朝
の
登
場
に
至
る
河
内
源
氏
歴
代
の
政
治
的
立
場
、
他
勢
力

と
の
関
係
な
ど
を
再
検
討
し
、
平
治
の
乱
に
至
る
頼
朝
の
立
場
を
検
討
す
る
。
後
白
河
院
を
は
じ
め
と
す
る
人
脈
な

ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
頼
朝
挙
兵
成
功
の
要
因
を
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

 [到
達
目
標

]
　
こ
の
授
業
に
よ
っ
て
、
当
該
期
の
政
治
情
勢
に
関
す
る
認
識
を
深
め
、
中
世
成
立
期
の
新
た
な
歴
史
像
を
理
解
す

る
。
ま
た
、
政
治
史
の
あ
り
か
た
、
そ
の
分
析
の
方
法
と
、
意
味
を
習
得
す
る
。

 
　
あ
わ
せ
て
関
連
史
料
（
主
に
日
記
・
古
記
録
・
軍
記
）
を
配
布
し
、
史
料
読
解
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
史
料
批

判
の
方
法
を
学
習
す
る
。

  

 [授
業
計
画
と
内
容

]
主
要
な
テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り
。

１
．
為
義
と
摂
関
家

２
．
為
義
と
義
朝

３
．
保
元
の
乱
と
義
朝

４
．
平
治
の
乱
と
河
内
源
氏
の
潰
滅

５
．
頼
朝
助
命
と
伊
豆
配
流

６
．
頼
朝
の
挙
兵

そ
れ
ぞ
れ
を
２
，
３
回
に
分
け
て
論
じ
る
。

毎
回
史
料
を
配
布
し
、
出
席
者
に
読
み
下
し
を
担
当
し
て
も
ら
う
。

 [履
修
要
件

]
日
本
歴
史
文
化
論
Ⅱ

A
と
の
連
続
受
講
を
推
奨
す
る
。
一
定
程
度
の
漢
文
読
解
力
を
前
提
と
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
、
試
験

 [教
科
書

]
毎
回
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

元
木
泰
雄

 『
河
内
源
氏
　
頼
朝
を
生
ん
だ
武
士
本
流
』
（
吉
川
弘
文
館
）

ISB
N

:978-4-12-102127-4-4-12-
102127-4

日
本
歴
史
文
化
論

IIB
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

日
本
歴
史
文
化
論

IIB
(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
参
考
文
献
に
必
ず
目
を
通
し
て
お
く
こ
と
。

 
　
極
め
て
専
門
性
の
高
い
授
業
で
あ
る
か
ら
、
前
提
と
な
る
研
究
に
関
す
る
知
識
は
理
解
の
た
め
に
必
須
で
あ
る
。

 
 （
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
歴
史
文
化
論
演
習

IA
Sem

inar on Japanese H
istory and C

ulture IA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
西
山
　
良
平

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
日
本
社
会
の
発
展
を
歴
史
的
視
点
か
ら
考
察
し
解
明
す
る
た
め
の
研
究
方
法
や
、
一
次
史
料
（
日
記
・
古
文
書
な
ど
）

の
扱
い
方
を
習
得
す
る
た
め
の
演
習
を
行
う
。
日
本
の
古
代
・
中
世
に
関
す
る
研
究
課
題
・
研
究
方
法
を
習
得
し
、

史
料
を
解
読
す
る
演
習
を
行
う
。

 [到
達
目
標

]
日
本
古
代
・
中
世
史
の
基
本
史
料
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
内
容
を
的
確
に
読
解
・
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
時

代
の
社
会
・
文
化
・
政
治
に
つ
い
て
検
討
・
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
授
業
の
計
画
と
内
容
の
具
体
的
な
中
身
は
受
講
生
と
協
議
し
な
が
ら
決
定
す
る
が
、
基
本
的
に
は
、
①
日
本
の
古

代
・
中
世
の
基
本
史
料
を
読
み
解
く
こ
と
と
、
②
各
自
の
研
究
内
容
を
発
表
し
て
も
ら
い
、
質
疑
応
答
を
行
う
。
授

業
は
、
①
②
の
両
者
を
並
行
し
て
実
施
す
る
が
、
お
お
む
ね
１
月
の
う
ち
①
は
３
回
、
②
は
１
回
を
予
定
す
る
。

　
①
は
、
９
世
紀
か
ら

12世
紀
の
貴
族
の
日
記
や
古
文
書
を
解
読
す
る
。
活
字
化
さ
れ
た
史
料
も
取
り
上
げ
る
が
、

原
本
の
写
真
・
影
写
本
な
ど
か
ら
釈
文
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
を
目
指
す
。
取
り
あ
げ
る
史
料
は
で
き
る
だ
け
、
活
字

化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
活
字
化
さ
れ
た
史
料
に
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
担
当
者
が

あ
ら
か
じ
め
釈
文
を
作
成
し
、
授
業
中
に
配
布
し
、
参
加
者
全
員
で
検
討
し
て
釈
文
を
作
り
あ
げ
る
。
本
年
度
は
昨

年
に
引
き
続
き
、
寛
治
２
年
（

1088）
の
白
河
上
皇
の
高
野
山
参
詣
を
題
材
と
す
る
。

　
②
は
、
①
と
並
行
し
て
臨
機
に
参
加
者
各
自
が
研
究
内
容
を
発
表
し
、
質
疑
応
答
し
な
が
ら
、
研
究
内
容
の
深
化

を
目
指
す
。
原
則
と
し
て
、
１
回
の
授
業
で
１
人
の
報
告
を
行
う
。

　 [履
修
要
件

]
日
本
史
に
関
す
る
基
礎
知
識
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
と
発
表
内
容
に
よ
り
、
平
常
点
で
評
価
す
る
。
古
代
・
中
世
史
料
を
分
担
し
て
輪
読
し
、
担
当
箇
所
を
正

確
に
読
み
解
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
を
事
前
に
配
布
す
る
の
で
、
事
前
に
学
習
し
て
お
く
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
参
加
に
は
、
充
分
な
予
習
が
必
要
で
あ
る
。

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
木
曜
の
午
後
３
時
か
ら
（
教
授
会
の
日
を
除
く
）
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
歴
史
文
化
論
演
習

IB
Sem

inar on Japanese H
istory and C

ulture IB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
西
山
　
良
平

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
日
本
社
会
の
発
展
を
歴
史
的
視
点
か
ら
考
察
し
解
明
す
る
た
め
の
研
究
方
法
や
、
一
次
史
料
（
日
記
・
古
文
書
な
ど
）

の
扱
い
方
を
習
得
す
る
た
め
の
演
習
を
行
う
。
日
本
の
古
代
・
中
世
に
関
す
る
研
究
課
題
・
研
究
方
法
を
習
得
し
、

史
料
を
解
読
す
る
演
習
を
行
う
。

 [到
達
目
標

]
日
本
古
代
・
中
世
史
の
基
本
史
料
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
内
容
を
的
確
に
読
解
・
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
時

代
の
社
会
・
文
化
・
政
治
に
つ
い
て
検
討
・
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
授
業
の
計
画
と
内
容
の
具
体
的
な
中
身
は
受
講
生
と
協
議
し
な
が
ら
決
定
す
る
が
、
基
本
的
に
は
、
①
日
本
の
古

代
・
中
世
の
基
本
史
料
を
読
み
解
く
こ
と
と
、
②
各
自
の
研
究
内
容
を
発
表
し
て
も
ら
い
、
質
疑
応
答
を
行
う
。
授

業
は
、
①
②
の
両
者
を
並
行
し
て
実
施
す
る
が
、
お
お
む
ね
１
月
の
う
ち
①
は
３
回
、
②
は
１
回
を
予
定
す
る
。

　
①
は
、
９
世
紀
か
ら

12世
紀
の
貴
族
の
日
記
や
古
文
書
を
解
読
す
る
。
活
字
化
さ
れ
た
史
料
も
取
り
上
げ
る
が
、

原
本
の
写
真
・
影
写
本
な
ど
か
ら
釈
文
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
を
目
指
す
。
取
り
あ
げ
る
史
料
は
で
き
る
だ
け
、
活
字

化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
活
字
化
さ
れ
た
史
料
に
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
担
当
者
が

あ
ら
か
じ
め
釈
文
を
作
成
し
、
授
業
中
に
配
布
し
、
参
加
者
全
員
で
検
討
し
て
釈
文
を
作
り
あ
げ
る
。
本
年
度
は
昨

年
に
引
き
続
き
、
寛
治
２
年
（

1088）
の
白
河
上
皇
の
高
野
山
参
詣
を
題
材
と
す
る
。

　
②
は
、
①
と
並
行
し
て
臨
機
に
参
加
者
各
自
が
研
究
内
容
を
発
表
し
、
質
疑
応
答
し
な
が
ら
、
研
究
内
容
の
深
化

を
目
指
す
。
原
則
と
し
て
、
１
回
の
授
業
で
１
人
の
報
告
を
行
う
。

 [履
修
要
件

]
日
本
史
に
関
す
る
基
礎
知
識
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
と
発
表
内
容
に
よ
り
、
平
常
点
で
評
価
す
る
。
古
代
・
中
世
史
料
を
分
担
し
て
輪
読
し
、
担
当
箇
所
を
正

確
に
読
み
解
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
を
事
前
に
配
布
す
る
の
で
、
事
前
に
学
習
し
て
お
く
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
参
加
に
は
、
充
分
な
予
習
が
必
要
で
あ
る
。

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
木
曜
の
午
後
３
時
か
ら
（
教
授
会
の
日
を
除
く
）
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
歴
史
文
化
論
演
習

IIA
Sem

inar on Japanese H
istory and C

ulture IIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
元
木
　
泰
雄

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
古
文
書
学
を
取
り
上
げ
る
。
お
も
に
中
世
の
古
文
書
を
対
象
に
、
内
容
の
正
確
な
理
解
の
た
め
に
様
式
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
あ
わ
せ
て
写
真
の
複
写
を
配
布
し
、
読
解
力
の
養
成
を
図
る
。

 [到
達
目
標

]
 日
本
中
世
古
文
書
に
対
す
る
読
解
力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
佐
藤
進
一
著
『
新
版
日
本
古
文
書
学
』
に
沿
っ
て
授
業
を
進
め
る
。
主
な
テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
．
古
文
書
と
は
何
か

２
．
公
式
様
文
書

(律
令
制
の
文
書
様
式
）

３
．
公
家
様
文
書
（
宣
旨
、
奉
書
な
ど
、
貴
族
政
権
の
文
書
様
式
）

４
．
鎌
倉
幕
府
の
文
書
（
下
文
、
御
教
書
、
下
知
状
な
ど
、
将
軍
・
執
権
の
文
書
）

５
．
室
町
幕
府
の
文
書
（
御
判
御
教
書
、
御
内
書
な
ど
、
将
軍
の
文
書
）

様
式
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
崩
し
字
の
解
釈
力
も
練
成
す
る
。
毎
回
、
次
回
ま
で
の
課
題
を
課
す
。

 [履
修
要
件

]
漢
文
読
解
力
を
前
提
と
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
、
小
テ
ス
ト

 [教
科
書

]
毎
回
史
料
の
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
授
業
内
容
と
関
係
す
る
宿
題
を
課
す
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
歴
史
文
化
論
演
習

IIB
Sem

inar on Japanese H
istory and C

ulture IIB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
元
木
　
泰
雄

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
古
文
書
学
を
取
り
上
げ
る
。

中
世
後
期
の
様
々
な
古
文
書
を
取
り
上
げ
、
古
文
書
読
解
力
の
練
成
を
図
る
。

 [到
達
目
標

]
中
世
の
古
文
書
に
対
す
る
読
解
力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
佐
藤
進
一
著
『
新
版
古
文
書
学
入
門
』
に
沿
っ
て
授
業
を
進
め
る
が
、
写
真
を
用
い
て
実
践
的
な
読
解
力
を
要
請
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
な
テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り
。

１
．
室
町
幕
府
の
文
書
（
奉
行
人
奉
書
、
施
行
状
な
ど
）

２
．
土
地
関
係
の
文
書
（
売
券
、
譲
状
な
ど
）

３
．
合
戦
関
係
の
文
書
（
軍
忠
状
な
ど
）

４
．
戦
国
時
代
の
文
書

前
期
よ
り
難
解
な
文
書
を
取
り
上
げ
る
。
毎
回
、
次
回
ま
で
の
課
題
を
課
す
。

 [履
修
要
件

]
日
本
歴
史
文
化
論
演
習
Ⅱ

A
の
履
修
を
前
提
と
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
、
小
テ
ス
ト

 [教
科
書

]
毎
回
、
史
料
の
コ
ピ
ー
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
授
業
内
容
に
関
係
す
る
宿
題
を
課
す
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

中
国
社
会
論

IA
C

hinese C
ulture and Society IA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
辻
　
正
博

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
「
中
国
中
世
史
料
論
」

　
中
国
中
世
（
魏
晋
南
北
朝
隋
唐
史
）
の
社
会
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
種
々
の
史
料
を
利
用
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
講
義
で
は
、
各
種
史
料
の
成
立
事
情
と
特
徴
、
利
用
に
際
し
て
の
注
意
点
な
ど

に
つ
い
て
解
説
を
加
え
る
。

 [到
達
目
標

]
　
中
国
中
世
史
に
関
す
る
各
種
史
料
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
知
識
を
獲
得
す
る
と
と
も
に
、
各
史
料
の
特
徴
と
そ
の

限
界
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

2～
3週
を
目
途
に
講
義
を
進
め
る
。

な
お
、
初
回
授
業
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
）
時
に
、
学
期
の
授
業
計
画
お
よ
び
講
義
で
必
要
さ
れ
る
諸
事
項
に
つ
い
て
説
明

を
行
う
の
で
、
必
ず
出
席
す
る
こ
と
。

　
１
．
正
史

　
２
．
通
史
、
特
に
『
資
治
通
鑑
』
に
つ
い
て

　
３
．
会
要

　
４
．
類
書

　
５
．
石
刻
史
料

　
６
．
敦
煌
・
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
資
料

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（
出
席
お
よ
び
授
業
へ
の
取
り
組
み
）
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
の
成
績
に
よ
り
、
総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

島
田
虔
次
ほ
か
編

 『
ア
ジ
ア
歴
史
研
究
入
門
１
、
３
』
（
同
朋
舎
、

1983年
）

山
根
幸
夫
編

 『
中
国
史
研
究
入
門
（
上
）
〔
増
補
改
訂
版
〕
』
（
山
川
出
版
社
、

1991年
）

礪
波
護
ほ
か
編

 『
中
国
歴
史
研
究
入
門
』
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

2006年
）中
国
社
会
論

IA
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

中
国
社
会
論

IA
(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
下
記
の
「
参
考
書
情
報
」
に
掲
げ
る
参
考
文
献
を
随
時
閲
読
し
、
予
習
復
習
に
努
め
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
に
つ
い
て
は
、
特
に
曜
日
・
時
間
を
定
め
て
い
ま
せ
ん
。
授
業
時
以
外
に
直
接
話
を
し
た
い
学

生
は
、

　
tsuji.m

asahiro.4m
@

kyoto-u.ac.jp

に
連
絡
し
て
日
時
を
調
整
す
る
こ
と
。
（
学
生
番
号
、
氏
名
を
明
記
し
て
メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

中
国
社
会
論

IB
C

hinese C
ulture and Society IB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
辻
　
正
博

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
「
唐
宋
時
代
の
法
典
編
纂
」

　
中
国
で
は
古
く
か
ら
幾
多
の
法
典
が
編
纂
さ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
唐
の
律
令
は
日
本
古
代
の
律
令
制
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
講
義
で
は
、
唐
律
・
唐
令
を
は
じ
め
と
す
る
唐
代
の
法
典
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
る
。
ま

た
、
い
わ
ゆ
る
「
唐
宋
変
革
期
」
に
お
け
る
法
制
の
変
化
に
つ
い
て
、
法
典
編
纂
史
を
通
じ
て
考
察
を
加
え
た
い
と

思
う
。

 [到
達
目
標

]
　
唐
代
の
法
典
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
を
獲
得
す
る
。
唐
宋
変
革
期
に
お
け
る
中
国
社
会
の
変
化
に
つ
い
て
、

法
制
史
の
観
点
か
ら
理
解
を
深
め
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

2～
3週
を
目
途
に
講
義
を
進
め
る
。

な
お
、
初
回
授
業
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
）
時
に
、
学
期
の
授
業
計
画
お
よ
び
講
義
で
必
要
さ
れ
る
諸
事
項
に
つ
い
て
説
明

を
行
う
の
で
、
必
ず
出
席
す
る
こ
と
。

　
１
．
唐
律

　
２
．
唐
令

　
３
．
格
と
式

　
４
．
唐
後
半
期
の
法
典
編
纂

　
５
．
五
代
～
宋
に
お
け
る
法
典
編
纂

　
６
．
法
典
編
纂
史
か
ら
見
た
唐
宋
変
革

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（
出
席
と
発
表
）
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
の
成
績
を
総
合
評
価
し
ま
す
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

中
国
社
会
論

IB
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

中
国
社
会
論

IB
(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

滋
賀
秀
三

 『
中
国
法
制
史
論
集
　
法
典
と
刑
罰
』
（
創
文
社
、

2003年
）

梅
原
　
郁

 『
宋
代
司
法
制
度
研
究
』
（
創
文
社
、

2006年
）

仁
井
田
　
陞

 『
唐
令
拾
遺
』
（
東
洋
文
化
学
院
、

1993年
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
下
記
の
「
参
考
書
情
報
」
に
掲
げ
る
参
考
文
献
を
随
時
閲
読
し
て
、
予
習
復
習
に
努
め
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
に
つ
い
て
は
、
特
に
曜
日
・
時
間
を
定
め
て
い
ま
せ
ん
。
授
業
時
以
外
に
直
接
話
を
し
た
い
学

生
は
、

　
tsuji.m

asahiro.4m
@

kyoto-u.ac.jp

に
連
絡
し
て
日
時
を
調
整
す
る
こ
と
。
（
学
生
番
号
、
氏
名
を
明
記
し
て
メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

中
国
社
会
論

IIA
 

C
hinese C

ulture and Society IIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
キ
ム
　
ジ
ヒ
ョ
ン

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
〔
道
教
経
典
史
論
〕

道
教
の
経
典
成
立
と
道
蔵
の
発
達
史
を
概
観
す
る
。

仏
教
と
と
も
に
儒
教
や
伝
統
的
な
学
問
と
は
違
う
も
の
と
し
て
分
類
さ
れ
た
道
教
。

そ
れ
は
仏
教
と
同
じ
よ
う
に
独
自
の
経
典
と
経
典
の
分
類
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
た
。

そ
の
分
類
体
系
は

5世
紀
か
ら

7世
紀
に
か
け
て
成
立
が
完
了
す
る
。

三
洞
と
よ
ば
れ
る
道
蔵
分
類
シ
ス
テ
ム
は
宗
教
文
化
と
し
て
の
道
教
を
理
解
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

唐
代
ま
で
の
成
立
史
を
概
観
す
る
。

 [到
達
目
標

]
中
国
文
化
の
三
教
の
う
ち
一
つ
で
あ
る
道
教
の
考
え
方
・
実
践
の
あ
り
か
た
を
理
解
す
る
た
め
の
基
本
知
識
を
身
に

つ
け
る
。

中
国
の
学
術
分
類
を
理
解
し
、
道
教
の
分
類
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
を
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
内
容
に
つ
い
て

2~3週
の
授
業
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

講
義
と
と
も
に
、
重
要
文
献
を
紹
介
し
、
資
料
の
原
文
を
読
み
な
が
ら
講
義
を
進
め
る
。

1．
『
太
平
経
』

 
2．
『
道
徳
経
』

 
3．
三
皇
文
と
五
岳
真
形
図

 
4．
上
清
経
と
茅
山
の
啓
示

5．
霊
宝
経
と
葛
巣
甫

 
6．
三
洞
経
の
成
立

　 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（

30）
レ
ポ
ー
ト
（

70）

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

中
国
社
会
論

IIA
 (2)へ
続
く
↓
↓
↓

中
国
社
会
論

IIA
 (2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
の
時
に
紹
介
し
た
書
籍
を
読
む
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

中
国
社
会
論

IIＢ
C

hinese C
ulture and Society IIB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
キ
ム
　
ジ
ヒ
ョ
ン

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
〔
『
道
教
経
典
史
論
（
２
）
〕

　
本
授
業
で
は
、
近
世
の
新
た
な
道
教
経
典
の
成
立
と
道
蔵
の
発
達
を
理
解
し
、
代
表
的
な
道
教
類
書
の
存
在
と
そ

の
使
い
方
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
現
在
存
在
す
る
明
の
正
統
道
蔵
の
成
立
史
を
理
解
し
、
使
い
方
を
身
に
付
け
る
。

明
清
時
代
の
新
し
い
道
教
の
流
れ
を
理
解
し
、
道
蔵
輯
要
に
関
す
る
基
本
知
識
を
身
に
付
け
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
．
唐
代
の
道
蔵
と
三
洞
珠
嚢

２
．
宋
代
の
天
宮
宝
蔵
と
雲
笈
七
籤

３
．
宋
代
の
政
和
道
蔵

４
．
明
代
の
正
統
道
藏

５
．
明
代
の
道
教
叢
書

６
．
清
代
の
道
蔵
輯
要

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（

30％
）
期
末
レ
ポ
ー
ト
（

70％
）

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
紹
介
し
た
本
を
読
む
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

中
国
社
会
論
演
習

IA
Sem

inar on C
hinese Society IA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
辻
　
正
博

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
前
近
代
中
国
の
社
会
や
文
化
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
漢
文
文
献
に
対
応
し
得
る
読
解
力
を
身
に
つ

け
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
本
演
習
で
は
、
中
国
中
世
～
近
世
（
お
も
に
六
朝
隋
唐
～
宋
代
ま
で
）
に
関
連
す
る
文
献

を
選
読
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 
　
今
年
度
前
期
は
、
陳
寅
恪
『
隋
唐
制
度
淵
源
略
論
稿
』
を
テ
キ
ス
ト
と
す
る
。

　
陳
寅
恪
（

1890～
1969）
は
、

20世
紀
を
代
表
す
る
中
国
史
学
者
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
取
り
上
げ
る
『
隋

唐
制
度
淵
源
略
論
稿
』
は
、
彼
の
代
表
的
著
作
で
あ
り
、
か
つ
、
中
国
中
世
史
を
研
究
す
る
上
で
の
必
読
文
献
で
あ

る
。
そ
の
内
容
は
、
礼
制
か
ら
官
制
・
法
制
・
兵
制
・
音
楽
に
ま
で
及
ぶ
。

 
　
出
席
者
に
は
、
現
代
日
本
語
に
よ
る
訳
注
原
稿
の
分
担
作
成
を
求
め
、
そ
れ
を
授
業
時
に
発
表
し
て
も
ら
う
。
本

文
は
（
少
し
古
風
な
）
現
代
漢
語
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
原
資
料
の
引
用
も
多
く
、
訳
注
の
作
成
は
容
易
で
は
な
い
。

し
か
し
、
苦
労
し
た
分
だ
け
読
解
力
が
身
に
つ
く
こ
と
は
請
け
合
い
で
あ
る
。

 
　
陳
寅
恪
の
学
説
は
、
現
在
も
な
お
中
国
中
世
史
研
究
に
お
い
て
絶
大
な
影
響
力
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
真
髄
と
も

言
う
べ
き
『
隋
唐
制
度
淵
源
略
論
稿
』
を
精
読
す
る
こ
と
は
、
今
後
、
専
門
的
な
研
究
を
進
め
て
ゆ
く
上
で
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
決
し
て
楽
な
演
習
科
目
で
は
な
い
が
、
奮
っ
て
参
加
し
て
ほ
し
い
。

 [到
達
目
標

]
　
基
本
的
な
中
国
語
論
文
を
読
解
し
、
そ
の
論
旨
に
つ
い
て
正
確
に
把
握
す
る
能
力
を
習
得
す
る
。
基
本
的
な
漢
文

文
献
を
正
確
に
解
読
す
る
能
力
を
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
授
業
の
進
め
方
は
、
お
お
む
ね
以
下
の
手
順
に
従
う
。

 
　
①

 テ
キ
ス
ト
の
音
読
（
訓
読
ま
た
は
現
代
漢
語
に
よ
る
）

 
　
②

 訳
注
原
稿
の
検
討
（
質
疑
応
答
）

 
　
③

 訳
注
原
稿
の
修
正

 
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
初
回
の
授
業
時
に
詳
し
く
説
明
す
る
。

 [履
修
要
件

]
　
後
期
科
目
（
中
国
社
会
論
演
習
Ⅰ
Ｂ
）
と
の
連
続
受
講
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
・
発
表
内
容
・
受
講
態
度
な
ど
を
勘
案
し
て
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
必
要
な
テ
キ
ス
ト
は
、
授
業
時
に
配
布
し
ま
す
。

中
国
社
会
論
演
習

IA
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



中
国
社
会
論
演
習

IA
(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

各
自
愛
用
の
漢
和
辞
典
を
毎
回
持
参
す
る
こ
と
。
（
電
子
辞
書
で
は
な
く
「
紙
の
辞
書
」
を
持
っ
て
く
る
こ
と
。
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
分
担
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
予
習
し
て
く
る
こ
と
（
難
解
語
句
、
出
典
な
ど
）
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
に
つ
い
て
は
、
特
に
曜
日
・
時
間
を
定
め
て
い
ま
せ
ん
。
授
業
時
以
外
に
直
接
話
を
し
た
い
学

生
は
、

　
tsuji.m

asahiro.4m
@

kyoto-u.ac.jp

に
連
絡
し
て
日
時
を
調
整
す
る
こ
と
。
（
学
生
番
号
、
氏
名
を
明
記
し
て
メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

中
国
社
会
論
演
習

IB
Sem

inar on C
hinese Society IB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
辻
　
正
博

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
前
近
代
中
国
の
社
会
や
文
化
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
漢
文
文
献
に
対
応
し
得
る
読
解
力
を
身
に
つ
け

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
本
演
習
で
は
、
中
国
中
世
～
近
世
（
お
も
に
六
朝
隋
唐
～
宋
代
ま
で
）
に
関
連
す
る
文
献
を

選
読
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 
　
今
年
度
前
期
は
、
陳
寅
恪
『
隋
唐
制
度
淵
源
略
論
稿
』
を
テ
キ
ス
ト
と
す
る
。

 
　
陳
寅
恪
（

1890～
1969）
は
、

20世
紀
を
代
表
す
る
中
国
史
学
者
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
取
り
上
げ
る
『
隋

唐
制
度
淵
源
略
論
稿
』
は
、
彼
の
代
表
的
著
作
で
あ
り
、
か
つ
、
中
国
中
世
史
を
研
究
す
る
上
で
の
必
読
文
献
で
あ

る
。
そ
の
内
容
は
、
礼
制
か
ら
官
制
・
法
制
・
兵
制
・
音
楽
に
ま
で
及
ぶ
。

 
　
出
席
者
に
は
、
現
代
日
本
語
に
よ
る
訳
注
原
稿
の
分
担
作
成
を
求
め
、
そ
れ
を
授
業
時
に
発
表
し
て
も
ら
う
。
本

文
は
（
少
し
古
風
な
）
現
代
漢
語
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
原
資
料
の
引
用
も
多
く
、
訳
注
の
作
成
は
容
易
で
は
な
い
。

し
か
し
、
苦
労
し
た
分
だ
け
読
解
力
が
身
に
つ
く
こ
と
は
請
け
合
い
で
あ
る
。

 
　
陳
寅
恪
の
学
説
は
、
現
在
も
な
お
中
国
中
世
史
研
究
に
お
い
て
絶
大
な
影
響
力
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
真
髄
と
も

言
う
べ
き
『
隋
唐
制
度
淵
源
略
論
稿
』
を
精
読
す
る
こ
と
は
、
今
後
、
専
門
的
な
研
究
を
進
め
て
ゆ
く
上
で
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
決
し
て
楽
な
演
習
科
目
で
は
な
い
が
、
奮
っ
て
参
加
し
て
ほ
し
い
。

 

 [到
達
目
標

]
　
基
本
的
な
中
国
語
論
文
を
読
解
し
、
そ
の
論
旨
に
つ
い
て
正
確
に
把
握
す
る
能
力
を
習
得
す
る
。
基
本
的
な
漢
文

文
献
を
正
確
に
解
読
す
る
能
力
を
習
得
す
る
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
授
業
の
進
め
方
は
、
お
お
む
ね
以
下
の
手
順
に
従
う
。

 
　
①

 テ
キ
ス
ト
の
音
読
（
訓
読
ま
た
は
現
代
漢
語
に
よ
る
）

 
　
②

 訳
注
原
稿
の
検
討
（
質
疑
応
答
）

 
　
③

 訳
注
原
稿
の
修
正

 
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
初
回
の
授
業
時
に
詳
し
く
説
明
す
る
。

 [履
修
要
件

]
前
期
科
目
（
中
国
社
会
論
演
習
Ⅰ
Ａ
）
と
の
連
続
受
講
が
望
ま
し
い
。

後
期
か
ら
は
じ
め
て
受
講
す
る
方
は
、
そ
れ
な
り
の
覚
悟
を
も
っ
て
お
い
で
下
さ
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
・
発
表
内
容
・
受
講
態
度
な
ど
を
勘
案
し
て
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
必
要
な
テ
キ
ス
ト
は
、
授
業
時
に
配
布
し
ま
す
。

 

中
国
社
会
論
演
習

IB
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



中
国
社
会
論
演
習

IB
(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

各
自
愛
用
の
漢
和
辞
典
を
毎
回
持
参
す
る
こ
と
。
（
電
子
辞
書
で
は
な
く
、
「
紙
の
辞
書
」
を
持
っ
て
く
る
こ
と
。
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
分
担
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
予
習
し
て
く
る
こ
と
（
難
解
語
句
、
出
典
な
ど
）
。

 

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
に
つ
い
て
は
、
特
に
曜
日
・
時
間
を
定
め
て
い
ま
せ
ん
。
授
業
時
以
外
に
直
接
話
を
し
た
い
学

生
は
、

　
tsuji.m

asahiro.4m
@

kyoto-u.ac.jp

に
連
絡
し
て
日
時
を
調
整
す
る
こ
と
。
（
学
生
番
号
、
氏
名
を
明
記
し
て
メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

中
国
社
会
論
演
習

IIＡ
Sem

inar on C
hinese Society IIA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
キ
ム
　
ジ
ヒ
ョ
ン

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
〔
道
教
思
想
史
文
献
講
読
：
『
雲
笈
七
籤
』
撰
読
〕

 

　
本
授
業
の
目
的
は
、
道
教
文
献
の
特
徴
を
理
解
し
、
当
該
文
献
の
読
解
に
当
た
っ
て
必
要
な
工
具
書
の
使
い
か
た

を
習
得
し
、
一
次
資
料
を
使
い
こ
な
す
力
を
養
う
こ
と
に
あ
る
。

 

　
前
期
の
授
業
で
は
宋
代
の
道
教
類
書
で
あ
る
『
雲
笈
七
籤
』
を
撰
読
す
る
。

 [到
達
目
標

]
道
教
類
書
の
特
徴
を
理
解
し
、
分
類
体
系
の
特
徴
を
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
授
業
は
基
本
的
に
担
当
を
決
め
、
該
当
部
分
の
現
代
語
訳
と
語
注
を
作
成
し
て
発
表
し
て
も
ら
い
、
全
員
で
訳
注
を

検
討
す
る
か
た
ち
で
進
め
る
。

 
テ
ク
ス
ト
は
明
正
統
道
蔵
本
の
『
雲
笈
七
籤
』
を
底
本
と
し
て
、
明
刻
版
と
比
較
を
行
い
、
原
文
の
校
勘
を
行
う
。

 [履
修
要
件

]
中
国
社
会
論
Ⅱ
を
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

高
校
漢
文
を
読
む
程
度
の
力
が
あ
れ
ば
充
分
で
あ
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
評
価

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
担
当
で
な
い
時
も
授
業
中
に
読
解
を
尋
ね
る
の
で
、
常
に
読
ん
で
く
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

中
国
社
会
論
演
習

IIＢ
Sem

inar on C
hinese Society IIB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
キ
ム
　
ジ
ヒ
ョ
ン

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
〔
道
教
思
想
史
文
献
講
読
：
『
雲
笈
七
籤
』
撰
読
（
２
）
〕

　
本
授
業
の
目
的
は
、
道
教
文
献
の
特
徴
を
理
解
し
、
当
該
文
献
の
読
解
に
当
た
っ
て
必
要
な
工
具
書
の
使
い
か
た

を
習
得
し
、
一
次
資
料
を
使
い
こ
な
す
力
を
養
う
こ
と
に
あ
る
。

 

　
後
期
の
授
業
で
は
宋
代
の
道
教
類
書
で
あ
る
『
雲
笈
七
籤
』
を
撰
読
す
る
。
そ
の
分
類
体
系
の
特
徴
を
理
解
し
、

撰
読
す
る
部
分
に
該
当
す
る
道
教
経
典
を
正
統
道
藏
か
ら
探
し
て
、
そ
の
相
違
を
確
認
し
な
が
ら
、
テ
キ
ス
ト

#30799
究
の
手
法
を
身
に
付
け
、
古
典
の
解
釈
史
の
展
開
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

 [到
達
目
標

]
道
教
類
書
の
分
類
体
系
を
理
解
す
る
。

正
統
道
蔵
な
ど
、
関
連
書
籍
の
調
べ
か
た
、
使
い
か
た
を
身
に
付
け
る
。

基
本
的
な
工
具
書
の
使
い
方
を
身
に
付
け
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
授
業
は
基
本
的
に
担
当
を
決
め
、
該
当
部
分
の
現
代
語
訳
と
語
注
を
作
成
し
て
発
表
し
て
も
ら
い
、
全
員
で
訳
注

を
検
討
す
る
か
た
ち
で
進
め
る
。

 

　
テ
ク
ス
ト
は
明
正
統
道
藏
の
『
雲
笈
七
籤
』
を
底
本
と
し
て
、
明
刻
版
と
比
較
・
校
勘
を
行
う
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（

100）

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
担
当
で
な
い
時
も
読
み
方
に
つ
い
て
尋
ね
る
の
で
、

常
に
読
ん
で
く
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

中
国
文
字
文
化
論

T
he C

ulture of C
hinese C

haracters
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
阿
辻
　
哲
次

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
こ
れ
ま
で
の
人
間
の
歴
史
を
文
字
と
の
関
連
に
お
い
て
と
ら
え
る
。
文
字
に
よ
る
記
録
が
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
う

つ
り
変
わ
っ
て
き
た
か
、
主
と
し
て
中
国
を
舞
台
と
す
る
観
察
を
通
じ
て
考
え
、
あ
わ
せ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
時
代
に

お
け
る
文
字
文
化
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

 [到
達
目
標

]
日
常
的
に
使
っ
て
い
る
文
字
を
め
ぐ
る
行
動
と
文
化
に
関
し
て
、
よ
り
深
い
認
識
と
観
察
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

 [授
業
計
画
と
内
容

]
◎
漢
字
の
起
源

 
　
新
石
器
時
代
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
初
期
の
符
号
と
、
山
東
省
丁
公
村
発
見
の
陶
片
を
通
じ
て
、
中
国
に
お
け

る
文
字
の
誕
生
を
考
え
る
。

 
◎
甲
骨
文
字
の
発
見
と
研
究

 
　
現
存
す
る
最
古
の
漢
字
で
あ
る
甲
骨
文
字
を
紹
介
し
、
そ
の
研
究
に
よ
っ
て
、
個
別
の
漢
字
の
本
来
の
意
味
を
究

明
し
た
り
、
字
義
の
変
遷
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
。

 
◎
青
銅
器
の
銘
文

 
　
殷
周
時
代
に
大
量
に
制
作
さ
れ
た
青
銅
器
の
内
側
に
鋳
造
さ
れ
た
銘
文
も
、
甲
骨
文
字
と
同
様
に
古
い
時
代
の
漢

字
の
姿
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
の
銘
文
を
通
じ
て
、
古
代
中
国
の
文
字
文
化
を
考
え
る
。

◎
紙
の
普
及
と
印
刷
の
発
展

　
書
写
材
料
と
し
て
理
想
的
な
紙
の
普
及
と
、
そ
れ
を
使
っ
た
印
刷
術
の
発
展
を
通
じ
て
、
文
化
の
進
展
の
様
相
を

考
え
る
。

 [履
修
要
件

]
後
期
の
中
国
書
誌
論
を
連
続
し
て
履
修
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験
に
よ
る
。
試
験
の
際
に
は
講
義
を
通
じ
て
自
分
で
考
え
た
こ
と
を
論
述
さ
せ
る
方
式
を
採
る
。

 [教
科
書

]
阿
辻

 哲
次

 『
漢
字
文
化
の
源
流
を
た
ど
る
』
（
丸
善
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
の
講
義
で
使
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を

PD
Fで
配
布
す
る
の
で
、
確
認
し
て
整
理
し
て
お
く
こ
と

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

中
国
書
誌
論

T
he H

istory of C
hinese B

ooks
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
阿
辻
　
哲
次

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
こ
れ
ま
で
の
人
間
の
歴
史
を
文
字
と
書
物
と
の
関
連
に
お
い
て
と
ら
え
る
。
文
字
に
よ
る
記
録
が
歴
史
的
に
ど
の
よ

う
に
う
つ
り
変
わ
っ
て
き
た
か
、
書
物
の
成
立
と
発
展
を
通
じ
て
文
化
と
学
問
の
歩
み
を
考
え
る
。

 [到
達
目
標

]
日
常
的
な
存
在
で
あ
る
書
物
に
つ
い
て
、
よ
り
深
い
認
識
と
観
察
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

 [授
業
計
画
と
内
容

]
◎
さ
ま
ざ
ま
な
書
写
材
料

 
　
世
界
で
最
初
に
紙
を
発
明
し
た
の
は
中
国
で
あ
る
が
、
紙
が
発
明
さ
れ
る
前
に
も
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
書
写
材
料
が

使
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
、
甲
骨
や
青
銅
器
と
い
っ
た
特
殊
な
も
の
も
あ
る
が
、
大
多
数
は
竹
や
木
、
あ
る
い

は
石
な
ど
、
他
の
文
明
世
界
に
共
通
す
る
素
材
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
古
代
的
書
写
材
料
と
、
そ
れ
に
書
か
れ
た
文
字

と
の
有
機
的
な
連
関
を
究
明
す
る
。

 
◎
書
物
の
誕
生
と
変
遷

 
　
文
字
に
よ
る
記
録
か
ら
、
不
特
定
多
数
の
読
者
を
想
定
し
た
書
物
の
成
立
を
考
え
る
。

 
◎
印
刷
と
出
版
の
歴
史

 
　
中
国
に
お
け
る
印
刷
の
起
源
と
発
展
の
様
相
、
お
よ
び
現
代
の
情
報
化
時
代
に
お
け
る
書
物
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
る
。

 [履
修
要
件

]
前
期
の
中
国
文
字
文
化
論
か
ら
の
連
続
し
た
履
修
を
推
奨
す
る

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験
に
よ
る
。
試
験
の
際
に
は
講
義
を
通
じ
て
自
分
で
考
え
た
こ
と
を
論
述
さ
せ
る
方
式
を
採
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
使
う
資
料
を

PD
Fで
配
布
す
る
の
で
確
認
し
て
整
理
し
て
お
く
こ
と

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

中
国
古
典
講
読
論

A
R

eadings in the C
hinese C

lassics A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
道
坂
　
昭
廣

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
中
国
古
典
世
界
の
文
学
者
や
知
識
人
た
ち
の
逸
話
を
読
む
。
（
『
太
平
広
記
』
選
読
）

 [到
達
目
標

]
中
国
古
典
世
界
を
支
え
た
、
知
識
人
及
び
民
衆
の
発
想
や
表
現
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
読
解
を

通
し
て
、
東
ア
ジ
ア
世
界
の
根
底
に
あ
る
中
国
的
教
養
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

中
国
古
典
文
に
つ
い
て
、
高
度
な
読
解
力
が
身
に
つ
く
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
中
国
古
典
世
界
に
お
い
て
、
文
学
の
担
い
手
は
知
識
人
の
集
団
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
優
れ
た
才
能
の
持
ち
主
た
ち
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
極
め
て
人
間
的
な
逸
話
も
残
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
読
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、
中
国

古
典
世
界
を
よ
り
親
し
み
や
す
い
も
の
に
し
た
い
。
高
校
ま
で
の
漢
文
の
授
業
の
よ
う
に
、
読
解
だ
け
を
目
的
と
す

る
の
で
は
な
く
、
読
解
を
通
し
て
、
広
く
中
国
古
典
文
化
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
宋
代
に
編
集
さ
れ
た

『
太
平
広
記
』
は
テ
ー
マ
別
に
前
代
の
知
識
人
の
逸
話
を
纏
め
て
い
る
の
で
、
幾
つ
か
の
テ
ー
マ
か
ら
興
味
深
い
逸

話
を
選
読
す
る
。

 [履
修
要
件

]
後
半
（
中
国
古
典
講
読
論
Ｂ
）
の
連
続
履
修
を
推
奨
す
る

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
授
業
と
定
期
試
験
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
布

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

漢
和
辞
典
は
必
携
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
必
ず
、
辞
書
を
用
い
て
、
課
題
文
に
つ
い
て
大
ま
か
な
意
味
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
。

有
名
な
逸
話
が
多
い
の
で
、
授
業
で
読
解
の
の
ち
、
日
中
の
物
語
な
ど
に
影
響
が
な
い
か
調
査
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

必
ず
予
習
し
て
く
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

中
国
古
典
講
読
論

B
R

eadings in the C
hinese C

lassics B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
道
坂
　
昭
廣

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
中
国
古
典
世
界
の
文
学
者
や
知
識
人
た
ち
の
逸
話
を
読
む
。
（
『
太
平
広
記
』
選
読
）

 [到
達
目
標

]
中
国
古
典
世
界
を
支
え
た
、
知
識
人
及
び
民
衆
の
発
想
や
表
現
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
読
解
を

通
し
て
、
東
ア
ジ
ア
世
界
の
根
底
に
あ
る
中
国
的
教
養
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 
中
国
古
典
文
に
つ
い
て
、
高
度
な
読
解
力
が
身
に
つ
く
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
中
国
古
典
世
界
に
お
い
て
、
文
学
の
担
い
手
は
知
識
人
の
集
団
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
優
れ
た
才
能
の
持
ち
主
た
ち
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
極
め
て
人
間
的
な
逸
話
も
残
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
読
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、
中
国

古
典
世
界
を
よ
り
親
し
み
や
す
い
も
の
に
し
た
い
。
高
校
ま
で
の
漢
文
の
授
業
の
よ
う
に
、
読
解
だ
け
を
目
的
と
す

る
の
で
は
な
く
、
読
解
を
通
し
て
、
広
く
中
国
古
典
文
化
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
宋
代
に
編
集
さ
れ
た

『
太
平
広
記
』
は
テ
ー
マ
別
に
前
代
の
知
識
人
の
逸
話
を
纏
め
て
い
る
の
で
、
幾
つ
か
の
テ
ー
マ
か
ら
興
味
深
い
逸

話
を
選
読
す
る
。

 [履
修
要
件

]
前
半
（
中
国
古
典
講
読
論
Ａ
）
と
の
連
続
履
修
を
推
奨
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
授
業
と
定
期
試
験
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
布

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

漢
和
辞
典
は
必
携
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
必
ず
、
辞
書
を
用
い
て
、
課
題
文
に
つ
い
て
大
ま
か
な
意
味
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
。

 
有
名
な
逸
話
が
多
い
の
で
、
授
業
で
読
解
の
の
ち
、
日
中
の
物
語
な
ど
に
影
響
が
な
い
か
調
査
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

必
ず
予
習
し
て
く
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

中
国
文
化
論
演
習

IIA
Sem

inar on C
hinese C

ulture IIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
道
坂
　
昭
廣

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
中
国
古
典
文
（
文
言
）
の
読
解
力
を
養
成
す
す
る
と
と
も
に
、
中
国
古
典
文
学
研
究
の
基
礎
的
方
法
を
身
に
つ
け
る
。

 [到
達
目
標

]
江
戸
時
代
の
漢
文
で
書
か
れ
た
紀
行
文
を
読
む
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
風
景
美
に
お
け
る
中
国
古
典
的
教
養
の
影
響

の
大
き
さ
を
考
察
し
、
日
本
の
独
自
性
、
日
中
の
共
通
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

作
品
の
読
解
を
通
し
て
、
高
度
な
中
国
古
典
文
読
解
力
を
養
成
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
江
戸
時
代
の
中
国
古
典
文
（
漢
文
）
で
書
か
れ
た
紀
行
文
を
選
読
す
る
。
精
密
な
読
解
の
た
め
に
、
訳
注
を
作
成

す
る
。
　
各
話
題
は
短
い
の
で
、
担
当
者
を
決
め
、
出
典
を
調
べ
、
授
業
で
発
表
す
る
。
参
加
者
は
そ
の
訳
注
に
つ
い
て
、

討
論
を
行
う
。

　　 [履
修
要
件

]
中
国
語
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

中
国
古
典
文
学
・
漢
文
学
に
つ
い
て
基
礎
的
な
知
識
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
に
お
け
る
発
表
な
ど
、
平
常
点

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
布
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
担
当
者
は
、
授
業
前
に
レ
ジ
メ
を
作
成
し
、
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。
参
加
者
は
、
担
当
者
が
作
成
し
た
レ
ジ
メ

を
読
み
、
授
業
に
お
い
て
、
討
論
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
充
分
な
予
習
が
必
要
で
あ
る
。

　
担
当
者
は
、
授
業
に
お
け
る
討
論
を
経
て
修
正
し
た
レ
ジ
メ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
に
は
、
自
分
の
担
当
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
も
予
習
し
た
う
え
で
、
出
席
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

中
国
文
化
論
演
習

IIB
Sem

inar on C
hinese C

ulture IIB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
道
坂
　
昭
廣

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
中
国
古
典
文
（
文
言
）
の
読
解
力
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
中
国
古
典
文
学
研
究
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
。
。

　
『

 [到
達
目
標

]
江
戸
時
代
の
漢
文
で
書
か
れ
た
紀
行
文
を
読
む
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
風
景
美
に
お
け
る
中
国
古
典
的
教
養
の
影
響

の
大
き
さ
を
考
察
し
、
日
本
の
独
自
性
、
日
中
の
共
通
性
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 
作
品
の
読
解
を
通
し
て
、
高
度
な
中
国
古
典
文
読
解
力
を
養
成
す
る
。

  
  [授
業
計
画
と
内
容

]
江
戸
時
代
の
中
国
古
典
文
（
漢
文
）
で
書
か
れ
た
紀
行
文
を
選
読
す
る
。
精
密
な
読
解
の
た
め
に
、
訳
注
を
作
成
す

る
。

 
　
各
話
題
は
短
い
の
で
、
担
当
者
を
決
め
、
出
典
を
調
べ
、
授
業
で
発
表
す
る
。
参
加
者
は
そ
の
訳
注
に
つ
い
て
、

討
論
を
行
う
。

 [履
修
要
件

]
中
国
語
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

中
国
古
典
文
学
・
漢
文
学
に
つ
い
て
基
礎
的
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
に
お
け
る
発
表
な
ど
、
平
常
点

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
布

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
担
当
者
は
、
授
業
前
に
レ
ジ
メ
を
作
成
し
、
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。
参
加
者
は
、
担
当
者
が
作
成
し
た
レ
ジ
メ
を

読
み
、
授
業
に
お
い
て
、
討
論
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
充
分
な
予
習
が
必
要
で
あ
る
。

 
　
担
当
者
は
、
授
業
に
お
け
る
討
論
を
経
て
修
正
し
た
レ
ジ
メ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
に
は
、
自
分
の
担
当
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
も
予
習
し
た
う
え
で
、
出
席
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
語
学
・
日
本
文
学

IA
Japanese Philology and L

iterature IA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
佐
野
　
宏

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
5
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
本
講
義
で
は
、
延
喜
式
祝
詞
を
読
む
。
祝
詞
詞
章
は
日
本
書
紀
・
古
事
記
の
内
容
を
共
通
了
解
と
し
つ
つ
、
そ
こ
に

祝
詞
の
要
請
に
応
じ
て
、
祝
詞
述
作
者
の
記
紀
神
話
の
解
釈
の
投
影
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
個
々
の
祭
祀
と

い
う
場
に
措
か
れ
た
祝
詞
を
一
つ
の
作
品
と
捉
え
、
記
紀
神
話
受
容
相
の
一
端
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
た
東
西
文
忌

寸
部
の
呪
の
よ
う
に
、
漢
文
体
と
倭
文
体
と
い
っ
た
文
体
と
語
彙
特
徴
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
ほ
か
、
音
韻

史
、
文
法
史
、
表
記
史
に
も
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
上
代
文
学
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
　
延
喜
式
祝
詞
に
つ
い
て
（
２
回
）

２
　
祝
詞
と
記
紀
神
話
の
比
較
（
そ
れ
ぞ
れ
２
回
程
度
）

３
　
祈
年
祭

４
　
春
日
祭

５
　
広
瀬
大
忌
祭

６
　
平
野
祭
・
久
度
古
開

７
　
竜
田
風
神
祭
」
（
前
期
：

14回
）

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

８
　
六
月
月
次
（
３
回
程
度
：
後
期
の
始
め
に
概
説
を
再
説
す
る
）

９
　
大
殿
祭

10　
六
月
晦
大
祓

11　
鎮
火
祭
・
道
饗
祭

12　
大
嘗
祭

13　
鎮
御
魂
斎
部
祭

14　
遷
却
崇
神
と
六
月
晦
大
祓

15　
出
雲
国
造
神
賀
詞
（
３
回
）

16　
ま
と
め
」
（
後
期

14回
）

但
し
、
受
講
生
の
理
解
度
や
講
義
中
の
議
論
の
進
展
に
よ
っ
て
講
義
内
容
の
順
序
を
前
後
す
る
他
、
や
む
な
く
割
愛

す
る
も
の
も
あ
る
。
基
本
的
に
は
各
祝
詞
の
概
説
を
行
う
講
義
で
あ
る
が
、
基
礎
的
な
知
識
が
身
に
つ
い
た
時
点
で

演
習
形
式
の
口
頭
発
表
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

日
本
語
学
・
日
本
文
学

IA
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



日
本
語
学
・
日
本
文
学

IA
(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
成
績
は
、
期
末
の
レ
ポ
ー
ト
試
験

70％
、
平
常
点

30％
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。
レ
ポ
ー
ト
試
験
の
課
題
は
講
義
中
に

指
示
す
る
。
そ
の
採
点
基
準
は
、
問
題
設
定

30点
、
解
決
方
法

50点
、
結
論

20点
の

100点
満
点
で
評
価
す
る
。
な

お
口
頭
発
表
を
受
講
者
に
求
め
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
平
常
点
と
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

参
考
図
書
や
論
文
に
つ
い
て
は
、
講
義
中
に
紹
介
し
つ
つ
そ
の
特
徴
を
読
書
案
内
と
し
て
解
説
す
る
。
そ
の
他
は
テ

キ
ス
ト
の
『
萬
葉
事
始
』
に
基
本
文
献
の
目
録
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
プ
リ
ン
ト
を
配
付
す
る
の
で
、
熟
読
し
、
問
題
点
を
整
理
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
木
曜
日
４
限
で
あ
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
語
学
・
日
本
文
学

IＢ
Japanese Philology and L

iterature IB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
佐
野
　
宏

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
5
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
本
講
義
で
は
、
延
喜
式
祝
詞
を
読
む
。
祝
詞
詞
章
は
日
本
書
紀
・
古
事
記
の
内
容
を
共
通
了
解
と
し
つ
つ
、
そ
こ
に

祝
詞
の
要
請
に
応
じ
て
、
祝
詞
述
作
者
の
記
紀
神
話
の
解
釈
の
投
影
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
個
々
の
祭
祀
と

い
う
場
に
措
か
れ
た
祝
詞
を
一
つ
の
作
品
と
捉
え
、
記
紀
神
話
受
容
相
の
一
端
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
た
東
西
文
忌

寸
部
の
呪
の
よ
う
に
、
漢
文
体
と
倭
文
体
と
い
っ
た
文
体
と
語
彙
特
徴
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
ほ
か
、
音
韻

史
、
文
法
史
、
表
記
史
に
も
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
上
代
文
学
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
　
延
喜
式
祝
詞
に
つ
い
て
（
２
回
）

２
　
祝
詞
と
記
紀
神
話
の
比
較
（
そ
れ
ぞ
れ
２
回
程
度
）

３
　
祈
年
祭

４
　
春
日
祭

５
　
広
瀬
大
忌
祭

６
　
平
野
祭
・
久
度
古
開

７
　
竜
田
風
神
祭
」
（
前
期
：

14回
）

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

８
　
六
月
月
次
（
３
回
程
度
：
後
期
の
始
め
に
概
説
を
再
説
す
る
）

９
　
大
殿
祭

10　
六
月
晦
大
祓

11　
鎮
火
祭
・
道
饗
祭

12　
大
嘗
祭

13　
鎮
御
魂
斎
部
祭

14　
遷
却
崇
神
と
六
月
晦
大
祓

15　
出
雲
国
造
神
賀
詞
（
３
回
）

16　
ま
と
め
」
（
後
期

14回
）

但
し
、
受
講
生
の
理
解
度
や
講
義
中
の
議
論
の
進
展
に
よ
っ
て
講
義
内
容
の
順
序
を
前
後
す
る
他
、
や
む
な
く
割
愛

す
る
も
の
も
あ
る
。
基
本
的
に
は
各
祝
詞
の
概
説
を
行
う
講
義
で
あ
る
が
、
基
礎
的
な
知
識
が
身
に
つ
い
た
時
点
で

演
習
形
式
の
口
頭
発
表
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

日
本
語
学
・
日
本
文
学

IＢ
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



日
本
語
学
・
日
本
文
学

IＢ
(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
成
績
は
、
期
末
の
レ
ポ
ー
ト
試
験

70％
、
平
常
点

30％
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。
レ
ポ
ー
ト
試
験
の
課
題
は
講
義
中
に

指
示
す
る
。
そ
の
採
点
基
準
は
、
問
題
設
定

30点
、
解
決
方
法

50点
、
結
論

20点
の

100点
満
点
で
評
価
す
る
。
な

お
口
頭
発
表
を
受
講
者
に
求
め
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
平
常
点
と
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
プ
リ
ン
ト
を
配
付
す
る
の
で
、
問
題
点
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
木
曜
日
４
限
で
あ
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
語
学
・
日
本
文
学

IIA
Japanese Philology and L

iterature IIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
長
谷
川
　
千
尋

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
藤
原
俊
成
・
定
家
以
下
、
平
安
時
代
末
か
ら
室
町
時
代
末
ま
で
の
歌
道
師
範
家
の
動
向
を
押
さ
え
な
が
ら
、
各
流
派

の
代
表
的
な
歌
論
書
を
読
み
、
そ
の
特
色
と
対
立
点
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。
同
時
代
の
文
芸
に
主
導
的
な
地
位

を
占
め
た
和
歌
に
関
す
る
文
学
史
的
な
基
礎
知
識
を
習
得
し
、
後
期
の
「
日
本
語
学
・
日
本
文
学

IIB
」
の
前
提
と

す
る
。

 [到
達
目
標

]
当
該
範
囲
の
和
歌
史
の
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
I．
歌
道
師
範
家
の
成
立

　
　
　
①
六
条
家
と
御
子
左
家

　
　
　
②
藤
原
俊
成
の
歌
論
　
『
六
百
番
歌
合
』
『
古
来
風
体
抄
』

　
　
　
③
藤
原
定
家
の
歌
論
　
『
近
代
秀
歌
』
『
詠
歌
大
概
』
『
顕
注
密
勘
』

II．
二
条
・
京
極
・
冷
泉
家
の
分
立

　
　
　
④
二
条
家
・
京
極
家
・
冷
泉
家
の
歌
風
と
歌
論
　

　
　
　
⑤
二
条
家
（
流
）
の
歌
論
と
歌
学

　
　
　
⑥
冷
泉
家
の
歌
論
と
歌
学

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験
（
筆
記
）
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
布
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
講
読
し
た
テ
キ
ス
ト
の
復
習
を
し
、
内
容
を
十
分
に
理
解
す
る
。

新
た
に
習
得
し
た
知
識
を
定
着
さ
せ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
語
学
・
日
本
文
学

IIＢ
Japanese Philology and L

iterature IIB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
長
谷
川
　
千
尋

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
中
世
に
は
、
歌
道
師
範
家
の
分
裂
に
絡
ん
で
数
多
く
の
歌
論
の
偽
書
が
現
れ
た
が
、
な
か
で
も
藤
原
定
家
に
仮
託
し

た
定
家
偽
書
は
、
歌
論
の
み
な
ら
ず
能
楽
論
や
連
歌
論
等
に
も
広
く
浸
透
し
、
真
作
に
劣
ら
ぬ
影
響
力
を
持
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
書
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
人
物
・
流
派
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
人
々
に
支
持
さ
れ
て
き

た
の
か
。
先
行
研
究
や
近
年
の
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
の
紹
介
な
ど
の
動
向
を
踏
ま
え
て
考
察
す
る
。
前
期
の
「
日

本
語
学
・
日
本
文
学

IIA
」
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
、
研
究
論
文
の
吟
味
や
、
諸
本
・
奥
書
等
の
情
報
に
基
づ
く
文
献

の
見
方
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
。

 [到
達
目
標

]
レ
ポ
ー
ト
課
題
に
対
し
て
、
独
自
に
問
題
を
設
定
し
た
上
で
、
自
主
的
な
資
料
収
集
、
問
題
の
考
察
を
行
い
、
適
切

な
文
章
に
ま
と
め
る
能
力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
作
品
を
順
次
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。

　
①
『
毎
月
抄
』
　

　
②
『
三
五
記
』
上
　

　
③
『
愚
見
抄
』
　

　
④
『
三
五
記
』
下
　

　
⑤
『
愚
秘
抄
』
　

　
⑥
『
桐
火
桶
』

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
学
期
末
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
布
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
講
読
し
た
テ
キ
ス
ト
を
復
習
し
、
内
容
を
十
分
に
理
解
す
る
。

レ
ポ
ー
ト
課
題
に
向
け
て
の
準
備
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
語
学
・
日
本
文
学

IIIA
Japanese Philology and L

iterature IIIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

 
未
定 未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
明
治
期
の
女
性
作
家
樋
口
一
葉
の
作
品
を
読
む
こ
と
を
通
じ
て
、
一
葉
の
文
学
と
明
治

20年
代
の
文
学
を
め
ぐ
る

状
況
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　
一
葉
が
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
は
明
治

25年
。
近
代
文
学
の
黎
明
期
に
、
作
家
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
て
〈
小

説
〉
を
生
み
だ
し
て
い
っ
た
の
か
。
当
時
の
作
家
た
ち
が
直
面
し
て
い
た
諸
問
題
に
眼
を
向
け
な
が
ら
、
そ
の
中
で

の
一
葉
文
学
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
下
記
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

2～
3週
程
度
講
義
を
行
う
予
定
。
状
況
に
よ
っ
て
順
番
を
入
れ
か
え
る
こ
と

が
あ
る
。

１
，
明
治

20年
代
の
文
壇
と
女
性
作
家
を
め
ぐ
る
状
況

２
，
一
葉
作
品
の
文
学
史
的
評
価
の
諸
問
題

３
，
一
葉
の
経
歴
、
そ
の
日
記
か
ら
窺
え
る
文
学
に
対
す
る
態
度

４
，
一
葉
と
同
時
期
の
女
性
作
家
た
ち
（
田
澤
稲
舟
、
北
田
薄
氷
な
ど
）
と
の
比
較

５
，
一
葉
の
文
体

６
，
代
表
作
「
に
ご
り
え
」
を
読
む

７
，
代
表
作
「
十
三
夜
」
を
読
む

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

日
本
語
学
・
日
本
文
学

IIIA(2)へ
続
く
↓
↓
↓



日
本
語
学
・
日
本
文
学

IIIA
(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
受
講
前
に
「
に
ご
り
え
」
「
十
三
夜
」
他
、
一
葉
の
作
品
を
必
ず
読
ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

授
業
中
に
受
講
生
の
方
々
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
態
度
で
臨
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

　
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
は
特
に
定
め
ま
せ
ん
が
、
講
義
時
間
外
に
直
接
話
し
た
い
学
生
さ
ん
は
、
授
業
終
了
後
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
希
望
の
日
時
を
お
聞
き
し
た
上
で
対
応
を
考
え
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
語
学
・
日
本
文
学

IIIＢ
Japanese Philology and L

iterature IIIB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

 
未
定 未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
前
期
に
引
き
続
き
、
明
治
期
の
女
性
作
家
樋
口
一
葉
の
作
品
を
読
む
こ
と
を
通
じ
て
、
一
葉
の
文
学
と
明
治

20年
代
の
文
学
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 
　
一
葉
が
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
は
明
治

25年
。
近
代
文
学
の
黎
明
期
に
、
作
家
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
て
〈
小

説
〉
を
生
み
だ
し
て
い
っ
た
の
か
。
後
期
は
特
に
、
当
時
の
作
家
た
ち
が
小
説
を
書
く
う
え
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
意
識
し
て
試
み
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
、
作
家
た
ち
が
直
面
し
て
い
た
諸
問
題
に
眼
を
向

け
な
が
ら
、
そ
の
中
で
の
一
葉
文
学
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

 

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
下
記
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

1～
3週
程
度
講
義
を
行
う
予
定
。
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
講
ず
る
に
あ
た
っ

て
主
に
取
り
あ
げ
る
作
品
名
を
括
弧
内
に
示
し
た
。

　
状
況
に
よ
っ
て
順
番
を
入
れ
か
え
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
は
扱
え
な
い
作
品
が
出
て
く
る
可

能
性
が
あ
る
。

 

１
，
初
期
作
品
群
（
「
闇
桜
」
「
別
れ
霜
」
「
た
ま
襷
」
な
ど
）
に
見
ら
れ
る
一
葉
文
学
の
特
質
の
萌
芽

 
２
，
一
葉
作
品
に
於
け
る
語
り
手
の
役
割
の
変
遷
（
「
経
つ
く
え
」
「
暁
月
夜
」
「
ゆ
く
雲
」
「
わ
れ
か
ら
」
）

 
３
，
一
人
称
の
作
品
の
意
義
（
「
雪
の
日
」
「
こ
の
子
」
）

４
，
一
葉
作
品
に
於
け
る
主
人
公
の
造
形
の
特
色
（
「
う
も
れ
木
」
「
や
み
夜
」
「
十
三
夜
」
「
わ
か
れ
道
」
「
わ

れ
か
ら
」
）

 
５
，
一
葉
作
品
と
古
典
（
「
暁
月
夜
」
「
十
三
夜
」
「
た
け
く
ら
べ
」
「
に
ご
り
え
」
「
わ
れ
か
ら
」
）

 
６
，
一
葉
作
品
と
同
時
代
（
「
た
け
く
ら
べ
」
「
に
ご
り
え
」
「
う
つ
せ
み
」
「
こ
の
子
」
「
わ
れ
か
ら
」
）

 
７
，
総
括

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

日
本
語
学
・
日
本
文
学

IIIＢ
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



日
本
語
学
・
日
本
文
学

IIIＢ
(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
受
講
前
に
授
業
で
取
り
あ
げ
る
予
定
の
一
葉
の
作
品
を
必
ず
読
ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

 
　
授
業
中
に
受
講
生
の
方
々
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
態
度
で
臨
ん
で
く
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

 
　
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
は
特
に
定
め
ま
せ
ん
が
、
講
義
時
間
外
に
直
接
話
し
た
い
学
生
さ
ん
は
、
授
業
終
了
後
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
希
望
の
日
時
を
お
聞
き
し
た
上
で
対
応
を
考
え
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
語
学
・
日
本
文
学
演
習

IA
Seminary on studies of Japanese Philology and Literature IA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
佐
野
　
宏

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
古
代
日
本
文
学
に
お
け
る
「
萬
葉
集
」
の
注
釈
研
究
を
行
う
。
本
年
度
は
、
巻
一
を
取
り
上
げ
、
古
注
釈
書
を
丹
念

に
読
み
込
み
な
が
ら
現
行
諸
注
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
一
首
ず
つ
精
読
す
る
。
本
文
校
訂
の
方
法
や
注
釈
方
法
を
通

し
て
、
日
本
語
の
音
韻
史
研
究
、
文
法
史
研
究
、
語
彙
史
研
究
を
試
み
る
。
日
本
語
の
表
現
研
究
の
一
つ
と
し
て
、

主
と
し
て
古
代
日
本
語
の
研
究
方
法
の
習
得
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
演
習
で
重
要
な
の
は
、
論
文
に
せ
よ
、
発
表
に

せ
よ
、
用
例
・
デ
ー
タ
に
語
ら
せ
る
方
法
を
習
得
し
、
誤
っ
て
も
よ
い
か
ら
、
そ
こ
に
自
ら
の
論
を
構
築
し
て
み
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
古
典
作
品
の
問
題
点
・
未
解
決
点
は
、
常
に
残
さ
れ
て
い
る
。
従
来
に
な
い
新
た
な
観
点
か
ら
の

検
証
・
証
明
方
法
の
開
発
を
求
め
た
い
。

 [到
達
目
標

]
古
代
日
本
文
学
の
研
究
方
法
に
つ
い
て
基
礎
的
な
事
項
を
習
得
し
、
自
ら
問
題
解
決
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
　
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
研
究
発
表
の
例
題
：
都
合
２
回
）

２
　
日
本
文
学
史
概
説
（
上
代
文
学
概
説
）

３
　
日
本
語
史
概
説
１
（
上
代
音
韻
史
）

４
　
日
本
語
史
概
説
２
（
上
代
語
に
お
け
る
文
法
・
語
法
上
の
特
徴
）

５
　
日
本
語
史
概
説
３
（
古
代
日
本
語
の
語
構
成
の
特
質
）

６
　
演
習
担
当

1人
目

７
　
演
習
担
当
２
人
目

８
　
演
習
担
当
３
人
目

９
　
演
習
担
当
４
人
目

10　
演
習
担
当
５
人
目

11　
演
習
担
当
６
人
目

演
習
担
当
者
の
担
当
順
は
、
受
講
者
確
定
後
に
行
う
。
最
初
に
例
題
を
示
す
の
で
、
そ
れ
に
倣
っ
て
自
ら
が
担
当
す

る
作
品
に
つ
い
て
研
究
を
は
じ
め
る
。
最
初
の
数
回
で
上
記
の
よ
う
に
研
究
に
資
す
る
講
義
を
行
う
が
、
受
講
者
数

に
応
じ
て
回
数
を
調
整
す
る
。
前
期
中
に
受
講
者
は
少
な
く
と
も

1回
は
演
習
担
当
を
行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
内
容

を
論
文
に
し
て
期
末
に
提
出
す
る
こ
と
を
課
す
。
受
講
者
が
少
な
い
場
合
は
、
複
数
回
の
演
習
担
当
を
行
う
こ
と
が

あ
る
。

 [履
修
要
件

]
日
本
語
学
・
日
本
文
学
１

A
を
あ
わ
せ
て
受
講
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
の
レ
ポ
ー
ト
（

50％
）
、
授
業
中
の
研
究
発
表
（

30％
）
、
積
極
的
な
議
論
へ
の
参
加
度
（

20％
）

 [教
科
書

]
井
手
至
・
毛
利
正
守

 『
新
校
注
　
萬
葉
集
』
（
和
泉
書
院
）
（
佐
竹
昭
広
『
萬
葉
集
　
本
文
篇
』
（
塙
書
房
）
の
い

ず
れ
か
を
購
入
の
こ
と
）

坂
本
信
幸
・
毛
利
正
守

 『
萬
葉
事
始
』
（
和
泉
書
院
）

日
本
語
学
・
日
本
文
学
演
習

IA(2)へ
続
く
↓
↓
↓



日
本
語
学
・
日
本
文
学
演
習

IA
(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
演
習
担
当
者
の
レ
ジ
メ
を
熟
読
し
、
問
題
点
を
整
理
し
て
自
ら
の
意
見
を
ま
と
め
て
く
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
授
業
日
の
放
課
後

1時
間
程
度
と
す
る
。
そ
れ
以
外
は
事
前
に
確
認
を
取
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
語
学
・
日
本
文
学
演
習

IB
Seminary on studies of Japanese Philology and Literature IB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
佐
野
　
宏

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
古
代
日
本
文
学
に
お
け
る
「
萬
葉
集
」
の
注
釈
研
究
を
行
う
。
本
年
度
は
、
巻
一
を
取
り
上
げ
、
古
注
釈
書
を
丹
念

に
読
み
込
み
な
が
ら
現
行
諸
注
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
一
首
ず
つ
精
読
す
る
。
本
文
校
訂
の
方
法
や
注
釈
方
法
を
通

し
て
、
日
本
語
の
音
韻
史
研
究
、
文
法
史
研
究
、
語
彙
史
研
究
を
試
み
る
。
日
本
語
の
表
現
研
究
の
一
つ
と
し
て
、

主
と
し
て
古
代
日
本
語
の
研
究
方
法
の
習
得
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
演
習
で
重
要
な
の
は
、
論
文
に
せ
よ
、
発
表
に

せ
よ
、
用
例
・
デ
ー
タ
に
語
ら
せ
る
方
法
を
習
得
し
、
誤
っ
て
も
よ
い
か
ら
、
そ
こ
に
自
ら
の
論
を
構
築
し
て
み
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
古
典
作
品
の
問
題
点
・
未
解
決
点
は
、
常
に
残
さ
れ
て
い
る
。
従
来
に
な
い
新
た
な
観
点
か
ら
の

検
証
・
証
明
方
法
の
開
発
を
求
め
た
い
。

 [到
達
目
標

]
古
代
日
本
文
学
の
研
究
方
法
に
つ
い
て
基
礎
的
な
事
項
を
習
得
し
、
自
ら
問
題
解
決
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
　
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
研
究
発
表
の
例
題
：
都
合
２
回
）

２
　
日
本
文
学
史
概
説
（
上
代
文
学
概
説
）

３
　
日
本
語
史
概
説
１
（
上
代
音
韻
史
）

４
　
日
本
語
史
概
説
２
（
上
代
語
に
お
け
る
文
法
・
語
法
上
の
特
徴
）

５
　
日
本
語
史
概
説
３
（
古
代
日
本
語
の
語
構
成
の
特
質
）

６
　
演
習
担
当

1人
目

７
　
演
習
担
当
２
人
目

８
　
演
習
担
当
３
人
目

９
　
演
習
担
当
４
人
目

10　
演
習
担
当
５
人
目

11　
演
習
担
当
６
人
目

演
習
担
当
者
の
担
当
順
は
、
受
講
者
確
定
後
に
行
う
。
最
初
に
例
題
を
示
す
の
で
、
そ
れ
に
倣
っ
て
自
ら
が
担
当
す

る
作
品
に
つ
い
て
研
究
を
は
じ
め
る
。
最
初
の
数
回
で
上
記
の
よ
う
に
研
究
に
資
す
る
講
義
を
行
う
が
、
受
講
者
数

に
応
じ
て
回
数
を
調
整
す
る
。
後
期
中
に
受
講
者
は
少
な
く
と
も

1回
は
演
習
担
当
を
行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
内
容

を
論
文
に
し
て
期
末
に
提
出
す
る
こ
と
を
課
す
。
受
講
者
数
が
少
な
い
場
合
は
、
複
数
回
の
演
習
担
当
を
行
う
こ
と

が
あ
る
。
ま
た
後
期
か
ら
の
新
た
な
受
講
生
が
な
く
、
前
期
か
ら
継
続
し
て
受
講
す
る
者
だ
け
で
あ
る
場
合
は
、
最

初
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
と
も
に
例
題
解
説
を
二
回
程
度
行
い
、
そ
の
次
か
ら
直
ち
に
演
習
担
当
者
の
発
表
を
行
う
。
な

お
前
期
受
講
者
は
、
前
期
に
担
当
し
た
作
品
以
外
の
も
の
を
担
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
の
レ
ポ
ー
ト
（

50％
）
、
授
業
中
の
研
究
発
表
（

30％
）
、
積
極
的
な
議
論
へ
の
参
加
度
（

20％
）

 [教
科
書

]
井
手
至
・
毛
利
正
守

 『
新
校
注
　
萬
葉
集
』
（
和
泉
書
院
）
（
も
し
く
は
『
萬
葉
集
　
本
文
篇
』
（
塙
書
房
）
の
い

ず
れ
か
を
購
入
の
こ
と
。
）

日
本
語
学
・
日
本
文
学
演
習

IB(2)へ
続
く
↓
↓
↓



日
本
語
学
・
日
本
文
学
演
習

IB
(2)

坂
本
信
幸
・
毛
利
正
守

 『
萬
葉
事
始
』
（
和
泉
書
院
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
演
習
担
当
者
の
レ
ジ
メ
を
熟
読
し
問
題
点
を
整
理
し
て
、
自
ら
の
意
見
を
ま
と
め
て
く
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
授
業
日
の
放
課
後

1時
間
程
度
と
す
る
。
そ
れ
以
外
は
事
前
に
確
認
を
取
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
語
学
・
日
本
文
学
演
習

IIA
Execises in Japanese Philogy and Literature IIA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
長
谷
川
　
千
尋

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
中
世
・
近
世
に
著
さ
れ
た
『
古
今
和
歌
集
』
の
注
釈
書
を
、
和
歌
の
解
釈
の
手
段
と
し
て
で
は
な
く
、
注
釈
書
自
体

の
読
解
・
そ
の
特
質
の
解
明
を
目
的
と
し
て
読
む
。
具
体
的
に
は
、
二
条
宗
祇
流
の
複
数
の
古
今
集
注
釈
書
を
対
照

さ
せ
な
が
ら
読
み
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の
注
釈
内
容
へ
の
理
解
を
深
め
、
他
流
の
説
と
も
対
比
さ
せ
な
が

ら
、
宗
祇
流
内
部
に
お
け
る
注
説
の
展
開
の
様
相
を
把
握
す
る
。

 [到
達
目
標

]
国
文
学
の
文
献
資
料
に
対
し
て
、
辞
典
類
、
索
引
類
等
を
適
切
に
用
い
て
注
釈
を
施
し
た
上
で
、
本
文
を
解
読
し
、

発
表
す
る
能
力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
『
両
度
聞
書
』
、
『
古
聞
』
、
『
伝
心
抄
』
等
の
注
釈
書
本
文
に
つ
い
て
、
語
釈
、
典
拠
探
索
、
現
代
語
訳
、
注
説

の
相
互
比
較
を
行
う
。
演
習
の
形
式
は
、
受
講
者
数
に
応
じ
て
決
定
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
演
習
発
表
の
内
容
と
、
質
疑
応
答
・
意
見
交
換
へ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
布
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
の
テ
キ
ス
ト
の
下
読
み
と
問
題
点
の
整
理
。

演
習
発
表
の
準
備
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
語
学
・
日
本
文
学
演
習

IIB
Execises in Japanese Philogy and Literature IIB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
長
谷
川
　
千
尋

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
中
世
・
近
世
に
著
さ
れ
た
『
古
今
和
歌
集
』
の
注
釈
書
を
、
和
歌
の
解
釈
の
手
段
と
し
て
で
は
な
く
、
注
釈
書
自
体

の
読
解
・
そ
の
特
質
の
解
明
を
目
的
と
し
て
読
む
。
具
体
的
に
は
、
二
条
宗
祇
流
の
複
数
の
古
今
集
注
釈
書
を
対
照

さ
せ
な
が
ら
読
み
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の
注
釈
内
容
へ
の
理
解
を
深
め
、
他
流
の
説
と
も
対
比
さ
せ
な
が

ら
、
宗
祇
流
内
部
に
お
け
る
注
説
の
展
開
の
様
相
を
把
握
す
る
。

 [到
達
目
標

]
国
文
学
の
文
献
資
料
に
対
し
て
、
辞
典
類
、
索
引
類
等
を
適
切
に
用
い
て
注
釈
を
施
し
た
上
で
、
本
文
を
解
読
し
、

発
表
す
る
能
力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
『
両
度
聞
書
』
、
『
古
聞
』
、
『
伝
心
抄
』
等
の
注
釈
書
本
文
に
つ
い
て
、
語
釈
、
典
拠
探
索
、
現
代
語
訳
、
注
説

の
相
互
比
較
を
行
う
。
演
習
の
形
式
は
、
受
講
者
数
に
応
じ
て
決
定
す
る
。

 [履
修
要
件

]
前
期
に
「
日
本
語
学
・
日
本
文
学
演
習
Ⅱ

A
」
を
受
講
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
演
習
発
表
の
内
容
と
、
質
疑
応
答
・
意
見
交
換
へ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
布
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
の
テ
キ
ス
ト
の
下
読
み
と
問
題
点
の
整
理
。

演
習
発
表
の
準
備
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
語
学
・
日
本
文
学
演
習

IIIA
Execises in Japanese Philogy and Literature IIIA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 国
際
高
等
教
育
院

須
田
　
千
里

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
日
本
近
代
文
学
の
長
編
を
読
む
。
今
回
は
日
本
幻
想
文
学
の
問
題
作
、
夢
野
久
作
の
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』

(昭
和

10年
)を
取
り
上
げ
、
皆
で
分
担
し
て
読
む
。
作
品
内
容
の
理
解
、
注
釈
、
先
行
論
文
の
読
解
に
よ
る
新
た
な
作

品
像
の
構
築
を
目
指
す
。
教
室
で
意
見
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
知
見
を
高
め
て
い
き
た
い
。

 
　
な
お
、
後
期
の
日
本
語
学
・
日
本
文
学
演
習

IIIＢ
の
履
修
を
推
奨
す
る
。

 [到
達
目
標

]
　
自
分
の
担
当
部
分
に
関
し
て
内
容
の
把
握
が
出
来
、
従
来
の
評
価
や
論
点
を
知
っ
た
上
で
、
自
分
独
自
の
考
え
を

論
理
的
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
他
の
受
講
生
の
多
様
な
意
見
を
受
け
入
れ
、
適
宜
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
さ
ら
に
自
分
の
論
点
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
。
教
室
全
体
で
、
重
層
的
に
考
え
を
発
展
し
て
い
け
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第

1回
　
ガ
イ
ダ
ン
ス
　
授
業
の
進
め
方
の
説
明
。
受
講
者
各
自
で
「
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
」
を
分
担
し
、
順
番
を
決

め
て
発
表
し
て
い
く
。
発
表
に
際
し
て
は
、
作
品
の
あ
ら
す
じ
、
語
句
の
注
釈
を
行
っ
た
上
で
、
自
分
独
自
の
論
点

を
文
章
に
ま
と
め
、
レ
ジ
ュ
メ
と
し
て
配
布
し
、
４
５
分
間
で
発
表
す
る
。
残
り
の
４
５
分
間
は
、
他
の
受
講
生
と

の
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
に
費
や
さ
れ
る
。

第
2回
　
夢
野
久
作
の
生
涯
に
つ
い
て
。
「
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
」
の
概
略
、
あ
ら
す
じ
の
説
明
。

第
3～

14回
　
各
自
の
担
当
部
分
を
発
表
す
る
。
な
る
べ
く
均
等
に
な
る
よ
う
区
分
し
て
担
当
を
決
め
る
。

第
15回
　
ま
と
め
　
達
成
目
標
の
確
認
、
残
さ
れ
た
課
題
の
検
討
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
発
表
６
割
、
出
席
を
含
め
た
授
業
へ
の
参
加
態
度
４
割
。

 [教
科
書

]
夢
野
久
作

 『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ

(上
)』
（
角
川
文
庫
）

ISB
N

:978-4-04-136603-5-C
0193

夢
野
久
作

 『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ

(下
)』
（
角
川
文
庫
）

ISB
N

:978-4-04-136604-2-C
0193

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
事
前
に
次
回
の
範
囲
を
読
ん
で
お
き
、
自
分
で
関
心
あ
る
点
は
独
自
に
考
え
を
ま
と
め
て
お
く
。
ま
た
、
気
に
掛

か
る
点
や
分
か
ら
な
い
点
は
ど
こ
か
、
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
こ
と
。

  

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

積
極
的
な
授
業
参
加
、
発
言
を
希
望
す
る
。

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
は
特
に
定
め
な
い
が
、
講
義
時
間
外
に
直
接
話
し
た
い
学
生
は
、
人
環
Ｈ
Ｐ
よ
り
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
検
索
し
、
希
望
日
時
を
第
三
希
望
ま
で
と
、
学
生
番
号
、
氏
名
を
明
記
し
て
メ
ー
ル
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
語
学
・
日
本
文
学
演
習

IIIB
Execises in Japanese Philogy and Literature IIIB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 国
際
高
等
教
育
院

須
田
　
千
里

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
日
本
近
代
文
学
の
短
篇
を
持
ち
寄
っ
て
皆
で
読
ん
で
い
く
。
自
分
の
好
き
な
作
品
、
読
ん
で
み
た
が
よ
く
分
か
ら

な
か
っ
た
と
い
う
作
品
、
何
か
気
に
な
る
作
品
を
自
由
に
持
ち
寄
り
意
見
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
知

見
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、
前
期
の
日
本
語
学
・
日
本
文
学
演
習

IIIＡ
の
履
修
を
推
奨
す
る
。

 [到
達
目
標

]
　
自
分
で
取
り
上
げ
た
作
品
に
関
し
て
内
容
の
把
握
が
出
来
、
従
来
の
評
価
や
論
点
を
知
っ
た
上
で
、
自
分
独
自
の

考
え
を
論
理
的
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
他
の
受
講
生
の
多
様
な
意
見
を
受
け
入
れ
、
適
宜
意
見
交
換
を

し
な
が
ら
さ
ら
に
自
分
の
論
点
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
。
教
室
全
体
で
、
重
層
的
に
考
え
を
発
展
し
て
い
け
る
こ
と
。

　 [授
業
計
画
と
内
容

]
第

1回
　
ガ
イ
ダ
ン
ス
。
授
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
。
受
講
者
お
の
お
の
が
担
当
作
品
を
自
由
に
持
ち
寄
り
、
一
人

一
回
ず
つ
、
順
番
を
決
め
て
発
表
し
て
い
く
。
発
表
に
際
し
て
は
、
事
前
に
当
該
作
品
の
コ
ピ
ー
な
ど
を
配
布
し
、

あ
ら
か
じ
め
皆
が
読
ん
で
お
く
。
そ
の
上
で
、
発
表
に
際
し
て
は
、
レ
ジ
ュ
メ
に
作
品
の
あ
ら
す
じ
、
語
句
の
注
釈
、

こ
れ
ま
で
の
評
価
を
紹
介
し
た
上
で
、
自
分
独
自
の
論
点
を
文
章
に
ま
と
め
て
配
布
し
、
４
５
分
間
で
発
表
す
る
。

残
り
の
４
５
分
間
は
、
他
の
受
講
生
と
の
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
に
費
や
さ
れ
る
。
発
表
者
は
レ
ジ
ュ
メ
を
用
意
す

る
と
と
も
に
、
前
の
週
に
は
発
表
の
概
略
を
予
告
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
従
っ
て
、
事
前
に
作
品
を
決
め
る

こ
と
は
し
な
い
。

 
第

2回
～
第

14回
　
上
記
の
方
針
に
則
っ
て
、
学
生
自
身
の
提
示
す
る
作
品
を
み
な
で
読
み
、
活
発
な
質
疑
応
答
を

行
う
。

第
15回
　
ま
と
め
　
達
成
目
標
の
確
認
。
残
さ
れ
た
課
題
の
検
討
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
発
表
６
割
、
出
席
を
含
め
た
授
業
へ
の
参
加
態
度
４
割
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

日
本
語
学
・
日
本
文
学
演
習

IIIB(2)へ
続
く
↓
↓
↓

日
本
語
学
・
日
本
文
学
演
習

IIIB
(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
事
前
に
配
布
さ
れ
た
小
説
を
読
ん
で
お
き
、
自
分
で
関
心
あ
る
点
は
独
自
に
考
え
を
ま
と
め
て
お
く
。
ま
た
、
気

に
掛
か
る
点
や
分
か
ら
な
い
点
は
ど
こ
か
、
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

積
極
的
な
授
業
参
加
、
発
言
を
希
望
す
る
。

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
は
特
に
定
め
な
い
が
、
講
義
時
間
外
に
直
接
話
し
た
い
学
生
は
、
人
環
Ｈ
Ｐ
よ
り
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
検
索
し
、
希
望
日
時
を
第
三
希
望
ま
で
と
、
学
生
番
号
、
氏
名
を
明
記
し
て
メ
ー
ル
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

書
論
・
書
写
演
習

A
E

xercises in Japanese C
alligraphy A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
長
谷
川
　
千
尋

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
古
典
文
学
作
品
の
写
本
・
版
本
を
紹
介
し
、
資
料
の
読
解
を
行
い
な
が
ら
、
く
ず
し
字
で
書
か

れ
た
平
仮
名
資
料
を
翻
字
す
る
。

 [到
達
目
標

]
く
ず
し
字
で
書
か
れ
た
平
仮
名
資
料
を
一
通
り
解
読
で
き
、
漢
字
資
料
に
も
あ
る
程
度
ま
で
対
応
で
き
る
力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
．
ガ
イ
ダ
ン
ス

２
．
版
本
の
翻
字
・
解
読

３
．
発
展
的
資
料
の
翻
字
・
解
読

 受
講
者
の
理
解
度
・
習
熟
度
に
応
じ
て
、
内
容
と
進
度
を
調
節
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験
（
筆
記
）
に
よ
る
。
途
中
、
１
～
２
回
の
小
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
到
達
度
を
確
認
す
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
布
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
小
テ
ス
ト
に
備
え
た
、
テ
キ
ス
ト
の
復
習
。

定
期
試
験
に
向
け
て
の
自
主
的
な
準
備
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

書
論
・
書
写
演
習

B
E

xercises in Japanese C
alligraphy B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
長
谷
川
　
千
尋

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
古
典
文
学
作
品
の
写
本
・
版
本
を
紹
介
し
、
資
料
の
読
解
を
行
い
な
が
ら
、
く
ず
し
字
で
書
か

れ
た
平
仮
名
資
料
を
翻
字
す
る
。

 [到
達
目
標

]
く
ず
し
字
で
書
か
れ
た
平
仮
名
資
料
を
一
通
り
解
読
で
き
、
漢
字
資
料
に
も
あ
る
程
度
ま
で
対
応
で
き
る
力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
．
ガ
イ
ダ
ン
ス

２
．
写
本
の
翻
字
・
解
読

３
．
発
展
的
資
料
の
翻
字
・
解
読

 受
講
者
の
理
解
度
・
習
熟
度
に
応
じ
て
、
内
容
と
進
度
を
調
節
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験
（
筆
記
）
に
よ
る
。
途
中
、
１
～
２
回
の
小
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
到
達
度
を
確
認
す
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
布
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
小
テ
ス
ト
に
備
え
た
、
テ
キ
ス
ト
の
復
習
。

定
期
試
験
に
向
け
て
の
自
主
的
な
準
備
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
古
典
講
読
論

I 
R

ead in Japanese C
lassics I

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
長
谷
川
　
千
尋

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
『
伊
勢
物
語
』
を
享
受
史
の
観
点
か
ら
読
む
。
中
世
の
『
伊
勢
物
語
知
顕
集
』
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
冷
泉
家
流
注
釈
書
、

一
条
兼
良
の
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
、
そ
し
て
『
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
』
な
ど
の
宗
祇
流
注
釈
書
の
説
を
対
照
さ
せ
な

が
ら
物
語
を
読
み
進
め
る
と
と
も
に
、
他
の
文
学
作
品
に
お
け
る
物
語
享
受
の
様
相
に
も
目
を
向
け
て
、
「
古
注
」

か
ら
「
旧
注
」
へ
の
展
開
が
文
学
史
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
考
察
す
る
。

 

 [到
達
目
標

]
講
読
し
た
テ
キ
ス
ト
の
内
容
や
性
格
を
十
分
に
理
解
し
、
適
切
な
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
．
『
伊
勢
物
語
』
の
当
該
古
注
釈
の
概
説
、
各
注
序
文
（
総
説
）
の
講
読
（
２
～
３
回
）

２
．
『
伊
勢
物
語
』
第
一
段
～
第
四
〇
段
（
予
定
）
　
本
文
及
び
古
注
釈
講
読

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験
（
筆
記
）
に
基
づ
き
、
平
常
の
授
業
態
度
を
考
慮
に
入
れ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
大
津
有
一

 『
伊
勢
物
語
』
（
岩
波
書
店
）

ISB
N

:4003000811（
岩
波
文
庫

 ; 240, 黄
(30)-8-1, 黄

(30)-008-1）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
予
習
と
し
て
、
毎
回
、
『
伊
勢
物
語
』
本
文
を
通
読
し
て
お
く
。

定
期
試
験
に
向
け
て
の
、
テ
キ
ス
ト
の
復
習
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
古
典
講
読
論

II
R

ead in Japanese C
lassics II

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
長
谷
川
　
千
尋

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
『
伊
勢
物
語
』
を
享
受
史
の
観
点
か
ら
読
む
。
中
世
の
『
伊
勢
物
語
知
顕
集
』
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
冷
泉
家
流
注
釈
書
、

一
条
兼
良
の
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
、
そ
し
て
『
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
』
な
ど
の
宗
祇
流
注
釈
書
の
説
を
対
照
さ
せ
な

が
ら
物
語
を
読
み
進
め
る
と
と
も
に
、
他
の
文
学
作
品
に
お
け
る
物
語
享
受
の
様
相
に
も
目
を
向
け
て
、
「
古
注
」

か
ら
「
旧
注
」
へ
の
展
開
が
文
学
史
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
考
察
す
る
。

 [到
達
目
標

]
講
読
し
た
テ
キ
ス
ト
の
内
容
や
性
格
を
十
分
に
理
解
し
、
適
切
な
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

  

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
．
『
伊
勢
物
語
』
の
当
該
古
注
釈
の
概
説
（
１
週
）

 
２
．
『
伊
勢
物
語
』
第
四
一
段
（
予
定
）
～
　
本
文
及
び
古
注
釈
講
読
（
前
期
よ
り
継
続
）

 [履
修
要
件

]
前
期
に
「
日
本
古
典
講
読
論
Ⅰ
」
を
履
修
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
後
期
か
ら
の
受
講
も
可
と
す
る
。
後
期

の
初
回
の
授
業
で
、
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
再
度
概
説
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験
（
筆
記
）
に
基
づ
き
、
平
常
の
授
業
態
度
を
考
慮
に
入
れ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
大
津
有
一

 『
伊
勢
物
語
』
（
岩
波
文
庫
）

ISB
N

:4003000811（
岩
波
文
庫

 ; 240, 黄
(30)-8-1, 黄

(30)-008-1）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
予
習
と
し
て
、
毎
回
、
『
伊
勢
物
語
』
本
文
を
通
読
し
て
お
く
。

定
期
試
験
に
向
け
て
の
、
テ
キ
ス
ト
の
復
習
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
語
学
文
献
講
読
論

I 
Reading in the D

ocum
ent of Japanese Philology I

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
佐
野
　
宏

未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

  
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]

 [教
科
書

]

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

日
本
語
学
文
献
講
読
論

II
Reading in the D

ocum
ent of Japanese Philology II

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
佐
野
　
宏

未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

  
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]

 [教
科
書

]

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論

IA
Culture and Its Representation in M

odern W
estern Europe IA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
水
野
　
眞
理

未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
イ
ギ
リ
ス
文
学
作
品
と
そ
の
文
化
的
背
景
を
な
す
歴
史
・
政
治
テ
ク
ス
ト
を
精
読
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
古
典
古
代

以
来
の
西
欧
文
化
の
多
様
性
と
そ
の
相
互
作
用
を
考
察
し
、
イ
ギ
リ
ス
文
化
の
特
質
を
解
明
す
る
。

　　
今
年
度
は
英
国
ル
ネ
サ
ン
ス
期
を
代
表
す
る
詩
人
エ
ド
マ
ン
ド
・
ス
ペ
ン
サ
ー

(E
dm

und Spenser)の
物
語
詩
『

妖
精
の
女
王

(T
he Faerie Q

ueene)』
の
第

1巻
を
取
り
上
げ
、
そ
の
語
り
の
特
質
―
―
ロ
マ
ン
ス
性
、
寓
意
性
、
教

訓
性
、
娯
楽
性
な
ど
―
―
と
、
韻
文
と
し
て
の
特
質
―
―
詩
型
、
音
感
な
ど
―
―
を
考
察
す
る
。

 
　
ス
ペ
ン
サ
ー
は
拡
張
期
に
あ
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国
家
の
官
僚
と
し
て
植
民
地
経
営
に
関
わ
る
一
方
、
イ
タ
リ

ア
・
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
形
式
の
英
国
化
を
目
指
す
詩
人
と
し
て
、

Philip Sidney, Shakespeare, D
onneな
ど
と
と
も

に
英
国
ル
ネ
サ
ン
ス
を
体
現
す
る
詩
人
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
代
表
作
を
丹
念
に
読
み
つ
つ
、
英
国
ル
ネ
サ
ン
ス
文

化
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

　
講
義
の
後
半
で
は
、
今
日
的
課
題
で
あ
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
、
環
境
と
い
っ
た
批
評
的

視
点
か
ら
の
読
み
も
試
み
る
。

 

な
お
、
本
講
義
は
、
教
職
科
目
（
英
語
）
の
必
修
科
目
で
も
あ
る
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
以
下
の
予
定
で
授
業
形
式
は
講
義
を
基
本
と
す
る
が
、
学
生
の
発
言
・
質
問
を
促
す
よ
う
心
が
け
る
。

第
1週
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
　
　
英
詩
概
説
　

第
2週
　

E
dm

und Spenserの
生
涯
と
作
品
　

第
3週
　

T
he Faerie Q

ueene, B
ook I, C

antos 1
第

4週
　

T
he Faerie Q

ueene, B
ook I, C

antos 2-3
第

5週
　

T
he Faerie Q

ueene, B
ook I, C

antos 4-5
第

6週
　

T
he Faerie Q

ueene, B
ook I, C

antos 6-7
第

7週
　

T
he Faerie Q

ueene, B
ook I, C

antos 8-9
第

8週
　

T
he Faerie Q

ueene, B
ook I, C

antos 10-11
第

9週
  T

he Faerie Q
ueene, B

ook I, C
anto 12

第
10週

 T
he Faerie Q

ueene, B
ook Iの
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
的
解
読

第
11週

 T
he Faerie Q

ueene, B
ook Iの
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
的
解
読

第
12週

 T
he Faerie Q

ueene, B
ook Iの
環
境
批
評
的
解
読

第
13～

14週
　

T
he Faerie Q

ueeneと
現
代
文
学
　
　

　

西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論

IA(2)へ
続
く
↓
↓
↓

西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論

IA
(2)

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
へ
の
積
極
的
参
加
、
お
よ
び
期
末
試
験
を
総
合
す
る
。

 [教
科
書

]
E

dm
und Spenser 『

T
he Faerie Q

ueene,B
ook T

w
o』
（

H
ackett）

授
業
中
に
作
品
を
参
照
す
る
の
で
、
毎
回
教
科
書
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
月

5。
事
前
に
メ
ー
ル
で
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
と
ら
れ
た
い
。

(m
iram

.uno@
nifty.com

)

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論

IIA
Culture and Its Representation in Modern W

estern Europe IIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 国
際
高
等
教
育
院

丸
橋
　
良
雄

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
 本
年
度
の
講
義
は
英
国
の
世
紀
末
を
代
表
す
る
劇
作
家
で
あ
る
　

O
scar W

ilde の
作
品
を
取
り
あ
げ
る
。
彼
は
小

説
・
短
編
・
童
話
・
詩
・
エ
ッ
セ
イ
等
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
優
れ
た
作
品
を
数
多
く
残
し
て
い
る
が
、
戯
曲
の
方
で
も

卓
越
し
た
才
能
を
発
揮
し
て
い
る
。
彼
の
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
が
い
か
に
巧
み
で
あ
る
か
、
同
時
代
の
作
品
や
時
代
背

景
も
踏
ま
え
て
具
体
的
に
例
証
し
な
が
ら
、
芝
居
の
面
白
さ
を
伝
え
た
い
。

 [到
達
目
標

]
　
演
劇
作
品
は
小
説
な
ど
と
は
異
な
り

convension と
呼
ば
れ
る
一
種
の
約
束
事
が
あ
る
。
た
と
え
ば
演
劇
用
語
で

い
う
と
、
ト
書
や
脇
台
詞
や
独
白
の
よ
う
な
た
ぐ
い
で
あ
る
。
こ
う
い
う

convension も
理
解
し
な
い
と
演
劇
作
品

を
理
解
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
り
、
演
劇
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　　
取
り
上
げ
る
予
定
の
作
品
は
　

L
ady W

inderm
ere's Fan, T

he Im
portance of B

eing E
arnest 等
の
作
品
で
あ
り
、

毎
回
テ
キ
ス
ト
を
数
頁
づ
つ
読
ん
で
い
き
た
い
。
分
担
を
決
め
て
担
当
頁
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
授
業
の
進
め
方
・
評
価
の
仕
方
・
使
用
す
る
教
科
書
等
重
要
な
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
伝
え
る
の
で
、
最
初
の
授
業
に
は

必
ず
出
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
主
と
し
て
期
末
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
評
価
す
る
が
、
そ
れ
以
外
に
小
テ
ス
ト
に
よ
る
平
常
点
・
レ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
の
発
言
内
容
も
加
味
し
て
総
合
的
に
判
断
す
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
を
使
用
予
定

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
担
当
が
決
ま
っ
て
い
る
人
は
前
も
っ
て
予
習
し
て
お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
演
劇
に
関
心
あ
る
人
は
も
と
よ
り
、
遊
び
心
や
芝
居
心
に
理
解
の
あ
る
受
講
生
は
大
い
に
歓
迎
し
ま
す
。
舞
台
で

演
じ
る
役
者
に
と
っ
て
大
入
り
満
員
は
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

　
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
水
曜
日
の
１
２
～
１
３
時
（
丸
橋
研
宛
て
要
ア
ポ
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論

IIIＡ
Culture and Its Representation in Modern W

estern Europe IIIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 文
学
研
究
科

家
入
　
葉
子

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
が
ブ
リ
テ
ン
島
に
移
住
し
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
英
語
の
発
達
過
程
を
学
び
ま
す
。

ま
た
、
英
語
史
に
つ
い
て
の
知
識
を
活
か
し
な
が
ら
、
現
代
英
語
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
分
析
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
か
を
考
察
し
ま
す
。

 

 [到
達
目
標

]
　
英
語
の
史
的
変
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
時
代
の
異
な
る
英
語
の
特
徴
を
お
お
ま
か
に
理
解
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

ま
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
英
語
史
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
を
学
ぶ
た
め
に
『
ベ
ー
シ
ッ
ク
英
語
史
』
を
読
み
、
同
時
に
『
古
英
語
・
中

英
語
初
歩
』
を
使
用
し
て
、
具
体
的
な
文
献
の
講
読
も
行
い
ま
す
。
『
ベ
ー
シ
ッ
ク
英
語
史
』
に
つ
い
て
は
原
則
と

し
て
講
義
形
式
で
進
め
、
『
古
英
語
・
中
英
語
初
歩
』
に
つ
い
て
は
、
受
講
者
に
も
参
加
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論

IIIＡ
で
は
、
『
ベ
ー
シ
ッ
ク
英
語
史
』
の
前
半
を
扱
い
、
『
古
英
語
・
中
英
語
初
歩
』

に
つ
い
て
は
、
主
に
古
英
語
の
文
献
を
講
読
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
論
文
等
の
教
材
を
追
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

第
1回
　
授
業
に
つ
い
て
の
説
明
ほ
か

第
2回
～

7回
　
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
と
し
て
の
英
語
、
英
語
の
発
達
に
影
響
を
与
え
た
外
面
史
、
語
彙
の
歴
史

な
ど
第

8回
～

15回
　
文
字
・
綴
り
字
、
人
称
代
名
詞
、
名
詞
等
の
発
達
な
ど

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
授
業
中
に
指
示
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
授
業
の
進
行
状
況
に
よ
り
、
多
少
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
へ
の
貢
献
度
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
評
価
を
行
い
ま
す
。

 [教
科
書

]
家
入
葉
子

 『
ベ
ー
シ
ッ
ク
英
語
史
』
（
ひ
つ
じ
書
房
）

市
河
三
喜
・
松
浪
有

 『
古
英
語
・
中
英
語
初
歩
』
（
研
究
社
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

寺
澤
盾

 『
英
語
の
歴
史
―
―
過
去
か
ら
未
来
へ
の
物
語
』
（
中
公
新
書
）

R
. H

ogg &
 D

. D
enison 『

A
 H

istory of the E
nglish L

anguage』
（

C
U

P）
http://hom

epage3.nifty.com
/iyeiri/students/E

nglish.htm
 に
も
参
考
情
報
あ
り
ま
す
。

西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論

IIIＡ
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論

IIIＡ
(2)

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://hom
epage3.nifty.com

/iyeiri/students/index.htm
 (こ
の

U
R

Lを
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
指
定
さ
れ
た
教
科
書
の
該
当
箇
所
に
目
を
通
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ミ
ニ
リ
サ
ー
チ
等
の
担
当
に
な
っ

た
場
合
は
、
他
の
受
講
者
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
よ
う
、
資
料
を
作
成
し
て
発
表
の
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

http://hom
epage3.nifty.com

/iyeiri/students/index.htm
に
あ
り
ま
す
。
必
要
な
場
合
は
、

メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論

IIIＢ
Culture and Its Representation in Modern W

estern Europe IIIB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 文
学
研
究
科

家
入
　
葉
子

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
が
ブ
リ
テ
ン
島
に
移
住
し
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
英
語
の
発
達
過
程
を
学
び
ま
す
。

ま
た
、
英
語
史
に
つ
い
て
の
知
識
を
活
か
し
な
が
ら
、
現
代
英
語
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
分
析
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
か
を
考
察
し
ま
す
。

 [到
達
目
標

]
　
英
語
の
史
的
変
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
時
代
の
異
な
る
英
語
を
翻
訳
等
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
読
む
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

  

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
英
語
史
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
を
学
ぶ
た
め
に
『
ベ
ー
シ
ッ
ク
英
語
史
』
を
読
み
、
同
時
に
『
古
英
語
・
中

英
語
初
歩
』
を
使
用
し
て
、
具
体
的
な
文
献
の
講
読
も
行
い
ま
す
。
『
ベ
ー
シ
ッ
ク
英
語
史
』
に
つ
い
て
は
原
則
と

し
て
講
義
形
式
で
進
め
、
『
古
英
語
・
中
英
語
初
歩
』
に
つ
い
て
は
、
受
講
者
に
も
参
加
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論

IIIＢ
で
は
、
『
ベ
ー
シ
ッ
ク
英
語
史
』
の
後
半
を
扱
い
、
『
古
英
語
・
中
英
語
初
歩
』

に
つ
い
て
は
、
主
に
中
英
語
の
文
献
を
講
読
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
論
文
等
の
教
材
を
追
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

第
1回
　
　
授
業
に
つ
い
て
の
説
明
ほ
か

第
2回
～

7回
　
英
語
の
語
順
の
変
化
、
主
節
と
従
属
節
の
関
係
な
ど

第
8回
～

15回
　
動
詞
（
不
定
詞
・
動
名
詞
な
ど
の
用
法
を
含
む
）
、
助
動
詞
な
ど

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
授
業
中
に
指
示
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
授
業
の
進
行
状
況
に
よ
り
、
多
少
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 [履
修
要
件

]
　
内
容
が
西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論

IIIＡ
の
続
き
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論

IIIＡ
を
受
講
し
た
上
で
、
本
講
義
を
受
講
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
な
い
事
情
で
西
欧
近
現
代
表
象

文
化
論

IIIＢ
か
ら
の
受
講
に
な
る
場
合
は
、
『
ベ
ー
シ
ッ
ク
英
語
史
』
の
前
半
部
分
を
自
習
し
て
か
ら
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
へ
の
貢
献
度
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
評
価
を
行
い
ま
す
。

 [教
科
書

]
家
入
葉
子

 『
ベ
ー
シ
ッ
ク
英
語
史
』
（
ひ
つ
じ
書
房
）

市
河
三
喜
・
松
浪
有

 『
古
英
語
・
中
英
語
初
歩
』
（
研
究
社
）

西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論

IIIＢ
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論

IIIＢ
(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

寺
澤
盾

 『
英
語
の
歴
史
―
―
過
去
か
ら
未
来
へ
の
物
語
』
（
中
公
新
書
）

R
. H

ogg &
 D

. D
enison 『

A
 H

istory of the E
nglish L

anguage』
（

C
U

P）
http://hom

epage3.nifty.com
/iyeiri/students/E

nglish.htm
 に
も
参
考
情
報
あ
り
ま
す
。

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://hom
epage3.nifty.com

/iyeiri/students/index.htm
(こ
の

U
R

Lを
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
指
定
さ
れ
た
教
科
書
の
該
当
箇
所
に
目
を
通
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ミ
ニ
リ
サ
ー
チ
等
の
担
当
に
な
っ

た
場
合
は
、
他
の
受
講
者
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
よ
う
、
資
料
を
作
成
し
て
発
表
の
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 （
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

http://hom
epage3.nifty.com

/iyeiri/students/index.htm
に
あ
り
ま
す
。
必
要
な
場
合
は
、

メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論

IV
B

Culture and Its Representation in Modern W
estern Europe IVB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
桂
山
　
康
司

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
テ
ー
マ
：
英
詩
史
上
の
諸
問
題

英
詩
史
は
可
能
か
、
と
い
う
根
本
問
題
か
ら
、
英
詩
の
リ
ズ
ム
、
様
々
な
詩
形
の
発
達
と
そ
の
特
徴
、
ギ
リ
シ
ア
・

ロ
ー
マ
古
典
文
学
と
の
関
係
な
ど
、
英
詩
史
上
の
諸
問
題
を
考
察
す
る
。

 [到
達
目
標

]
毎
年
、
個
別
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
（
本
年
度
に
つ
い
は
、
詩
の
精
読
法
の
実
際
を
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
）
、
そ

こ
か
ら
、
詩
的
特
質
の
一
般
的
特
徴
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
本
年
度
は
、
詩
の
精
読
（

close reading）
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
定
義
付
け
を
試
み
る
と

い
う
よ
り
も
実
践
的
批
評
を
通
じ
て
感
得
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

第
1回
　
精
読
と
は
何
か

第
2回
　
精
読
と
詩
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

第
3回
　
精
読
に
つ
い
て
の
欧
米
的
伝
統

第
4回
～
第

13回
　
英
文
学
批
評
史
に
お
け
る
精
読
に
つ
い
て
の
実
践
例

第
14～

15回
　
ま
と
め

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
評
価
は
、
期
末
に
提
出
す
る
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
を
使
用
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
自
ら
の
専
門
的
知
識
を
活
用
し
、
講
義
内
容
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
自
己
の
領
域
の
言
葉
に
翻
案
す
れ
ば
ど
う
な
る
か

を
、
講
義
の
た
び
ご
と
に
、
自
ら
に
問
う
こ
と
を
求
め
た
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

受
講
に
際
し
て
、
英
詩
に
関
す
る
専
門
的
知
識
は
こ
と
さ
ら
必
要
と
し
な
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論
演
習

IIＢ
Seminar on Culture and Its Representation in Modern Western Europe IIB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 国
際
高
等
教
育
院

丸
橋
　
良
雄

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
英
国
の
風
習
喜
劇
は
３
５
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
そ
の
伝
統
は
現
在
に
至
る
ま
で
連
綿
と
続
い
て
い
る
が
、
代

表
的
な
喜
劇
作
品
を
一
つ
選
ん
で
精
読
す
る
。
そ
の
際
、
英
国
流
の
ユ
ー
モ
ア
、
ウ
イ
ッ
ト
、
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
、

さ
ら
に
は
ヒ
ロ
イ
ン
の
描
写
等
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
英
国
喜
劇
の
魅
力
や
醍
醐
味
を
伝
え
た
い
。
取
り
上
げ

る
作
品
は
受
講
生
と
相
談
し
て
決
定
し
た
い
。

 [到
達
目
標

]
　
英
語
で
書
か
れ
た
演
劇
作
品
を
理
解
す
る
に
は
単
に
英
語
が
で
き
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

convension に
対
す
る
理
解
も
含
め
て
、
演
劇
作
品
は
こ
う
い
う
風
に
読
む
の
だ
と
い
う
こ
と
を
習
得
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
最
初
の
授
業
で
は
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
風
習
喜
劇
と
こ
の
演
習
で
取
り
上
げ
る
作
品
の
説
明
を
行
い
、

そ
の
後
毎
回
５
～
６
頁
程
度
輪
番
制
で
精
読
し
て
い
く
。
理
解
を
深
め
る
た
め
に
も
欠
席
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
万
一
欠
席
し
た
場
合
ス
ト
ー
リ
が
わ
か
ら
な
い
と
困
る
の
で
、
必
ず
自
習
し
て
次
回
の
授
業
に
臨
む

こ
と
。

　　 [履
修
要
件

]
最
初
の
授
業
に
必
ず
参
加
し
て
授
業
の
進
め
方
を
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
平
常
点
（
発
表
の
中
身
と
回
数
）
を
総
合
的
に
判
断
し
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
使
用
予
定
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
当
日
発
表
が
当
た
っ
て
い
る
人
は
必
ず
予
習
を
し
て
授
業
に
臨
む
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
演
習
と
い
う
形
式
上
で
き
る
限
り
欠
席
は
避
け
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
取
り
上
げ
る
作
品
は
未
定
で
あ
る

が
、
そ
れ
ほ
ど
難
易
度
は
高
く
な
く
楽
し
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
愉
快
な
喜
劇
を
考
え
て
い
る
。

　
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
水
曜
日
の
１
２
～
１
３
時
（
丸
橋
研
で
要
ア
ポ
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論
演
習

IIIＢ
Seminar on Culture and Its Representation in Modern Western Europe IIIB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
水
野
　
眞
理

未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
D

racula講
読

本
演
習
で
は
、
文
学
・
文
化
お
よ
び
周
辺
諸
分
野
の
資
料
を
読
む
訓
練
を
通
じ
て
、
読
解
・
分
析
能
力
を
養
う
。

今
年
度
は
英
国

19世
紀
末
の

B
ram

 Stokerに
よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
小
説

D
raculaを
講
読
す
る
。
本
作
品
は
パ
ロ
デ
ィ
を
含

め
幾
度
と
な
く
映
画
化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
登
場
人
物
の
名
を
知
ら
ぬ
者
は
な
い
ほ
ど
有
名
で
あ
る
一
方
、

実
際
に
作
品
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
人
は
多
く
な
い
。
通
俗
的
と
見
な
さ
れ
が
ち
な
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
多
く
の

文
化
・
文
学
研
究
論
文
の
対
象
と
も
な
っ
て
い
る
。
演
習
で
は
、
先
入
観
を
捨
て
て
作
品
に
直
接
当
た
っ
て
見
よ
う
。

 授
業
で
は
、
作
品
の
精
読
に
よ
り
語
り
の
特
質
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
英
語
で
書
か
れ
た
諸
論
文
を
読
む
こ
と
で

こ
の
作
品
が
喚
起
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
批
評
的
視
点
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第

1週
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

第
2週
～
第

13週
　

 作
品
講
読
、
発
表

第
14週
　
ま
と
め

本
作
品
は
授
業
に
先
立
っ
て
、
作
品
内
外
の
諸
要
素
を
調
べ
て
レ
ジ
ュ
メ
を
作
り
、
発
表
す
る
こ
と
を
求
め
る
の
で
、

授
業
外
で
の
作
業
は
多
い
だ
ろ
う
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
演
習
科
目
で
あ
る
の
で
、
授
業
へ
の
積
極
的
参
加
、
発
表
お
よ
び
期
末
試
験
を
総
合
し
て
評
価
す
る
。

西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論
演
習

IIIＢ
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論
演
習

IIIＢ
(2)

 [教
科
書

]
Stoker, A

uerbach &
 Skal 『

D
racula (N

oton C
ritical E

ditions)』
（

N
orton）

ISB
N

:978-0393970128 （
他
の
版

は
不
可
）

多
く
の
版
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
上
に
指
示
し
た
版
を
入
手
し
て
下
さ
い
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
月
曜

3限
と
す
る
。
事
前
に
メ
ー
ル
で
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
と
ら
れ
た
い
。

(m
iram

.uno@
nifty.com

)

な
お
、
月
曜

5限
の
西
欧
文
化
論
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ｂ
で
は
、
邦
訳
『
ド
ラ
キ
ュ
ラ
』
を
題
材
に
、
批
評
・
論
文
を

報
告
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
文
学
・
文
化
研
究
の
方
法
を
学
ぶ
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
併
せ
て
履
修
さ
れ
た
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論
演
習

IV
A

Seminar on Culture and Its Representation in Modern Western Europe IVA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
桂
山
　
康
司

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
テ
ー
マ
：
英
詩
の
諸
相

具
体
的
に
、
テ
キ
ス
ト
に
収
め
ら
れ
た
作
品
、
一
つ
一
つ
を
丹
念
に
精
読
し
な
が
ら
英
詩
の
表
現
の
特
質
の
変
化
を
、

社
会
背
景
や
文
化
全
般
と
関
連
づ
け
て
、
考
察
す
る
。

 [到
達
目
標

]
英
詩
に
お
け
る
名
作
を
味
読
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
英
詩
の
特
質
全
般
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
る
と
同

時
に
、
特
に
、
リ
ズ
ム
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
本
年
度
前
期
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ロ
ス
ト
（

1874-1963）
の
作
品
を
取
り
上
げ
る
。
ど
の
作
品
を
読
む
か
は
、
最

初
の
授
業
に
お
い
て
指
示
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
試
験
の
成
績
に
、
日
常
の
活
動
を
加
味
し
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
Steven C

roft (ed.) 『
R

obert Frost: Selected Poem
s』
（

O
xford U

niv. Press）
ISB

N
:9780198325710

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

小
泉
博
一
他

(編
) 『
イ
ギ
リ
ス
詩
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
（
世
界
思
想
社
）

ISB
N

:4790707997

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
と
り
わ
け
、
緻
密
な
予
習
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
自
ら
の
読
み
を
、
理

解
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
前
も
っ
て
し
っ
か
り
確
認
、
意
識
し
て
授
業
に
臨
む
こ
と
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

最
初
の
授
業
に
お
い
て
、
英
詩
を
読
む
上
で
必
要
な
基
礎
的
事
実
に
つ
い
て
解
説
を
す
る
予
定
な
の
で
、
受
講
を
希

望
す
る
も
の
は
必
ず
出
席
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論
演
習

IV
B

Seminar on Culture and Its Representation in Modern Western Europe IVB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
桂
山
　
康
司

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
英
詩
の
諸
相

前
期
に
引
き
続
き
、
具
体
的
に
、
テ
キ
ス
ト
に
収
め
ら
れ
た
作
品
、
一
つ
一
つ
を
丹
念
に
精
読
し
な
が
ら
英
詩
の
表

現
の
特
質
の
変
化
を
、
社
会
背
景
や
文
化
全
般
と
関
連
づ
け
て
、
考
察
す
る
。

 [到
達
目
標

]
英
詩
に
お
け
る
名
作
を
味
読
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
英
詩
の
特
質
全
般
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
る
と
同

時
に
、
特
に
、
リ
ズ
ム
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
本
年
度
後
期
は
、
エ
ミ
リ
ー
・
ブ
ロ
ン
テ
（

1818-48）
の
作
品
を
取
り
上
げ
る
。
ど
の
作
品
を
読
む
か
は
、
最
初

の
授
業
に
お
い
て
指
示
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
試
験
の
成
績
に
、
日
常
の
活
動
を
加
味
し
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
H

elen C
ross (ed.) 『

T
he B

rontes: Selected Poem
s』
（

O
xford U

niv. Press）
ISB

N
:9780198393412

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

小
泉
博
一
他

(編
）

 『
イ
ギ
リ
ス
詩
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
（
世
界
思
想
社
）

ISB
N

:4790707997

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
と
り
わ
け
、
緻
密
な
予
習
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
自
ら
の
読
み
を
、
理

解
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
前
も
っ
て
し
っ
か
り
確
認
、
意
識
し
て
授
業
に
臨
む
こ
と
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

イ
ギ
リ
ス
詩
に
対
す
る
予
備
知
識
は
一
切
必
要
と
し
な
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

西
欧
文
化
論
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

B
 

Prosem
inar on C

ulture in W
estern Europe B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
水
野
　
眞
理

未
更
新

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
『
ド
ラ
キ
ュ
ラ
』
で
学
ぶ
文
化
研
究
入
門

基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

B
で
は
、
西
欧
文
化
・
文
学
の
所
産
を
題
材
に
、
学
術
的
手
続
へ
の
入
門
を
行
う
。

　
今
年
度
は

19世
紀
末
の
ブ
ラ
ム
・
ス
ト
ー
カ
ー

(B
ram

 Stoker)に
よ
る
ゴ
シ
ッ
ク
小
説
『
ド
ラ
キ
ュ
ラ

(D
racula)』

の
翻
訳
を
題
材
に
、
文
学
・
文
化
研
究
の
初
歩
的
方
法
を
学
ぶ
。
こ
の
作
品
は
パ
ロ
デ
ィ
を
含
め
幾
度
と
な
く
映
画

化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
登
場
人
物
の
名
を
知
ら
ぬ
者
は
な
い
ほ
ど
有
名
で
あ
る
一
方
、
実
際
に
作
品
を
読
ん

だ
こ
と
が
あ
る
人
は
多
く
な
い
。
演
習
で
は
、
先
入
観
を
捨
て
て
作
品
に
直
接
当
た
っ
て
見
よ
う
。

　
こ
の
作
品
は
通
俗
的
と
見
な
さ
れ
な
が
ら
、
多
く
の
文
化
・
文
学
研
究
論
文
の
対
象
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
論
文
を
批
判
的
に
読
み
つ
つ
、
こ
の
作
品
の
時
代
背
景
と
の
関
わ
り
、
ゴ
シ
ッ
ク
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で

の
位
置
づ
け
、
語
り
の
特
質
、
思
想
的
側
面
な
ど
を
考
察
し
、
発
表
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
文
学
研
究
・
文
化
研
究

の
方
法
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第

1週
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
履
修
者
は
、
第

2週
ま
で
に
『
ド
ラ
キ
ュ
ラ
』
を
読
了
し
、
感
想
を
ま
と
め
て
お
く
こ
と
。

第
2週
　
発
表
会
『
ド
ラ
キ
ュ
ラ
』
を
読
ん
で

第
3週
　
文
献
探
索
の
方
法

第
4～

8週
　
『
ド
ラ
キ
ュ
ラ
』
研
究
文
献
の
発
表

第
9～

13週
　
履
修
者
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
執
筆
と
発
表

第
14週

 ま
と
め

発
表
に
際
し
て
は
、
配
布
用
レ
ジ
ュ
メ
を
準
備
し
、
発
表
後
に
提
出
す
る
こ
と
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
演
習
科
目
で
あ
る
の
で
、
授
業
へ
の
積
極
的
参
加
、
発
表
お
よ
び
提
出
物
に
よ
り
評
価
す
る
。

継
続
的
に
出
席
で
き
な
い
人
に
は
向
か
な
い
だ
ろ
う
。

 [教
科
書

]
ブ
ラ
ム
・
ス
ト
ー
カ
ー
、
新
妻
・
丹
治
訳

 『
ド
ラ
キ
ュ
ラ
　
完
訳
詳
注
版
』
（
水
声
社
）

ISB
N

:978-4891764203 
（
他
の
版
（
文
庫
本
な
ど
）
は
不
可
。
）

履
修
者
は
、
第

2週
ま
で
に
上
に
指
示
し
た
テ
キ
ス
ト
を
各
自
入
手
し
、
『
ド
ラ
キ
ュ
ラ
』
を
読
了
し
て
お
く
こ
と
。

西
欧
文
化
論
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

B (2)へ
続
く
↓
↓
↓



西
欧
文
化
論
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

B
 (2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
月
曜

3限
。
予
め
メ
ー
ル

(m
iram

.uno@
nifty.com
）
等
で
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
取
ら
れ
た
い
。

な
お
、
木
曜

3限
の
西
欧
近
現
代
表
象
文
化
論
演
習

IIIB
で
は
、
原
書

B
ram

 Stoker, D
raculaを
精
読
す
る
。
関
心
の

あ
る
方
は
併
せ
て
履
修
さ
れ
た
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

西
欧
古
代
・
中
世
表
象
文
化
論

IA
Culture and Representation in Ancient and Medieval Europe IA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 文
学
研
究
科

中
畑
　
正
志

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
5
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
哲
学
と
い
う
営
み
は
、
続
く
ヘ
レ

ニ
ズ
ム
時
代
に
お
い
て
は
継
承
さ
れ
る
と
と
も
に
大
き
く
変
容
さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
を
た
ど
り
、
こ
ん
に
ち
の
哲
学

の
あ
り
方
に
対
す
る
そ
の
影
響
を
確
認
す
る
。

 [到
達
目
標

]
知
識
は
い
か
に
し
て
可
能
か
、
あ
る
い
は
決
定
論
的
な
世
界
の
な
か
で
人
間
の
自
由
や
責
任
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
、
と
い
っ
た
哲
学
の
諸
問
題
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
形
成
さ
れ
た
の
か
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
が
問
題
と

し
て
成
立
す
る
た
め
の
前
提
を
も
含
め
て
考
察
す
る
力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
論
じ
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

１
　
西
洋
古
代
哲
学
へ
の
一
般
的
案
内

２
　
エ
ピ
ク
ロ
ス
派

(1) 原
子
と
そ
の
逸
脱

３
　
エ
ピ
ク
ロ
ス
派

(2) 死
を
恐
れ
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る

４
　
エ
ピ
ク
ロ
ス
派

(3) 唯
物
論
の
世
界
に
お
け
る
神

５
　
ス
ト
ア
派

(1) 表
象
を
い
か
に
超
え
る
の
か

６
　
ス
ト
ア
派

(2) 運
命
と
責
任

７
　
ス
ト
ア
派

(3) 感
情
の
克
服

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験

80点
＋
授
業
中
に
課
す
小
レ
ポ
ー
ト
１
回

20点

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

A
.A

.ロ
ン
グ

 『
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
哲
学
』
（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
内
で
事
前
に
読
む
べ
き
資
料
な
ど
の
配
付
す
る
の
で
、
予
習
し
て
お
く
こ
と

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

西
欧
古
代
・
中
世
表
象
文
化
論

IB
Seminar on Culture and Representation in Ancient and Medieval Europe IB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 文
学
研
究
科

中
畑
　
正
志

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
5
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
西
洋
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
か
ら
古
代
後
期
に
お
い
て
哲
学
は
重
要
な
理
論
的
展
開
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
独
自
の
制
度

化
も
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
り
、
こ
ん
に
ち
の
哲
学
の
あ
り
方
を
再
校
す
る
。

 [到
達
目
標

]
「
認
識
論
」
の
基
本
問
題
は
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
の
か
、
哲
学
の
教
育
研
究
の
制
度
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ

た
の
か
な
ど
を
か
を
理
解
し
、
こ
ん
に
ち
の
哲
学
の
あ
り
方
を
歴
史
的
な
視
点
か
ら
反
省
す
る
力
を
養
う
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
論
じ
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

１
　
懐
疑
主
義

(1) 実
践
的
懐
疑

２
　
懐
疑
主
義

(2) 何
も
信
じ
ず
に
生
き
る

３
　
ポ
ス
ト
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
哲
学

４
　
プ
ラ
ト
ン
主
義
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
の
復
興

５
　
新
プ
ラ
ト
ン
主
義

(1) 階
層
的
世
界

６
　
新
プ
ラ
ト
ン
主
義

(2) 哲
学
の
制
度
化

 [履
修
要
件

]
西
欧
古
代
・
中
世
表
象
文
化
論
Ⅰ

A
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
き
わ
め
て
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験

80点
＋
授
業
内
で
課
す
小
レ
ポ
ー
ト
１
回

20点

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

A
.A

.ロ
ン
グ

 『
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
哲
学
』
（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
内
で
事
前
に
読
む
べ
き
資
料
な
ど
の
配
付
す
る
の
で
、
予
習
し
て
お
く
こ
と

 

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

西
欧
古
代
・
中
世
表
象
文
化
論

IIIＢ
Culture and Representation in Ancient and Medieval Europe IIIB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
高
谷
　
修

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
翻
訳
の
歴
史
再
考

ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
文
学
の
英
訳
を
考
え
る

 [到
達
目
標

]
西
洋
古
典
文
学
の
英
訳
を
歴
史
的
に
考
察
す
る
。
ま
ず
古
典
語
の
韻
律
法
に
関
し
て
初
歩
的
な
学
識
を
確
認
す
る
。

次
に
古
典
作
品
の
英
訳
を
検
討
し
、
翻
訳
の
実
際
を
検
討
し
た
後
で
、
翻
訳
理
論
に
対
す
る
知
見
を
深
め
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
作
品
と
そ
の
英
訳
を
検
討
し
、
考
察
す
る
。

 [履
修
要
件

]
ギ
リ
シ
ア
語
や
ラ
テ
ン
語
を
学
ん
で
い
な
く
て
も
よ
い
が
、
こ
れ
ら
の
外
国
語
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
学
生
を
歓
迎

し
た
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
の
発
言
と
期
末
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
予
定
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

高
谷
修

 『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
文
学
と
十
八
世
紀
英
文
学
』
（
世
界
思
想
社
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
時
間
、
古
典
文
学
と
そ
の
英
訳
を
プ
リ
ン
ト
配
布
す
る
の
で
、
前
も
っ
て
予
習
し
て
お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

西
欧
古
代
・
中
世
表
象
文
化
論
演
習
Ｉ
Ａ

Seminar on Culture and Representation in Ancient and Medieval Europe IA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
高
谷
　
修

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
を
読
む

古
典
ギ
リ
シ
ア
語
を
学
習
し
た
学
生
の
た
め
の
ギ
リ
シ
ア
語
中
級
講
座
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
』
を
読
む
。
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
に
親
し
み
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
を
楽
し
む
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
韻
文
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
先
を
急
が
ず
、

festina lente で
読
み
進
め
た
い
。
毎
回
、
ま
す
学
生
が
読
ん
で
訳
し
教
師
が
解
説
す
る
と
い
う
方
法

を
と
る
。
今
年
度
は

 1313　
行
か
ら
読
み
始
め
る
予
定
。

 [履
修
要
件

]
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
を
学
習
し
て
い
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
毎
回
の
活
躍
と
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
John Ferguson, ed.  『

E
uripides: H

ippolytus』
（

B
ristol C

lassical Press）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
慣
れ
る
ま
で
は
ゆ
っ
く
り
読
む
が
、
慣
れ
る
に
従
い
速
度
を
上
げ
た
い
。
毎
回
よ
く
予
習
を
し
て
く
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

西
欧
古
代
・
中
世
表
象
文
化
論
演
習
Ｉ
Ｂ

Seminar on Culture and Representation in Ancient and Medieval Europe IB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
高
谷
　
修

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
を
読
む

 

古
典
ギ
リ
シ
ア
語
を
学
習
し
た
学
生
の
た
め
の
ギ
リ
シ
ア
語
中
級
講
座
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
『

ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
』
を
読
む
。
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
に
親
し
み
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
韻
文
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

  

 [授
業
計
画
と
内
容

]
前
期
に
引
き
続
い
て
読
む
。
先
を
急
が
ず
、

festina lente で
読
み
進
め
た
い
。
毎
回
、
ま
す
学
生
が
読
ん
で
訳
し
教

師
が
解
説
す
る
と
い
う
方
法
を
と
る
。

 [履
修
要
件

]
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
を
学
習
し
て
い
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
毎
回
の
活
躍
と
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
John Ferguson, ed.  『

E
uripides: H

ippolytus』
（

B
ristol C

lassical Press）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
慣
れ
る
ま
で
は
ゆ
っ
く
り
読
む
が
、
慣
れ
る
に
従
い
速
度
を
上
げ
た
い
。
毎
回
よ
く
予
習
を
し
て
く
る
こ
と
。

  

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

西
欧
古
代
・
中
世
表
象
文
化
論
演
習

IIIA
Seminar on Culture and Representation in Ancient and Medieval Europe IIIA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
高
谷
　
修

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
ダ
ン
テ
の
　

L
a D

ivina C
om

m
edia　
を
読
む
。
　
　
　

 [到
達
目
標

]
ダ
ン
テ
の
韻
文
が
読
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
昨
年
に
引
き
続
い
て
、
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
を
読
む
。
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
最
大
の
叙
事
詩
人
。

L
a D

ivina 
C

om
m

ediaは
中
世
に
屹
立
す
る
偉
大
な
作
品
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
作
品
を

C
harles 

Singleton編
集
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
精
読
し
、
＜
神
曲
＞
と
称
揚
さ
れ
た
世
界
に
親
し
む
。

　
今
年
度
は
、
「
煉
獄
篇
」
第
　
３

 歌
か
ら
読
む
予
定
。

 [履
修
要
件

]
イ
タ
リ
ア
語
初
級
を
学
習
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
の
活
躍
と
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
C

harles Singleton　
(ed.) 『

D
ante: Inferno』

（
Princeton U

niversity Press）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回

30行
を
目
安
に
読
む
の
で
、
予
習
を
し
て
く
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

西
欧
古
代
・
中
世
表
象
文
化
論
演
習

IIIB
Seminar on Culture and Representation in Ancient and Medieval Europe IIIB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
高
谷
　
修

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
前
期
に
引
き
続
い
て
、
ダ
ン
テ
の
　

L
a D

ivina C
om

m
edia　
を
読
む
。
　
　
　

 [到
達
目
標

]
ダ
ン
テ
の
韻
文
が
読
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

  

 [授
業
計
画
と
内
容

]
前
期
に
引
き
続
い
て
、
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
を
読
む
。
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
最
大
の
叙
事
詩
人
。

L
a D

ivina 
C

om
m

ediaは
中
世
に
屹
立
す
る
偉
大
な
作
品
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
作
品
を

C
harles 

Singleton編
集
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
精
読
し
、
＜
神
曲
＞
と
称
揚
さ
れ
た
世
界
に
親
し
む
。

 [履
修
要
件

]
イ
タ
リ
ア
語
初
級
を
学
習
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
の
活
躍
と
レ
ポ
ー
ト
で
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
C

harles Singleton (ed.) 『
D

ante: Inferno』
（

Princeton U
niversity Press）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回

30行
を
目
安
に
読
む
の
で
、
予
習
を
し
て
く
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

文
化
環
境
学
入
門
Ａ

Introduction to Cultural and Environm
ental Studies A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
中
嶋
　
節
子

助
教

 人間・環境学研究科
藤
原
　
学

教
授

 人間・環境学研究科
風
間
　
計
博

助
教

 人間・環境学研究科
金
子
　
守
恵

教
授

 人間・環境学研究科
小
島
　
泰
雄

教
授

 人間・環境学研究科
小
方
　
登

 

配
当
学
年

 1,2回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
文
化
環
境
学
系
の
文
化
・
地
域
環
境
論
関
係
の
教
員
に
よ
る
入
門
編
の
リ
レ
ー
講
義
で
あ
る
。

本
領
域
を
構
成
す
る
文
化
人
類
学
・
環
境
構
成
論
・
地
域
空
間
論
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
固
有
の
研
究
主
題
と
方
法

論
を
概
略
的
に
紹
介
す
る
。
統
一
テ
ー
マ
は
特
に
設
け
な
い
。
さ
ら
に
は
、
課
題
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
諸
分
野

を
縦
断
す
る
研
究
学
習
方
法
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
研
究
例
な
ど
を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
文
化
・
地
域
環
境
論
に
関
わ
る
、
文
化
人
類
学
・
環
境
構
成
論
・
地
域
空
間
論
の
基
本
的
な
考
え
方
や
概
念
を
理
解

す
る
。
と
く
に
、
履
修
学
生
の
専
攻
以
外
の
学
問
に
関
す
る
分
野
横
断
的
な
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら

の
研
究
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
を
目
指
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
地
域
空
間
論
・
文
化
人
類
学
・
環
境
構
成
論
そ
れ
ぞ
れ
４
回
ず
つ
講
義
を
行
う
。

 [履
修
要
件

]
文
化
・
地
域
環
境
論
講
座
の
修
士
課
程
大
学
院
生
は
、
必
ず
履
修
す
る
こ
と
。

リ
レ
ー
形
式
の
講
義
に
よ
っ
て

3つ
の
分
野
に
つ
い
て
基
本
的
な
理
解
を
め
ざ
す
こ
と
か
ら
、
と
く
に
出
席
を
重
視

す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
と
レ
ポ
ー
ト
（

2本
）
に
よ
り
評
価
す
る
。

レ
ポ
ー
ト
の
課
題
は
そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
か
ら
提
示
さ
れ
る
。
複
数
の
教
員
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
こ
と
。

3人
以

上
の
教
員
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
た
場
合
は
、
よ
り
高
い
評
価
を
得
た
２
つ
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
成
績
に
反
映
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
資
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
が
授
業
中
に
指
示
す
る
か
、
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
各
分
野
の
入
門
文
献
を
事
前
に
読
ん
で
お
く
。
ま
た
、
各
教
員
に
よ
っ
て
授
業
中
に
提
示
さ
れ
た
文
献
を
読
解
し
、

自
主
的
に
理
解
を
深
め
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

関
心
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

文
化
環
境
学
入
門
Ｂ

Introduction to Cultural and Environm
ental Studies B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
岡
　
真
理

准
教
授

 人間・環境学研究科
勝
又
　
直
也

教
授

 人間・環境学研究科
小
倉
　
紀
蔵

教
授

 人間・環境学研究科
松
浦
　
茂

教
授

 人間・環境学研究科
赤
松
　
紀
彦

教
授

 人間・環境学研究科
稲
垣
　
直
樹

准
教
授

 人間・環境学研究科
塩
塚
　
秀
一
郎

 

配
当
学
年

 1,2回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
比
較
文
明
論
諸
分
野
の
基
礎
的
な
理
論
と
知
識
を
、
各
担
当
教
員
が
具
体
的
な
テ
ー
マ
を
と
り
あ
げ
て
概
説
し
ま
す
。

 [到
達
目
標

]
そ
れ
ぞ
れ
の
文
明
が
も
つ
地
域
的
特
性
を
多
角
的
に
分
析
し
、
文
明
相
互
の
交
流
と
そ
の
文
化
的
所
産
に
つ
い
て
考

察
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
理
論
と
知
識
を
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
文
化
・
環
境
学
系
の
比
較
文
明
論
関
係
の
諸
教
員
に
よ
る
リ
レ
ー
講
義
で
す
。
各
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
を
生
か

し
た
入
門
講
義
を
行
い
ま
す
。
以
下
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
（
な
お
、
順
序
、
テ
ー
マ
、
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て

は
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）
。

第
１
、
２
回
：
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
勝
又
直
也

 「
ユ
ダ
ヤ
学
入
門
」

第
３
、
４
回
：
岡
真
理
　
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
　
～
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
淵
源
～
」
　
　
　

第
５
、
６
回
：
小
倉
紀
蔵
「
朝
鮮
半
島
の
文
明
論
的
・
文
化
論
的
世
界
観
」

第
７
、
８
回
：
松
浦
茂
「
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
中
国
視
察
報
告
」

第
９
、
１
０
回
：
赤
松
紀
彦
「
大
田
南
畝
が
見
た
中
国
伝
統
劇
」

第
１
１
、
１
２
回
：
稲
垣
直
樹
「
『
比
較
パ
ラ
ダ
イ
ム
文
明
論
』
の
概
説
―
キ
モ
ノ
と
パ
リ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
例

と
し
て
」

第
１
３
、
１
４
回
：
塩
塚
秀
一
郎
　
「
母
語
以
外
の
言
語
で
書
く
作
家
た
ち
」

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
と
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。
期
末
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
の
詳
細
は
第

1回
目
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
と
き
に

説
明
し
ま
す
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

文
化
環
境
学
入
門
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



文
化
環
境
学
入
門
Ｂ

(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
各
回
、
参
考
文
献
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
る
の
で
、
授
業
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、
興
味
を
持
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

こ
う
し
た
参
考
文
献
を
た
ん
ね
ん
に
読
み
解
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

第
１
回
目
の
授
業
で
全
講
義
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
方
法
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
複
合
論
Ｂ

C
om

plex Studies of E
urasian C

ultures B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

 
未
定 未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
「
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
の
現
在
」

こ
こ
で
は
「
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
と
は
お
お
む
ね
か
つ
て
ソ
連
に
属
し
た
中
央
ア
ジ
ア
と
南
コ
ー
カ
サ
ス
（
南
カ
フ

カ
ー
ス
）
の
国
々
、
す
な
わ
ち
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
（
キ
ル
ギ
ス
）
、
タ
ジ
キ

ス
タ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
グ
ル
ジ
ア
の
領
域
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

こ
の
地
域
は
、
古
代
か
ら
の
遊
牧
民
の
活
躍
、
テ
ュ
ル
ク
化
と
イ
ス
ラ
ー
ム
化
の
進
展
、
さ
ら
に
は
非
ロ
シ
ア
・
非

ス
ラ
ヴ
地
域
と
し
て
長
ら
く
ロ
シ
ア
帝
国
・
ソ
連
体
制
の
も
と
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
共
通
の
歴
史
的
経
験
を
も
つ
。

こ
の
授
業
で
は
、

1991年
の
ソ
連
解
体
以
降
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
社
会
主
義
体
制
か
ら
の
脱
却
と
新
た
な
国
家
・
社

会
の
再
編
が
試
み
ら
れ
て
い
る
、
こ
の
興
味
深
い
地
域
の
現
在
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
の
視
座
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
ソ
連
解
体
以
降
の
研
究
動
向
を
紹
介
し
な
が
ら
、
近
現
代
史
と
現
代
の
問
題
群
を
往
還
す
る
。

個
別
の
事
例
と
し
て
は
中
央
ア
ジ
ア
、
特
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
重
点
を
置
く
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
こ
の
授
業
で
は
、
次
の
よ
う
に
、

5つ
の
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
を
立
て
、
順
次
講
義
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（
１
）
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
い
う
地
域

（
２
）
ソ
連
解
体
後
の
新
た
な
研
究
の
流
れ

（
３
）
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
ロ
シ
ア

（
４
）
社
会
主
義
と
い
う
歴
史
的
経
験

（
５
）
ソ
連
解
体
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
味
を
も
つ
課
題

こ
れ
ら
各
々
に
つ
い
て

2-3回
の
講
義
を
予
定
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
点

30％
、
期
末
の
レ
ポ
ー
ト

70％
の
割
合
で
評
価
を
行
う
。
期
末
レ
ポ
ー
ト
は
文
献
を
指
定
し
、
そ
れ
に
つ
い

て
論
じ
る
形
式
と
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

小
松
久
男
他
編

 『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
知
る
事
典
』
（
平
凡
社
）

ISB
N

:978-4-582-12636-5（
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア

全
般
に
関
す
る
読
む
事
典
）

ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
複
合
論
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
複
合
論
Ｂ

(2)

宇
山
智
彦
編

 『
中
央
ア
ジ
ア
を
知
る
た
め
の

60章
』
（
明
石
書
店
）

ISB
N

:978-4-7503-3137-9（
中
央
ア
ジ
ア
地

域
研
究
入
門
の
必
読
書
）

帯
谷
知
可

 『
朝
倉
世
界
地
理
講
座
大
地
と
人
間
の
物
語
５
　
中
央
ア
ジ
ア
』
（
朝
倉
書
店
）

ISB
N

:978-4-254-
16795-5（

近
年
の
日
本
の
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
研
究
の
成
果
が
わ
か
り
や
す
く
示
さ
れ
て
い
る
）

岩
﨑
一
郎
他
編

 『
現
代
中
央
ア
ジ
ア
論
―
変
貌
す
る
政
治
・
経
済
の
深
層
』
（
日
本
評
論
社
）

ISB
N

:4-535-55318
（
大
学
生
向
け
の
政
治
・
経
済
分
野
の
教
科
書
、
た
だ
し
絶
版
）

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://w
w

w
.cias.kyoto-u.ac.jp/(地

域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー
（
授
業
担
当
者
の
所
属
先
）

)
http://w

w
w

.jacas.jp/(日
本
中
央
ア
ジ
ア
学
会
（
関
連
す
る
主
要
学
会
の
ひ
と
つ
）

)
http://src-h.slav.hokudai.ac.jp/(北

海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
（
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
関
連
の
情
報
多
）

)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

連
絡
は
こ
ち
ら
へ
　

obiya@
cias.kyoto-u.ac.jp

授
業
内
で
関
連
の
日
本
語
参
考
文
献
一
覧
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
自
分
の
関
心
に
そ
く
し
て
そ
の
中
か
ら
選
び
、
で

き
る
だ
け
た
く
さ
ん
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
授
業
で
は
、
聞
き
な
れ
な
い
固
有
名
詞
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
溺
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
知
る
事
典
』
や
ネ
ッ
ト
な
ど
を
積
極

的
に
活
用
し
、
復
習
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
折
々
地
図
を
見
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

文
化
交
渉
複
合
論
Ａ

Cultural Encounters in Mediterrane and Middle Eastern Societies in the Middle Ages A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
勝
又
　
直
也

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
中
世
ユ
ダ
ヤ
人
が
生
み
出
し
た
ヘ
ブ
ラ
イ
文
学
の
精
読
を
通
し
て
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
っ
た
ユ
ダ
ヤ
が
、
ギ
リ
シ

ャ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
っ
た
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
文
化
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。

 [到
達
目
標

]
１
．
一
神
教
の
元
祖
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
教
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
習
得
す
る
。

２
．
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
教
文
明
と
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
文
明
や
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
宗
教
と
文
化
交
流
と
の
複
雑
な
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
）
ユ
ダ
ヤ
教
や
ユ
ダ
ヤ
学
の
紹
介
、
概
論
（
第
１
回
～
第
３
回
）

２
）
ユ
ダ
ヤ
学
の
基
本
文
献
（
聖
書
、
タ
ル
ム
ー
ド
、
ミ
ド
ラ
シ
ュ
な
ど
）
の
講
読
（
第
４
回
～
第
９
回
）

３
）
中
世
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
書
か
れ
た
典
礼
詩
や
世
俗
詩
、
マ
カ
ー
マ
と
呼
ば
れ
る
物
語
集
な
ど
の
講
読
（
第
１
０
回

～
第
１
５
回
）

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
通
常
の
講
義
で
の
議
論
へ
の
参
加
（

50％
）
、
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
（

50％
）
に
よ
り
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
布

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
配
布
さ
れ
る
講
読
用
テ
ク
ス
ト
の
入
念
な
予
習
が
必
須
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

katsum
ata.naoya.5c@

kyoto-u.ac.jpに
て
、
質
問
を
受
け
付
け
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

文
化
交
渉
複
合
論
演
習
Ａ

Sem
inar : C

ross-C
ultural R

elations in A
rts A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
勝
又
　
直
也

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
ヘ
ブ
ラ
イ
語
は
、
古
代
で
は
一
神
教
の
元
祖
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
書
の
言
語
と
し
て
、
中
世
で
は
各
国
で
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
と
し
て
生
き
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
共
通
語
と
し
て
、
現
代
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
言

語
で
す
。

ど
の
時
代
の
こ
と
を
学
ぶ
に
も
、
現
代
ヘ
ブ
ラ
イ
語
か
ら
習
得
す
る
の
が
早
道
で
す
。

こ
の
授
業
で
は
、
現
代
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
初
級
を
学
び
ま
す
。

 [到
達
目
標

]
現
代
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
初
歩
を
、
読
む
、
書
く
、
話
す
、
聞
く
と
い
う
側
面
か
ら
、
総
合
的
に
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ウ
ル
パ
ン
で
使
わ
れ
て
い
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
学
習
テ
ク
ス
ト
を
使
用
し
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
毎
週

１
課
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

前
期
の
目
標
：
１
課
～
１
５
課

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
毎
週
の
授
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
（

80％
）
と
、
小
テ
ス
ト
（

20％
）
で
評
価
し
ま
す
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
布

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
宿
題
を
し
っ
か
り
や
っ
て
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

katsum
ata.naoya.5c@

kyoto-u.ac.jpに
て
、
質
問
を
受
け
付
け
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

文
化
交
渉
複
合
論
演
習
Ｂ

Sem
inar : C

ross-C
ultural R

elations in A
rts B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
勝
又
　
直
也

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
ヘ
ブ
ラ
イ
語
は
、
古
代
で
は
一
神
教
の
元
祖
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
書
の
言
語
と
し
て
、
中
世
で
は
各
国
で
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
と
し
て
生
き
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
共
通
語
と
し
て
、
現
代
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
言

語
で
す
。

ど
の
時
代
の
こ
と
を
学
ぶ
に
も
、
現
代
ヘ
ブ
ラ
イ
語
か
ら
習
得
す
る
の
が
早
道
で
す
。

こ
の
授
業
で
は
、
現
代
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
初
級
を
学
び
ま
す
。

 [到
達
目
標

]
現
代
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
初
歩
を
、
読
む
、
書
く
、
話
す
、
聞
く
と
い
う
側
面
か
ら
、
総
合
的
に
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ウ
ル
パ
ン
で
使
わ
れ
て
い
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
学
習
テ
ク
ス
ト
を
使
用
し
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
毎
週

１
課
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

後
期
の
目
標
：
１
６
課
～
３
０
課

 [履
修
要
件

]
前
期
の
文
化
交
渉
複
合
論
演
習
Ａ
を
履
修
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
同
レ
ベ
ル
の
現
代
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を
習
得
し
て
い
る

こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
毎
週
の
授
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
（

80％
）
と
、
小
テ
ス
ト
（

20％
）
で
評
価
し
ま
す

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
布

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
宿
題
を
し
っ
か
り
や
っ
て
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

katsum
ata.naoya.5c@

kyoto-u.ac.jpに
て
、
質
問
を
受
け
付
け
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

東
ア
ジ
ア
比
較
思
想
論
Ａ

C
om

parative Studies of East A
sian Thought A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
小
倉
　
紀
蔵

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
【
授
業
の
テ
ー
マ
】
　
〈
第
三
の
生
命
〉
論
に
よ
る
諸
学
問
の
批
判

【
授
業
の
概
要
】
　
本
講
義
で
は
、
前
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
、
〈
第
三
の
生
命
〉
に
つ
い
て
考
え
る
。
こ
れ
は
、
人

類
が
今
ま
で
明
確
に
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
生
命
観
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
は
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
生
命
と
と
も
に
あ

り
、
こ
の
生
命
の
立
ち
現
わ
れ
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
へ
の
気
づ
き
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
今
学
期
は
、

人
類
が
こ
れ
ま
で
構
築
し
て
き
た
法
・
政
治
・
経
済
・
社
会
・
科
学
・
芸
術
に
関
す
る
理
論
を
総
体
的
に
批
判
し
、

さ
ら
に
そ
れ
ら
に
対
す
る
新
し
い
理
論
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
こ
れ
ま
で
「
生
命
」
だ
と
思
っ
て
き
た
も
の
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
種
類
の
「
生
命
」
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に

気
づ
く
こ
と
。
こ
れ
は
日
常
の
な
か
で
の
実
践
で
あ
り
、
机
上
の
空
論
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
気
づ
き
を
も
と
に
、

既
存
の
諸
学
問
を
再
解
釈
し
、
批
判
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
本
講
義
で
〈
第
一
の
生
命
〉
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
日
常
的
に
「
生
命
」
と
い
っ
て
い
る
、
生
物
学
的
生
命
、
肉
体
的

生
命
で
あ
る
。
し
か
し
生
命
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
宗
教
で
い
う
「
霊
的
生
命
」
「
永
遠
の
生
命
」
な
ど
、
普
遍

的
で
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
生
命
が
あ
る
。
こ
れ
を
〈
第
二
の
生
命
〉
と
名
づ
け
る
こ
と
に
す
る
。
〈
第
三
の
生
命
〉

と
は
、
〈
第
一
の
生
命
〉
で
も
〈
第
二
の
生
命
〉
で
も
な
い
〈
い
の
ち
〉
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
何
ら
の
実
体
も
持
た

ず
、
人
と
人
、
人
と
モ
ノ
な
ど
の
〈
あ
い
だ
〉
に
偶
発
的
に
立
ち
現
わ
れ
る
〈
い
の
ち
〉
だ
。

本
講
義
で
は
、
は
じ
め
に
〈
第
三
の
生
命
〉
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
そ
れ
は
、
肉
体
的
生
命
で
も
霊
的

生
命
で
も
な
い
、
〈
あ
い
だ
の
い
の
ち
〉
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
生
命
観
に
よ
っ
て
既
存
の
法
・
政
治
・
経
済
・

社
会
・
科
学
・
芸
術
理
論
を
批
判
し
、
さ
ら
に
新
し
い
理
論
を
構
築
す
る
。

授
業
で
は
以
下
の
話
題
を
、
そ
れ
ぞ
れ
２
～
３
回
の
講
義
で
扱
っ
て
い
く
。

１
．
　
　
〈
第
三
の
生
命
〉
に
よ
る
法
理
論
の
再
解
釈

２
．
　
　
〈
第
三
の
生
命
〉
に
よ
る
政
治
理
論
の
再
解
釈

３
．
　
　
〈
第
三
の
生
命
〉
に
よ
る
経
済
理
論
の
再
解
釈

４
．
　
　
〈
第
三
の
生
命
〉
に
よ
る
社
会
理
論
の
再
解
釈

５
．
　
　
〈
第
三
の
生
命
〉
に
よ
る
科
学
理
論
の
再
解
釈

６
．
　
　
〈
第
三
の
生
命
〉
に
よ
る
芸
術
理
論
の
再
解
釈

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
①
平
常
点
：
４
０
％
　
②
期
末
レ
ポ
ー
ト
：
６
０
％

東
ア
ジ
ア
比
較
思
想
論
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

東
ア
ジ
ア
比
較
思
想
論
Ａ

(2)

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
法
・
政
治
・
経
済
・
社
会
・
科
学
・
芸
術
な
ど
に
関
し
て
、
生
命
論
的
な
切
り
口
か
ら
思
考
す
る
く
せ
を
身
に
つ
け

る
こ
と
。
日
常
を
生
き
る
感
性
を
研
ぎ
澄
ま
す
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

東
ア
ジ
ア
比
較
思
想
論
Ｂ

C
om

parative Studies of East A
sian Thought B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
小
倉
　
紀
蔵

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
【
授
業
の
テ
ー
マ
】
　

「
日
本
哲
学
」
の
諸
問
題
・
・
・
生
命
論
を
中
心
に

【
授
業
の
概
要
】
　

い
ち
ど
死
に
瀕
し
た
「
日
本
哲
学
」
は
再
生
さ
れ
う
る
の
か
。
さ
れ
う
る
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
脈
絡
で
可
能
な

の
か
。
こ
の
講
義
で
は
、
「
日
本
哲
学
」
を
中
国
・
朝
鮮
（
韓
国
）
・
西
洋
と
い
う
他
者
の
文
脈
の
中
に
い
ち
ど
落

と
し
込
ん
で
、
そ
こ
か
ら
も
う
い
ち
ど
批
判
的
に
掬
い
上
げ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
「
日
本
」
と
い
う
固
有
名
詞

を
い
っ
た
ん
無
化
し
よ
う
と
し
、
あ
る
い
は
徹
底
的
に
他
者
化
し
て
み
た
う
え
で
、
そ
れ
で
も
何
か
「
か
た
ち
」
の

よ
う
な
も
の
を
掬
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
否
か
、
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
吟
味
し
て
み
よ
う
。
特
に
、

生
命
と
美
の
関
係
に
つ
い
て
、
日
本
に
「
固
有
」
の
思
考
と
い
う
も
の
は
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
、
に
つ
い
て
集
中

的
に
考
察
し
て
み
た
い
。

 [到
達
目
標

]
日
本
の
思
想
を
、
中
国
・
朝
鮮
（
韓
国
）
・
西
洋
と
い
う
他
者
の
文
脈
の
中
に
い
ち
ど
落
と
し
込
ん
で
、
そ
こ
か
ら

も
う
い
ち
ど
批
判
的
に
掬
い
上
げ
て
み
る
と
い
う
作
業
が
で
き
る
よ
う
な
視
野
を
身
に
つ
け
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
授
業
で
は
以
下
の
話
題
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
～
２
回
の
講
義
で
扱
っ
て
い
く
。

１
．
　
　
「
日
本
哲
学
」
の
諸
相

２
．
　
　
古
代
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る
生
命
観

３
．
　
　
平
安
時
代
の
文
学
に
関
す
る
哲
学
的
諸
論
点

４
．
　
　
鎌
倉
時
代
仏
教
の
生
命
論

５
．
　
　
徳
川
時
代
儒
教
の
全
面
的
再
解
釈

６
．
　
　
明
治
・
大
正
時
代
の
諸
思
想

７
．
　
　
西
田
幾
多
郎
と
京
都
学
派
の
生
命
論

８
．
　
　
柳
宗
悦
と
民
藝
の
認
識
論

９
．
　
　
三
島
由
紀
夫
の
生
命
哲
学

１
０
．
　
ま
と
め

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
①
平
常
点
：
４
０
％
　
②
期
末
レ
ポ
ー
ト
：
６
０
％

東
ア
ジ
ア
比
較
思
想
論
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

東
ア
ジ
ア
比
較
思
想
論
Ｂ

(2)

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
自
分
の
好
き
な
思
想
家
・
文
学
者
・
哲
学
者
と
徹
底
的
に
時
間
を
か
け
て
孤
独
に
向
き
合
う
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

東
ア
ジ
ア
比
較
思
想
論
演
習
Ａ

Seminar on Comparative Studies of East Asian Thought A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
小
倉
　
紀
蔵

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
【
授
業
の
テ
ー
マ
】
　

『
論
語
』
を
読
む

【
授
業
の
概
要
】
　

こ
れ
ま
で
中
国
・
朝
鮮
（
韓
国
）
・
日
本
で
展
開
さ
れ
て
き
た
『
論
語
』
の
解
釈
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
読
み
方
を

試
み
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
こ
れ
ま
で
の
『
論
語
』
解
釈
は
、
孔
子
を
孟
子
的
に
理
解
し
て
き
た
」
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
、
朱
子
学
以
降
の
『
論
語
』
解
釈
が
す
べ
て
孔
子
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
根
源
的
理
由
が
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
朱
子
学
以
降
に
、
「
孔
孟
に
帰
れ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
朱
子
学
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
学
者
た
ち
も

出
現
し
た
が
、
「
孔
孟
」
と
い
う
言
葉
で
孔
子
と
孟
子
を
並
列
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
孔
子
そ
の
人
に
は
帰
れ
な
い
の

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
孔
子
と
孟
子
は
、
同
じ
儒
家
に
属
し
て
い
な
が
ら
ま
っ
た
く
異
な
る
世
界
観
の
持
ち
主
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
古
典
の
世
界
を
、
新
た
な
批
判
的
視
点
か
ら
全
面
的
に
再
解
釈
す
る
と
は
い
か
な
る
作
業
な
の
か
。
そ
の
こ
と
に
習

熟
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
『
論
語
』
を
冒
頭
か
ら
読
む
。
そ
の
際
、
朱
子
に
よ
る
註
を
丁
寧
に
読
み
解
き
な
が
ら
、
こ
の
註
が
な
ぜ
孔
子
そ
の

人
か
ら
隔
絶
し
て
し
ま
っ
た
の
か
を
正
確
に
理
解
す
る
。
し
か
し
ま
た
、
朱
子
学
以
降
の
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
朱

子
に
よ
る
註
の
世
界
観
が
知
識
人
の
精
神
世
界
を
支
配
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

朱
子
学
以
降
の
東
ア
ジ
ア
と
い
う
時
空
間
が
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
現
実
問
題
に
対
し
て

も
、
充
分
な
目
配
り
を
す
る
よ
う
配
慮
す
る
。

授
業
で
は
以
下
の
諸
概
念
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
２
～
４
回
の
講
義
で
扱
っ
て
い
く
。

１
．
君
子
と
小
人

２
．
仁

３
．
礼

４
．
学
と
知

５
．
生
命
観

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
①
平
常
点
：
４
０
％
　
　
②
期
末
レ
ポ
ー
ト
：
６
０
％

 [教
科
書

]
金
谷
治

 『
ワ
イ
ド
版
岩
波
文
庫
　
論
語
』
（
岩
波
書
店
）

ISB
N

:4-00-007169-6
『
論
語
』
全
体
を
参
照
す
る
た
め
に
必
ず
上
記
の
本
を
授
業
時
に
持
っ
て
く
る
こ
と
。
朱
子
の
註
に
関
し
て
は
プ
リ

ン
ト
を
配
布
す
る
。

東
ア
ジ
ア
比
較
思
想
論
演
習
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

東
ア
ジ
ア
比
較
思
想
論
演
習
Ａ

(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

小
倉
紀
蔵

 『
新
し
い
論
語
』
（
筑
摩
書
房
）

ISB
N

:978-4-480-06757-9

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
で
読
む
の
は
『
論
語
』
だ
が
、
『
論
語
』
を
立
体
的
に
理
解
す
る
た
め
に
、
『
孟
子
』
や
『
老
子
』
な
ど
の
古

典
も
読
む
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

東
ア
ジ
ア
比
較
思
想
論
演
習
Ｂ

Seminar on Comparative Studies of East Asian Thought B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
小
倉
　
紀
蔵

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
【
授
業
の
テ
ー
マ
】
　

東
ア
ジ
ア
思
想
・
文
化
論
文
作
成
指
導

【
授
業
の
概
要
】
　

東
ア
ジ
ア
思
想
・
文
化
に
関
す
る
研
究
の
方
法
論
を
習
得
し
、
実
際
に
論
文
を
執
筆
す
る
た
め
の
様
々
な
指
導
を
す

る
。
具
体
的
に
は
、
毎
回
、
学
生
が
論
文
内
容
の
発
表
を
し
て
そ
れ
に
対
す
る
質
疑
応
答
、
論
評
を
参
加
者
全
員
で

行
う
。

 [到
達
目
標

]
学
術
論
文
の
書
き
方
を
学
び
、
水
準
の
高
い
研
究
と
は
い
か
な
る
概
念
な
の
か
に
つ
い
て
多
角
度
か
ら
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
こ
の
授
業
に
は
学
部
生
、
修
士
課
程
学
生
、
博
士
後
期
課
程
学
生
が
一
緒
に
な
っ
て
参
加
す
る
。
各
自
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
、
内
容
を
発
表
し
、
全
員
で
そ
れ
に
関
し
て
議
論
す
る
。
１
人
に
つ
き
発
表
時
間
は
２
０
分
、
討
論
時
間
は

４
０
分
と
す
る
。
た
だ
し
発
表
文
は
事
前
に
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
参
加
者
全
員
に
配
布
し
、
参
加
者
は
そ
れ
を
あ
ら
か

じ
め
読
ん
で
か
ら
授
業
に
臨
む
こ
と
に
す
る
。

第
０
１
回
　
　
　
　
　
論
文
テ
ー
マ
、
目
次
、
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
、
発
表
・
司
会
の
順
番
を
決
め
る

第
０
２
回
～
第
１
４
回
　
論
文
発
表
お
よ
び
論
評
、
討
論

第
１
５
回
　
　
　
　
　
全
体
ま
と
め

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
論
文
作
成
の
進
行
上
に
お
け
る
発
表
と
討
論
の
内
容
を
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
自
分
独
自
の
研
究
テ
ー
マ
を
見
つ
け
る
た
め
に
努
力
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
磨
く
た
め
に
必
要
な
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

文
献
を
探
し
、
読
む
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
思
想
文
化
論
Ａ

Studies on Postcolonial Thoughts and Cultures A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
岡
　
真
理

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
テ
ー
マ
は
「
〈
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
〉
か
ら
ガ
ザ
へ
」
。

2014年
夏
、
イ
ス
ラ
エ
ル
占
領
下
の
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
は
、

51日
間
に
わ
た
り
イ
ス
ラ
エ
ル
の
猛
攻
撃
を
浴

び
た
。
死
者
は

2000名
以
上
（
う
ち

8割
が
民
間
人
、

500人
以
上
が
子
ど
も
）
、
国
連
施
設
も
狙
い
撃
ち
さ
れ
た
。

完
全
封
鎖
さ
れ
た
ガ
ザ
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
大
規
模
軍
事
攻
撃
は
こ
の
６
年
間
に
実
に
３
度
に
及
ぶ
。
繰
り
返

さ
れ
る
戦
争
犯
罪
、
人
道
に
対
す
る
罪
、
そ
し
て
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
犠
牲
者
で
あ
る
は
ず
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
っ
て

繰
り
返
さ
れ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
。
「
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
」
と
は
、
い
か
な
る
問
題
な
の
か
？
　
そ
の
問
題
の
歴
史
的

根
源
か
ら
今
日
的
状
況
ま
で
を
解
説
す
る
。
旧
約
聖
書
に
遡
る
ユ
ダ
ヤ
と
ア
ラ
ブ
の
民
族
問
題
、
あ
る
い
は
ユ
ダ
ヤ

と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
対
立
と
い
っ
た
巷
間
流
布
す
る
「
理
解
」
が
、
い
か
に
事
実
と
乖
離
す
る
「
神
話
」
で
あ
る

か
、
そ
し
て
、
遠
い
中
東
固
有
の
問
題
と
思
わ
れ
て
い
た
そ
れ
が
、
実
は
、
私
た
ち
の
生
き
る
こ
の
社
会
、
こ
の
国

の
歴
史
的
鏡
像
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

 [到
達
目
標

]
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
も
含
め
、
基
礎
的
な
知
識
が
習
得
で
き
る
。
ま
た
、
パ
レ

ス
チ
ナ
問
題
を
現
代
世
界
を
生
き
る
人
間
の
普
遍
的
問
題
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
専
門
的
な
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
に
お
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ
に
関
す
る
報
道
が
、
事
実
を
伝
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
い
か
に
事
実
を
隠

蔽
す
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
が
養
わ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
世
界
観
や
歴
史
認
識
を
規
定
し
て
い
る
「
知
」
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
批
判
的
に
問
う

力
が
身
に
つ
く
と
と
も
に
、
中
東
の
パ
レ
ス
チ
ナ

/イ
ス
ラ
エ
ル
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
、
東
ア
ジ
ア
に
生
き
る
私
た
ち

と
、
歴
史
の
地
脈
に
よ
っ
て
深
く
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
各
テ
ー
マ
、
２
～
３
回
の
講
義
を
予
定
し
て
い
る
。

１
．
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
　
「
人
権
の
彼
方
」
と
し
て
の
〈
パ
レ
ス
チ
ナ
〉

　
　
　
２
．

2014夏
　
ガ
ザ
で
何
が
起
こ
っ
た
か
―
―
繰
り
返
さ
れ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

３
．
封
鎖
―
―
殺
戮
な
き
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

４
．
未
完
の
ナ
ク
バ
、
あ
る
い
は
漸
進
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

５
．
「
ユ
ダ
ヤ
国
家
」
と
は
何
か

「
パ
レ
ス
チ
ナ
で
今
、
何
が
起
き
て
い
る
か
」
に
つ
い
て
も
適
宜
、
と
り
あ
げ
る
予
定
。

 [履
修
要
件

]
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
思
想
文
化
論
演
習
も
併
せ
て
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
思
想
文
化
論
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
思
想
文
化
論
Ａ

(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（

50%
）
と
期
末
テ
ス
ト
（

50％
）

平
常
点
は
議
論
へ
の
積
極
的
参
加
（

50％
）
、
課
題
（
小
レ
ポ
ー
ト
や
発
表
）
（

50%
）
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

広
河
隆
一

 『
パ
レ
ス
チ
ナ
　
新
版
』
（
岩
波
書
店
）

ISB
N

:ISB
N

-13: 978-4004307846（
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
入

門
書
。
何
も
知
ら
な
い
人
は
ま
ず
、
こ
の
本
か
ら
。
新
書
な
の
で
読
み
や
す
い
。
）

奈
良
本
英
佑

 『
パ
レ
ス
チ
ナ
の
歴
史
』
（
明
石
書
店
）

ISB
N

:ISB
N

-13: 978-4750321325（
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の

歴
史
を
概
観
す
る
た
め
に
。
）

エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド

 『
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
』
（
み
す
ず
書
房
）

ISB
N

:ISB
N

-13: 978-4622070849（
上
級
者

向
け
。
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
を
詳
細
に
解
説
。
）

エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド

 『
イ
ス
ラ
ム
報
道
』
（
み
す
ず
書
房
）

エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド

 『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
（
平
凡
社
）

上
に
挙
げ
た
の
は
、
ご
く
基
本
的
な
文
献
。
必
要
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
授
業
中
、
随
時
、
指
示
す
る
。

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://palestine-heiw
a.org/(パ
レ
ス
チ
ナ
情
報
セ
ン
タ
ー
　
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ
な
情
報
の
ア
ー
カ
イ
ブ

)
http://electronicintifada.net/(エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ
　
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ
な
情
報
の
英
語

の
情
報
サ
イ
ト

)
http://im

eu.org/(Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｕ
　
　
同
上

)
http://m

ondow
eiss.net/(同

上
)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
つ
い
て
基
礎
的
知
識
を
身
に
つ
け
、
専
門
的
理
解
を
深
め
る
た
め
の
授
業
だ
が
、
時
間
的
制
約

も
あ
り
、
概
説
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
、
適
宜
、
参
考
文
献
等
を
挙
げ
る
の
で
、
自
主
的
に

そ
れ
ら
を
読
ん
で
お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

日
常
的
に
パ
レ
ス
チ
ナ
お
よ
び
中
東
世
界
に
関
心
を
も
ち
、
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
や
映
画
、
書
籍
な
ど
に
積
極
的
に
触

れ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
上
述
の
サ
イ
ト
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
報
道
し
な
い
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ
な
情
報
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
日
常
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
で
今
、
何
が
起
き
て
い
る
か
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
ほ
し
い
。

毎
回
、
担
当
者
を
決
め
、
授
業
の
冒
頭
、

1人
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
に
つ
い
て
、
５
分
間
の
ミ
ニ

発
表
を
行
な
っ
て
も
ら
う
予
定
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
思
想
文
化
論
Ｂ

Studies on Postcolonial Thoughts and Cultures B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
岡
　
真
理

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
前
期
に
引
き
続
き
、
「
〈
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
〉
か
ら
ガ
ザ
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
人
文
学
的
見
地
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題

を
考
え
る
。
後
期
で
は
と
く
に
、
文
学
テ
ク
ス
ト
、
映
像
テ
ク
ス
ト
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の

各
論
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
に
考
察
す
る
。

 [到
達
目
標

]
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
も
含
め
、
基
礎
的
な
知
識
が
習
得
で
き
る
。
ま
た
、
パ
レ

ス
チ
ナ
問
題
を
現
代
世
界
を
生
き
る
人
間
の
普
遍
的
問
題
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
専
門
的
な
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
に
お
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ
に
関
す
る
報
道
が
、
事
実
を
伝
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
い
か
に
事
実
を
隠

蔽
す
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
が
養
わ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
世
界
観
や
歴
史
認
識
を
規
定
し
て
い
る
「
知
」
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
批
判
的
に
問
う

力
が
身
に
つ
く
と
と
も
に
、
中
東
の
パ
レ
ス
チ
ナ

/イ
ス
ラ
エ
ル
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
、
東
ア
ジ
ア
に
生
き
る
私
た
ち

と
、
歴
史
の
地
脈
に
よ
っ
て
深
く
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
る
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
後
期
授
業
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
扱
う
予
定
。
各
テ
ー
マ
、
３
回
～
４
回
の
授
業
を
予
定
し
て
い
る
。

１
）
〈
難
民
〉
と
は
何
か

　
　
・
人
間
が
難
民
と
な
る
と
い
う
こ
と
、
難
民
と
し
て
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
。

　
　
・
〈
難
民
〉
か
ら
逆
照
射
さ
れ
る
〈
祖
国
〉

２
）
〈
占
領
〉
と
は
何
か

　
　
・
構
造
的
暴
力
と
し
て
の
占
領

　
　
・
占
領
と
レ
イ
シ
ズ
ム

３
）
イ
ス
ラ
エ
ル
と
は
何
か

　
　

 [履
修
要
件

]
前
期
に
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
思
想
文
化
論
Ａ
を
受
講
し
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
前
期
に
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
思
想
文
化
論
演
習
も
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（

50％
）
と
期
末
レ
ポ
ー
ト
（

50％
）

平
常
点
は
、
授
業
へ
の
積
極
的
参
加
（

50％
）
お
よ
び
課
題
（
小
レ
ポ
ー
ト
等
）
（

50％
）
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
思
想
文
化
論
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
思
想
文
化
論
Ｂ

(2)

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

ガ
ッ
サ
ー
ン
・
カ
ナ
フ
ァ
ー
ニ
ー

 『
太
陽
の
男
た
ち

/ハ
イ
フ
ァ
に
戻
っ
て
』
（
河
出
書
房
新
社
）

サ
ラ
・
ロ
イ

 『
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
か
ら
ガ
ザ
へ
』
（
青
土
社
）

土
井
敏
邦

 『
沈
黙
を
破
る
―
―
元
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
将
兵
が
語
る
”
占
領
”
』
（
岩
波
書
店
）

ヤ
コ
ブ
・
ラ
ブ
キ
ン

 『
イ
ス
ラ
エ
ル
と
は
何
か
』
（
平
凡
社
）

ト
ム
・
セ
ゲ
ヴ

 『
7番
目
の

100万
人
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
で
は
い
ろ
い
ろ
な
参
考
文
献
を
紹
介
す
る
予
定
。
そ
れ
ら
を
可
能
な
限
り
読
む
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
思
想
文
化
論
演
習
Ａ

Sem
inar on Postcolonial Thoughts and Cultures A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
岡
　
真
理

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
「
思
想
と
し
て
の
パ
レ
ス
チ
ナ
」
を
テ
ー
マ
に
、
現
代
世
界
に
生
き
る
人
間
の
普
遍
的
な
思
想
的
課
題
と
し
て
「
パ

レ
ス
チ
ナ
問
題
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
「
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
」
と
い
う
と
巷
間
一
般
に
、
旧
約
聖
書
の
時
代
に
ま

で
遡
る
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
ア
ラ
ブ
人
の
民
族
対
立
、
あ
る
い
は
ユ
ダ
ヤ
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
対
立
で
あ
る
か
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
て
お
り
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で
も
イ
ス
ラ
エ
ル
の
主
張
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
主
張
と
同
一
視
さ
れ
て
報
道
さ

れ
る
一
方
で
、
「
ユ
ダ
ヤ
国
家
」
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
異
議
を
唱

え
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
主
張
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
い
。
授
業
で
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ

/イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
と
呼

ば
れ
る
も
の
が
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
い
か
な
る
問
題
で
あ
る
か
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、
パ
レ
ス

チ
ナ
問
題
の
真
の
解
決
と
は
ど
こ
に
あ
る
か
に
つ
い
て
実
践
的
に
考
え
る
。

 [到
達
目
標

]
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
と
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
基
礎
的
知
識
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
同
問
題
の
考

察
を
通
し
て
、
現
代
世
界
を
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
視
座
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
２
回
生
は
、

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
と
い
う
具
体
的
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
現
代
世
界
に
お
け
る
植
民
地
主
義
と
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ

ア
ル
の
諸
問
題
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。
３
回
生
は
、
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
で
、
卒
業

研
究
に
つ
な
が
る
専
門
的
知
見
と
、
考
察
・
分
析
の
方
法
を
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
英
語
の
文
章
を
テ
ク
ス
ト
に
す
る
の
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
つ
い
て
英
語
で
論
じ
る
こ
と
の
で
き
る
基
礎

的
な
語
彙
力
も
習
得
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
こ
れ
ま
で
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
を
通
史
的
に
概
説
し
た
日
本
語
の
書
籍
を
教
科
書
に
、

1人
1章
ず
つ
発
表
担
当
者

を
決
め
、
半
期
で
通
読
す
る
こ
と
で
、
問
題
の
概
略
と
本
質
の
把
握
に
努
め
た
が
、
今
年
度
は
、
講
義
科
目
の
ポ
ス

ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
思
想
文
化
論
と
連
動
さ
せ
、
問
題
の
概
説
は
講
義
で
お
こ
な
う
こ
と
と
し
、
本
演
習
で
は
、
パ
レ
ス

チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
の
「
今
」
を
伝
え
る
短
め
の
英
文
テ
ク
ス
ト
を
可
能
な
限
り
た
く
さ
ん
読
む
こ
と
で
、
パ

レ
ス
チ
ナ
問
題
と
は
何
か
、
そ
し
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
を
め
ぐ
る
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ク
を
具
体
的
か
つ
実
践
的
に

理
解
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

占
領
、
封
鎖
、
難
民
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ユ
ダ
ヤ
人
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
、
ア
メ
リ
カ
の

ユ
ダ
ヤ
人
、
メ
デ
ィ
ア
の
パ
レ
ス
チ
ナ
報
道
な
ど
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

を
扱
う
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
起
き
て
い
る
出
来
事
に
つ
い
て
論
じ
た
短
め
の
英
文
の
論
考
を
１
回
に
つ
き
１
本
な
い

し
２
本
、
読
む
予
定
。

毎
回
、
担
当
者
が
レ
ジ
ュ
メ
を
作
り
、
発
表
を
行
い
、
そ
の
あ
と
全
員
で
、
テ
ク
ス
ト
の
内
容
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

 [履
修
要
件

]
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
思
想
文
化
論
も
併
せ
て
履
修
す
る
こ
と
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
思
想
文
化
論
演
習
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
思
想
文
化
論
演
習
Ａ

(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（
議
論
へ
の
積
極
的
参
加

50％
、
課
題

50％
）
。

 [教
科
書

]
随
時
、
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
担
当
者
は
、
自
分
が
担
当
す
る
テ
ク
ス
ト
の
内
容
に
つ
い
て
、
レ
ジ
ュ
メ
を
作
り
、
授
業
で
発
表
す
る
。
担
当
者
以

外
の
者
た
ち
は
、
テ
ク
ス
ト
を
読
み
、
授
業
で
議
論
す
べ
き
論
点
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
は
、
受
講
者
に
よ
る
発
表
を
中
心
に
お
こ
な
う
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
思
想
文
化
論
演
習
Ｂ

Sem
inar on Postcolonial Thoughts and Cultures B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
岡
　
真
理

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
前
期
に
引
き
続
き
、
「
思
想
と
し
て
の
パ
レ
ス
チ
ナ
」
を
テ
ー
マ
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
つ
い
て
思
想
的
に
考
察

す
る
。

 [到
達
目
標

]
前
期
の
到
達
目
標
に
加
え
、
学
ん
だ
こ
と
の
中
か
ら
、
自
分
で
「
問
い
」
を
見
つ
け
、
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
複
数
の

文
献
を
参
照
し
て
、
分
析
・
考
察
を
展
開
し
、
論
証
す
る
力
を
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
「
思
想
と
し
て
の
パ
レ
ス
チ
ナ
」
を
テ
ー
マ
に
、
参
加
者
は
、
各
自
の
関
心
に
基
づ
い
て
テ
ー
マ
を
定
め
、
個
人
研

究
を
お
こ
な
い
、
適
宜
、
発
表
し
、
期
末
に
そ
れ
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。

同
時
に
、
参
加
者
全
員
で
、
文
献
の
講
読
も
併
せ
て
行
う
。

何
を
講
読
す
る
か
は
、
参
加
者
の
関
心
に
応
じ
て
選
ぶ
。

 [履
修
要
件

]
留
学
等
、
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
前
期
の
演
習
を
履
修
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
基
礎
を
学
ん
で
い
る
こ
と
。

ま
た
、
前
期
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
思
想
文
化
論
Ａ
を
履
修
し
、
後
期
も
同
Ｂ
を
併
せ
て
履
修
す
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
レ
ポ
ー
ト

50％
と
平
常
点

50％
（
課
題
発
表

50％
、
授
業
で
の
積
極
的
発
言

50％
）
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
後
期
１
回
目
の
授
業
で
そ
れ
ぞ
れ
、
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
発
表
し
て
も
ら
う
の
で
、
前
期
に
学
ん
だ
こ
と
を
も
と

に
夏
休
み
中
に
、
関
心
の
あ
る
問
題
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
本
な
ど
を
読
み
、
研
究
テ
ー
マ
を
事
前
に
定
め
て
お
く

こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

東
北
ア
ジ
ア
文
化
・
社
会
論
Ａ

N
ortheast A

sian C
ulture and Society A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
松
浦
　
茂

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　

1689年
に
ロ
シ
ア
と
清
朝
が
締
結
し
た
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
は
、
中
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
家
と
結
ん
だ
最
初
の

条
約
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
本
年
度
の
講
義
で
は
、

交
渉
経
過
と
と
も
に
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
、
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
。

　 [到
達
目
標

]
　

17世
紀
か
ら

18世
紀
中
葉
ま
で
の
ロ
清
関
係
史
、
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
史
を
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
講
義
す
る
。

第
1～

7週
　
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
講
和
会
議
の
経
過

第
8～

11週
　
国
境
に
関
す
る
問
題
点

第
12～

14週
　
自
由
貿
易
に
関
す
る
問
題
点

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
試
験
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

必
要
な
資
料
は
、
プ
リ
ン
ト
し
て
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
あ
げ
た
参
考
文
献
を
読
ん
で
予
習
す
る
こ
と
。
ま
た
授
業
の
内
容
を
復
習
し
て
、
理
解
に
努
め
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

東
北
ア
ジ
ア
文
化
・
社
会
論
Ｂ

N
ortheast A

sian C
ulture and Society B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
松
浦
　
茂

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　

1727年
に
ロ
シ
ア
と
清
朝
が
締
結
し
た
キ
ャ
フ
タ
条
約
は
、
そ
の
後

100年
以
上
に
わ
た
っ
て
両
国
の
関
係
を
安

定
さ
せ
て
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
に
貢
献
し
た
。
本
年
度
の
講
義
で
は
、
ロ
シ
ア
の
代
表
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
清

を
い
か
に
見
て
い
た
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
両
国
の
交
渉
を
説
明
し
て
、
キ
ャ
フ
タ
条
約
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
。

 [到
達
目
標

]
18世
紀
か
ら

19世
紀
中
葉
ま
で
の
ロ
清
関
係
史
、
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
史
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
講
義
を
行
な
う
。

第
1～

6週
　
北
京
会
議
の
交
渉
経
過

第
7～

10週
　
ブ
ー
ラ
会
議
の
交
渉
経
過

第
11～

14週
　
そ
の
後
の
ロ
清
関
係

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
試
験
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

必
要
な
資
料
は
、
プ
リ
ン
ト
し
て
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
あ
げ
た
参
考
文
献
を
予
習
し
て
お
く
こ
と
。
ま
た
授
業
の
内
容
を
復
習
し
て
、
理
解
に
努
め
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

東
北
ア
ジ
ア
文
化
・
社
会
論
演
習
Ａ

Sem
inar on Northeast Asian Culture and Society A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
松
浦
　
茂

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
近
年
の
研
究
状
況
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
語
文
献
は
清
朝
と
ロ
シ
ア
の
関
係
史
、
あ
る
い
は
北
方
史
、
北
方
考
古
学
の

研
究
を
志
す
も
の
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
年
の
講
義
に
で
は
、
ロ
シ
ア
語
研
究

文
献
の
読
解
に
つ
い
て
実
習
を
行
な
う
。

 [到
達
目
標

]
17世
紀
か
ら

19世
紀
中
葉
ま
で
の
ロ
清
関
係
史
、
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
史
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
本
年
度
の
授
業
に
お
い
て
は
、
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
・
キ
ャ
フ
タ
条
約
な
ど
露
清
関
係
史
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
を

講
読
す
る
。

　
な
お
受
講
生
の
人
数
等
に
応
じ
て
、
テ
キ
ス
ト
を
変
更
す
る
こ
と
も
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
　
ロ
シ
ア
語
文
法
の
初
歩
を
終
え
て
い
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
平
常
点
（
出
席
を
含
む
）
で
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

　
テ
キ
ス
ト
は
プ
リ
ン
ト
し
て
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
テ
キ
ス
ト
を
必
ず
予
習
し
て
く
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

東
ア
ジ
ア
比
較
芸
能
論
Ｂ

C
om

parative Studies of N
orth-East A

sian B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
赤
松
　
紀
彦

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
中
国
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
表
演
芸
術
（

perform
ing　

arts）
、
す
な
わ
ち
演
劇
、
舞
踊
、
音
楽
な
ど
を
取
り
あ
げ
、

そ
の
歴
史
や
表
現
様
式
な
ど
に
つ
い
て
、
文
学
作
品
と
の
関
係
に
注
目
し
つ
つ
、
図
像
、
映
像
資
料
な
ど
を
も
援
用

し
な
が
ら
授
業
を
す
す
め
る
。

 [到
達
目
標

]
日
本
の
伝
統
文
化
と
も
関
係
の
深
い
中
国
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
は
、
漢
字
や
文
学
作
品
と
い
っ
た
も
の
は
し
ば
し

ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
科
目
で
は
、
こ
れ
ら
と
は
や
や
異
な
る
視
点
か
ら
見
た
中
国
伝
統
文
化
に
関
す
る
幅

広
い
知
識
を
獲
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
順
に
論
じ
る
。

第
１
、
２
回
．
う
た
の
は
じ
ま
り
－
『
詩
経
』
と
『
楚
辞
』

第
３
、
４
回
．
漢
代
の
芸
能
と
楽
府

第
５
、
６
回
．
分
裂
と
融
合
～
魏
晋
南
北
朝

第
７
、
８
回
．
隋
唐
の
文
化
と
芸
能

第
９
、
１
０
回
．
さ
ま
ざ
ま
な
芸
能
の
形
成
～
宋
代

第
１
１
、
１
２
回
．
演
劇
の
興
隆
－
元
代

第
１
３
、
１
４
回
．
小
説
、
演
劇
の
黄
金
時
代
－
明
か
ら
清
へ

 [履
修
要
件

]
現
代
中
国
語
な
ら
び
に
中
国
古
典
文
学
に
つ
い
て
の
十
分
な
知
識
が
あ
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（
２
０
％
）
と
レ
ポ
ー
ト
（
８
０
％
）
に
よ
り
評
価
す
る
。
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
概
説
的
な
も
の
で
は

な
く
、
ひ
と
つ
の
作
品
あ
る
い
は
ジ
ャ
ン
ル
な
ど
を
と
り
あ
げ
て
、
独
自
の
観
点
か
ら
論
じ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見

ら
れ
る
も
の
を
、
積
極
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
赤
松
紀
彦

 『
ア
ジ
ア
の
芸
術
史
　
文
学
上
演
篇
　
中
国
の
伝
統
文
芸
・
演
劇
・
音
楽
』
（
幻
冬
舎
）

ISB
N

:978-
344-95177-8 

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
で
は
映
像
資
料
を
で
き
る
だ
け
用
い
る
が
、
時
間
的
に
十
分
と
は
言
え
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
興
味
を
も
っ
て
、

Y
ouT

ubeな
ど
を
通
じ
、
授
業
中
に
紹
介
し
た
作
品
な
ど
に
ふ
れ
て
も
ら
い
た
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
：
水
曜
午
後
１
時
～
５
時
（
Ａ
１
２
４
研
究
室
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

akam
atsu.norihiko.3x@

kyoto-u.ac.jp

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

東
ア
ジ
ア
比
較
芸
能
論
演
習
Ａ

Seminar on Comparative Studies of North-East Asian A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
赤
松
　
紀
彦

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
中
国
明
代
の
白
話
小
説
を
読
む
。
白
話
小
説
と
は
、
語
り
物
に
由
来
す
る
、
当
時
の
白
話
す
な
わ
ち
話
し
言
葉
を
有

力
な
表
現
手
段
と
し
た
小
説
を
い
う
。
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
に
、
《
水
滸
伝
》
、
《
西
遊
記
》
な
ど
の
長

篇
作
品
が
あ
る
が
、
こ
の
授
業
で
は
、
話
本
と
呼
ば
れ
る
短
編
小
説
を
読
み
進
め
る
。

 [到
達
目
標

]
明
代
白
話
小
説
は
、
江
戸
時
代
に
は
我
が
国
で
も
大
い
に
も
て
は
や
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
作
品
を
実
際
に
読
み
解
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
に
お
け
る
古
典
小
説
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
《
警
世
通
言
》
所
収
の

<白
娘
子
永
鎮
雷
峰
塔

>を
取
り
上
げ
る
。

第
１
、
２
回
：
中
国
小
説
史
の
概
説
と
、
白
話
小
説
の
特
徴
に
つ
い
て
の
紹
介

第
３
回
以
降
：
担
当
者
に
よ
り
、
毎
回
訳
注
を
作
成
し
て
発
表
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
授
業
を
す
す
め
る
。

 [履
修
要
件

]
現
代
中
国
語
な
ら
び
に
中
国
古
典
文
学
に
つ
い
て
の
十
分
な
知
識
が
あ
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
布

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
、
訳
注
を
作
る
が
、
と
く
に
担
当
者
は
た
ん
ね
ん
に
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
：
水
曜
午
後

1時
～

5時
（

A
１
２
４
研
究
室
）

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

akam
atsu.norihiko.3x@

kyoto-u.ac.jp

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

東
ア
ジ
ア
比
較
芸
能
論
演
習
Ｂ

Seminar on Comparative Studies of North-East Asian B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
赤
松
　
紀
彦

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
中
国
明
代
の
白
話
小
説
を
読
む
。
白
話
小
説
と
は
、
語
り
物
に
由
来
す
る
、
当
時
の
白
話
す
な
わ
ち
話
し
言
葉
を
有

力
な
表
現
手
段
と
し
た
小
説
を
い
う
。
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
に
、
《
水
滸
伝
》
、
《
西
遊
記
》
な
ど
の
長

篇
作
品
が
あ
る
が
、
こ
の
授
業
で
は
、
話
本
と
呼
ば
れ
る
短
編
小
説
を
読
み
進
め
る
。

 

 [到
達
目
標

]
明
代
白
話
小
説
は
、
江
戸
時
代
に
は
我
が
国
で
も
大
い
に
も
て
は
や
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
作
品
を
実
際
に
読
み
解
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
に
お
け
る
古
典
小
説
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
。

  

 [授
業
計
画
と
内
容

]
《
醒
世
恒
言
》
所
収
の

<売
油
郎
独
占
花
魁

>を
取
り
上
げ
る
。

 
第
１
、
２
回
：
中
国
小
説
史
の
概
説
と
、
白
話
小
説
の
特
徴
に
つ
い
て
の
紹
介

 
第
３
回
以
降
：
担
当
者
に
よ
り
、
毎
回
訳
注
を
作
成
し
て
発
表
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
授
業
を
す
す
め
る
。

 [履
修
要
件

]
現
代
中
国
語
な
ら
び
に
中
国
古
典
文
学
に
つ
い
て
の
十
分
な
知
識
が
あ
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
布

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
毎
回
、
訳
注
を
作
る
が
、
と
く
に
担
当
者
は
た
ん
ね
ん
に
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

  

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
：
水
曜
午
後

1時
～
５
時
（

A
１
２
４
研
究
室
）

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

akam
atsu.norihiko.3x@

kyoto-u.ac.jp

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

比
較
パ
ラ
ダ
イ
ム
文
明
論
Ａ

Com
parative Studies of Paradigm

s and Civilization A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
稲
垣
　
直
樹

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
フ
ラ
ン
ス

19世
紀
の
メ
デ
ィ
ア
・
文
学
・
万
国
博
覧
会
―
―
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
経
て
近
代
市
民
社
会
が
現
出
す
る
と

と
も
に
、
芸
術
の
受
容
者
も
王
侯
貴
族
の
特
定
少
数
か
ら
市
民
の
不
特
定
多
数
へ
と
大
き
く
変
化
し
た
。

19世
紀
後

半
に
は
、
産
業
革
命
の
進
展
を
背
景
に
大
量
消
費
社
会
が
到
来
し
、
パ
リ
の
都
市
改
造
、
鉄
道
網
の
整
備
と
、
都
市

文
明
の
近
代
化
が
推
進
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
「
近
代
」
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と

19・
20世
紀
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
チ

ェ
ン
ジ
を
概
観
し
た
あ
と
、

19世
紀
の
そ
う
し
た
劇
的
な
都
市
と
文
化
の
変
容
の
表
象
を
、
折
か
ら
勃
興
し
た
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
・
文
学
と

19世
紀
中
５
回
に
及
ぶ
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
、
比
較
文
学
・
比
較
文
化
・
比
較
文
明
の
視
点
を

交
え
つ
つ
、
探
る
。

 [到
達
目
標

]
フ
ラ
ン
ス

19世
紀
の
メ
デ
ィ
ア
・
文
学
・
万
国
博
覧
会
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
あ
り
よ
う

を
、
フ
ラ
ン
ス
「
近
代
」
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と

19・
20世
紀
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
チ
ェ
ン
ジ
と
の
関
連
に
お
い
て
、

比
較
文
学
・
比
較
文
化
・
比
較
文
明
の
視
点
を
交
え
つ
つ
、
再
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
授
業
を
進
め
る
。
一
つ
の
テ
ー
マ
に
１
～
３
週
を
当
て
る
予
定
で
あ
る
。

◇
近
現
代
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
チ
ェ
ン
ジ

◇
フ
ラ
ン
ス

19世
紀
に
お
け
る
マ
ス
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
形
成

◇
芸
術
・
文
学
に
お
け
る
「
普
遍
性
の
美
」
か
ら
「
個
別
性
の
美
」
へ
の
移
行

◇
教
育
の
普
及
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
発
達
と
「
産
業
文
学
」

◇
大
量
消
費
社
会
と
デ
パ
ー
ト
の
誕
生

◇
パ
リ
の
都
市
改
造
―
―
放
射
状
の
都
市
構
造

◇
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
万
国
博
覧
会
―
―
放
射
状
の
文
明
構
造
と
そ
の
拡
散

◇
万
国
博
覧
会
と
い
う
「
文
明
装
置
」
―
―
大
阪
万
博
、
愛
知
万
博

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
、
学
期
末
レ
ポ
ー
ト
等
を
基
本
と
す
る
総
合
的
評
価

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
布

比
較
パ
ラ
ダ
イ
ム
文
明
論
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

比
較
パ
ラ
ダ
イ
ム
文
明
論
Ａ

(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
１
～
３
週
が
当
て
ら
れ
る
上
記
の
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
授
業
中
に
指
示
す
る
方
法
で
基
本
的
な
予
備
知
識
を
得
て
お

く
。
各
テ
ー
マ
終
了
ご
と
に
、
授
業
中
に
提
示
さ
れ
る
情
報
お
よ
び
知
見
に
つ
い
て
各
自
考
察
す
る
こ
と
で
復
習
す

る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

比
較
パ
ラ
ダ
イ
ム
文
明
論
演
習
Ｂ

Seminar on Comparative Studies of Paradigms and Civilization B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
稲
垣
　
直
樹

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
フ
ラ
ン
ス

20世
紀
の
メ
デ
ィ
ア
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
―
―
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の
指
摘
を
待
つ
ま
で

も
な
く
、
フ
ラ
ン
ス

20世
紀
、
特
に
戦
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
表
象
す
る
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
、
さ
ら

に
は
、
そ
の
伝
播
を
担
う
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
大
き
く
規
定
さ
れ
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
「
近
代
」
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と

19・
20世
紀
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
チ
ェ
ン
ジ
を
概
観
し
た
あ
と
、
そ
れ
ら
メ
デ
ィ
ア
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
エ
ク

リ
チ
ュ
ー
ル
の
相
互
干
渉
な
い
し
相
互
依
存
（
さ
ら
に
は
消
費
社
会
に
お
け
る
「
共
犯
関
係
」
）
を
動
的
に
把
握
す

る
こ
と
を
探
る
。

 [到
達
目
標

]
フ
ラ
ン
ス

20世
紀
の
メ
デ
ィ
ア
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ら
の
あ
り
よ
う
を
、
フ
ラ
ン
ス
「
近
代
」
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と

19・
20世
紀
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
チ
ェ
ン
ジ
と
の

関
連
に
お
い
て
、
比
較
文
学
・
比
較
文
化
・
比
較
文
明
の
視
点
を
交
え
つ
つ
、
再
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
授
業
を
進
め
る
。
一
つ
の
テ
ー
マ
に
１
～
３
週
を
当
て
る
予
定
で
あ
る
。

◇
近
現
代
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
チ
ェ
ン
ジ

◇
「
動
き
」
の
世
紀
と
し
て
の

20世
紀
―
―

1900年
パ
リ
万
国
博
覧
会
と
川
上
貞
奴

◇
着
物
と
パ
リ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
日
本
の
洋
装

◇
オ
ー
ト
・
ク
チ
ュ
ー
ル
―
―
そ
の
終
焉
と
し
て
の
リ
ア
ル
・
ク
ロ
ー
ズ

◇
1900年
～

1940年
の
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
動
向
―
―

C
hanelを
中
心
と
し
て

◇
「
五
月
革
命
」
と
ポ
レ

=タ
=ポ
ル
テ

◇
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
メ
デ
ィ
ア
化
と
「
空
疎
な
天
才
」

Y
ves Saint-L

aurent
◇
ポ
レ

=タ
=ポ
ル
テ
の
旗
手
と
し
て
の
高
田
賢
三
、
山
本
耀
司
、
川
久
保
玲

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
、
学
期
末
レ
ポ
ー
ト
等
を
基
本
と
す
る
総
合
的
評
価

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
配
付

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
１
～
３
週
が
当
て
ら
れ
る
上
記
の
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
授
業
中
に
指
示
す
る
方
法
で
基
本
的
な
予
備
知
識
を
得
て
お

く
。
各
テ
ー
マ
終
了
ご
と
に
、
授
業
中
に
提
示
さ
れ
る
情
報
お
よ
び
知
見
に
つ
い
て
各
自
考
察
す
る
こ
と
で
復
習
す

る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

テ
ク
ス
ト
生
成
文
化
論

 A
Studies of C

ultural Poetics A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
塩
塚
　
秀
一
郎

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
中
心
に
据
え
て
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
先
駆
者
た
ち
か
ら
同
時
代
の
動
向
ま
で
を
概
観
す
る
。

ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
ラ
ブ
レ
ー
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
底
流
を
な
し
て
い
な
が
ら
、
伝
統
的
文
学
史
で
は
傍
流
に
追

い
や
ら
れ
て
い
た
一
つ
の
流
れ

(笑
い
、
グ
ロ
テ
ス
ク
、
奇
想
、
遊
戯
、
実
験
性
な
ど

)を
把
握
す
る
。

具
体
的
に
は
、
ヴ
ェ
ル
ヌ
、
ル
ー
セ
ル
、
ブ
ル
ト
ン
か
ら
レ
リ
ス
、
ク
ノ
ー
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
パ
タ
フ
ィ
ジ
ッ

ク
な
ど
、
笑
い
や
実
験
性
に
彩
ら
れ
た
作
品
や
人
物
を
、
一
回
完
結
の
か
た
ち
で
取
り
あ
げ
る
。

 [到
達
目
標

]
・
笑
い
、
遊
戯
、
実
験
と
い
っ
た
精
神
が
、
い
か
に
し
て
現
状
へ
の
批
判
と
し
て
機
能
し
、
あ
ら
た
な
価
値
の
創
出

に
寄
与
し
て
き
た
か
を
理
解
す
る
。

・
フ
ラ
ン
ス
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
文
学
・
美
術
の
大
き
な
流
れ
を
理
解
す
る
。

・
テ
キ
ス
ト
の
一
節
を
深
く
読
み
、
一
読
し
て
得
ら
れ
る
以
上
の
深
い
理
解
を
得
る
た
め
の
手
つ
き
を
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第
１
回
：
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

第
２
回
：
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ブ
レ
ー
：
目
録
と
な
ま
の
世
界
の
再
発
見

第
３
回
：
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
：
現
代
の
神
話

第
４
回
：
ロ
ー
ト
レ
ア
モ
ン
：
近
代
の
閉
塞
を
打
ち
破
る
デ
タ
ラ
メ
さ

第
５
回
：
レ
ー
モ
ン
・
ル
ー
セ
ル
：
奇
想
と
素
朴
さ

第
６
回
：
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
：
他
者
と
の
出
会
い

第
７
回
：
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
：
人
類
学
と
自
伝

第
８
回
：
レ
ー
モ
ン
・
ク
ノ
ー
の
「
知
恵
の
三
部
作
」

第
９
回
：
『
地
下
鉄
の
ザ
ジ
』
に
お
け
る
「
真
理
の
不
在
」

第
10回
：
パ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
の
精
神
：
ジ
ャ
リ
と
ヴ
ィ
ア
ン

第
11回
：
ウ
リ
ポ
の
言
語
遊
戯

第
12回
：
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
：
読
書
論
、
都
市
論
、
文
明
論

第
13回
：
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ボ
ン
：
〈
実
験
〉
の
新
た
な
展
開

第
14回
：
総
括

第
15回
：
予
備
日

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
（

50%
）
お
よ
び
出
席
状
況
（

50%
）
に
よ
り
、
到
達
目
標
の
達
成
度
を
基
準
に
評
価
す
る
。

テ
ク
ス
ト
生
成
文
化
論

 A
(2)へ
続
く
↓
↓
↓



テ
ク
ス
ト
生
成
文
化
論

 A
(2)

 [教
科
書

]
毎
回
、
参
考
資
料
を
配
付
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
各
回
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
文
献
を
そ
の
都
度
一
部
で
あ
っ
て
も
実
際
に
読
ん
で
み
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

70shiotsuka*gm
ail.com

(*を
@
に
置
き
か
え

)ま
で
メ
ー
ル
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

テ
ク
ス
ト
生
成
文
化
論
演
習

B
Sem

inar on Studies of C
ultural Poetics B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
塩
塚
　
秀
一
郎

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
1990 年
代
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
は
〈
都
市
の
日
常
を
記
録
す
る
〉
一
群
の
作
品
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
は
対

象
と
方
法
の
両
面
に
お
い
て
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
の

 日
常
生
活
に
お
け
る
取
る
に
足
り
な

い
細
部
を
記
録
し
つ
つ
、
い
ず
れ
も
自
ら
定
め
た
何
ら
か
の
〈
規
則
〉
に

 従
う
「
実
験
」
な
い
し
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
性
質
を
帯
び
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
日
常
の
探
求
」
と
「
実
験
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
結
び
つ
き
は
単
な
る
偶
然

な
の
か
。
そ
れ
と
も
、
両
者
に
は
現
代
社
会
の
有
り
様
を
認
識
す
る
際
に
求
め
ら
れ
る
必
然
的
な
関
係
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
演
習
で
は
広
い
意
味
で
「
実
験
」
や
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
性
質

を
も
つ

20世
紀
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
語
テ
ク
ス
ト
を
読
み
解
い
て
ゆ
く
。

〈
演
習
〉
形
式
の
授
業
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
説
明
は
教
員
が
行
い
、
参
加
者
に
は
テ
ク
ス
ト
の
内
容
に
つ
い

て
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
力
に
自
信
が
な
い
者
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
学

ん
で
い
な
い
者
で
あ
っ
て
も
、
テ
ク
ス
ト
の
内
容
に
関
心
が
あ
れ
ば
参
加
を
大
い
に
歓
迎
す
る
。

 [到
達
目
標

]
・
現
代
社
会
や
都
市
が
も
つ
諸
問
題
を
把
握
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
を
具
体
的
な
テ
ク
ス
ト
の
内
容
と
関
連
づ
け
て

解
釈
す
る
技
術
を
身
に
つ
け
る
。

・
フ
ラ
ン
ス
語
既
習
者
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
語
読
解
力
の
向
上
を
目
指
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第
１
回
：
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

現
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ワ
ー
ク
の
概
要
を
説
明
し
、
取
り
上
げ
る
テ
ク
ス
ト
を
紹
介
す
る
。
フ

ラ
ン
ス
語
の
既
習
者
と
未
習
者
の
区
別
を
把
握
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
授
業
の
進
め
方
と
準
備
の
方
法
を
周
知
す
る
。

第
２
回
～
第

14回
：
下
記
の
テ
ク
ス
ト
の
抜
粋
を
ひ
と
つ
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
１
～
２
回
か
け
て
読
み
解
き
、
議
論
す

る
。
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ペ
レ
ッ
ク
『
パ
リ
の
ひ
と
つ
の
場
所
を
書
き
尽
く
す
試
み
』

・
ソ
フ
ィ
・
カ
ル
『
ホ
テ
ル
』

・
ジ
ャ
ッ
ク
・
レ
ダ
『
パ
リ
の
子
午
線
』

・
フ
リ
オ
・
コ
ル
タ
サ
ル
『
宇
宙
道
路
の
高
速
飛
行
士
』

・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ボ
ン
『
高
速
道
路
』

・
ジ
ャ
ン
・
ロ
ラ
ン
『
ゾ
ー
ン
』
、
『
囲
い
』

・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
セ
『
白
い
本
』

・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
マ
ス
ペ
ロ
『
ロ
ワ
シ
ー
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
乗
客
』

・
ト
マ
・
ク
レ
ー
ル
『
イ
ン
テ
リ
ア
』
、
『
パ
リ
：

20世
紀
の
博
物
館
』

第
15回
：
ま
と
め

こ
れ
ま
で
読
解
と
議
論
の
成
果
を
ま
と
め
、
残
さ
れ
た
課
題
や
疑
問
点
に
つ
い
て
全
員
て

#12441議
論
す
る
。

 [履
修
要
件

]
フ
ラ
ン
ス
語
の
知
識
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
テ
ク
ス
ト
の
内
容
に
関
心
が
あ
る
な
ら
ば
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん

で
い
な
い
ひ
と
も
大
い
に
歓
迎
す
る
。

テ
ク
ス
ト
生
成
文
化
論
演
習

B(2)へ
続
く
↓
↓
↓



テ
ク
ス
ト
生
成
文
化
論
演
習

B
(2)

フ
ラ
ン
ス
語
既
習
者
の
場
合
も
、
テ
ク
ス
ト
の
分
担
に
つ
い
て
は
、
学
習
歴
や
フ
ラ
ン
ス
語
力
に
応
じ
て
柔
軟
に
対

応
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
と
分
担
箇
所
へ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
評
価
す
る
（
５
：
５
の
割
合
）
。

 [教
科
書

]
そ
の
都
度
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

Johnnie G
ratton 『

T
he A

rt of the Project : Projects and E
xperim

ents in M
odern French C

ulture』
（

B
erghahn 

B
ooks）

ISB
N

:978-1571816498

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
フ
ラ
ン
ス
語
既
習
者
は
予
習
（
テ
ク
ス
ト
内
容
の
把
握
）
に
あ
る
程
度
時
間
を
か
け
て
欲
し
い
が
、
未
習
者
は
授
業

中
に
全
神
経
を
集
中
し
て
担
当
者
や
教
員
に
よ
る
内
容
説
明
を
聞
き
、
自
分
な
り
の
意
見
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

分
担
箇
所
が
あ
る
場
合
の
無
断
欠
席
は
絶
対
に
や
め
て
い
た
だ
き
た
い
（
体
調
不
良
な
ど
で
や
む
を
得
な
い
場
合
は

メ
ー
ル
で
教
員
に
連
絡
す
る
こ
と
）
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

環
境
構
成
論

I
Theory and History of Em

vironm
ental Construction I

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名
奈
良
文
化
財
研
究
所
小
野
　
健
吉

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
庭
園
と
は
、
祭
祀
・
儀
式
・
饗
宴
・
逍
遥
・
接
遇
な
ど
の
場
と
し
て
、
あ
る
い
は
観
賞
の
対
象
と
し
て
、
一
定
の
空

間
的
・
時
間
的
美
意
識
の
も
と
に
造
形
さ
れ
る
屋
外
空
間
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
の
研
究
に
お
い
て
は
、
考
古
学
的
遺

構
（
発
掘
庭
園
）
・
遺
存
地
形
・
現
存
庭
園
・
文
献
・
絵
画
・
写
真
な
ど
を
資
料
と
し
て
各
時
代
の
庭
園
の
構
造
及

び
意
匠
的
特
色
や
そ
こ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
営
み
を
た
ど
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
授
業
に
お
い
て
は
、
上
述

し
た
よ
う
な
資
料
を
用
い
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
先
史
時
代
、
古
代
、
中
世
、
近
世
、
近
代
の
日
本
の
庭
園
の
通
史
的

理
解
を
目
指
す
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
海
外
の
庭
園
の
歴
史
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。

 [到
達
目
標

]
・
日
本
に
お
け
る
庭
園
の
形
態
と
機
能
な
ら
び
に
庭
園
を
め
ぐ
る
文
化
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
、
現
存
庭
園
だ
け

で
な
く
文
献
資
料
・
絵
画
資
料
・
発
掘
調
査
成
果
等
に
基
づ
い
た
知
識
を
習
得
す
る
。

・
庭
園
を
通
し
て
見
え
て
く
る
歴
史
に
つ
い
て
の
考
察
を
深
め
る
こ
と
で
、
歴
史
の
多
様
な
見
方
を
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て

1課
題
あ
た
り

1～
2コ
マ
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

１
．

	縄
文
・
弥
生
・
古
墳
時
代
の
庭
園
的
屋
外
空
間

２
．

	飛
鳥
時
代
の
庭
園
（
朝
鮮
半
島
か
ら
の
影
響
を
含
め
て
）

３
．

	奈
良
時
代
の
庭
園
（
中
国
か
ら
の
影
響
を
含
め
て
）

４
．

	平
安
時
代
の
庭
園
（
寝
殿
造
り
庭
園
・
浄
土
庭
園
を
中
心
に
）

５
．

	鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
の
庭
園
（
禅
宗
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
）

６
．

	室
町
時
代
の
庭
園
（
枯
山
水
の
成
立
を
中
心
に
）

７
．

	安
土
桃
山
時
代
の
庭
園
（
露
地
の
成
立
を
中
心
に
）

８
．

	江
戸
時
代
の
庭
園
（
回
遊
式
庭
園
と
庭
園
文
化
の
定
着
を
中
心
に
）

９
．

	近
代
の
庭
園
（
洋
風
庭
園
と
自
然
主
義
を
中
心
に
）

10．
海
外
の
庭
園
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
庭
園
を
中
心
に
）

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
の
試
験
ま
た
は
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
小
野
健
吉

 『
日
本
庭
園
―
空
間
の
美
の
歴
史
』
（
岩
波
書
店
）

環
境
構
成
論

I(2)へ
続
く
↓
↓
↓



環
境
構
成
論

I(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

小
野
健
吉

 『
岩
波
日
本
庭
園
辞
典
』
（
岩
波
書
店
）

飛
田
範
夫

 『
日
本
庭
園
の
植
栽
史
』
（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
）

田
中
正
大

 『
日
本
の
庭
園
』
（
鹿
島
出
版
会
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
・
教
科
書
を
は
じ
め
参
考
書
等
を
含
め
た
関
連
図
書
に
目
を
通
す
こ
と
。

・
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
名
勝
（
特
別
名
勝
）
に
指
定
さ
れ
た
京
都
所
在
の
庭
園
を
可
能
な
限
り
見
学
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

環
境
構
成
論

II
Theory and History of Environm

ental Construction II
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

 
未
定 未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
5
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
全
学
共
通
科
目
の
「
環
境
構
成
論

 I A
」
の
学
部
版
講
義
。

琉
球
地
方
の
現
存
す
る
地
方
祭
祀
の
世
界
と
、
か
つ
て
存
在
し
た
琉
球
王
国
の
祭
祀
世
界
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
、

筆
者
が

30年
に
わ
た
り
調
査
研
究
し
て
き
た
成
果
の
要
点
を
、
『
琉
球
祭
祀
空
間
の
研
究
』
（

2005年
）
と
近
刊
の

『
琉
球
王
国
首
里
グ
ス
ク
の
祭
祀
世
界
』
（

2014年
度
予
定
）
の
内
容
に
沿
っ
て
解
説
す
る
。
文
化
人
類
学
、
比
較

民
族
学
、
歴
史
地
理
学
、
都
市
史
、
民
俗
宗
教
学
、
宗
教
建
築
学
の
分
野
に
関
係
す
る
内
容
な
の
で
、
当
該
分
野
に

関
心
の
あ
る
人
の
聴
講
を
勧
め
ま
す
。

 

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第
一
部
：
琉
球
王
国
の
地
方
の
祭
祀
世
界

1.琉
球
祭
祀
世
界
の
空
間
性
原
理

2.離
島
の
祭
祀
世
界

3.王
国
の
聖
地
と
首
里
の
関
係

第
二
部
：
琉
球
王
国
首
里
グ
ス
ク
の
祭
祀
世
界

1.古
琉
球
の
首
里
グ
ス
ク
：
グ
ス
ク
論
争
と
歴
史
区
分
論

2.近
世
首
里
グ
ス
ク
の
変
容

3.首
里
グ
ス
ク
復
元
事
業

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
出
席
と
研
究
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
評
価
。

 [教
科
書

]
必
要
な
資
料
は
配
付
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

伊
從
　
勉

 『
琉
球
祭
祀
空
間
の
研
究
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版

 2005）
ISB

N
:4-8055-0484-6（

必
要
な
箇
所
は
授

業
中
に
配
布
す
る
）

そ
の
ほ
か
の
参
考
文
献
は
、
授
業
中
に
紹
介
す
る
。

私
の
琉
球
沖
縄
の
祭
祀
世
界
に
つ
い
て
の
書
籍
や
論
文
は
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.kyotom

odlab.jinkan.kyoto-u.ac.jp/iyori/arti-okinaw
a.htm

l 

環
境
構
成
論

II(2)へ
続
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環
境
構
成
論

II(2)

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://w
w

w
.kyotom

odlab.jinkan.kyoto-u.ac.jp/iyori/arti-okinaw
a.htm

l(伊
從
沖
縄
・
琉
球
関
連
著
作
一
覧

)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

詳
し
い
参
考
文
献
は
上
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
授
業
・
ゼ
ミ
に
関
す
る
連
絡
事
項
」
参
照

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

環
境
構
成
論

III
Theory and History of Environm

ental Construction III
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
増
井
　
正
哉

未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
建
築
・
都
市
・
風
景
な
ど
、
人
間
の
基
本
的
な
行
為
形
態
に
対
応
す
る
人
間
環
境
の
諸
相
を
、
物
的
構
成
を
通
じ
て

原
理
的
、
実
践
的
に
論
及
す
る
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
東
ア
ジ
ア
の
建
築
、
都
市
、
風
景
を
具
体
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
講
義
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

環
境
構
成
論

IV
Theory and History of Environm

ental Construction IV
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
中
嶋
　
節
子

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
「
景
観
」
は
人
間
の
営
み
の
結
果
と
し
て
立
ち
現
れ
る
。
建
築
物
や
土
木
構
築
物
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
市
街
地
景

観
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
中
に
取
り
込
ま
れ
る
山
や
森
林
、
河
川
と
い

っ
た
自
然
景
観
も
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
生
活
や
社
会
、
思
想
を
映
し
出
す
も
の
と
し
て
存
在
す
る
。
こ
こ
で

は
、
わ
が
国
に
お
い
て
景
観
が
い
か
に
扱
わ
れ
、
そ
し
て
い
か
に
変
容
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
、
建
築
史
、
都
市

計
画
史
、
造
園
史
、
景
観
工
学
な
ど
の
視
点
か
ら
歴
史
的
に
た
ど
り
、
そ
の
性
格
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
生
活
環
境

と
し
て
の
「
景
観
」
の
意
味
を
考
究
す
る
。
と
り
わ
け
、
近
代
に
お
け
る
「
景
観
」
の
意
識
変
化
、
ま
な
ざ
し
の
転

換
を
、
西
洋
文
化
と
の
出
会
い
、
近
代
化
と
風
景
観
と
の
関
係
、
近
代
都
市
計
画
の
影
響
な
ど
か
ら
検
討
す
る
。

 [到
達
目
標

]
わ
れ
わ
れ
を
と
り
ま
く
環
境
の
歴
史
と
そ
の
構
成
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
環
境
の
未
来
を
考
え
る
基
礎
的
知

識
を
獲
得
す
る
。
ま
た
、
現
在
の
環
境
を
分
析
・
考
察
す
る
視
座
と
方
法
論
を
学
ぶ
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
講
義
す
る
。
た
だ
し
、
内
容
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ
る
。

１
．
生
活
の
表
出
と
し
て
の
山
並
み
景
観
－
京
都
の
山
並
み
の
中
世
・
近
世

２
．
つ
く
ら
れ
た
山
並
み
景
観
－
京
都
の
山
並
み
近
代

３
．
つ
く
ら
れ
た
名
所
・
ま
も
ら
れ
た
名
所

４
．
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
風
景
・
景
観

５
．
日
本
に
お
け
る
風
景
論
の
系
譜

６
．
新
し
い
風
景
観
の
誕
生

７
．
都
市
計
画
に
お
け
る
景
観
保
護
の
推
移

８
．
景
観
工
学
の
視
点
か
ら

９
．
記
憶
の
再
生
（
災
害
・
戦
災
復
興
を
契
機
と
し
て
）

１
０
．
現
代
に
お
け
る
風
景
の
創
造

講
義
内
容
に
関
係
す
る
見
学
会
を
１
～
２
回
行
う
予
定
。

見
学
会
①
　
近
代
的
景
観
の
創
出
　
　
見
学
会
②
　
京
都
の
近
代
化

 [履
修
要
件

]
特
別
な
予
備
知
識
は
必
要
と
し
な
い
。
都
市
や
歴
史
に
興
味
が
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
へ
の
参
加
姿
勢
と
小
レ
ポ
ー
ト
、
期
末
レ
ポ
ー
ト
で
評
価
す
る
。

環
境
構
成
論

IV
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

環
境
構
成
論

IV
(2)

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

毎
回
の
授
業
で
レ
ジ
ュ
メ
と
資
料
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
で
扱
う
場
所
や
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
現
地
を
実
際
に
訪
れ
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

積
極
的
な
授
業
参
加
と
発
言
を
期
待
す
る
。
質
問
等
の
機
会
に
つ
い
て
は
個
別
に
対
応
す
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

環
境
構
成
論
実
習

II
Practical Sem

inar on Environm
ental Construction II

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

 
未
定 未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
5
授
業
形
態

 実
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
日
本
の
地
方
自
治
体
は
、

10年
か
ら

20年
に
一
度
、
「
基
本
構
想
」
と
い
う
長
期
政
策
計
画
を
た
て
、
そ
れ
に
基
づ

き
、
よ
り
短
期
の
「
基
本
計
画
」
を
立
案
し
、
政
策
を
執
行
し
て
い
る
。
「
構
想
」
や
「
計
画
」
が
ど
の
よ
う
な
市

民
合
意
を
経
て
立
案
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
、
戦
後
京
都
市
を
事
例
に
調
査
し
分
析
し
、
参
加
者
が
各
自
分
担
し
、

報
告
書
を
執
筆
し
た

2012年
度
の
研
究
成
果
に
基
づ
き
、

本
年
度
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
現
代
社
会
で
行
わ
れ
て
い
る
都
市
政
策
に
対
す
る
住
民
組
織
の
関
与
活
動
と
比
較
す
る
作

業
を
行
う
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
1.戦
後
京
都
市
に
お
け
る
基
本
構
想
の
更
新
経
過
の
概
要
の
説
明

2.1999年
基
本
構
想
に
基
づ
く
「
基
本
計
画
」
策
定
経
過
の
説
明

3．
2010年
度
更
新
の
「
基
本
計
画
」
調
査
結
果
：
行
政
資
料
・
市
会
会
議
録
等
調
査
結
果
の
概
略
説
明

4．
フ
ラ
ン
ス
現
代
社
会
の
都
市
政
策
決
定
場
面
へ
の
住
民
参
加
の
現
状
の
理
解

5．
地
方
自
治
に
お
け
る
都
市
政
策
の
位
置
の
日
仏
比
較

6.　
地
方
制
度
に
お
け
る
都
市
政
策
の
日
本
的
特
徴
の
理
解

7．
ゼ
ミ
参
加
者
の
関
心
に
基
づ
く
具
体
的
調
査

/検
討
項
目
の
選
定

8.参
加
者
の
発
表
を
持
ち
回
り
で
行
う
。

9．
最
終
報
告
・
討
論

 [履
修
要
件

]
一
個
人
で
は
な
か
な
か
難
し
い
調
査
対
象
を
短
期
間
に
調
査
し
一
定
の
診
断
を
行
う
体
験
を
共
有
す
る
目
的
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
を
希
望
す
る
受
講
者
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
責
任
分
担
の
作
業
の
到
達
度
で
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
重
要
文
献
は
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

多
数
に
つ
き
、
授
業
中
に
指
示

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

下
記

U
R

Lを
参
照
：

http://w
w

w
.kyotom

odlab.jinkan.kyoto-u.ac.jp/cour-info08.htm
l

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

環
境
構
成
論
実
習

III
Practical Sem

inar on Environm
ental Construction III

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
増
井
　
正
哉

未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 実
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
建
築
・
都
市
・
風
景
な
ど
、
人
間
の
基
本
的
な
行
為
形
態
に
対
応
す
る
人
間
環
境
の
諸
相
に
関
し
て
具
体
的
事
例
に

則
し
て
実
習
す
る
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
東
ア
ジ
ア
の
建
築
、
都
市
、
風
景
を
具
体
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
実
習
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
、
発
表
な
ど
を
総
合
し
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

環
境
構
成
論
実
習

IV
Practical Sem

inar on Environm
ental Construction IV

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
中
嶋
　
節
子

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 実
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
建
築
史
，
都
市
史
，
造
園
史
，
都
市
工
学
，
美
術
史
な
ど
の
諸
分
野
に
お
け
る
都
市
景
観
，
形
態
を
め
ぐ
る
論
考
を

講
読
し
，
「
景
観
」
の
生
成
の
契
機
，
社
会
的
・
文
化
的
背
景
，
そ
の
変
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
加
え
て
現
地
見

学
を
行
い
，
現
在
の
都
市
に
歴
史
的
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
で
，
現
在
に
至
る
景
観
変
容
の
過
程
を
把
握
す
る
。
景
観

形
成
の
歴
史
的
理
解
は
，
現
在
の
景
観
問
題
を
考
え
る
前
提
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
わ
れ
わ
れ
を
と
り
ま
く
環
境
の
歴
史
と
そ
の
構
成
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
環
境
の
未
来
を
考
え
る
基
礎
的
知

識
を
獲
得
す
る
。
ま
た
、
現
在
の
研
究
の
到
達
点
と
、
課
題
を
把
握
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
授
業
開
始
時
に
提
示
す
る
著
書
あ
る
い
は
論
文
に
つ
い
て
以
下
の
課
題
を
行
う
。

課
題
１
　
分
担
論
文
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

担
当
論
文
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
と
と
も
に
，
関
係
す
る
資
料
や
論
文
，
著
書
等
を
紹
介
す
る
。
ま
た
，

自
身
の
分
析
，
意
見
や
感
想
も
加
え
る
。

①
配
布
す
る
レ
ジ
ュ
メ
の
作
成

　
レ
ジ
ュ
メ
の
内
容
：
内
容
の
要
約
と
解
説
＋
関
係
す
る
資
料
・
論
文
・
著
書

②
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

１
論
文
あ
た
り
１
時
間
程
度
を
予
定

写
真
，
図
面
，
絵
画
資
料
な
ど
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
資
料
を
盛
り
込
む

課
題
２
　
レ
ポ
ー
ト
作
成

授
業
中
に
指
示
す
る
内
容
に
つ
い
て
期
末
ま
で
に
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
。

内
容
に
関
係
す
る
見
学
会
を
１
～
２
回
開
催
す
る
。

 [履
修
要
件

]
環
境
構
成
論
Ⅳ
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
へ
の
参
加
姿
勢
（
出
席
・
発
言
）
と
課
題
１
、
課
題
２
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

環
境
構
成
論
実
習

IV
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

環
境
構
成
論
実
習

IV
(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
で
扱
う
論
文
・
著
書
を
あ
ら
か
じ
め
読
み
込
ん
で
お
く
。
ま
た
、
授
業
で
扱
う
場
所
や
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
現

地
を
実
際
に
訪
れ
て
理
解
を
深
め
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

積
極
的
な
授
業
参
加
と
発
言
を
期
待
す
る
。
事
業
外
の
資
料
作
成
、
論
文
講
読
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
必
須
で
あ

る
。
質
問
等
の
機
会
に
つ
い
て
は
個
別
に
対
応
す
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

社
会
人
類
学
演
習
Ｂ

Sem
inar of Social A

nthropology B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 地
球
環
境
学
堂

岩
谷
　
彩
子

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
本
講
義
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
と
と
も
に
再
編
が
進
む
公
共
空
間
の
変
容
に
つ
い
て
扱
っ
た
文
献
を
、
人
・

モ
ノ
・
情
報
の
移
動
、
資
源
の
再
分
配
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
、
新
中
間
層
の
台
頭
と
い
っ
た
点
に
焦
点
を

当
て
て
熟
読
し
、
今
日
先
鋭
化
し
て
い
る
人
の
移
動
と
空
間
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

 [到
達
目
標

]
現
代
的
な
人
の
移
動
と
公
共
空
間
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
理
解
と
自
分
な
り
の
視
点
を
確
立
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
1．
公
共
性
と
空
間

2．
社
会
の
「
移
動
論
的
転
回
」
と
空
間

3．
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
公
共
空
間
の
変
容

4．
公
共
空
間
と
新
た
な
社
会
の
分
断

5．
空
間
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

6．
空
間
を
形
成
す
る
身
体
と
情
動

 [履
修
要
件

]
文
化
人
類
学
・
社
会
人
類
学
関
係
の
講
義
を
少
な
く
と
も
一
つ
、
１
回
生
時
に
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
、
文
献
報
告
、
討
論
へ
の
参
加
度
合
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

ア
レ
ン
ト
、
ハ
ン
ナ

 『
人
間
の
条
件
』
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）

ISB
N

:978-4480081568
ア
ー
リ
、
ジ
ョ
ン

 『
社
会
を
越
え
る
社
会
学
―
移
動
・
環
境
・
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
』
（
法
政
大
学
出
版
会
）

ISB
N

:
978-4588099359
篠
原
雅
武

 『
公
共
空
間
の
政
治
理
論
』
（
人
文
書
院
）

ISB
N

:978-4409040898
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド

 『
反
乱
す
る
都
市
―
資
本
の
ア
ー
バ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
都
市
の
再
創
造
』
（
作
品

社
）

ISB
N

:978-4861824203
ス
ミ
ス
、
ニ
ー
ル

 『
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
報
復
都
市

: 新
た
な
る
都
市
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』

ISB
N

:978-

社
会
人
類
学
演
習
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

社
会
人
類
学
演
習
Ｂ

(2)

4623070015
フ
ー
コ
ー
、
ミ
シ
ェ
ル

 『
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
身
体
／
ヘ
テ
ロ
ト
ピ
ア
』
（
水
声
社
）

ISB
N

:978-4891769802

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
各
自
が
報
告
す
る
文
献
の
み
な
ら
ず
、
講
義
で
扱
う
文
献
に
は
で
き
る
だ
け
目
を
通
し
、
講
義
に
臨
む
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

環
境
人
類
学
演
習
Ａ

Sem
inar of Environm

ental A
nthropology A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
風
間
　
計
博

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
文
化
人
類
学
に
関
連
す
る
領
域
か
ら
英
文
の
文
章
を
選
ん
で
、
履
修
生
が
輪
読
し
て
議
論
す
る
。
個
人
で
担
当
部

分
を
要
約
し
、
疑
問
点
や
問
題
点
、
考
察
し
た
上
で
発
表
す
る
。
今
期
は
、
暴
力
や
紛
争
に
関
す
る
人
類
学
の
議
論

を
理
解
す
る
た
め
の
書
籍
を
採
り
あ
げ
る
。

 [到
達
目
標

]
　
文
化
人
類
学
に
関
連
す
る
英
文
の
読
解
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
概
念
や
理
論
の
把
握
を
目
指
す
。
さ
ら
に
、
文

章
の
要
約
、
論
理
的
思
考
、
議
論
の
能
力
を
実
践
的
に
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
人
間
が
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
、
他
者
と
の
相
互
行
為
な
し
に
済
ま
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
日
常

的
な
生
活
実
践
を
文
化
人
類
学
の
主
題
と
し
て
採
り
あ
げ
る
に
あ
た
り
、
と
く
に
他
者
と
の
関
係
に
お
い
て
立
ち
現

れ
る
暴
力
や
紛
争
、
さ
ら
に
は
帰
属
の
問
題
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
で
あ
る
。
本
演
習
に
お
い
て
は
、
現
代
社
会
に

お
け
る
暴
力
を
主
題
と
し
た
文
章
を
読
み
、
基
本
的
な
概
念
を
把
握
す
る
。
読
解
を
予
定
し
て
い
る
書
籍
は
、
下
記

の
と
お
り
で
あ
る
。

　　
V

igdis B
roch-D

ue, 2005, V
iolence and　

B
elonging:T

he Q
uest for Identity in Post-colonial A

frica, 
R

outledge.

　
本
書
の
内
容
の
一
部
を
以
下
に
示
す
。
（
数
字
は
章
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
）

 1. V
iolence and belonging: analytical reflections

 2. C
onflicts in contexts: political violence and anthropological puzzles

 3. H
unger, violence and m

oral econom
y of w

ar in Z
im

babw
e

 4. D
ouble-voiced violence in K

enya
 5. E

scape from
 genocide: the politics of identity in R

w
anda's m

assacres

 [履
修
要
件

]
　
文
化
人
類
学
・
社
会
人
類
学
関
連
の
授
業
を
少
な
く
と
も
１
つ
、
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
出
席
、
発
表
の
質
、
議
論
へ
の
参
加
や
貢
献
等
を
総
合
し
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

環
境
人
類
学
演
習
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

環
境
人
類
学
演
習
Ａ

(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
事
前
に
テ
ク
ス
ト
を
読
み
、
関
連
文
献
を
当
た
っ
た
り
、
用
語
の
下
調
べ
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
発
表
者
は
、
内

容
要
約
を
行
い
、
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
す
る
。
授
業
後
、
テ
ク
ス
ト
を
読
み
返
し
て
理
解
を
深
め
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

環
境
人
類
学
演
習
Ｂ

Sem
inar of Environm

ental A
nthropology B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
風
間
　
計
博

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
文
化
人
類
学
お
よ
び
そ
の
関
連
領
域
か
ら
英
文
の
単
行
本
を
選
び
、
履
修
生
が
輪
読
し
て
議
論
す
る
。
個
人
で
担

当
部
分
の
要
約
を
ま
と
め
、
疑
問
点
や
問
題
点
、
さ
ら
な
る
考
察
結
果
を
発
表
す
る
。
今
期
は
、
感
情
・
共
感
・
身

体
に
関
わ
る
人
類
学
的
著
作
を
と
り
あ
げ
る
。

 [到
達
目
標

]
　
文
化
人
類
学
に
関
連
す
る
英
文
の
読
解
能
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
概
念
や
理
論
の
把
握
を
目
指
す
。
さ
ら
に
、

文
章
の
要
約
、
論
理
的
思
考
、
議
論
の
能
力
を
実
践
的
に
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
人
間
の
存
在
を
人
類
学
的
に
議
論
す
る
う
え
で
、
感
情
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
感
情
は
単
に
人
間
個
人

の
内
面
に
生
理
学
的
に
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
身
体
的
に
表
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
多
様
な
媒
介
に
よ
っ
て
、
周
囲
に
伝
達
さ
れ
て
い
く
。
本
演
習
に
お
い
て
は
、
感
情
・
共
感
・
身
体
に
関
わ
る

人
類
学
的
著
作
を
と
り
あ
げ
る
。

 Skultans, V
ieda, 2007, E

m
pathy and H

ealing: E
ssays in M

edical and N
arrative A

nthropology. B
erghahn 

B
ooks. 

 　
本
書
の
内
容
の
一
部
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
（
数
字
は
章
に
対
応
し
て
い
な
い
。
）

   1. E
m

pathy and healing: aspects of spiritualist ritual
  2. B

odily m
adness and the spread of blush 

  3. A
nthropology and psychiatry: the uneasy alliance

  4. R
em

em
bering and forgetting

  5. From
 dam

aged nerves to m
asked depression

  6. V
arieties of deception and distrust

  　 [履
修
要
件

]
　
文
化
人
類
学
・
社
会
人
類
学
に
関
連
す
る
授
業
を
少
な
く
と
も
１
つ
、
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
出
席
、
発
表
の
質
、
授
業
へ
の
参
加
と
議
論
へ
の
貢
献
に
よ
っ
て
総
合
的
に
判
断
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

環
境
人
類
学
演
習
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

環
境
人
類
学
演
習
Ｂ

(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
事
前
に
テ
ク
ス
ト
を
読
み
、
関
連
文
献
に
当
た
り
、
用
語
の
下
調
べ
を
し
て
お
く
。
発
表
者
は
、
内
容
要
約
を
行

い
、
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
す
る
。
授
業
後
に
は
、
テ
ク
ス
ト
を
読
み
直
し
て
理
解
を
深
め
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

文
化
行
為
論
Ａ

C
ultursl practices A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人
文
科
学
研
究
所

田
中
　
雅
一

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
文
化
行
為
論
は
日
常
実
践
に
焦
点
を
絞
る
文
化
・
社
会
人
類
学
で
あ
る
。
そ
し
て
日
常
実
践
を
複
数
の
権
力
が
作
用

す
る
ア
リ
ー
ナ
と
と
ら
え
る
こ
と
で
、
「
未
開
」
、
宗
教
、
環
境
、
暴
力
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
な

ど
の
諸
概
念
を
再
考
す
る
。

 [到
達
目
標

]
一
見
普
遍
的
と
思
わ
れ
る
価
値
観
の
相
対
的
な
性
格
、
あ
る
い
は
文
化
・
社
会
依
存
的
な
性
格
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
に
つ
い
て
の
批
判
的
な
視
点
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
最
初
に
現
代
人
類
学
の
状
況
を
概
括
し
、
異
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
の
意
義
を
考
え
る
。
そ
の
後
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
文
化
と
が
交
錯
す
る
領
域
を
テ
ー
マ
と
す
る
。

1-3週
)文
化
人
類
学
の
変
貌
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
人
類
学
、
女
性
へ
の
暴
力
　
　
　
　
　
　

4-7週
)ジ
ェ
ン
ダ
ー
儀
礼
：
　
男
子
割
礼
、
女
子
割
礼

FG
M

8-10週
)女
性
へ
の
暴
力
：
　
サ
テ
ィ
ー
（
寡
婦
殉
死
）
と
名
誉
殺
人
　
　

11-14週
)セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
ク
と
結
婚

15週
）
ま
と
め
　
　

 [履
修
要
件

]
文
化
人
類
学
に
関
す
る
ほ
か
の
講
義
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
、
と
く
に
小
レ
ポ
ー
ト
と
授
業
内
で
の
発
言
　
６
０
パ
ー
セ
ン
ト

期
末
レ
ポ
ー
ト
　
４
０
パ
ー
セ
ン
ト

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

田
中
雅
一
ほ
か
編

 『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
学
ぶ
文
化
人
類
学
』
（
世
界
思
想
社
）

田
中
雅
一
ほ
か
編

 『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
学
ぶ
宗
教
学
』
（
世
界
思
想
社
）

田
中
雅
一

 『
癒
し
と
イ
ヤ
ラ
シ
　
　
エ
ロ
ス
の
文
化
人
類
学
』
（
筑
摩
書
房
）

各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
授
業
中
に
資
料
を
配
布
し
、
参
考
文
献
を
紹
介
す
る
。

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://w
w

w
.zinbun.kyoto-u.ac.jp/~shakti/(田

中
雅
一
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
で
は
映
像
作
品
の
上
映
や
討
論
が
中
心
と
な
る
た
め
、
関
連
す
る
文
献
や
配
布
資
料
を
授
業
の
前
後
に
読
ん
で

お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
特
に
設
け
な
い
。
問
い
合
わ
せ
や
ア
ポ
イ
ン
ト
は

shakti@
zinbun.kyoto-u.ac.jpで

受
け
付
け

る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

文
化
行
為
論
Ｂ

C
ultursl practices B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人
文
科
学
研
究
所

石
井
　
美
保

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
文
化
行
為
論
は
、
人
々
の
日
常
的
実
践
に
焦
点
を
当
て
た
文
化
・
社
会
人
類
学
で
あ
る
。
こ
の
講
義
で
は
、
各
自
が

関
心
を
も
つ
文
化
人
類
学
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
受
講
者
が
発
表
を
行
い
、
参
加
者
全
員
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
、

講
師
に
よ
る
解
説
を
中
心
に
授
業
を
進
め
る
。

受
講
者
は
授
業
を
通
し
て
人
類
学
的
な
テ
ー
マ
に
親
し
む
だ
け
で
は
な
く
、
発
表
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て

民
族
誌
的
テ
キ
ス
ト
の
読
解
能
力
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
方
法
等
を
積
極
的
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 [到
達
目
標

]
現
代
人
類
学
の
重
要
な
テ
ー
マ
を
学
習
す
る
と
と
も
に
、
発
表
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
講

生
の
問
題
関
心
に
沿
っ
た
テ
ー
マ
を
積
極
的
・
多
角
的
に
探
求
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
日
常
を
相
対
化
す
る
視
点
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
こ
の
授
業
で
は
受
講
生
同
士
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
互
い
の
問
題
関
心
や
意
見
を
知
り
、
同
世
代

の
鋭
い
思
考
や
行
動
力
・
探
究
力
に
触
れ
る
こ
と
で
、
互
い
に
刺
激
し
合
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

ゼ
ミ
で
は
受
講
生
の
積
極
的
な
発
言
を
期
待
す
る
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
最
初
の
複
数
回
の
授
業
で
は
、
講
師
が
人
類
学
的
思
考
の
基
礎
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
方
法
論
を
概
説
す
る
。
以

降
の
授
業
で
は
、
受
講
者
が
そ
れ
ぞ
れ
（
場
合
に
よ
っ
て
は
複
数
で
）
テ
ー
マ
を
定
め
て
研
究
発
表
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
う
。

参
考
ま
で
に
、

2014年
度
の
発
表
テ
ー
マ
（
受
講
生
が
取
り
上
げ
た
民
族
誌
的
テ
キ
ス
ト
の
テ
ー
マ
）
の
一
部
を
以

下
に
挙
げ
る
。

・
「
近
代
的
個
人
」
と
憑
依
現
象
　
・
伝
統
の
創
造
　
・
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
と
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
　
・
国
際

結
婚
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
　
・
ア
フ
リ
カ
農
村
に
お
け
る
モ
ノ
の
や
り
と
り
と
関
係
の
可
視
化
　
・
人
類
学

に
お
け
る
生
物
性
と
自
然
　
・
人
類
学
と
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
経
済
論
　
ほ
か

 [履
修
要
件

]
文
化
行
為
論
Ａ
の
履
修
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
（

50％
）
、
授
業
で
の
発
表
（

50％
）

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

文
化
行
為
論
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



文
化
行
為
論
Ｂ

(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://w
w

w
.m

ihoishiianthropology.com
/

http://w
w

w
.zinbun.kyoto-u.ac.jp/zinbun/m

em
bers/ishii.htm

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
次
回
の
授
業
で
用
い
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
を
必
ず
事
前
に
読
ん
で
、
自
分
な
り
の
質
問
や
コ
メ
ン
ト
を
考
え
て
お
く
こ

と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

質
問
等
は

m
ishii(at)zinbun.kyoto-u.ac.jpま

で
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

生
態
人
類
学
演
習
Ａ

Sem
inar of E

cological A
nthropology A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 アジア・アフリカ地域研究研究科
高
田
　
明

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
生
態
人
類
学
は
，
人
々
の
生
活
を
環
境
の
諸
要
素
と
の
緊
密
な
相
互
関
係
の
総
体
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
．
本
演
習
で
は
，
生
態
人
類
学
お
よ
び
そ
の
関
連
分
野
（
言
語
人
類
学
，
文
化
人
類
学
，
環
境
社
会
学
な
ど
）

の
最
近
の
文
献
を
題
材
と
し
た
討
論
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
，
こ
れ
か
ら
環
境
認
識
，
環
境
の
利
用
，
環
境
に
対
す

る
権
利
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
た
め
の
論
点
を
整
理
す
る
．

 [到
達
目
標

]
人
々
の
生
活
と
環
境
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
た
め
の
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
学
び
，
そ
れ
を
ふ
ま

え
て
自
ら
の
関
心
を
追
究
す
る
基
礎
的
な
力
を
養
う
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
，

1課
題
あ
た
り
１
～
２
週
の
授
業
を
す
る
予
定
で
あ
る
．
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
，

受
講
生
の
関
心
を
考
慮
し
て
適
宜
調
整
す
る
．

１
．
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
人
間
科
学
：
生
態
人
類
学
理
論
の
特
質

２
．
全
身
で
考
え
る
：
生
態
人
類
学
の
方
法

３
．
人
類
の
進
化
と
社
会

４
．
環
境
へ
の
適
応
と
し
て
の
社
会

５
．
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
ひ
と

６
．
環
境
・
認
識
・
文
化

７
．
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
物
質
的
基
盤

８
．
生
計
経
済
と
倫
理

９
．
社
会
動
態
と
地
域
の
発
展

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
主
と
し
て
授
業
中
の
報
告
に
よ
る
．
討
論
の
内
容
・
積
極
性
を
重
視
す
る
．

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
中
に
指
示
す
る
文
献
を
読
ん
で
，
他
の
受
講
者
に
説
明
し
て
も
ら
う
機
会
を
設
け
る
予
定
で
あ
る
．

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

生
態
人
類
学
演
習
Ｂ

Sem
inar of E

cological A
nthropology B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 アジア・アフリカ地域研究研究科
山
越
　
言

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
「
私
」
の
属
す
る
「
わ
れ
わ
れ
」
は
、
時
と
場
合
に
よ
り
「
人
類
」
「
ヒ
ト
」
「

X
X
国
民
」
「
男
性
／
女
性
」
「

常
民
」
「
近
代
人
」
な
ど
、
複
層
的
に
定
義
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
こ
の
「
わ
れ
わ
れ
」
概
念
は
、

同
様
に
複
層
的
な
「
他
者
」
と
の
境
界
に
位
置
す
る
存
在
（
人
工
生
命
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
古
人
類
・
類
人
猿
・
「
在
日
」

・
ゲ
イ
／
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
鬼
／
山
人
・
「
未
開
人
」
な
ど
）
に
よ
っ
て
不
断
に
脅
か
さ
れ
て
も
い
る
。
本
演
習
で
は
、

こ
の
よ
う
な
「
わ
れ
わ
れ
」
を
め
ぐ
る
諸
言
説
に
つ
い
て
、
人
類
学
お
よ
び
そ
の
関
連
分
野
（
認
知
心
理
学
・
考
古

学
・
霊
長
類
学
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
論
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
研
究
・
民
俗
学
等
）
の
文
献
や
小
説
・
映
画
な
ど
を
題
材
に

討
論
し
、
理
解
を
深
め
る
。

 [到
達
目
標

]
独
自
の
発
想
に
基
づ
い
た
「
わ
れ
わ
れ
」
論
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
概
念
枠
組
み
を
使
い
、
疑
い
、
発
展
さ
せ
る
こ

と
を
実
践
的
に
学
ぶ
。
ま
た
、
他
の
参
加
者
の
枠
組
み
を
批
判
・
批
評
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
対
話
的
・
建
設
的
な

議
論
に
慣
れ
親
し
む
。

そ
の
よ
う
な
討
論
を
通
じ
て
、
文
化
人
類
学
や
そ
の
周
辺
分
野
に
お
け
る
最
新
の
ト
ピ
ッ
ク
を
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
、

1課
題
あ
た
り
１
～
５
週
の
討
論
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

１
．
文
化
人
類
学
に
お
け
る
我
々
と
他
者
　
　
（
ロ
マ
ン
主
義
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
、
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
、
構
造
主
義
人
類

学
、
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
論
、
巡
礼
・
旅
行
記
）

２
．
認
知
心
理
学
・
認
識
哲
学
に
お
け
る
我
々
と
他
者
　
　
（
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
、
他
我
問
題
、
不
気
味
の
谷
、
ク
ロ

ー
ン
人
間
、
心
の
理
論
）

３
．
進
化
人
類
学
に
お
け
る
我
々
と
他
者
　
　
（
人
と
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
間
、
言
語
・
宗
教
・
芸
術
の
起
源
、
人
獣

共
通
感
染
症
、
動
物
の
権
利
運
動
）

４
．
民
俗
学
に
お
け
る
我
々
と
他
者

 （
妖
怪
論
、
常
民
・
山
人
、
鬼
・
山
伏
、
異
人
論
）

 
５
．
そ
の
他
　
　
（
サ
イ
ボ
ー
グ
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
論
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
、
想
像
の
共
同
体
、

木
は
法
廷
に
立
て
る
か
、
登
山
・
探
検
、
宮
崎
ア
ニ
メ
）

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
討
論
へ
の
参
加
の
内
容
・
積
極
性
を
平
常
点
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
資
料
は
適
宜
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

生
態
人
類
学
演
習
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

生
態
人
類
学
演
習
Ｂ

(2)

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://jam
bo.africa.kyoto-u.ac.jp/africa_division/yam

akoshi-gen

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
日
常
的
な
知
的
関
心
や
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
討
論
を
行
い
ま
す
。
特
段
の
予
習
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

積
極
的
な
授
業
参
加
、
発
言
を
高
く
評
価
す
る
。

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー
は
特
に
定
め
な
い
が
、
講
義
時
間
外
に
直
接
連
絡
を
取
り
た
い
学
生
は
、
山
越
（

yam
akoshi@

jam
bo.africa.kyoto-.ac.jp）

ま
で
メ
ー
ル
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

文
化
人
類
学
方
法
Ａ

M
ethodology of C

ultural A
nthropology A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
風
間
　
計
博

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
文
化
人
類
学
の
研
究
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
資
料
収
集
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
本
演
習
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
方
法
、
資
料
収
集
に
関
わ
る
実
践
的
問
題
を
と
り
あ
げ
、
資
料
分
析
の
定

性
的
方
法
、
定
量
的
方
法
の
実
際
を
学
ぶ
。

　
個
々
の
履
修
生
の
問
題
関
心
に
沿
っ
て
、
具
体
的
事
例
を
検
討
し
な
が
ら
進
め
る
。

 [到
達
目
標

]
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
準
備
段
階
と
し
て
、
事
前
の
関
連
文
献
の
収
集
、
統
計
資
料
や
地
域
情
報
収
集

の
実
践
的
方
法
を
習
得
す
る
。
さ
ら
に
、
研
究
計
画
の
立
て
方
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
資
料
収
集
の
方
法
を
学
ん

だ
う
え
で
、
最
終
的
に
は
、
文
献
資
料
や
フ
ィ
ー
ル
ド
で
得
た
資
料
の
整
理
・
分
析
の
能
力
を
養
う
こ
と
を
目
標
と

す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
既
存
の
民
族
誌
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、
資
料
収
集
の
方
法
、
調
査
に
お
け
る
倫
理
的
諸
問
題
、
収
集
資
料
の
取

り
扱
い
と
分
析
に
つ
い
て
、
履
修
生
に
よ
る
主
体
的
な
参
加
に
よ
っ
て
追
究
し
て
い
く
。
履
修
者
に
は
必
要
に
応
じ

て
、
自
ら
の
問
題
関
心
に
つ
い
て
口
頭
発
表
し
て
も
ら
う
。

　
主
な
ト
ピ
ッ
ク
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
１
）
調
査
地
選
定
の
方
法
、
調
査
地
へ
の
入
り
方
、
資
料
収
集
の
実
際

　
２
）
調
査
地
に
お
け
る
問
題
関
心
の
深
化
と
資
料
整
理

　
３
）
調
査
後
の
資
料
分
析

 [履
修
要
件

]
　
担
当
教
員
を
指
導
教
員
と
し
て
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
予
定
の
学
生
は
必
修
と
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
授
業
へ
の
参
加
態
度
、
意
欲
、
発
表
や
議
論
の
質
に
よ
っ
て
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
授
業
に
先
立
ち
、
自
主
的
に
資
料
収
集
を
行
っ
て
整
理
し
た
う
え
で
、
レ
ジ
ュ
メ
等
に
ま
と
め
て
授
業
に
持
参
す

る
。
授
業
後
に
は
、
指
摘
を
受
け
た
箇
所
を
見
直
し
、
不
足
し
て
い
た
資
料
を
補
い
、
分
析
方
法
を
修
正
す
る
必
要

が
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

文
化
人
類
学
方
法
Ｂ

M
ethodology of C

ultural A
nthropology B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
風
間
　
計
博

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
文
化
人
類
学
の
研
究
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
必
須
で
あ
る
。

　
本
演
習
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
お
け
る
収
集
資
料
の
分
析
か
ら
考
察
、
さ
ら
に
民
族
誌
記
述
を
行
う
ま
で

の
過
程
を
学
ぶ
。
人
類
学
に
お
け
る
既
存
の
理
論
的
問
題
を
、
い
か
に
具
体
的
な
資
料
の
分
析
結
果
と
つ
き
合
わ
せ

る
こ
と
が
可
能
か
、
具
体
的
事
例
に
基
づ
い
て
考
え
る
。

 [到
達
目
標

]
　
実
際
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
お
い
て
収
集
し
た
資
料
を
整
理
・
分
析
・
考
察
す
る
方
法
を
実
践
的
に
学
び
、
民

族
誌
を
書
く
能
力
を
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　　
近
年
、
文
化
人
類
学
で
と
り
あ
げ
あ
ら
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
を
参
照
し
な
が
ら
、
民
族
誌
研
究
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

と
く
に
、
個
々
の
履
修
生
の
問
題
関
心
に
沿
っ
て
、
各
自
の
集
め
た
具
体
的
な
資
料
を
分
析
・
考
察
し
て
口
頭
発
表

を
行
い
、
さ
ら
に
精
緻
に
文
章
化
し
て
い
く
方
法
論
を
追
究
す
る
。

　　
１
）
文
献
資
料
の
収
集
と
理
論
的
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
２
）
具
体
的
な
収
集
資
料
の
分
析
と
理
論
的
問
題
へ
の
架
橋

　
３
）
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
考
察
へ
の
発
展

　
４
）
民
族
誌
執
筆
の
実
際

 [履
修
要
件

]
　
担
当
者
を
指
導
教
員
と
し
て
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
予
定
の
学
生
は
必
修
で
あ
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
　
授
業
へ
の
参
加
態
度
と
意
欲
、
発
表
や
発
言
等
を
総
合
し
て
判
断
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
授
業
外
の
時
間
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
自
ら
資
料
整
理
・
分
析
・
考
察
を
行
っ
て
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し

て
授
業
に
出
席
す
る
。
授
業
中
に
受
け
た
コ
メ
ン
ト
に
応
じ
て
、
必
要
個
所
を
修
正
し
、
民
族
誌
記
述
を
自
主
的
に

行
う
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

社
会
人
類
学
方
法
Ｂ

M
ethodology of Social A

nthropology B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 地
球
環
境
学
堂

岩
谷
　
彩
子

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
4,5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
社
会
科
学
の
方
法
論
と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
し
か
し
そ
の
調
査
方

法
の
中
核
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
現
や
測
定
可
能
性
と
い
う
点
で
方
法
論
化
さ
れ
に
く
く
、
人
類
学
に
お
い

て
も
理
論
化
の
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
と
も
い
え
る
身
体
感
覚
や
情
動
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い

る
。
本
講
義
で
は
、
身
体
感
覚
や
情
動
を
扱
っ
た
代
表
的
な
民
族
誌
や
映
像
作
品
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を

理
論
化
し
記
述
・
描
写
す
る
た
め
の
方
法
を
模
索
す
る
。

 [到
達
目
標

]
身
体
感
覚
や
情
動
を
理
論
化
し
記
述
・
描
写
す
る
た
め
の
方
法
論
を
習
得
す
る

 [授
業
計
画
と
内
容

]
1．
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
人
類
学
者

2．
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
民
族
誌
を
記
述
す
る
と
い
う
こ
と

3．
テ
キ
ス
ト
と
映
像

4. 感
覚
・
情
動
と
人
類
学

5．
カ
ス
タ
ネ
ダ
の
衝
撃
―
エ
ス
ノ
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
の
彼
岸

6．
精
霊
と
の
距
離
―
自
己
と
世
界
の
揺
ら
ぎ

7. 宗
教
的
世
界
と
メ
デ
ィ
ア

8．
表
象
と
身
体

9. 身
体
と
メ
デ
ィ
ア

10．
感
覚
を
記
述
す
る
―
味
覚
、
嗅
覚
、
聴
覚
と
こ
と
ば

11．
感
覚
と
政
治

12．
情
動
を
記
述
す
る

13．
空
間
と
感
覚

14．
場
所
と
情
動

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
講
義
で
の
文
献
紹
介
と
討
論
へ
の
積
極
的
関
与
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

カ
ス
タ
ネ
ダ
、

C
 『
呪
術
師
と
私
―
ド
ン
・
フ
ァ
ン
の
教
え
』
（
二
見
書
房
）

ISB
N

:978-4576000299
ク
ラ
パ
ン
ザ
ー
ノ
、

V
. 『
精
霊
と
結
婚
し
た
男
―
モ
ロ
ッ
コ
人
ト
ゥ
ハ
ー
ミ
の
肖
像

 』
（
紀
伊
國
屋
書
店
）

ISB
N

:
978-4314005623

社
会
人
類
学
方
法
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

社
会
人
類
学
方
法
Ｂ

(2)

ロ
サ
ル
ド
、

R
. 『
文
化
と
真
実
―
社
会
分
析
の
再
構
築

 』
（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
）

ISB
N

:978-
4888882712
ダ
マ
シ
オ
、

A
.R

. 『
感
じ
る
脳

 情
動
と
感
情
の
脳
科
学

 よ
み
が
え
る
ス
ピ
ノ
ザ
』
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

ISB
N

:
978-4478860519
フ
ェ
ル
ド
、

S. 『
鳥
に
な
っ
た
少
年
―
カ
ル
リ
社
会
に
お
け
る
音
・
神
話
・
象
徴
』
（
平
凡
社
）

ISB
N

:978-
4582744101
ト
ゥ
ア
ン
、

Y
.-F. 『
空
間
の
経
験
―
身
体
か
ら
都
市
へ
』
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）

ISB
N

:978-4480081032
西
井

 凉
子

 『
情
動
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
―
南
タ
イ
の
村
で
感
じ
る
・
つ
な
が
る
・
生
き
る
』
（
京
都
大
学
学
術
出

版
会
）

ISB
N

:978-4876982790
菅
原
和
孝

 『
身
体
化
の
人
類
学
』
（
世
界
思
想
社
）

ISB
N

:978-4-7907-1589-4
新
井

 一
寛

 、
岩
谷

 彩
子
、
葛
西

 賢
太

 『
映
像
に
や
ど
る
宗
教
、
宗
教
を
う
つ
す
映
像

 』
（
せ
り
か
書
房
）

ISB
N

:
978-4796703055
Pink, S. 『

D
oing Sensory E

thnography』
（

Sage）
ISB

N
:978-1412948036

H
ow

es, D
., and C

lassen, C
. 『

W
ays of Sensing: U

nderstanding the Senses In Society』
ISB

N
:978-

0415697156

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
講
義
で
指
示
さ
れ
る
代
表
的
な
民
族
誌
を
事
前
に
読
み
、
授
業
に
臨
む
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

本
科
目
の
履
修
と
並
行
し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
遂
行
し
た
う
え
で
、
資
料
分
析
・
卒
論
執
筆
を
精
力
的
に
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

地
域
空
間
論
Ｉ
Ａ

R
egion, Space, and E

nvironm
ent IA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
小
島
　
泰
雄

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
中
国
農
村
に
お
け
る
空
間
と
社
会
が
、
ど
の
よ
う
な
関
係
を
形
成
し
て
き
た
の
か
を
め
ぐ
っ
て
、
地
理
学
の
視
圏
に

軸
足
を
お
い
て
講
義
を
進
め
る
。
江
蘇
、
河
南
、
四
川
な
ど
で
行
っ
て
き
た
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
基
づ
い
て
、
中
国

農
村
の
生
活
空
間
と
そ
の
多
様
性
を
実
態
的
に
考
え
て
ゆ
く
。

 [到
達
目
標

]
地
理
学
に
お
け
る
生
活
空
間
論
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
理
解
す
る
。

中
国
農
村
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
授
業
を
行
う
。

１
つ
の
テ
ー
マ
あ
た
り
２
－
３
週
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

１
．
村
落

２
．
定
期
市
・
市
場
町

３
．
市
場
圏
・
郷

４
．
通
婚
圏

５
．
広
域
の
生
活
空
間

６
．
中
国
農
村
の
基
層
空
間

７
．
生
活
空
間
論

 [履
修
要
件

]
全
学
共
通
科
目
の
地
理
学
関
連
科
目
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
主
に
期
末
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
評
価
を
行
い
、
授
業
へ
の
参
加
度
を
加
味
す
る
。
授
業
へ
の
参
加
度
は
授
業
時
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
の
内
容
に
つ
い
て
、
授
業
中
に
紹
介
し
た
文
献
や
論
文
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
自
ら
の
興
味
関
心
に
応
じ
て
発

展
的
な
学
習
を
展
開
す
る
。
期
末
レ
ポ
ー
ト
に
そ
の
成
果
を
反
映
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

地
域
空
間
論
Ｉ
Ｂ

R
egion, Space, and E

nvironm
ent IB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
小
島
　
泰
雄

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
都
市
と
農
村
の
関
係
に
つ
い
て
、
中
国
を
対
象
と
し
て
考
え
る
。

現
代
中
国
に
お
い
て
は
都
市
と
農
村
が
截
然
と
分
け
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
い
か
に
形
成
・
変
容
さ
れ
て
き
た
か

に
つ
い
て
、
主
に
地
理
学
的
な
視
角
か
ら
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
く
。

 [到
達
目
標

]
現
代
中
国
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

地
理
学
に
お
け
る
都
市
農
村
関
係
の
研
究
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
授
業
を
行
う
。

 
一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
２
－
３
週
の
授
業
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

 

１
．
都
市
と
農
村

２
．
戸
籍
制
度

３
．
タ
ン
ウ
ェ
イ
と
都
市

４
．
住
宅
制
度
改
革

５
．
土
地
改
革
と
集
団
化

６
．
非
集
団
化

７
．
郷
鎮
企
業

８
．
出
稼
ぎ

 [履
修
要
件

]
全
学
共
通
科
目
の
地
理
学
関
連
科
目
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
主
に
期
末
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
評
価
を
行
い
、
授
業
へ
の
参
加
度
を
加
味
す
る
。
授
業
へ
の
参
加
度
は
授
業
時
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
測
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
の
内
容
に
つ
い
て
、
授
業
中
に
紹
介
し
た
文
献
や
論
文
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
自
ら
の
興
味
関
心
に
応
じ
て
発

展
的
な
学
習
を
展
開
す
る
。
期
末
レ
ポ
ー
ト
に
そ
の
成
果
を
反
映
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

地
域
空
間
論

IIＡ
R

egion, Space, and E
nvironm

ent IIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
山
村
　
亜
希

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
歴
史
景
観
と
は
、
何
だ
ろ
う
か
。
現
代
の
地
域
社
会
は
、
そ
こ
に
い
か
な
る
評
価
を
与
え
、
ど
の
よ
う
な
価
値
を

見
出
し
、
ど
の
よ
う
に
活
用
・
保
全
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
歴
史
景
観
の
保
存
と
活
用
の
両
立
は
、
現

代
で
も
答
え
の
難
し
い
課
題
で
あ
る
が
、
歴
史
地
理
学
は
、
こ
の
課
題
に
実
証
的
か
つ
論
理
的
に
取
り
組
む
考
え
方

と
方
法
を
提
起
す
る
学
問
の
一
つ
で
あ
る
。

　
歴
史
地
理
学
で
は
、
景
観
を
、
歴
史
を
通
じ
て
、
多
様
な
社
会
的
文
脈
の
下
、
自
然
環
境
と
人
間
社
会
と
が
、
相

互
に
作
用
し
合
う
結
果
と
し
て
生
成
さ
れ
た
、
地
域
固
有
の
資
産
と
考
え
る
。
こ
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

景
観
が
作
ら
れ
た
過
程
（
プ
ロ
セ
ス
）
を
復
原
し
、
地
図
化
す
る
と
い
う
方
法
を
用
い
る
。

　
本
授
業
で
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
地
理
学
の
視
角
と
方
法
を
概
観
し
、
歴
史
景
観
と
文
化
財
と
の
関
係
に
つ
い
て

解
説
す
る
。
そ
し
て
、
戦
国
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
都
市
を
例
と
し
て
、
そ
の
景
観
が
形
成
さ
れ
、
変
化
を
重

ね
た
プ
ロ
セ
ス
を
、
ど
の
よ
う
に
明
ら
か
に
す
る
の
か
、
そ
こ
か
ら
い
か
な
る
特
性
を
見
出
す
の
か
を
、
具
体
的
な

事
例
に
即
し
て
検
討
す
る
。
こ
の
と
き
、
個
別
都
市
の
景
観
の
形
成
・
変
遷
プ
ロ
セ
ス
を
地
図
上
に
復
原
し
、
そ
こ

に
刻
印
さ
れ
た
地
域
の
歴
史
を
考
察
す
る
。
授
業
で
は
、
受
講
生
も
地
図
に
着
色
・
記
入
し
な
が
ら
自
ら
の
手
で
復

原
を
た
ど
る
こ
と
で
、
地
図
を
読
み
、
地
図
か
ら
発
想
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
も
し
た
い
。

 [到
達
目
標

]
歴
史
地
理
学
の
視
角
を
理
解
し
、
文
献
・
絵
図
・
発
掘
調
査
等
の
多
様
な
資
料
を
適
切
に
活
用
し
て
、
実
証
的
な
景

観
復
原
を
行
う
方
法
と
、
地
理
的
発
想
力
を
身
に
つ
け
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
視
角
・
方
法
を
応
用
す
る
こ
と

で
、
現
代
社
会
に
お
け
る
歴
史
景
観
の
保
全
と
活
用
の
あ
り
方
を
、
学
術
的
に
考
え
る
力
を
養
成
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
1テ
ー
マ
に
つ
き
、

3～
4回
の
授
業
で
進
め
る
。
　

最
新
の
研
究
状
況
や
、
各
地
の
発
掘
調
査
の
成
果
、
授
業
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
、
各
回
の
テ
ー
マ
や
順
番
の
変
更

も
あ
り
得
る
。
　

第
1回
：
授
業
の
概
要
説
明
、
歴
史
地
理
学
の
視
角
と
方
法

第
2～

3回
：
文
化
財
と
史
跡
・
文
化
的
景
観

第
4～

7回
：
石
見
の
湊
町
と
城
下
町

第
8～

11回
：
阿
波
の
湊
町
と
城
下
町

第
12～

14回
：
湊
町
と
城
下
町
の
近
世
化
－
木
材
・
米
・
銀
の
取
引
港
の
成
立
と
都
市
の
景
観
変
化
－

第
15回
　
ま
と
め

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
レ
ポ
ー
ト
（

60%
）

平
常
点
：
コ
メ
ン
ト
ペ
ー
パ
ー
・
読
図
作
業
・
出
席
状
況
等
（

40%
）
　

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

地
域
空
間
論

IIＡ
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

地
域
空
間
論

IIＡ
(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
で
指
示
し
た
地
図
へ
の
着
色
や
作
図
は
、
時
間
内
に
終
わ
ら
な
け
れ
ば
、
宿
題
と
な
る
。
参
考
文
献
と
し
て
示

す
基
本
論
文
や
書
籍
を
読
ん
で
理
解
を
深
め
る
。
ま
た
、
期
末
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
授
業
で
習
っ
た
視
点
や
方
法
を

用
い
て
、
各
自
で
フ
ィ
ー
ル
ド
を
設
定
し
て
、
中
近
世
の
城
下
町
や
港
町
の
景
観
復
原
図
を
作
成
し
て
も
ら
う
の
で
、

そ
の
資
料
や
論
文
の
収
集
を
、
早
い
う
ち
か
ら
始
め
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
作
業
が
、
本
授
業
の

一
番
の
復
習
と
な
る
。
　

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
で
は
、
毎
回

A
3サ
イ
ズ
の
大
判
の
地
図
を
複
数
枚
配
布
し
、
指
示
に
従
っ
て
着
色
・
記
入
し
な
が
ら
講
義
を
進

め
る
の
で
、
赤
・
青
・
黄
色
・
緑
の
最
低

4色
以
上
の
色
鉛
筆
（
消
し
ゴ
ム
で
消
せ
る
も
の
が
ベ
タ
ー
、
色
鉛
筆
の

セ
ッ
ト
が
便
利
）
と
、
文
字
を
書
き
込
む
こ
と
の
で
き
る
色
ペ
ン
を
複
数
本
準
備
し
、
毎
回
持
参
す
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

地
域
空
間
論

IIＢ
R

egion, Space, and E
nvironm

ent IIB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
山
村
　
亜
希

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
戦
国
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
の
中
近
世
移
行
期
（

16・
17世
紀
）
は
、
全
国
各
地
で
数
多
く
の
都
市
が
生
ま
れ

成
長
し
た
、
日
本
史
上
画
期
と
な
る
「
都
市
の
時
代
」
で
あ
っ
た
。
本
授
業
で
は
、
こ
の
時
期
に
生
ま
れ
て
、
現
代

都
市
の
母
胎
と
な
っ
た
、
代
表
的
な
都
市
類
型
で
あ
る
城
下
町
と
港
町
に
注
目
し
、
全
国
各
地
か
ら
具
体
的
な
事
例

を
挙
げ
て
、
そ
の
景
観
と
空
間
構
造
の
特
性
を
解
説
す
る
。

　
講
義
で
は
、
各
都
市
の
復
原
の
た
め
に
有
効
な
史
料
・
方
法
を
説
明
し
、
そ
の
空
間
構
造
が
、

16・
17世
紀
に
ど

の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
、
い
か
に
変
化
し
た
の
か
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
地
図
上
に
復
原
す
る
こ
と
で
考
察
す
る
。
こ

こ
か
ら
、
戦
国
～
近
世
に
か
け
て
覇
権
を
広
げ
る
大
名
権
力
（
武
士
）
の
意
図
や
計
画
を
考
え
る
と
同
時
に
、
そ
の

都
市
特
有
の
景
観
の
「
個
性
」
と
、
そ
の
よ
う
な
「
個
性
」
が
生
じ
た
環
境
的
要
因
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
。
　

　
講
義
を
通
じ
て
、
中
近
世
移
行
期
の
都
市
研
究
に
限
ら
ず
、
歴
史
地
理
学
の
基
本
的
な
見
方
・
考
え
方
を
理
解
し
、

実
証
的
な
景
観
復
原
の
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
本
授
業
の
目
的
で
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
中
近
世
移
行
期
の
都
市
景
観
研
究
を
事
例
に
、
歴
史
地
理
学
の
基
本
的
な
視
角
を
理
解
し
、
文
献
・
絵
図
・
発
掘
調

査
等
の
多
様
な
資
料
を
適
切
に
活
用
し
て
、
実
証
的
な
景
観
復
原
を
行
う
方
法
を
身
に
つ
け
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ

う
な
視
角
・
方
法
を
応
用
す
る
こ
と
で
、
現
代
社
会
に
お
け
る
歴
史
景
観
の
保
全
と
活
用
の
あ
り
方
を
、
学
術
的
に

考
え
る
能
力
を
養
成
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
1テ
ー
マ
に
つ
き
、

2～
3回
の
授
業
で
進
め
る
。

最
新
の
研
究
状
況
や
発
掘
調
査
の
成
果
、
授
業
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
、
各
回
の
テ
ー
マ
や
順
番
の
変
更
も
あ
り
得

る
。

第
1回
　
概
要
説
明

第
2～

5回
　
東
海
の
城
下
町
と
港
町

第
6～

9回
　
西
国
（
四
国
・
九
州
）
の
城
下
町
と
港
町

第
10～

14回
　
近
江
・
北
陸
の
城
下
町
と
港
町

第
15回
　
ま
と
め

 [履
修
要
件

]
極
力
、
前
期
の
「
地
域
空
間
論
Ⅱ

A
」
を
受
講
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
レ
ポ
ー
ト
（

60%
）

 
平
常
点
：
コ
メ
ン
ト
ペ
ー
パ
ー
・
読
図
作
業
・
出
席
状
況
等
（

40%
）
　

地
域
空
間
論

IIＢ
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

地
域
空
間
論

IIＢ
(2)

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
で
指
示
し
た
地
図
へ
の
着
色
や
作
図
は
、
時
間
内
に
終
わ
ら
な
け
れ
ば
、
宿
題
と
な
る
。
参
考
文
献
と
し
て
示

す
基
本
論
文
や
書
籍
を
読
ん
で
理
解
を
深
め
る
。
ま
た
、
期
末
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
授
業
で
習
っ
た
視
点
や
方
法
を

用
い
て
、
各
自
で
フ
ィ
ー
ル
ド
を
設
定
し
て
、
中
近
世
の
城
下
町
や
港
町
の
景
観
復
原
図
を
作
成
し
て
も
ら
う
の
で
、

そ
の
資
料
や
論
文
の
収
集
を
、
早
い
う
ち
か
ら
始
め
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
作
業
が
、
本
授
業
の

一
番
の
復
習
と
な
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

授
業
で
は
、
毎
回

A
3サ
イ
ズ
の
大
判
の
地
図
を
複
数
枚
配
布
し
、
指
示
に
従
っ
て
着
色
・
記
入
し
な
が
ら
講
義
を
進

め
る
の
で
、
赤
・
青
・
黄
色
・
緑
の
最
低

4色
以
上
の
色
鉛
筆
（
消
し
ゴ
ム
で
消
せ
る
も
の
が
ベ
タ
ー
、
色
鉛
筆
の

セ
ッ
ト
が
便
利
）
と
、
文
字
を
書
き
込
む
こ
と
の
で
き
る
色
ペ
ン
を
複
数
本
準
備
し
、
毎
回
持
参
す
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

地
域
空
間
論

IIIＡ
R

egion, Space, and E
nvironm

ent IIIA
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
小
方
　
登

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
地
理
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
・
表
示
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
化
に
つ
い
て
そ
の
原
理
を
講
じ
る
。
地
理
情
報
処

理
の
実
例
と
し
て
衛
星
画
像
の
処
理
・
分
析
を
主
に
取
り
上
げ
る
。
地
形
図
が
利
用
で
き
な
い
地
域
で
も
利
用
で
き

る
衛
星
画
像
は
，
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ス
ケ
ー
ル
で
有
効
な
地
理
情
報
ソ
ー
ス
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
実
習
も
含
む
。

 [到
達
目
標

]
地
理
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
・
表
示
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
化
お
よ
び
衛
星
画
像
の
処
理
・
分
析
へ
の
理
解
の

増
進
を
目
標
と
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
）
地
理
情
報
の
モ
デ
ル
化
‥
‥
地
表
の
現
実
な
い
し
地
図
の
内
容
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
扱
う
た
め
の
モ
デ
ル
と
し

て
，
ベ
ク
ト
ル
モ
デ
ル
と
ラ
ス
タ
ー
モ
デ
ル
の
２
つ
を
取
り
上
げ
，
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

 コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
地
形
を
処
理
・
分
析
す
る
た
め
に
，
ラ
ス
タ
ー
モ
デ
ル
に
基
づ
く
格
子

D
E

M
（

D
igital E

levation 
M

odel）
が
適
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
）
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
原
理
と
応
用
‥
‥
ラ
ス
タ
ー
モ
デ
ル
に
基
づ
く
地
理
デ
ー
タ
の
例
と
し
て
，
衛
星
画

像
を
取
り
上
げ
る
。
衛
星
画
像
の
利
用
は
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
に
含
ま
れ
る
が
，
そ
の
原
理
に
つ
い
て
，
そ
れ
が

電
磁
波
の
観
測
に
基
づ
く
こ
と
な
ど
を
説
明
す
る
。
ま
た
大
気
・
地
表
・
海
洋
の
観
測
な
ど
，
応
用
分
野
ご
と
の
特

徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

 
３
）
衛
星
に
よ
る
地
球
観
測

 ‥
‥
地
球
観
測
衛
星
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
地
球
観
測
衛
星
の
光
学
セ
ン

サ
ー
，
合
成
開
口
レ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
解
説
し
，
さ
ら
に
近
年
利
用
可
能
に
な
っ
た
高
解
像
度
衛
星
の
性
能
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

 さ
ら
に
デ
ー
タ
の
入
手
方
法
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

４
）
衛
星
画
像
の
分
析
と
表
示
‥
‥
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
衛
星
画
像
の
応
用
は
，
地
表
の
土
地
被
覆
に
つ
い

て
の
処
理
・
分
析
が
中
心
だ
が
，
そ
れ
ら
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
衛
星
画
像
の
複
数
バ
ン
ド
を
用
い
た
合
成
色
表
示
，

植
生
分
布
の
指
標
化
，
最
尤
法
に
基
づ
く
土
地
被
覆
分
類
の
原
理
を
説
明
し
た
上
で
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
実

習
を
行
う
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

地
域
空
間
論

IIIＡ
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

地
域
空
間
論

IIIＡ
(2)

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://w
w

w
.hgeo.h.kyoto-u.ac.jp/ogata/(小

方
研
究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
端
末
や
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
に
お
い
て
，
授
業
で
扱
う
内
容
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
，

必
要
に
応
じ
て
行
う
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
，
月
曜

11：
00～

12：
30で
あ
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

地
域
空
間
論

IIIＢ
R

egion, Space, and E
nvironm

ent IIIB
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
小
方
　
登

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
地
形
デ
ー
タ
（

D
E

M
）
や
空
中
写
真
・
衛
星
画
像
の
遺
跡
探
査
や
歴
史
景
観
復
原
な
ど
へ
の
応
用
事
例
を
取
り
上
げ
，

講
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
を
外
国
で
行
う
場
合
，
地
形
図
や
空
中
写
真
等
の
デ
ー
タ
の
入
手
性
に
制
約
さ
れ
が
ち

で
あ
っ
た
が
，
近
年
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
デ
ー
タ
も
利
用
可
能
と
な
っ
た
の
で
，
中
国
や
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
地
域
を
対
象

地
域
と
し
て
重
点
的
に
取
り
上
げ
る
。

 [到
達
目
標

]
地
形
デ
ー
タ
（

D
E

M
）
や
空
中
写
真
・
衛
星
画
像
の
遺
跡
探
査
や
歴
史
景
観
復
原
な
ど
へ
の
応
用
に
つ
い
て
の
理
解

の
増
進
を
目
標
と
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
）

1995年
に
公
開
さ
れ
た
米
国
偵
察
衛
星
写
真
（

C
O

R
O

N
A
衛
星
写
真
）
の
仕
様
に
つ
い
て
説
明
し
，
応
用
可
能

性
を
検
討
す
る
。

 こ
の
衛
星
写
真
は
高
解
像
度
で
あ
る
ほ
か
，
撮
影
時
期
が
古
い
（

1960年
代
）
と
い
う
点
で
も
利

用
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

２
）
中
東
地
域
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
テ
ル
（
遺
丘
）
の
景
観
に
つ
い
て
，

C
O

R
O

N
A
衛
星
写
真
を
利
用
し
た
既
往

研
究
を
紹
介
し
，
検
討
す
る
。

 
３
）
地
中
海
地
域
に
お
け
る
フ
ェ
ニ
キ
ア
・
ポ
エ
ニ
（
カ
ル
タ
ゴ
）
文
化
に
基
づ
く
都
市
の
都
市
の
立
地
と
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

 こ
れ
ら
は
海
上
貿
易
に
基
礎
を
お
い
て
い
た
の
で
，
立
地
の
ポ
イ
ン
ト
は
港
湾
に
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
都
市
が
，
ロ
ー
マ
帝
国
に
ど
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
た
か
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

４
）
中
央
ア
ジ
ア
の
オ
ア
シ
ス
に
見
ら
れ
る
都
市
・
集
落
遺
跡
を
検
討
す
る
。
都
市
・
軍
事
施
設
や
灌
漑
施
設
（
用

水
路
）
の
痕
跡
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

 世
界
の
乾
燥
地
域
に
展
開
す
る
オ
ア
シ
ス
の
存
在
形
態
は
，
地
形

な
ど
を
反
映
し
て
地
域
ご
と
に
多
様
で
あ
る
。
中
央
ア
ジ
ア
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
地
域
で
は
，
山
脈
の
山
麓
に
連
な
る

扇
状
地
の
形
態
を
取
る
も
の
が
多
い
。
扇
状
地
オ
ア
シ
ス
の
水
利
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
，
廃
墟
と
な
っ
た
水
路
跡
を

衛
星
画
像
上
で
検
討
す
る
こ
と
な
ど
を
通
し
て
考
察
す
る
。

５
）
渤
海
国
の
都
城
な
ど
を
事
例
と
し
て
，
７
～
９
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
都
城
に
見
ら
れ
る
共
通
の
特
徴
（
日
本
の
平

城
京
・
平
安
京
に
見
ら
れ
る
条
坊
制
な
ど
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

地
域
空
間
論

IIIＢ
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

地
域
空
間
論

IIIＢ
(2)

  （
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

http://w
w

w
.hgeo.h.kyoto-u.ac.jp/ogata/(小

方
研
究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
必
要
に
応
じ
て
，
授
業
内
容
の
復
習
を
行
う
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
，
月
曜

11：
00～

12：
30で
あ
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

地
域
空
間
論
Ⅳ

R
egion, Space, and E

nvironm
ent IV

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

非
常
勤
講
師

 
豊
田
　
哲
也

未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  前
期
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
経
済
活
動
の
発
展
・
衰
退
は
地
域
や
都
市
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
。
な
ぜ
そ
う
し
た
違
い
が
生
じ
る
の
か
。
こ
の
講

義
で
は
，
様
々
な
産
業
が
ど
こ
に
立
地
す
る
か
，
な
ぜ
特
定
の
産
業
が
地
理
的
に
集
積
（
集
ま
っ
て
立
地
）
し
，
別

の
産
業
で
は
分
散
し
て
立
地
す
る
の
か
。
そ
う
し
た
立
地
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
か
，
と
い
っ

た
事
柄
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
主
と
し
て
と
り
あ
げ
る
。

1項
目
に
つ
い
て
１
～

3週
の
授
業
を
割
り
当
て
る
予
定
で
あ
る
。

１
：
産
業
立
地
論
の
基
礎

２
：
地
方
・
海
外
へ
の
工
場
分
散

３
：
産
業
の
集
積
（
大
都
市
の
中
小
工
場
，
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
な
ど
）

４
：
知
識
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
創
出
さ
れ
る
場
と
し
て
の
都
市
・
地
域

５
：
創
造
都
市
と
そ
の
諸
問
題

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
成
績
評
価
を
行
う
が
，
平
常
点
（
授
業
中
の
小
課
題
）
を
加
味
す
る
（

1割
以
内
）
こ
と
も
あ

る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

川
端
基
夫

 『
改
訂
版
立
地
ウ
ォ
ー
ズ
：
企
業
・
地
域
の
成
長
戦
略
と
「
場
所
の
チ
カ
ラ
」
』
（
新
評
論
）

山
本
健
兒

 『
新
版
経
済
地
理
学
入
門
』
（
原
書
房
）

水
野
真
彦

 『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
経
済
空
間
』
（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

地
域
空
間
論
演
習
Ⅰ

Sem
inar on R

egion, Space, and Environm
ent I

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
小
島
　
泰
雄

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
「
地
域
を
考
え
る
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
知
的
営
為
な
の
だ
ろ
う
か
。
地
理
学
が
培
っ
て
き
た
方
法
や
技
法
の
習
得

を
通
し
て
、
地
域
に
着
目
す
る
意
味
や
意
義
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
、
こ
の
授
業
の
目
的
で
あ
る
。
具

体
的
な
地
域
（

2011年
度
は
「
亀
岡
市
」
、

2012年
度
は
「
宇
治
市
」
、

2013年
度
は
「
久
御
山
町
」
、

2014年
度

は
「
長
岡
京
市
」
と
し
た
）
を
定
め
て
、
受
講
生
が
協
同
し
て
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
を
考
え
る
多
様
な
ア
プ

ロ
ー
チ
に
触
れ
る
機
会
を
創
り
だ
し
て
ゆ
く
。

 [到
達
目
標

]
地
理
学
の
地
域
調
査
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
方
法
を
習
得
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
授
業
は
ゼ
ミ
・
演
習
の
形
式
で
行
う
。

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
、
１
課
題
あ
た
り
１

-３
週
の
授
業
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

・
地
図
を
読
む
／
書
く

・
地
誌
な
ど
の
文
献
を
利
用
す
る

・
統
計
を
分
析
す
る

・
巡
検
を
行
う

・
論
文
を
使
う

・
地
誌
に
関
す
る
発
表

・
受
講
者
で
共
同
し
て
報
告
書
を
作
成
す
る

 [履
修
要
件

]
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
で
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
毎
回
出
席
で
き
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
ま
た
、
対
象
地
域
を
訪
問
す

る
1日
巡
検
に
で
き
る
だ
け
参
加
す
る
こ
と
。

全
学
共
通
科
目
の
地
理
学
関
連
科
目
、
お
よ
び
学
部
科
目
「
地
域
空
間
論
」
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
へ
の
参
加
度
（
出
席
、
課
題
へ
の
対
応
、
最
終
レ
ポ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
で
は
口
頭
発
表
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
か
ら
、
自
ら
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
準
備
を
し
て
授
業
に
臨

む
こ
と
と
な
る
。
ま
た
最
終
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
を
、
受
講
生
の
共
同
報
告
書
に
ま
と
め
て
受
講
生

と
協
力
を
得
た
行
政
担
当
者
に
配
布
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

地
域
空
間
論
演
習

II
Sem

inar on Region, Space, and Environm
ent II

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
山
村
　
亜
希

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
人
文
地
理
学
（
主
に
歴
史
地
理
学
）
や
中
近
世
都
市
研
究
の
文
献
を
対
象
と
し
た
講
読
と
批
評
を
、
演
習
形
式
で
行

い
、
研
究
史
・
最
新
の
研
究
動
向
、
そ
の
視
点
・
方
法
論
と
問
題
点
を
多
角
的
に
検
討
す
る
。
人
文
地
理
学
の
研
究

を
深
く
理
解
す
る
と
共
に
、
論
理
的
な
考
察
力
と
表
現
力
（
レ
ジ
ュ
メ
作
成
、
文
章
執
筆
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

を
養
成
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
文
献
講
読
・
批
評
を
通
じ
て
、
論
文
の
読
み
方
、
探
し
方
を
身
に
つ
け
る
。
レ
ジ
ュ
メ
の
作
成
と
口
頭
発
表
、
討
論

へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
論
理
的
思
考
力
と
表
現
力
を
養
成
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
受
講
生
の
中
で
発
表
を
ま
わ
す
。
発
表
は
一
人

1回
以
上
は
あ
た
る
よ
う
設
定
す
る
。

第
1回

 授
業
の
概
要
説
明
、
発
表
順
の
調
整
、
文
献
の
選
択
と
決
定

第
2～

14回
 基
本
文
献
の
講
読
と
批
評

 
第

15回
 ま
と
め

 [履
修
要
件

]
地
域
空
間
論
Ⅱ

A
及
び
地
域
空
間
論
Ⅱ

B
を
受
講
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ジ
ュ
メ
と
発
表
を

60％
、
討
論
で
の
発
言
と
議
論
・
ク
ラ
ス
へ
の
貢
献
を

40％
と
し
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
発
表
者
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
の
受
講
生
も
、
次
週
に
取
り
上
げ
る
文
献
を
必
ず
事
前
に
読
む
。
授
業
中
に

1回
は
必
ず
発
言
を
求
め
る
の
で
、
考
え
を
ま
と
め
た
上
で
演
習
に
臨
む
。
授
業
時
に
、
そ
の
と
き
の
討
論
内
容
を
メ
モ

し
て
お
き
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
再
度
文
献
を
読
み
直
す
こ
と
や
、
授
業
で
提
示
さ
れ
た
関
連
論
文
を
読
む
こ
と
が
、

十
分
な
復
習
と
な
る
。
　

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

対
象
文
献
は
、
初
回
の
授
業
で
探
し
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
上
で
、
受
講
生
個
人
で
選
択
し
て
も
ら
う
の
で
、
初
回

授
業
に
は
必
ず
参
加
の
こ
と
。
発
表
者
は
自
分
の
文
献
を
発
表
の

1週
前
の
演
習
時
に
、
人
数
分
コ
ピ
ー
し
て
き
て

全
員
に
配
布
す
る
。
発
表
者
以
外
は
、
そ
れ
を
当
日
ま
で
に
読
み
、
発
言
内
容
を
考
え
て
お
く
。
発
表
時
の
意
見
等

は
、
前
の
週
の
発
表
者
が
記
録
係
と
な
っ
て
、
メ
モ
を
取
り
、
そ
れ
を
ま
と
め
直
し
て
、
次
週
に
全
員
に
配
布
す
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

地
域
空
間
論
演
習

III
Sem

inar on Region, Space, and Environm
ent III

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
小
方
　
登

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
地
理
学
的
な
空
間
的
モ
デ
リ
ン
グ
や
地
理
情
報
処
理
に
関
連
し
て
，
研
究
論
文
（
英
語
の
も
の
を
含
む
）
を
購
読
し
，

理
論
と
応
用
を
学
ぶ
。

 [到
達
目
標

]
地
理
学
的
な
も
の
の
見
方
，
考
え
方
へ
の
理
解
の
増
進
を
目
標
と
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
例
年
，
ゼ
ミ
形
式
で
授
業
を
行
っ
て
お
り
，
研
究
論
文
の
紹
介
や
デ
ー
タ
分
析
結
果
の
報
告
な
ど
を
，
各
自
が
発
表

す
る
形
で
進
め
て
い
る
。
し
か
し
，
総
合
人
間
学
部
の
特
質
に
よ
り
，
受
講
す
る
学
生
の
関
心
分
野
は
多
様
で
あ
る
。

地
理
学
が
扱
う
研
究
対
象
も
ま
た
，
自
然
・
人
文
の
多
岐
に
わ
た
る
。
従
っ
て
，
対
象
と
す
る
主
題
は
受
講
生
の
関

心
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
設
定
し
た
い
。

　
例
年
は
，
都
市
地
理
学
的
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
，
先
ず
社
会
地
域
分
析
や
因
子
生
態
研
究
の
研
究
動
向
に
つ
い

て
発
表
し
，
次
に
大
都
市
圏
の
人
口
・
産
業
分
布
な
ど
の
統
計
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
結
果
を
発
表
す
る
と
い
う
形
式

で
進
め
る
こ
と
が
多
い
。

　
し
か
し
自
然
科
学
を
主
専
攻
と
す
る
受
講
生
が
い
る
場
合
，
人
工
衛
星
の
観
測
デ
ー
タ
か
ら
植
生
・
生
態
系
の
分

類
を
行
う
理
論
に
つ
い
て
研
究
動
向
を
発
表
し
，
さ
ら
に
実
際
の
人
工
衛
星
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
，
対
象
地
域
の
植

生
・
生
態
系
に
つ
い
て
の
研
究
を
発
表
す
る
と
い
っ
た
進
め
方
を
取
る
場
合
も
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た

地
形
の
分
析
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
地
理
情
報
科
学
や
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
は
，

地
理
空
間
に
展
開
す
る
多
様
な
現
象
を
統
合
的
に
扱
う
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
関
心
の
テ
ー
マ
が
異
な
っ
て
も

互
い
に
興
味
を
持
ち
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
な
，
総
合
人
間
学
部
に
ふ
さ
わ
し
い
ゼ
ミ
に
し
た
い
。
毎
回

の
出
席
は
必
須
で
あ
る
。

　
文
献
（
書
籍
や
論
文
）
の
形
で
存
在
す
る
既
存
の
研
究
成
果
を
把
握
す
る
こ
と
は
，
ど
の
学
問
分
野
で
も
研
究
の

基
本
で
あ
る
の
で
，
文
献
探
索
・
利
用
の
方
法
に
つ
い
て
授
業
の
最
初
に
指
導
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
ゼ
ミ
で
の
発
表
，
発
表
内
容
に
基
づ
く
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
ゼ
ミ
で
行
う
発
表
の
準
備
と
，
発
表
後
の
ま
と
め
を
行
う
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
月
曜

11：
00～

12：
30で
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

自
然
科
学
入
門

Introduction to Science
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
森
成
　
隆
夫

教
授

 人間・環境学研究科
内
本
　
喜
晴

教
授

 人間・環境学研究科
市
岡
　
孝
朗

教
授

 人間・環境学研究科
酒
井
　
敏

 

配
当
学
年

 1,2回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
自
然
科
学
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
理
解
す
る
た
め
に
の
入
門
科
目
と
し
て
、
物
理
学
、
化
学
、
生
物
、
地
学
の
各

分
野
か
ら
興
味
在
る
話
題
を
選
び
講
義
す
る
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
私
た
ち
を
と
り
ま
く
宇
宙
・
地
球
・
生
態
系
そ
し

て
そ
れ
ら
を
構
成
す
る
物
質
・
情
報
が
自
然
科
学
的
な
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
解
説
す
る
。

 [到
達
目
標

]
自
然
科
学
の
観
点
を
学
び
、
そ
の
基
礎
を
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
主
に
物
理
学
、
化
学
、
生
物
、
地
学
か
ら
成
り
立
つ
自
然
科
学
に
つ
い
て
、
各
分
野
の
専
門
家
が
内
容
を
厳
選
し
て

講
義
す
る
。
各
分
野
の
発
展
・
成
果
と
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
宇
宙
・
地
球
・
生
態
系
と

い
う
私
た
ち
を
と
り
ま
く
環
境
を
理
解
す
る
た
め
の
論
理
・
知
識
・
方
法
論
に
つ
い
て
概
観
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

同
時
に
そ
の
環
境
を
構
成
す
る
物
質
や
情
報
に
も
目
を
向
け
、
そ
れ
ら
の
存
在
形
態
を
研
究
し
そ
の
性
質
を
理
解
す

る
た
め
に
必
要
な
概
念
・
方
法
に
つ
い
て
も
解
説
す
る
。
本
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
自
然
科
学
系
を
目
指
す
学

生
に
は
学
問
内
容
を
理
解
す
る
入
門
的
な
講
義
と
し
て
広
く
知
識
を
得
る
助
け
と
な
る
よ
う
、
ま
た
他
の
学
系
を
目

指
す
学
生
に
は
自
然
科
学
全
般
の
概
念
を
理
解
す
る
助
け
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
，
小
テ
ス
ト
等

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
特
に
な
し

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

分
野
を
横
断
す
る
自
然
科
学

N
atural Science B

eyond D
isciplinary

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
藤
原
　
直
樹

准
教
授

 人間・環境学研究科
藤
田
　
健
一

教
授

 人間・環境学研究科
瀬
戸
口
　
浩
彰

教
授

 人間・環境学研究科
石
川
　
尚
人

未
更
新

配
当
学
年

 1,2回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
自
然
科
学
の
入
門
科
目
で
あ
る
「
分
野
を
横
断
す
る
自
然
科
学
」
で
は
、
分
野
を
異
に
す
る
複
数
の
担
当
教
員
が
相

互
に
連
携
し
、
つ
な
が
り
の
あ
る
テ
ー
マ
で
リ
レ
ー
講
義
を
行
う
。
自
然
科
学
は
細
切
れ
の
知
識
の
集
約
で
は
な
く

高
校
理
科
の

4区
分
を
超
え
た
も
の
で
あ
り
、
先
端
研
究
が
分
野
を
広
く
ま
た
が
る
学
問
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

自
然
を
支
配
す
る
科
学
の
普
遍
性
を
学
び
取
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
今
年
度
は
「
人
間
・
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
物
理
、
化
学
、
生
物
、
地
学
の
各
分
野
か
ら

4名
の
教

員
が
連
携
し
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
分
野
横
断
的
な
リ
レ
ー
講
義
を
行
う
。
現
代
の
社
会
生
活
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
消
費
す
る
こ
と
で
維
持
さ
れ
発
展
し
て
き
た
。
同
時
に
環
境
汚
染
、
地
球
温
暖
化
、
資
源
枯

渇
の
問
題
が
生
じ
、
人
類
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
付
き
合
い
方
に
変
化
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
本
講
義
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
性
質
を
理
解
す
る
た
め
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
球
、
物
質
、
生
命
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
、
に
つ
い
て

学
習
す
る
。
具
体
的
に
は
、
超
伝
導
、
熱
電
変
換
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
光
合
成
、
代
謝
、
人
工
光
合
成
、
光
触
媒
、

地
球
温
暖
化
、
化
石
資
源
枯
渇
、
地
震
火
山
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
文
系
理
系
を
問
わ
ず
、
新
入
生
を
主
な
対
象
と
す
る
が
、

2回
生
の
履
修
も
妨
げ
な
い
。
高
校
時
代
に
お
け
る
理
系

科
目
の
履
修
の
程
度
が
影
響
し
な
い
よ
う
に
内
容
を
工
夫
す
る
予
定
で
あ
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
お
よ
び
授
業
内
容
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
あ
る
い
は
簡
単
な
小
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

体
験
か
ら
学
ぶ
超
伝
導

Learning of Superconductivity from
 Experience

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
藤
原
　
直
樹

准
教
授

 人間・環境学研究科
吉
田
　
鉄
平

准
教
授

 人間・環境学研究科
森
成
　
隆
夫

助
教

 人間・環境学研究科
小
山
田
　
明

 

配
当
学
年

 1,2回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

  
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
自
然
科
学
に
お
い
て
，
超
伝
導
は
魅
力
あ
る
現
象
の
１
つ
で
あ
る
．
こ
の
超
伝
導
現
象
に
つ
い
て
，
あ
ま
り
予
備
知

識
を
仮
定
せ
ず
に
，
現
象
に
親
し
む
事
を
第
一
の
目
標
に
し
て
学
ぶ
．
講
義
だ
け
で
な
く
，
電
気
抵
抗
の
消
失
や
マ

イ
ス
ナ
ー
効
果
な
ど
の
実
演
を
多
数
行
う
予
定
で
あ
る
．

 [到
達
目
標

]
現
代
物
理
学
の
魅
力
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
超
伝
導
現
象
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
，
２
～
３
回
程
度
の
講
義
を
行
う
．
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
簡
単
な
実
験
を
行
う
．

1. 低
温
現
象

2. マ
イ
ス
ナ
ー
効
果
と
電
気
抵
抗
の
消
失

3. B
C

S理
論

4. 大
型
実
験
施
設
を
用
い
た
超
伝
導
研
究

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
評
価
す
る
．

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
特
に
な
し
．

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

量
子
力
学

I 
Q

uantum
 M

echanics I
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
木
下
　
俊
哉

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
ミ
ク
ロ
の
世
界
の
物
理
法
則
で
あ
る
量
子
力
学
の
入
門
的
な
講
義
を
行
う
。
粒
子
性
と
波
動
性
、
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ

ー
方
程
式
と
波
動
関
数
、
物
理
量
と
期
待
値
な
ど
、
量
子
力
学
の
基
礎
的
な
部
分
の
習
得
を
目
指
す
。

 [到
達
目
標

]
１
次
元
系
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
中
心
し
た
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
方
程
式
を
実
際
に
解
き
な
が
ら
、
古
典
力
学
と
は
異

な
る
、
量
子
力
学
特
有
の
様
々
な
概
念
、
考
え
方
、
数
式
に
慣
れ
る
こ
と
を
第
１
目
標
と
す
る
。
さ
ら
に
、
量
子
力

学
の
骨
格
部
分
に
あ
た
る
重
要
な
原
理
に
つ
い
て
も
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
項
目
に
従
っ
て
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

§
１
　
前
期
量
子
論
、
粒
子
性
と
波
動
性
（
２
週
）

§
２
　
解
析
力
学
の
簡
単
な
復
習
（
２
週
）

§
３
　
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
方
程
式
と
波
動
関
数
（
２
週
）

§
４
　
１
次
元
系
の
量
子
力
学
、
束
縛
状
態
と
ト
ン
ネ
リ
ン
グ
（
３
～
４
週
）

§
５
　
期
待
値
と
し
て
の
物
理
量
、
不
確
定
性
関
係
（
２
週
）

§
６
　
量
子
力
学
の
一
般
原
理
、
表
示
と
変
換
、
完
全
性
（
２
～
３
週
）

 [履
修
要
件

]
物
理
学
基
礎
論
Ａ
，
Ｂ
程
度
の
基
礎
知
識
は
必
須
。
振
動
・
波
動
論
、
力
学
続
論
は
必
須
で
は
な
い
が
、
強
く
履
修

を
薦
め
る
。
解
析
力
学
は
並
行
し
て
履
修
し
て
よ
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
と
定
期
試
験
に
よ
り
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
初
回
講
義
で
「
解
析
力
学
」
と
「
量
子
力
学
」
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、
入
門
用
テ
キ
ス
ト
と
本
格
的
な
教
科
書
、
お

よ
び
演
習
書
な
ど
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。
講
義
と
あ
わ
せ
て
自
分
で
も
学
習
す
る
こ
と
を
強
く
勧
め
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

質
問
等
は
、
下
記
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で

kinoshita.toshiya.6x@
kyoto-u.ac.jp

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

量
子
力
学

II 
E

lem
ents of Psychoanalysis II

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
藤
原
　
直
樹

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

  
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
量
子
力
学

Iで
は
、
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
方
程
式
の
導
入
ま
で
の
解
説
が
行
わ
れ
る
。
量
子
力
学

IIで
は
、
シ
ュ
レ
デ

ィ
ン
ガ
ー
方
程
式
の
導
出
に
続
く
、
量
子
力
学
の
基
礎
諸
項
目
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

 [到
達
目
標

]
３
，
４
回
生
に
お
い
て
習
得
す
べ
き
量
子
力
学
の
基
礎
項
目
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
1)シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
方
程
式

2)エ
ル
ミ
ー
ト
演
算
子
と
完
全
規
格
直
交
性

3)ブ
ラ
と
ケ
ッ
ト
に
よ
る
記
法

4)ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
グ
描
像
と
行
列
力
学

5)調
和
振
動
子

6)水
素
原
子

:極
座
標
系
で
表
し
た
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
方
程
式

7)角
運
動
量
と
ス
ピ
ン

8)定
常
状
態
で
の
摂
動
論
：
縮
退
の
な
い
場
合

9)定
常
状
態
で
の
摂
動
論
：
縮
退
の
あ
る
場
合

10)遷
移
確
率

11)フ
ェ
ル
ミ
粒
子
と
ボ
ー
ズ
粒
子

12)交
換
相
互
作
用

 [履
修
要
件

]
量
子
力
学

Iを
受
講
し
て
お
く
ほ
う
が
望
ま
し
い
。
他
に
も
、
力
学
、
電
磁
気
、
解
析
力
学
の
概
要
を
理
解
し
て
い

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験
に
よ
り
決
定
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
特
に
な
し

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

物
性
基
礎
論

II
Physics of M

atter II
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 国
際
高
等
教
育
院

宮
本
　
嘉
久

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
  物
性
物
理
の
基
礎
で
あ
る
弾
性
論
、
流
体
力
学
、
連
続
体
力
学
の
初
歩
に
つ
い
て
講
義
す
る
。
物
体
の
変
形
や
物

体
内
で
の
相
互
作
用
で
あ
る
力
の
記
述
か
ら
始
め
て
、
物
理
量
の
保
存
則
で
あ
る
基
礎
方
程
式
を
中
心
に
解
説
す
る
。

 [到
達
目
標

]
連
続
体
力
学
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
。
変
形
と
応
力
の
記
述
法
を
学
び
、
保
存
量
と
基
礎
方
程
式
の
関
係
を
理
解
す

る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
、
各
項
目
あ
た
り
２
～
４
週
の
予
定
で
進
め
る
。

1. 変
形
と
応
力
：
歪
テ
ン
ソ
ル
と
応
力
テ
ン
ソ
ル

2. 基
礎
方
程
式
：
保
存
方
程
式
、
運
動
方
程
式
、
エ
ネ
ル
ギ
－
方
程
式

3. 大
変
形
の
弾
性
力
学

4. 線
形
応
答

 [履
修
要
件

]
物
理
学
基
礎
論
Ａ
、
Ｂ
、
熱
力
学
、
統
計
物
理
学
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
随
時
指
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
－
は
特
に
定
め
な
い
。
質
問
、
希
望
等
が
あ
れ
ば
、

m
iyam

oto.yoshihisa.4z@
kyoto-u.ac.jpに

メ
ー
ル
、
ま
た
は
、

075-753-6784に
電
話
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

統
計
力
学

Statistical M
echanics

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
森
成
　
隆
夫

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
物
理
学
の
基
礎
科
目
の
一
つ
で
あ
る
，
統
計
力
学
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
物
性
物
理
学
に
関
す
る
応
用

例
に
つ
い
て
も
講
義
す
る
．

 [到
達
目
標

]
統
計
力
学
に
つ
い
て
学
び
，
多
体
系
を
理
解
す
る
た
め
の
手
法
を
習
得
す
る
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
、
各
項
目
あ
た
り
２
～
３
週
の
予
定
で
進
め
る
。

１
．
ミ
ク
ロ
カ
ノ
ニ
カ
ル
分
布
と
そ
の
応
用

２
．
カ
ノ
ニ
カ
ル
分
布
と
そ
の
応
用

３
．
グ
ラ
ン
ド
カ
ノ
ニ
カ
ル
分
布
と
そ
の
応
用

４
．
量
子
統
計

５
．
相
転
移
と
臨
界
現
象

 [履
修
要
件

]
物
理
学
基
礎
論

A
、

B
程
度
の
基
礎
知
識
は
必
須
。
熱
力
学
や
量
子
力
学
の
基
本
的
な
内
容
を
理
解
し
て
い
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
試
験
に
よ
り
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

久
保
　
亮
五

 『
大
学
演
習

 熱
学
・
統
計
力
学
』
（
裳
華
房
，
１
９
９
８
年
）

長
岡
　
洋
介

 『
統
計
力
学
』
（
岩
波
書
店
，
２
０
１
１
年
）

田
崎
　
晴
明

 『
統
計
力
学
Ｉ
，
Ｉ
Ｉ
』
（
培
風
館
、
２
０
０
８
年
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
講
義
中
に
出
題
す
る
演
習
問
題
を
解
く
こ
と
．

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

物
質
分
析
論

A
nalytical Chem

istry for Environm
ental M

aterials
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 国
際
高
等
教
育
院

杉
山
　
雅
人

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
化
学
分
析
を
行
う
際
の
基
礎
と
な
る
、
化
学
平
衡
、
イ
オ
ン
平
衡
、
溶
液
内
反
応
論
な
ど
の
分
析
化
学
の
基
礎
と
応

用
に
つ
い
て
講
義
す
る
。

 [到
達
目
標

]
分
析
化
学
の
基
本
原
理
を
修
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
に
示
す
項
目
に
つ
い
て
、
講
義
す
る
。

１
．
質
量
作
用
の
法
則
と
デ
バ
イ
ヒ
ュ
ッ
ケ
ル
則

２
．
酸
塩
基
平
衡

３
．
緩
衝
溶
液
の
理
論
と
応
用

４
．
自
然
水
中
で
の
酸
塩
基
平
衡
、
ア
ル
カ
リ
度

５
．
酸
化
還
元
平
衡
と
ネ
ル
ン
ス
ト
式

６
．

pH
－
電
位
図

７
．
沈
澱
平
衡

８
．
錯
生
成
平
衡

９
．
溶
媒
抽
出
（
分
配
平
衡
）

１
０
．
有
機
試
薬
（
構
造
と
選
択
性
）

１
１
．
ラ
ン
ベ
ル
ト
・
ベ
ー
ル
の
法
則
と
吸
光
光
度
分
析

１
２
．
定
量
分
析
の
実
際
（
検
出
限
界
、
検
量
線
、
感
度
、
精
度
、
確
度
）

１
３
．
原
子
ス
ペ
ク
ト
ル
分
析

１
４
．
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

 [履
修
要
件

]
学
共
通
科
目
の
「
基
礎
物
理
化
学
」
、
「
基
礎
有
機
化
学
」
を
習
得
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

分
析
化
学
に
関
す
る
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
、
本
科
目
を
習
得
し
た
の
ち
に
「
物
質
構
造
機
能
論
演
習

A
」
を

履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験
と
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
藤
永
太
一
郎

 編
著

 『
基
礎
分
析
化
学
』
（
朝
倉
書
店
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

藤
永
太
一
郎
、
関
戸
栄
一

 訳
 『
イ
オ
ン
平
衡
』
（
化
学
同
人
）

姫
野
貞
之
、
市
村
彰
男

 『
分
析
化
学
』
（
化
学
同
人
）

物
質
分
析
論

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



物
質
分
析
論

(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
自
宅
学
習
の
た
め
の
課
題
を
授
業
中
に
配
布
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

物
質
機
能
論

M
aterial Function

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
内
本
　
喜
晴

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
3
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
物
質
の
機
能
、
特
に
無
機
機
能
性
材
料
の
電
気
化
学
デ
バ
イ
ス
へ
の
応
用
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

 [到
達
目
標

]
次
世
代
の
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
手
法
と
し
て
の
、
電
気
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
理
解
が
出
来
る
よ
う

に
な
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
物
質
の
も
つ
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
相
互
変
換
を
行
う
電
気
化
学
デ
バ
イ
ス
の
研
究
は
、
今
後
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
お
よ
び
環
境
問
題
を
解
決
し
、
自
然
と
人
間
の
調
和
的
共
生
を
図
る
上
で
益
々
必
要
に
な
る
。
電

気
化
学
デ
バ
イ
ス
の
高
性
能
化
に
は
、
高
機
能
性
材
料
の
開
発
が
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
電
気
化
学

デ
バ
イ
ス
に
適
用
さ
れ
る
無
機
機
能
性
材
料
の
機
能
発
現
原
理
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
電
気
化
学
反
応
機
構
に
つ
い

て
、
電
解
質
溶
液
の
考
え
方
、
平
衡
電
気
化
学
、
溶
液
と
電
極
の
界
面
化
学
、
電
極
反
応
速
度
論
、
電
気
化
学
測
定

法
、
電
極
の
化
学
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
デ
バ
イ
ス
に
用
い
ら
れ
る
無
機
機
能
性
材
料
に
つ
き
、
電
子
導
電
性
、
イ

オ
ン
導
電
性
な
ど
の
機
能
発
現
原
理
に
つ
い
て
講
義
し
、
燃
料
電
池
、
電
池
を
中
心
と
し
た
電
気
化
学
デ
バ
イ
ス
へ

の
応
用
を
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
交
え
て
述
べ
る
。

 [履
修
要
件

]
基
礎
物
理
化
学

A
,B
を
習
得
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
試
験
と
出
席
率
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
参
考
書
を
補
助
教
科
書
と
し
て
使
用
す
る
。
そ
の
他
、
必
要
な
資
料
は
適
時
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

大
堺

 利
行
、
桑
畑

 進
、
加
納

 健
司

 『
ベ
ー
シ
ッ
ク
電
気
化
学
』
（
化
学
同
人
）

ISB
N

:4759808612

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
そ
れ
ぞ
れ
の
講
義
の
内
容
に
つ
い
て
、
演
習
問
題
を
行
い
、
講
義
内
容
の
定
着
を
行
う
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

居
室
：
人
間
・
環
境
学
研
究
科
棟

301号
室

uchim
oto.yoshiharu.2n@

kyoto-u.ac.jp

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

物
質
構
造
論

M
aterial Structure

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
田
部
　
勢
津
久

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
物
質
，
特
に
無
機
材
料
の
結
晶
構
造
と
物
性

,機
能
性
の
関
係
の
基
礎
，
お
よ
び
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
，
フ
ォ
ト
ニ
ク

ス
応
用
に
つ
い
て
解
説
す
る
．
現
代
文
明
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
基
礎
を
支
え
る
先
端
材
料
・
デ
バ
イ
ス
の
基
本
原
理

へ
の
理
解
を
深
め
，
新
材
料
開
発
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
学
理
を
修
得
す
る
．

 [到
達
目
標

]
物
質
，
特
に
無
機
材
料
の
結
晶
構
造
と
物
性

,機
能
性
の
関
係
の
基
礎
，
お
よ
び
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
，
フ
ォ
ト
ニ
ク

ス
応
用
，
先
端
材
料
・
デ
バ
イ
ス
の
基
本
原
理
へ
の
理
解
を
深
め
，
新
材
料
開
発
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
学
理
を
修

得
す
る
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
情
報
通
信
，
処
理
，
表
示
，
記
録
技
術
，
光
電
変
換
）
の
発
展
は
，
固
体
レ
ー
ザ
，
誘
電

体
結
晶
，
光
フ
ァ
イ
バ
，
半
導
体
，
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
，
太
陽
電
池
等
、
様
々
な
光
機
能
性
無
機
固
体
材
料
の
開
発

と
そ
の
性
能
向
上
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
．
本
講
義
で
は
ま
ず
，
そ
の
光
機
能
性
発
現
の
基
礎
と
な
る
無
機
物

質
を
構
成
す
る
原
子
の
電
子
オ
ー
ビ
タ
ル
、
無
機
結
晶
の
構
造
を
学
ぶ
．
ま
た
結
晶
構
造
と
機
能
の
関
係
，
諸
物
性
，

特
に
光
学
的
性
質
を
決
定
す
る
因
子
，
お
よ
び
固
体
物
質
の
作
製
方
法
な
ど
を
学
ぶ
．

 [履
修
要
件

]
基
礎
物
理
化
学
Ａ
＆
Ｂ
と
基
礎
化
学
実
験
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
，
ま
た
無
機
化
学
入
門
Ａ
＆
Ｂ
を
修
得
し
て
い
る

こ
と
が
望
ま
し
い
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験
と
平
常
点
に
よ
る
．

 [教
科
書

]
授
業
中
に
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
．

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
内
容
と
配
布
プ
リ
ン
ト
に
基
づ
く
復
習
を
推
奨
す
る
．

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

「
課
題
演
習
：
物
質
の
構
造
と
機
能
」
を
履
修
し
て
モ
ノ
づ
く
り
と
物
性
測
定
を
経
験
し
て
い
る
と
，
内
容
理
解
と

具
体
的
イ
メ
ー
ジ
の
助
け
に
な
る
．

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

物
質
反
応
論

Physical C
hem

istry
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 地
球
環
境
学
堂

梶
井
　
克
純

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
化
学
結
合
論
、
構
造
化
学
お
よ
び
化
学
反
応
論
に
つ
い
て
講
義
す
る
。
こ
れ
ら
の
応
用
と
し
て
大
気
化
学
を
扱
い
、

化
学
基
礎
理
論
の
理
解
を
深
め
る
。

 [到
達
目
標

]
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
波
動
方
程
式
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
簡
単
な
例
と
し
て
、
井
戸
型
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
バ
ネ
の

振
動
お
よ
水
素
原
子
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
単
純
な
分
子
（
等
核
２
原
子
分
子
）
の
分
子
軌
道
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

結
合
次
数
の
概
念
を
導
入
し
、
結
合
距
離
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
素
反
応
の
速
度
式
と
、
化
学
物
質
の
時
間
変
化
を

理
解
す
る
。
大
気
中
の
オ
ゾ
ン
の
生
成
機
構
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
に
示
す
項
目
に
つ
い
て
講
義
す
る
。

１
　
量
子
化
学
の
基
礎
（
２
回
）

２
　
水
素
原
子
（
２
回
）

３
　
水
素
分
子
と
等
核

2原
子
分
子
（
２
回
）

４
　
化
学
結
合
論
（
２
回
）

５
　
分
子
構
造
（
２
回
）

６
　
反
応
速
度
論
（
３
回
）

７
　
大
気
化
学
（
２
回
）

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験
、
レ
ポ
ー
ト
お
よ
び
出
席
に
よ
り
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
特
に
指
定
な
し
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

特
に
指
定
な
し
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
核
授
業
の
最
後
に
復
讐
を
促
す
課
題
を
提
出
し
、
授
業
の
理
解
度
を
深
め
る
よ
う
努
め
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

物
質
変
換
論

M
aterial C

onversion
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
吉
田
　
寿
雄

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
人
間
社
会
・
環
境
に
貢
献
す
る
触
媒
化
学
の
基
礎
と
応
用
，
及
び
関
連
の
学
問
に
つ
い
て
講
義
す
る
．

 [到
達
目
標

]
主
に
不
均
一
系
の
触
媒
化
学
の
原
理
と
現
状
に
つ
い
て
，
概
要
を
理
解
し
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
触
媒
は
化
学
的
物
質
変
換
に
不
可
欠
な
物
質
で
あ
り
，
化
学
工
業
，
環
境
保
全
に
お
け
る
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ

る
．
ま
た
，
近
年
注
目
を
集
め
る
光
触
媒
は
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
，
環
境
分
野
で
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
る
．
本
講
義

で
は
，
触
媒
・
光
触
媒
の
歴
史
，
基
礎
，
応
用
に
つ
い
て
解
説
し
，
触
媒
の
研
究
・
開
発
を
支
え
る
解
析
・
評
価
技

術
に
つ
い
て
も
講
義
す
る
．

 
第

1回
　
化
学
と
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

第
2回
　
触
媒
・
光
触
媒
と
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

第
3回
　
触
媒
の
し
く
み

第
4回
　
金
属
触
媒

第
5回
　
金
属
酸
化
物
触
媒
・
酸
塩
基
触
媒

第
6回
　
光
触
媒

第
7回
　
触
媒
調
製

第
8回
　
触
媒
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
１
　

X
R

D
，

X
A

FS，
X

PS，
U

V
 

第
9回
　
触
媒
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
２
　

E
SR
，

N
M

R
，
吸
着

第
10回
　
触
媒
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
３
　

IR
，
顕
微
鏡

第
11回
　
活
躍
す
る
触
媒

第
12回
　
活
躍
す
る
光
触
媒

第
13回
　
最
近
の
研
究
例
１

第
14回
　
最
近
の
研
究
例
２

第
15回
　
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

 [履
修
要
件

]
化
学
や
物
理
，
物
理
化
学
等
の
一
般
的
知
識
を
あ
る
程
度
有
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
日
常
の
小
テ
ス
ト
の
結
果
，
及
び
出
席
率
に
よ
り
評
価
す
る
．

 [教
科
書

]
山
下
弘
巳
・
田
中
庸
裕
ら

 『
触
媒
・
光
触
媒
の
科
学
入
門
』
（
講
談
社
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

田
中
庸
裕
・
山
下
弘
巳

 『
固
体
表
面
キ
ャ
ラ
ク
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
』
（
講
談
社
）

物
質
変
換
論

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

物
質
変
換
論

(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
の
後
，
教
科
書
と
配
布
資
料
を
見
て
復
習
し
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
．

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

と
き
に
小
テ
ス
ト
を
課
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

分
子
構
造
論

O
rganic Structural C

hem
istry

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
小
松
　
直
樹

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
5
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
種
々
の
有
機
化
合
物
の
反
応
を
そ
の
構
造
と
性
質
を
含
め
て
体
系
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
科
目
で

は
特
に
、
芳
香
族
化
合
物
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
エ
ー
テ
ル
、
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
ケ
ト
ン
等
を
と
り
あ
げ
て
講
義
を
進
め
る
。

 [到
達
目
標

]
有
機
化
合
物
を
題
材
と
し
て
、
物
質
を
構
成
す
る
分
子
の
構
造
と
反
応
性
と
を
統
一
的
に
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

1テ
ー
マ
あ
た
り
１
～
２
週
の
授
業
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

１
．
ベ
ン
ゼ
ン
の
構
造
と
芳
香
族
性

２
．
芳
香
族
求
電
子
置
換
反
応

３
．
ア
ル
コ
ー
ル
の
構
造
と
性
質

４
．
ア
ル
コ
ー
ル
の
反
応

５
．
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
構
造
と
反
応

６
．
チ
オ
ー
ル
の
構
造
と
反
応

７
．
エ
ー
テ
ル
の
構
造
と
反
応

８
．
エ
ポ
キ
シ
ド
の
構
造
と
反
応

９
．
ア
ル
デ
ヒ
ド
・
ケ
ト
ン
の
構
造
と
性
質

１
０
．
カ
ル
ボ
ニ
ル
基
の
反
応
：
求
核
付
加
反
応

 [履
修
要
件

]
基
礎
有
機
化
学

A
・

B
、
構
造
有
機
化
学
入
門
、
反
応
有
機
化
学
入
門
の
い
ず
れ
か
を
前
も
っ
て
履
修
し
て
い
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
分
子
反
応
論
（
後
期
）
と
連
続
し
て
履
修
す
る
こ
と
を
強
く
勧
め
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
演
習
を
十
分
実
施
し
な
が
ら
講
義
を
進
め
、
成
績
は
出
席
、
与
え
ら
れ
た
課
題
へ
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
定
期
試

験
で
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
J. M

cM
urry 『
マ
ク
マ
リ
ー

 有
機
化
学
〈
中
〉
第

8版
』
（
東
京
化
学
同
人
）

ISB
N

:9784807908103

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

希
望
が
あ
れ
ば
紹
介
す
る
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
第

1回
目
に
授
業
予
定
を
説
明
す
る
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
予
習
を
し
て
の
ぞ
む
こ
と
。
ま
た
、
授
業
時
に
課
題
を

与
え
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
復
習
に
努
め
る
こ
と
。

詳
細
は
授
業
中
に
指
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

分
子
反
応
論

C
hem

istry of O
rganic R

eactions
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
藤
田
　
健
一

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
分
子
構
造
論
（
前
期
）

 に
引
き
続
い
て
、
種
々
の
有
機
化
合
物
の
反
応
を
そ
の
構
造
と
性
質
を
含
め
て
体
系
的
に
理

解
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
科
目
で
は
特
に
、
カ
ル
ボ
ニ
ル
化
合
物
、
カ
ル
ボ
ン
酸
、
カ
ル
ボ
ン
酸
誘
導
体
、

ニ
ト
リ
ル
、
ア
ミ
ン
等
を
と
り
あ
げ
て
講
義
を
進
め
る
。

 [到
達
目
標

]
有
機
化
合
物
を
題
材
と
し
て
、
物
質
を
構
成
す
る
分
子
の
構
造
と
反
応
性
と
を
統
一
的
に
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
講
義
の
具
体
的
内
容
と
し
て
は
、
以
下
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
構
造
的
特
徴
と
そ
れ
に
由
来
す
る
性
質
や
反
応
に

つ
い
て
、
命
名
法
や
反
応
機
構
を
含
め
て
解
説
す
る
。
各
項
目
に
つ
い
て
、

2～
4週
の
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

１
）
カ
ル
ボ
ン
酸
と
ニ
ト
リ
ル
　
　
　

２
）
カ
ル
ボ
ン
酸
誘
導
体
と
求
核
ア
シ
ル
置
換
反
応
　
　
　

３
）
カ
ル
ボ
ニ
ル
基
の
α
置
換
反
応
　
　
　

４
）
カ
ル
ボ
ニ
ル
縮
合
反
応

５
）
ア
ミ
ン
と
複
素
環

 [履
修
要
件

]
本
授
業
履
修
に
は
、
基
礎
有
機
化
学
、
構
造
有
機
化
学
入
門
、
反
応
有
機
化
学
入
門
の
い
ず
れ
か
を
前
も
っ
て
履
修

し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
分
子
構
造
論
（
前
期
）
と
連
続
し
て
履
修
す
る
こ
と
を
強
く
勧
め
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
演
習
を
十
分
実
施
し
な
が
ら
講
義
を
進
め
、
成
績
は
出
席
、
レ
ポ
ー
ト
提
出
を
重
視
し
て
、
定
期
試
験
で
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
マ
ク
マ
リ
ー

 『
マ
ク
マ
リ
ー
有
機
化
学
第
８
版
（
中
）
及
び
（
下
巻
の
１
部
）
』
（
東
京
化
学
同
人
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

希
望
が
あ
れ
ば
紹
介
す
る
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
第

1回
目
に
授
業
予
定
を
説
明
す
る
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
予
習
を
し
て
の
ぞ
む
こ
と
。
ま
た
、
毎
回
の
授
業
時
に

レ
ポ
ー
ト
を
課
す
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
復
習
に
努
め
る
こ
と
。

詳
細
は
授
業
中
に
指
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
化
学

Frontier of C
hem

istry
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
藤
田
　
健
一

助
教

 人間・環境学研究科
高
橋
　
弘
樹

助
教

 人間・環境学研究科
折
笠
　
有
基

助
教

 地
球
環
境
学
堂

上
田
　
純
平

助
教

 人間・環境学研究科
坂
本
　
陽
介

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
5
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
科
学
技
術
の
発
展
と
と
も
に
、
「
化
学
」
の
研
究
対
象
は
よ
り
細
分
化
さ
れ
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
私
た
ち
の
生
活
を

支
え
て
い
る
。
本
授
業
で
は
最
先
端
の
化
学
研
究
の
紹
介
・
解
説
を
通
じ
て
、
様
々
な
分
野
に
お
け
る
自
然
科
学
の

知
識
や
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
問
題
点
に
対
し
て
、
「
化
学
」
が
な
し
得
る
貢
献
や
役
割

に
関
し
て
講
義
す
る
。

 [到
達
目
標

]
化
学
を
含
め
た
自
然
科
学
と
い
う
学
問
の
重
要
性
な
ら
び
に
現
代
社
会
に
お
け
る
貢
献
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も

に
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
最
先
端
の
研
究
内
容
に
関
す
る
知
識
を
得
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
現
代
社
会
に
お
い
て
「
化
学
」
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
環
境
化
学
・
有
機
化
学
・
無
機
化
学

・
結
晶
化
学
・
材
料
化
学
・
電
気
化
学
と
い
っ
た
化
学
の
諸
分
野
に
お
け
る
最
先
端
の
研
究
に
つ
い
て
リ
レ
ー
講
義

形
式
で
紹
介
す
る
。

以
下
の
課
題
に
つ
い
て
、

1課
題
あ
た
り
２
～
４
週
の
講
義
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

１
．
グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
：

 現
代
合
成
化
学
の
課
題

２
．
結
晶
工
学
：

 結
晶
構
造
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

３
．
電
気
化
学
反
応
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
：

 蓄
電
池
の
課
題

４
．
光
機
能
性
無
機
材
料
：

 グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
に
む
け
て

 [履
修
要
件

]
特
に
定
め
な
い
が
、
理
系
志
望
の
学
生
の
受
講
を
期
待
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
率
と
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
第

1回
目
の
授
業
時
に
予
定
表
を
配
布
し
、
リ
レ
ー
講
義
で
扱
う
内
容
を
概
説
す
る
。
そ
れ
に
従
っ
て
予
習
を
し
て

お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
を
課
す
の
で
、
そ
れ
を
ま
と
め
る
こ
と
が
復
習
と
な
る
。
詳
細
は
授
業

中
に
指
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

生
体
分
子
機
能
論

I 
M

olecular A
spects of B

iological Function I
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 地
球
環
境
学
堂

土
屋
　
徹

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
生
物
を
構
成
す
る
多
様
な
分
子
の
構
造
、
機
能
、
代
謝
な
ど
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
生
物
お
よ
び
生
命
現
象
に
つ
い
て
、
物
質
レ
ベ
ル
で
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
、

3～
5週
の
講
義
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

1. 細
胞
の
構
成
成
分
の
構
造
と
機
能

　
核
酸
、
タ
ン
パ
ク
質
、
糖
質
、
脂
質
に
つ
い
て
構
造
と
機
能
を
解
説
す
る
。

2. 酵
素
反
応

　
酵
素
反
応
の
特
異
性
、
反
応
速
度
論
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

3. 代
謝
経
路

　
主
要
な
代
謝
経
路
で
あ
る
解
糖
系
、

T
C

A
回
路
等
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
と
試
験
を
基
に
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
適
宜
資
料
を
配
付
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
復
習
に
よ
り
、
講
義
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

生
体
分
子
機
能
論

II 
M

olecular A
spects of B

iological Function II
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 地
球
環
境
学
堂

宮
下
　
英
明

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
4
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
光
合
成
反
応
は
，
地
球
生
物
圏
の
維
持
・
恒
常
性
に
不
可
欠
で
あ
る
。
本
講
義
で
は
，
地
球
生
態
系
に
お
け
る
光
合

成
の
重
要
性
、
光
合
成
を
行
う
生
物
の
多
様
性
、
光
合
成
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
多
様
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。

 [到
達
目
標

]
地
球
生
態
系
に
お
け
る
光
合
成
の
重
要
性
お
よ
び
光
合
成
生
物
の
多
様
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
ま
た
、
光
合
成
初

期
反
応
過
程
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
基
礎
と
な
る
水
素
イ

オ
ン
の
濃
度
勾
配
（
電
気
化
学
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
差
）
形
成
に
よ
る

A
T

P合
成
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
講
義
す
る
。

 

1．
光
合
成
の
誕
生
と
地
球
生
物
圏
の
進
化
（

2～
3週
）

 

2．
光
合
成
を
お
こ
な
う
生
物
の
多
様
性
（

4～
5週
）

 

3．
光
合
成
の
仕
組
み
（

4～
5週
）

 

4．
光
合
成
と
地
球
環
境
（

1～
2週
）

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
率
と
期
末
試
験
に
よ
る
総
合
評
価
（
た
だ
し
，
期
末
試
験
を
レ
ポ
ー
ト
に
代
え
る
こ
と
が
あ
る
）

 [教
科
書

]
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
事
前
に
配
布
し
た
資
料
に
つ
い
て
予
習
・
復
習
す
る
こ
と
。

授
業
時
間
内
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
点
等
に
つ
い
て
は
、
担
当
教
員
に
質
問
す
る
ほ
か
、
図
書
館
等
で
調
べ
理
解
す

る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

問
い
合
せ
等
が
あ
る
場
合
は
，
担
当
教
員
に
電
子
メ
ー
ル
等
で
問
い
合
せ
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

細
胞
生
物
学
Ｂ

C
ell B

iology B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 生
命
科
学
研
究
科

吉
村
　
成
弘

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
細
胞
内
で
進
行
す
る
様
々
な
生
体
反
応
を
分
子
レ
ベ
ル
で
理
解
す
る
。

特
に
下
記
の
項
目
を
集
中
的
に
扱
う
。

・
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
と
機
能
の
関
係

・
核
酸
の
高
次
構
造
形
成
の
分
子
基
盤

・
分
裂
期
染
色
体
の
形
態
変
化
に
関
す
る
分
子
基
盤

 [到
達
目
標

]
タ
ン
パ
ク
質
の
高
次
構
造
形
成
と
動
態
の
分
子
基
盤
を
正
し
く
理
解
す
る

核
酸
の
高
次
構
造
構
築
と
分
裂
期
に
お
け
る
動
態
の
分
子
基
盤
を
正
し
く
理
解
す
る

分
裂
期
に
お
け
る
染
色
体
お
よ
び
核
の
動
態
に
関
す
る
分
子
基
盤
を
理
解
す
る

 [授
業
計
画
と
内
容

]
1. タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
１

2. タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
２

3. タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
と
機
能
１

4. タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
と
機
能
２

5. D
N

A
の
構
造
と
性
質
１

6. D
N

A
の
構
造
と
性
質
２

7. 染
色
体
の
構
築
原
理
と
動
態
１

8. 染
色
体
の
構
築
原
理
と
動
態
２

9. 染
色
体
の
構
築
原
理
と
動
態
３

10. 染
色
体
の
構
築
原
理
と
動
態
４

11. 分
裂
期
染
色
体
１

12. 分
裂
期
染
色
体
２

13. 分
裂
期
に
お
け
る
核
の
動
態
１

14. 分
裂
期
に
お
け
る
核
の
動
態
２

15. 分
裂
期
に
お
け
る
核
の
動
態
３

 [履
修
要
件

]
生
化
学
入
門

101お
よ
び
生
化
学
入
門

102を
履
修
し
た
者
の
み
受
講
可
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
点

(50 %
)と
授
業
内
で
の
発
表
内
容

(50 %
)

細
胞
生
物
学
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



細
胞
生
物
学
Ｂ

(2)

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

コ
メ
ン
ト
な
し

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

L
odish他

 『
M

olecular C
ell B

iology』
（

FR
E

E
M

A
N
）

ISB
N

:978-0-7167-7601-7
香
川
　
靖
雄
編

 『
生
化
学
ー
分
子
か
ら
病
態
ま
で
』
（
東
京
化
学
同
人
）

ISB
N

:4-8079-0511-2

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
特
に
な
し

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

分
子
細
胞
生
物
学
特
論

 
M

olecular C
ell B

iology
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 地
球
環
境
学
堂

宮
下
　
英
明

准
教
授

 地
球
環
境
学
堂

土
屋
　
徹

助
教

 地
球
環
境
学
堂

神
川
　
龍
馬

准
教
授

 生
命
科
学
研
究
科

吉
村
　
成
弘

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 4
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   通
年
曜
時
限

 月
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
分
子
生
物
学
、
細
胞
生
物
学
の
研
究
に
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
。

 [到
達
目
標

]
分
子
細
胞
生
物
学
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
本
科
目
の
授
業
は
，
リ
レ
ー
方
式
で
実
施
す
る
。

・
	物
質
代
謝
と
遺
伝
子
工
学
（
土
屋
）

・
	光
合
成
に
関
わ
る
分
子
と
、
光
合
成
初
期
過
程
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
宮
下
）

・
	生
物
進
化
、
オ
ル
ガ
ネ
ラ
進
化
と
そ
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
神
川
）

・
	染
色
体
お
よ
び
核
を
構
成
す
る
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
と
機
能
（
吉
村
）

開
講
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
は
、

K
U

L
A

SISお
よ
び
掲
示
に
よ
っ
て
周
知
す
る
。

開
講
曜
時
限
に
つ
い
て
は
，
担
当
教
員
と
受
講
者
と
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
 後
半
の
科
目
の
履
修
に
は
全
学
共
通
科
目
（
「
生
化
学
入
門
」
お
よ
び
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
入
門
「
先
端
生
命
科

学
を
支
え
る
技
術

I, II）
（
も
し
く
は
同
等
の
科
目
）
を
履
修
済
み
で
あ
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
試
験
と
出
席
率
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
配
布
資
料
な
ら
び
に
講
義
中
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
、
予
習
・
復
習
を
お
こ
な
う
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

自
然
史
特
論

Special L
ecture on N

atural H
istory

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
加
藤
　
真

教
授

 人間・環境学研究科
瀬
戸
口
　
浩
彰

教
授

 地
球
環
境
学
堂

宮
下
　
英
明

教
授

 人間・環境学研究科
市
岡
　
孝
朗

助
教

 人間・環境学研究科
幡
野
　
恭
子

准
教
授

 人間・環境学研究科
西
川
　
完
途

助
教

 人間・環境学研究科
東
樹
　
宏
和

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 4
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   通
年
曜
時
限

 水
1
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
分
類
学
・
系
統
学
・
生
態
学
・
行
動
学
な
ど
の
マ
ク
ロ
生
物
学
の
分
野
の
古
典
的
な
研
究
や
最
先
端
の
研
究
を
紹
介

し
つ
つ
、
一
方
で
論
文
の
読
み
あ
わ
せ
を
行
い
な
が
ら
、
生
物
の
自
然
史
の
理
解
を
深
め
る
。

 [到
達
目
標

]
自
然
史
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
え
る
。

最
新
の
研
究
動
向
を
把
握
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
主
に
以
下
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
講
義
と
論
文
講
読
を
行
な
う
。

1.　
脊
椎
動
物
の
分
類
と
系
統

2.　
植
物
の
分
子
系
統
解
析

3.　
生
物
の
種
間
関
係
と
、
種
間
関
係
が
も
た
ら
す
種
分
化

4.　
生
物
の
個
体
群
動
態
と
調
節
機
構

5.　
熱
帯
雨
林
の
生
物
群
集
と
生
態
系

6.　
生
物
の
行
動
の
進
化

7.　
藻
類
・
微
生
物
の
分
類
・
系
統
・
生
態
・
進
化

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（
出
席
、
受
講
態
度
、
ミ
ニ
試
験
、
ミ
ニ
レ
ポ
ー
ト
な
ど
）

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
講
義
中
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
予
習
・
復
習
を
行
う
こ
と

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

生
物
適
応
変
異
論

I 
V

ariation and adaptation in anim
als I

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

 
未
定 未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  前
期
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
両
生
類
を
中
心
に
動
物
界
の
構
成
員
に
つ
い
て
、
種
お
よ
び
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
多
様
性
（
変
異
）
の
実
態
を
紹
介

し
、
そ
れ
が
生
起
し
た
要
因
（
適
応
）
を
考
察
す
る
。
同
時
に
、
多
様
性
の
危
機
の
実
態
と
、
保
護
・
保
全
に
つ
い

て
も
論
じ
る
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
講
義
す
る
予
定
で
あ
る
。

１
　
自
然
史
と
い
う
言
葉
の
意
味

２
　
多
様
性
と
い
う
言
葉
の
意
味

３
　
種
多
様
性
―
形
態
の
多
様
性

４
　
種
多
様
性
―
生
活
史
の
多
様
性

５
　
遺
伝
的
多
様
性

６
　
群
集
多
様
性

７
　
多
様
性
の
消
失
―
様
々
な
原
因

８
　
多
様
性
の
消
失
―
外
来
種
問
題

９
　
多
様
性
保
全
の
実
態

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
点
と
レ
ポ
ー
ト
点
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

疑
問
点
な
ど
は
松
井
（

fum
i[a]zoo.zool.kyoto-u.ac.jp）

ま
で
メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

生
物
適
応
変
異
論

II 
A

daptive R
elations A

m
ongst Plants II

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
瀬
戸
口
　
浩
彰

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
植
物
は
、
い
っ
た
ん
発
芽
し
た
場
所
か
ら
動
く
こ
と
が
出
来
な
い
生
き
物
で
す
。
快
適
な
生
活
場
所
を
求
め
て
移

動
が
出
来
る
動
物
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
植
物
は
生
育
環
境
に
「
適
応
」
し
て
」
「
変
わ
る
＝

進
化
す
る
」
こ
と
が
、
生
き
残
る
た
め
に
必
須
な
生
き
物
な
の
で
す
。

　
こ
の
講
義
で
は
、
光
・
気
温
・
標
高
・
水
・
土
壌
・
栄
養
な
ど
の
環
境
に
対
し
て
、
植
物
が
ど
の
よ
う
に
「
生
き

残
り
戦
略
を
た
て
て
い
る
か
」
を
学
習
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る
対
話
を
通
し
て
，
サ
イ
エ
ン
ス
の
考
え

方
を
涵
養
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

 
　
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
：
植
物
は
地
域
ご
と
に
適
応
進
化
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
た
と
え
同
一
の
種
で
も
地
域
ご

と
に
維
持
す
る
こ
と
が
生
物
多
様
性
を
守
る
う
え
で
大
切
で
す
。
こ
の
講
義
で
は
「
総
人
」
だ
か
ら
こ
そ
取
り
組
ん

で
き
た
「
環
境
を
守
る
サ
イ
エ
ン
ス
と
社
会
で
の
実
践
」
に
つ
い
て
も
扱
い
、
皆
さ
ん
に
考
え
て
も
ら
い
ま
す
。

　
 

 [到
達
目
標

]
以
下
の

4項
目
に
関
す
る
事
項
を
理
解
し
、
自
分
の
考
え
を
涵
養
す
る

①
植
物
の
種
内
の
進
化
，

②
進
化
を
も
た
ら
す
様
々
な
遺
伝
子
の
変
異
，

③
系
統
地
理

*，
④
環
境
へ
の
適
応
と
い
う
側
面
か
ら
見
た
絶
滅
危
惧
植
物
の
保
全
。
　
　

　
*系
統
地
理
学
と
は
，
地
球
上
の
様
々
な
場
所
に
生
息
す
る
生
物
種
が
，
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
を
辿
っ
て
，

現
在
の
よ
う
な
地
理
的
分
布
を
得
て
き
た
の
か
，
現
在
の
生
息
環
境
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
至
っ
た
の
か
に
つ
い
て
，

主
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
デ
ー
タ
の
解
析
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
く
学
問
領
域
の
こ
と
。

 

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１

. 植
物
は
、
体
中
に
「
眼
」
を
持
っ
て
光
を
セ
ン
シ
ン
グ
し
て
い
る
ー
１

　
　
（
植
物
が
花
を
咲
か
せ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
測
る
し
く
み
と
適
応
）

２
. 植
物
は
、
体
中
に
「
眼
」
を
持
っ
て
光
を
セ
ン
シ
ン
グ
し
て
い
る
ー
２

　
　
（
農
業
と
の
関
わ
り
：
幕
末
に
来
た
黒
船
＝
ペ
リ
ー
艦
隊
は
ダ
イ
ズ
を
集
め
て
い
た
）

３
. 植
物
は
、
体
中
に
「
眼
」
を
持
っ
て
光
を
セ
ン
シ
ン
グ
し
て
い
る
ー
３

　
　
（
１
種
の
植
物
で
も
、
日
本
列
島
の
中
で
は
地
域
分
化
が
進
ん
で
い
る
）

４
. 湿
潤
な
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
ゆ
え
に
起
こ
る
、
日
本
の
川
岸
で
の
適
応
進
化
ー
１

　
　
（
種
の
間
を
千
切
る
力
＝
自
然
選
択
）

５
. 湿
潤
な
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
ゆ
え
に
起
こ
る
、
日
本
の
川
岸
で
の
適
応
進
化
－
２

　
　
（
自
然
選
択
が
も
た
ら
す
短
期
間
の
進
化
）

６
. 日
本
列
島
の
植
生
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
か
？
－
１

　
　
（
落
葉
広
葉
樹
の
系
統
地
理
学
）

７
. 日
本
列
島
の
植
生
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
か
？
－
２

　
　
（
高
山
植
物
の
系
統
地
理
学
）

８
. 日
本
列
島
の
植
生
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
か
？
－
３

　
　
（
琉
球
の
系
統
地
理
学
：
世
界
最
大
級
の
「
陸
橋
」
が
形
作
っ
た
進
化
）

９
. 植
物
を
守
る
！
－
１

　
　
（
琵
琶
湖
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
海
浜
植
物
の
保
護
の
実
践
）

生
物
適
応
変
異
論

II (2)へ
続
く
↓
↓
↓

生
物
適
応
変
異
論

II (2)

１
０

. 植
物
を
守
る
！
－
２

　
　
（
高
い
値
段
が
つ
く
山
野
草
を
守
る
取
り
組
み
）

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
レ
ポ
ー
ト

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

葛
西
奈
津
子

 『
進
化
し
続
け
る
植
物
た
ち
』
（
化
学
同
人
）

ISB
N

:978-4-7598-1184-1（
日
本
植
物
生
理
学
会
（

監
修
）
の
「
植
物
丸
か
じ
り
叢
書
」
の
第
４
巻
で
す
。
他
に
も
多
数
の
同
シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
）

植
田
邦
彦
（
編
集
）

 『
植
物
地
理
の
自
然
史
』
（
北
海
道
大
学
出
版
会
）

ISB
N

:978-4-8329-8205-5

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
項
目
ご
と
に
予
習
あ
る
い
は
復
習
用
の
プ
リ
ン
ト
を
渡
し
ま
す
の
で
、
そ
の
際
の
指
示
に
従
っ
て
予
習
・
あ
る
い
は

復
習
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

毎
年
、
少
人
数
で
開
講
し
て
い
ま
す
。
対
話
を
進
め
な
が
ら
「
濃
い
」
授
業
を
心
が
け
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
は
特
に
指
定
し
ま
せ
ん
：
理
科
系
の
教
員
な
の
で
、
毎
日
朝
８
時
～
１
８
時
の
間
は
吉
田
南
３
号

館
３

F、
F302の
研
究
室
に
居
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

生
物
多
様
性
・
生
態
学

B
iodiversity E

cology
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
加
藤
　
真

教
授

 人間・環境学研究科
市
岡
　
孝
朗

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
地
球
に
は
ど
の
よ
う
な
生
物
多
様
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
と
げ
て
き
た
の
か
、
生
物
多
様
性
は
ど

の
よ
う
に
形
作
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
て
い
る
の
か
、
生
物
多
様
性
は
ど
の
よ
う
な
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
危
機
か
ら
脱
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
方
策
が
必
要
な
の
か
、
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
生
態
学
の
立
場

か
ら
答
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

 [到
達
目
標

]
生
物
多
様
性
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
保
護
す
る
こ
と
が

な
ぜ
大
事
な
の
か
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
講
義
を
行
な
う
。

1.　
海
の
生
物
多
様
性

2.　
熱
帯
雨
林
の
生
物
多
様
性

3.　
日
本
列
島
の
生
物
多
様
性

4.　
生
物
多
様
性
の
歴
史

5.　
種
分
化
の
機
構

6.　
遺
伝
的
多
様
性

7,　
生
物
の
多
様
性
が
個
体
群
動
態
に
与
え
る
影
響

8.　
生
物
多
様
性
の
危
機

9.　
生
物
多
様
性
の
保
護

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

加
藤
真

 『
生
命
は
細
部
に
宿
り
た
ま
う
－
ミ
ク
ロ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
の
小
宇
宙
』
（
岩
波
書
店
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
『
日
本
の
生
物
多
様
性

 －
 自
然
と
人
と
の
共
生
』
（
環
境
省
自
然
環
境
局
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
刊
）
は
、
日
本

列
島
の
実
際
の
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
復
習
す
る
の
に
有
用
で
あ
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

物
理
学
演
習
Ａ

Studies of Physics A
 : recitation

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
森
成
　
隆
夫

助
教

 人間・環境学研究科
佐
野
　
光
貞

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 4
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 金
3,4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
力
学
問
題
の
方
程
式
の
導
出
と
解
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。

 [到
達
目
標

]
物
理
学
の
基
礎
科
目
の
１
つ
で
あ
る
力
学
の
問
題
演
習
を
通
し
て
，
物
理
学
の
問
題
を
解
く
基
礎
的
力
を
養
う
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
物
理
学
の
中
で
最
も
早
く
そ
の
理
論
体
系
が
完
成
し
た
力
学
に
つ
い
て
演
習
を
行
う
。
力
学
の
お
け
る
法
則
（
ニ
ュ

ー
ト
ン
の
法
則
）
を
理
解
し
、
問
題
に
応
じ
て
運
動
方
程
式
を
導
出
、
導
い
た
方
程
式
を
解
く
こ
と
を
目
標
に
す
る
。

粒
子
系
を
扱
う
質
点
系
の
力
学
、
剛
体
を
扱
う
剛
体
の
力
学
、
お
よ
び
、
量
子
力
学
・
統
計
力
学
に
必
要
と
な
る
解

析
力
学
か
ら
出
題
す
る
予
定
で
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
物
理
学
演
習
Ａ
、
力
学
続
論
、
解
析
力
学
を
履
修
し
て
お
く
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
毎
回
の
演
習
問
題
に
対
す
る
レ
ポ
ー
ト
の
結
果
を
基
に
採
点
を
し
、
成
績
を
つ
け
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

随
時
紹
介
す
る
．

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
講
義
中
に
出
題
す
る
演
習
問
題
を
解
く
こ
と
．

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

質
問
等
は
，

sano.m
itsusada.6z@

kyoto-u.ac.jpへ
メ
ー
ル
す
る
こ
と
．

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

物
理
学
演
習
Ｂ

Studies of Physics B
 : recitation

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
木
下
　
俊
哉

助
教

 人間・環境学研究科
佐
野
　
光
貞

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 4
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
3,4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
電
磁
気
学
の
方
程
式
の
導
出
と
解
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。

 [到
達
目
標

]
電
磁
気
学
は
法
則
や
そ
れ
を
表
わ
す
の
に
必
要
と
な
る
方
程
式
や
数
式
が
と
て
も
多
い
科
目
の
一
つ
で
あ
る
。
実
際

の
問
題
に
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
使
え
ば
よ
い
の
か
、
い
か
に
応
用
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
本
演
習
を
通
し
て
習

得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
電
磁
現
象
は
重
力
と
並
ん
で
時
空
の
基
本
的
な
性
質
の
現
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
２
０
世
紀
に
お
け
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
の
発
展
の
基
盤
と
な
っ
た
。
そ
の
電
磁
気
学
の
基
本
的
な
問
題
を
出
題
す
る
。
具
体
的
に
は
、
静
電
場
、
静
磁

場
、
定
常
電
流
、
電
流
と
磁
場
、
電
磁
誘
導
、

M
axw

ell方
程
式
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
他
、
電
磁
場
、
物
性
論
と
関

連
し
た
問
題
に
つ
い
て
も
出
題
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

 [履
修
要
件

]
物
理
学
基
礎
論
Ｂ
、
電
磁
気
学
続
論
を
履
修
し
て
く
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
毎
回
の
演
習
問
題
に
対
す
る
レ
ポ
ー
ト
の
結
果
を
基
に
採
点
し
、
成
績
を
つ
け
る
。

 [教
科
書

]
適
宜
、
資
料
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
演
習
問
題
は
初
回
講
義
時
に
与
え
る
の
で
、
各
自
で
取
り
組
み
予
習
し
て
お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

（
佐
野
）

 質
問
、
希
望
等
が
あ
れ
ば
、

sano.m
itsusada.6z@

kyoto-u.ac.jp に
メ
ー
ル
す
る
こ
と
。

（
木
下
）

 質
問
、
希
望
等
が
あ
れ
ば
、

kinoshita.toshiya.6x@
kyoto-u.ac.jp に

メ
ー
ル
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

物
理
数
学
演
習

M
athem

atics for Physics : recitation
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 国
際
高
等
教
育
院

宮
本
　
嘉
久

助
教

 人間・環境学研究科
佐
野
　
光
貞

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 4
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
3,4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
物
理
学
に
必
要
な
数
学
の
う
ち
、
基
本
的
な
も
の
を
身
に
つ
け
、
使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

 [到
達
目
標

]
ベ
ク
ト
ル
解
析
、
微
分
方
程
式
、
複
素
関
数
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
自
然
現
象
を
理
論
的
に
解
析
す
る
に
は
数
式
を
用
い
て
表
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
数
式
を
用
い
る
こ
と
で
自

然
現
象
を
抽
象
化
し
、
そ
の
中
に
普
遍
的
な
構
造
を
見
出
し
、
理
論
と
し
て
一
般
化
・
体
系
化
が
な
さ
れ
て
い
く
。

そ
の
よ
う
な
物
理
学
の
理
論
形
成
に
最
小
限
必
要
な
数
学
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、

(1)
ベ
ク
ト
ル
解
析
、

(2)微
積
分
、

(3)微
分
方
程
式

(j常
微
分
方
程
式
・
偏
微
分
方
程
式

)、
(4)フ
ー
リ
エ
解
析
、

(5)複
素
関
数
論
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
適
宜
問
題
を
選
ん
で
、
演
習
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

 [履
修
要
件

]
演
習
問
題
の
内
容
に
対
応
し
た
数
学
の
講
義
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
授
業
計
画

と
内
容
を
参
照
の
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
毎
回
の
演
習
問
題
に
対
す
る
レ
ポ
ー
ト
の
結
果
を
基
に
採
点
し
、
成
績
を
つ
け
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

随
時
紹
介
す
る
．

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
指
示
さ
れ
た
演
習
問
題
を
解
い
て
く
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

質
問
等
は
、

sano.m
itsusada.6z@

kyoto-u.ac.jp、
ま
た
は

m
iyam

oto.yoshihisa.4z@
kyoto-u.ac.jpへ

メ
ー
ル
す
る

こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

物
質
構
造
機
能
論
演
習
Ａ

Lecture and Exercise on M
aterial Structure and Function A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 国
際
高
等
教
育
院

杉
山
　
雅
人

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
分
析
化
学
と
水
圏
地
球
化
学
に
関
わ
る
具
体
的
な
事
例
を
取
り
上
げ
て
、
少
人
数
で
理
論
の
概
説
と
計
算
演
習
を
行

う
。

 [到
達
目
標

]
分
析
化
学
と
水
圏
地
球
科
学
に
関
す
る
理
論
と
応
用
に
関
す
る
演
習
問
題
が
確
実
に
解
答
で
き
る
こ
と
を
目
指
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
に
示
す
項
目
に
つ
い
て
、
理
論
の
概
説
と
演
習
を
行
う
。

１
．
濃
度
の
単
位
、
最
小
二
乗
法
、
標
準
偏
差

２
．
酸
塩
基
滴
定
（
滴
定
曲
線
と
酸
解
離
定
数
）

３
．
沈
澱
滴
定
（
終
点
と
当
量
点
）

４
．
吸
光
光
度
分
析
（
モ
ル
吸
光
係
数
、
等
吸
収
点
、
組
成
比
決
定
法
）

５
．
溶
媒
抽
出
（
抽
出
平
衡
定
数
、

pH
－
抽
出
率
曲
線
、

pH
－

log（
分
配
比
）
曲
線
、
抽
出
錯
体
の
組
成
決
定
法
）

６
．
酸
化
還
元
滴
定
（
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）

７
．
酸
化
還
元
平
衡
（

pH
－
電
位
図
の
作
成
）

８
．
酸
化
還
元
平
衡
（
閉
鎖
水
塊
で
の
酸
化
還
元
電
位
低
下
と
酸
化
還
元
活
性
化
学
種
の
動
態
）

９
．
溶
解
度
積
と
溶
解
度
、
海
水
中
で
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
飽
和
度
と
補
償
深
度

１
０
．
錯
生
成
平
衡
と
酸
解
離
平
衡
、
副
反
応
係
数
、
自
然
水
中
で
の
存
在
化
学
種
の
推
定

１
１
．
硬
い
酸
塩
基
、
軟
ら
か
い
酸
塩
基

１
２
．
質
量
分
析

１
３
．
定
量
分
析
の
操
作
（
標
準
溶
液
の
調
製
、
試
料
処
理
）

 [履
修
要
件

]
全
学
共
通
科
目
の
「
基
礎
物
理
化
学
」
、
「
基
礎
有
機
化
学
」
を
習
得
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

「
物
質
分
析
論
」
を
習
得
し
た
の
ち
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

課
題
演
習
「
物
質
の
構
造
と
機
能
」
（
分
析
化
学
・
地
球
化
学
）
と
並
行
し
て
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験
と
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
藤
永
太
一
郎
　
編
著

 『
基
礎
分
析
化
学
』
（
朝
倉
書
店
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

藤
永
太
一
郎
、
関
戸
栄
一
　
訳

 『
イ
オ
ン
平
衡
』
（
化
学
同
人
）

姫
野
貞
之
、
市
村
彰
男

 『
分
析
化
学
』
（
化
学
同
人
）

物
質
構
造
機
能
論
演
習
Ａ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

物
質
構
造
機
能
論
演
習
Ａ

(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
自
宅
学
習
の
た
め
の
演
習
問
題
を
授
業
中
に
提
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

物
質
構
造
機
能
論
演
習
Ｂ

Lecture and Exercise on M
aterial Structure and Function B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
田
部
　
勢
津
久

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
名
著

"Physical C
eram

ics"を
講
読
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無
機
固
体
物
質
の
結
晶
構
造
、
物
性
、
機
能
に
関
す
る
基
礎

知
識
を
習
得
し
、
自
然
科
学
英
語
に
馴
れ
る
と
同
時
に
、
関
連
す
る
演
習
も
行
う
。

 [到
達
目
標

]
無
機
固
体
物
質
の
結
晶
構
造
、
物
性
、
機
能
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
習
得
し
、
自
然
科
学
英
語
の
読
解
に
障
壁
を
感

じ
な
い
レ
ベ
ル
に
到
達
す
る
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
輪
講
形
式
で
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
　
１
．
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
３
次
元
原
子
構
造
　
１
．
１
．
細
密

充
填
構
造
　
１
．
２
．
イ
オ
ン
性
結
晶
の
安
定
性
：
マ
デ
ル
ン
グ
定
数

,　
ポ
ー
リ
ン
グ
則
　
１
．
３
．

FC
C

(面
心

立
方

)基
構
造
と

H
C

P(六
方
細
密
充
填

)基
構
造
：
岩
塩
型
、
正
逆
蛍
石
構
造
、
閃
亜
鉛
構
造
、
多
形
と
ポ
リ
タ
イ
プ
、

ウ
ル
ツ
型
構
造
、
コ
ラ
ン
ダ
ム
、
イ
ル
メ
ナ
イ
ト
と
ニ
オ
ブ
酸
リ
チ
ウ
ム
、
ル
チ
ル
、
２
．
１
．
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト

　
２
．
２
．
強
誘
電
性
と
圧
電
性
　
３
．
１
．
ス
ピ
ネ
ル
　
３
．
２
．
磁
性
材
料
　
　
４
．
１
．
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト

－
岩
塩
－
派
生
構
造
、
４
．
２
．
銅
酸
化
物
高
温
超
伝
導
体
　
５
．
共
有
結
合
性
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
　
５
．
１
．
窒
化

物
　
５
．
２
．
酸
窒
化
物
固
溶
体
と
次
世
代
蛍
光
体

 [履
修
要
件

]
基
礎
物
理
化
学
、
無
機
化
学
入
門
と
基
礎
化
学
実
験
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
日
数
、
演
習
へ
の
参
加
、
レ
ポ
ー
ト
内
容
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
。

 [教
科
書

]
 『

Physical C
eram

ics』
（
初
回
講
義
に
お
い
て
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
配
布
プ
リ
ン
ト
の
予
習
，
授
業
内
容
の
復
習
を
推
奨
す
る
．

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

物
質
構
造
機
能
論
演
習

E
Lecture and Exercise on M

aterial Structure and Function E
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
吉
田
　
寿
雄

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
人
間
社
会
・
環
境
に
貢
献
す
る
触
媒
化
学
の
基
礎
と
応
用
，
及
び
関
連
の
学
問
に
つ
い
て
演
習
を
行
う
．

 [到
達
目
標

]
反
応
速
度
論
に
関
す
る
演
習
問
題
を
解
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
．
各
種
分
光
学
に
よ
る
ス
ペ
ク
ト
ル
デ
ー
タ
を
解
釈

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
触
媒
は
化
学
的
物
質
変
換
に
不
可
欠
な
物
質
で
あ
り
，
化
学
工
業
，
環
境
保
全
に
お
け
る
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ

る
．
ま
た
，
近
年
注
目
を
集
め
る
光
触
媒
は
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
，
環
境
分
野
で
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
る
．
本
演
習

で
は
，
触
媒
・
光
触
媒
に
か
か
わ
る
反
応
速
度
論
，
各
種
分
光
ス
ペ
ク
ト
ル
の
解
釈
，
分
析
結
果
の
評
価
，
触
媒
反

応
に
お
け
る
構
造
活
性
相
関
等
に
つ
い
て
学
習
す
る
．

①
反
応
速
度
論
【
第

1回
～
第

8回
】

化
学
反
応
速
度
論
の
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
の
講
義
と
演
習
を
行
う
．

 
②
ス
ペ
ク
ト
ル
演
習
【
第

9回
～
第

14回
】

触
媒
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
用
い
る
各
種
分
光
学
の
基
礎
・
分
析
・
結
果
の
解
釈
に
つ
い
て
学
習
す
る
．

③
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
【
第

15回
】

 [履
修
要
件

]
化
学
や
物
理
，
物
理
化
学
等
の
一
般
的
知
識
を
あ
る
程
度
有
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
．

 ま
た
，
前
期
の
物
質
変

換
論
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
演
習
時
の
小
テ
ス
ト
の
結
果
，
及
び
出
席
率
に
よ
り
評
価
す
る
．

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

P. A
tkins, J. Paula 『

ア
ト
キ
ン
ス
物
理
化
学

(下
)第

8版
』
（
東
京
化
学
同
人
）

田
中
庸
裕
・
山
下
弘
巳

 『
固
体
表
面
キ
ャ
ラ
ク
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
』
（
講
談
社
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
宿
題
と
し
た
演
習
課
題
を
行
う
こ
と
．

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

分
子
構
造
機
能
論
演
習

A
Lecture and Exercise on Organic Molecular Structures and Properties A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
津
江
　
広
人

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
有
機
化
合
物
の
構
造
解
析
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
機
器
分
析
法
の
原
理
を
解
説
す
る
と
と
も
に
，
各
種
ス
ペ
ク
ト

ル
に
含
ま
れ
る
情
報
か
ら
有
機
化
合
物
の
構
造
を
決
定
す
る
た
め
の
演
習
を
行
う
．

 [到
達
目
標

]
機
器
分
析
法
の
原
理
を
理
解
し
，
各
種
ス
ペ
ク
ト
ル
か
ら
有
機
化
合
物
の
構
造
を
決
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
有
機
化
合
物
の
構
造
解
析
に
お
い
て
有
用
か
つ
主
要
な
機
器
分
析
法
で
あ
る
①
質
量
分
析
法
，
②
赤
外
分
光
法
，
③

紫
外
分
光
法
，
お
よ
び
④
核
磁
気
共
鳴
分
光
法
の
原
理
と
ス
ペ
ク
ト
ル
の
解
析
方
法
に
つ
い
て
，
解
説
と
演
習
を
交

え
な
が
ら
授
業
を
行
う
．
こ
れ
ら
４
つ
の
機
器
分
析
法
に
つ
い
て
，
１
方
法
あ
た
り
３
～
４
週
の
授
業
を
行
う
予
定

で
あ
る
．

 [履
修
要
件

]
基
礎
有
機
化
学
Ⅰ
，
基
礎
有
機
化
学
Ⅱ
Ａ
・
Ⅱ
Ｂ
，
有
機
化
学
演
習
Ａ
・
Ｂ
，
構
造
有
機
化
学
入
門
，
反
応
有
機
化

学
入
門
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
演
習
へ
の
参
加
状
況
に
よ
り
評
価
す
る
．

 [教
科
書

]
マ
ク
マ
リ
ー
（
伊
藤
ら
訳
）

 『
有
機
化
学
　
第
８
版
　
上
巻
』
（
東
京
化
学
同
人
）

ISB
N

:978-4-8079-0809-7

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

R
. M

. Silverstein, F. X
. W

ebster著
, 荒
木
峻

, 益
子
洋
一
郎

, 山
本
修

, 鎌
田
利
紘
訳

 『
有
機
化
合
物
の
ス
ペ
ク
ト
ル

に
よ
る
同
定
法
』
（
東
京
化
学
同
人
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
こ
の
授
業
で
は
，
教
科
書
等
に
掲
載
さ
れ
た
問
題
を
使
っ
て
演
習
を
行
う
の
で
，
指
定
さ
れ
た
演
習
問
題
を
次
回
授

業
時
ま
で
に
解
い
て
お
く
こ
と
．

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

分
子
構
造
論
，
分
子
反
応
論
，
分
子
構
造
機
能
論
演
習
Ｂ
と
併
せ
て
履
修
す
る
こ
と
を
強
く
勧
め
る
．

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

分
子
構
造
機
能
論
演
習
Ｂ

Lecture and Exercise on Organic Molecular Structures and Properties B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
田
村
　
類

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 水
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
キ
ラ
ル
な
有
機
化
合
物
の
純
度
決
定
や
物
性
評
価
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
機
器
分
析
法
を
理
解
し
、
ま
た
化
学
原

著
論
文
の
読
み
方
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
化
学
の
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
化
学
物
質
の
キ
ラ
リ
テ
イ
ー
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
学
び
、
こ
れ
に
関
連
す

る
実
験
手
法
を
理
解
す
る
。
つ
い
で
、
生
命
の
起
源
と
も
密
接
に
関
連
す
る
生
命
体
の
の
キ
ラ
リ
テ
イ
ー
の
起
源
に

関
す
る
学
術
論
文
を
読
み
、
こ
の
テ
ー
マ
が
も
つ
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
対
象
物
質
と
し
て
、
キ
ラ
ル
な
有
機
化
合
物
や
有
機
結
晶
を
例
に
用
い
て
、
（
１
）
高
速
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

(H
PL

C
)法
、
（
２
）
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

(G
C

)法
、
（
３
）
円
二
色
性

(C
D

)ス
ペ
ク
ト
ル
法
、
（
３
）
単
結
晶

Ｘ
線
構
造
解
析
法
、
（
５
）
熱
分
析
法
、
お
よ
び
（
６
）
プ
ロ
ー
ブ
顕
微
鏡

(A
FM

, ST
M

)や
電
子
顕
微
鏡

(SE
M

, 
T

E
M

)の
原
理
と
、
こ
れ
ら
の
利
用
法
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
同
時
に
、
キ
ラ
リ
テ
イ
ー
に
関
す
る
次
の
基
礎
事
項

に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
る
。

(７
) キ
ラ
ル
な
分
子
構
造
と
結
晶
構
造
、

(８
) キ
ラ
リ
テ
イ
ー
と
点
群
、

 (９
) エ
ナ

ン
チ
オ
マ
ー
の
純
度
と
絶
対
配
置
、
（
１
０
）
純
エ
ナ
ン
チ
オ
マ
ー
体
の
利
用
。
さ
ら
に
、
（
１
１
）
キ
ラ
リ
テ
イ

ー
に
関
す
る
化
学
原
著
論
文
の
輪
読
を
行
う
。

 [履
修
要
件

]
基
礎
有
機
化
学

A
・

B
、
構
造
有
機
化
学
入
門
、
反
応
有
機
化
学
入
門
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
演
習
へ
の
参
加
状
況
に
よ
り
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
毎
回
、
資
料
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

泉
ら
監
修

 『
第
２
版
　
機
器
分
析
の
て
び
き
　
第
２
，
３
集
』
（
化
学
同
人
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
各
授
業
終
了
後
に
、
そ
の
日
講
義
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
十
分
復
習
を
行
う
こ
と
。
理
解
不
十
分
な
点
に
つ
い
て
は
、

参
考
書
そ
の
他
で
自
習
す
る
と
と
も
に
、
次
回
の
授
業
の
際
に
質
問
す
る
こ
と
に
よ
り
確
認
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け

て
ほ
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

分
子
構
造
論
、
分
子
反
応
論
、
分
子
構
造
機
能
演
習

A
と
併
せ
て
履
修
す
る
こ
と
を
強
く
勧
め
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

分
子
細
胞
生
物
学
演
習

Sem
inar on M

olecular C
ell B

iology
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 地
球
環
境
学
堂

土
屋
　
徹

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 4
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   通
年
曜
時
限

 火
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
生
命
現
象
を
分
子
レ
ベ
ル
で
解
析
す
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
手
法
が
必
要
と
さ
れ
る
。
本
演
習
で
は
、
生

命
科
学
に
お
け
る
基
礎
的
な
知
識
お
よ
び
研
究
手
法
の
理
解
を
主
た
る
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
生
命
現
象
を
分
子
レ
ベ
ル
で
解
析
す
る
た
め
の
知
識
と
実
験
手
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
い
わ
ゆ
る
ミ
ク
ロ
系
生
物
学
の
研
究
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
と
研
究
手
法
に
つ
い
て
学
ぶ
。
加
え
て
、
個
々
の
研
究

手
法
が
実
際
の
研
究
の
中
で
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
解
説
す
る
。

 [履
修
要
件

]
生
体
分
子
機
能
論

I、
も
し
く
は
同
等
の
科
目
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
を
基
に
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
復
習
に
よ
り
、
講
義
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

分
子
細
胞
生
物
学
演
習

Sem
inar on M

olecular C
ell B

iology
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 生
命
科
学
研
究
科

吉
村
　
成
弘

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 4
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  通
年
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
生
命
科
学
に
関
す
る
原
著
論
文
（
英
語
）
を
読
み
、
内
容
を
理
解
す
る
。

論
文
に
記
載
さ
れ
た
実
験
・
解
析
法
等
を
深
く
掘
り
下
げ
て
調
べ
、
そ
れ
ら
の
原
理
を
理
解
す
る
。

 [到
達
目
標

]
生
命
科
学
に
関
す
る
原
著
論
文
を
英
語
の
ま
ま
理
解
す
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

最
先
端
の
生
命
科
学
研
究
で
用
い
ら
れ
て
い
る
実
験
・
解
析
手
法
を
原
理
か
ら
理
解
す
る
事
が
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
下
記
の
ト
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
原
著
論
文
（
そ
れ
ぞ
れ
２
～
３
報
）
を
読
む
。

分
子
生
物
学
の
基
礎
（
３
回
）

細
胞
生
物
学
の
基
礎
（
３
回
）

染
色
体
の
構
造
解
析
（
３
回
）

細
胞
核
の
構
造
と
動
態
（
３
回
）

細
胞
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
（
３
回
）

 [履
修
要
件

]
生
化
学
入
門

101お
よ
び
生
化
学
入
門

102を
履
修
済
み
で
あ
る
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
点
（

50%
）
と
授
業
内
で
の
発
表
内
容
（

50%
）

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
配
布
さ
れ
た
論
文
を
あ
ら
か
じ
め
し
っ
か
り
と
読
ん
で
お
く
こ
と
（
予
習
）
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

自
然
史
演
習

Sem
inar on N

atural H
istory

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

 
未
定 未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 4
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   通
年
曜
時
限

 月
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
動
物
の
自
然
史
の
研
究
方
法
に
つ
い
て
演
習
す
る
。
主
に
両
棲
類
を
題
材
と
し
て
、
種
レ
ベ
ル
、
遺
伝
的
レ
ベ
ル
で

の
生
物
多
様
性
、
史
的
時
間
を
通
じ
て
の
生
物
環
境
動
態
に
つ
い
て
議
論
を
し
、
理
解
を
深
め
あ
う
こ
と
を
目
指
す
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
、
１
課
題
あ
た
り
２
－
４
週
の
授
業
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

１
. 東
南
ア
ジ
ア
産
無
尾
両
棲
類
の
分
布
様
式

２
. 東
南
ア
ジ
ア
産
無
尾
両
棲
類
の
分
子
系
統

３
. 東
南
ア
ジ
ア
産
無
尾
両
棲
類
の
分
布
形
成
史
の
推
定

４
. 東
ア
ジ
ア
産
有
尾
両
棲
類
の
分
布
様
式

５
. 東
ア
ジ
ア
産
有
尾
両
棲
類
の
分
子
系
統

６
. 東
ア
ジ
ア
産
有
尾
両
棲
類
の
分
布
形
成
史
の
推
定

７
. ア
ジ
ア
産
両
棲
類
の
形
態
進
化
と
遺
伝
的
分
化

８
. ア
ジ
ア
産
両
棲
類
の
生
活
史
の
多
様
性

９
. ア
ジ
ア
産
両
棲
類
の
保
全
と
保
護
　

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
。

 [教
科
書

]
適
宜
資
料
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

両
生
類
の
進
化

 『
東
京
大
学
出
版
会
』

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

疑
問
点
な
ど
は
松
井
（

fum
i[a]zoo.zool.kyoto-u.ac.jp）

ま
で
メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

自
然
史
演
習

Sem
inar on N

atural H
istory

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
加
藤
　
真

教
授

 人間・環境学研究科
市
岡
　
孝
朗

未
更
新

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 4
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   通
年
曜
時
限

 木
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
生
物
相
互
の
種
間
関
係
、
生
物
の
個
体
群
や
群
集
の
動
態
、
生
物
の
系
統
や
進
化
、
生
態
系
の
維
持
機
構
、
生
物
多

様
性
の
現
状
と
そ
れ
を
保
護
す
る
た
め
の
方
策
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
研
究
紹
介
や
論
文
講
読
を
行
な
う
と
と

も
に
、
研
究
計
画
の
検
討
や
、
研
究
の
経
過
報
告
、
研
究
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
議
論
な
ど
を
行
な
う
。

 [到
達
目
標

]

 [授
業
計
画
と
内
容

]
毎
週
、
担
当
を
決
め
て
、
下
記
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
紹
介
や
論
文
講
読
や
、
研
究
計
画
の
検
討
、
研
究

の
経
過
報
告
、
研
究
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
議
論
な
ど
を
行
な
う
。

1. 生
物
相
互
の
種
間
関
係

2. 生
物
の
個
体
群
や
群
集
の
動
態

3. 生
物
の
系
統
や
進
化

4. 生
態
系
の
維
持
機
構

5. 生
物
多
様
性
の
現
状
と
そ
れ
を
保
護
す
る
た
め
の
方
策

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
、
セ
ミ
ナ
ー
で
の
発
表
（
文
献
紹
介
な
ど
）

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

教
員
や
大
学
院
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
へ
同
行
す
る
機
会
を
作
る
予
定
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

自
然
史
演
習

Sem
inar on N

atural H
istory

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
瀬
戸
口
　
浩
彰

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 4
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   通
年
曜
時
限

 水
4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
生
物
の
自
然
史

(と
く
に
植
物
）
に
関
す
る
文
献
の
購
読
や
研
究
発
表
，
こ
れ
に
対
す
る
討
論
を
通
し
て
，
研
究
の

進
め
方
や
考
え
方
を
涵
養
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
対
象
と
な
る
内
容
】
　
①
植
物
（
と
き
に
は
動
物
も
対
象
と
す
る
）
の
種
内
の
進
化
，
②
進
化
を
も
た
ら
す
様
々

な
遺
伝
子
の
変
異
，
③
系
統
地
理

*，
④
絶
滅
危
惧
植
物
の
保
全
。
　
　
　

*系
統
地
理
学
と
は
，
地
球
上
の
様
々
な
場
所
に
生
息
す
る
生
物
種
が
，
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
を
辿
っ
て
，
現

在
の
よ
う
な
地
理
的
分
布
を
得
て
き
た
の
か
，
現
在
の
生
息
環
境
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
至
っ
た
の
か
に
つ
い
て
，
主

に
Ｄ
Ｎ
Ａ
デ
ー
タ
の
解
析
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
く
学
問
領
域
の
こ
と
。

【
履
修
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
知
識
と
思
考
】
　
植
物
（
生
物
）
の
進
化
，
植
物
の
環
境
適
応
，
系
統

地
理
学
，
系
統
分
類
学
，
光
や
温
度
受
容
な
ど
の
主
要
な
遺
伝
子
の
機
能
と
，
こ
れ
が
種
内
分
化
を
も
た
ら
す
機
構
，

保
全
生
物
学
，
第
四
紀
の
気
候
変
動
と
日
本
の
植
生
の
変
遷
，
新
し
い
こ
と
を
探
求
す
る
思
考

 [到
達
目
標

]
上
記
の
目
標
と
重
複
し
ま
す
が
、
「
動
く
こ
と
が
出
来
な
い
」
こ
と
を
宿
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
植
物
は
、
生
育
環
境

へ
の
適
応
が
不
可
欠
で
、
そ
こ
に
動
物
に
は
あ
り
得
な
い
進
化
の
し
く
み
が
存
在
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ

れ
か
ら
の
気
候
変
動
の
中
で
多
く
の
種
が
絶
滅
を
す
る
こ
と
が
も
の
凄
く
現
実
的
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち

の
生
活
の
「
最
も
身
近
な
生
き
も
の
＝
植
物
」
に
つ
い
て
、
進
化
や
保
全
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま

す
が
、
大
学
は
自
動
車
教
習
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
熟
議
に
よ
っ
て
、
思
考
を
涵
養
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま

す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
毎
週
水
曜
日
の

4時
間
目
（

14:40開
始
）
か
ら
吉
田
南

2号
館

1階
理
系
総
合
学
習
室
で
行
う
．
予
定
は
，
吉
田
南

2号
館

3階
の
廊
下
に
あ
る
生
物
実
習
室
１
の
掲
示
板
に
掲
示
す
る
．
毎
回
に
ゼ
ミ
の
発
表
者
が

2人
あ
る
い
は

1人
ず
つ
，

特
定
の
研
究
テ
ー
マ
や
論
文
に
つ
い
て
紹
介
を
行
い
、
そ
の
あ
と
に
討
論
を
交
わ
す
．
ま
た
、
不
定
期
に
、
総
合
博

物
館
の
地
下
に
あ
る
植
物
標
本
収
蔵
庫
に
お
い
て
標
本
の
整
理
作
業
も
行
う
．
将
来
に
博
物
館
に
勤
務
を
希
望
す
る

人
に
は
貴
重
な
体
験
学
習
の
場
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

 [履
修
要
件

]
高
校
に
お
け
る
生
物
の
履
修
歴
は
不
要
。
た
だ
し
，
担
当
教
員
が
全
学
共
通
科
目
で
開
講
し
て
い
る
「
植
物
系
統
・

進
化
学
」
と
「
生
物
学
概
論

A
」
を
履
修
し
て
い
る
と
，
内
容
理
解
が
平
易
に
な
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
へ
の
参
加
（
出
席
と
発
言
）
を
総
合
的
に
評
価
す
る

自
然
史
演
習

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

自
然
史
演
習

(2)

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

使
用
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
主
専
攻
や
副
専
攻
の
別
、
個
々
人
の
興
味
に
応
じ
て
良
い
本
を
た
く
さ
ん
紹
介
し
ま
す
。

履
修
人
数
が
少
な
い
科
目
な
の
で
、
個
別
対
応
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
下
さ
い
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
全
学
共
通
科
目
の
生
物
学
に
関
わ
る
講
義
や
実
習
を
予
め
履
修
し
て
お
く
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

事
前
に
知
り
た
い
方
は
、
研
究
室

H
Pを
見
て
、
直
接
に
研
究
室
で
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

履
修
希
望
者
は
，
初
回
の
ゼ
ミ
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
様
々
な
説
明
を
し
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

自
然
史
演
習

Sem
inar on N

atural H
istory

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 地
球
環
境
学
堂

宮
下
　
英
明

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 4
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   通
年
曜
時
限

 月
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
微
生
物
自
然
史
に
関
す
る
文
献
や
最
近
の
研
究
動
向
に
関
す
る
話
題
の
提
供
に
よ
っ
て
，
微
生
物
を
中
心
と
し
た
生

物
の
多
様
性
や
生
態
，
系
統
・
分
類
，
進
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
，
ま
た
，
実
際
の
研
究
の
結
果
や
発

表
に
対
す
る
討
論
を
通
し
て
，
自
然
史
研
究
の
計
画
策
定
，
進
め
方
，
結
果
の
ま
と
め
方
に
関
す
る
考
え
方
を
涵
養

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
論
文
紹
介
に
よ
っ
て
最
新
の
研
究
動
向
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
掌
握
す
る
こ
と

研
究
計
画
の
立
案
、
発
表
、
と
り
ま
と
め
等
に
つ
い
て
理
解
し
、
実
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

 [授
業
計
画
と
内
容

]
毎
週
，
そ
の
週
の
担
当
を
決
め
，
下
記
に
つ
い
て
紹
介
（
発
表
）
・
質
疑
応
答
・
討
論
を
行
う
。

①
自
ら
の
研
究
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
最
新
の
論
文

②
微
生
物
自
然
史
研
究
に
お
け
る
最
新
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

③
研
究
計
画

④
研
究
の
経
過
報
告

担
当
者
名
や
テ
ー
マ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
，
吉
田
南
２
号
館
２
階
お
よ
び
３
階
の
生
物
実
習
室
前
掲
示
板
に
掲
示
す

る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し
。
た
だ
し
，
担
当
教
員
が
開
講
し
て
い
る
「
微
生
物
概
論
」
（
全
学
共
通
科
目
）
，
「
藻
類
学
概
論
」
（

全
学
共
通
科
目
）
，
「
生
体
分
子
機
能
論

II」
（
学
部
専
門
科
目
）
や
，
他
の
教
員
が
開
講
し
て
い
る
微
生
物
関
連

科
目
を
履
修
し
て
お
く
と
内
容
の
理
解
を
助
け
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
へ
の
参
加
を
総
合
的
に
評
価
す
る

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

自
然
史
演
習

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

自
然
史
演
習

(2)

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
発
表
に
あ
た
っ
て
は
事
前
の
準
備
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と

演
習
時
の
討
議
内
容
に
つ
い
て
事
後
に
整
理
し
、
必
要
に
応
じ
て
図
書
館
等
で
確
認
し
て
お
く
こ
と

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

問
い
合
せ
等
が
あ
る
場
合
は
，
担
当
教
員
に
電
子
メ
ー
ル
等
で
問
い
合
せ
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

自
然
科
学
特
別
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ｂ

Sem
inars on N

atural Sciences B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
内
本
　
喜
晴

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  後
期
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
卒
業
研
究
の
た
め
の
ゼ
ミ
で
あ
る
。

履
修
登
録
は
集
中
講
義
と
し
て
い
る
が
詳
細
は
担
当
教
員
と
相
談
す
る
こ
と
。

 [到
達
目
標

]
電
気
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
関
す
る
最
新
の
研
究
手
法
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
自
分
で
研
究
を
推
進
で
き
る
能
力
を

養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
担
当
の
指
導
教
員
と
相
談
す
る
こ
と
。

 [履
修
要
件

]
担
当
の
指
導
教
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
担
当
の
指
導
教
員
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

 [教
科
書

]
担
当
の
指
導
教
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

担
当
の
指
導
教
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
担
当
教
員
の
指
示
に
従
う
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

担
当
の
指
導
教
員
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

地
球
科
学
演
習
Ａ

Sem
inar on E

arth Science A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
酒
井
　
敏

教
授

 人間・環境学研究科
石
川
　
尚
人

准
教
授

 人間・環境学研究科
小
木
曽
　
哲

助
教

 人間・環境学研究科
金
子
　
克
哉

助
教

 人間・環境学研究科
加
藤
　
護

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
演
習
・
実
習
を
通
し
て
、
地
球
の
姿
や
地
球
上
で
の
地
学
的
な
諸
現
象
に
、
興
味
を
持
ち
、
納
得
し
て
も
ら
う
事
を

目
指
す
。

 [到
達
目
標

]
書
籍
等
で
見
聞
き
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
地
学
的
な
事
象
や
現
象
を
、
実
験
／
演
習
と
い
う
自
身
の
体
験
を
通
じ
て
、

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
地
球
に
関
連
す
る
諸
事
象
を
、
身
近
な
事
実
や
法
則
を
用
い
て
、
ま
た
、
簡
単
な
実
験
や
デ
ー
タ
解
析
を
行
な
い
な

が
ら
、
自
分
で
確
か
め
、
納
得
し
て
も
ら
う
事
を
目
的
と
す
る
。
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
複
数
回
を
か
け

て
、
そ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
課
題
で
の
演
習
・
実
験
を
行
な
う
。

演
習
予
定

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
：
第
１
回
目

・
地
球
の
大
き
さ
と
重
さ
（
密
度
）
：
３
回

・
地
球
の
構
造
と
構
成
物
質
（
地
球
の
層
構
造
、
岩
石
・
鉱
物
）
：
４
回

・
地
球
で
働
く
力
（
重
力
、
地
磁
気
、
コ
リ
オ
リ
力
な
ど
）
：
３
回

・
地
球
で
の
諸
現
象
（
火
山
、
地
震
、
気
象
、
気
候
）
：
３
回

 [履
修
要
件

]
１
コ
マ
の
演
習
な
の
で
、
開
始
時
間
に
は
遅
刻
し
な
い
こ
と
（
厳
守
）
。

演
習
な
の
で
、
出
席
し
、
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
履
修
及
び
成
績
評
価
の
条
件
で
あ
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
及
び
各
課
題
に
対
す
る
達
成
度
合
い
。
演
習
テ
ー
マ
に
応
じ
て
、
複
数
回
の
レ
ポ
ー
ト
を
課
す
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
実
験
デ
ー
タ
の
解
析
・
ま
と
め
や
演
習
に
関
し
て
、
複
数
回
の
レ
ポ
ー
ト
を
課
す
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

地
球
科
学
の
興
味
が
あ
れ
ば
、
学
部
科
目
「
地
球
科
学
演
習
Ｂ
・
Ｃ
」
、
全
学
共
通
教
育
科
目
「
地
球
科
学
実
験
・

探
究
型
地
球
科
学
課
題
演
習
」
も
履
修
す
る
こ
と
を
強
く
推
奨
す
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

地
球
科
学
演
習
Ｂ

Sem
inar on E

arth Science B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
酒
井
　
敏

教
授

 人間・環境学研究科
石
川
　
尚
人

准
教
授

 人間・環境学研究科
小
木
曽
　
哲

助
教

 人間・環境学研究科
金
子
　
克
哉

助
教

 人間・環境学研究科
加
藤
　
護

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
2
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
演
習
・
実
習
を
通
し
て
、
地
球
の
姿
や
地
球
上
で
の
地
学
的
な
諸
現
象
に
興
味
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

指
す
。

 [到
達
目
標

]
書
籍
等
で
見
聞
き
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
地
学
的
な
事
象
や
現
象
を
、
実
験
／
演
習
と
い
う
自
身
の
体
験
を
通
じ
て
、

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
地
球
や
地
学
的
な
諸
事
象
に
関
し
て
、
簡
単
な
実
験
・
観
測
・
デ
ー
タ
解
析
を
行
い
、
自
分
て
確
か
め
な
が
ら
、
興

味
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
複
数
の
事
象
を
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
、
そ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
課
題

で
の
演
習
・
実
験
を
複
数
回
（
２
－
３
回
）
行
な
う
。

演
習
予
定

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
：
第
１
回
目

・
隕
石
ー
鉱
物
ー
岩
石
：
３
回

・
環
境
変
動
の
記
録
媒
体
と
し
て
の
堆
積
物
：
３
回

・
地
球
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
ー
火
山
：
２
回

・
地
震
（
地
震
活
動
の
時
間
変
化
・
空
間
変
化
な
ど
）
：
２
回

・
気
象
ー
気
候
：
３
回

 [履
修
要
件

]
１
コ
マ
の
演
習
な
の
で
、
開
始
時
間
に
は
遅
刻
し
な
い
こ
と
（
厳
守
）
。

演
習
な
の
で
、
出
席
し
、
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
履
修
及
び
成
績
評
価
の
条
件
で
あ
る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
及
び
各
課
題
の
達
成
度
合
い
。
演
習
テ
ー
マ
に
応
じ
て
、
レ
ポ
ー
ト
を
課
す
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
演
習
テ
ー
マ
に
応
じ
て
、
予
習
／
復
習
／
レ
ポ
ー
ト
を
指
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

地
球
科
学
に
興
味
が
あ
れ
ば
、
学
部
科
目
「
地
球
科
学
演
習
Ａ
・
Ｃ
」
、
全
学
共
通
教
育
科
目
「
地
球
科
学
実
験
・

探
究
型
地
球
科
学
課
題
演
習
」
も
履
修
す
る
こ
と
を
強
く
推
奨
す
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

地
球
科
学
演
習
Ｃ

Sem
inar on E

arth Science C
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
酒
井
　
敏

教
授

 人間・環境学研究科
石
川
　
尚
人

准
教
授

 人間・環境学研究科
小
木
曽
　
哲

助
教

 人間・環境学研究科
金
子
　
克
哉

助
教

 人間・環境学研究科
加
藤
　
護

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  前
期
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
地
学
現
象
は
野
外
で
起
こ
っ
て
い
る
。

野
外
に
お
い
て
、
観
測
に
よ
り
そ
の
現
象
を
捉
え
る
こ
と
や
そ
の
痕
跡
が
残
る
現
場
を
観
察
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

地
学
現
象
を
「
体
感
」
し
、
地
球
科
学
に
関
連
す
る
諸
現
象
へ
の
興
味
と
理
解
を
深
め
る
。

 [到
達
目
標

]
地
学
的
な
事
象
や
現
象
を
野
外
で
の
観
察
等
に
よ
る
実
体
験
を
通
じ
て
、
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
球
科

学
に
お
け
る
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
の
手
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
野
外
実
習
を
伴
う
演
習
科
目
で
あ
る
。
講
義
や
室
内
を
主
と
す
る
実
習
で
は
，
映
像
や
写
真
、
言
葉
に
よ
る
説
明
で

終
わ
っ
て
い
る
地
学
現
象
を
現
場
で
「
体
感
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
机
上
で
の
学
習
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。

前
期
の
期
間
内
に
お
い
て
、
一
日
実
習
（
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
・
祝
日
）
、
一
泊
二
日
実
習
（
土
・
日
）
、
二
泊

三
日
実
習
（
前
期
試
験
終
了
後
、
夏
期
休
業
期
間
）
を
組
み
合
わ
せ
て
行
な
う
。
各
実
習
は
、
事
前
学
習
ー
事
後
学

習
（
実
習
内
容
の
取
り
ま
と
め
、
レ
ポ
ー
ト
）
を
伴
う
。

４
月
前
期
開
始
時
期
に
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
な
い
、
実
習
概
要
の
説
明
／
実
習
時
期
（
日
程
）
・
目
的
地
の
設
定
等

を
行
な
う
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
日
時
は
、
４
月
初
旬
に
教
務
掛
を
通
じ
て
連
絡
す
る
。

実
習
目
的
地
の
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
大
文
字
山
越
え
（
京
都
大
学
か
ら
琵
琶
湖
ま
で
、
地
形
・
地
質
巡
検
）

・
淡
路
島
～
高
松
（
野
島
断
層
、
渦
潮
、
新
第
三
紀
瀬
戸
内
火
山
岩
類
）

・
夜
久
野
～
豊
岡
（
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
、
日
本
海
形
成
期
の
地
質
記
録
、
第
四
紀
火
山
活
動
）

・
紀
伊
半
島
南
部
巡
り
（
津
波
災
害
・
津
波
防
災
、
熊
野
酸
性
岩
類
、
付
加
体
）

・
東
海
地
方
探
訪
（
根
尾
谷
断
層
、
生
物
大
絶
滅
の

P/T境
界
、
化
石
）

・
伊
豆
大
島
（
活
火
山
、
生
々
し
噴
火
活
動
の
痕
跡
、
玄
武
岩
溶
岩
流
）

・
別
府
～
阿
蘇
（
火
山
活
動
の
観
測
・
研
究
の
現
場
、
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
）

 [履
修
要
件

]
学
部
科
目
「
地
球
科
学
演
習
」
ま
た
は
全
学
共
通
教
育
科
目
に
お
け
る
地
球
科
学
関
連
の
講
義
・
実
験
の
中
か
ら
少

な
く
て
も
１
つ
は
履
修
済
み
で
あ
る
か
、
同
時
期
に
履
修
中
で
あ
る
こ
と
。

演
習
で
あ
る
の
で
、
原
則
的
に
事
前
学
習
ー
実
習
ー
事
後
学
習
を
す
べ
て
出
席
す
る
こ
と
。

事
後
学
習
の
１
つ
と
し
て
、
レ
ポ
ー
ト
課
題
が
課
せ
ら
れ
る
の
で
、
レ
ポ
ー
ト
は
締
切
日
時
を
厳
守
し
、
必
ず
提
出

す
る
こ
と
。
課
題
を
満
た
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
無
い
場
合
は
、
野
外
実
習
に
参
加
し
た
と
は
見
な
さ
な
い
場
合
も
あ
る
。

地
球
科
学
演
習
Ｃ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



地
球
科
学
演
習
Ｃ

(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
及
び
実
習
課
題
に
対
す
る
達
成
度
合
い
（
レ
ポ
ー
ト
評
価
）

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
事
前
学
習
時
に
、
実
習
当
日
ま
で
に
学
習
し
て
お
く
べ
き
事
項
を
指
示
す
る
。

事
後
学
習
の
１
つ
と
し
て
、
レ
ポ
ー
ト
課
題
を
課
す
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

地
球
科
学
に
興
味
が
あ
れ
ば
、
学
部
科
目
「
地
球
科
学
演
習
Ａ
・
Ｂ
」
、
全
学
共
通
教
育
科
目
「
地
球
科
学
実
験
・

探
究
型
地
球
科
学
課
題
演
習
」
も
履
修
す
る
こ
と
を
強
く
推
奨
す
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

課
題
演
習
：
（
物
理
科
学
）
レ
ー
ザ
ー
物
理
学

Studies on L
aser Physics

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
木
下
　
俊
哉

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 4
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 月
3,4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
原
子
の
冷
却
実
験
で
は
、
電
磁
気
学
、
光
学
、
量
子
力
学
の
知
識
を
も
と
に
開
発
さ
れ
た
、
光
に

関
す
る
様
々
な
技
術
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
演
習
で
は
、
ま
ず
輪
読
形
式
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
レ
ー
ザ
ー
や
光
学
、

原
子
と
光
と
の
相
互
作
用
に
関
す
る
基
礎
的
な
理
論
を
文
献
に
よ
っ
て
理
解
し
た
後
、
半
導
体
レ
ー
ザ
ー
の
光
源
を

製
作
し
ま
す
。
こ
れ
を
飽
和
吸
収
分
光
に
応
用
し
て
原
子
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
観
測
、
レ
ー
ザ
ー
の
発
振
周
波
数
の
制

御
に
利
用
し
ま
す
。
レ
ー
ザ
ー
と
光
学
系
の
組
み
上
げ
、
自
動
制
御
の
た
め
の
電
子
回
路
の
製
作
を
通
し
て
、
冷
却

原
子
の
実
験
に
必
要
な
技
術
の
初
歩
を
習
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
基
礎
的
な
物
理
学
が
い
か
に
サ
イ
エ
ン
ス
の
研
究

現
場
に
応
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

 [到
達
目
標

]
レ
ー
ザ
ー
光
の
原
理
や
原
子
の
分
光
の
理
解
を
通
し
て
、
電
磁
気
学
や
量
子
力
学
の
基
礎
を
学
び
、
さ
ら
に
実
験
で

必
要
と
な
る
電
子
回
路
の
製
作
を
通
し
て
、
回
路
の
基
本
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
に
進
め
る
予
定
で
あ
る
（
進
行
具
合
に
よ
り
、
変
更
あ
り
）
。

第
１
週
：
　
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
演
習
全
体
の
構
成
）

第
２
～
４
週
：
　
レ
ー
ザ
ー
の
基
礎

第
５
～
６
週
：
　
光
と
原
子
の
相
互
作
用

第
７
～
１
０
週
：
　
外
部
共
振
器
型
半
導
体
レ
ー
ザ
ー
シ
ス
テ
ム
の
製
作
　

第
１
１
～
１
３
週
：
　
レ
ー
ザ
ー
制
御
用
電
子
回
路
の
製
作

第
１
４
週
：
　
飽
和
吸
収
分
光
に
よ
る
原
子
ス
ペ
ク
ト
ル
の
観
測

第
１
５
週
：
　
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
る
レ
ー
ザ
ー
の
周
波
数
安
定
化

 [履
修
要
件

]
物
理
学
基
礎
論
Ａ

, Ｂ
, 電
磁
気
学
特
論
の
ほ
か
、
で
き
れ
ば
量
子
力
学
を
履
修
ま
た
は
受
講
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
授
業
へ
の
取
り
組
み
方
を
総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
な
い
た
め
に
も
、
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
（
例

え
ば
全
員
で
一
つ
）
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

 [教
科
書

]
必
要
な
文
献
（
和
文
・
英
文
等
）
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

課題演習：（物理科学）レーザー物理学(2)へ続く↓↓↓



課
題
演
習
：
（
物
理
科
学
）
レ
ー
ザ
ー
物
理
学

(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

必
要
に
応
じ
て
随
時
、
紹
介
す
る
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
初
回
講
義
で
、
ゼ
ミ
で
使
う
テ
キ
ス
ト
を
配
布
す
る
の
で
予
習
し
て
お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

連
絡
先
：
吉
田
南
３
号
館
２
階
Ｆ
２
０
３
号
室

   T
E

L
: 075-753-6778

　
　
　
　

E
m

ail : kinoshita.toshiya.6x@
kyoto-u.ac.jp

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

課
題
演
習
：
（
物
理
科
学
）
光
電
子
分
光

Photoem
ission Spectroscopy

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
吉
田
　
鉄
平

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 4
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 月
3,4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
金
属
性
や
絶
縁
性
な
ど
の
物
質
の
物
理
的
性
質
の
起
源
は
、
物
質
中
の
電
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
布
を
分
析
す
る
こ
と

で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
演
習
で
は
物
質
の
電
子
状
態
研
究
で
用
い
ら
れ
る
光
電
子
分
光
に
関
す
る
演
習
を
行

う
。
Ｘ
線
お
よ
び
紫
外
線
を
用
い
た
光
電
子
分
光
の
実
験
で
は
固
体
の
内
殻
準
位
や
価
電
子
帯
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
測

定
し
デ
ー
タ
解
析
を
行
う
。
ま
た
電
子
状
態
の
理
論
的
基
礎
や
計
算
方
法
に
つ
い
て
も
学
習
し
、
実
験
と
理
論
の
両

面
か
ら
物
性
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
物
質
に
対
す
る
感
覚
を
養
う
。

 [到
達
目
標

]
物
質
の
電
子
状
態
の
理
解
を
通
し
て
、
自
然
を
観
察
す
る
上
で
の
物
理
感
覚
、
思
考
能
力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
前
半
は
光
電
子
分
光
、
電
子
構
造
の
基
礎
に
関
す
る
参
考
書
を
ゼ
ミ
形
式
で
学
習
す
る
。
後
半
は

X
線
お
よ
び
紫
外

線
を
用
い
た
光
電
子
分
光
の
実
験
を
行
い
、
固
体
物
質
の
内
殻
準
位
や
価
電
子
帯
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
測
定
し
デ
ー
タ

解
析
を
行
う
。
更
に
発
展
し
た
内
容
に
進
む
場
合
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
電
子
構
造
の
計
算
も
行
う
。

 [履
修
要
件

]
物
理
学
基
礎
論

A
,B
、
振
動
波
動
論
、
量
子
力
学
、
統
計
力
学
を
履
修
ま
た
は
受
講
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
前
半
の
ゼ
ミ
形
式
授
業
で
は
学
習
、
議
論
す
る
項
目
の
予
習
を
必
要
と
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

課
題
演
習
：
（
物
理
科
学
）
物
理
の
基
礎

A
B

asics of Physics A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
阪
上
　
雅
昭

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 火
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
い
わ
ゆ
る
物
理
学
に
限
ら
ず
，
地
球
科
学
や
他
の
自
然
科
学
ま
た
社
会
科
学
に
お
い
て
も
物
理
的
な
概
念
や
手
法
が

役
立
つ
こ
と
が
多
い
．
そ
こ
で
，
本
課
題
演
習
で
は
，
こ
れ
ら
の
応
用
も
念
頭
に
置
き
，
物
理
学
の
基
本
的
概
念
の

理
解
と
数
理
的
手
法
の
習
得
を
そ
の
目
的
と
す
る
．

 [到
達
目
標

]
興
味
あ
る
問
題
を
自
分
で
見
つ
け
，
具
体
的
に
モ
デ
ル
化
を
行
い
，
数
理
的
手
法
や
パ
ソ
コ
ン
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
・
数
式
処
理
に
よ
る
解
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
．
さ
ら
に
得
ら
れ
た
結
果
に
つ
い
て
科
学

的
な
考
察
か
ら
そ
の
妥
当
性
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
物
理
の
基
礎
Ａ
で
は
，
力
学
，
熱
力
学
，
振
動
波
動
を
主
た
る
分
野
と
す
る
予
定
で
あ
る
．
こ
れ
ら
の
分
野
に
つ
い

て
，
基
本
的
な
概
念
や
そ
こ
で
必
要
と
な
る
数
理
的
手
法
を
簡
単
に
解
説
し
た
後
，
具
体
的
な
課
題
を
解
く
こ
と
に

よ
り
，
実
際
に
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
．
課
題
と
し
て
は
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
，
数
式
処
理
，
統
計
処
理
等
を
行
う
．
必
要
で
あ
れ
ば
簡
単
も
実
験
お
こ
な
う
こ
と
も
あ
る
．

具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
，

（
１
）
運
動
方
程
式

（
２
）
惑
星
の
運
動

（
３
）
振
動
：
減
衰
振
動
・
強
制
振
動
・
連
成
振
動

（
４
）
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

（
５
）
カ
オ
ス

（
６
）
変
分
原
理
と
最
適
化

（
７
）
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
方
程
式

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
が
，
受
講
者
の
興
味
・
事
前
の
知
識
や
理
解
度
に
応
じ
て
内
容
を
大
幅
に
変
更
す
る
可
能
性

が
あ
る
．

 [履
修
要
件

]
物
理
学
基
礎
論
Ａ
，
物
理
学
基
礎
論
Ｂ
，
熱
力
学
，
振
動
波
動
，
力
学
続
論
の
中
の
幾
つ
か
を
履
修
し
て
い
る
こ
と

が
望
ま
し
い
．
当
然
で
あ
る
が
，
で
き
る
だ
け
多
く
履
修
し
て
い
る
こ
と
を
期
待
す
る
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
授
業
中
に
課
す
課
題
や
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
評
価
す
る
．

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

課
題
演
習
：
（
物
理
科
学
）
物
理
の
基
礎

A(2)へ
続
く
↓
↓
↓

課
題
演
習
：
（
物
理
科
学
）
物
理
の
基
礎

A(2)

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

http://ganesha.phys.h.kyoto-u.ac.jp/~sakagam
i/B

asic-of-Phys.htm
l

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
与
え
ら
れ
た
課
題
を
行
う
．

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

必
須
で
は
な
い
が
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
．

問
い
合
わ
せ
先
：

 sakagam
i@

grav.m
box.m

edia.kyoto-u.ac.jp

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

課
題
演
習
：
（
物
理
科
学
）
物
理
の
基
礎

B
B

asics of Physics B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
阪
上
　
雅
昭

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 火
3
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
い
わ
ゆ
る
物
理
学
に
限
ら
ず
，
地
球
科
学
や
他
の
自
然
科
学
ま
た
社
会
科
学
に
お
い
て
も
物
理
的
な
概
念
や
手
法
が

役
立
つ
こ
と
が
多
い
．
そ
こ
で
，
本
課
題
演
習
で
は
物
理
の
基
礎
Ａ
に
引
き
続
き
，
こ
れ
ら
の
応
用
も
念
頭
に
置
き
，

物
理
学
の
基
本
的
概
念
の
理
解
と
数
理
的
手
法
の
習
得
を
そ
の
目
的
と
す
る
．

 [到
達
目
標

]
興
味
あ
る
問
題
を
自
分
で
見
つ
け
，
具
体
的
に
モ
デ
ル
化
を
行
い
，
数
理
的
手
法
や
パ
ソ
コ
ン
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
・
数
式
処
理
に
よ
る
解
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
．
さ
ら
に
得
ら
れ
た
結
果
に
つ
い
て
科
学

的
な
考
察
か
ら
そ
の
妥
当
性
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
．

 [授
業
計
画
と
内
容

]
物
理
の
基
礎
Ｂ
で
は
，
物
理
の
基
礎
Ａ
で
や
り
残
し
た
分
野
と
，
フ
ー
リ
エ
変
換
と
時
系
列
解
析
，
統
計
力
学
，
統

計
学
，
複
雑
系
科
学
な
ど
を
対
象
と
す
る
．
こ
れ
ら
の
分
野
に
つ
い
て
，
基
本
的
な
概
念
や
そ
こ
で
必
要
と
な
る
数

理
的
手
法
を
簡
単
に
解
説
し
た
後
，
具
体
的
な
課
題
を
解
く
こ
と
に
よ
り
，
実
際
に
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
め
ざ
す
．
物
理
の
基
礎
Ｂ
で
は
，
可
能
で
あ
れ
ば
，
気
象
や
地
震
等
の
地
球
科
学
や
経
済
学
に
代
表
さ
れ
る
社

会
科
学
，
さ
ら
に
生
物
集
団
へ
の
物
理
的
手
法
の
応
用
に
つ
い
て
も
触
れ
る
．
課
題
と
し
て
は
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
，
数
式
処
理
，
統
計
処
理
等
を
行
う
．
必
要
で
あ
れ
ば
簡
単
も
実
験
お
こ
な
う
予
定
で
あ
る
．

具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
，

（
１
）
フ
ー
リ
エ
解
析

（
２
）
カ
オ
ス

（
３
）
音
の
ス
ペ
ク
ト
ル
と
情
報
処
理

（
４
）
時
系
列
解
析

（
５
）
統
計
と
デ
ー
タ
処
理

（
６
）
動
的
最
適
化
と
経
済
学

（
７
）
群
れ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
解
析

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
が
，
受
講
者
の
興
味
・
事
前
の
知
識
や
理
解
度
に
応
じ
て
内
容
を
大
幅
に
変
更
す
る
可
能
性

が
あ
る
．

 [履
修
要
件

]
物
理
の
基
礎
Ａ
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
強
く
希
望
す
る
．
物
理
学
基
礎
論
Ａ
，
物
理
学
基
礎
論
Ｂ
，
熱
力
学
，
振
動

波
動
，
力
学
続
論
に
代
表
さ
れ
る
物
理
の
基
礎
科
目
の
幾
つ
か
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
．
当
然
で
あ
る

が
，
で
き
る
だ
け
多
く
履
修
し
て
い
る
こ
と
を
期
待
す
る
．

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
授
業
中
に
課
す
課
題
や
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
評
価
す
る
．

課
題
演
習
：
（
物
理
科
学
）
物
理
の
基
礎

B(2)へ
続
く
↓
↓
↓

課
題
演
習
：
（
物
理
科
学
）
物
理
の
基
礎

B(2)

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

http://ganesha.phys.h.kyoto-u.ac.jp/~sakagam
i/B

asic-of-Phys.htm
l

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
与
え
ら
れ
た
課
題
を
行
う
．

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

課
題
演
習
：
物
質
の
構
造
と
機
能

Studies on M
aterial Structure and Function

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 国
際
高
等
教
育
院

杉
山
　
雅
人

教
授

 人間・環境学研究科
田
部
　
勢
津
久

教
授

 人間・環境学研究科
内
本
　
喜
晴

教
授

 地
球
環
境
学
堂

梶
井
　
克
純

教
授

 人間・環境学研究科
吉
田
　
寿
雄

助
教

 人間・環境学研究科
折
笠
　
有
基

助
教

 地
球
環
境
学
堂

上
田
　
純
平

助
教

 人間・環境学研究科
坂
本
　
陽
介

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 8
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限
月

3,4,火
3,4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
無
機
物
質
の
構
造
、
組
成
、
性
質
、
変
化
、
機
能
に
関
す
る
基
礎
的
な
ら
び
に
発
展
的
実
験
を
行
う
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
無
機
物
質
の
化
学
に
関
す
る
知
識
と
実
験
技
術
を
習
得
し
、
卒
業
研
究
を
行
う
基
礎
を
養
う
。

 [到
達
目
標

]
無
機
物
質
の
化
学
に
関
す
る
知
識
な
ら
び
に
実
験
技
術
を
修
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
実
験
の
化
学
領
域
は
大
き
く
次
の

5つ
か
ら
な
る
。
そ
れ
ら
の
各
領
域
に
つ
い
て
、
下
記
の
実
験
テ
ー
マ
を

1日
～
数

日
に
渡
っ
て
行
う
。

１
．
分
析
化
学
・
水
圏
化
学

　
　
秤
量
、
測
容
器
具
の
感
度
・
精
度
・
確
度

　
　
緩
衝
溶
液
の
調
製
と
緩
衝
能
の
測
定
、
酸
塩
基
滴
定

　
　
容
量
分
析

-塩
化
銀
生
成
を
利
用
す
る
沈
殿
滴
定

　
　
重
量
分
析

-硫
酸
バ
リ
ウ
ム
沈
殿
に
よ
る
硫
酸
イ
オ
ン
の
定
量

　
　
原
子
吸
光
分
析
：
　
ア
ル
カ
リ
、
ア
ル
カ
リ
土
類
金
属
の
定
量

　
　
吸
光
光
度
分
析
：
　
リ
ン
モ
リ
ブ
デ
ン
酸
法
に
よ
る
リ
ン
酸
の
定
量

　
　
イ
オ
ン
の
吸
着
：
　
水
酸
化
第
二
鉄
沈
殿
へ
の
リ
ン
酸
イ
オ
ン
の
吸
着

　
　
溶
媒
抽
出
法
：
　
オ
キ
シ
ン
抽
出
に
よ
る
重
金
属
イ
オ
ン
の
濃
縮
分
離

２
．
電
気
化
学

　
　
サ
イ
ク
リ
ッ
ク
ボ
ル
タ
ン
メ
ト
リ
ー
に
よ
る
評
価

　
　
対
流
ボ
ル
タ
ン
メ
ト
リ
ー
に
よ
る
評
価

　
　
単
極
電
位
に
関
す
る

N
ernst式
の
応
用

　
　
電
気
透
析
に
よ
る
電
解
質
溶
液
の
脱
塩
・
濃
縮

３
．
物
理
化
学
・
大
気
化
学

　
　
大
気
試
料
の
調
整

　
　

FT
IR
に
よ
る
大
気
試
料
の
同
定
と
定
量

　
　
擬
一
次
反
応
と
２
分
子
反
応

　
　
窒
素
酸
化
物
と
オ
ゾ
ン
の
反
応

４
．
材
料
化
学
　

　
　
溶
融
法
に
よ
る
ガ
ラ
ス
の
作
製

　
　
エ
ル
ビ
ウ
ム
含
有
ガ
ラ
ス
の
赤
外
可
視
変
換
蛍
光
測
定

　
　
励
起
準
位
電
子
占
有
率
の
温
度
依
存
性
測
定
と

B
oltzm

ann定
数
の
算
出

　
　
固
体
の
紫
外
可
視
お
よ
び
赤
外
吸
収
ス
ペ
ク
ト
ル
測
定

　
　
ル
ビ
ー
単
結
晶
の
作
成
と
蛍
光
ス
ペ
ク
ト
ル
測
定

　
　
固
相
反
応
に
よ
る
希
土
類
蛍
光
体
結
晶
の
作
製

５
．
触
媒
化
学

課
題
演
習
：
物
質
の
構
造
と
機
能

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

課
題
演
習
：
物
質
の
構
造
と
機
能

(2)

　
　
光
触
媒
の
合
成
と
評
価

　
　
金
属
ナ
ノ
粒
子
の
合
成
と
評
価

 [履
修
要
件

]
全
学
共
通
科
目
と
し
て
基
礎
物
理
化
学
Ａ
・
Ｂ
、
基
礎
有
機
化
学
Ａ
・
Ｂ
、
無
機
化
学
入
門
を
、
総
合
人
間
学
部
専

門
科
目
と
し
て
物
質
分
析
論
、
物
質
機
能
論
、
物
質
構
造
論
、
物
質
反
応
論
、
物
質
変
換
論
、
物
質
構
造
機
能
論
演

習
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
を
修
得
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
併
せ
て
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
レ
ポ
ー
ト
と
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
そ
れ
ぞ
れ
の
実
験
の
た
め
に
独
自
に
作
成
し
た
実
験
指
針
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
自
宅
学
習
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
験
で
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
と
考
察
の
課
題
を
提
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

課
題
演
習
：
分
子
の
構
造
と
機
能

Studies on Synthesis, Reactions, and Structures of Organic Molecules
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
田
村
　
類

教
授

 人間・環境学研究科
小
松
　
直
樹

教
授

 人間・環境学研究科
津
江
　
広
人

准
教
授

 人間・環境学研究科
藤
田
　
健
一

助
教

 人間・環境学研究科
高
橋
　
弘
樹

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 8
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限
月

3,4,火
3,4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
有
機
化
合
物
の
合
成
・
単
離
と
構
造
決
定
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
反
応
、
機
能
、
物
性
に
つ
い
て
の
実
験
と
演
習
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
有
機
化
学
的
実
験
手
法
を
修
得
し
、
有
機
分
子
と
分
子
集
合
体
の
性
質
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
。

 [到
達
目
標

]
有
機
化
学
実
験
の
基
本
的
な
実
験
手
法
を
習
得
し
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
通
じ
て
課
題
に
対
し
て
自
主
的
に
取
り
組
む
能

力
を
養
う
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
次
の
課
題
に
つ
い
て
実
験
と
演
習
を
行
う
。
（
１
）
縮
合
反
応
（

A
ldol 縮
合
と

K
noevenagel 縮

合
）
、
（
２
）

1-
フ
ェ
ニ
ル
エ
チ
ル
ア
ミ
ン
の
光
学
分
割
（
ジ
ア
ス
テ
レ
オ
マ
ー
法
）
、
（
３
）
パ
ン
酵
母
か
ら
の

a,a-ト
レ
ハ
ロ
ー

ス
二
水
和
物
の
単
離
、
（
４
）
液
晶
の
合
成
と
物
性
（
ア
ニ
シ
リ
デ
ン

-4-ア
ミ
ノ
フ
ェ
ノ
ー
ル
ア
セ
テ
ー
ト
）
、
（

５
）
ア
ル
ケ
ン
の
合
成
（

Z
aitzev型
お
よ
び

H
ofm

ann型
生
成
物
）
、
（
６
）
有
機
金
属
錯
体
の
合
成
と
吸
収
（
サ

レ
ー
ン
金
属
錯
体
）
、
（
７
）
イ
リ
ジ
ウ
ム
錯
体
触
媒
の
高
い
水
素
移
動
能
を
活
用
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
の
環
境
調
和

型
酸
化
反
応

 [履
修
要
件

]
本
課
題
演
習
の
履
修
と
と
も
に
、
分
子
構
造
論
（
前
期
）
、
分
子
反
応
論
（
後
期
）
、
分
子
構
造
機
能
論
演
習

A
,B

（
前
・
後
期
）
を
履
修
す
る
こ
と
が
、
有
機
化
学
の
理
解
を
深
め
る
上
で
望
ま
し
い
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
、
実
験
態
度
、
レ
ポ
ー
ト
点
で
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
全
回
分
の
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

希
望
が
あ
れ
ば
紹
介
す
る
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
予
習
と
し
て
、
事
前
に
実
験
テ
キ
ス
ト
を
熟
読
し
、
実
験
の
流
れ
に
つ
い
て
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
作
成
し
、
実
験

操
作
の
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
十
分
し
て
お
く
こ
と
。

実
験
終
了
後
、
そ
の
日
の
う
ち
に
レ
ポ
ー
ト
の
草
稿
を
作
成
し
、
そ
の
後
推
敲
を
重
ね
て
か
ら
提
出
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

課
題
演
習
：
生
物
学

Studies of B
iology

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
加
藤
　
真

教
授

 人間・環境学研究科
瀬
戸
口
　
浩
彰

教
授

 地
球
環
境
学
堂

宮
下
　
英
明

教
授

 人間・環境学研究科
市
岡
　
孝
朗

准
教
授

 生
命
科
学
研
究
科

吉
村
　
成
弘

准
教
授

 地
球
環
境
学
堂

土
屋
　
徹

 
未
定

助
教

 人間・環境学研究科
幡
野
　
恭
子

准
教
授

 人間・環境学研究科
西
川
　
完
途

助
教

 人間・環境学研究科
東
樹
　
宏
和

助
教

 地
球
環
境
学
堂

神
川
　
龍
馬

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 8
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   通
年
曜
時
限

 金
3,4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
ま
で
、
生
物
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
の
基
本
的
手
法
と
考
え
方
を
、
室
内
実
験
と
野
外

実
習
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
室
内
実
験
で
は
顕
微
鏡
や
分
光
光
度
計
、
電
気
泳
動
装
置
、
シ
ー
ケ
ン

サ
ー
な
ど
の
使
用
方
法
を
も
学
ぶ
。
野
外
実
習
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
お
け
る
心
構
え
や
自
然
と
の
接
し
方
、

危
険
の
回
避
方
法
、
自
然
や
生
物
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
基
本
な
ど
を
も
学
ぶ
。

 [到
達
目
標

]
室
内
実
験
や
野
外
観
察
・
実
験
を
通
し
て
、
生
物
学
研
究
の
基
本
的
手
法
や
考
え
方
を
習
得
す
る
。

詳
細
な
演
習
・
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
４
月
の
第
１
週
ま
で
に
、
生
物
実
習
室

1（
吉
田
南

2号
館

3階
312室
）
前
の
掲
示
板
に
掲
示
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
以
下
の
よ
う
な
テ
ー
マ
の
演
習
・
実
習
・
実
験
を
行
な
う
。
　

1.　
動
物
の
解
剖
に
よ
る
、
動
物
の
形
態
と
系
統
関
係
の
学
習

2.　
里
山
環
境
に
お
け
る
両
生
・
爬
虫
類
の
生
態
観
察

3.　
植
物
標
本
の
作
成
と
、
分
類
学
・
形
態
学
へ
の
入
門

4.　
植
物
や
動
物
の
分
子
系
統
解
析

5.　
潜
葉
虫
の
生
存
曲
線
と
生
命
表
の
作
成

6.　
森
林
に
お
け
る
真
菌
類
の
役
割
の
学
習

7.　
水
生
昆
虫
の
分
類
と
、
群
集
構
造
や
住
み
分
け
の
観
察

8.　
藻
類
や
微
生
物
の
観
察
と
検
出

 
9.　
光
合
成
色
素
代
謝
経
路
の
改
変
に
よ
る
，
代
謝
工
学
の
学
習

10.　
細
胞
と
細
胞
内
小
器
官
の
観
察

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

課
題
演
習
：
生
物
学

(2)へ
続
く
↓
↓
↓



課
題
演
習
：
生
物
学

(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
と
、
セ
ミ
ナ
ー
で
の
発
表
（
文
献
紹
介
な
ど
）

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

興
味
の
あ
る
生
物
群
の
図
鑑
の
購
入
を
薦
め
る
。
『
フ
ィ
ー
ル
ド
版
　
日
本
の
野
生
植
物
　
草
本
』
、
『
フ
ィ
ー
ル

ド
版
　
日
本
の
野
生
植
物
　
木
本
』
、
『
両
生
類
・
は
ち
ゅ
う
類

 (小
学
館
の
図
鑑

N
E

O
)』
、
『
水
の
生
物

 (小
学

館
の
図
鑑

N
E

O
) 』

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
演
習
・
実
習
中
の
指
示
に
従
い
予
習
・
復
習
を
お
こ
な
う
こ
と

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
か
け
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
集
合
場
所
や
装
備
な
ど
を
指
示
す
る
掲
示
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

課
題
演
習
：
地
球
科
学

Studies of earth science
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
鎌
田
　
浩
毅

教
授

 人間・環境学研究科
酒
井
　
敏

教
授

 人間・環境学研究科
石
川
　
尚
人

准
教
授

 人間・環境学研究科
小
木
曽
　
哲

助
教

 人間・環境学研究科
金
子
　
克
哉

助
教

 人間・環境学研究科
加
藤
　
護

 

配
当
学
年

 3,4回
生
単
位
数

 8
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   通
年
曜
時
限

 水
3,4
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
地
球
科
学
に
関
す
る
基
礎
的
実
験
を
行
な
う
。
実
験
を
通
し
て
、
関
連
の
あ
る
基
礎
的
な
知
識
／
手
法
等
の
習
得
を

目
指
す
。

 [到
達
目
標

]
地
学
現
象
や
地
球
科
学
に
関
連
す
る
事
項
を
理
解
し
て
行
く
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
基
礎
的
知
識
を
養
う
。
卒
業
研

究
で
の
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
や
そ
の
準
備
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
て
、
関
連
す
る
知
識
や
素
養
を
身
に
つ
け
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
各
学
期
、
ま
た
は
通
年
を
通
し
て
、
一
つ
の
実
験
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
。

実
験
内
容
は
、
学
期
始
め
に
受
講
者
の
興
味
な
ど
に
応
じ
て
，
相
談
の
上
決
定
す
る
。

各
学
期
の
最
終
日
に
、
半
期
の
実
験
成
果
に
つ
い
て
報
告
会
を
行
う
。

 [履
修
要
件

]
演
習
な
の
で
、
出
席
し
、
各
自
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
。
開
始
時
間
に
遅
れ
な
い
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
半
期
毎
に
行
な
う
実
験
成
果
の
報
告
会
の
発
表
内
容
で
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
実
験
の
進
行
状
況
に
応
じ
て
、
演
習
時
間
外
で
の
自
主
学
習
が
必
要
と
な
る
。
適
宜
指
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

地
球
科
学
に
興
味
が
あ
れ
ば
、
学
部
科
目
「
地
球
科
学
演
習
」
や
、
全
学
共
通
教
育
科
目
「
地
球
科
学
実
験

A
/B
」

も
履
修
す
る
こ
と
を
強
く
推
奨
し
ま
す
。

上
記
の
通
り
、
実
験
内
容
は
相
談
の
上
決
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
前
期
／
後
期
の
第
一
回
目
の
演
習
時
に
は
、
受

講
者
各
自
に
実
験
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
希
望
を
聞
き
ま
す
の
で
、
考
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
実
験
テ
ー
マ
に
関
し

て
は
、
事
前
に
相
談
し
て
も
ら
う
ほ
う
が
ス
ム
ー
ズ
に
演
習
に
進
め
ま
す
の
で
、
相
談
し
た
い
方
は
地
球
科
学
分
野

ス
タ
ッ
フ
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

総
合
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習

E
xercise on Field N

atural Sciences
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 国
際
高
等
教
育
院

杉
山
　
雅
人

教
授

 人間・環境学研究科
石
川
　
尚
人

教
授

 地
球
環
境
学
堂

梶
井
　
克
純

教
授

 人間・環境学研究科
加
藤
　
真

准
教
授

 人間・環境学研究科
小
木
曽
　
哲

教
授

 人間・環境学研究科
酒
井
　
敏

教
授

 人間・環境学研究科
阪
上
　
雅
昭

教
授

 人間・環境学研究科
瀬
戸
口
　
浩
彰

教
授

 地
球
環
境
学
堂

宮
下
　
英
明

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  前
期
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
多
面
的
・
複
合
的
に
自
然
を
見
る
眼
を
養
う
。
自
然
を
研
究
題
材
と
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
の
楽
し
さ
と
難
し
さ

に
触
れ
る
。

　
同
一
の
水
域
・
地
域
を
対
象
に
、
物
理
学
・
化
学
・
生
物
学
・
地
球
科
学
か
ら
な
る
多
分
野
に
よ
る
演
習
と
実
習

を
行
っ
て
、
そ
の
水
域
・
地
域
の
自
然
科
学
的
構
造
と
動
態
を
総
合
的
に
解
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド

科
学
の
知
識
・
技
術
の
基
礎
と
応
用
を
学
ぶ
。

 [到
達
目
標

]
自
然
科
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
で
き
る
た
め
の
知
識
と
技
術
を
、
実
際
の
現
場
で
の
作
業
に
よ
り
修
得
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
　
い
く
つ
か
の
対
象
域
を
選
定
し
、
そ
の
水
域
や
地
域
の
自
然
科
学
的
構
造
と
動
態
に
つ
い
て
、
物
理
学
・
化
学
・

生
物
学
・
地
球
科
学
か
ら
な
る
多
分
野
に
よ
る
複
合
的
・
総
合
的
な
演
習
と
実
習
を
行
う
。
大
気
・
水
・
堆
積
物
（

地
殻
）
の
構
造
・
流
動
・
化
学
組
成
・
生
物
群
集
組
成
・
生
態
系
・
地
質
学
的
特
性
に
つ
い
て
調
査
・
解
析
す
る
。

こ
の
結
果
を
も
と
に
、
教
員
と
学
生
に
よ
る
総
合
討
論
を
行
っ
て
、
調
査
水
域
・
地
域
の
構
造
と
動
態
を
考
察
す
る
。

対
象
域
と
し
て
は
、
伊
勢
湾
、
琵
琶
湖
、
田
辺
湾
（
和
歌
山
県
）
、
阿
蘇
山
、
別
府
湾
、
貴
船
川
水
系
（
京
都
市
）

な
ど
が
あ
る
。

　
授
業
日
程
は
次
の

3つ
か
ら
な
る
。
１
）
と
３
）
は
必
要
に
応
じ
て
不
定
期
に
開
催
す
る
が
、
開
催
時
限
は
、
基

本
的
に
木
曜
５
限
と
す
る
。
２
）
は
３
日
ま
た
は
４
日
連
続
で
の
集
中
授
業
で
あ
る
。

１
）
調
査
水
域
・
地
域
な
ら
び
に
調
査
手
法
と
そ
の
原
理
に
関
す
る
予
備
学
習
（
総
合
人
間
学
部
に
て
）

２
）
調
査
水
域
・
地
域
で
の
総
合
科
学
的
な
演
習
と
実
習
（
調
査
地
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

4月
下
旬
に
発
表
す
る
）

３
）
調
査
結
果
の
解
析
と
総
合
討
論
（
総
合
人
間
学
部
に
て
）

＊
２
）
に
つ
い
て
は
調
査
水
域
・
地
域
が
遠
隔
地
の
場
合
に
は
宿
泊
を
伴
う
。

　
調
査
の
内
容
・
手
法
は
調
査
水
域
・
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
例
え
ば
、
伊
勢
湾
を
対
象
と
す
る
演
習
・
実
習
で

は
、
三
重
大
学
練
習
船
「
勢
水
丸
」
に
乗
船
・
宿
泊
し
て
調
査
す
る
。
流
向
・
流
速
計
や
多
項
目
水
質
計
な
ど
に
よ

る
現
場
観
測
と
と
も
に
、
採
水
・
堆
積
物
採
取
・
底
生
生
物
採
集
（
ド
レ
ッ
ジ
ン
グ
）
・
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
採
取
・
大

気
採
取
な
ど
を
行
う
。
採
取
し
た
試
料
は
、
船
内
あ
る
い
は
大
学
に
持
ち
帰
っ
て
化
学
分
析
・
生
物
群
集
解
析
・
地

質
解
析
を
施
す
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
も
と
に
、
伊
勢
湾
の
物
理
・
化
学
・
生
物
・
地
質
構
造
と
そ
の
動
態
を
考
察
す

る
。
　
詳
し
い
日
程
と
調
査
内
容
に
つ
い
て
は

4月
下
旬
に
総
合
人
間
学
部
掲
示
板
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、

5月
上
旬
に

科
目
内
容
説
明
会
を
行
う
。

総
合
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

総
合
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習

(2)

 [履
修
要
件

]
全
学
共
通
科
目
の
自
然
科
学
系
科
目
を
履
修
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
自
然
に
対
す
る
強
い
興
味
が
重
要
で
あ

る
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
レ
ポ
ー
ト
な
ら
び
に
演
習
・
実
習
へ
の
取
り
組
み
方
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

 [教
科
書

]
本
授
業
の
た
め
に
独
自
に
作
成
し
た
演
習
・
実
習
指
針
を
配
布
す
る
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
の
前
後
に
お
い
て
、
自
宅
学
習
す
る
た
め
の
課
題
を
提
示
す
る
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
研
究
調
査
船
等
の
定
員
の
関
係
か
ら
、
受
講
定
員
を

20名
と
す
る
。
こ
れ
を
超
え
る
申
込
者
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

無
作
為
の
抽
選
に
よ
り
受
講
者
を
決
定
す
る
。
履
修
登
録
は

4月
に
行
わ
れ
る

K
U

L
A

SISに
よ
る
登
録
と
は
別
に
行

う
。
　
演
習
・
実
習
中
の
万
一
の
事
故
に
備
え
「
学
生
教
育
研
究
災
害
保
険
」
等
に
必
ず
加
入
す
る
こ
と
。
こ
の
保
険
へ

の
加
入
は
学
務
部
学
生
課
厚
生
掛
で
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　
調
査
地
が
遠
隔
地
の
場
合
、
移
動
と
宿
泊
の
た
め
に
費
用
を
要
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
受
講
者
の
自
己
負

担
で
あ
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

自
然
科
学
特
別
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ｂ

Sem
inars on N

atural Sciences B
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
阪
上
　
雅
昭

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  後
期
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
卒
業
研
究
の
た
め
の
ゼ
ミ
で
あ
る
。

履
修
登
録
は
集
中
講
義
と
し
て
い
る
が
詳
細
は
担
当
教
員
と
相
談
す
る
こ
と
。

 [到
達
目
標

]
担
当
の
指
導
教
員
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
担
当
の
指
導
教
員
と
相
談
す
る
こ
と
。

 [履
修
要
件

]
担
当
の
指
導
教
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
担
当
の
指
導
教
員
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

 [教
科
書

]
担
当
の
指
導
教
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

担
当
の
指
導
教
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
担
当
の
指
導
教
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

担
当
の
指
導
教
員
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

自
然
科
学
特
別
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ａ

Sem
inars on N

atural Sciences A
  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

教
授

 人間・環境学研究科
阪
上
　
雅
昭

 

配
当
学
年

 4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  前
期
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
卒
業
研
究
の
た
め
の
ゼ
ミ
で
あ
る
。

履
修
登
録
は
集
中
講
義
と
し
て
い
る
が
詳
細
は
担
当
教
員
と
相
談
す
る
こ
と
。

 [到
達
目
標

]
担
当
の
指
導
教
員
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
担
当
の
指
導
教
員
と
相
談
す
る
こ
と
。

 [履
修
要
件

]
担
当
の
指
導
教
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
担
当
の
指
導
教
員
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

 [教
科
書

]
担
当
の
指
導
教
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

担
当
の
指
導
教
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
担
当
の
指
導
教
員
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

担
当
の
指
導
教
員
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

学
部
特
殊
講
義

IIIＡ
Special topics for undergraduate course IIIA

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

非
常
勤
講
師

 
寺
尾
　
智
史

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

  
授
業
形
態
特
殊
講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
・
テ
ー
マ
：
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
下
に
お
け
る
言
語
文
化
の
保
全
と
継
承

2014年
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
で
独
立
を
問
う
住
民
投
票
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
国
民

国
家
の
形
成
に
成
功
し
、
そ
れ
が
冷
え
て
固
ま
っ
て
い
る
と
概
括
さ
れ
て
き
た
西
欧
に
お
い
て
さ
え
、
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
が
運
動
体
と
な
っ
た
民
族
問
題
の
再
浮
上
が
目
に
つ
く
。
民
族
問
題
の
求
心
力
、
も
し
く
は
触
媒
と
し
て
語
ら
れ

る
こ
と
の
多
い
言
語
文
化
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
視
角
か
ら
分
析
す
れ
ば
よ
い
か
、
さ
ら
に
、
少
数
者
の
言
語
文

化
を
保
全
・
継
承
す
る
方
法
論
は
存
在
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
主
に
ミ
ク
ロ
な
主
体
を
対
象
と
し
つ
つ
、
近
年
加
速

度
的
に
進
む
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
展
開
を
踏
ま
え
つ
つ
講
義
す
る
。

・
キ
ー
ワ
ー
ド
：
西
洋
史
　
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
　
比
較
政
治
学
　
比
較
文
化
論
　
社
会
言
語
学
　
地
域
研
究
　
社
会
調

査
　
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
民
族
自
治
を
め
ぐ
る
法
哲
学

 [到
達
目
標

]
国
際
的
に
活
躍
す
る
社
会
人
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
教
養
と
し
て
、
大
言
語
（
ア
メ
リ
カ
英
語
、

中
国
語
普
通
話
等
）
の
運
用
能
力
、
普
遍
性
や
一
般
化
モ
デ
ル
を
問
う
学
問
領
域
（
自
然
科
学
や
経
済
学
等
）
を
身

に
着
け
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
見
識
だ
け
で
は
、
感
知
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
思
わ

ぬ
落
と
し
穴
に
嵌
る
可
能
性
を
持
つ
問
題
群
が
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
民
族
意
識
を
は
じ
め
と
す
る
人
間

集
団
の
帰
属
感
で
あ
る
。
こ
れ
を
整
理
す
る
概
念
枠
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
国
家
と
い
う
単
位
に
単
純
化
さ
れ
る
場
合

が
多
か
っ
た
が
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
進
展
に
よ
る
人
の
移
動
の
激
化
に
よ
っ
て
、
人
間
集
団
の
分
布
が
モ
ザ
イ
ク

状
に
断
片
化
し
て
い
る
。
こ
の
実
態
を
捕
捉
す
る
に
は
、
従
来
の
枠
組
み
を
超
え
た
、
マ
ク
ロ
／
ミ
ク
ロ
な
視
座
を

持
つ
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
養
う
場
と
し
て
本
授
業
は
絶
好
の
場
で
あ
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
・
第

1回
　
導
入

・
第

2回
　
ミ
ラ
ン
ダ
語
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
認
知
さ
れ
た
言
語
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）
と
そ
の
周
辺

・
第

3回
　
ア
ラ
ゴ
ン
語
（
ス
ペ
イ
ン
言
語
学
か
ら
認
知
さ
れ
な
い
言
語
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）
と
そ
の
周
辺

・
第

4回
　
少
数
言
語
保
全
と
言
語
多
様
性
―
―
そ
の
関
係
性

・
第

5回
　
ボ
リ
ビ
ア
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
言
語
多
様
性
を
眺
望
す
る

・
第

6回
　
超
高
速
化
す
る
人
間
の
流
動
と
言
語

・
第

7回
　

#8223上
海
語
の
ふ
し
ぎ
”

・
第

8回
　
漢
字
と
い
う
前
近
代
的
廃
品
は
回
収
可
能
か
？

・
第

9回
　
欧
州
の
多
文
化
／
多
言
語
主
義
は
東
ア
ジ
ア
に
適
応
可
能
か
？

・
第

10回
　
東
ア
ジ
ア
の
言
語
シ
ス
テ
ム
は
「
表
音
文
字
圏
」
に
示
唆
を
与
え
う
る
か
？

・
第

11回
　
貶
め
ら
れ
る
日
本
の
地
域
と
こ
と
ば
―
―
播
磨
を
事
例
と
し
て

・
第

12回
　
播
州
こ
と
ば
と
い
う
ス
テ
ィ
グ
マ

・
第

13回
　
分
断
さ
れ
た
流
域
圏
の
再
生
と
こ
と
ば

・
第

14回
　
こ
と
ば
の
多
様
性
を
維
持
す
る
舞
台
の
再
配
置
に
向
け
て
（
※
期
末
レ
ポ
ー
ト
提
出
締
切
日
）

・
第

15回
　
ま
と
め
（
※
期
末
レ
ポ
ー
ト
返
却
日
）

学
部
特
殊
講
義

IIIＡ
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

学
部
特
殊
講
義

IIIＡ
(2)

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
討
論
へ
の
積
極
的
参
加
（

10点
）
、
小
レ
ポ
ー
ト
（

2回
、
各

20点
）
、
期
末
レ
ポ
ー
ト
（

50点
）
に
よ
り
評
価
す

る
。

・
4回
以
上
授
業
を
欠
席
し
た
場
合
に
は
、
単
位
を
認
め
な
い
。

 [教
科
書

]
寺
尾
智
史

 『
欧
州
周
縁
の
言
語
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
東
ア
ジ
ア
』
（
彩
流
社
）

ISB
N

:978-4-7791-2009-1（
授
業
で

適
宜
参
照
す
る
の
で
、
必
ず
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。
）

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
・
予
習
：
授
業
の
前
に
単
元
に
当
た
る
教
科
書
の
部
分
を
熟
読
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
を
ま
と
め
て
お
く
こ
と
。

・
復
習
：
本
授
業
で
は
、
ほ
ぼ
毎
回
、
教
科
書
や
授
業
内
容
の
理
解
を
補
足
す
る
文
献
資
料
が
配
布
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
を
し
っ
か
り
整
理
し
、
内
容
を
吟
味
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
配
布
資
料
は
配
布
時
の
授
業

以
外
で
も
使
用
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
次
回
以
降
の
授
業
に
も
持
参
す
る
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

学
部
特
殊
講
義

IIIB
Special topics for undergraduate course IIIB

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

非
常
勤
講
師

 
上
野
　
勝
之

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

  
授
業
形
態
特
殊
講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
テ
ー
マ
：
日
本
古
代
・
中
世
に
お
け
る
葬
送
儀
礼
の
歴
史

　
本
講
義
で
は
、
日
本
古
代
・
中
世
を
中
心
と
し
た
葬
送
儀
礼
の
歴
史
と
構
造
を
扱
う
。
現
代
の
日
本
で
は
、
告
別

式
に
お
け
る
僧
侶
に
よ
る
読
経
や
“
家
の
墓
”
に
遺
骨
を
納
め
る
と
い
っ
た
行
為
が
一
般
的
な
葬
送
儀
礼
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
歴
史
的
に
は
“
家
の
墓
”
は
明
治
時
代
以
前
に
は
広
ま
っ
て
お
ら
ず
、
仏
教
的
儀
礼
も

埋
葬
以
後
の
四
十
九
日
や
周
忌
に
お
け
る
仏
事
が
主
で
あ
っ
た
。
他
に
も
、
平
安
時
代
の
貴
族
の
葬
送
で
は
遺
骨
を

埋
葬
す
る
墓
以
外
に
火
葬
し
た
地
に
も
塚
を
造
り
、
ま
た
一
旦
埋
葬
し
た
墓
地
か
ら
他
の
場
所
に
移
す
改
葬
も
珍
し

く
な
く
、
庶
民
層
で
は
遺
体
を
墓
地
に
置
く
風
葬
や
遺
棄
葬
が
多
い
な
ど
、
現
代
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
葬
送
の
あ

り
方
が
見
ら
れ
る
。
現
在
の
日
本
で
も
宗
教
色
の
薄
い
告
別
式
や
個
人
の
意
志
に
基
づ
く
散
骨
な
ど
新
た
な
弔
い
方

が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
な
か
、
伝
統
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
葬
送
儀
礼
の
変
遷
や
そ
の
社
会
と
の
関
わ
り
を
史
料
に
即

し
て
具
体
的
に
読
み
解
い
て
い
く
。

 [到
達
目
標

]
・
日
本
に
お
け
る
葬
送
儀
礼
や
死
生
観
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
学
び
、
現
代
社
会
に
お
け
る
葬
送

や
死
に
関
す
る
常
識
や
価
値
観
を
相
対
化
し
、
自
身
が
主
体
的
に
考
察
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
素
養
を
習
得
す
る
。

・
日
本
に
お
け
る
葬
送
の
歴
史
に
関
す
る
体
系
的
な
知
識
を
得
、
知
人
や
と
り
わ
け
外
国
人
な
ど
に
も
そ
の
概
略
を

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第
一
回
　
　
平
安
時
代
の
天
皇
の
葬
送
‥
醍
醐
・
鳥
羽
天
皇

第
二
回
　
　
十
三
・
四
世
紀
の
天
皇
の
葬
送

第
三
回
　
　
古
代
・
中
世
の
貴
族
の
葬
送

第
四
回
　
　
古
代
・
中
世
の
中
陰
仏
事
と
周
忌
仏
事

 
第
五
回
　
　
古
代
・
中
世
の
生
前
逆
修
と
十
王
思
想

第
六
回
　
　
古
代
・
中
世
の
仏
教
的
儀
礼
と
儒
教
的
儀
礼

第
七
回
　
　
古
代
・
中
世
の
副
葬
品
の
習
俗

第
八
回
　
　
古
代
・
中
世
の
死
に
装
束
と
喪
服
の
色
‥
白
か
ら
黒
へ

第
九
回
　
　
古
代
・
中
世
の
葬
家
と
忌
籠
り

第
十
回
　
　
古
代
・
中
世
の
墓
地
の
景
観
‥
火
葬
と
魂
殿
と
墓
　
　
　
　
　

第
十
一
回
　
古
代
・
中
世
の
再
葬
制
と
骨
の
扱
い
方

 
第
十
二
回
　
民
俗
事
例
と
文
献
史
料

第
十
三
回
　
古
代
・
中
世
貴
族
と
葬
送
儀
礼
へ
の
忌
避
意
識

第
十
四
回
　
古
代
・
中
世
の
死
の
ケ
ガ
レ
と
忌
避
意
識
　
　

第
十
五
回
　
変
化
と
多
様
性
の
な
か
の
葬
送

 [履
修
要
件

]
日
本
史
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
有
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

学
部
特
殊
講
義

IIIB
(2)へ
続
く
↓
↓
↓

学
部
特
殊
講
義

IIIB
(2)

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
期
末
レ
ポ
ー
ト
の
成
績
（
８
０
点
）
、
平
常
点
評
価
（
２
０
点
）
に
よ
り
評
価
す
る
。

平
常
点
評
価
に
は
出
席
状
況
・
授
業
態
度
な
ど
を
考
慮
す
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

勝
田
至

 『
死
者
た
ち
の
中
世
』
（
吉
川
弘
文
館
）

ISB
N

:4642079203
松
尾
剛
次

 『
葬
式
仏
教
の
誕
生
』
（
平
凡
社
新
書
）

ISB
N

:9784582856002
佐
藤
弘
夫

 『
死
者
の
ゆ
く
え
』
（
岩
田
書
院
）

ISB
N

:9784872945003

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
参
考
書
な
ど
を
通
読
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

学
部
特
殊
講
義

IV
A

Special topics for undergraduate course IV
A

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

助
教

 人間・環境学研究科
金
子
　
守
恵

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 木
5
授
業
形
態

 演
習
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
　
文
化
人
類
学
的
な
研
究
の
中
核
的
な
手
法
は
参
与
観
察
を
中
心
に
す
え
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
講
師
が

現
在
と
り
く
ん
で
い
る
ア
フ
リ
カ
と
日
本
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（

FW
）
と
そ
の
研
究
成
果
を
材
料
に
し
、
３

つ
の
ト
ピ
ッ
ク
（
手
法
と
し
て
の

FW
、
非
言
語
的
な
要
素
に
注
目
し
た

FW
、
言
語
的
な
表
現
に
注
目
し
た

FW
）

に
つ
い
て
、
文
化
人
類
学
的
な
研
究
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
特
徴
や
意
義
に
つ
い
て
受
講
者
と
と
も
に
議

論
し
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
こ
れ
ら
３
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
く
わ
え
て
、
調
査
研
究
す
る
対
象
と
し
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
だ
け
で
は
な
く
、
フ
ィ
ー

ル
ド
の
人
々
と
の
恊
働
作
業
に
つ
い
て
議
論
す
る
時
間
も
も
う
け
た
い
。
講
義
終
了
時
に
は
、
受
講
者
が
自
ら
の
関

心
テ
ー
マ
に
つ
い
て
具
体
的
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
私
た
ち
が

生
き
る
世
界
を
考
え
る
姿
勢
を
確
立
し
て
も
ら
う
こ
と
が
最
終
的
な
ね
ら
い
で
あ
る
。

 [到
達
目
標

]
こ
の
講
義
に
お
い
て
検
討
す
る
３
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
点
を
到
達
目
標
と
す
る
。

①
 手
法
と
し
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
：
文
化
人
類
学
の
中
核
的
な
手
法
は
参
与
観
察
で
あ
る
が
、
ほ
か
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
お
い
て
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
い
う
手
法
は
注
目
さ
れ
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
講
義
で
は
、
ほ
か

の
分
野
で
手
法
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
特
色
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
文
化
人
類
学
で
お

こ
な
わ
れ
て
き
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

②
 非
言
語
的
な
要
素
に
注
目
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
：
参
与
観
察
を
基
盤
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
講
義
で
は
、
経
済
的
、
政
治
的
に
急
激
な
変
化
に
直
面
し
て
い
る
エ
チ
オ
ピ
ア
の
農
村
を
対
象
に
し
て
、

そ
の
変
化
を
よ
み
と
く
う
え
で
重
要
な
非
言
語
的
な
情
報
（
身
体
を
介
し
た
情
報
）
を
収
集
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕

方
や
デ
ー
タ
の
分
析
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

③
 言
語
的
な
表
現
に
注
目
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
：
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
基
盤
と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
講
義
で
は
、
講
師
が

90年
代
後
半
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
っ
て
い
る
青
森
県
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
産
地
を
対
象
と
し
て
、
村
の
人
た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が

確
立
さ
れ
た
経
緯
を
描
き
だ
し
て
い
く
過
程
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
調
査
者
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
う
け
る
人
と
の
あ
い
だ
で
つ
く
り
だ
さ
れ
る
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
の
特
色
と
人
類
学
的
な
研
究
に
お
け
る
重
要
性

に
つ
い
て
議
論
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
１
回
目
　
①
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
：
講
義
の
す
す
め
方
や
試
験
に
つ
い
て
の
説
明

２
回
目
　
①
手
法
と
し
て
の

FW
の
特
徴
（
１
）
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（

FW
）
っ
て
お
も
し
ろ
い
！

 
３
回
目
　
①
手
法
と
し
て
の

FW
の
特
徴
（
２
）

４
回
目
　
②
非
言
語
的
な
要
素
に
注
目
し
た

FW
（
１
）

５
回
目
　
②
非
言
語
的
な
要
素
に
注
目
し
た

FW
（
２
）

６
回
目
　
②
非
言
語
的
な
要
素
に
注
目
し
た

FW
（
３
）

７
回
目
　
②
非
言
語
的
な
要
素
に
注
目
し
た

FW
（
４
）

８
回
目
　
②
非
言
語
的
な
要
素
に
注
目
し
た

FW
（
５
）

９
回
目
　
民
族
誌
的
な
映
像
資
料
の
鑑
賞

10回
目
　
③
言
語
的
な
表
現
に
注
目
し
た

FW
（
１
）

11回
目
　
③
言
語
的
な
表
現
に
注
目
し
た

FW
（
２
）

12回
目
　
③
言
語
的
な
表
現
に
注
目
し
た

FW
（
３
）

学
部
特
殊
講
義

IV
A

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

学
部
特
殊
講
義

IV
A

(2)

13回
目
　
③
言
語
的
な
表
現
に
注
目
し
た

FW
（
４
）

14回
目
　
③
言
語
的
な
表
現
に
注
目
し
た

FW
（
５
）

15回
目
　
文
化
人
類
学
的
研
究
に
お
け
る

FW
の
可
能
性

＊
講
義
の
す
す
み
具
合
に
応
じ
て
、
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
定
期
試
験
（
筆
記
）
お
よ
び
講
義
中
の
積
極
的
な
姿
勢
な
ど
も
考
慮
に
い
れ
る
。

 [教
科
書

]
授
業
中
に
指
示
す
る

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
講
義
の
最
後
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
か
か
わ
る
そ
の
日
の
ト
ピ
ッ
ク
も
し
く
は
次
回
の
ト
ピ
ッ
ク
に
か
か
わ
る

小
課
題
を
だ
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
に
簡
潔
に
意
見
を
記
載
す
る
時
間
を
も
う
け
て
い

る
。
小
課
題
を
提
示
す
る
と
き
に
そ
の
日
の
講
義
の
ま
と
め
と
次
回
の
予
告
と
関
連
づ
け
て
提
示
し
て
い
る
。
こ
の

小
課
題
は
次
回
の
ト
ピ
ッ
ク
へ
の
導
入
と
も
な
っ
て
お
り
、
授
業
外
で
の
復
習
と
予
習
の
た
め
の
手
が
か
り
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。
語
学
等
の
講
義
と
異
な
り
、
自
分
の
考
え
や
見
方
に
基
づ
い
た
調
査
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
科

目
で
あ
る
た
め
、
厳
密
な
復
習
・
予
習
の
時
間
は
設
定
し
に
く
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ

30分
~１
時
間
ほ
ど
予
習
・
復
習

の
時
間
を
も
う
け
る
こ
と
は
の
ぞ
ま
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

文
化
人
類
学
的
な
研
究
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
ぜ
ひ
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。
テ
ー
マ
に
関
し
て
自
分
の
考
え
を
も
っ
て
積
極
的
に
講
義
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
受
講
生
を
歓
迎
し

ま
す
。
講
義
の
登
録
人
数
に
応
じ
て
講
義
の
す
す
め
方
を
工
夫
し
、
受
講
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が

ら
と
も
に
講
義
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

学
部
特
殊
講
義

IV
Ｂ

Special topics for undergraduate course IV
B

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

助
教

 人間・環境学研究科
藤
原
　
学

 

配
当
学
年

 2-4回
生
単
位
数

 2
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

 木
4
授
業
形
態
特
殊
講
義
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
建
築
は
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
経
済
社
会
的
状
況
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
化
的
な
影
響
を
う
け
て
建
造
さ
れ
る
。
本

講
義
は
、
建
築
造
形
に
埋
め
込
ま
れ
た
こ
う
し
た
社
会
的
意
味
を
読
み
解
く
能
力
の
習
得
を
目
的
と
す
る
。

 [到
達
目
標

]
西
洋
建
築
と
日
本
建
築
の
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
が
最
初
の
目
標
で
あ
り
、
そ
れ
を
用
い
て
建
築
空
間
の
体
験

を
自
分
の
こ
と
ば
で
論
理
的
に
表
現
し
う
る
視
点
と
概
念
を
習
得
す
る
こ
と
が
第
二
の
目
標
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
建
築
を
通
じ
て
歴
史
文
化
的
諸
問
題
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
本
講
義
の
到
達

目
標
で
あ
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第
１
回
目
は
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
。

第
２
回
目
は
日
本
近
代
の
住
宅
の
変
遷
を
概
観
し
、
建
築
図
面
の
読
み
取
り
方
と
平
面
構
成
（
間
取
り
）
の
社
会
性

に
つ
い
て
説
明
す
る
。

第
３
回
目
以
降
は
次
の
３
つ
の
主
題
に
つ
い
て
授
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
が
、
受
講
生
の
理
解
の
度
合
い
や
関
心
に

応
じ
て
多
少
変
動
す
る
こ
と
も
あ
る
。

（
１
）
西
洋
建
築
と
日
本
建
築
の
造
形
的
特
徴
（
８
回
程
度
）

　
　
　
西
洋
と
日
本
の
宗
教
建
築
（
キ
リ
ス
ト
教
教
会
や
社
寺
）
を
事
例
に
、
建
築
の
歴
史
的
展
開
を
概
観
し
な
が

ら
、
そ
れ
ら
が
な
ぜ
「
聖
な
る
空
間
」
と
し
て
の
意
味
を
持
ち
得
て
い
る
か
を
考
え
る
。

（
２
）
日
本
近
代
の
建
築
と
都
市
計
画
（
２
回
程
度
）

　
　
　
昭
和
初
期
に
流
行
し
た
「
帝
冠
様
式
」
と
呼
ば
れ
る
建
築
と
、
関
東
大
震
災
の
復
興
計
画
を
事
例
と
し
て
、

日
本
近
代
の
建
築
お
よ
び
都
市
計
画
の
特
徴
と
問
題
点
を
概
説
す
る
。

（
３
）
建
築
の
記
号
性
と
場
所
性
（
２
回
程
度
）

　
　
　
慰
霊
施
設
を
事
例
と
し
て
、
建
築
物
の
記
号
性
と
場
所
性
に
つ
い
て
原
論
的
に
考
察
す
る
。

な
お
、
各
主
題
で
具
体
的
に
採
り
上
げ
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
第
１
回
目
の
授
業
で
紹
介
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
平
常
点
（

30%
）
；
授
業
の
要
点
に
つ
い
て
の
小
テ
ス
ト
を
数
回
行
う
。
ま
た
、
授
業
へ
の
主
体
的
参
加
を
考
慮
す

る
。
期
末
レ
ポ
ー
ト
（

70%
）
；
１
）
授
業
で
採
り
あ
げ
た
建
築
を
一
つ
選
び
、
そ
の
意
味
を
ま
と
め
る
。
２
）
そ
れ
を

踏
ま
え
、
自
分
が
興
味
を
持
つ
建
築
に
つ
い
て
、
そ
の
社
会
的
意
味
を
ま
と
め
る
。

レ
ポ
ー
ト
は
説
明
の
論
理
性
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
表
現
方
法
も
評
価
の
対
象
と
す
る
。

学
部
特
殊
講
義

IV
Ｂ

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

学
部
特
殊
講
義

IV
Ｂ

(2)

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
授
業
で
採
り
あ
げ
る
建
築
物
の
な
か
に
は
初
め
て
見
聞
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て

（
あ
る
い
は
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
も
）
、
積
極
的
に
関
心
を
持
っ
て
み
ず
か
ら
調
べ
る
（
た

と
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
授
業
時
に
配
布
し
た
資
料
以
外
の
図
面
や
写
真
を
探
し
て
イ
メ
ー
ジ
を
補

う
な
ど
）
な
ど
の
復
習
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

建
築
学
の
専
門
知
識
は
必
要
と
し
な
い
が
、
美
術
、
歴
史
、
文
学
等
知
的
好
奇
心
旺
盛
な
学
生
を
歓
迎
す
る
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

体
育
実
技

III（
体
操
種
目
）

A
ctive Physical Education III(G

ym
nastics)

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名
高
の
原
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所

 代
表
金
　
尚
憲

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 1
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   前
期
曜
時
限

 金
4
授
業
形
態

 実
技
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
器
械
運
動
が
指
導
で
き
る
技
能
及
び
技
術
の
獲
得

 [到
達
目
標

]
中
学
校
・
高
等
学
校
の
体
育
教
員
採
用
試
験
に
合
格
で
き
る
器
械
運
動
技
能
の
獲
得

 [授
業
計
画
と
内
容

]
こ
の
授
業
の
目
的
は
、
体
操
・
器
械
運
動
の
指
導
者
に
必
要
と
さ
れ
る
基
本
技
（
倒
立
、
け
あ
が
り
、
腕
立
て
前
方

転
回
等
々
）
の
習
得
及
び
そ
れ
ら
の
技
に
関
す
る
指
導
法
、
幇
助
方
法
な
ど
の
研
修
を
通
し
て
、
生
徒
に
と
っ
て
わ

か
り
や
す
く
、
楽
し
く
、
有
益
な
体
操
・
器
械
運
動
の
授
業
が
展
開
で
き
る
能
力
の
獲
得
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
体

操
で
は
、
生
理
学
、
解
剖
学
、
力
学
等
の
見
地
か
ら
運
動
を
理
解
し
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
及
び
健
康
の
保
持
、
増
進
に

役
立
つ
働
き
に
つ
い
て
実
習
、
学
習
す
る
。
器
械
運
動
で
は
、
小
・
中
・
高
で
行
わ
れ
て
い
る
マ
ッ
ト
、
跳
び
箱
、

鉄
棒
で
の
各
種
技
の
復
習
と
そ
の
科
学
的
理
解
及
び
そ
れ
ら
の
技
を
よ
り
大
き
く
、
よ
り
美
し
く
実
施
す
る
練
習
と

練
習
法
の
工
夫
、
さ
ら
に
は
各
種
技
の
幇
助
方
法
に
つ
い
て
も
実
習
、
学
習
す
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
平
均
台
、

平
行
棒
、
鞍
馬
、
吊
り
輪
に
つ
い
て
も
指
導
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
状
況
及
び
実
技
テ
ス
ト

 [教
科
書

]
適
宜
プ
リ
ン
ト
配
付

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

な
し

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
こ
の
実
技
授
業
が
充
分
に
で
き
る
体
調
の
管
理
及
び
指
導
書
等
で
器
械
運
動
の
各
種
技
を
調
べ
て
お
く
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

体
育
実
技

IV
(バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

A
ctive Physical E

ducation IV
(B

adm
inton)

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名

准
教
授

 人間・環境学研究科
久
代
　
恵
介

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 1
 開
講
年
度
・

  開
講
期

  2015・
   後
期
曜
時
限

  
授
業
形
態

 実
技
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
本
実
習
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
種
目
を
通
し
て
、
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
知
識
と
技
術
の
習
得
を
目
指

す
。
ま
た
、
教
育
の
現
場
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
を
実
践
指
導
で
き
る
能
力
を
養
う
。

 [到
達
目
標

]
運
動
学
習
理
論
の
習
得
、
自
己
お
よ
び
他
者
と
の
相
互
関
係
に
よ
る
ス
キ
ル
の
上
達
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
を
目
標
と
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
第
１
週
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
。

第
２
週
以
降
は
体
育
館
メ
イ
ン
フ
ロ
ア
ー
に
お
い
て
実
習
を
行
う
。

実
習
は
理
論
と
実
践
か
ら
な
り
、
各
回
の
前
半
は
運
動
技
術
や
指
導
の
理
論
を
講
義
し
、
後
半
は
そ
れ
ら
の
知
識
を

取
り
入
れ
、
ゲ
ー
ム
を
中
心
に
実
践
す
る
。

 [履
修
要
件

]
特
に
な
し

 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
出
席
回
数
と
授
業
に
取
り
組
む
姿
勢
に
よ
る
。

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

授
業
中
に
紹
介
す
る

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
体
調
を
整
え
、
心
身
と
も
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
状
態
で
臨
む
こ
と
。

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

第
１
回
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
体
育
館
フ
ロ
ア
で
行
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
用
具
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
と
内
履
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



授
業
科
目
名

　
<英
訳

>

体
育
実
技

V
（
野
外
キ
ャ
ン
プ
種
目
）

A
ctive Physical Education V

(N
ature Experience)

  担
当
者
所
属
・

  職
名
・
氏
名
滋
賀
短
期
大
学
　
准
教
授
北
尾
　
岳
夫

 

配
当
学
年

 1-4回
生
単
位
数

 1
 開
講
年
度
・

  開
講
期

2015・
  前
期
集
中
曜
時
限
集
中
講
義
授
業
形
態

 実
技
使
用
言
語

  日
本
語

 

 [授
業
の
概
要
・
目
的

]
テ
ー
マ
：
野
外
活
動
を
通
し
た
教
育
に
つ
い
て
考
え
る

　
こ
の
授
業
は
、
教
員
免
許
状
の
取
得
を
予
定
し
て
い
る
学
生
の
履
修
を
前
提
と
い
て
い
る
。
よ
っ
て
本
授
業
で
重

視
す
る
点
は
、
自
分
自
身
の
野
外
活
動
技
術
を
身
に
付
け
る
と
い
う
よ
り
も
、
野
外
活
動
を
通
し
た
教
育
の
意
義
を

考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
加
え
て
も
う
一
点
、
日
常
の
授
業
で
は
出
会
う
こ
と
の
な
い
他
学
の

学
生
と
接
す
る
こ
と
で
、
同
世
代
の
多
様
性
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
を
図

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
実
際
に
参
加
す
る
キ
ャ
ン
プ
は
、
担
当
教
員
が
滋
賀
短
期
大
学
で
授
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
３
泊
４
日
の
キ
ャ

ン
プ
で
あ
る
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
、
ま
た
一
般
参
加
者
と
し
て
も
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
。

運
営
者
側
、
そ
し
て
参
加
者
側
と
い
う
２
つ
の
側
面
か
ら
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
関
わ
る
こ
と
で
、
学
校
教
育
の
中
で
実

践
さ
れ
る
キ
ャ
ン
プ
の
運
営
方
法
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
野
外
活
動
が
持
つ
教
育
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
深
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

 [到
達
目
標

]
・
野
外
活
動
教
育
を
目
的
と
す
る
組
織
の
中
で
、
機
能
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
野
外
活
動
に
お
け
る
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
が
で
き
る
。

・
野
外
活
動
を
通
し
て
人
の
多
様
性
を
理
解
す
る
。

・
野
外
活
動
の
教
育
的
意
義
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 [授
業
計
画
と
内
容

]
開
講
日
程
：
①
事
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
日
時
は
後
日
連
絡
）
　
②
本
キ
ャ
ン
プ
　
平
成
２
７
年
９
月
１
日
（

火
）
～
４
日
（
金
）

開
講
場
所
：
①
事
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
教
室
は
後
日
連
絡
）
　
②
本
キ
ャ
ン
プ
　
滋
賀
県
希
望
が
丘
文
化
公

園
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

内
容
：
＜
事
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
＞

　
　
　
　
１
）
キ
ャ
ン
プ
の
概
要
説
明
・
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
心
構
え
・
テ
ン
ト
設
営
練
習

　
　
　
＜
第
１
日
目
＞
　
※
本
隊
受
け
入
れ
事
前
準
備

　
　
　
　
２
）
本
部
設
営
及
び
現
地
環
境
整
備

　
　
　
　
３
）
キ
ャ
ン
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
通
理
解

　
　
　
　
４
）
受
け
入
れ
準
備
　
そ
の
１

　
　
　
　
５
）
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
ゲ
ー
ム
　
実
践

　
　
　
＜
第
２
日
目
＞
　
※
本
隊
　
第
１
日
目

　
　
　
　
６
）
受
け
入
れ
準
備
　
そ
の
２

　
　
　
　
７
）
開
講
式
・
本
隊
環
境
整
備
　
補
助

　
　
　
　
８
）
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
ゲ
ー
ム
　
補
助

　
　
　
　
９
）
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
　
実
践

体
育
実
技

V（
野
外
キ
ャ
ン
プ
種
目
）

(2)へ
続
く
↓
↓
↓

体
育
実
技

V
（
野
外
キ
ャ
ン
プ
種
目
）

(2)

　
　
　
＜
第
３
日
目
＞
　
※
本
隊
　
第
２
日
目

　
　
　
　

10）
ク
ラ
フ
ト
　
そ
の
１
　
実
践

　
　
　
　

11）
ク
ラ
フ
ト
　
そ
の
２
　
実
践

　
　
　
　

12）
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
準
備
　
補
助

　
　
　
　

13）
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
　
ス
タ
ン
ツ
実
践

　
　
　
＜
第
４
日
目
＞
　
※
本
隊
　
第
３
日
目

　
　
　
　

14）
撤
収
　
補
助

　
　
　
　

15）
振
り
返
り
（
課
題
レ
ポ
ー
ト
）

 [履
修
要
件

]
　
教
員
免
許
状
取
得
を
目
的
と
す
る
学
生
の
履
修
が
原
則
で
す
が
、
授
業
目
的
を
充
分
理
解
し
た
上
で
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
他
学
の
教
員
、
学
生
と
の
交
流
を
伴
い
ま
す
。
基
本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
有
す
る
学
生
の

受
講
を
希
望
し
ま
す
。

　 [成
績
評
価
の
方
法
・
観
点
及
び
達
成
度

]
・
事
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
平
常
点
評
価

 [出
席
状
況
・
受
講
態
度

]（
10点
）

・
キ
ャ
ン
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
積
極
的
参
加
度
合
い
（

30点
）

・
キ
ャ
ン
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
者
と
し
て
の
積
極
的
参
加
度
合
い
（

30点
）

・
最
終
日
に
現
地
で
課
す
レ
ポ
ー
ト
（

30点
）

 [教
科
書

]
使
用
し
な
い

 [参
考
書
等

]
  （
参
考
書
）

日
本
野
外
教
育
研
究
会

 編
 『
改
訂
キ
ャ
ン
プ
テ
キ
ス
ト
』
（
杏
林
書
院
）

ISB
N

:4-7644-1548-8（
野
外
教
育
に
興

味
の
あ
る
学
生
は
、
購
入
し
て
み
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
）

前
島
一
義

 『
ア
ウ
ト
ド
ア
に
役
立
つ
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
』
（
ナ
ツ
メ
社
）

ISB
N

:4-8163-2447-X
（
日
常
生
活
に
役
立

つ
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
も
学
べ
ま
す
。
）

 [授
業
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
等

]
　
こ
の
受
講
を
機
会
に
、
野
外
活
動
で
必
要
な
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
事
前
学
習
し
て
お
か
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
今
回
の
キ
ャ
ン
プ
で
必
要
な
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
は
以
下
。

　
　
　
結
　
び
：
も
や
い
結
び
・
ま
き
結
び
・
自
在
結
び
・
ひ
と
結
び
・
ふ
た
結
び

　
　
　
つ
な
ぎ
：
一
重
つ
な
ぎ

　
　
　
束
　
ね
：
シ
ガ
ー
ス
ケ
ッ
ト
コ
イ
ル

体
育
実
技

V（
野
外
キ
ャ
ン
プ
種
目
）

(3)へ
続
く
↓
↓
↓



体
育
実
技

V
（
野
外
キ
ャ
ン
プ
種
目
）

(3)

（
そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
等
）
）

　
宿
泊
・
食
事
費
と
し
て

\5,000～
\10,000程

度
の
費
用
が
発
生
し
ま
す
。
現
地
で
徴
収
し
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
実
施
の
有
無
は
、

K
U

L
A

SISで
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。


